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文舉的 作品の 解 鞾，鑑赏* 批評に 際 て、 不可 缺の 要件 は， 何 を 措いても 先づ 其の 作者の 個人的 特 

微を 知って おくと いふ 一事で ある。 作者の 作風 乃至 侗 人的 特徴に 對 する 理解な くして、 其の 作品 を 

云々 しょうと するならば、 それ はも はや 胃 險の域 を 越えた 出 解 目で ある。 出^目ぐ らゐ乍 品の M 慣 

を En 潦し、 世人の 聰明 を 汚す 失禮 な、 さう して 有害な 仕 ^はない。 

と は： 一一 一：： ひながら、 文舉的 作品の 解 釋* 鑑赏 • 批評と いふ 嚴肅な 作業に 從事 する 人士 達に 對 して、 此 

の 大切な 「黄金の 鍵」 の 一 つす ら與 へられなかった I と 言ふ吿 白を敢 へて せねば ならない のが、 

昨日までの 我が 文藝界 で， あり、 教育界の 實狀 であった。 

畏友 川 島 君が、 多年の 精進と 努力との 結 菜 物され た 「現代 作家の 人 及び 作風」 の 出版 こそ は、 こ 

の 意味に 於て、 まさしく、 出 11 目であった 昨 g までの 現代 文 舉敎授 を 清算し、 正しく、 新しき 今 n 

以後の 解 釋* 鑑賞？ 批評の 花園への 扉 を 開いて くれる 「黄金の 鎩」 とも 稱 すべき 好 著で ある。 

さて 此の 一書が 寄與 して くれる 德澤は 一一； 方面に 亙る。 作品に 對 して 正しい 認識が 企てな さ lc、 


序  二 

先づ 作家 達が 喜ぶ。 これ 其の 一 である。 次に かく 正しく、 善き 现解ゃ 評價を 成し遂げ 得た 讀者敎 育 

家が 欣躍 する。 これ 其の 二で ある。 隨 つて、 其の 最も 愛好す る 現代 文 學に對 して、 本當の 指導 を受 

け 得た 學生 生徒 等が 共鳴し、 扑舞 する。 これ 其の 三で ある。 

叫 治より 大正 • 昭和の 聖代に 活躍した、 しかして 又 現に 活躍し つ 、ある 主力 作家の 幾 十 名に つい 

て、 「人」， 「作風」 •「 作品」 •「 文章」 •「 文例」 の 五 項目 を 立て、、 それぐ の 憫を塡 めた 記載と 叙述との 

手際よ さ。 世の 阈語敎 育に 携 はる 者、 文筆に 親しむ 人士が、 求めん として は ざり し 期待 翹^ の 好 著 

の 出現 を 心から 喜びつ 、、 こ 、に 聊か 所懐 を 序した 次^で ある。 

昭和 八た 牛 一一； 月 桃の 日。  聽蛙莊 にて 

金子 彥ー 一郎し るす 


^ふに 明治 • 大正 • 昭和の 時代 乙 そ は、 有史以来の 我が 文學史 中、 最も 華やかな 時代 

である 小說 に、 詩歌に、 戲 曲に、 あらゆる 分野に 亘 つて、 千 紫 萬 紅、 正に 花 爛漫 

の 時代で ある。 

殊に、 過去 數 年間 は 全集の 流行 時代であった。 全 葉 もの、 洪水 時代であった。 漱石 • 

武郞 • 蘆 花 *實 篤 ，寬* 龍 之 助 • 潤 一 郞等々 の 個人 全集 は 言 ふに 及ばず、 小 說，教 力 さてよ 

詩歌 等 あらゆる 綜合 全集 は、 殆ど 枚 擧に遑 がない。 汗牛充 棟の 盛時で ある。 

從 つて、 學校 *圖 書 館 は 言 ふに 及ばず、 如何なる 家庭に も、 何人の 書齋 にも、 全橥の 

一 組 や 二 組の ない 處 はない。 

然し 靜 かに 考 へて 見る 時、 それ 等の 全 葉 もの を 最も 有益に、 最も 有效 に、 , つが^ i 

とし、 わが. S とし、 わが 生命の 糧 とした 人、 いやしつ、 ある 人が 果して 何 ほど あるで 
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あらう か。 幾 百 萬 • 幾千 萬の 全集 購入者の 中 何 割 あるで あらう か。 乙れ を 思 ふとき 淋 

しくなる。 書物 は 装飾で ない こと は 今更 喋々 を 要しない。 かくの 如き 文學 全盛の 聖代 

に當 つて、 文學 全集の 一 揃 位 書架に ない 乙と は恥づ べき 乙と であらう。 けれども、 そ 

れを只 積んで ある こと、 並べて ある rJ と は、 更に-,, \ -恥づ べき 乙 とで ある。 

尙、 先に も 述べた 如く、 現代 は文學 の撩亂 時代で あるが 故に、 最近の 高等 學校 *專 

問 學校入 學試驗 とい ひ、 文 撿試驗 とい ひ、 何れの 試 驗の國 語 問題に も、 現代 文の 解 釋* 

鑑賞に 關 する もの k 出題され ない もの はない。 然し、 本當の 解釋、 本當の 鑑賞 は、 そ 

の 時代と、 作者と、 その 作風と を眞に 知悉して こそ、 始めて 出來 得る と 思 ふのに、 さ 

うした 手頃の 書物の ない こと を、 私 は 常に 遺慽に 思って ゐた。 そ rJ で負氣 なく も、 私 

は 數年來 の 研究 を まとめて、 世に 問 ふこと にした。 

本書に 收め たもの は、 明治 よら 現在に 亘る 重なる 小說家 五十 餘名 であるが、 尙 この 

外、 林 房 雄、 小 林 多 喜 二 • 葉 山 嘉樹ゃ 牧野 信 了 川端 康成 • 佐 々木 茂 索 • 岡 田 三^  • 龍膽 


寺 雄、 さて は 三 宅 やす子 *吉屋 信 子 • 長 谷川 伸 • 子 母澤寬 等の 諸氏の 如き、 入れたい と 

思った 作家 も澤山 あるが、 十分^と まらない ので、 さう した 方々 は殘 念ながら、 後日 

訂正 增 補の 機會に 譲らう と 思 ふ。 

ともかく、 一通， 9 纒 ま，^ は纒 つた もの、、 まだ-/ \ 至らない 點が 多い と 思 はれる か 

ら、 その 點 大方 諸 彥の御 叱正 を 仰ぎ、 より 完全な ものにし たいと 念願して ゐる。 

尙、 私 は、 乙の 小 著の 姉妹 篇 として、 詩歌 篇* 戲曲篇 を 績刊 する 積 6- であるから、 併 

せて 御 一 讀 願ったら、 以て 現代 文學を 鳥瞰す る ことが 出来る であらう^ と を 確信す る。 

終， 9 にの どんで、 小 著の 研究に 當 つて、 特に 小島 德彌 ，宮 島 新 三 郞* 高 須芳次 郞の諸 

氏のお 說に負 ふと 乙ろ の 多い 乙と を 述べて、 ^、に 謝意 を 表する と共に、 御 研究に 寸 

暇 だに なき 金子 彥ニ郞 先生の 御手 を 煩 はした 乙と を、 併せて 御禮 申し上げる。 

昭和 八 年 三月  八 鶴 湖畔に て 

著 者 
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現代 小說 史槪觀 ■ 

眞の 明治 小說は 二十 年 前後からで、 それ 以前 は新舊 交錯の 混沌 時代、 過渡 時代であった。 卽ち、 

前代 江戸 期の 作家の 殿り ともい ふべき、 假名 垣 笤 文、 鶴亭 秀賀、 柳水亭 秫淸、 梅 亭金鹅 等が あり、 

中で も!： ダが 比較的 傑出して ゐた。 奇才 横溢、 覇氣 奔放の 筆を揮って 「西洋 膝 栗毛」 「安 愚樂 鍋」 

「胡瓜 圖解」 等 を 書いた が、 それ 等 は 正に 極端な 歐化 熱の 反映で あり 殆ど 見る に 足る もので はな か 

つた。 

やがて 西南 戰爭も 終った 後の 我が 國の 社會 風潮 は 老幼 を 問 はす 極度の 政治 熱に 煽られて ゐ たが、 

これが 彼の 外 來文藝 と 結合して、 こ、 に 傳奇的 政治 小說 となって あら はれた。 これが 嚆矢は 明治 十 

六 年に 刊行した 矢 野 龍溪の 「經阈 美談」 である。 鑌 いて 藤田嗚 鶴の 「文明 東漸 史」 末廣鐵 腸の 「雪 

中 梅」 「花 問鶯」 須藤 南翠の 「新装の 佳人」 柴 東海 散 史の 「佳人の 奇遇」 等が 出た。 

要するに 「政治 小說」 は、 その 名の 如く 政治的 色彩の 極めて 濃厚な もので あり、 その 作者 も 政治 


家 か 或は 政治 記者であった。 その 文 擧的價 値の 上から よりも、 寧ろ 眼前 當 面の 事 實 上の 興味 その 

ものに よって、 比較的よ りよき 成功 を 得た ものであった。 

やがて 政治 小說 流行の 時代が すぎる と坪內 逍遙の 「小 說； s」 によって 新 文 學の曉 鐘が 亂 打され 

た。 「小說 祌髓」 は 畢竟、 小 說とは どんな もの かとい ふ 問題に 對 する 薪解釋 で、 正しい 意義の 上に 於 

ける 小說ゃ 描寫の 原理 方法 を敎へ 且つ 主張した ものであった。 そして この 著が 一度 世に 現 はる & 

や、 勸善 懲惡. 王 義の戲 作 や 方便 的な 「政治 小說」 の 缺陷が 打破され、 今迄の 戯作者の 作品に 慊らす 

思って ゐた靑 年 作家 は、 我も我も とその 「寫實 主義」 の 大旆の 下に 「集り、 こ、 に 明治 新 文 學は向 

ふべき 途を 示された。 逍遙 は その 主張と 共に 更に それ を具體 化した 長 篇小說 「一 讀 三嘆 當世 書生 氣 

質」 . を 雛型と し て發 表した が、 それ は 彼の 主張 を その ま 上 莨 現す ると こ ろ 迄 は 行かな か つ た。 

けれども、 明治 二十 年 七月 二葉 亭四 迷の 「浮 雲」 の 出現す るに 及んで 、「小 說 神髓」 の 理想 を 完全 

に實 現す る ことが 出釆 た。 

これ は 心理的 推移の 精緻、 人物の 浮彫、 生活 そのもの ゝ截斷 面の 提示、 言文一致 體、 これらの 點 

に 於て 從來の 小 說に絕 えて 類例な き 新機軸で、 明治 小說 史上 特筆すべき 作で ある。 

現. 代作 家の人 及 作風  =1 
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こ、 に 逍遙、 二葉 亭 によって 開眼 せられた 文舉靑 年の ー團 があった。 彼等 は 初め r 寫實 小說」 の 

唱導に 刺戟せられ、 鑌 いて 國粹 保存の 思潮に 乘 じた 元 祿文擧 復活の 聲 に激勵 され、 「硯友 社」 なる 名 

の 下に 尾 崎 紅葉、 山 田 美妙 等 を 中心として、 石橋 思案、 廣津 柳浪、 川上 眉 山、 等 を 羽翼と して 明治 

一 一十 一 年頃より 明治 一 一十 五 年頃 迄卽ち 第一 一期 小說 壇を濶 歩した。 然し、 彼等の 當 時の 業績 を 考察す 

るに、 新時代の 文 擧と云 ふよりも 寧ろ 復古 的氣 分の 方が より 强 かった。 彼等 は 「小說 神髓」 の寫實 

主義に 動かされ たとい ふ もの \、 眞の 人生 を 描かす た^ 空想で 作り上げた 人生 を 描き、 人間の 偶 性 

を 解剖せ す 人間の 通有性 を 叙した。 所謂 空想的 寫實 主義に 始終した のみであった。 

彼等と 等しく 西 鶴の 源流 を 汲みながら 更に 別途の 理想的 倾 向の 方面に 向った の は、 幸 田 露 伴で あ 

つた。 紅葉と 露 伴と は 好い コ ン トラストであった。 卽ち 前者が 現實 的、 寫實 的で あるのに 對 して、 

後者 は 理想的、 觀念 的であった。 又 一 が 女性的で あるのに 反して 一 は 男性的であった。 彼が 趣味 腐 

くして 專ら それに 傾く のに 對 して、 此は 思想 深く して 專ら それに 傾いた。 その 代表作 は 「五重塔」、 

「風流 怫」、 「一 ロ劍」 等で ある。 然し 紅葉の 寫賞 主義が その 實 一種の， 趣味に 囚 はれた 淺 薄な もので 

あつたと 同様に、 露 伴の 理想主義 も 幼稚な ものであった こと は^はれ ない。 


ともあれ、 明治 二十 年頃から 日 淸戰爭 頃 迄の 第二 期 は 所謂 紅& 時代で あつたが、 それに 對 して 二 

つの 傍流が あった。 一 は 純 粹にョ ー 。ツバ 文擧の 印象 影響 を 深く 感得した 「新聲 社」 の # 鷗 外と、 

文舉界 による 北 村 透かが 牛耳した 一 派で あり、 一 は 化 政 期の 江 戶文學 の 色彩 を 濃厚に 帶び た饗庭 篁 

村、 齋藤綠 雨 等であった。 

鷗； ？： は、 ョ ツバ 文擧に 通じて ゐる 上に 國文學 の 素養が あつたので、 戀愛 を取极 つても r 硯友 

社」 の 人々 の 如く 調子の 低い 所 もなかった。 いは^ 二葉 亭 などの 人生派と 紅 露の 藝術 派との 中 を 

歩いた 趣が あった。 その 「新 聲社」 に は 小金 井 君子、 落 合 直 文、 井上通泰 等が ゐた。 

明治 二十 年代の 初に 於て 外 國文學 が續々 と飜譯 せられた。 卽ち 二葉 亭は 露文擧 を、 森 田 思 軒 は 主 

として 英文 學を、 鷗外は 主として 獨 逸文 學を、 若い 日本へ 移植した。 この 外 國文擧 の 影響が 眞 面目 

に 人生と は何ぞ やとい ふやうな 問題に 頭を悩まし 初めた 當 時の 一部 靑年の 心に、 主情主義の 波 を あ 

げ させた。 

それ は 北 村 透 谷 を 中心とした 島 崎 藤 村、 馬場 弧 蝶、 星 野天 知、 戶川秋 骨、 戶川殘 花、 平 田 禿 木 $ 

「文 舉界」 同人の 靑年 文士であった。 彼等 は 何れも 感情的で 口 マン チックであった。 現實 にあき 足 
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れ りと せす 常に 何物 かに 憧れて ゐた。 眞 面目に 自己^ 考へ、 人生 を 眺める 上に 彼等の 眞 摯な惱 みや 

悶 へを發 露した。 人生に 對 して 思索的 態度 をと り、 皮相の 寫實ゃ 架 g の 妄想に よらす、 靜 かに 人生 

そのもの を主體 として、 之 を 宗敎、 哲學等 あらゆる 方面から 觀 察して その 實相 を捉 へようと した。 

透 谷 は その 代表者であった。 彼 は實に 代表的な 浪漫 理想主義 者で、 飽迄も 人間の 習惯に 反抗し、 

飽迄 も眞の 自己、 囚 はる、 ところな き 自由の 自己に 生きん とした。 そして その 眞劎な 苦しみの 爲に 

遂に 自殺して 了った。 彼 は 評論に、 新體 詩に、 戯曲に、 小說 に、 夫々 活躍した が、 新體 詩と 評論と 

が 殊に 勝れて ゐた。 

紅 露の 類型的 描 寫に叉 かとい ふ感を 抱き、 單調を 厭 ひ 變化を 好む 世の 趨向 はこ \ にー轉 して、 江 

戶俠客 氣質を 描いた 村上浪 六の 「撥髮 小說」 となり、 再轉 して 讀 者の 好奇心 を そ k ふに 外 國の材 を 

巧に 日本化した 黑岩淚 香の 「探偵 小說」 となり、 更に 轉 じて 塚 原潞柿 園、 須藤 %翠 の 「厫史 小說」 

となった。 高山 樗 牛の 「瀧 口 入道」 もこの 頃の 作で ある。 

かくの 如く 文壇 一が 僅かに 蠢動して 一時 を 糊塗して ゐる 時に 日 清 戰爭が 起った。 そして 戰 勝の 光 榮 

は 一般 民衆 を陶醉 せしめた と 同時に 國民的 自覺が 加 はって、 所謂 日本 主義、 國家 主義、 帝國 主義が 


擡頭した。 又戰 後の 社會 問題の 究明 は 現實に 執す る 風 を 生じた。 然し それ 等の 諸 主義 は 主として 沒 

我 的で、 あまり 社 會國家 を 重んじす ぎて 個性 を輕視 しすぎて ゐ たこと に E 覺し、 こ-に 阈民 的自覺 

より 進んで 個人的 自 覺に轉 じょうとした。 

この 時に 営って 登場した の は 川上 眉 山、 泉 鏡 花 等の 所謂 「觀念 小說」 である。 それ は飽迄 も現實 

に 根ざし、 そこから 汲み取った 事件に 對 して 作者の 人生 觀、 社會觀 とい ふ もの を 露骨に 作 中に 表 は 

した ものである。 眉 山の 「うら 表」 鏡 花の 「夜行 巡査」 は その 代表作で あらう。 

「觀念 小說」 に 次いで、 更に 現實 的な 深刻な 社會曆 を 描いた もの は廣 津柳浪 である。 「變 目傳」 にせ 

よ 「河 內屋」 「畜生 腹」 r 黑 蜥蜴」 にせよ、 彼の 作に 現 はれた 人生 觀は 極めて 陰慘 であった。 何れも 

人生の 裏面 を 暴露し、 各人の 性格、 體質、 境遇、 運命 等の もつれくて、 悲哀 沈痛の 人生 問題の も 

ち 上る 次第 を 精微に 描いて ゐる。 「深刻 小說」 の 名 を もって 呼ばれる 所以で ある。 

所設行 詰った 文壇の 展開 は 柳浪、 眉 山 等の 發奮 ばかりで は 救 はれなかった。 そこから 進んで 「心 

理小 說」、 「社 會小 說」、 「家庭 小說」 に 行かなければ ならなかった。 

か \ る 問に 同じく 人生の 晤ぃ 方面に 筆 をつ け、 しかも 深い 省察と 精し い 心理 描寫 とに よって、 よ 
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く 作者 自身の 侗 性を發 揮した 女流作家 樋 ロー 葉が あら はれた。 彼女 は 明かに 天才であった。 その 作 

品 は 水際立って すぐれて ゐた。 明治 一 一十 五 年から 廿八年 迄 約 四 年間の 短い 文壇 生活に 不磨の 足跡 を 

明治 文舉 史上に 殘 した。 彼女に は戲作 的の 態度 は 露程 もなかった。 ありの ま、 の 現實を 描く と 共 

に、 更に 個人の 運命 を 支配す る 心理的 機微 をも捉 へて 深く 讀 者の 胸に 響く ものが あった。 

戰 勝の 裏に は已に 頹廢の 影が 萠 して ゐた。 奢侈 淫蕩、 貧富の 懸隔 は卽 ちそれ であった。 

この 時に 當 つて、 高山 樗牛、 內田魯 庵 等の 批評家 は、 小說 家が 時代の 思想 をよ く 理解して 生きた 

社會の 生命に ふれた 健全な 作品 を 作るべく 慫慂 した。 こ \ に 生れた のが 「社會 小說」 である。 眞先 

に それに 筆 を そめた のは魯 庵であった。 彼 は 自ら 「社會 小說」 を 提唱して、 「暮の 二十 八日」 「霜く 

づれ」 等を始 として 多くの 作品 を發 表した。 これに 和した もの は 風 葉、 蘆 花、 尙江 等が あった。 

「社會 小說」 はたし かに 戰 後の 現實的 傾向の あら はれで あつたが、 それにつ いで 「家庭 小說」 が 起 

つた。 それ は淸ら かな 愛、 友情、 同情、 主 僕、 親子 等の 情誼 を 骨子と して、 適宜 淚と 笑と を 按配し 

て 筋に 一 定の敎 霞 を ほのめかす 「道 德 小說」 である。 蘆 花の 「不 如歸」 菊 地 幽芳の 「己が 罪」 「若き 

妻」 「乳 姉妹」 中 村 春雨の 「無 果實」 柳 川 春 葉の 「母の 心」 等が その 尤なる ものであった。 


この 「家庭 小說」 につけて 後藤 {巾 外の 「田園 小說」 を 述べなければ ならない。 心理 小說 家と して 

文壇に 現 はれた 宙 外の 作品に は何處 やら 道德 的な 處が あつたが、 次第に 家庭的に 更に 田園 的 情味 を 

もつ やうに なった。 そして 自ら 猪 苗代 湖畔に 引 込んで 田園 小說を 標榜して、 「山里」 「殘る 光」 「公民」 

等 を 公に した。 これ 等 は 後年の 鄕土 小說、 農民 小說 の先驅 をな す もので あらう。 

又、 前期 以來 對立關 係に あった 紅 露 二 家 も、 尙當 時文 壇の 領袖た る 位置 を 失はなかった。 紅葉 は 

この 時期に は 作風 ー轉 して 「多情多恨」 を 著し 更に 「金色 夜叉」 を 書いた。 露 伴 は 「鬆 男」 「二日 物 

語」 「天 打つ 浪」 等 を 公に した。 

先に 觀念小 說の作 を 以て 文壇に 出た 鏡 花 は、 その後 一 轉 開して 稀世の n マン チケル とし て 神秘 

的、 怪奇 的な 筌想 を恣に 小說の 上に 表現す る やうに なった。 

日 淸戰爭 後の 文壇 は 皮相 的寫實 小說の 行詰り を 打開すべく、 觀念 小說、 深刻 小說、 心理 小說、 社 

會 小說、 家庭 小說等 ；… めまぐるしい 變化 をした にも 拘ら す、 それ 等 は 何れもよ き 効 桀を收 め 得な 

かった。 現實に 徹しよう としつ、 も、 その 實、 趣味 や 嗜好 や 倫理 ゃ道德 等に 囚 はれて、 眞の 寫實に 

徹底す る ことが 出来ないで 蠢 いて ゐる 小說界 の現狀 であった。 
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この 時に 當 つて、 率直に 大謄に 如實に 世相 人物 を 描き出さ うとして、 理論と して 朧げな 自覺の 下 

に ゾラ イズム を 提唱し、 實際 作品に も その 大膽な 寫實を 試みよう としたの は 小 杉 天外で ある。 そし 

て 天外よりも 一 曆 ゾラ ィズ ム に 味 到して、 自然主義 的 傾向 を 高調した の は 永 井 荷 風で ある。 

かくの 如く、 天外、 荷 風^に よって ゾラ イズムが 盛んに 提唱され てゐる 時、 思想界に は 高山 樗牛、 

等が 所謂-イチ h ャズム を 提唱し、 個人主義、 本能 主義と なり、 美的生活 を高唱 した。 か 

うした 美醜 良 惡の區 ^なく 冷やかに 觀 察する ゾラ イズムと、 偽善 的な 道 德を排 し、 赤裸々 な 性慾 を 

謳 ひ 本能 滿足を 叫んだ 二 イチ H ャズム と を 結びつけて、 沈滞せ る 文壇に 新 氣流を 注ぎ込ん だの は 島 

§ 藤 村、 田 山 花 袋、 國木田 獨步， 等で あつ， た。 そして 日露 戰爭の 終結と 共に 文 藝界は 「自然主義」 の 

時代と なった。 

その 中で も 最も 早く 目 ざめ たの は獨 歩であった。 彼が 三十 四 年に 公に した 「武歳 野，」 「牛肉と 馬 鈴 

薯」 は 自然主義 小説の 先驅を なす もので あつたが、 殆ど 文壇から は默 殺されて ゐた。 そして 自然 主 

義 の勃與 する や 彼の 名 は 俄然と して 重き をな した。 

は 詩から 小說へ 轉じ、 卅九. 年 に は 特殊 階級 についての 社會 問題 を 同情 深 い 心 持で 取扱った 長 


篇 「破戒」 を 公に して、 一 躍 新興 自然 生 義小說 壇の 寵兒 となり、 次いで 「春」 「家」 等の 大作 を 出し 

た。 

花 袋 も 初 は 抒情 的な 空想的な 美文 旳 短篇 を 作って ゐ たが、 歐洲 文舉に 刺戟され て 作風に 一 變革を 

來し、 自然主義 文擧の 代表作と もい ふべき 「蒲 團」 の 一 篇を 以て 一躍 自然主義の 領袖と なり、 っ^ 

いて 「一 兵卒」 「生」 「妻」 「緣」 等 を 公に し、 又 一 方 議論に 於ても 盛んに 自然主義 を 鼓吹し、 「平面 

描寫を 主張した。 

以上の 三人 は 自然主義 文學の チヤ ム ピオ ン であった が、 彼等に はと も すれば セ ンチヌ ン タルな 愦 

緖の 世界が 顏を のぞかせて ゐた。 

然るに、 こ \ に 生れた る 自然主義者 ともい ふべき 德田 秋聲と 正宗 白鳥と が ある。 

秋 聲は始 は r 硯友 社」 に籍を 置いた が、 「硯友 社」 の 人々 と は 到底 同化し 難き 異分子であった。 そ 

して 自然 主篛の 勃興す る や 俄然 名 を 成した。 彼 は 平凡 人の 平凡 生活 を 微細に 描いて ゐる。 主として 

中流 及 中流 以下の 生活の 不安に 脅やかされつ k その 苦痛に 壓 迫され つ ゝ、 而も 無 自覺に その 日 „, 

を 送って ゐる 人生 を 描いて、 そこに は 抒情 的氣 分は藥 にした くも 兌ら れ ない。 「足跡」 「徵」 「爛」 等 
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は 彼の 代表作で あらう。 

白^の 思想 は 消極的、 逃避的、 否 宛 的、 虚無的、 絕望 的、 あきらめ 主義 的で ある。 人 問 は 如何に 

もがいても 運命に 定められた 偶人の 役割 を 努める にすぎない とて、 虚無的な 絕望、 あきらめの 淋し 

い 人生 觀を 抱いて ゐた。 そこに は 冷笑と 皮肉との みがあった。 「何 處へ」 「一 一家 族」 「微光」 等の 代表 

作が ある。 

その他 この 派に 屬 すべき 作家と して 眞山 青果、 岩 野 泡 鳴、 二葉 亭四 迷、 小 栗 風 葉、 中 村 S 湖、 上 

司 小劎等 を擧げ る こと が 出来る。 

斯 くして 明治 四十 年代 は 正に 自然主義 時代で あつたが、 この 自然主義 ^學 隆盛の 爲に 健闘した 評 

論 家の 功績 も 亦 決して 忘れて はならない。 最も 活躍した の は 長 谷川 天 溪と島 村 抱 月と であった。 

&溪は 最も 急進的で、 雜誌 「太陽」 により 「幻滅 時代の 藝術」 「反 基督 敎的 精神」 「現實 曝露の 悲 

哀」 等の 論文 を發 表して 自然主義 文擧を 論じた。 

抱 巧 は 天溪の 如く 急進的で なく、 穩 健な 態度 を 以て、 飽迄も 周到に 飽迄も 深切に 自然主義 文學の 

指導者、 紹介者、 啓發 者と なった。 その 論文に は 「文藝 上の 自然主義」 「今の 文壇と 新 自然主義」 


「自然主義の 價値」 等が ある。 

尙； 5： か 伸、 相 馬 御風、 中澤臨 川、 岩 野 泡 鳴、 等 も 自然主義 を 鼓吹した 當 時の 論客で ある。 

かくの 如くに して 自然主義 文擧が 漸く 文壇 を 風靡 せんとす る や、 當時 「新 小說」 に據 つて ゐた後 

ま^!: はお &^、 樋 ロ龍峽 等と 結んで 文藝 革新 會を 起して、 愈々 非 自然主義の 叫び を 揚げた が、 大 

勢 は 自然主義の 隆盛に 向って 行った。 この 時に 當 つて、 その 自然主義 文學と 平行して、 それ を 冷笑 

的な 態度 を 以て 眺めて ゐた 人々 があった。 それ は敏 であり、 漱石 であり、 鷗 外であった。 

漱石は 自然主義 文 學を第 一 義 ならす として、 それ は 生死の 關 門を脫 離せざる 煩惱 底の 第 一 義 であ 

ると 挪揄 し、 生死 を 超越した 上から 見れば それ は 第二義で あると 唱 破し、 自家の 文學を r 餘裕 派」 

と稱し 「低徊趣味」 と 名 づけた。 そうして 「吾輩 は 猫で ある」 以下 幾多の 作品 を發 表した。 

漱 石と 作風 を 同じく する 人に 高濱虚 子が ある。 

鷗 外は漱 石の 「低徊趣味」 と 略 同じ 意味 を もった 所謂 「あそび」 の 藝術觀 を 持して、 自然主義 を 

揶揄し 冷嘲した。 

衩て、 自然主義 文擧は ！： 十二 三年に は その 絡 頂に 達し、 明治の 末年に 至る や 行詰りの 狀態を 示す 
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に 至った。 自然主義の 機械的 人生 觀 から 脫 して、 新しい 生命力 を翅 望す る 積極的 思想が 反動と して 

起った。 これ は 「新 理想 主篛」 に 通 やる 大道で あるが、 その 途上に は 二三の 様 姿が 認められる。 「唯 

美 主義」 とい ひ r 享樂 主義」 とい ひ 「新 浪漫主義」 とい ふの が卽 ちそれ である。 當時 自然主義に 慊 

ら ないで、 都會に 生れて 洗鍊 した 趣味と 弒廢 した 氣 分と を 有する もの は、 宗敎へ 行けす、 神秘の 幻 

を 追へ す、 官能の 媚藥を 只管に 求め、 必然的に 唯 美的 亨樂 的に 傾いた。 

逸早く 自然主義の 洗禮を 受け て、 一 時 非常に.、 ソ ラ イズム に倾 注した 荷 風 は 歐米留 學後は 享樂的 耽 

美的に 推移した。 そして r 歡樂」 「隅 m 川」 「冷笑」 等の 作品に 於て、 現代 日本の 雑駁なる 文明に 甚 

しい 不滿を 抱き 且つ 呪 ふた 彼 は、 その 理想 鄕を江 戶の化 政 度に 求めた。 浮世 繪に 過ぎた 春 を 慕 ひ、 

歌澤の やるせない 節 調に 狹斜 に殘 る. 江戶の 面影 を 追った。 要するに 彼 は その 強烈な 色彩と 音律 に 心 

ゆく ま&に 官能の 愉樂を 求め、 それに 陶醉 した 前 代 憧憬 の 享樂 主義者 である。 

荷 風に 似て 更に 近代的な 享樂 主義者に 谷 崎 潤 一 郞が ある。 彼 は 同じく 耽美的 傾向 を 追 ひながら 强 

烈な 官能と 爛壞 した 神 經とを 以て 惡の 讃美、 マソヒズムへ の 惑溺 を 描いた。 罪惡を 美と 觀 する 一 種 

の惡魔 主義者で ある 。「刺青」 「惡 魔」 「ぉ艷 殺し」 等 は その 代表作で あらう。 


尙、 享樂 主義 的 傾向 を 有する 作家と して は、 長 田 榦彥、 久保田 萬 太郞、 近 松 秋 江の 名 を あげなけ 

れ ばなら ない。  - 

次に、 「新 浪漫主義」 と は 「自然主義」 の 溶爐を 通過した 後の 「浪漫主義」 である。 現實に 於け る 

苦悶 悲哀の 試 鍊を經 た 後の 憧憬の 世界で ある。 新 浪漫派に 屬 する 人々 に は、 鈴 木 三重 吉、 小川 未 

明、 森 田 草 平等が ある。 

三重 吉は、 自然主義 文擧 に慊ら ないで 彼 獨自の 新しい 情緒の 世界 を 創造した。 現寳 生活の 中に 享 

樂を 求めよう として 求められす、 常に 絕望 のみ 與 へられて、 しかも 諦め きれす 飽迄 憧憬の 情 を恣に 

して、 何物 かを摑 まふと する 苦悶の 姿 を 描いた。 

未明 は、 生れた る 浪漫主義 者と いはれ てゐ る。 彼 は 自然主義が 一世 を 風靡す る 時に 文壇に 現 は 

れ、 而も n マン チシ ズムの 傾向 を 追って 誰 一人 道づれ もな くと ぼ/ \ と 自分の 道 を 歩いて きた。 そ 

して 北國 風の 陰 森の 氣に 近代的 苦悶 を 託して、 それ を 一 直線に 祌經の 尖った 焦點の 上に 反映して 灰 

色の 調子の 作品 を ものした。 同じ ロマ ン チックな 憧懷 であっても、 三重 吉が 愤憬 の享樂 から 愤憬の 

苦悶に 入った のに 對 して、 彼 は 憧憬の 慰安から 憧憬の 不安に 入り、 やがて は 人生と 社會 とに 呪詛反 
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杭の 色彩 を帶 びてきた。 

耍す るに、 「新 浪漫主義」 や 「享樂 主義」 の 作家 達 は、 文擧の 機械化、 物質 化 を 救 ひ、 「自然主義」 

から 來る 呼吸 苦し さで 窒息しょう とした 人々 の 苦惱を 緩和した、 と 同時に 「自然主義」 より 「新理 

想 主義」 への 橋渡しの 役割 をつ とめた。 

大正の 改元と 共に 新 理想主義 的 傾向が 漸く 文壇に 擡頭して きた。 卽ち、 自然主義 文學が 人間の 本 

體を 忘れて 物質、 肉的に のみ 因 はれて、 心的、 靈 的の 方面 を 全く 無視した ため、 人々 は 生の 機械化 

に 我慢し きれ なくなつ たの だ。 これ 迄 忘れられた 人間の 一面、 心的、 靈 的の 要求 を滿 すため に 必然 

的に 起った のが この 「新 理想主義」 の文學 である。 自然主義が 客觀 的、 否定的、 消極的、 靜的 である 

のに 反して、 これ は主觀 的、 肯定的、 積極的、 動的で ある。 「自然主義」 は經驗 をのみ 重んじた が、 

これ は經驗 と共に 直覺 を， も 重んじ、 經驗を 超越した 神秘の 世界 を も 認めた。 この 「新 理想主義」 の 思 

想 的中 樞を なす もの は 大體に 於て 「人道主義」 である。 愛で ある。 そして、 この 健全なる 「人道 主 

義」 を 標榜す る 新 理想主義 文學 の 牙城 となった の は 雑誌 「白樺」 である。 武者 小路 實^、 有島武 

郞、 志賀直 哉、 里 見 谆、 長 與善郞 等 は その 尤なる もので、 大正 三 四 年から 六 七 年頃 迄に かけて、 荷 


風、 潤 一郎、 草 平等に 代って 文壇の 王座 を 占めた。 

「白樺」 の 領袖 實篤は 執 一 情 的、 男性的で 眞摯 である。 トルストイ や ドスト H フ スキ ー 等の 影響 感化 

を 受けて 人類愛 を 以て その 基調と した。 總 ての 人類が 愛の 心 を 以て 暖かく 握手し、 長く 內面的 一致 

を 保たん こと を 希 願した。 そして 曰 向に ュ ー ト ピャ 「新しい 村」 を 建設した。 

實 篤に 次いで 重き をな したの は武郞 である。 彼 も 愛 を 根柢と した。 然し それ は實 篤の 如く 人類愛 

とい ふよりも 個人 愛と でもい ふべき 愛で ある。 で 彼の 作品 は 大體に 於て、 愛の 宣傳 の爲に 書かれた 

といっても よい 位、 その 思想が 色 濃く 出て ゐる。 

善郞は その 思想に 於て は 實^、 武郞 ほど 徹底した 人生 觀ゃ 信仰 を 把持して はゐ ない が、 肯定的、 

光明 的、 嵇極 的な 愛と： 止義の 擁護 者で ある。 

直 哉 は 人道主義 作家と する の はや、 妥 當を缺 くが、 「白樺」 同人で あつたし 又 自己 完成に 努力した 

人で あるから こゝに 述べる。 武郞を 情熱の 作家と すれば 直 哉 は 现智 の 作家で ある。 武郞が 現代の 苦 

悶に對 して、 理智の 力に たより 得なかった のに 反して、 直 哉 は飽迄 も客觀 的に 苦悶の 結末 を 付けよ 

うと 努力して ゐる。 そして それ を 澄んだ 秋の 空の やうな 筆に よって 微妙な 心理 を 描く ことに 成功し 
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てゐ る。 

この 「新 理想. 王笾」 の 文 學と略 歩調 を 同じく して 頭 を 擡げた のが 「第二次 新 思潮」 によった 芥 

川、 菊 地 等の 「新 理知 主義」 の文舉 であった。. この 新 理知 主義の 文學は 新浪搜 主義、 新 理想主義 等 

の 文學が 自然主義 にあき 足らす して 起った 如く 自然主義 文擧へ の 反抗であった。 卽ち新 理想主義 文 

擧が 自然主義 文學の 客觀觀 照、 無理 想、 無 解決、 喑黑、 不正、 不義 等に 反抗した のに 對 して、 之 は 

主に 題材の 捉み方 及 表現 手法の 改變 であった。 

「新 理知 主義」 の文舉 とは漱 石の 所謂 f の 與味を 最大 量に 發挪 せんがた めに F を 活躍させる 時 生れ 

る文學 である。 卽ち 智識 を 本位と し、 之 を 尊重す る。 從 つて 題 村が 智的 となり、 技巧が 巧緻と なり、 

興味が 合理的と なる。 そして 訴 へる 力 は 合理的であって、 先づ讀 者の 智識に 訴へ そこでう むと 頷か 

せて 後 始めて 作品の 與味を 感ぜさせる。 卽ち 動かされた 智識に 比例して 感情が 動いて 來る ので あ 

る。 この 派の 人々 に は、 菊 地寬、 芥川龍 之 助を始 として、 久米正 雄、 豐島與 志 雄、 山 本 有 三、 松 岡 

讓、 里 見谆、 野 上彌生 子等が ある。 

寬は 戯曲と 小 說とを 問 はす、 歴史 もしくは-勝 史に 類す る ものと、 身邊 とから 題材 を 得て、 それ を 


善 を 美の 上に 置く 良心の 銳さ によって 所謂 「テ ー マ 小說」 を 作った。 そこに は 些か 理知 を 弄び すぎ 

ると ころ は 見えた が、 人間の あらゆる 本能が 何の 飾 も 装 もな く 解剖され 曝露され てゐ た。 

龍 之 助 は 新 理知 派の 代表者と して 寬と 並稱 された。 然し 彼の 藝 術から は 直感が あまりに 少く 理知 

美が 餘 りに 多く 感ぜられる。 理知的な あまりに 理知的な とい ふ感 がす ま 從 つて その タツ チは冷 透 

針銳 である。 

正 雄 は 理知的 傾向より 次第に 抒情 的 通俗的に 向 ひ、 與志雄 は 理知的 傾向より は現實 主義に 立脚し 

た 浪漫主義 者ら しい 所が あり、 有 一一 一 は 人道主義 的 作品に 理知的 傾向 を 多く 含めて ゐた。 

杻て 「自然主義」、 「人道主義」 の 作家た ち は 人生の 眞を 描かん がた めに 表現より 內容を 重視した 

が、 「新 浪漫主義」 や 「新 理知 主義」 の 作家た ち は 表現の 形式 を 重んじ、 文章の 推敲 練磨 を 重大^し 

た。 此の 倾向を 極端に 延長した のが 横 光利 一 、 片岡鐵 兵、 中河與 一、 池 谷 信 三郞、 川端 康哉 等雜誌 

「文藝 時代」 による 所謂 「新 感覺 派」 と 呼ばれる 一 派の 作品で あるが、 これ は 堀 口 大學の もたらし 

たボ オル、 モ ー ランの 「夜 ひらく」 の 影響に その 端を發 して ゐる ものである。 彼等の 作風 は その 內 

容美 について は 殆ど 言 ふに 足りな い が、 その 描寫的 態度 は飽迄 も感覺 的で けばく しく 五官に 訴 へ 
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る 香味 を 持って ゐる。 感覺的 氣分& 浸潤し、 表現と 氣分 とが 著しく 散文詩 的に なり、 芥 りの 高い 色 

彩の 鮮やかな ものが 全 體を掩 つて ゐる。 それ は 「新 浪漫主義」 の それよりも 活動的、 立體 的、 燃燒 

的、 刹那的、 衝動的で ある。 然し、 彼等の 存在 は 大^ 十二 三年 頃から 大正の 末年 迄 僅か 數 年間の 存 

在であった、 線香花火 的^ 在で はあった が、 その 嶄 新な 手法 は 確かに 新時代の 產 物であった。 

かくの 如く 「人道主義」、 「新 理知 主義」 文學 等が 全盛 を 誇る 時に 當 つても 舊 自然主義 派の 人々 は 

固々 に その 活動 を續 けて ゐた。 然し その 手法に こそ 自然主義 的の 名殘 はあった にせよ、 內容 の變邋 

は 否み 得ない。 &^、 ま^、 秋聲、 白鳥 等 その 當 時の 第一人者 は 勿論、 自然主義 文 學の敎 育 をう け 

た 新作 家に は i^H^、  &lt& &、 葛 西 善藏、 宇野诰 一一、 加藤武 雄、 室 生 犀 星、 谷 崎 精 二、 細 s 

&£、  i^lll 口、 水 守 龅之助 等が ゐて 夫々 相當な 活動 をした こと を 忘れて はならない。 

尙 以上の 諸 主義に 相對 して 大正より 現在に 亘っ て 大きな 存在 を 示して ゐ たもの、 而も 益よ 確阁た 

る 地盤 を 築きつ 、ある もの は 「プ n レ タリ ャ 文學」 である。 卽ち 世界 大戰の 終息、 國際 政治的に 米 

の ウィルソン の 所謂 機會 均等 等 は文舉 的に はプ 口 レ タリ ャ文藝 となつ てあら はれた。 社會 主義 を標 

榜 する プ： i レク リャ. ^學は 新時代の 新しい 一 つの 现想 として 新進 評論家 加 藤 一夫、 平林积 之輔、 お 


松 正 俊、 靑 野季吉 等に よって かなり カ强く 提唱 主張され た。 

作家と して は. ^川 未明、 江 ロ澳、 藤 森 成吉、 秋 W 雨後、 宫地嘉 六 等が あり、 それより 後れて 新進 

作家に は 藤井眞 澄、 新井紀 一、 前 田河廣 一郎、 葉 山 嘉樹、 小 林 多 喜 二等 ある。 重なる 作品と して 

は、 i の r 戀と 牢獄」 未明の 「青白む 都 會，」 「死滅す る 村」 「彼等の 行く 方」 眞 澄の 「吹雪の 町」 紀 

1 の 「燃 ゆる 反抗」 「雨の 六號 室」 廣 一 郞の 「三等 船容」 「大 暴風雨 時代」 「赤い^ 車」 「脫船 以後」 

それから 尙、 嘉樹の 「誰が 殺した か？」、 多 喜 二の 「蟹工船」 等 を あげる ことが 出来る。 

而 して、 この プ q レ タリ ァ文藝 も 仔細に 之 を 見る とき、 大正 十一 一年の 大 霉入災 を 以て 前後 一 一期に 

分 たれる。 震災 前の 所謂 前期 ブ 口 レタ リア 文舉 運動 は、 旣成 文壇に 對 する. 反抗 罵言が 主であった。 

然るに 大震災 以後 は 反抗的 社 會の狀 態に 乘 じて、 輝 • 論に 實 際に 益ぶ 盛に なりつ ゝ ある。 

けれども、 プ a レタ リア 文學は 階級意識に 出發 し、 新社會 創造の 目的 を もって 階級 闘 爭の宜 傅 を 

具體 化する ものであるから、 その 對象は 言 ふまで もなく^^ 糾 織の 改造と いふ ことに ある。 そこで 

は 個人の 心 现ゃ侗 人の 心の 問題と いふ やうな こと は 常に 閑却され がちで ある。 或は 無視され てゐる 

かに 見える 場合が ある。 その 作品に は、 只 イデ ォロギ ー のみが 强 調され 目的意識 のみが 重んぜら 
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れ、 一つの 論文、 一つの テ ー ゼ を小說 のかた ちに 書き表 はした に過ぎない やうな ものが 多く 見受け 

られ る。 そこに は 作者の 個性の 示す バ ライティと いふ ものが 見られす、 極めて 單 調な ものに なって 

ゐる。 その 作品の 多く は 皆 同型で あり、 同調に 陷 つて ゐる。 こ \ に プロレタリア 文擧 作品の 大きな 

缺陷 があった。 然るに 最近に 至って、 この イデ ォ a ギ ー の遊離 化、 獨立 化を排 し、 作品 全體の 中に 

透 通させん とする 努力、 卽ち イデ ォ n ギ ー の 機械的 表 現を排 し、 有機的 表現に 努力し、 より 藝術的 

な ものに 近づきつ 、ある。 

この 他、 大正 末期より 現在に かけて 文壇 的に 注目すべき 事象 は 「大衆 文藝」 の發 生で ある。 

「大衆 文藝」 を 大別 するとき 慼 史的 讀物 I 所謂 時代物、 まげ 物 —— 及び 探偵 物の 二つに 分ける こ 

とが 出来る。 

何故に かう した 「大衆 文藝」 が 大正 末期より 昭和に かけて 隆盛 を 極めた かとい ふに、 大震災に 於 

て 自然の あらび に ひれふした 民衆が 一 切の 現實 生活 を 恐れる. 末から、 かう した 現實 回避の 文 擧を求 

める やうに なった と 解す る も 一 說 であるが、 その 頃より 所謂 純 粹文藝 であると ころの 文壇 文藝 が、 

いよく 個人的 技巧的に なって、 讀 みものと しての 面白さと いふ 文藝 としての 重要な 一 面 を 喪失し 


たため、 その 一面 を 持って ゐる 所謂. T 大衆 文藝」 が 注目され たと 見る が至當 であらう と 思 ふ。 

卽ち 所謂 純 文 藝、 本格的 文藝 作品なる ものが、 寫實、 寫實と 走って 行って ゐる うちに、 次第に 個 

人的に なり、 內觀 的に なって、 その 極 は神經 衰弱 的な 憂鬱な 心情の 吿白 か、 さもな くばむ しろ 偏窟 

ともい ふべき 狹 苦しい 心境の 樓述 となって、 讀者の 心 を 豁然た る 陶醉感 に 浸らせる 代りに、 讀者を 

まで 神經 衰弱 的 もしくは 返 嬰 的隱遛 的な 氣 持に さそ ひ、 文藝 は^ 面 をつ くって 讀む もの、 おもしろ 

くない ものと い ふ 概念 を讀 者の 心に 梳 ゑつけ るに 至つ た 時、 そ の —— 行 詰れ る 文藝道 を 打破す ベ く 

生まれた ものに 他なら ない。 隨 つて 一 たび 大衆 文 藝が表 はれる と 口 マチシ ズ ムに饑 ゑて ゐた 大衆 は 

糾 然として この 別坤 乾に 走った。 

この 「大衆^ 藝」 の戰 野に 砲陣を 布いて ゐる 猛者 は數 へきれ ぬ 程 ある。 時代物に あって は、 中 里 

•  «  •  •  •  9  9  0  0  0  9  •  •  •  0參攀 争  9 參參き  •  •  •  o  •  •  •  •  •  3  0^0 

介 山、 白 井喬ー r 長 谷川 仲、 國枝 史郞、 大佛 次郞、 前 田 曙 山、 吉川英 一 一、 矢田揷 雲、 子 母 i 寬等は 

皆す ぐれた 一群で あり、 探偵 物に あって は 森 下 雨 村、 、江戶 川 亂步、 保檫龍 猪、 正木 不如 丘^ 夫々 す 

ぐれた 作品 を 見せて ゐる。 

又、 「農民 文藝」 が 吉江喬 松、 中 村 星 湖、 犬 田 卯、 椎名其 二、 和 田 i| 等の 人々 によって 提唱され た 
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こと も见 逃がして はならない 事柄で ある。 

尙、 先き に 述べた プ tl レタ リア 文擧、 マルキシズム 文學 が、 作者の 個性が 十分に 發 揮され てゐな 

ぃ爲 に、 どうも 單調 化し、 固 型した のに 乘じ. てこ、 に 「新 與藝術 派」 なる ものが 生れた。 叉 これ は 

屐左 K マルキシズム 派の 文藝 行動 を 政治 の 分野に 隸屬 せしめる と 云 ふ 最後の 段階に のしあが つたと 

ころに も發 して ゐる。 藝 術の 獨立、 藝 術の 自由が、 こ、 に高唱 された。 何物に も槃 縛され る こと を 

欲せす、 その 本性に 於て 奔放 不覊、 ，自 由 無碍の 境地 を 求める 人^の 性情の 端的 表現で なければ なら 

ない 藝術 を、 劃一 的な イデ ォロギ ー によって 掣肘 せんとす ると ころに、 大きな 矛盾が 起り、 牧 拾す 

ベから ざる 大 破綻が 生じた。 この 時に 當 つて 「新興 藝術 派」 の 勃興 は、 當然 の歸趨 であった。 

この 藝術 派の 運動に 先鞭 をつ けたの は 「- 1- 三人 俱樂 部」 に據 つた 人々 である。 

今 こ k にこの 派に 屬 する 重なる 作家と 重なる 作品と を擧げ てみ ると、 淺原 六郞の 「女 軍 行進」、 川 

端康 哉の 「僕の 標本 室」、 嘉村礒 多の 「崖の 下」、 佐々 木 俊郞の 「黑ぃ 地帶」 榕崎 勤の 「神聖な 裸婦」 

龍膽寺 雄の 「街の ナンセンス」、 久野 豐彥の 「聯想の 暴風」、 岡 田 一一； 郞の 「物質の 彈 道」、 等の 新 與藝術 

派 叢書が ある。  . 


それから 「ナンセンス」 の文學 とい ふの も ある。 これ は、 エロチックな 文舉 と共に、 モダニズムの 

1 部分と して 考 へられる もので、 これ も 現代 社^の 必然的な 產物 である。 それ は 唯 何となく を かし 

げな 意味 もない、 馬鹿々々 しさと いった やうな 所 を ねらった 文學 である。 かくの 如き 文學が 如何に 

して 起った かとい へ ば それ は 生活の 不安から 坐れ た 現象で あると：^ たい。 物^的に も 精神的に も、 

沒洛 して 行かう とする 階級、 希望 を 失 ひ、. 勇 氣を失 ひ、 信す ると ころ、 據る ところ を 失った^ 級 

が、 キケ になって、 どうせ 浮世 は 一一； 分 五 厘と いふ 氣持 になって、 考 へても 仕方がな いから、 まあ、 

笑って 濟 まさ うぢ やない かとい ふ 心 持から 生れた 文舉 であって、 文舉 として はこ 、に 述べる 程の も 

ので はない が、 只 かう した 現象の ある こと だけ を 述べ て 置きたい。 

尙ー 二の 文舉的 現象に ついても 述べたい とも 思 ふが、 それらの 泡沫 現象 I 朝に 生れて 夕に 死す 

る 蜉蝣 的 現象 はこ &に 述べる の を さける。 
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二葉 亭四迷 

【人】 本名 は 長 谷川 辰 之 助、 元 治 元年 江戶に 生れた。 一一； 度 陸軍 士官 擧 校に 入 擧志 願した が 視力 

に缺 くる 所あって 志 を 得す、 明治 十四 年、 外 國語學 校 露語 科に 人擧 したが、 翌年 退學。 その 年よ 

り、 ツル ゲ ー ネフ 等の 作品の 飜譯を 試みた が 明治 二十 年、 二葉 亭四 迷の 名 を 以て 小說 「浮 雲」 を 著 

し 名聲が 俄に 擧 つた。 二十 二 年內閣 官報 局に 奉職、 英字新聞 露 字 新聞の 翻譯 をな し、 二十 二 年に は 

東京 外 國語學 校 教授に 任ぜられ、 三十 五年辭 して ま那に 渡り 京師 警務 學堂提 調と なり、 歸朝 後は大 

阪 朝日 新聞記者 となった。 

彼 は 自ら 文學 者、 小 說家を 以て 任じて ゐた 人ではなかった。 文擧は 一生の 事業と なすに 足らす と 

なし、 大いに 實 業界、 外交 界に 活躍 せんとす る 志 を 抱いて ゐ たが、 事 志に 伴 はす、 常に 理想と 現寳 

との 矛盾に 苦しんで ゐた。 晚年 漸く 機會を 得て、 四十 一年 露 西亞に 渡り 大いにな す あらんと した 

時、 强 度の 祌經 衰弱に 苦しみ、 g: 十二 年歸途 ベンガル 灣 上の 船中に あへ なく 沒 した。 享年 四十 六。 


【^虱】 斯く 二葉 亭は 自ら 藝術家 を 以て 任じて ゐ なかった にも 拘ら す、 非常に 藝術的 良心が 鋭 

敏な 人で、 いやくながら 書く 小說 も、 一旦 筆 を とれば 命が けの 眞劍 であった。 卽ち彼 は 人生 を眞 

面目に 考へ、 その 內部 生命 を 求めよう とする 探求者の 尊い 努力 を 持って ゐた。 試みに 「浮 雲」 を 見 

るに、 苗 かれて ゐる こと は 如何にも 平凡 だ、 珍ら しい こと は 一 もない。 それで ゐて讀 者 はぐん ぐん 

作品の 中に 引 込まれる。 生活と いふ もの を眞 面目に なって 考へ すに はゐら なれい。 

I 始終 くよ くして ゐる文 一一； は 勿論、 世間 を 誤魔化 して 紳士 顏 をして 送り 所謂 出世の 絲に すがって 

行く 本 田、 新しい 思想 を 代表す るお 勢の 生活の 中に さへ も 何となく 喑ぃ氣 持が 感ぜられる。 勿論 古 

い 生活の 傳統に 生きな お 政に は 光明の あらう 害 はない。 夫々 はよ い 生活 を 求め 乍ら 而も それ を 得る 

ことが 出來な い。 といって その 望 をた ち 切る こと も 出来ない。 I 

かくの 如く この ー篇は 思索的 傾向 を 多く 持った 作品で ある。 お 政お 勢の 新舊 思想の 衝突な ども、 

人生 研究の 根本から 出發 して ゐる ために 飽 迄も^. 刻で ある。 

彼 は 何故に 戯作 的、 遊戯的の 舊傳統 の 中に あって、 かう した 人生 的 傾向の 小說を ものした かと 考 

へて 見る と、 「小說 神髓」 に啓發 された の は 勿 論 であるが、 二葉 亭 自身が 夙に n シ ァ文學 を， 味って そ 
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の 作風に 負 ふ 所の 多 いのは 言 ふ 迄 もない。 在来の 文擧は 外國の 影響 をう けたと いっても、 ，多く は英 

國 あたりの 生ぬるい 道德的 乃至 功利的 小說か 又は 佛國 あたりの 。 マ ンス であった。 處が 二葉 亭の讀 

ん だの は 全く 人生 そのもの、 表現、 人生 的倾向 を、 極端に 發 揮した ロシアの ツル ゲネ I フ、 ドスト H 

フス キ ー 等の 小說 であった。 これ 等の 影響 をう けた 彼が、 かう した 人生 的 傾向の 小說を 書いた の も 

宜 なる 哉で ある。 

一 

【作品】 

一 、 (小 說) 浮 ：3、 平凡、 其 面影 

二、 (飜譯 ) あ ひぐ き、 めぐりあ ひ、 血 笑 記、 浮 草、 くされ 緣、 四 人共產 

【文章】 彼は创 作に 於ても 十分に 大家た るの 技倆 を 示して ゐ たが、 それよりも 飜譯に 於て より 

傑れて ゐた。 ヴ ルゲネ ー フ の飜譯 「あひ^き」 等 は 原作 以上と いはれ てゐ る。 又 「浮 雲」 は 言 文 一 

致の 文章の 先 驅で思 ひ 切って 自. m な もので、 その 鮮か さは 時流の 文體 からぬ け 出て ゐた。 「その 面 

影」 等で はいかに も 洒脫な 老熟な 筆 を 示して ゐる。 殊に 齒話は 自然に 迫って ゐる。 更に 「平凡」 に 

至って は 筆致 愈渾 熟、 文章の 妙 境 を 極めて ゐる。 中で も 犬の 描寫の 如き は 千古の 名文と せられて ゐ 


る c 

田 山 花 袋 氏 は 次 の やうに そ の 文章 を 評し てゐ る。 

「言文一致の 開山 だけあって、 宛轉 滑脫、 實に 3 曰い もの だ。 近頃 殊に 平淡の 境に 人って 愈々 及び難 

い。 け ども 難 をい ふと、 餘 りに 輕 過ぎる、 餘 りに 洒脫 すぎる。 何だか 人 を 茶化して る やうな 處が 

見え透く。 露 四 亞文學 は 今少し 眞 面目な 答 だ、 今少し 暗い色が 其の 背景に なって ゐろ箬 だ」。 と 評し 

てゐ るが、 併し 「平凡」 に對 して は 「ロシア 式の 烈しい 卽ぃた 作品で、 そして 一 種 不思議な 匂 ひが 

ある。 私 は 作品に 對 して、 いつも 一番 先に 作者の 位置と いふ こと を考 へて 見る。 卽 いて ゐ るか、 離 

^てゐ るか、 執 一して ゐ るか、 覺 めて ゐ るか、 先づ それ を 見る。 卽き すぎても いけない し、 離れす ぎ 

て もい けない のが 作者の 位置で ある。 また 私 は 作品に 對 して 作者が いかに 其の 自己の 影 を かくして 

ゐ るか、 顯ま して ゐ るか を 考 へて 見る。 ゾラな どの 作 は、 他人の こと を 書いても 自己が 出て ゐる 

し、 モウ パッ サンの 作 は、 自己 を 書いて、 自己が 隱 されて ある。 私の 考 では 自己 を 作品の 蔭に 完全 

にかくし 得た 作から、 ことに 再現に 近い 感じが 味 はれる やうに 思 ふ。 

「平凡」 は 立派な 再現 をして ゐ ると 思 ふ。 そこから 無限の 人生が 味 はれる やうな 氣 がする。 「平凡」 
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に 描かれた あの 平凡な 一 ライフが 空中に 漂って ゐて、 そこから それ 以外の 様々 の ライフが 無限に 想 

像され る やうな 氣 がする 好い 作、 不思議な 作， f といって ゐる。 

尙 その 飜譯に ついては、 德 田秋& 氏が 次の やうに 述べて ゐられ るが 寳に その 通りで あると 思 ふ。 

「 …… ここに r 一 j£ の飜譯 振りと i 鷗 外の 飜譯 振りと を 比較して 面白い 對 照が 得られる" それ は 一 一 

葉 亭^ 飜譯 をしても 創作ら しく 見える に對 し、 鷗 外の は 創作 を やっても 飜譁 らしい 匂が する， 鹧外 

は 學に忠 であって、 二葉 亭は 人間に 忠 である。 …… 」 と。 

【文例】 ◦ 

私 は 生來の 朝寢坊 だから、 毎朝 二度三度 赍 されても 巾々 起きない。 優しくして ゐては 際限がない ので、 母は最 

後に は 夜 翁 を 刹ぐ。 これで 流石の 朝 寢坊も 不承々々 に 床 を 離れる が、 しかし 大 不平 だ。 額で 母 を 睨めて、 律 蟹が 

泡 を 吐く やうに、 沸々 一 -IE つて ゐる。 ポチ は 朝 起 だから、 もう 其 時分に は 朝飯 も濟ん で、 一 つ 切り 遊んだ 所 だが、 

^の萆 を 聽き附 ける と、 何處に 居ても 一 目 散に 飛んで 來る。 

こ II で 私の 機婊も 直る。 急に 現金に にこ- 'となって、 急いで 庭へ 降 リる所 を、 。ホチ がす かさず 泥足で 飛 付く 

細い 人參 程の 赤茶けた 尻：^ を 懸命に 掉り 立って、 嬉し さう に 面を崆 上げる。 視 下す。 目と H とびった リと 合ぶ 

ffi: ま、 しなく" なって^ が 横 抱に 引ン 抱く。 ポチ は 抱かれながら、 身 を 藻 後いて 大、 暴れに 暴れ、 私の 手 を羝め 胸 を 


涎め、 頭を羝 め、 頰を 舐め、 舐めても く 舐め 足らないで、 惡く すると、 口まで 羝 める。 父が 面を犛 めて 汚い 汚 

いと 曰 ふ。 成程 考 へ て 見れば、 - 汚い やうで は ある けれども  しかし、 私 は 嬉し い、 止められない。 如何し て 

是が 止められる もんか！ 私が 何も 好い 物 を 持って ゐるぢ やなし、 ポチ も 其 は 承知です る 事 だ。 利害の 念 を 離れ 

て 居る の だ。 唯懷 かし いと いふ 刹那の 心に なつ て 居る の だ。 每朝 これで は 着物が 椹らない と、 母が それ を こぼす 

けれど、 着物なん ぞの 汚れ を 厭って、 ポチの 此志を 無にする 事が 出 來た話 だか、 話で ないか、 其處を 一 っ考 へて 

貰 ひたい。 理窟 は衩 置いて、 この 而羝 めの 一儀が 濟 むと、 ポチ もやつ と 是で氣 が濟ん だとい ふ 形で、 また 庭先 を 

うろく し 出して、 緣の 下な ぞを視 いて 見る。 と、 其 魔に 草鞋 蟲の 一 杯たかった 古草 履の 片足 か 何ぞが ある。 好 

い 物 を 見付けた と いひ さうな 面 をして、 其を哇 へ 出して 來て、 首 を 一 っ掉 ると、 草履 は橫 飛びに ポ ンと 飛ぶ。 透 

かさず 追 かけて 行って、 义暧 へて ボンと 拋る。 其樣な 他愛 もない 事 をして、 活渙 に元氣 よく 遊ぶ。 

其 隙に 私 は 面 を 洗 ふ 。飯 を 食-:。 それが すむ と、 今度 は學 校へ 行く 段 取になる の だが、 此の 時が 一日中で ー桥 

あと  * 

私の 苦痛の 時 だ。 ポチが 跟を追 ふ。 うつか リ 出よう ものなら、 何處迄 も何處 迄も隨 いて 來て， 逐 つたって 如何 

した つて 歸らな い。 こ ッそリ 出ようと しても、 出掛ける 時刻 を チヤ ンと 知って 居て、 其 時分に なると、 何時の 叩 

にか 玄關 先へ 廻って 待って ゐる。 仕方がない から、 最後に は取捉 まへ て否應 なしに 格子戸の 内へ 入れて 置いて は 

出. る やうに して ゐ たが、 然 うする と 前足で 格子 を引搔 いて、 悲しい- (\ 血 を 吐き さうな 啼萆を 立て^-後 を 慕 ひ、 • 

姿が 見えな くな つても 啼 止まない 3 私 も それ は 同じ 想 ひだ。 泣 出し さうな 面 をして、 バ タ くと ffi 出し、 萆の聞 

えない 處 まで 來て、 漸く ホッ としてな みの 步 調になる、 而 していつ も 心の中で くり かへ し （-此 樣な事 を 思 ふ。 
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「僕が 居な いと 淋し いもんだ から、 それで あんなに 跟を追 ふんだ。 可哀 さう だな あ  僕 あ^-校なん ぞ へ 行き 

たか 無 いんだ けれど  行かな いと、 阿 父さんが. ホチを 棄てッ 了 ふ ッ と 言 ふもん だから、 それで シ ヨウが な い 

から 行く ン だけど も  」 

.  —— 平凡 —— 

秋 は 九月. 中旬の ことで、 一 曰 自分が さる 樺 林の 屮に 坐って ゐ たこと があった。 朝から 小雨が 降って、 その 霽間 

に は 折々 生暧 かな； W 影 も 射す とい ふ氣 紛れな 空 合で ある。 耐カ のない 白-富が 一 面に 空を蔽 ふかと すれば、 ふと 乂 

あちこち 一寸 雲 切が して、 其の 間から 朗 かに 喑れた 蒼 空が 美しい 利口 さうな 眼の やうに 見える。 自分 は 坐って、 

四方 を顧眄 して、 耳を倾 けて ゐ ると、 つ い 頭の 上で 木の葉が 徵 かに 戰 いで ゐ たが、 それ を 聞いた ばかりで 時節 は 

知れた。 春の は 面 c く 笑 ひさ^め くや-つで、 夏の は柔 しく そよ くと して、 生？， I い 話萆の や-りで、 秋の 末と なる 

と、 おど，/,^ した 薄 寒さうな 音で あるが、 今 は それと は 違って、 漸く. 聞 取れぬ 程の、 睡 さうな 私語く やうな 音で 

ある。 力の ない 風が てよ くと 稍 を 吹いて 通る。 雨に 濡れた 林の 屮の 光景が、 照る と 曇る とで 間斷 なく 變 はって 

ねたが、 或 時 は そこに ある 程の 物が 一時に 微笑で もした やうに 燦爛 となると、 むら 立った 樺の 細い 幹が、 ふと 白 

絹の やうな 柔し い 光澤 を帶 びて、 そこらに 落 散った 葉が 急に 斑ら に 金色に 光る。 そこで 頭の もじ や/ \ し たパ ァ 

。ホ ロト-一 クの 美し い 長い 莖 まで. が、 もう 秋 だけに 熟え 過ぎた 葡萄の やうに 色づ いて、 際限 もな く链 れつ 絡み つし 

て 目前に 透いて 見える" かと 思 ふと、 又 n 迻 一面に 急に 薄靑 くな つて、 瞬く間に 焯々 した 所が 無くなって 了へ 


まるで 

ば、 樺の 木立 も 光澤が 失せて、 宛然 まだ 冬の 冷た い 閃つ く 日光 を 受けぬ 降リ たての 雪 か 何ぞの やうに 白々 となる 

と、 小雨が 音の せぬ やうに 忍んで、 ばらく と 降り出す。 樺の 葉 は 著しく 色 は 褪せて ゐて も、 流石に まだ 靑 かつ 

たが、 唯 そこらに 疎らに 見える 稚 木の みは、 總 ベて 赤く も 黄ろ くも 色づ いて、 ふと 日光が 雨に 滞れた ばかりの 細 

枝の 繁み をち らくと 漏れて 來る 時には、 俄かに 眩 ゆい 程に 光り 出す。 鳥 は 一 羽も啼 かず、 皆何處 にか 隠れて 靜 

まり 返って るた が、 唯 を リをリ 人 を 弄る やうな 四十雀の 萆 のみが 鋼鐵の 鈴で も^らす やうに 聞こえる。 自分 は 地 

上 を ゎづか 離れて 下 枝の 生えた、 雨 凌ぎに なリ さうな 木 を 見立てて、 其の 下に 巢を 作って、 四 方の 景色 を 眺めな 

がら、 遊 獵 者で なければ 其の 味 を 知らぬ とい ふ、 例の 穩 かな 靜 かな 夢 を 結んだ。  

—— . ツル ゲ ー ネフの 獵人 Hsi —— 
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現代 作家の 人 及 作風  三 四 

尾 崎 紅葉 

【人】 慶應ヨ 年 東京に 生れた。 名は德 太郞、 紅葉 山人と 號 した。 明治 十八 年大 舉豫備 門に 通 ふ 

頃、 同好の 士と硯 友 社 を 起し 「我 樂多 文庫」 を 出した。 近 松、 西 鶴の 文 を 愛し、 三 馬、 焉 馬の 戯文 

を耽讀 して ゐた. °  二十 年 法科 大學に 入った が 翌年 文科に 轉じ 半途 返學 をした。 二十 二 年 「色 懺悔」 を 

著して、 これが 出世作と なり、 爾来 文名！ 5 々として 上り、 多くの 門弟 を蓄 へ、 明治 文 擧界の 重鎮と 

なった が、 三十 六 年 胃癌 を 病み 「死なば 秋 露の ひぬ まぞ おもしろき」 の辭 世の 句を殘 して 沒 した。 

享年 三十 七 歳。 

彼 は又餘 技と して 俳句 をよ くし、 その 檀林風 を 以て 「秋 聲會」 を 起し、 子規の 「日本 派」 に對抗 

した。 

【作風】 明治の 新しい 小說に 明確な 方法論 を與 へたの は 逍遙であった が、 それ を 目的の 地點の 

方向へ 實踐 して 行った 大きな 一 人 は 尾 崎 紅葉であった。 彼 は 人生 上の 深刻なる 事件 を 取扱 ふ a シァ 


派の 作家ではなかった し、 さう した 人世に 於け る 深刻なる 事件 を 取扱 ふこと を 欲しなかった。 彼 は 

早くから ョ， - a ツバ 文學、 殊に フランスの ゾラの 小說 を讀ん だり、 モ 1- ォパ サンの 小說 を讀ん だり 

して その 描 寫の範 とすべき こと を說 いて ゐ たが、 それ は 遂に 描寫の 上の みであって、 それの 內容迄 

立 入って 行かう と はしなかった。 卽ち 彼の 作風 は、 寫實を 旨と したが その 寫實は 皮相に 止まって ゐ 

た。 彼 は 生粹の 江戸 子で、 多くの 江戸 子に 見る やうに 一種の 趣味に 囚 はれて ゐた。 從 つて、 彼の 描 

くと ころ は江戶 趣味の 人物で、 俠氣 とか 意氣 とか、 粹 とか、 婀娜 とか、 江戶 子の 道德的 理想 を 具へ 

た 人物であった。 已 にさう いふ 趣味に 囚 はれて ゐた 以上、 あるが ま \ の現實 を 描き そして 深く その 

眞相を 描く とい ふこと が 出来る 害がなかった。 だから、 その 人物 は 皆 江 戶子氣 質の 持主であって 類 

型 的に なって ゐた。 又 女性 を 描いても その 內奥迄 深く 堀 下げて 行かないで、 また 人心の 機微 を 穿つ 

こ ともなし 得ないで、 只 外面 的に 皮相に 女の 心意 氣を描 くにすぎ なかった。 

要するに， 彼の 作風 は、 最後 迄 江戶の 戯作者 風から 脫脚 する ことが 出来す 遊戯的 態度 や 酒 落 や 通 

を氣 取った 點が 目につく。 

【作品】 
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現代 作家の 人& 作風  三 六 

一 、 色. 0 侮、 伽羅 枕、 心の II、 不言不語、 二人 妻、 ^の 女、 ^熱、 多^多恨、 金色 夜叉、 等。 

【文章】 I 紅葉の 小 說は已 に 述べた 如く 內容 的に 大 なる 不滿 があった。 人生 觀 照の 態度に 慊 りな 

ぃ點 があった。 けれども その 形式 卽ち 文章の 點に 至って は、 或は 瑰麗、 或は 洒脫、 花も實 もお る そ 

ハ 風^ を 何人も 容認し ない もの は あるまい。 

文章 報國， I- これが 彼の 標語であった。 七虔 生れて 文章の 爲に盡 さん -—— これが 彼の 覺語 であつ 

た。 彼 は 江戶子 通有の 凝 性から 文章に は 實に泣 血の 苦心 をした。 文字通りの 彫心鏤骨 實に 苦心 慘憎 

をした。 彼 は 文 藝卽ち 文章と までの 極端な 考を 持って ゐた。 半 枚 二百 字の 原稿に 五日 を 費した 事 さ 

へ も ある、 一句 を 得ん がた めに 徹^ 眠らなかった 事 も ある。 彼は實 に 文章の ために やせ、 文 車の 爲 

に 病み、 文章の 爲に 死んだ。 それだけに 彼が 明治 新 文章に 殘 した 功績 は、 水久に 忘れられな いものが 

ある。 卽ち 雅俗 折衷の 文體を 完成した の も 紅 紫で あれば 又 自然主義 以後の 文擧の 一 般的 形式で ある 

言文一致 體の新 文章 も 亦 彼に よって 始められた。 雅俗 折衷 體は西 鶴の 影響 をう け、 絢爛 を 極めた も 

Q であった が、 金色 夜叉 あたりに なると 漢文 脈が 多く 加 はって きた。 彼が 「自家の 米の 釵」 と 自負 

した 「多 淸 多恨」 は垢脫 のした 洒脫 な、 ウィットの よく 働いた 最も 精鍊 された 言 文 一 致體 で、 實に 


日本 新 文章の 寳典 ともい ふべき である ひ 

【文例】 0 

頭の 上の 谷川の 流と 亞鉛 樋の 貧し ぃ獨^ は絕 問な く 響いて、 此 水の 底に 葬られる 世間 は 刻々 に 朽ちて 行く かと 

思 ふば かり 靜さを 凝らして、 内 を 守る 燈も今 は 唯 獨り便 無げ に點 つて ゐる。 朦朧と して 壁に 佇む お 類の 姿 は、 宛 

然 執着の 一念に 牵 されて、 夫の 枕 上に 顯れ たかと 見 ゆる。 其の 傍に 裾模様の 縮緬の 夜着 を 被け て、 幾 ど 枕 を 外し 

た 頭 を 牛 分 出して、 柳 之 助 は 鼾 を 立て、 ゐる" 此の 佗しい 夜 を此伦 しい 座敷に、 此 佗しい 人が 凭う 寢鑽 つて ゐる 

其 佗し さの、 更にい かば か リかは 知る もの もな く、 —— 唯 雨が 降って、 夜の 更け 行く ばか リ である。 

此 夜に 限って 柳 之 助 は 時なら ぬ寢覺 をして、 始は現 心に 雨を聽 きながら、 それな リ寢 付かう と 沈と して ゐる間 

に 煙な ど. の 消え 行く やうに 睡氣は 次第に 郤 めて、 何時と 無しに 目 も 冴えれば、 心 も 確に なって 來る。 是 ではな 

ら ぬと 思へば、 轉 W をしたり、 夜着 を 絡び 付けた リ、 足 を 索め たり、 手 を 組んでも 見たり、 何でも 彼で も寢 付か 

うと、 種々 に 身 を 揉む だ 末が、 仝く 覺 されて 了って、 被った 顇も 出さずに は 居られず、 洞が； と E を II いた。 

朦朧と して 枕頭に 佇む お 類の 姿 は、 寄って 來 たいに も 動く こと はならず、 物 を 言 ひたいに もが はぬ ので、 せめ 

ては餘 所ながら 形な リ とも 顯 した もの、、 それさへ 生死の 隔に 遮られて、 幽の影 を 浮べる ばかり を、 然も 恨めし 

げに打 萎れて、 その 味氣 ない 身の上で ぁリ ながら、 女心の 忘られ まいと、 生前に 可憐 がられた、 最も 美しい と W 

られた 姿を變 へずに ゐ るかと 柳 之 助に は考 へられる。 耐リ かねて 彼 は 目 を閉ぢ た。 轉 側った の は 彼の 體、 ffl ぢた 

の は 彼の 目で、 一 度 思 ひ 出した 彼の 心 は 千々 に碎 くるまで も 忘れ 得ぬ ので ある。 

現代 作家の 人 及 作風  一， 一一 七 


現代 作家の 人 及 作風  三 八  • 

沱し い 雨 は 益 降って、 佗し い 夜 は 益 更ける。 然もなくて さ へ 獨り 居る に は 椹 へ ぬ此 座敷に、 生 僧 も 今 は 寢覺め 

た 柳 之 助の 佗し さは、 寧ろ 苦しめられる のであった、 彼 は目覺 めてから 一分 齄 てば 一分 だけ、 五分 經 てば 五分 だ 

け、 愈 深く、  ^急に、 彼の 心 は 其の 常に 忘れ 得ぬ 事 を 思 ひに 思 ふので。 お 類のない 後の 何 彼に 就けて 在りし 時よ 

なつか  あ 2 れ 

リは猶 可 懐し い 現在、 其 病中の 種々 可哀 であった リ、 1 二 年が 間樂 しく 睦 じく 碁したり した 越 方 は、 繰 返々々 胸の 

中 を往來 する 勢に 逼られ て、 彼 は 行 未 を も 想 はずに は 居られなかった。 

此獨 身の 後來は 如何に あるべき と考 へ た^、 今夜の やうに 苦まねば ならぬ 事 は 幾度 も 有らう。 ^が 病で 倒れて 

ゎプ ら 

ゐ る 身であった ならば —— 葉 山に もお 稀に も 遠ざかって、 不 深切の 世の中に 寄邊 もな く 獨リ疾 つて、 藥も此 おの 

如くに 誰が 世話 をして くれる でもな く、  も此 雨の 夜の 如くに 寂しく 閉籠 めら れて、 獨り 苦む で、 獨り 死なねば 

ならぬ やうであった ならば、 自分 は 何と 爲る であらう？ 何と 爲 なければ ならぬ であらう！ 

なつか レ 

可 懐い 過去と 悲しい 現在と、 恐るべき 未来と を 思 ひ 憂め る 胸の 中 は、 一 稗 奇毒を 服した やうに、 消 入る 如き 苦 

悶を覺 えて、 柳 之 助 は 在る にも あられず 夜 涪を拂 却け て、 寢宋を 出る や 否や、 油 翁に 取鎚 つて、 お 類の 顔 を 意味 

ありげ に 見 人って ゐ たが、 忽ち 其顏に 頰を摺 付ける と、 其 冷 さは 彼の 仝 身 を 射る 如く 走 . た。 其 冷 さ！ 彼 は 其 

冷 さ を 決して 忘れぬ ので ある。 十 一 日の 東雲の 枕に 蒼. m く 病 羸け たお 類の 頰は 此^ さに 彼 を 驚した ので ある。 其 

時 彼 は 其處に 倒れた。 柳 之 助 は 今 又 其 畤 に會 つた やうに、 其處に 倒れた^-の やうに、 立ちながら 途方に くれて ゐ 

た o 

. I 多情多恨 — 


車 は 馳せ景 は 移り、 境は轉 じ、 容は 改まれ ど、 我 は 易らざる その 憂欝 を 抱きて、 やる 方な き 五 時 問の ひと リに 

倦み^れつ &、 はじめて 西那須 野の 驛に 下車せ り。 直ちに 西北に 向 ひて、 今な ほ茫々 たる 古の 那須 野に 人れば 

夭 は 潤く 地は遐 かに、 た^ 平 蕪の 迷ひ斷 雲の 飛ぶ のみに して、 一一 一里の 坦途 ー帶の 重巒、 鹽原は そ こぞと 見えて 行 

く ほどに、 路 は窮ら ず、 漸く 千 本 松 を 過ぎ、 進みて 關谷 村に 到れば、 人家の 盡 くる 所に 淙々 の 響 ありて、 これに 

か 、れる を 入 勝 橋と なす。 

輒ち橋 を 渡りて 僅に 行けば 日光 冥く、 山 厚く 疊み、 嵐氣冷 かに、 壑 深く 陷 りていく めぐりせ る 九折の 後に は、 密 

樹に萆 々の 鳥 鳴き、 前に は 幽草步 々の 花 を 開き、 愈々 登れば 遙 かに 木が くれの 音の み 聞え し 流の 水上 は淺く 露れ 

て、 す はやこ こに 空 山の 雷、 白光 を 放ちて 崩れ落ちた るかと すさまじ かり。 道の 右 は 山 を 削りて 長 壁と 成し、 石 

幽に蘇 碧う して 幾條 ともなく、 白糸 を亂 しかけた る 細 爆 . 小 瀑の珊 々として 灑げる は、 嶺上 の 松の 調べ も 定めて 

この 緒より やと 見捨てが たし。 

車を驅 りて 曰 羽 坂 を 越えて より、 回顧 橋に 三十 尺の 飛瀑 を 踏みて、 山中の 景 は始， めて 奇 なり。 これより 行きて 

道 あれば 水 あり、 水 あれば 必ず 橋 あり、 仝逕 にして 三十 橋。 山 あれば 巌 あり、 駿 あれば 必ず 瀑 あり、 仝 31 にして 

七十 瀑。 地 あれば 泉 あり、 泉 あれば 必す熱 あり、 仝 村に して 四十 五 湯。 なほ 數 ふれば、 十二 橋 十六 名所、 七不思 

議、 一 々採り 得べ くも あらず。 
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一村 十二 戶、 溫泉は 五ケ所に 涌きて、 五軒の 宿 あり。 ここに^ 琴樓と 呼べる は、 南に 方り て、 箒 川の ゆるく め 

ぐれる 河-原に 臨み、 附 して は 水 石の 弒々 たる を 弄び、 仰けば 西 は {S 士、 喜 十六の 翠 巒と對 して 沾風 座に 滿ち、 袖 

の澤を 落ち 來る 二十 丈の 絶壁に 懸リ て、 素 練 を 垂れた る 如き 吉井瀑 となり、 柬北は 山 また 山 を^ね て、 琅圩の 玉 

旗 深く、 一望の 下、 丘 塾の 富 を ほしい ま、 にし、 林 泉の^? を 窮めら る、 など、 また ある まじき 別 境な り。 

我 は！？ を 看る 如き、 この 淸穩の 風 i にあ ひて、 かの や；！ 上、 嶮 しさ 巖と激 じき 流と. のために、 幾度 か 魂 飛び、 肉 

消して、 玴 むる 方な く かき 亂 されし 胸のう ち は、 藹 然として ig にや はらぎ、 恍 然として すべて 忘れた リ。 

まことに よくこ そ 我は來 つれ。 何 ぞ來る ことの 甚だ 遲 かりし。 山の 麗しと いふ も 壤の堆 きものの み。 川の 暢け 

しと いふ も、 水の 逝く に 過ぎざる の み。 牢 として 拔 くべ からざる 我が 牛 生の 痫疾 は、 いかで か壤と 水との 醫 すべ 

きものな らんと、 齒^ にも 懸けず 侮りたり しお のれ こそ、 まづ 侮らるべき B かの もの なれ や。 

見よ く  C 木々 の綠 も、 浮かべる 雲 も、 秀 づる巅 も、 流る X 溪も、 峙っ巖 も、 吹 來る風 も、 日の 光 も、 鷄の啼 

く 音 も、 空の 色 も、 皆お のづ から 浮世の ものなら で、 我 はこ こに 憂 を 忘れ、 悲しみ を 忘れ、 苦 を 忘れ、 勞を 忘れ 

て、 身 はかの 雲と 輕く、 心 はこの 水 を 淡し。 希 はく は、 今よ リ かくの 如くに して 我が 生 を 終 へんかな。 

—  — 金色 夜叉 - —- 


〔人】 名 は 成 行。 慶應 三年 東京に 生れた。 明治 十二 年 東京 中學に 人學、 同時に 菊 地 氏の 塾に- a 

學し、 十七 歳の 年 芝の 電信 舉 校に 擧ん だ。 十九 歳の 時 電信 技手と して 北海道に 行った こと も ある、 

一 一十 一 年 處女作 「天魔」 を 書い て 大いに 紅葉の 賞讃を 得て より、 「露 圑々」 「風 械佛」 「髯 男」 「  一 ロ劎」 

等 を鑌々 と 著し 文名 次第に 高くな つた。 一時 は 紅葉との 對抗に 不快 を 持って 以来、 谷 中の に^ 

り斷 貪坐禪 生活 をな し 一時 文筆から 離れた が、 二十 五 年 再び 立って 「五重塔」 を發 表して 大いにお 

を 吐いた。 更に 「一 一日 物語」 「新 浦 島.」 「天 打つ 浪」 等の 創作 及 詩集 「出 盧」 を 出し、 其の後 g: 十 一 年 

に は 京大 文科の 講師と なり 一 ケ 年間. 江 戶史を 講じた。 ra: 十 M 年文學 博士の 學位を 受け、 大正になる 

と 論文 隨 筆に 方向 を轉換 して、 更に 歷史物 を 書き 擧術 的考證 をし つ \ 現今に 及んで ゐる。 

【作風】 紅葉 及 その 一 派が その 描お の 態度より して 客觀 派と 稱 されるな らばき!： は 只 一 人の 主 

觀 派であった。 紅葉の 作品が 現實 的、 寫.. 莨 的、 女性的、 趣味 的で あるのに 反して、 の 作品 は 浬 想 
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的で あり、 觀念 的で あり、 男性的で あり、 思想 的であった。 その 小說の 中へ 出て くる 人物 も 悉く 氏 

の 理想に 呼吸す る 人であった。 卽ち 其の 作 中の 主人公 は 皆 一 々氏の 理想 を具體 化した 人で、 その 語 

る 言葉 も 一々 露 伴 氏の 人生 觀を 語って ゐる。 - 

露 伴の 理想と して 描かう とした 性格 は、 何 處迄も 強烈な 意志で 生き 飽迄も 自分の 特色 を 失 ふまい 

とした 一箇の 人間の それであった。 それで、 か- -る 性格の 人物 を 描き出す に、 あまり その 觀念、 理 

想に 四 はれす ぎて、 實 際の 觀察を 輕んじ 心理の 一角 を あまりに 誇張して 描き 過ぎた 點 があった。 卽 

ち 紅葉の 寫實 主義が 一 種の 趣味に 囚 はれた 淺！ t な もので あつやた うに 露 伴の 理想主義 も 幼稚な もの 

であった こと は爭 はれない。 然し、 その 缺點は 彼の 特徴で、 彼の 描く 人物 は 皆 何れも 意地っ張りの 

强ぃ 奇癖の ある 人物であった。 

露 伴の 思想の 一面 は佛敎 からき た 悟道と いふ こと、 卽ち 世の中 を 悟って しま ふとい ふ 事で、 一面 

は 意力に 對 する 憧憬、 卽ち何 處迄も 意地 を 張り 通す とい ふ 事で ある。 一旦 意地 を 張り 通せば それ を 

貫かねば 止まぬ が 悟って しまへば 思 ひ 切りよ く拋 つて、 超然と する やうな のが 彼の 理想で、 彼の 作 

中には 常に かう した 性格の 人物が 出て くる。 つまり、 かう した 理想 を寓 する 爲に彼 は 小說を 書いた 


とも 思へ る。 「風流 佛」 「一 ロ劎」 等 は それで 「五重塔」 に 至って その 絕 頂に 達して ゐる。 谷 中感應 寺 

の 塔 建立に 絡む、 の、 つ そい 十 兵衞の 冷鐵の 如き 意志、 川 越の 源 太の 意 氣任俠 と は、 その 作品の 核心と 

なって 活潑々 地の 姿態 を恣 にして ゐる。 

然し 露 作の 现 想の 究極 は 一種の 悟道 逹觀に 到達す るに あった。 彼の 「新 浦 島」 に 於て、 舉 問も藝 

術 も 戀愛も 富貴 もま だ 人間の 終極の 目的で はなく、 單 なる 刹那の 足場に すぎない。 それ かとい つて 

一竿の 風月 を娛 しむ も、 凡界を 離れて 神仙に 遊ぶ も 所詮 は 拘泥の 世界で ある。 生死の 外の 靜 寂の 境 

に 入って こそ、 始めて 眞の 解脫が 得られる と說 いて ゐる 人生 觀 こそ、 正しく 彼の 作風 全般に 一旦る 思 

想で あらう。 

【作品】 

1 、 (小 說) 天魔、 露 圑々、 風流 佛、 髯男、 一 ロ劎、 五重塔、 二日 物語、 新 浦 島、 天 打つ 浪 

賴朝、 蒲 生 氏鄕、 平將 門、 名 和 長年、 ^朝、 

二、 (その他) 出遨、 努力 論、 修省 論、 洗 心錄、 悅樂、 立志 立 功、 

【文章】 露 伴 は 明治の 一大 文章 家た るの みならす 日本の 古今 を 通じても 屈指の 文章 家で あらう、 
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露 伴の 文 は 紅葉の それと 甲乙し 難い。 或る人が 兩 氏の 文 を 評して 「紅葉 は 西 鶴の 才を 得た もので 露 

伴 は 西 鶴の 氣を 得た もの だ」 といった が 蓋し 適評で あると 思 ふ。 紅葉 は 西 鶴に 心醉 して その 文章 を 

模 したが、 露 伴 も 亦 西 鶴 を 好んで それ を 精神的に 研究した。 かの 西 鶴の 作品 中に 躍如と して 現 はれ 

てゐる 不羈奔放な 氣骨は 露 伴の 共鳴して 措かない 所であった。 彼 は 實に西 鶴の 氣を 摸した A ので あ 

る。 從 つて 紅葉の 文 は才の 文で あり、 艷麗 であるのに 比して、 露 伴の 文 は氣の 文で あり 雄 健で あ 

る。 氏 自身の 意氣 旺盛な 力に 滿 ちた 性格 氣魄が 章句の 中に 脈う つて ゐる。 いかにも 生々 して ゐる。 

紅葉の 文 は 細工に すぎて 生氣を 失った とい ふやうな 所が あるが、 露 件の 文に は 飽迄も 力が ある。 

又 セン テンスの 長い 意味の 容易に 切れない 首尾 聯絡し、 ほぐし 一-も/ \ 、切れない、 さながら 渦 を 

卷 いたやうな 文體 である こと も 氏の 文章の 特色で あらう。 

高須 芳次郞 氏が 露 伴 は 徹頭徹尾 詩人で あると いつ てゐ るの は當 つて ゐ ると 思 ふ。 氏の 作品 を 詩と 

して 見る 時逮然 生彩 を帶 ひて 鮮 かに 心眼に 映 じて くる。 「五重塔」 「對 觸髏」 「一 一日 物語」 「枕頭 山水」 等 

悉く 高雅 雋拔な 詩 品で ある。 中で も 「二日 物語」 は 代表 中の 代表で あらう。 

【文例】 


弓 張 HJ の漸 ぅ光リ て、 人相の 鐘の音 も收 まる^、 西 行 は 長 谷 寺に 著き ける が、 問 ひ 驚かすべき 法の 友 も 無き に 

は あらね ど、 問 ひも 寄らで、 觀音 堂に 參" 上リ ぬ。 さなき だに、 拊 透きた る樹々 を嬲リ て、 夜の 嵐の 誘へば、 は 

、りくと 散る 紅葉なん ど 2、 空に 狂 ひて 吹き 入れつ、 法衣の 袖に か  >- る も あはれ に、 又佛 前の 御燈 明の 目 瞬し ゥ 

、萬般 の もの、 黑み 渡れる が 中に、 いと 幽かなる 光 を 放つ も 趣 あり： 法 華 經の品 第二 十五 を聲 低う 誦する に、 何 

となく 平時よ リは心 も締リ て、 身に 浸み わたる 思 ひの^れば、 ^誠 を こめて 誦し 行く に、 天も靜 けく、 地 も靜け 

く、 人 も 全く 靜ま りたる、 時と いひ 處 とい ひ相應 じて 耳に 人る は、 我聲 ながら 若く は 隨喜佛 法の 鬼祌 なんどの 顰 

を 和せ て 共に II する かと 疑 はる、 まで、 上 無く 殊勝に 聞え わた リぬ。 特に 參リ たる 甲斐 はぁリ けリ、 菩薩 も 定め 

しか  >- る 折の かかる 所作 をば 著 哉と して 必ず 受納し 給 ふなる ベ し。 今 の 心の 澄み切 リ たる 此の 淸し さ を 何に 比 

へん。 あまりに 有リ 難く も 尊く 覺 ゆれば、 今^は 夜す がら 此 御堂の 片隅にな り趺 座な して、 嘵 天が たに 猶 一度 誦 

餒 しま ゐら せて、 扨て その後、 香華 を も 淨水を も 供 じて 罷ら めと 西 行 やがて 三拜 して 御佛の 御前 を 少し 退リ、 影 

喑きー と 隅に 身 を 挾ぢ据 ゑ、 凍れる 水 か、 枯れし 木の 動き もせねば 一昔 も 立てず 寂然と して 坐し 居た リ。 

II  二日 物語 —— 

長夜の 夢を覺 まされて 江 戶四里 Ml 方の 老若男女、 惡 ％ 来たりと 驚き 騷ぎ、 雨戶の 横柄 子し つかと 挿せ、 い」 

3 ろ あはれ 

を强く 張れと 家々 ごとに 狼识 ゆるに、 可憨 とも 兑 ぬ飛灭 夜叉 王、 怒號 5 萆昔 たけだけしく。 汝等人 を 憚るな， 汝 

等 人間に 憚られよ、 人 問 は 我等 を輕ん じたり、 久しく 我を賤 みたり、 我等に 捧 ぐべき 箬の牲 を 忘れたり、 這 ふ 代 
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りと して 立って 行く 狗、 驕奢の 塒に奥 作れる 禽、 尻尾な き 猿、 物 信が 蛇、 つゆ 誠な き 孤の 子。 けがれ を 知らざる 

豕の 女、 彼等に 長く 侮られて 遂に 何時まで 忍び 得る。 我等 を 長く 侮らせ て、 彼等 を 何時まで 誇らす ベ き、 忍ぶ ベ き 

だけ 忍びたり 誇らすべき だけ 誇らした リ、 六十 四 年 は 巳に 過ぎたり、 我等 を 縛せ し 機運の 鐵鎩 我等 を囚 へし 慈 忍 

の 岩窟 は 我が 祌カ にて 址斷棄 てたり 崩 浪 させた リ、 ，汝 等 暴れよ 今 こそ 暴れよ、 何十 年の 恨の 毒氣を 彼等に 返せ 一 

時に 返せ、 彼等が 驕慢の 氣の臭 さ を 鐵圍山 外に 攫んで 捨てよ、 彼等の 頭 を 地に つかしめ よ。 無慈悲の 斧の 匁 味の 

好 さ を 彼等が 胸に 試みよ。  殘 忍の 外 快樂な 

し、 酷烈なら ずば 汝等疾 く 死ね、 暴れよ 進めよ 無法に 住して 放逸 無惭 無^ 無體に 暴れ 立て 暴れ 立て 進め 進め、 祌 

とも 戰へ佛 をも槪 け、 道理 を壤 つて 壤リ すてな ぱ 天下 は 我等が ものなる ぞと、 叱咜 する 度 土石 を 飛ばして 丑の刻 

より 寅の刻、 卯と なり 辰と なる まで も 毫も 止まず 勵 ました つれば、 數 萬の #屬 勇み をな し、 水 を 渡る は 波 を 蹴 か 

へし、 陸 を 走る は沙を 蹴へ し、 天地 を 塵埃に 黄ばませて 日の 光 を も ほと く掩 ひ、 斧 を 揮って 數奇 者が 手入れ 怠 

あざ 

りなき 松 を 冷笑 ひ つ、 ほつ きと 斫る あり、 ゆ さ，/^ -7 ^と 怪力 もてさ も 堅固なる 家 を 動かし 梳を搖 がす もの も あ 

り。 手ぬ るし 手ぬ るし 酷 さが 足らぬ、 我に 績 けと 憤怒の 牙嚙み 鳴らしつ、 夜叉 王の 躍り 上って、 いらだてば 虚空 

に 充ち滿 ちた る 眷屬 、をた けび 銳く をめ き 叫んで 遮に 無に 暴威 を 揮 ふ ほどに、 祌 前寺內 に 立てる 樹も、 ^豪 の 庭に 

養 はれし 樹も萆 振リ较 つて 泣き 悲しみ、 るく 大地の 髮の乇 は 恐怖に 一 々竪 立な し、 柳 は 倒れ、 竹 は 割る I 折 

しも 黑雲 空に 流れて 樫の K ょリも 大きなる 雨 ばらり？ と降リ 出せば、 得たり とます./^ 暴る 、夜叉、 垣 を 引き 

捨て * を 蹴倒し 門 を も 破し 屋根 を もめぐ り 軒 場の 瓦 を 踏み 碎き、 唯 一 と 揉に 屑屋 を 飛ばし ニタ 揉み 揉んで は 二階 


を^ ぢ 取り 一一 一た び 揉んで は 某 寺 を 物の 見事に 溃し 崩し、 どうく どっと 閧を あぐる 其 度 每に心 を 冷し 胸 を 騒がす 

人々 の 彼に 氣づ かひ 此に 案ずる 笑止の 樣を 見て は 喜び、 居所 さへ も 無くなされて 悲む もの を 見て は 喜び、 いよい 

ょ圜 に乘リ 狼藉の あらむ 限り を 逞しう すれば、 八 百 八 町 百 萬の 人み な 生ける 心地せ ず顏色 さらに あらば こそ。 中 

にも 分けて 驚きし は 圓道爲 右 ヱ 門、 折角 僅に 出来 上りし 五重塔 は 揉まれ 揉まれて、 九輪 は 動ぎ、 頂上の 寳珠は 空 

に得讀 めぬ 字 を 書き、 岩 をも轉 ばすべき 風の 突 掛け 來リ、 裙をも 貫くべき 雨の 打 付り 來る度 橈む 姿、 木の 軋る 音 

<っ がへ .1 

復る 姿、 又徺む 姿、 軋る 音、 今にも 傾覆らん ず 様子に。 あれく 危し 仕樣 は 無き か、 くつが へられて は 大事な リ 

止む る 術 も 無き 事 か、 雨 さ へ 加 はリ來 りし 上 周圍に 樹木 も あら ざれば 未曾有の 風に 基礎 狭く 丈の み 高き 此の 塔の 

堪へ むことの 覺束 なし、 本堂 さへ も此 程に 動けば 塔 は 如何ば か リぞ、 風 を 止む る 呪文 はきかぬ か、 かく 恐ろしき 

大 暴風雨に 見舞に 來べ き 源 太 は 見えぬ 歟、 まだ 新しき 出入な リ とて 重々 來 では 叶 はざる 十兵衞 見えぬ が 寛 怠な り 

他 さへ 斯様 氣づ かふに 已が爲 し塔氣 にかけ ぬか、 あれ あれ 危し又 橈んだ わ、 誰か 十兵衞 招び に 行けと い へ ども、 

天に 瓦 飛び 板 飛び地 上に 砂利の 舞 ふ 中 を 行かむ と いふ ものな く、 漸く 賞美の 金 を 飽かして 掃除人の 七 藏爺を 出し 

やりぬ o 

五重塔 —— 
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樋 ロー  葉 

【人】 名 は 夏。 明治 五 年 東京 巿本鄕 に 生れた。 家は舊 藩士で、 父 は 東京 府廳の 官吏 を して ゐ 

た。 十二 歲頃迄 附近の 塾め いた ものに 通 ひ、 その後、 中島 歌 子に 就いて 和歌 を學ん だ^けで ある。 

門下の 中で 秀才であった 彼女 は 歌 子の 助手の 一 人と なった。 父 亡く 一  人の 兄 すら 家出して ゐる 一家 

は 十八 歳の 彼女の 糊口の 力に 俟 たなければ ならなかった。 一 人の 姉と 縫物の 內職 乃至 小 問 物 店 等 を 

營ん だが、 赤貧の 苦境から 身 を 挺する こと は 容易 でなかった。 

やがて 同門の 野々 宫 きく子と いふ 人の 紹介で、 當時 文壇に 一方の 勢力 を もって ゐた半 井 桃 水に つ 

き 小說の 添削 を 乞 ひ、 明治 一 一十 五 年 「闇 櫻」 を 公に してから 文 擅に 名 を 成し、 同一 一十 九 年 一 巧沒し 

た 年 二十 五歲。 

著す ところ 「濁 江」、 「たけくらべ」 等す ベて 一 葉 全集に 牧 めて ある。 

人と しての 一 葉 を 知る に は、 彼女の 殘 した 詳紬な 日記に よるの が 一 番 よい。 其の 中には 交友の 事 


やら、 創作の 事、 さて は 生活難の 事、 戀の事 等が 詳しく 記されて ゐる。 

【作 虱】 一 葉 は 西 鶴 を 學び露 伴の 敎を 受けた ので その 文章に はや、 クラ シ カルな 匂が 漂って ゐ 

るが、 その 描く ところ は 血 あり 肉 ある 生きた 女性 そのものであった。 社會の 男性に 虐げられて ゐる 

女性の 歷史 に、 一 つの 光明 を點 じたと いふ こと それが 入と して 藝術 家と しての 一葉の 最も 尊い 惯値 

でなくて はならない。 

一葉の 人生 觀、 社 會觀に は 深い 悲哀の 調子が つきまと ふて ゐた。 彼女 は兩 眼に 淚 をた ゝ へて ゐる 

女、 絕 えす 十字架 を 背に 負 ふて ゐる 女、 悲しい あきらめの 中に 吾 をす て ゝゐる 女 を 深い 理解と 厚い 

同情と を 以て 描いた。 

何が 彼女 を さう させた か。 彼女 は その 實際 生活に 於て 頗る 薄幸であった。 年 も ゆかぬ のに 一家の 

柱と なって、 老いた 母と 幼い 妹との 生活 を か弱い 女の 腕に 支へ て 行かなければ ならぬ 身であった 爲 

に、 具 さに實 世 ii の 苦痛 を 嘗め、 深い 悲しみ を閲 した。 彼 は閱應 からして 人生 は 不如意な もの 悲し 

いもの、 哀愁の みあって 歡喜 も悅樂 もない ものと 觀 じた。 

かう した 人生 觀を 持って ゐた 彼女 は 反抗的に 世に すね 俗に 背く 態度 をと り、 又 世 を 服 ふた。 しか 
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し、 どうもが いても 運命の 前に 忍從 する より 外 はない と 悟った 時、 彼女 は 一種の 識認に 到達した。 

けれども、 ゃゝも すれば 首 を もたげる 反抗的 氣分を どうす る 事 も 出来なかった。 それ を 抑へ つけて 

凝つ と 人生 を 見つめる 時、 いつしか 彼女の 險に ^女らしい 諦めの 淚が 光って ゐた。 この 胸に 迫る 苦 

痛と 悲しみと を さながらに 打 出した のが 彼女の 小說 である。 從 つて 初期の 作品に は、 世 を 呪 ひ 人 を 

呪 ふ 一種の ひねくれた 心 持が ありく と 見えて ゐ るが、 後期の 作品に は、 その 小主觀 から 脫 却して 

總 ベて ありの ま \ に 受け入れ ると い ふ 嚴肅な 客觀的 態度 をと つて ゐる。 

彼女の 見た 世間 は廣 くはなかった。 いや 可な り狹 かった が 唯 彼女 は それ を 深く 見た。 そして 同型 

の 男女 ゃ單 調な 筋 等 を 繰返した が、 眞 面目に それ 等 を 描いた ので 何れに も眞實 味が あった。 

叉 彼女の 文擧的 修養 は、 當時 にあって は 寧ろ 優れて ゐた 方で、 彼女 は 西 鶴の 小說と 源氏物語 とに 

傾倒して ゐた。 

要するに、 狹く とも 深く 見、 眞實に 描く とい ふこと がー 葉の 特色で、 それへ 西 鶴の 風味 を 加へ た 

ので ある。 島 朽抱 月が 一葉の 作風 を 引 くるめて 「作の 筋 は 忘れても 風情 だけ は 心に 殘る作 だ」 と 評 

したの は 至言で ある。  ， 


〔作品】 

一 、 (小 說) かれ 尾花、 闇 櫻、 たま 櫸、 わかれ 銪、 五月雨、 うもれ 木、 IT つく ゑ、 嗪 月夜、 雪の 日、 琴の 音、 花 

ごもり、 やみ 夜、 大っ ごも リ、 たけく、 りべ、 ゆく 雲、 軒 もる 月、 ほととぎす、 にご リ江、 うつせみ、 十三 

夜、 われから、 この 子、 わかれ 道、 

二、 (隨 筆) 森の した 草、 隨 感錄、 流水 園雜 記、 そぞ ろごと、、 棹の しづぐ、 ほととぎす、 

【文章】 彼女の 天才 は 文章に もよ く あら はれて ゐた。 よく 物の 特性 を 見て 直ちに その 急所 をつ 

くこと によ つ て 出来た 彼女の 文章に は、 一 言に 古いと いって 捨てる ことの 出来ない 價 値と 權 威と が 

ある。 或る人が 「紅葉 は 西 鶴の 才を 得、 露 伴 は 西 鶴の 氣を 得、 一葉 は 西 鶴の 趣 を 得た」 といって ゐ 

るが、 これ は 甚だよ く 中った 言 ひ 方て あると 思 ふ。 描寫の 精細と 句法の 簡 勁と は 西鹤に 似、 調子の 

なだらかな 處は近 松に 似て ゐる。 

〔文例】 

美 登 利 は 彼 日を始 にして 生れ か はりし やうの. 身の 振舞、 用 ある 折 は 廓の 姉の もとに こそ 通へ、 かけても 町に 逸 

ぶ 事 をせ ず、 亥 達 さびしがりて 遊びに 行け は、 今に 今にと 空約束 はてしなく、 さし も 仲よ しな リ けれど、 正 太と 

さへ 親しまず、 いつも 恥 かしげに 額 め み赦 めて 筆 尾の 店に 手 踊の 活潑 さは 再 ひ 見る に 難くな リ ける。 人 は 怪しが 
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りて 祸の故 か： C 危ぶむ i" あれ ど 母親 一人 ほ^-笑みて は、 八， にお^の 本性 は 現 はれます る、 これ は 仲 休み. と SJ 由 あ 

リげに 言 はれて 知らぬ 者に は 何の 事と 思 はれず、 女らしく？， し-つ 成った と 褒める もの あれば、 折角の 面. C い 子 

を 種な しにした と 誹る も あり、 表 町 は 俄かに 火の 消えし やう 淋しくな リて、 正 太が 美音 も 聞く 事 稀に、 唯 夜な 夜 

なの 弓 張 投灯、 あれ は 日が けの 集めと 著る く、  土手 を. 行く 影 そぐ ろ 寒げ に、 折 ふし 使す る 三 五郎の 聲 のみ 何時に 

變ら ずお どけて は 聞えぬ。 龍 華 寺の 信 如が 我宗の 修業の 庭に 立 出 づる風 說をも 美 登 利は絕 えて 聞か ざり き。 有り 

し 意地 をば 其 儘に 封じ込めて、 此麁 しばらくの 怪しの 現象に われ を われと も 思 はれず、 唯 何事 も 恥 かしう のみ あ 

りけ るに、 或る 霜の 朝 水仙の 造 リ花を 格子戸の 外より 差 入れ 置きし 者 あ "けり。 誰の 仕事と 知る よし 無 けれど、 

t-^ 利 は 何 ゆえと なく 懐かしき 思 ひに て、 違 ひ 棚の 一輪. ざしに 入れて 寂しく 淸き姿 を 愛でけ るが、 聞く ともなし 

に傳へ 聞く、 其の 明けの H は 信 如が 何が しの 學 林に 袖の 色 か へぬべき^ :w なりし とぞ。 

—— たけくらべ —— 

〇 

坦极 の朝蔹 やうく 小さ く^きて 昨日 今日 葉が くりに 一 花み ゆる も 其 はじめの 事お も はれて 憐れなる に、 松蟲 

す^ 蟲 いつしか 鳴よ ゎリ て、 朝：： I まちと リ てこ ほろ ぎの 果敢なげ に萆 する、 小 溝の 端、 壁の 中な ど 有る か 無き か 

の 命の ほど、 老 たる 人、 痫 める 身な どに て 聞きたら ば、 さ こそ 比べられて 物 かなしから ん。 まだ 初霜 は くま じ 

きを 今年 は 蟲の齡 いと 短 かくて、 はやくに 萆 のかれ.，^^ に 成し かな。 くつ は蟲 はかし ましき 獰も かたち もい と 丈 

夫め かしき を、 いつしか 時の 間にお とろ へ 行く らん、 人に もさる 類 ひ はありけ りと さかし。 鈴蟲 はふ リ 出で てな 


5 き 

く聲の 美しければ、 物ね たみされ て 齢の 短き なめり と點頭 かる。 松蟲 も！！ じこと なれ ど、 名と！：：； と 伴 はねば あや 

しまる 、ぞ かし。 常 磐の 松 を 名に 呼べれば、 千歳なら ずと も枯 野の 末まで は あるべき を、 萩の 花散リ こぼる  >- や 

がて 聲せ ずな リ ゆく。 さる 盛りの 短 かきもの なれば、 暫時 も 似よ と 此の 名 は 負 はせ けん、 名 づけ 親ぞ 知ら まほし 

き。 此の 蟲 一とせ 籠に 飼 ひて 露に も： 霜に も^て じと 勞 りしが、 その. 5. おに 臥した リし 兄の、 夜な く 鳴く 聲耳に 

つきて 物 佗しく. 紙 はしく、 あの 聲 なくば 此の 夜 やすく 睡る べしな ど 言へ る も 道理に て、 いそぎ 取リ おろし、 庭 草 

の 茂みに 放ちぬ。 其の 夜な くやと 試み たれ ど さらに 萆の 聞えぬ は、 俄に 露の 身に 寒く 鳴く ベ き 勢の 無くな リ しか 

と 憐れみ 合 ひし。 その 年 暮れて 兄 は 空しき 數 に人リ つ。 乂の 年の 秋、 今日 ぞ 此の 顷 など 思 ひ 出づる 折し も、 或 夜 

ふけて^ き 垣根の 中に さながらの 聲 きこえ. 出で ぬつ よも あら じと は 思へ ども、 唯 其 の ものの やうに 懐し く、 戀し 

きに も 珍ら しきに も浪の みこ ぼれ て. 此の 蟲が や-つに、 よし M (物な りと も聲 かたち 问 じかる ベ き 人の 唯今 こ こ に 

立 出で 來 らば 如， 何な らん、 我 は 其の 袖 をつ と捉へ て 放つ 事 をな すま じく、 母 は 嬉し さに 物 は 言 はれで 泯 のみ ふリ 

こばし 耠 ふや、 父に 如何 さまに^し 耠 ふらんな ど 怪しき 事 を 思 ひよ る。 かくて 二 夜ば かり は 鳴きつ、 其の後 は 何 

處に 行き けん、 假 にも 聲の 聞えず なリ ぬ。 今 も 松 蟲の聲 きけば、 やがて 其の 折お も ひ 出 でられて 物 かなしきに 籠 

に 飼 ふ 事 は 更に も 思 ひ 寄らず， おの づ から 野邊に 鳴き 弱リ 行くな ど、 唯 その 人の 別れの やう に 思 はる、 ぞ かし。 

 そぞろ ご と  
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德 富 蘆 花 

【人】 名 は 健 次郞、 蘆 花と 號す。 德富蘇 峰 氏の 令弟で ある。 明治 元年 熊 本に 生れた。 京都 M 志 

社 を 中途 退學 をした つきり で^に 學歷 はない。 明治 二十 年より 二十 二 年 迄、 熊 本 藥學校 助教 をつ と 

め それより：： 儿蘇 峰の 經營 せる 民 友 社に 入り、 國 民の 友、 國民 新聞に 關 係し、 小說 「不 如歸」 、を^ 尺 

新聞に 連載して より 天下の 稱讃を 集め、 偉大なる 小說 家た るの 名 を かち 得、 繽 いて 散文詩 集 「自然 

と 人生」 小說 「思 出の 記」 等 を 公に し、 文名 一 世に 高まった。 

氏 は 熱心な クリスチャン であると 同時に、 トルストイの 崇拜 者で ある。 熱烈なる 人道主義者、 博 

愛 主義者で ある。 實に 人格の 人で ある。 卅九 年、 聖地 エルサレム を經て n シァに 遊び、 ヤス ャナ、 

ボリ ャナに 於け る トルストイ 翁 を 訪ねて 歸 つた。 その後 柬京を 去り、 府下 粕 谷に 移り、 ト 翁に 學ん 

で 半農 生活 を營 み、 その 間 多くの 作品 を 著した。 「み、 チの たは ごと」 は 半農 生活の 記錄 で、 幾多 人 

生. の 眞理と 福音と を その 生彩 ある 田園 描寫 にこめ、 「順禮 紀行」 は トル スト ィを訪 うた 記 錄で亦 頗る 


愛誦され てゐ る。 

氏の 長い 文壇 生活 を 顧みて 最も 偉と する 所 は、 文 擅. とい ふ ダル ー プを はなれ、 全く 一個の 蘆 花と 

して 眞に 獨自の 境地 を步 みっ^け、 深く その 信す る 所 を 見つめて 少しの 動搖 もな く 進んだ こと. であ 

昭和 二 年 九 H: 「不 如歸」 以來思 出 深い 上 州 伊香保の 干 明 別館で 沒 した。 年 六 〇。 

【作風】 氏 は 明治、 大正、 昭和の 時代 を 通じて、 詩歌の 領域 をの ぞいた あらゆる 分野に、 大き 

な 足跡 を はっきりと 印し 殘 した。 嘗て 「不 如歸」 が發 表された 時、 これ を 目して、 婦女子の 淚 をし 

ぼる 機械で あると さへ 批評した 人が あった。 然し、 之 は 決して 酷評ではなかった。 確かに、 氏の 作 

品、 殊に 中期 以前の もの は 强く胸 を衝く 要素 を もって ゐる。 これ は 人と 人との 間の 深刻ない きさ 

つ、 或は 宿命と 人との 葛藤 を 深く 凝視して、 人生の 中に 秘められた 鍵 を 完全に 把握した からで あ 

る。 「思 ひ 出」 の 菊池愼 太郞、 「寄生木」 の 篠原良 平の 歩んだ 道程 を 見ても、 それ は餘 りに も 齟齬と 

蹉跌と に滿 ちた 人生記録であった。 然し、 この 道程に 拂 はれた 氏の 觀察 は、 主觀 にの み囚 はれる 作 

家 や 表面的な 具象に 感激す る 作家に 見出されない 程 深い もので あり 重厚な ものであった。 而も 人情 
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味た つぶりな 滴る ほどに 潤 ひのこ もった 描寫 は、 氏の 全 作品 を 通じて 存 する 作風と なって ゐる。 明 

治卅九 年、 年來 私淑した 大 トルストイに 近接して、 全靈 を振蕩 する 程の 影響 をう け、 精神的に 大き 

な 牧璲を もたら せられた と共に、 その 思索と 生活と を 通じて、 作風に 迄 新しい 生命 を 吹き込まれる 

に 至った。 かくて 敬虔なる 半農 生活の 傍、 數 多くの 後期に 屬 する 作品が 公に された が、 それ 等の 作 

風 は、 從來の 色彩 豐 かな 作風から 一段と 奥まった、 素朴と 迄 一一 目 ひたい 程 なだらかな ものと なった。 

【作品】 

一 、 (小 說) 不 如歸、 思 出の 記、 黑潮、 寄 虫 木、 黑ぃ眼 茶色の 眼、 竹峙順 子、 常士 (一一 ー卷) 

二、 (隨 筆) 自然と 人生、 み、 ずの たは ごと、 新春、 

三、 (紀行) 順躞 紀行、 H 本から 日本へ、 死の 蔭に、 

【文章】 氏の 作風が 極めて 多面的に 變 移した 如く 氏の 文章 も 亦 多角的であった。 「不 如歸」 に兑 

出される 哀 婉の攀 致、 「思 出の 記」 の 力強い タ ツチの 跡、 さて は、 「み、 すの たは ごと」 「富 土」 等 を 通 

じて 見出される 伸びやかな みづく しい 表現 を 見る 眸、 氏が 如何なる 方面に も 光彩 を發 揮し 得る と 

いふ 巨匠 的 風格 を 示す もので は あるまい か。 


始は 文語 體 であった が 後に は 口語 體で 書く やうに なった。 然し その 最も 特色 ある 文章と い へば、 

言 ふ 迄 もな く、 文語 體の 散文詩 的な 自然 描寫の 文章で ある。 就中 叙景に、 そして 小品に 傑れて ゐ 

る。 語彙 は 多く 漢文 脈から きて ゐ るが、 洋 文脈が 著しく、 細敍の 筆が よい。 尙之を  一 口に 一一 E へば、 

簡明 流 匿で ある。 而も その 柔 やかな ふくらみ を もった 文章で ある。 

【文例】 

日 は 雲 を 穿ちて、 曇りながら 小 坪の 山に 落ちぬ。 富士の 東北に 唯 一 抹朱黃 色の 殘曛 を剩 したる のみに て、 餘は 

ffij りか へ し 紫 褐色の 曇 如と して 見所 もな く 鬱陶しき 空な りし。 

川邊に 佇み、 俯きて 釣れる 程に、 次第に 暮れ 居し 川の面 少し 明るみ、 また 少し 明るみ、 何處 にか 火な ど 焚きた 

らむ樣 に、 少 しづ、 四邊の 不思議に 明るみ 行きて、 宛ら 落ちし 日の 脚の また 立歸る 心地し つ。 頭 を 上 ぐれば、 兑 

よ、 富士の 東北の 一抹 朱黃 色に 匂 ひし 殘晚 の、 忽然 邈 の入リ たる 如く 赫焉 として^え 出で しなり けり。 

あ、 誰か 落日 を 招き 還す 扇な きを 歎つ も のぞ。 暮れ か、 る 日の 見る く畫に 立歸り 行く を 見ず や。 夭の 一 隅に 

今 燃え そめし と 見つ る 朱 黄色の 炤は、 次 笫に西 空に 燃え 廣 がり、 一秒 乂 一秒、 一 分乂 一  分、 照り 出で、 照り まさ 

り、 最早 絕預と 思 ふに、 天 は 益々 燃え、 石榴 花色の 火 は 天を燒 き、 地を燒 き、 海を燒 き、 山 は 燃え、 家 も 燃え、 

戸前に 立って 夕燒を 見る 隣 翁の 顏朱 鬼よりも 赤し。 唯 吾 面 手の 焦斕 せざる を 怪しむ 耳。 雲 は燒き 鎖され て、 お士 

を 初め 山と いふ 山 は盡く 濃， き 紫色 を帶 びぬ。 眼 を 上 ぐれば、 西 天 宛ら 絕大 なる 牛截 S 陸軍 旗 を 見る 如く、 富士を 
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屮 心の： W 輪と して、 一 道每に 本 細く して 末 廣く烈 々として 石槠 花色 を帶 びた る大輝 光の 流 は、 幾十條 ともなく 地 

平 線より 天心に 向って 放射す。 恰も 地心 火 を 失して、 大火 焰の 一時に 夭 心を銜 いて 騰 上す るが 如し。 光焰 夭を灸 

つで 海 火の 如く 燒 くれば、 限リ なき 水 族も嚇 死す 可し。 

十分ば かリ 過ぐ る^に、 滿 天の 黃焰 更に 血杠 色に 燃え か はり。 鬼氣森 然として 人 を 襲 ふ。 更に 五分ば かり 經て 

ば、 血 紅の 色黑 みか >- りて 赤色に 變じ、 光焰 漸く 退く よと 見る 間に、 夢の 醒む るが 如く 消えて、 天地 俄かに 幽然 

と喑 くな り ぬ。 

—— 自然と 人生 —— 

〇 

モ ろく 

收 ^ が濟 む。 霜が 降る。 裏山の 楓が 染まる。 と 兎 狩の 季節が 徐々 始まる。 繕 ひに 遣って あった 網 も 出 來て來 

る。 何日 は 兎 狩と 云 ふ 貼 札が 出る。 脚袢 草鞋の 用意に 僕 等 は匇々 として， 何も 手に 着かぬ。 炊事 番 はお 牛に 起き 

て、 握飯 を栴へ る。 ^3 結束して 塾の 庭に 勢 揃 ひする 顷は、 最早 午前の 三時 過ぎで も あらう、 有 明の 月 白く 冴えて 

居る。 三度 鬨の聲 を 揚げて、 月影 を 踏んで、 行く 處は東 か 西 か、 近くて  一 ニ虽、 遠くて 四 五 ffi。 大人 組 は、 網 を 

かついで、 高らかに 詩を吟 じて 行く。 僕 等 は默っ て、 併し 心 は揚々 として、 つ いて 行く。 睡 さうな 鶏の 音の する 

けたた ま  . 

村 も 過ぎ、 消 魂し く 犬の 吠え かかる 村 も 過ぎ、 月色 茫々 たる 野 踏を步 いて 行く と、 果て は 段々 睡 たくな つて、 頭 

は茫 となって、 こくり；，， ^と 足ば か" 器械 的に 步んで 居る。 不圆瑰 々と 云 ふ 音が 閗 える C 松風 か。 阪を 開く と 川 

—— 月に さ ざめ く 川瀬の 音 だ。 橋 番小屋の 前 を わざと 呐喊 して 走せ 渡る。 最早 一 里 牛も來 たらう 。月 落ちて、 野 


はっき リ 

は 一 面の 曉闇 —— 前に 行く 者の 姿 も 瞭然と は 見えぬ。 不圆 すばらし い 大きな 眞黑 いものが 鼻先に あら はれる。 山 

だ ！ 目的の。 未だ 早い？ 皆 其 處らに 積んで ある 稻塚ゃ 栗 がら を 引出して は、 焚夂 をしながら； 大明を 待って ゐる 

氣 早い 連中 は 土 鼠の 如く 畠に 蹲る かと 思 ふと、 一抱へ 甘藷を 盗んで 来て、 藁灰に 燒 いて、 談笑しながら 食って ゐ 

る 。「お い 菊 地、 一 つ 食 はんか 一 併し 僕 は睡た い、 藁の 上に 横んで ゐ ると、 背 は 寒 いが、 面 や 腹 は 焚火に 暧 まって 

炎々 と 立ち上る 焰の 間にち らくと 見えて 居た 一 同の 赤 い 顔が 次第に 遠くな つて、 つ いうつ と U と 一 睡 人した と 

思へば、 一お い、 起きん か、 夜が 明けた ぞ、 最早 辋を 張りに 行った」 と 起される。 眼 を 摩って 起き 上る と、 成程 天 

明 だ。 朿が 白んで、 嘵の風 切る 樣に面 を 吹く。 焚火の 跡 だけ 黑ぃ圆 を 描いて、 四邊は 一面の 霜 だ。 やがて 勢 揃 ひ 

して 山に か 》 る。 進軍の 號令 がか、 る。 鬪の萆 が 一 時に 楊る。 二 山 も 追 ふ 頃 は 最早 朝：；： が 晃々 と 秋 空に 上って ゐ 

る o 

今 想っても 愉快 だ。 秋が 黃に 金に 杠に 紫に 鳶 にあら ゆる 彩色の 限り を盡 した 落葉 木の 枝 を 押 分け 葉 を 打ち は、 り 

ひ萆を 上げて 上る 心地。 網 近くまで 追 ひつめ て、 如何 かと 思って 居る 時、 何處 からか 、「獲れ た！」 と 云ふ聲 がし 

て、 吾れ 知らず 棒 を 振って 勝鬨を あげる 時の 心地、 網 番をして、 攻め寄せる 勢子の 叫びの 最早 間近になる に、 兎 

のうの 字 も かけて 來ず。 あ、 駄目と 落膽 する 時、 突然が さくく とやぶ が 鳴って、 視く 鼻先へ 淡褐色の 飛 影が 

ちらり、 思 はず 網に 飛び込んで 二 つ 三つ 網ながら に とんぼ 返る 兎を樹 蔭から 飛び か 、つて 押へ る 時の 心地。 狸 や 

狐に 逃げられて、 皆に 「菊 地 は拜ん だ、 拜んだ 一 と 嘲らる、 恥辱。 あ  >  最早 正午 か。 何處の 山中の 一軒家で か 午 

鵄が 鳴いて 居る。 落葉 かき 分けて、 谷川の 水口 づけに 吸って、 木の 根 草の 上に 足 投げ出して、 網袋の 握飯に かぶ 
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りつく 時の、.. -也。 食って しまって、 落葉の 床に 仰向けて 寢て、 碧玉よりも 澄んだ 空 を 眺めて、 汗ばんだ 額 を 冷々 

ふ と む ベ  よる 

した 風に 吹かす 心地。 「さあ、 齊發 だ」 やい 重い 足 を 移して、 また 二 山 三 山。 不圖 郁子の 紫 を 蔓蘿の 間に 認める 驚 

點。 あまり 紅の 美し さに つ い 欺され て、 自然 生なる 漉 柿の 一 口に 額を攀 める 可 笑 味。 数へ 立 つれば、 際限. もない。 

.  田 あ 乙 rb- グ Sh 


泉 鏡 花 

【人】 本名 は 鏡 太郞、 別 猇を畠 芋 之 助、 白水 樓 主人、 草羝樓 とい ひ、 明治 六 年佘澤 市に 生れた 

父 は 金屬の 彫刻師， 母 は寳生 流の 能 樂冢の 娘。 

明治 十三 年 四月 東 馬場 養成 小學 校に 入擧 した。 十六 年、 十一 歳の 時 母 を 喪 ふ。 彼に 綿々 として 母 

を 想 ふ 作の あるの も 故 ある 哉で ある。 後金 澤 高等 小學校 を經 て、 北陸 英和 學 校に 人って 英語 を修 

め、 二十 年 五月、 更に 英數學 の 私塾に 通った。 

二十 二 年 g; 月、 始めて 紅葉の 「色 谶悔」 を 讀んで 大いに 感動し、 翌年 上京、 約 一 ケ 年間 放浪 生活 

の 後、 漸く 宿望 を 達して、 二十 四 年 十 H に 至り、 崇慕渴 仰の 的なる 紅葉の 門に 入る こと を 許された。 

そして 玄關 番をしながら 勉學、 紅葉の 指導の 下に 處女作 「冠 彌左衞 門」 を 京都 日出 新聞に 發 衣した 

が 大した 讀 者の 反應は なか つ た。 

その後、 父の 卒去の ため 一時 歸鄕 したが、 再び 上京、 博 文 館に 入社、 「日用 百科全書」 の 編 慕に 從 
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事.. -た。 

これより 「夜行 巡^」 「外科 窒」 等 を 「文 藝俱樂 部」 に發 表する や、 非常に 好評 を 博した。 これら 

當 時の 作品 は觀 念小說 とい ふ 名で 呼ばれた が、 彼 は その後 方向 轉換 をして 神祕 主義 を 持す る やうに 

なり、 C マ ン チックの 色彩 豐 かな 幻想 的な 世界. を捉 へて 空想 を縱 横に 驅 使して、 「照葉狂言」 「辰 巳 

巷談」 「通夜 物語」 「湯 島詣」 「高野聖」 等繽々 と發 表する に 及んで、 怪奇と 濃艷 さに むせ かへ るば かり 

の 感銘 を讀者 の 心に 沁み 込ませた。 

三十 九 年頃から 文壇の 風潮 頻りに 動いて、 やがて 自然主義の 勃與を 見る に 至り、 所謂 已成 文壇の 

作家 中には 周章 狼 狈色を 失った 人 もあった が、 彼のみ は 超然と して 自己の 立場 を 守り、 以來 三十 年 

一 日の 如く 同じ やうな 氣 分の 作品 を發 表して ゐる。 

かくして 稀世の a マ ンチケ ル鏡花 は、 齢 五十 を 過ぎて 尙 その 創作 熱は衰 へす ノ 現在 も 老大家と し 

て 文 擅に 重き をな して ゐる こと は 多言 を耍 しない。 

【作風】 こ \ に 鈴木敏 也 氏の 評論 を 引用す る。 

「彼の 作品 を通覽 する に 凡て を 貰く 一  種の 傾向が ある。 それ は江戶 前の 任 俠意氣 で 現 はれ 來る 主人 


公に は 多少な りと もこ め 風貌が 眺められる。 而 して 彼 はか， -る 人物 を圍繞 する に 濃 彩なる 浪漫的 色 

調 を 以てした。 この 風尙は 怪奇 幻妖の 世界に 彷徨す る を 常と する。 卽ち 彼の 作が 現實に 取 村し なが 

ら筌靈 漂渺の 趣を恣 にし 所謂 怪異 小說の 姿態 を 帶び來 るので ある。 然し 彼の 描く 怪異ば、 冥界の 消 

息で なくして 現實に 根ざす 靈の うごめき である。 「幽明 一 如の 世界」 鏡 花の 創造した 藝術境 は 卽ち是 

れ である。 只と も すれば 單 なる 怪奇に 陷り、 草双紙の 亞流を 以て 兒 なければ ならぬ もの も ある を憾 

とする。 神祕 幽玄 を 生命と する 點は 終始一貫して ゐ るが、 その 初期に は 「誓の 卷」 「照葉狂言」 「湯 島 

詣」 の 如き 現實 風の 佳作 を 出した。 然し その 本領 は、 . 飛彈の 深山の 魔 所 を 描いた 「高野聖」， 磯の 香 

高い 三 浦 半島の 茅屋に 美しい 幻 を 叙した 「草 迷宮」、 さて は 短篇で は あるが 海の 怪を寫 して 鬼氣 肌に 

迫る 「海異 記」 等に 存 する。 

ー體、 彼の 取上げた 人物 は 勝氣で 鼻柱が 强く、 ちょいと 見に は 意志の 人らしい けれども、 底 を 叩 

けば 情熱の やり 所な き 優し さが ある。 嫌な 奴、 氣の 向かぬ 事に は破壞 的な 言動 を敢 てす るが、 知己 

の 前、 弱者の 懷に 入って は 淚と愦 とに 半生 を 捧げて 悔いない。 女に 於て この 倾向 はわけ て 濃い。 鏡 

花の 小說に 出て くる 女 程、 女らしい もの はなから う。 美しくて 優しく、 燃 ゆる 樣な愦 と 透き通る や 
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うな 智慧と を 持ち、 意氣 でさば けて 思 ひやり が 深く、 その上に 氣 品が ある。 彼の 描く 女 は 凡て 島 £ 

か 銀杏 返し か 丸 髭で ある。 その 反對に 毛唐 風の つくね 髮 に金緣 眼鏡で 横文字で も讀 まう 女 は、 作者 

のために 小氣 味よ い 程 やっつけられて ゐる。 かく 人物に 好惡を 以て 臨む の は 大作 家の 態度で はない 

が、 鏡 花の 場合に はかう 云 ふ 理窟 を 云 ふの さへ 野暮と 考 へられる 位 無 邪氣に 純眞に 取扱 はれ て ゐ 

る。 …… 彼の 名聲は 三十 年 以來頓 に 上り、 四 十 年 前後の 自然主義の 跳梁 時代に は 一時 孤立す るの 姿 

があった が、 大正 期に 至って 再び 出で-その 眞價を 認めら るゝに 至った。 かく 思潮 動搖に 動かされ 

す 創作的 態度 の 確立せ る 點は淚 ぐ ま しい 尊 さが ある。」 と。 

幻想 以外に 求められない 美し さ、 なまめかし さを感 する 氏は讀 者を醉 はす 前に 自ら 醉ふ人 で あ 

る。 そして そこに 魅惑 的な 二 ュ アンス を 漂 はして 蜘蛛の 糸の やうに 讀 者の 魂 をね つと りしめ 上げる „ 

現實の 世で は 許されな いやうな 我儘な 美婦、 魂が 溶けた やうな 甘つ たれる 少年、 身の ふるへ る 程の 

鬼氣を 漲らした 妖女、 さて はまた、 かんしゃく 玉 を はふった やうな 小氣 味の い、 年增 —— さう いふ 

人物が 變幻 自在な 構想の 中に こぼれさうな 愛嬌 を もって、 ちう/ \ と 出つ 入りつ する 時、 讀者は 無 

可 有の 鄕に さまようて、 身 も、 いもうつ とりと なる ので ある。 


【作品】 

1 、(小 說) 夜行 巡査、 外科 室、 琵琶 傳、 化 銀杏、 照葉狂言、 化 鳥、 辰已 巷談、 湯 島詣、 高野聖、 風流 線、 白羽 

箭、 扛雪錄 、草 迷宮、 日本 橋 等 

二、 (隨 筆) 愛府、 七 寳の柱 

【文章】 鏡 花 は 確かに 文壇の 鬼才で ある。 その 文章に は 及び難い 天才の 閃きが 兌え る。 彼の 作 

品 の 魅力 は 題 村の 幻怪に も あるが 詞藻が よく 內容に 調和して ゐ るからで ある。 初めは 雅文 調で あつ 

たが、 三十 年 前後から 口語 體を とった。 然し その 口語 體も愦 激し、 調昂 ぶる 時 は 折に ふれて 文語調 

をと り 入れた、 め、 天衣無縫の 詩 を 現出す る。 句法の 變 化に は 實に 端倪すべからざる もの が あつ 

て、 或 時はぴ ち/ \ と、 或 時 はお どろく と、 或 時 はか はいく、 或 時 はにくく、 豐 富な 色彩 をた つ 

ぶりと 含ませて、 身にしみ わたる やうな チヤ，.. ムを もって 潤 ひ ぬれて ゐる。 殊に 敍 事に 於て 巧妙 を 

つくして ゐ るが、 人物の 動作に も敍景 にも 及び難い 筆 を 持って ゐる。 
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國木 田獨步 

【人】 幼名 は 龜吉、 後哲 夫と 改む。 明治 四 年、 下 總の铫 子に 生れた。 父 はもと 播州 龍 野の 藩士 

で 後 裁判官と なった。 山 口中 學 より 東京 專門學 校に 擧ん だが 中途 退學 して、 高 靑邱、 ゥォ 1 ズォ ー 

ス、 力 ー ライル 等の 作品 を愛讀 して 修養に 努め、 又 私塾 を 開いて 少年 子弟 を敎 育した。 それから 新 

聞 記者と なり、 日露 戰 役に は 軍艦 千代 田に 乘 込んで 從 軍した。 翌年、 「國 民の 友」 を 編輯し、 佐々 木 信 

子と 結婚した が、 間もなく 信 子の 失踪と なり、 失戀の 苦悶に 懊悩した。 コー 十二 年 糟糠の 妻 治 子を娶 

つたが、 この頃より 家計 漸く 窮迫し、 加 ふるに 代議士た らんと して 失敗し、 赤貧と 戰 ひつ &獨歩 社 

を經營 したが 又 失敗し、 あまつ さへ 明治 卅九 年頃より 病を發 して、 四十 一年 六月 茅ケ 崎の 南 湖院で 

沒 した。 享年 卅八。 

獨歩は 生れな がらの n マン チ ストで あり、 生れな がらの 詩人であった。 彼 は 早くから 宇宙に つい 

て、 人生に ついて 眞 面目に 考 へて ゐた。 彼 は 宇宙、 人生の 悠久と 不可思議と を 思 ひ、 さう した 間に 


生死す る 脆き 人々 の 悲痛 寂寞な 運命 を 痛感した。 悠久に して 不可思議、 生死 を 呑吐す る 此の. 大宇宙 

i—l そ こ に 獨歩 の 靈魂は 横 はって ゐた。 

花 袋 氏 は 人と しての 獨歩 について 次の やうに 語つ てゐ る。 「獨 歩の 特色 は總 ての 人に 對し 物に 對し 

て先づ 自家の S1 具 情 を 推す、 所謂 習俗 や 道 德に累 はされ まいとした 誠に 負け 嫌 ひな 男であった。 それ 

で 口に は 努力、 精進 を說 いたに も拘 らや實 際に 於て は、 さして あがいたり もがいたり はせ なんだ。 

逆境、 これ も 事實ぢ やない か。 不幸、 それ も 自然で はない か。 人間の 菜敢 ない 努力で 反抗した 處で 

何になる と、 斯う 諦めた やうな 態度が あった。 所詮 その 頃の 獨歩 は實行 家と いふ も藝術 家と 絢へ 交 

ぜ になった 實行 家で、 生 を 欲し 死 を 恐る 上 莨 行 家で ありながら、 一 種の 運命論者 としての 實行 家で 

あった。 故に 聊か 沈痛の 趣 を 欠いて ゐた。 如何に 飛んだり 踨 ねたり した 處で、 人間 は 到底 この 大自 

然の寰 外に 脫 する こと は 出来ないで はない か。 人が 人と して 生きる 事を考 へたと て 何の 價 値が ある。 

此の， 大自然の 一 點 としての 人間 を考 へる でなければ 筌論 であると いふの が 彼の 運命 觀の 大^で ある 

彼の 集に 「運命」 が あり、 作に 「運命論者」 が あると いふ こと は、 自畫 自讃の 最も 適切た ものと^ 

はれる」 、と) 
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又 中 澤臨川 氏の 次の やうな こと を 云 はれた。 

「故人 獨歩は 天才であった。 その 最も 好い 證據 は、 先日 花 袋 君 も 話して ゐ たやう に、 彼の 人の 何物 

にも 囚 はれなかった ことで ある。 

彼 は ある 點 から 言へば 矛盾の 人であった。 物質の ことになると 彼の 人位 自儘な もの は 珍ら しかつ 

た。 一一 一一 n ひたい 放題の こと を 言って、 爲 たい 放題の こと をす る …… といった 形が あった。 それで ゐて 

精祌 上の ことになる とまた 彼の 人位 自制の 强 かった 者 は 珍ら しい。 第一 天 品に もよ る だら うが、 艱 

難に 處 して 愚痴 を こぼす とか、 心に もない 追 隨を首 つて 權 門に 媚びる とか 云 ふこと がない。 寳際多 

少心 ある 者に は 皆 かやうな 氣慨は ある もの だが、 それ かと 言って、 彼 位 極端に この種の 節操 を 抱 持 

した 者 は 珍ら しからう。 それが また 一 種の 我儘と も 見える 位であった。 

彼 は 故 紅葉 山， 人が 甚だ 嫌 ひであった。 また 日本の 俳優と 言 ふ 者が 極端まで 嫌 ひであった。 所謂 虚 

飾の 分子、 遊戯 分子の 這 入った 藝術を 彼 は 嫌って ゐた。 

故人 の 道樂と い へ ば 殆どな い。 

人 も 知る 如く、 彼 は- M 談の 雄であった。 警句 は譽句 をつ いて 出て くる、 殆ど 應 接に 遑 なしと  一一 一 一口 ふ 


程であった」 と。 

以て 獨步の 人物な り 思想な りが 窺 はれる と 思 ふ。 

【作風】 氏の 創作 はこれ を 三 期に 分けて 見る のが 至當 であらう。 

第一 期 は 明治 二十 七 年から 三十 四 年までで ある。 この 時代 は 抒情詩 時代と いふべき で、 「愛 弟 通 

信」 より 「忘れ 得ぬ 人々」 「獨 歩吟」 「源 をぢ」 「お とづれ」 「河 霧.」 「武藏 野」 を經 て、 「歸 去來」 を 以て 終 

末と 兒る ベく、 第二 期 は 三十 四 年の 「牛肉と 馬 鈴薯」 以下 「巡^」 「少年の 悲哀」 「酒 中日 記」 r 遝ん 叩.，、 1 

者」 等々 最も 獨歩 らしい、 理想と 現實、 遝 命と 個性、 さて は 社 會と實 生活との 對 照の 間に 最も 理智 

的な 浪漫主義 者ら しい 姿 を 見せた 時代で ある。 第三 期 は 三十 七 年から 晚年 迄で、 第一 一期よりも 一 翳 

客觀 的に なり 又 一 歷社會 的で ある。 この 期の 作に は 「號 外」 「泣き 笑 ひ」 「窮死」 「竹の 木戶」 等の 傑作 

が ある。 

かくの 如く 氏の 作風 は三變 して ゐ るが、 初期の 「忘れ 得ぬ 人々」 の 傾向が 最後まで 付き纏って ゐ 

る やうに 思 はれる。 獨歩は 明治時代に 於け る 现智的 浪漫派 文 藝の絕 好の 代表者と 言へ る。 その，：： 然 

美の 愛好、 純眞戀 愛の 渴仰、 現實對 理想、 焖人對 §、 運命 對侗 性と いふ 題材に 對 しても 決して セ 
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ンチ メンタル のみで はなく、 常に 默 想し、 絕 えす 反省し、 熟慮す る。 つまり 明治の 十 年代 二十 年代 

1 一 一 十 年代 の 急速な 文化の 進展に 伴って、 初めて 情熱に 目覺 めた 新人が、 その 理智性 を 賢明 に 働かし 

て、 a マン チイ ックの 傾向 を現實 性に 進展せ しめ、 個人 生活 を社會 的觀點 より 眺めよう とする 點に 

まで 到達した のであった。 

せ： 3,1? 新 三郞氏 は、 

「彼 は 其の 本性に 於て は 寧ろ 熱 想 を 有する n マ ンチ ストであった。 彼に は 常に 熱烈 火の 如き 生の 憧 

憬 があった。 彼の 前途に は 常に 曉の 星の 如き 理想が 光り輝いて ゐた。 彼 は 何時も それ を 求め 望んで 

ゐた。 美しい 人生の 幻影 は寳 生活に ぶっかって 行く に從 つて 一 つく 破れて 行った。 その 悲しみ、 

苦しみ、 惱み、 それが 彼の 藝術を 輝 やかす 光で あり、 それ を 偉大に する 力であった。 彼が 藝 術の 題 

材は 美しい 戀 ではなく 破れた 戀の 悲しみで あり、 人生の 光明で なく 暗黑の 相で あり、 如意の 人生で 

なく 不如意の 人生であった」 と 論じて ゐる。 

實に、 彼 は 詩人で あり 理想家であった。 けれども、 その 文學 作品に は 常に眞 實に 然 を描寫 する 

の を 旨と して、 不自然な 作爲 的な 理想的な 事物 を 取扱 ふの を さけよう とした。 彼 は 眞劎に 人生 を考 


へた。 それ故に 其の 作品に は 熱が あり、 力が あり、 光が あった。 前 も 述べた 如く、 彼 は 宇宙人 生の 

悠久と 不可思議と を 思 ひ. さう した 間に 脆き 生死す る 人々 の 悲痛 寂寞な 運命 を 痛感した。 それ故に 

彼の 作品に は、 何れも 生の 不可思議、 宇宙の 神秘の 前に 驚異して、 その 悲痛なる 遝へ 叩に 服從 すべき 

であると いふ 自己の 人生 觀が 反映して ゐる。 

彼 は觀る 人で はなく 感する 人であった。 解剖す る 人で はなく 直覺 する 人であった。 從 つて、 彼 は 

長 篇 より 短篇に すぐれて ゐた。 廣ぃ 散漫な 人生 を廣ぃ 散漫な ものと して、 その ま、 に 見、 その ま、 

に 描く ので はなく、 ある 一角 を 捕へ て 銳く突 込んで 機微 を 穿つ とい ふ 作風で ある。 彼の 作品 は、 ど 

れを取 出して 見ても 總て がよく まとまって ゐた。 彼の 作に は 大きさがない が 鋭 さが ある。 單刀直 入 

グイと 人 を 抉る 處が ある。 

彼 は 普通 自然主義 文擧 の先驅 者と 目され てゐ るが 必 すし もさう とのみ は 言へ ない。 たまく 彼の 

宇宙の 祕義を 追求しょう とした 嚴肅な 心 持、 眞摯な 態度が 自然主義の 作風と 合致した の に 過ぎな 

い。 成程、 彼 は 性慾 を 描き 現實 生活の 截斷面 を も 的確に 描き出した。 然し、 それ 等 も 詩人 的 服 光に 

映 じた 眞の 世界であって、 世間 を靜 かに 傍觀 する 亡との 出来ない、 世間と 同化し 浸潤せ ねば やまな 
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い 情熱の 閃き を 見せて ゐる。 彼 は 大宇宙 を 不可解の ものと して、 その 驚異に 渴 仰して 物質的 人生 觀 

に は 寧ろ 厭 惡の情 を 現 はして ゐる。 「如何に 巧に 人間 を直寫 したと て 何になる。 それ は 一 つの 藝當 だ。 

かくて 文藝 何の 値ぞ、 自然主義 何の 値ぞ」 と 叫んで 自ら 一種の 神秘主義 者と 號 した 彼であった。 

【作品】 

小島 德彌 民の 說 によると 獨步の 作品 は 大體に 於て 次の やうに 分類され る 

樣々 に流轉 する 過去の 生活 を 追慕す る もの 

少年の 悲哀、 忘れ 得ぬ 人々、 馬上の 友、 寄； の 悲しみ 

無名 平凡なる 小 民の 生活 記 錄を辍 つた もの 

洒中 =記、 巡査、 富 岡 先生、 女難、 港、 非凡なる 凡人 

自然に 對 する 度愤 

武蔵 野、 小春、 空 知 川の 岸邊 

人生 觀、 運命 觀を はっきり 表 はした もの 

牛肉と 馬 鈴薯、 運命論者 

【文章】 彼の 文章 は、 言葉 も 貧しく 句法 も單調 だが、 單刀直 入 直ちに 急所 を衝 くの 概が ある。 

簡 にして を耍を 得、 句々 如何にも カ强 い。 而 して 一 點の噓 もな く 虚飾 もな く、 一 字 一 句 皆 心臓から 


響き 出た 眞實の 文で ある。 さう だ。 眞實 とい ふ 事が 彼の 全部 だ。 

又 一 面 頗る 才氣に 富んで ゐて、 會 話の 中に 人の 肺腑 を 刺す やうな 警句 を 挾んで 場 景の單 調に 流れ 

るの を 打破って ゐる。 

彼は尙 自然 描 寫に妙 を 得た 人で ある。 恐らく 近代の 日本 文 學史中 その 自然 描寫の 巧妙な 事の みで 

も笫 一 流に 置かれる 人で あらう。 細寫 よりも 粗 描に 勝れて ゐる やうに 思 はれる。 

【文例】 

佘は 宿の 子を殘 して、 一人 此の 邊を 散步 すべく 小屋 を 出た。 げに 怪しき 道路よ。 これ 千年の 森林 を滅し 人力 を 

以て 自然に 打克 たんが 爲に、 殊更に 無人の境 を 選んで 作られた ので ある？ 見渡す 限り 兩 側の 森林 之 を 覆 ふの みに 

て、 一個の 人影 すらな く、 一縷の 輕煙 すら 起らず、 一の 人萆 すら 聞えず、 寂々 寥々 として 横 はって ゐる。 

余 は 時雨の 音の 淋し さ を 知つ てゐ る。 併し 未だ 曾て 原始の 大深林 を 忍びやかに 過ぎて 行く 時雨 ほど 淋し さを感 

じた こと はない。 これ 實に 自然の 幽寂なる； 4 語で ある。 深 林の 底に 居て、 此の 音 を 聞く 者、 何人 か 自然の 無限の 

威力 を 感ぜずに 居られよう。 怒濤、 暴風、 迅雷、 閃電は 自然の 虚喝 である。 彼の 威力の 最も 人に 迫る の は 彼の 最 

も靜 かなる 時で ある。 高遠なる 蒼天の 何の 萆 もな く唯默 して 下界 を視 下す 時で ある。 曾て 人跡 を 許さ ざ リし深 林 

の奧 深き 處。 一片の 木の葉の 朽ちて 風な きに 落つ る 時で ある。 

余は兩 側の 林を視 きつ、 行く と、 左側で 林の や >- 薄くな つて ゐる處 を 見出した。 下草 を 分けて 進み、 ふと 觀る 
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と、 此の 身 は 何時しか 深 林の 底に 居た ので ある。 と ある 大木の 朽ちて 倒れた るに 腰 を かけた。 

林が 暗くな つた かと 思 ふと、 高い 枝の 上 を 時雨が さら/,, \ と 降って 來た。 來 たかと 思 ふ 間もなく やんで、 森と 

して 林は靜 まりか へった。 余は暫 らくじつ として 林の 奧の喑 くな つで ゐる處 を 見て 居た。 

瓧侖： が何處 にある。 人間の 誇り 額に 傳 i? する 「歴史」 が何處 にある。 此の 場所に 於て、 此の 時に 於いて、 人 は 

た^ 「生存 1 そのものの 自然の 一 呼吸の 巾に 託されて をる こと を 感ずる ばかりで ある。 露國の 詩人 は 曾て 深 林の 

中に 座して、 死の 影の 我に 迫る を覺 えたと 言った が、 實 にさ. つで ある。 

II 空 知 川の 岸 逢 I 

〇  .  . 

秋 山 は^ 草を唧 へて 横にな つた。 右の 手で 頭 を 支 へ て 大津の 顏を见 ながら 眼 元に 微笑 を湛 えて ゐる。 

「親と か 子と か义は 朋友 知己 其の ほか 自分の 世話になった 敎師 先輩の 如き は、 つま リ單に 忘れ 得ぬ 人との みは い 

へ な い。 忘れて 叶 ふま じき 人と いはたければ ならな い。 そこで 此處に 恩愛の 契 もなければ 義理 もな い、 ほんの 赤 

の 他人であって、 本來 をい ふと 忘れて 了った とこる で 人情 を も 義理 をも缺 かないで、 而も 終に 忘れて 了 ふことの 

出來な い 人が ある。 世間 一 般の 者に さう いふ 人が あると は 言 はな いが 少く とも 僕に は 有る。 恐らく は 君に も 有る 

^だら う。 I 

秋 山は默 つて 首肯いた。 

僕が 十九 才の 歳の 春の 牛 喷と記 億して ゐ るが、 少し 體軀の 具合が 惡 いので、 暂 らく 保養す る氣で 東京の 學狡を 


返いて 國へ歸 る、 その 歸り途 のこと であった。 大阪 から 例の 瀨戶 内通 ひの 汽船に 乘 つて 春 海 波 平らかな 内海 を航 

する ので あるが、 殆ど 一昔 も 前の ことで あるから、 僕 も 其 時の 乘 合の 客が どんな 人であった やら、 船長が どんな 

f ィ 

男であった やら、 茶菓 を 速ぶ 船 奴の 額が どんなであった やら， そんな こと は 少しも 惊 えて 居ない。 多分 僕に 茶 を 

注いで 吳れた 客 もあった らうし、 甲板の 上で 色々 と 話しかけた 人 もあった らうが、 何にも 記-おに 止まって 居な 

た^ 其 時 は 健康が 思 はしくな いから 餘り 浮き しないで 物 思 ひに 沈んで 居た に 違 ひな い。 絕 えず S. 板の 上に 

出て 將來の 夢 を 描 いて は此 世に 於け る 人の 身の上の こと などなど を 思 ひ つ V- けて ゐた こと だけ は 記憶して ゐる 0 

勿論 若い ものの 癖で 其れ も 不思議 はない が、 其 處で僕 は、 泰の 日の 閑 かな 光が 油の やうな 海面に 融け 殆んど 漣 も 

立たぬ 屮を 船の 船首が 心地よ い 音 を させて 水 を 切って 進行す るに つれて、 霞靉 びく 島々 を迎 へ て は 送り、 右舷 左 

舷の 景色 を 眺めて ゐた。 菜の 花と 麥の靑 葉と で 錦 を 敷 いたやうな 島々 が 丸で 霞の 奧に 浮いて ゐる や-つに 见 える。 

其- ゥち 船が 或る 小さな 島 を 右舷に 見て 其 磯から 十 町と は 離れない 處を 通る ので 僕 は 欄に より 何 心なく 其の 島を眺 

めて ゐた。 山の 根が たの 彼處此 遨 に 背の 低い 松の 小杜を 作って ゐ るば かりで、 見たところ 畑 もな く 家 もな く 家ら 

し いもの も；^ えな い。 寂と して、 淋しい 磯の 退潮の 痕が H に 輝って、 小さな 波が 水際 を 弄んで ゐる らしく、 長 い 

線が 白 匁の や. ゥに 光って は涫 えて 居る。 無人島で な いこと は その 山よりも 髙ぃ 空で 雲雀の 鳴いて &る のが 微かに 

聞え るので 分る。 E 畑 ある 島と 知れけ リ あげ 雲雀、 これ は 僕の 老父の 句で あるが、 山の 彼方に は 人家が あるに 相 

違な いと 僕 は 田-3 うた。 と 見る-つち 退潮の 痕の 日に 輝いて ゐる處 に 1 人の 人が ゐる のが 目に つ いた。 たしかに 男で 
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ある。 又た 子供で もな い。 何 か 頻りに 拾つ て は 籠 か 桶 かに 入れて ゐる らし い。 二三 步 あるいて はしゃがみ、 そし 

て 何 か 拾って， Q る。 自分 はこの 淋しい.； « かげの 小さい 磯 を 漁って ゐる此 人をぢ つと 眺めて ゐ た。 船が 進む につれ 

て 人影が 黑 ぃ點の やうに なって 了った。 そのうち 磯 も 山 も 島 仝體が 霞の 彼方に 消えて 了った。 その後 今日が 日 ま 

で 殆ど 十 年の 間、 僕 は 何度 此岛 かげの 顏も 知らない. 此人を 憶 ひ 起したら う。 これが 僕の 「忘れ 得ぬ 人々」 の 一人 

である。 

—— 忘れ 得ぬ 人々 —— 

〇 驚果 

ゆめと 見る-,/, \. 'はかなく も 

なを 驚かぬ 此こ 、 ろ 

吹け や 北風 此 ゆめ を 

うて やい かづち 此こ \ ろ  . 

をの  >- き 立ちて あめ つちの 

くす しき 樣をそ のま V に 

驚き さめて 見ん 時よ 

せハ時 あれと もがくな り。 

i 獨步^ —— 


【に】 名 は春樹 fl:!: と號 した。 明治 五 年、 長 野縣に 生れた。 九 歳の 時 上京して 姉の 家に 寄寓 

し、 明治 廿 一年 明治 舉院に 入學、 二十 二 年 基督 敎の 洗禮を 受け、 生涯 宗敎界 に 終始しょう とした。 

卒業後 感 する 所あって 基督 敎界を 退き、 透 谷、 秋 骨、 孤蝶 等と 共に 文 舉雜誌 「文 舉界」 を 創刊。 そ 

の 後 東北 學院の 教師と して 仙臺に 赴いた が、 僅か 一 年で 東京に 歸 つた。 

その 間に 處女 詩集 「若菜 集」 を 出し、 それ以来 n マ ンチ シズム 全盛の 詩壇の 中心人物 として、 「夏 

草」 「落 梅 集」 を 公に し ー呔に その 才を 振って ゐ たが、 足掛八 年間の 信 州 小 諸 生活に よって 創作家た 

る 修養 を 積み、 先づ 明治 三十 九 年長 篇 「破戒」 の 傑作 を 公に して、 自 王 義文舉 の 黎明期 を 招致し、 

一 躍小說 壇の 中心 勢力と なった。 以來 多くの 作品 を發 表した。 「春」 を 書き 「家」 を箐き 終へ ない う 

ちに， 氏に とって は 大きな 不幸が きた。 卽ち四 人の子 供 等 を 残して 夫人に 逝かれた のであった。 大 

正 二 年、 フランスに 遊び、 世界 大戰中 を パリ ー に 送って、 五年歸 朝した。 こ、 に 於て 更に 文壇 生お 
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の 躍進と 自己 革命の 勇 を 示して 「新生」 の 一 篇を 世に 問うて 新 現實主 棻 への 轉向を 示し、 その後し 

ばらく 雌伏して 「嵐」 を 出し、 絡えざる 精進の 姿 を 示して ゐる。 

それと 共に 素朴な 兒 童文舉 にも 筆 を 染め 「藤 村讀 本」 等 を 著した。 

又 氏 は 作家 中の 遲筆 家と し て 有名で ある。 

【作風】 藤 村 は 「破戒」 「春」 「家」 の 三 大長篇 と 前後して、 「藤 村 集」 「食後」 「微風」 等の 諸 短篇 を 

公に したが、 氏の 作家と しての 態度 は ^面目 そのもの であり、 研究 そのものであった。 寶 際に 經驗 

した 實 人生の 苦悶 を藝 術と いふ ^緒 世界で 表現した。 その 文 學に對 する 態度 は飽迄 も眞摯 であり、 

眞 面目で ある。 

彼の 觀察は 鋭敏で はない が愼 重で ある。 そして 用心深く 落 付いて ゐる。 自然 派 作家の チヤ ム ピオ 

ン として 飽迄 も冷靜 なる 觀照 者の 態度 を 持つ てゐ たが、 從來の 抒情詩 人時 代 を 思 はせ る 情緒の 名淺 

を 持って ゐた。 その 熱情が ちょい/ \ と顏を 出す 事が あるが、 併し じっと それ を 抑へ つけて、 ある 

がま まに 觀 ようとす る 態度 は、 根強い 人格に よって 支 へられて ゐた。 中 澤臨川 氏が、 

「その 作物 は 努めて 平明に 實 人生 を 狙 ひ、 九分 迄 は眞を 以て 讀者 をうな づ かせる が、 殘 りの 一部 は 


感情で 捕って ゐる。 それが 缺點 でも あれば 特徵 でも ある。 一方から 言へば、 徹底し なレ とい ふ^は 

あるが、 又 他方から 見る と、 何となく 音樂 的な スゥ イトな 調子 を もって 讀 者の 胸に 應 へる 所が あ 

る。 安價な 同情 を 避けながら も 人情の 深みに 人 をつ り 人れ る。」 といって ゐ るの は、 思 ふに 適評で あ 

る 0  . 

リアリスト であり 乍ら その 心底に 可處 やら 詩人 的 情 懐 を 宿して ゐる こと、 その 作品に 力めて 實人 

生の 描寫を 狙って ゐる こと、 九分までの 眞で讀 者 をうな づ かせ 乍ら 一分の 感情で それ を 袖って ゐる 

こと 等、 確かに その 作家 的氣禀 に 於て ツル- ゲ ネフ と 類似 した 所が ある。 

大正 二 年 心的 i 叩 を 求めて フランスに 遊んだ。 そして、 同 五 年 歸朝後 飯 倉に 寓 して 筆 を 執った 

「新生」 ー篇 は、 手厳しい 自己批判、. 自己 解剖の 傑作であった。 自己 改造 後の 彼に 於て は、 藝 術の 

道に 於て 總 てが 渾ー體 となった。 そこに 彼の 藝 術の 敬虔 さと 圓熟 味と が 生れた。 更に 滯歐 中の 生活 

の 描寫を 示した 數々 の 作品に 於ても、 みづ/ \- しいと 迄 言 ひたい 程タ ツチの 跡が 冴えて、 巨：： m の 風 

格 は 全文 壇を壓 する ものが あった。  . 

尙 ここに 詩人と しての 彼の 作風 を 述べて 置かう。 
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藤 村 は 抒情詩 の 不朽な 建設者 である。 

處女 詩集 「若菜 集」 は その 內容に 於て、 詩形、 詞藻、 格調の 諸點に 於て、 確かに H ボック メ ー キ 

ングな もので あつたと 同時に、 スヰン パン、 ロセ ツチ 等の 影響 をう けた 詩 風 は、 從來 兌る ことの 出 

來 なかった 極めて 潤 ひの ある C マ ン チックな ものであった。 こ 、に 初めて 人々 は 狭隘な 檻 倉から 解， 

放されて、 t! マンスの 世界に さまよ ひ 出で、 抒情詩 人 藤 村の 名 は 春の 佐 保姬の やうに 詩壇に 光を投 

じた。 

ロマンチックな 傾向、 奔放な 情熱、 豐麗淸 新な 詞藻、 それ は 藤 村の 藝術的 武器であった。 R 右茱 

集」 に 於て、 フレッシュな 靑 春の 心 を 以て、 彼の 眼に 映った 自然と 熱烈なる 戀とを 心 ゆく 限り 歌つ 

た 藤 村 は、 翌 三十 一年に 出した 「一 紫 舟」 「夏草」 に 於て は、 氏の 詩的 心境が 次第に 深められた。 卽 

ち 「一葉 舟」 に 於て は 稍 沈 靜さを 加へ、 「夏草」 に 於て は、 .S 想の 世界、 夢幻の 世界から 現實の 世界 

に 足 を 踏 入れた ことが わかる。 更に 三十 四 年に 出した 「落 梅 集」 に 至って は、 ますく 具體 化さ 

れて、 d マンスから 現實の 世界へ と迎り 行く 經路が はっきりと 見出される。 卽ち そこに は 生の 鬪爭 

を 歌 ひ、 勞 働に 對 する 愛、 事業に 對 する 愛 を 詠 じ、 賑々 しく 時め くさ まより 愛慾 を 離れた 閑寂 を 喜 


び、 空想 を 離れて 靜 かに 考 へた 意志 を 落 付の ある 詞で謠 つて ゐる。 詩と して はや、 イン テレ クチ ュ 

アルに 過ぎた 嫌があって、 情趣に は 乏しい が、 そこに は、 氏が 「若菜 集」 以下 四篇の 詩集 を かた 

みに 後年 一 意 創作に 潜心す るに 至った 理由が 暗示され てゐる やうで ある。 

さう だ。 こ、 に 於て、 彼 は斷然 詩の 筆 をす て、 信 州 小 諸に かくれた。 そして 自然主義 文學 運動の 

起る や、 雄篇 「破戒」 を 提げて 小說 家と して 華々 しく 新與 文壇に 登場した ので ある。 

〔作品】 

1 、 詩集 若菜 集、 夏草、 一 葉 舟、 落 梅 集、 藤 村 詩集、 

二、 小說 

(長 篇) 破戒、 春、 家、 新生 (上、 下) 夜 明 前 

(短篇 集) 藤 村 集、 食後、 微風、 嵐、 

三、 隨筆 千 曲 川の スケッチ、 海へ、 飯 倉 だより、 櫻の 實の 熟する 頃、 佛蘭 西紀 行、 春 を 待ちつ、、 新片 町よ 

り、 幼き ものへ、 ふるさと、 

【文章】 氏の 文章に ついて 小島 氏の 新 文 擧史觀 の 一 節 を 引 W する。 

「藤 村 は その 尊貴なる 經驗 によって 實 人生 を 觀照 すると 共に、 それ を 如何に 潑 刺と、 生々 と、 カ强 
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く 表現し ようか、 有効に 表現しょう かとい ふこと に 非常な 努力 をな した。 彼 は 無論 硯友 社風の 文聿 

の爲の 文章と い つた やうな 技巧 派ではなかった が、 自分が 觀 照した 世界 を 如何に ヴビ ッドに 如何に 

フレッシュ に 表現しょう かとい ふこと に絕 えす 工夫 を 凝らして ゐ たどい ふ點 で、 彼 は 確かに 技巧の 

作家で ある。 長江 も、 藤 村の 技巧の ことにつ いて 次の 如く 言って ゐる。 Hi 村 氏の 技巧に 於て 取る ベ 

き は、 何よりも 先づ 研究の 精神で ある。 常に 何等かの 新機軸 を 出さう として ゐる。 發明 家の 熱心と 

採險 家の 勇 氣とを もって 筆 を 取らう とする」 と。 實に 評して 餘す 所がない と 思 ふ。 

彼 は細敍 よりも 粗 描が 傑れて ゐる。 單 純化が よく 行 届いて ゐて、 一句で 情景 を髮駕 させる 手腕 

は、 實に 及び難い ものが ある。 又描寫 よりも 敍述の 方が 巧で ある。 

然し 一面から 見る と、 名人肌の 爲に餘 り 洗鍊を 極めて、 あまり 無駄が なさす ぎて、 凝り 過ぎる と 

忍 はれる 所がない でもない。 文章が あまりに 彫刻 的に キ チンと 纏り 過ぎて、 何となく 讀む 者に 窮屈 

な 感じ を與 へ ると ころがない でもない。 

「春」 の 文章 は、 透徹した 觀 察の 底から 閃き 出た つ、 ましい 色調の 描 筆 を 以て、 燻 銀の やうな 潞味 

を 持って ゐる。 もし それ 「微風」 の 各 短篇に 至って は、 新 文章の 技巧の 頂點を 極めた ものと 稱 せら 


れる。 

【文例】 

喑く なつてから も 光の 多い 晚だ。 一日の 暑 氣に酣 if したやうな 人達 は、 いづれ も凉 しさうな 白い 浴衣 を 著て 灯 

の つ いた 町々 を 步き迥 つた。 長い 霖 雨の 後、 斯の 暑は赏 に遽 かに や つてき た。 私 は 橋の 畔へ 行って 川の 方から 來 

る 夜風 を 待った。 鐵の 欄干に 倚 凭りながら、 涯 もない 空に きらめく 星の 姿、 白々 と，. -た 雲の 群 等 を 望んだ。 私 は 

甚だしい 疲勞 もな しに i, 眼、 耳、 皮膚、 其の 他の 部分 を 通じて I 蒸される やうな 身體の 熱を樂 むこと が 出来 

た。 時なら ぬ 食慾 を も 感じた。 空は靑 白く 明るい。 左樣 言へば、 家へ 戾 つて 二階の 裏の 方の 窓から 町々 の 屋极を 

眺めた. i、 向 ふの 白 壁のと ころに 淡い 月光の 映 じて 居る の を 見た。  —— 微風 —— 

〇 

十四 五になる 大概の 家の 娘が さう である やうに、 袖 子 も その 年 顷 になって 見たら、 人形の ことな ど は 次 笫に忘 

れ たやう になった。 

人形に 着せる 着物 だ 襦袢 だ、 と 言って 大騒ぎした 頃の 袖 子 は、 いくつ そのために 小さな 着物 を 造り、 いくつ 小 

さな 3 巾な ど 造って、 それ を 幼い 日の 樂 みとして 来た か 知れない。 町の 玩具 尾から 安物 を 買って 来て すぐに 首の 

とれた もの、 額が 汚れ 鼻が 欠けす るう ちに、 ォバケ の やうに 氣味惡 くな てつ 捨てて しまった もの —— 袖 子の 古い 

人形に もい ろくあった C その 中で も、 父さんに 迚れ られて 震災 前の 丸 善へ 行った 時に 買って 賞って 來た 人形 は、 
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一 番長く あった。 あれ は獨 逸の 方から 新 荷が 着いた ばかり だとい ふ 種々 な 玩具と 一 緖レ、 あの 丸 善の 二階に 並べ 

てあつた もめで、 ぉ國の 子供の 風俗な がらに 愛らしく、 格安で、 しかも 丈夫に 出 來てゐ た。 茶色な 髮を かぶった 

やうな 男の 兒の 人形で、 それ を寢 かせば 眼 をつ ぶリ、 起こせば ばっちりと 可愛い 眼 を 見開いた。 袖 子が あの人 形 

に 話しかけ るの は、 生きて ゐる 子供に 話しかけ るのと 殆ん ど變 りがない くら ゐ であった。 それほどに 好きで、 抱 

き、 擁へ、 撫で、 持ち 步き、 毎日の や-.;' に 着物 を 着せ K しな どして、 あの人 形の ために は 小さな 蒲圑ゃ 小さな 枕 

まで も 造った。 袖 子が 風邪で も 引いて 學校を 休む やうな：！ "に は、 彼女の 枕 もとに 足 を 投げ出し、 いつでも 笑った 

や-つな 顏 をしながら、 お伽話の 相手に なって 居た の も、 あの 入 形だった。 

「袖 子さん、 お遊びなさい。」 

と 言って  一 は、 よく 彼女のと ころへ 遊びに 通って 來た 近所の 小娘 も ある。 光子さん と 言って、 幼稚 H へ でも 

あが、 りうと いふ 年顷の 小娘の やうに、 額の ところ へ髮を 切り さげて 居る 兒だ。 袖 子の 方で もよ くその 光子さん を 

見に 行って、 暇 さ へ あれば 一 緒に 折紙 を S ん だり、 お手玉 をつ いたりして 遊んだ もの だ。 さう いふ 時の 二人の 相 

手 は、 いつも あの人 形だった。 そんなに 抱 愛の 的であった ものが、 次第に 袖 子から 忘れられた やうに なって 行つ 

た。 それば かりで なく、 袖 子 は 人形の ことな ど を、 以前の やうに 大騒ぎし なくなった 頃に は、 光子さん とも、 さ 

う 遊ば なくなった。 

しかし、 袖 子 はま だ 漸く 高等 小學の 一年 を 終る か 終らない ぐら ゐ の年顷 であった。 彼女 とても 何 かなしに は 居 

られ なかった。 子供 好きな 袖 子 は、 いつの 冏 にか 近所の 家から 別の 子供 を 抱いて 來て、 自分の 部屋で 遊ばせる や 


ラ になった。 數へ 年の 二 つに しかなら ない 男の 兒 であるが、 あのき かない 氣の 光子さん に比べたら、 これ はまた 

何とい ふお となし いもの だら う。 金 之 助さん と いふ 名前から して 男の子ら しく、 下ぶ くれの した その 額に、 笑み 

の 浮かぶ 時 は、 小さな 靨が あら はれて、 愛らしかった。 それに、 この 子供 は 好い ことに は、 袖 子の 言 ふなり にな 

つた。 どうして あの 少しも ぢっ として 居ないで、 どうかす ると 袖 子の 手に おへない ことが 多かった 光子さん を 遊 

ばき ると は大逄 ひだ。 袖 子 は 人形 を 抱く やうに 金 之 助さん を 抱 い て * どこ へ でも 好きな ところ へ 連れて行 くこと 

が 出来た つ 自分の 側に 置いて 遊ばせた ければ、 それ も 出 來た。 

この 金 之 助さん は 正月 生れの 二つで も、 まだいく らも 人の 言葉 を 知らない。 蕾の やうな その 脣か、 り は 「うまう 

ま」 ぐら ゐ しか 泄 れて來 な い。 母親 以外の 親し いもの を 呼ぶ にも、 「ちゃ あち やん」 と しか まだ 言 ひ 得なかった。 

こんな 幼い 子供が 袖 子の 家へ 連れられて 来て ると、 袖 子の 父さんが 居る、 二人 ある 兄さん 達 も 居る。 しかし 金 

之 助さん はさう いふ 人達まで も 「ちゃ あち やん」 と 言つ て 呼ぶ わけではなかった。 ^張り この 幼い 子供の 呼び か 

ける 言葉 は 親しい ものに 限られて 居た。 もとく 金 之 助さん を 袖 子の 家へ、 初めて 抱いて 來て 見せた の は 下女の 

お 初で、 お 初の 子 煩 惱と來 たら、 袖 子に 劣らなかった。 

「ち や あち やん。」 

それが 茶の間へ 袖 子 を 探しに 行く 時の 子供の 萆だ。 

「ちゃ あち やん。」  . 

それが また、 臺 所で 働いて 居る お 初 を 探す 時の 子供の 聲 でも あるの、 だ。 金 之 助さん は、 まだよ ち- /(- したお ぼ 
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つかない 足 許で、 茶の間と 臺 所の 間を往 つたり 來たリ して、 袖 子 やお 初 3 肩に つかまった リ、 二人の 据に まと ひ 

つ いたりして 戯れた。 

11 一月の 雪が 綿の やうに 町へ 來て、 ー晚 のうち 見事に 溶けて 行く 頃に は、 袖 子の 家で はもう 光子さん を 呼ぶ 聲が • 

起こらなかった。 それが 「金 之 助さん、 金 之 助さん. 一 に變 つた。 

「袖 子さん、 ど-つして お遊びに ならな いんです か。 わたし をお 忘れに なつたん です か」。 

近所の 家の 二階の 窓から、 光子さん の萆が 聞こえて 居た。 その ませた 小娘ら しい 聲は、 春先の 町の 空氣に 高く 

響いて 聞こえて 居た。 丁度 袖 子 は ある 高等 女學校 へ の 受驗の 準備に いそがしい 頃で、 遲く なつ て 今迄の 學 校から 

歸 つて 來た 時に、 その 光子さん の聲を 聞いた。 彼女 は 別に 惡ぃ額 もせず、 たぐ それ を 聞き流し たま、 で 家へ 戾っ 

て 見る と、 茶の間の 障子 のわきに は お 初が 針仕事 を しながら 金 之 助 さ ん. を 遊ば せて ゐた 。 

I 伸び 仕度 —— 

小 諸なる 古城の ほとり 

小 諸なる 古狨の ほとり 

雲 白く 遊子 悲しむ 

は- 一 ベ 

綠 なす 綠 蘩は萌 えず 

若草 も藉 くによし なし 

しろがねの 衾の 1： 邊 


日に 溶けて 淡雪 流る 

あた 、かき 光 は あれ ど 

野に 滿っ る 香 も 知らず 

淺く のみ 春 は 霞みて 

麥の 色ゎづ かに 靑し 

旅人の 群 は いくつか 

畠 中の 道 を 急ぎぬ 

暮れ行けば 淺間も 見えず 

欲 哀し 佐久の 草笛 

千 曲 川 いざよ ふ 波の 

^近き 宿に のぼりつ 

濁り 洒 濁れる 飮 みて 

草枕し ばし 慰む 
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德 田秋聲 

【人】 本名 は 末 維。 明治 四 年 十二月 金 澤市横 山 町に 生れた。 

生來體 質が 低 弱で 屢々 藥 餌に 親み、 憂鬆な 少年 時代 を 送った。 從 つて、 その 頃 は 女子と 嬉戯し 又 

劇場の^ 氣に 浸る ことが 多かった とい ふ。 

明治 十九 年に は 石 川縣專 e: 舉 校に 入學 したが、 廿ニ 年、 擧校 生活 を 迂遠に 思 ひ はじめて ゐた矢 

先、 父に 訣れ たの を機會 に文學 にあり つかう と 決心して 學校を 中途 退學 して 廿四 年上 京した。 然 

し、 間もなく 天然痘に か、 り 大阪に 赴き 靑舂悶 々の 日を迗 り、 さて は鄕 里に 歸 つて 行った。 

卄六年 再び 上京して 博 文 館に 人り、 次いで 尾 崎 紅葉の 門に 人って 創作に 志した。 然し 彼 は 紅葉 門 

下にあって 最も ふさ はしからぬ 人であった。 あの 華やかな 都會 風の r 硯友 社」 と は 到底 同化し がた 

い 異分子であった。 元來、 その 素質 は 自然主義 的 傾向 を帶 びて ゐた。 故に 砚友社 時代に は、 風 葉、 

鏡 花、 春 葉 等が 各自 その 文才 を發 揮して 文壇に 名 聲を馳 せて ゐた 得意 時代に、 氏 は その 眞價を 認め 


られす ひどく 失意の 境に ゐた。 然し 自然主義の 勃與 する や 俄然と して その 名 をな し、 明 冶 四十 TO; 五 

年頃に は 花 袋、 藤 村、 白鳥 等と 相 並んで 文壇 を 風靡した。 

〔作風】 彼 は 生れ 乍ら の 自然主義者 である。 その 作 は飽迄 じみで、 その 取材 も 平凡 人の 平凡 生 

活を 主として ゐる。 孤獨な 自我の 淋し さ、 生活の 苦痛に 壓 迫され て、 しかも それから 離れる 事が 出 

來 ない 執着、 それにから まれて 泥 まみれつ、 それに 引 すられて、 喘ぎ/、 辛うじて 生きて 行く とい 

ふやうな 喑 いわび しい 人生の 姿 を 陰！^ な 色調 を もって 描く。 

小島 氏 は、 文 學史觀 に 「秋 聲は、 北國 生れで ある だけに、 その 作品に、 何處 やら 陰慘 な、 薄喑ぃ 

じめ くした 色彩が 付 纏うて ゐる。 つとめて さう した 陰惨な 現實の 世界から 遁れ 出ようと する が、 

また その 爲に 始終 いら/ \ と 落 付かないで ゐ るが、 さて その 陰慘な 世界から ぬけ 出る ことが 出来な 

い。 いつも 藻搔き 苦しんで ゐ るので あるが、 結局 は、 絡 望 的に あきらめて、 暗い 運命に 忍從 して ゐ 

るより 仕方がない。 秋聲の 見詰めて ゐる 人生 は、 さう した 人生で ある。 で、 彼 は、 その 作品に 於て 

常に 平凡 人の 平凡 生活 を 微細に 描いて ゐる。 卽 ちわが 國の 中流、 若しくは 中流 以下の、 無 自覺に そ 

の 日，— -を 送って ゐる 人の 生活 を 描いて ゐる。 常に 生活の 不安に 脅かされ、 その 苦痛に 壓 迫され な 
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がら も、 辛うじて 生存 をつ ビ けて 行く とい ふやうな、 暗い わびしい、 下積みの 人生の 諸相 を 描いて 

ゐる。 故に、 &聲の 作品から は、 人の 心 を 振 ひ 立てる やうな 力 や、 若い 血 を そ、 り 立てる やうな 情 

緖を 求めよう とする の は、 誠に 愚かしい ことで ある。 た^しみ じみと 胸に 應 へる 情趣、 それ は 決し 

て センチメンタル でない、 恰もい ぶし 銀の やうな く すんだ 色 合、 それが 彼の 作風で ある。」 と 述べて 

ゐる。 

何時も もがき、 あえぎながら、 暗い 運命の 忍從 者と なって 絕望 的な 世界に あきらめて、 じっと そ 

の 人間味 を 保って ゐる。 彼 は 花 袋 や 藤 村の やうに 咏 歎したり、 抒情 的氣 分で 客觀的 態度 を 裏切られ 

る 事 もな く、 どこ 迄 も あるがまま を 見、 あるが ま 、を 描き、 どんな 事象に 對 しても、 決して 咏 歎し 

たり、 驚いたり する 事 はない。  - 

その 代表作 は 「徵」 「爛」 「足跡」 「あら くれ」 等で あらう。 

「徵」 は 作者が 自分自身の 生活 —— 何の 華 かさ もな く、 特異な 所 もない、 平凡 人の 平凡な 生活 經歷 

—— を ありの ま、 に 飾な く、 その ま、 披瀝した ところの 長篇 で、 そこに は 理想 もな く將來 もな く、 

只 運命の ま、 に 盲^す る 平凡な 人間の 姿が 見える。 若い 血 を そ k り 立てる やうな、 魂 を チヤ ー ムさ 


せる やうな ところ はない が じりく と 私共の 胸に 押し迫って くる 底力が ある。 自然主義 文藝の 一 傾 

向が 達し t べき 頂 點に迄 達した 作品と 稱 せられる。 浪漫的な 處ゃ、 センチメンタルな 處は藥 にした 

くもない。 

【作品】 

一、 小說  ， 

(長 篇) 焰、 徵、 足跡、 爛、 奔流、 あら くれ、 誘惑、 闇の 花、 灰爐、 何處 まで、 二つの 道、 草は蔓 る、 亂れ 

髮、 元の 枝へ、 

(短篇 集) 花^、 出產、 秋聲 集、 

【文章】 彼の 文章 は 又 極めて 特色 的で、 他人の 千 萬 言 を 費しても なを 盡し能 はぬ 複雜な 事象、 

情景 を、 一筆 ー觸の 中に 彷彿 させ 得る 含蓄 的、 暗示 的の 描法 は、 他に 並ぶ ものがない。 

li めて 質素な 文で、 パット 人目 を惹く 色彩がない。 どこと いって 特別に 上手 だな と 思 はせ る處は 

ない が、 嚙 みしめ て 見る と 味の 出る 文章で、 誠に 大家の 文章で ある。 

說 明と 苗 葛と を 18 にす る 形式に 殊に 勝れて ゐる。 內容 が充實 して ゐて 無駄が なく、 祌經 感覺も 

かなりよ く 生きて ゐる。 
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高 須芳次 郞氏は 現代 文學 十二 講で 「足跡」 や 「徽」 や 「爛」 を 讀んで わかる やうに、 氏 は 明るい 

境遇に ゐ るよりも、 暗い 境遇に ゐる 女性 を描寫 する ことに 妙 を 得た こと を 示した。 そして 彼れ の 文 

章 は、 藤 村の やうに 華やかでなくて 全く 質 實 である。 綺句、 麗語 など はまる でない。 けれども 彼の 

鋭い センス や 神經の 働きが 鮮 かに 出て 居て、 句々 引締 つて 居る。 平たく いふと、 米の 飯の やうな 呔 

が ある。 其の 癖 は、 說 明と 描 寫とを 交互に 用ゐる 事、 往々 時處の 順序 を 無視す る 事な どで あるが、 

後者 は秋聲 にあって は 左程の 目障りと ならぬ。 前者 は 一 つの 特色 をな して ゐて そこに 新手 法 を 開い 

てゐ る。」 と 評して ゐる。 

試に、 氏の 文章の 何の 頁で も、 何の 行 をで も、 目の つき 次 弟讀み 下して r 儿て も、 そこに は 汲め ど 

もつ きぬ 人生 味が 津々 として 湧き出て ゐる。 「徵」 、「足跡」 に渾熟 した 文 品 は、 「爛」 「あら くれ」 に 至 

つて 更 にく 渾熟、 正しく こ れ 天衣無縫 の 至 境と いふべき であらう。 

【文例】 

〇 

汽 苹 が廣ぃ 關柬の 平野から 中央部の 山 へ 山へ とか 持って行って、 それから 又、 其 を 下って、 漸く 北の 海へ と 出 


て 来たの は 夜 もす つか リ 明け放れた 頃であった。 

その 海岸の 驛か ら、 汽車 は 直角に 曲って、 進路 を 西へ と 取る ので あつたが、 同時に 果 しもない 憂欝な 海が 小甚 

の 目の前に 展 けた。 彼 は その 海へ 來 ると、 去年の 夏の 初めに そこ を 通った 時と 同じ やうな 或 懐かし さと 寂し さと 

を 感ずる のであった。 去年 彼は遽 かに 親子の 情 を喚醒 まされた やうに、 年取った 母 を 見た くな つて、 歸省を 思 ひ 

立つ までに、 十 年の 歳 H; が 何と いふ ことなし 過ぎ去つ てし まった" それほど 彼の 生活 は あわた V しい もので あつ 

のん W  . 

たが、 また 暢氣 でもあった。 少年の ^海水浴な どに 出かけた、 鄉 里の 町から 一 里ば かりの 距離に あると ころの 同 

じ 海に 績 いて ゐる 其の 喑ぃ海 を、 彼 は その 時 久しぶりで 見た。 彼 は 海が 懐かし いとい ふよ リも、 鄕 里に 寂しく 生 

き殘 つて ゐる 一人の 母 を、 何う して そんなに も 長く 棄て 置い たかを、 自 から 侬 しんだ。 安から ぬ 思 ひに、 彼 は 時 

々魔され たが、 しかし 氣 にか、 りながら も、 わざと 素 知らぬ 額 をして 胡 魔 化して ゐた。 行かう と 思へば 何う にか 

して 行けない こと もなかつ たが、 時が たち 過ぎた ので、 つ ひ 臆 劫に なって しまった。 

「惡 かった な」。 

彼 は その 海へ 出る と 同時に、 遽 かに 悔 ゆる 氣持 になった。 年々 母子の あ ひだに 隔てが 出来て、 彼 は 妻の 良人で あ 

り 子供の 父で ある 境界に 人 浸りす ぎて ゐた ことが、 濟 まな いことの やうに 思へ た。 その 海 は 現在の 彼に 取つ て は、 

全く 異鄕の 感じであった。 

小 基 は 車窓 を 明けて、 その 佗びし い 海に じっと 眺め 入った。 

「生きて ゐる 母に 逢 へ るか 知ら、 逢 へ ないか 知ら」。 彼は遽 かに 不安 を 感じ 出した。 
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昨日の 午後、 小 慕が 夕飯の 膳に ついて 箬を 執らう として &る ところへ、 「母 危篤、 W ぐ 歸れ」 の 電報が 入って 來 

た。 それ を 見た 小暮 は遽 かにぎ や ふんと した。 この 三 四 年、 いっか さう 云 ふ 時が 來る だら. つと は豫 期して ゐ. た。 

母の 年 を 聞いた こと もなかった けれど、 もう 七十 五六に なって ゐる 勘定であった。 小暮は 自分の 錯覺 で、 時と す 

ると それが 六十 幾 歳 かの やうに 思へ たり、 七十に なゥて もせい 1 か 二く らゐの やうに 思へ たりして ゐた。 彼 

は强 ひて さう 思 はう として ゐ た。 あの 弱々 し ぃ體 でよ くそん なに 生きた もの だと、 何だか 夢の やうな 覺 束な ぃ感 

じの する こと もあった。 彼 は斷崴 から 深淵 を 望んで ゐる やうな 氣 持で、 ふ いと 彼女の 死の 近づ いて 來てゐ る こと 

に氣 がつ いて、 はらく する こと も 幾度で あつたか 知れなかった。 しかし 毎年々々 何の こと もなくて 過ぎた。 彼 

は续れ もの を 抱いて ゐる やうな 氣 持で、 しかし 自分の 母に 限って、 さう した 可哀 さうな 時が、 終に 來な いものの 

やうに さ へ 思へ たので あつたが、 近年 はまた 彼 自身の 餐髮 にも、 白 いものが ちら ほら 見える やうに なつ てきて、 

人から も 中老 あっか ひに されて ゐ たので、 若しかすると、 唯 一 人の 産みの 男の子に 置いて 行かれる 悲しみ を、 彼 

女が 經驗 する ので はない かと 危 まれて、 淡い 哀愁 を 感ずる のであった。 去年 見に 行った ときには、 目と 耳が 惡く 

なって ゐる ほか、 さう 大して 變 つて ゐ ると も 思へ なかった。 十 年ぶ リで歸 つて 來た 愛兒 を、 何となく 憚り 怖れる 

やうな 氣 持が ありながら  o それ はもう 疾 くの 昔に、 まだ 見た こと もない 嫁 や 孫の ものと なリ きって ゐる こと 

を 知って ゐ たからで もあった が、 それでな くと も、 母子の 間に は 妙に、 さう 云 ふ 感じが あった。 1 つ は小暮 の 我 

が 儘と、 遠慮ぶ かい 彼女の 隱 忍から 來た、 —— 子供に お 祭が 來 たやうな 悅 びで、 歸省 中の 幾日 かぐ 彼女 を悅 ばせ 

た。 小暮 はほんと うに 行って よかった と 思った が、 しかし 彼女 をせ せつこ ましい 柬 京へ つれて 來る こと は、 事に 


J.< ると 死期 を 速め^ ことにな り はしない^ とも 思へ たので、 妻^ 注文 ど ほりに は、 彼女 を つれて は録ら なかった 

のであった。 

 きの こ  

〇 

書を讀 まざる こと 三日、 面に 垢 を 生す とか 昔の 聖は 言った が、 讀 めば 讀む ほど 垢の たまる こと も ある。 

體驗が 人間に 取って 何よりの 修養 だと 云 ふ こと も 言 はれる が、 これ も あて にならない。 

むしろ 書物 ゃ體 驗を絕 えず 片端から 切拂 ひくす ると ころに 人の眞 實が研 かれる。 

I 現代 日本 文學 全集 德田 秋萆集 序詞よ 
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田 山 花 袋 

【人】 名 は 錄彌、 明治 四 年上 州 館 林に 生れた。 土地の 小 學校を 終へ て 以来 まとまった 舉歷 はな 

い。 父 は 巳に 西南 戰 役の 際病沒 してし まって ゐ たので、 幼年の 頃 東京に 出て、 II 肆有隣 堂の 丁稚と 

なって、 早く も 寄り 來る 社會 苦の 波に もまれた。 か k る 艱難の 日 を 送って ゐる 中に、 何時しか 文舉 

に 興味 を 感じて、 漢詩 や 和歌 を學 び、 或は 神 田の 英語 舉校 に舉 び、 又 日本 法律 學校 にも 入った が、 

學資 なきた め 中途 退學 して、 文 培 一へ 出る 迄 は、 田 舍敎師 をして ゐ たり、 投書 をしたり して 不遇な 日 

を 送って ゐた。 が先づ 紀行文 作家、 詩人と して 認められて やっと 文壇へ 乘り 出した。 それより 博 文 

館に 社員と なり、 日露 戰 役に は 博 文 館より 從軍 記者と なって 出征し、 健 筆を揮った ものである。 そ 

して 戰 後に 於て は 自然、 王義 作家 として 重き をな し、 自然主義の 衰頹後 文壇 的に は 稍 勢力が 衰 へ た 

が、 最近で は 歴史 小說に 於て 新生面 を 開拓すべく 專ら史 實に材 を 採った 創作に 從 つて ゐる。 又 氏 は 

その 煙霞 癖の ま-^ 名山 山水に 杖 を 引いて は 紀行文 を發 表し、 この 方面で も 第一 人 者の 地歩 を 占め 


てゐ る。 耍 する • に、 氏 は 明治 文學 史上の 巨人で あり、 正に 立志 傅 中の 人で ある。 

【作風】 氏 は 「蒲 團」 乃至 「生」 「妻」 「緣」 等を發 表した 際の 創作 態度 を說 明して 次の 如く 言つ 

てゐ る。  . 

「私が これ 等 を 作す るに 當 つて 自らと つた 作の 方針と いふ やうな もの をい つてみ ると それ は 聊かの 

、王觀 も 交へ す 結構 も 加へ す、 たに 客観の 村 料と して 書き表 はすと いふ やり方、 それ を やって 兌よう 

と 試みた のです。 單に 作者の 主觀を 加へ ない のみなら す、 客觀の 事象に 對 しても 少しも その内 部に 

人ら す、 また 人物の 內 部精祌 にも 立ち 人ら す、 たに 兑 たま、 聽 いたま、 觸れ たま、 の 現象 を さなが 

らに 描く」 いは^ 平面 描寫、 それが、 王 眼な のです。 現在に 於け る 自己の 經驗を 聊かの 主觀を 加へ 

す、 また 內部 的說明 もしくは 解剖 を 加へ すに、 た^ 見た ままに 描く。 さう いふ 風に «! かう とする に 

は 自ら 印象的に ならざる を 得ない。 隨 つて、 私の 試みた 描寫の 仕方 を 印象的で あると もい へませ 

う。」 と。 又 「生死 を 賭しても 實 行に 赴く の 人 は 一種の キアラ クタ ァには 相違ない が、 それ は 藝術家 

に は 遠い。 然し 實行は その 人の 藝 術の 背景 をな して ゐ るので あるから、 私 はかう 言 ひたい。 熱烈な 

る^ 行^ にして、 それ に囚は る & 忍耐と 智識と を 有せざる 人 —— 精神 上 の 水火 の爭ひ をもぢ つ と默 
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つて 見て ゐる やうな 人、 それが 眞の藝 術 家で ある。」 と 言って ゐる 如く、 彼 は 最も 客觀 的な 態度 を 重 

ん じた。 つまり は 嚴肅な 技師の やうに、 た^ 忠實 に、 克明に、 冷酷に、 社會 相、 人 問 相 を 描破して 

行った のが、 • 氏の 作品であった。 

氏が 自然主義 作家であった ビ けに、 やはり その 描寫は 客觀的 描寫が 根本に なって ゐる こと は事實 

である。 然し 吾々 は考 へる。 如何に 客 觀描寫 であらう とも、 絕對 の客觀 描寫、 そんな もの はあり 得 

ない。 つまり さう した 描寫 法が その 根柢 をな して ゐ ると いふに すぎない。 氏の 作 は、 さう いふ 意味 

に 於け る 客 觀描寫 法で ものされ たもので あるが、 やはり 根柢に は 彼の 持つ セ ンチメ ン タルな 倾 向が 

存 して ゐて、 とも すれば 咏嘆 癖、 抒情 癖な どが 頭 を 擡げよう として ゐた。 さう した 一脈の 抒情詩 的 

な倾 向が、 その 作品に 永遠の 若さ、 み づ./ \- しさ を賦與 した こと も 忘れて はならない。 故に、 氏の 

作品 は 何と 評したら よから う、 具象の 表面 だけ を寫 して ゐ ながら、 なをよ くその 內 面の 命 を も寫し 

てゐ ると でもい はう か、 それ は 氏の 作品の 何れの 處 にも 見られる 筆致で ある。 

紀行文 家と しての 花 袋の 位置 は、 小說 家と しての 同氏の 地位と 伯仲す る ものである。 氏が 紀行の 

筆 をと る 時 は、 文字通り 樂 しみ 乍ら 書く とい ふ 調子で、 氏に とって は 紀行 を 草す る ことが も 安ら 


いだ 人生の 快樂 となると いっても 大過 はない と 思 ふ。 それ は、 氏の 小說 を讀ん でも 筆が 紀行 的描寫 

に 入る と 一し ほ すら， （、と 仲び、 油が 乘 つて ゐ るので も 知れる ことで あり、 又 旅から 歸 ると 旬日な 

ら すして すぐ 紀行 執筆に か、 る ことで も わかる だら う。 隨 つて、 その 紀行文 は 他に 見られない 香味 

を もって をり、 樂々 とこな れた 詩趣 を 宿し て ゐ る" 

「花 袋 文語」 の 中に 「新しい 紀行文」 とい ふ 題目の 下に、 氏の 紀行文に 關 する 主張が 出て ゐ るから 

次に 褐げ る。 

「紀行文 は 今少し 發 達すべき 運命 を もって ゐる。 今日まであった もの、 今 行 はれて ゐる もの、 其の 

以外に 今少し 特色 ある ものが 出て 好い。 描寫 一 方で 紀行文 を 書く とい ふこと はしかし 出来ない こと 

だ。 紀行文と 小說と は、 其の 本来に 於て、 已に 約束が 違って ゐる。 旅 を 記す る 文 は、 どうしても 叙 

述の筆 を 用 ひなければ ならない。 無論 一 人の 人が 天然の 萬 物と 人間の 生活 を 見て 歩く ので あるから 

其の 人の 眼に 映った 感想な り、 叙述な り、 寫生 なりで 好い が、 その 眼に 映り 方 如何によ つて、 其の 

內容 が複雜 にもな り單 純に もなる。 

旅行 をす る 人 は、 直覺が 鋭敏で あると 共に、 旅 をす る 地方 其の もの & 知識に 富んで ゐ なければ な 
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ら ない。 知識がなければ， 豫め その 知識 を豐 富に して 置かなければ ならない。 共の 地方の 沿革 古蹟 

は 勿論、 現今に 於け る 其の 地方の 生活 狀態、 産業、 地形 さう した もの を も 詳しく 研究して 行けば 行 

くど 寸 は必す ある。 普通の 人 は 只單に 其處を 通って 行く ばかりで あるが、 さう いふ 風に 研究 

して 行った 人に は、 其の 地方の 印象が 必す 分明 と^って 來る。 直覺 から 來る 印象の 尊ぶべき は 勿論 

だが、 理解から くる 印象 は、 其の 印象の 輪廓 を 益々 鮮 かなら しむる ものである。 

…… .：： 直覺的 印象と 理解 的 印象との 好い 鹽 梅に 調和され て、 實 際の a 1 カル カラ ー がその 句と 

句との 間に 出て、 そして 批評と 感興と に 富んだ やうな ものが 出来たら， さぞす ぐれた 旅行記が 出來 

るで あらう と 思 ふが、 單 なる 理想に 過ぎない かも 知れない。 つまり、 新ら しい 紀行文 は 地圖の 精確 

と 繪畫の 妙味と を 持った ものでなくて はならない」。 と。 

【作品〕 

1 、 (小 說、) 蒲圑、 一 兵卒、 生、 妻、 綠、 田舍 敎師、 髮、 時 は 過ぎ行く、 殘雪、 毒と 藥、 花 袋 集、 第二 花 袋 集. 椿、 

樂苑、 小春 傘、 一握の 藁、 源義 朝、 流 矢、 通 盛の 妻、 

二、 (紀行文、) 山水 小 記、 山 行水 行、 旅、 京阪 一 日の 行樂、 日本 一 週、 溫泉 巡リ、 柬 京の 近郊、 

【文章】 「 ！ 日本の 自然主義 文學 運動の 先驅 者で ある リアリスト としての 田 中 花 袋 氏 を 見 


る。 因 週な 型 ぷ 的 S 疎な 非現實 的な 型 を 破った 文藝が 生れた。 文 體も型 を 破った 自由な 現 實に卽 し 

たものに たり、 粗雜で 散漫に 流れる こと も あるが、 放膽に 描寫が 展開して きた。 氏 は 激しい パッシ 

ヨン を 持つ。 それが 自然と 人生に 對 して 向けられた 氏の 文章の 基調に は、 その 感傷的な 魂が あって、 

說明を さけて 平面 描寫の 中に 走らう として ゐる。 初期の ものに は 露骨に それが 出て ゐる。 眞實を 描 

寫 する が爲に 氏の 文章 は、 苦悶と 試練と を 重ねた。 平面 描寫は 印象 描寫と 進んで 行った。」 と 傑作 鈔 

に 評して あるが、 蓋し 耍を 得た もので あらう。 

さう だ、 花 袋 は 新しい 文章の 先驅 者で も あり、 立派な 文章 眼 を もって ゐた 人で ある。 どちら かと 

いへば 無器用で、 調子 等 も 一種 詠嘆 的の 型に はまった 所がない でもない が、 何しろ 大家 だけに 非常 

に 傑れた 文 を 書く。 

【文例】 0 

夕日が 畫 の やう に斜に 射し 渡った。 

蟻 だ、 蟻 だ、 本 赏に蟻 だ。 また 彼 處に居 やが る。 汽車 も あ、 なって はお 了 ひだ。 ふと 汽車 I！ 璺 橋を發 つて 來 

た 時の 汽車が 眼の 前 を通リ 過ぎる。 停車 馬は國 旗で 埋められて 居る。 萬 歳の 萆が 長く 長く 綾く。 と 忽然 最愛の 妻 

の 額が 眼に 浮かぶ。 それ は 門出の 時の 泣 顔で はなく、 何う した 場合で あつたか 忘れた が、 心から 可愛い と 思った 
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時のお しい 笑ひ鈸 だ。 母親が お前、 もうお 起きよ、 學 校が 週くなる よ、 と搖 勉 こす、 かれの 頭 はいつ か 子 W の f 

代に 飛 返って ゐる。 裏の 入江の 船の 船頭が 禿 頭 を 夕！ W にて かくと 光らせながら、 子供の 一群に 向かって 怒鳴つ 

て 居る。 其の 子 佻の 群の 屮 にかれ も 居た。 

I  I  は ノきリ 

過去の 面影と S- 在の 苦痛 不安と が、 分明と 區劃 を^て て 居りながら、 しかも それが すれ^-と 摺 寄った。 统が 

まい、 背囊が 重い、 脚が 重い、 腰から 下 は 他人の やうで、 自分で 步 いて 居る のか 居ない のか、 それすら 分 叨とは 

解らぬ o 

祸 色の 逍路 —— 砲車の 轍 や 靴の 跡 や 草鞋の 跡が 深く 印した ままに 石の やう に 乾いて 固くなった 路が 前に 長く 通 

じて ゐる。 かう いふ 満洲の 道路に は、 かれは 1  口ん ど 愛 $5 をつ かして 了った。 何處 まで 行ったら 此 8 路は 無くなる 

のか、 何處 まで 行ったら こんな 路は步 かなくても よくなる のか。 故鄕の いさご 路 、雨上がりの 濕 つた 海岸の 砂路、 

あの 沿ら かな 心地の 好い 路が懷 かしい。 廣ぃ 大きい 道で は あるが、 一 と I て 滑 かな 平らかな 處が 無い。 これが 雨 

の  一 H も 降る と、 壁土の やうに 柔 かくな つて、 靴 どころ か、 S ぃ臑も 其の 牛を沒 して 了 ふ の だ。 大 石橋の 戰^ の 

前の 晚、 暗 ぃ閻の 泥濘 を 三 里 もこね 廻した。 背の 上から 頭の 髮ま ではね 上がった。 あの 時 は 砲車の 援護が 任務 だ 

つた。 砲車が 泥濘の 中に 陷 つて 少しも 動かぬ の を 押して 押して 押し通した。  

褐色の 道路 を、 糧 餉を滿 載した 車が ごろ-? 行く。 騾車驢 車、 支那 人の 爺の ゥォ /\、 ウイく が 聞こえる。 

長 い 鞭が 夕日に 光って 一 種の 音 を 空 氣に傳 へ る。 路の 凸凹が 烈し いので、 車 は 波 を 打つ やうに して ガタく 動 . 

て 行く。 苦しい、 呼吸が 苦しい。 かう 苦しく マて は 仕方がない。 頼んで 乘 せて 賞 はう と 思って かれは 驅 出した。 


II 一  兵卒 —— 

〇 

成程 それ はす ぐれた 山水と いって 好かった。 第一 、 兩 側の 岩山が 見事であった。 次に そこらに 一 面に 横た はつ 

てゐる 岩石 が めづ らしかった。 そし て 綺麗 な 碧い 水が^ 渎 として その 大きな 扁平な 岩 の 上 を 流れて ゐた。 

私 はかね て 知って ゐる 山水 を 一 番 先に そこに 赏て はめて 見た。 何處 だ、 りう か。 何處 に似て ゐる だら うか。 何 翁 

の 山水が、 また 何 處の溪 谷が それに 匹敵す るで あらう か。 瀞八町 か？ 猊鼻溪 か？ それとも 鹽 原の 箒 川の 溪谷 

か？ 日光の 深澤 か？ この 数 谷の 中で は、 それ は 日光の 深澤が 感じが 一番 近いで あらう と 思 はれた けれども、 

しかも あたりの 雄大 さに 於て は、 とても 彼此に 及ばう と は 思 はれなかった。 深澤は 水量に 於て 勝って ゐる けれど 

も、 とても この 複雜 した 岩石の 奇觀と 穹窿を 蔽ふ樣 な 峰 巒とを 持って ゐ なかった、 私は獨 詰した 。「さう だ、 丁度、 

あの 日光の 霧 降の 瀑底 に似て ゐる。 あの 感じに 似て ゐる。 あれ を數 十倍 大きく したならば、 丁度 この 谷と 同じ も 

のになる だら う。 さう だ：：、 あの 霧 降の 攥の 水の 量の 少 いさま も 似て ゐる。 あの 岩の 上 を 遊び 步 くことの 出来 

る さま も 似て ゐる。 それから あの 日光の 裏山の 志津 から 太郞 山に 行く 途中に ある 溪谷 にも 似て ゐる。 さう さな、 

あの 谷 は 何と 言った つけな、 閻魔の 谷と 言った つけ かな？」 こんな こと を獨 語しながら 私は徐 かに 岩石の 間を步 

いて 行った。 

、  II 金剛 山 II 
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正宗 白鳥 

【人】 明治 十二 年 三月 岡山縣 伊里 村に 生れた。 本名 は忠 夫。 

幼少の 頃 は 非常に 癎が强 く、 小學校 時代に は 成績 は 好かった が、 圖畫ゃ 算術 ゃ體 操が 大嫌 であつ 

たとい ふ。 

小 察 校 卒業後 は 藩校の 閑谷赘 に入學 して 漢擧を 修め、 在 擧ニ年 有半の 問、 近 松 物 や 民 友 社の 出版 

物に 親しんだ。 その後 或は 近 村の 基督 講義 所で 敎を きき 或は 米國 宣教師の 經 營の舉 校で 英語 を擧ん • 

だり した。 

かくして、 やがて 明治 廿九 年に は 上京し、 東京 專門擧 校 英語 科に 入學、 ついで 史學 科に 轉じ； 史に 

文擧 科に 轉じ 三十 四 年 卒業した。 その 間 基督 敎の 洗禮 をう けたが 間もなく 之を棄 てた。 

卒業後 はしば らく：： 十稻 田の 出版部に ゐ たが、 卅六 年より 讀賣 新聞社に 入り、 美術、 文藝、 敎育方 

面 を擔當 し、 その 間 幾多の 小 說を發 表して 文 擅に 乘り 出した。 そして 創作に 或は 戯曲に さて は 評論. 


に、 押しも押されもせぬ 位置 を 占めた。 四十 三年 讀賣 新聞社 を 退く。 昭和 三年 十一月 夫妻 枏 伴って 

世界 漫遊の 旅に 上る。 

【作風】 氏 は 我が 國が 生んだ 唯 一 の 自然主義 作家で ある。 生れ 乍ら の 自然主義 作家で ある。 

小島 氏 は、 氏の 思想に ついて 次の 如く 語 つ て ゐる。 「天成の 自然主義 作家と い はれる 白鳥の 作 口 g を 

通じて 見られる 思想 は、 その 人生 觀は 極めて 消極的な もので あり、 逃避的な もので あり、 虚無的な 

もので あり、 更に、 絡 望 的な、 あきらめ 的な、 すてばち 的な ものである" すでに 人生の あらゆる 存 

在 を 否定す る 彼 は、 宗敎を も、 哲擧を も 信じない。 他人 を も 信ぜす、 自分自身 さへ 信じられない。 

世の中の 一切の もの を 信じない ので あるから、 その 前途に は 何等の 希望 も 理想 も 持てない わけで あ 

る。 何物に も醉 ふこと が出來 す、 感激す る ことが 出来す、 いつも 苦りき つた 淋しげ な顏 をして、 絕 

望、 あきらめの 世界に 世の中 を 冷やかに 眺めて ゐ るので ある。 そこに は 世間の 因襲 ゃ傳 統に對 して 

反逆 的、 破壞的 態度 も 見られな いこと はない が、 さう かとい つて、 積極的に 反逆したり、 破壊した 

りする 程カ强 いもの を 持って ゐる わけで ない。 それ を 反逆と いへば 反逆、 破壞 といへば 破壞 とい ふ 

程度の、 あるかな きがの、 自分自身 でも 恐らく わかって ゐな いと 思 はれる 程 消極的な ものである。 
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されば さう した 不滿 不平 もた^ 徒ら なる 冷笑と なり、 皮肉と なって、 積極的に 何う しょうと いふ こ 

となし に、 あきらめの 世界に 閉飽 つて ゐる にすぎない。 それ は 如何にも 世紀 未 的で あり、 自然主義 

的で ある。」 と。 

氏の 思想 は 一 言に して 言へば 虚無的で ある。 けれども、 舉生 時代に は 順良な 基督 敎信 者であった 

さう だ。 で、 その 虚無 思想 は 一 つ は 彼の 弱い 體 質から もき てゐ ると いはれ る。 主義に も醉 へす、 女 

にも 醉 へす、 自己の 才智に も醉 へぬ 何物に も醉ひ 得す、 感激し 得すに いつも 苦しい 淋しい 顔 をして . 

醒めて ゐる。 その 醒めて ゐる點 が、 同じ 消極で は あるが 秋聲 らと異 つて ゐる。 そこから 氏の 破壞的 

態度が 生れる。 

已に 氏の 思想 は 虚無的で あり、 否定的、 逃避的、 消極的、 絶^的、 あきらめ 主義 的で ある。 その 

絡 望、 あきらめ、 更に 拾 鉢の 生活 氣 分に 浸って ゐた 白鳥 その 人の 個性な り 傾向な りが、 或は 直接 

に、 或は 問 接に その 作品の 上に 現 はれた。 從 つて 氏の 作風 は 反抗的な 冷笑的な 皮肉な 調子 を 持って 

ゐる。 

氏の 出世作 「何處 へ」 は當 時の 青年の 間に 漲って ゐた 虚無 思想 を、 睫 も 露骨に 書いた もので あ 


る。 その 主人公 菅沼健 次と いふ 靑年 は、 在來 の道德 にも、 宗敎 にも、 社會の 秩序に も 何等の 權威を 

認めない ばかりでなく、 意地の 惡ぃ 冷笑で 此 等の 總てを 眺めて ゐる。 あらゆる 生活の 興味 を 失 ひ、 

絕^ I の 深淵 に う めく 青年で あった。 

初期の 作品に は、 かう した 氏の 特微が 著しい が、 「二 家族」 「微風」 あたりに なると、 だんく と圭 

角が とれて、 柔 かな 心 持で 引き 包む やうな ゆとりの ある、 ふつ くらと した、 II 味の ある 本當の 客^ 

描 寫 を 見る やうに なった。 

最近で は文藝 評論に 活躍して ゐる。 

【作品】  \ 

一 、 (小 說、) 杠塵、 何 慮へ、 二 家族、 世間 並、 落日、 徒勞、 毒、 生靈、 微風、 死者 生者、 夏木立、 波の 上、 烈日 

の 下に、 等、 

二、 (戯曲、) 人生の 幸福、 一 日の 平和、 安土の 春、 ある 心の 影、 歓迎され ぬ 男、 光秀と 紹巴 等、 

三、 (評論、) 現代 文藝 評論、 文壇 人物評 論、 

【文章】 氏の 眼 はいつ も 聰明に 輝いて ゐて、 その 描かう とする 對 象の 要點は いささか 見逃さな 

い。 そして 壓氣を 離れた ソッ のない 簡潔で 要領 を 得た 文章 を 以て、 その 見た 印象 を 再現す る。 花 袋 

現代 作家の 人 及 作風  一〇 七 


現代 作家の 人 及 作風  一 〇 八 

や 藤 村の やうな セ ンチメ ン タルな 處は 少しもない。 

矢張り 叙述に 巧 だが、 そのうまい ところ は秋聲 等と 同じく 部分々々 に は 認められす、 全 體の上 か 

ら すると、 そのう ま 味が 分って 來る。 文章に は あまり 意 を 用 ひぬ やうに 見える が、 さくり/ \ -と急 

所 をつ いた 簡 勁な 書き方 は 容易に 及び難い ものが ある。 

一 口で 言へば、 怜悧、 敏捷な 文章で あると い へる。 

【文例】 0 

健 次 は 短い 秋の 一 日 を持餘 した。 上野の 公園 を ぶらつき、 或は 珈珊 店へ 入リ、 或は ビア— ホ I ル へ 入リ、 それ 

から 社の 同僚 を 訪ねて、 氣乘リ のせぬ 話に 相槌を打って、 漸く 二三 時間 を 空費し、 その 宅 を 出で、 湯 島 天神の 境 

內を 通リ拔 けて、 歸路に つ いた。 特筆すべき 事件 は 少しもな い。 忙し い 人 は 仕事に 心 を 奪 はれて 時の 立つ の を 忘 

れ、 歡樂に 耽れる 人 も 月日の 無い 世界に 遊ぶ ので あるが、 此顷の 健 次 は 絶えず 刻々 の 時と 戰 つて ゐる。 洒を飮 む 

の も、 散步 をす るの も、 氣焖を 吐く の も、 或は 午睡 をす るの も、 只 持 扱って る 時間 を 費す の爲 のみで、 外に 何も 

意味 はない C そして 一月 二月 を 取 留め もな く 過して は、 後から 振 返って、 下らなく 費した 歳月の 早く 流る、 に 驚 

，o 

彼 は 激烈な 刺戟に 五體 2 血 を 湧 立た さねば、 日に く 自分の 腐に 行く を 感じ、 靑 春の 身で 只 時間の 蟲に喰 はれ 


つ  >- 生命 を 維いで ゐる 現代 を 溜らな く 思った。 そして 空想 を逞 うして 色々 の 刺激 を考 へた。 ^通の 麻 醉劑は 何の 

效目 もない、 洒 なら 燒 酎から ゥ ヰスキ ー を 更に n ン デンス した 物、 煙草なら 阿片、 戀 なら 櫻 木のお 雪 や 織 口のお 

鶴の やうな 女と、 甘ったるい 言葉 を 交換した ので は微醉 もす る 氣遣ひ はない。 正義 も 公道 も 問題 ぢ やない。 ，3 分 

を微？ W の 世界から 救 ひ 出して、 筋肉に 熱血 を 迸らす か、 腸まで 蕩 かす もの、 それが 自分の 唯一 の 救世主 だ。 革命 

軍に 加って 爆裂 彈に 粉粹 されよう とも、 山賊に 組して 練 首の 刑に 會 はう とも、 結 * が 何で あれ、 名義が 何で あれ、 

0 分 を剌激 する 最初の ものに 身 を 投げて、 長くても 短くても、 或は 卽 刻に 倒れて しまっても よい。 そして こんな 

刺激物が 自然に 自分の 前に 現 はれねば、 自分から 進んで 近づいて 行く。 渦が 捲き 込んで 吳れ ねば、 自分で 渦の 中 

へ 飛込む。 鐵藏 がなければ 自分で 鐵藏 になって 喧嘩 を 吹かけ て 行く。 戰爭も 革命 も 北極 探檢も 人間の 退屈 酲 まし 

の 仕事 だ。 平坦の 道に は 倦む が、 險廣 を攀 上って ゐれ ば、 時 を も 忘れ 欠伸の 出る 暇 もない。 


彼 は 目 を 移して 道の 左右 を 見た。 夕日 は 電信柱の 影 を 金物屋の 壁に 印して ゐる。 壁の 隅に は i で 「法 樂 加持」 

と 書いた 大福 寺の 廣吿が 貼りつ けられ、 その 片端が 剝 げか 、リ ふら/ \ 動いて ゐる。 牛乳 配達と 點燈 夫と が 前後 

して 走って る 後から、 白い 幅 子 を 戴き 裾の 廣ぃ黑 衣 を 着け、 腰に 長い 珠數を 垂れた 天主 敎の 尼が 二人、 n も m ぢ 

側 見 もせず、 靴 は 土 を 踏まぬ が 如く、 閑雅に 音 を も 立てず 歩んで 來る。 深く 没んだ 空 を, 突の 黑 煙が 铋亂 し、 そ 

の 側 を 一列の 鳥が 横切った。 晝 間の 暧 さも 急に 薄らいで、 健 次 は 肌寒く 感じた。 

II 何處へ II 
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岩 野 泡 鳴 

【人】 明治 六 年 一 月、 淡 路國洲 本 町に 生れた。 本名 は 美衞。 

鄕 里の 小 舉校を 卒業後、 同じく 鄕 里の 塾で 漢學と 英語 を學ん だ。 

明治 二十 年 大阪に 出て 泰西 舉 館に 入り 英語 を 修めた が、 この 年 一家 東京に 移住した ので、 明治 學 

院に 入り 次いで 神 田 元 專修學 校で 經濟及 法律 擧を擧 ぶ。 その後 廿五 年より 廿七年 迄 仙 臺の朿 北舉院 

に 入り、 英語、 希臘 語、 梵語、 獨逸 語、 特に 萬 葉 集、 詩 經及セ キス ピャ 等 を 研究した。 

かくの 如く 何等 纏った 學感 とて はなく 轉々 と 學校を 移した。 それより は 或は 英語 學校を 設立し、 

或は 滋賀縣 の通譯 をし、 或は 第二 中學 校の 英語 敎師 をつ とめ、 又 屡よ 比 叙 山に 登り 天臺の 研究 をし 

たりした。 

尙卅五 年より 四十 一年 迄、 大倉 商業 學 校の 英語 敎師 となり、 その 間 詩作に 耽り、 第一 詩集 「露 じ， 

も」 より 第 四 詩集 「闇の 盃盤」 まで 發 表した。 


四十 一 一年 一 一月 最初の 小說 「耽溺」 を 公に し、 その 四月 自ら 资 本家と なり 樺 太に 於て 蟹の 罐詰 製造 

業 を 始めた が 失敗に 歸 した。 以後 「放浪」 r 斷橋」 r 發展」 「毒薬 をのむ 女」 の 四 部 作を始 として 幾 

多の 創作 を發 表する と共に、 大正 五 年 一 月 「新 日本 主義」 を 發刊し 新 日本 主義 運動 を 起し 幾多の 論 

文 を 公に して 主義の 爲に 健闘した。 

かくして 大正 九年當 時流 行の ス ペイ ン 風に 胃され 急性 腹膜炎 等 を併發 して 死去。 享年 四十 八歲。 

人 問と しての 泡 嗚は懷 疑と 虚無の 底を拔 けた 明朗 强靱の 樂天的 一一 ヒリ ストで、 正直と 簡明な 無 邪 

氣、 潔癖と 獰猛な 精力の 持主であった。 

【作風】 氏 は 初めは 象徵 派の 詩人と して 一 方の 雄であった。 その 詩作 や 評論に 於て 彼が 如く 侗 

性 を 暴露した もの は あるまい。 彼は當 時流 行の 形式的 表象 主義 を 離れて 刹那的 苦悶と 生命と を 抱い 

て、 遂に 之が 爲に 「自然主義 的 表象 詩」 を 唱導す るに 至った。 更に 卅九 年に は 「神祕 的半獸 主義」 

に 於て 舊道 德、 舊 宗敎、 舊 哲學、 舊美學 を 打破 排斥して、 一切の 現象に 善惡 美醜の 判斷を 下さない 

所謂 r 一  元 描寫」 を 主張した が、 四十 年に はこの 思想 を 更に 生活の 上に も 及ぼして 「耽溺せ よ、 痛 

恨せ よ、 寧ろ 裸體 となって 其の 裸體 を裸體 とせよ」 と 叫んだ。 そして 思 ひ 切った 肉感的 デカ タン 思 
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想 を 緻密な 音律に 彫刻して 歌った。 

かくして、 やがて 彼 は 藝術卽 人生、 實行卽 文藝を 標榜して 小說界 へ乘り 出した。 

彼 は小說 家中で 思想家で あり 哲學 者で ある。 彼の 作品に は 深奥なる 思想の 背景が あり、 强 M なる 

折；： 舉の 背景が ある。 その 思想 その 哲學は 靈肉ー 致の 刹那主義 である。 又 新 自然主義の 別名が ある。 

卽ち 自然主義に 飽き 足らす、 もう 一 歩 徹底的に 推しす、 めた もので 實 行卽藝 術と なる。 

彼の 小說 は、 この 主義 を 具象 化した ものである。 その 作風 は 深刻と 露骨の 二 語に つきる。 その 代 

表 作と して 「耽溺」 ー篇を 推す。 作者ら しい 一文 學 者が、 國府津 の 或る 料亭 を 背景と して、 年增藝 

者との 耽溺 生活 を 描いた もので、 セン ジュ アルな 事柄 を 赤裸々 に描寫 する、 卽ち 露骨なる 描寫 とい 

ふ 事に かけて は、 花 袋の 「蒲 團」 以上で ある。 而も 人生の 根本 相 は眞に 迫って 表現され てゐ る。 

§ 袋 は 「耽溺」 について 次の 如く 評して ゐる。 「いかなる 事象 を も —— 口に 言 ふに 忍びざる ほどの 

悲慘、 殘忍、 冷酷の こと を も 明かに 其の 心に 映し 得る やうに、 作者 は 常に 眞摯な 無 邪 氣な心 を 持つ 

てゐ なければ ならない 。「耽溺」 の 事象 を 泡 鳴が あの やうに 明かに 自己の 心に 映し 得た の はまこと に 

敬服に 惯 ひする。 又 泡 鳴 君 は讀賫 の 日曜 附錄 に、 「耽溺」 の 主人公 は 古来の 英雄 豪傑と 同じで ある。 


それが 解らぬ やうで は 新 文 藝を談 す る 资格 はない とい ふやうな 意味 をい はれた が、 これ も 面白い 言 

葉で あると 思 ふ。 道德に 支配され す、 習俗に 動かされす、 人間と しての 本性 を縱 横に 發揮 する こと 

の 出来る 態度 —— そこに 英雄 豪傑の 眞 面目が ある」 と。 

【作品】 

一 、(小 說) (長 篇) 耿^、 放浪、 發展、 斷樯、 毒 藥を飮 む 女、 征服 被 征服。 

(短^集) 五 人の 女、 炭屋の 船、 ぼんち、 靑 春の 顷、 猫 八。 

二、 (詩集) 露 じ も、 々潮、 悲！ i 悲馱、 海堡 技師、 闇の 盃盤、 戀 のし ゃリか うべ、 泡 鳴 詩集。 

三、 (論文) 祌 秘牛獸 主義、 新體 詩作 法、 近代 生活の 解剖、 古神 道 大義、 惡魔 主義の 思想と 文藝、 悲痛の 哲理、 表 

象淤の 文學遝 動、 近代 思想と 赏 生活。 

「文 <|早】 氏の 文章 は、 實に 粗雑な 不器用な、 何物に も囚 はれる ところな く、 技巧の こだ はりな 

ど は 更にな く、 書きたい と 思 ふところ を ぐんぐんと 遠慮なく 書く、 思 ひ 切った 放膽な 文章で ある。 

然し、 冗漫の 弊 はなく 內容 が充實 して ゐる。  . 

形式な ど はどうで もよ い 内容 本位 だ、 と 氏 自身 も 自慢して ゐる 如く、 氏の 描 寫には 內容が ある。 
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空疎な 卽ち 個性の ない 描寫 とい ふ もの は 一 つもない。 

一見 隨分 ひどい 文章 だと 思 はれる やうな もの も、 仔.！ に點檢 すると、 忠 實な觀 察と 工夫との 上に 

出 上った 文 だとい ふ 事が わかる。  . 

氏の 文章から 美辭 麗句 を 求めよう とする こと は、 望む 方が 無理で あるが、 その反面に は 非常に 力 

強い 印象 を 受ける。 

赤裸々 な、 かざり 氣と いふ もの は 爪の 垢 程 もない。 

【文例】 ◦ 

最初の 女中 はお 嫁に 行った ので、 近處の 桂庵から 老裟が 來てゐ たが、 それが 十七 日の 夜に 金 を 持って 買 ひ 物に 

行った 切リ、 たうとう 歸 つて 來 なかった。 すると 夜明けの 五 時半 頌に臺 所の 戸口 を 叩いた。 どうした のかと 媳ぃ 

て 見る と、 狐に つままれて 一 晚中 歩いて ゐ たとの 答へ だつ 馬鹿々 々しい！ こちらの 想像で は、 買物の 金で 洒短 

をち びリ、 ちび リ飮 み步 き、 い X 心換 ちに なって しま ふと、 裏手の 明き 家まで 歸 つて 来て、 そこの 床の 上で ぐら 

く 眠って ゐ たの だ。 そして 餘り 寒くな つたので、 斯う 早く そこ を 出て 來 たの だら う。 皆 もこれ に は 呆れて しま 

つた。 ニ錢 でも 一 錢 でも 持てば ちょっと 酒屋に 行く と 云 ふ惡ぃ 癖の 老婆で、 これまで にも 買って ある 洒 がいつ の 

まに か 思った より 減つ. てゐ た。 


「なんしろ^ かへ 一 つない 婆ァ やで」 と 澄 子は籙 をし がめ て 父に 語った、 寢 まきの 上に 裾の ぼろ を^す 前が け を 

一 つして 來 たのです から」 

r ：: 」 さう かと 云って、 それ を こちらが 追 ひ 出せば、 早速 潦 子が 困る のであった。 

ここ 一週間 或は 十日ば かリ を、 粱は 自分の 仕事にば リ 熱心であった C そして 夜 も 午前 二 時より 早く 寢に 就いた 

ことがない。 その 間に 雪が ふったり、 雨に なった リ， また 雪 や みぞれが あった リ した けれども ほ 分と 澄 子との 間 

に は 殆ど^ 藤がなかった。 蓋し 自分が 彼の 女 を その 根本に 於いて 追窮 する ひま さ へ もなか つたので ある。 

かの 女 は 却つ て それ を 喜んでる やう に、 ただ こちらの 餘リに 仕事に 精力 を こめて る^め の 健康 をば かリ 心配し 

た。 がそれ だけ こちら は そこに 一方の 空虚 を 無理に こらへ てゐ たので ある。 それとも 知らないで、 老いて る 父 は 

こちら どものお もて 向き だけの 無事 を 喜んで、 十九 日に 引ッ 返して 行った。 

その 夜、 二 入が まだ 床に 這らぬ うちに、 互の 喑鬪 がまた おもて 向きに もぶ つかった ので ある。 かの 女 は、 

一 あたし は 刹那の 滿 足で 明くる日 は 行路の 人と なっても 構 はぬ やうな 發作 的の 戀には 不賛成です」 とい ひ 放った。 

「： ：」 まだ かの 女の 生意氣 がぬ けて な いの かと いき ど ほろ しくな つたので、 染 は、 「何が 發作 的です」 と 少し 萆 

を 荒らげた。 「僕 は 刹那の 緊張に 吸收 されて ない 日常 や 永久なら あ つたと しても 取 るに 足りない と 云って るんで 

す！ 一 

尖った ー點に はいの ちが 充實 する が、 延びた 尺度 は 死んだ 物に 過ぎない。 どちらの 主張して ゐる戀 を 「たはむ 

れ」 であるかと 云へば、 寧ろ かの 女の 尺度 癖に あるで はない か？ 戀の 永久と は その 尺度で、 その 內容は 却って 
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刹那の 充赏 緊張に ある。 そして それ を體 現させよ うとす るの は、 決してた は むれで も 下等で もない。 熱烈の 度 か 

ら 云つ て も、 戀なリ 愛な リを 一 日で も 二日で も 押し 延べ ようとして その 刹那 をう とんじ 忘れる 方が 不熱心に 傾 い 

てるので ある。 

それほど 简單 明瞭な こと を 云 はれて 分らない かの.^ でもない が —— と 思 ふと、 矢ッ 張リ、 こちらに は、 かの 女 

が こちら を 愛しながら も その 自己 の 不能 を 飽くまで も 云 ひの がれよう とする 口 實を栴 へて るので はない かと 云 ふ 

風にば かリ 見えた。 今夜 はどうしても それ を 突きと めて や らうと 考 へながら、 渠 はかの 女 を 無理に さそつ て 家 を 

出た。 その 留守中に、 だらしない 洒 飮み^ ァ やの 爲 めに、 たと ひ 無け なしの 家財 道具 をす つか リ 持ち運ばれ てし 

まった としても、 そんな こと は 少しも 憂 へる どころ ではな かったつ 

舊曆 十一 日の 月 は、 もう 大分に 屮天を 外れて 冴えて ゐ たけれ ども、 まだ 滿ち るに 至らない その 光に 却って 原" 

ば へ の 雪の ぬかるみ 道 を 目の前に ちら 付かせた つ そして 夜 ふけの 寒い 風が うす 喑く  二人の 足 もとに 吹 いて ゐた C 

が、 それ を 避けないで 寧ろ 氣 持ちよ く歡迎 した ほど、 渠の頭 は 熱して ゐた。 

—— 征服 被 征服 I 

〇 闇の 杯盤 

夢 は 失せに し 玉の 如く、 

覺 めて 摑 むと すれ ど、 あはれ。 


艷も光 も 跡 を 絶ちて、 

闘に の ベ たる 片手ば かり。 

ゆるむ 節々 ちから 添 はず、 

戀も のぞみ もなか はう つ 、。 

まなこ 開けば、 喑 きか もゐ、 

あや しま ぼろし これ をめ ぐる 

鬼よ、 羅 刹よ、 夜叉の 首よ、 

われ を 夜伽の 璽の 影 か。 

死 はも わが 身 を獄 につ なぎ、 

肉 は 魂と も 燃えて の ぼる。 
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見えぬ 火の 中、 水の 中の 

畏怖と 威嚇 は 迫り 來れ ど、 

洒の かほりに 泡の いのち、 

甘き 歡樂 ねむ リ誘 ふ。 

閻の盃 盤 闇 を盛リ て、 

われ は 底な き 闇と 沈む。 

かくて 夢より 夢 を 浮び、 

と こしな へ に も 生に 醉 はむ。 


【人】 本名 は延 貴、 明治 七 年 十二月 奈良市 手 向山に 祌 職の 子と して 生れた。 小 學校を 卒業後 大 

阪 豫備舉 校に 入學 し、 專ら 英語と 數學 とを學 び、 外に 父より 古事記と 萬槳 とを學 び。 柁川深 氏より 

漢學 を擧ん だ。 「少年 世界」 の歷. ^募集に 應 じて 一等賞 を 得た とい ふ。 

明治 廿六年 父 が沒 した、 め 遂に 擧業 を廢し て 小學 校の 代用教員 となる。 

卅 年に は 堺利彥 氏に す \ めら れて 上京。 讀賫 新聞社 會長堀 紫 山の 紹介に より 讀賫 新聞社に 入る。 

時に 廿四 歲。 四十 年 迄社會 部の 編輯 主任と なり 論說 記者 を 兼ねた。 四十 三年に は文藝 部長 兼 社會部 

長と なる。 

此の 年初め て 小 說に筆 を 染め、 處 女小說 「神主」 を 「新 小說」 に發 表。 以後 「灰燼」、 「木像」 等 

を 次々 公に したが、 その 出世作と もい ふべき もの は 大正 一二 年 「ホ トト ギス」 に發 表した 「鱧の 皮」， 

である。  .  、 
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大正 四 年に は 編輯 局長と なり、 文藝 部長 • 婦人 部長 を 兼ねた が、 翌年 編輯 局長、 婦人 部長 を 止め、 

專ら 創作に 從 事した。 尙九 年に は 完全に 新聞社 を 退き 幾多の 雄篇 を 公に して 今日に 及んで ゐる。 

【作風】 氏の 作 はすべ て 調子が 極めて 低く、 その 描寫は 細かく 一見 穩 かに 見える が、 その 中に 

鋭い 皮肉 やら、 奇警な 諷刺 やら、 刺す やうな 辛辣 を も 含んで ゐて、 靜 かな 凄味 を もって ゐる のが 氏 

の 特色で ある。 屮村& 湖 氏 は 曾て 「太陽」 に 載った 氏の 「かくし 髭」 とい ふ 小說を 評して、 氏の 作 

風 を 次の 如く 言った 事が ある。 

「この 作 は その 材料と いひ 出來 ばえ とい ひ 蓋し 上司 氏 近来の 得意の 作で あらう。 上司 氏が 白痴 を |1 

くのに 妙 を 得て ゐる とい ふこと は、 すっと 以前 前 田 E 兆 氏の 批評の 中に あった やうに 記憶す るが、 成 

程 この 作の 小 役 を 勤めて ゐる福 松と いふ 低能 兒 など は 實に自 由 自在に 書き こなされて ゐる。 ュ ー モ 

ァも あれば ベ ー ゾスも ある。 俗受け もし、 相應に 面白く、 又 生活 を 深く 思索す る 者に も 相應の 材料 

なり 問題な り そ 提供して ゐる。 文壇で 酸い も 甘い も嚙み 分けて ゐ る苦勞 人と. いへば、 先づ德 田秋聲 

氏 あたり だら うが、 あの人に は 何 處かー つ こくな 處が ある。 それ は あの人の 藝術を 見れば 分る。 非 

常に 主觀 的で ある。 餘程雜 色の やうで その 實鼠 色で ある。 上司 氏と なると、 酸い も 甘い も嗨み 分け 


ないで ゐて、 それで ゐて 何. も 彼 も 解って ゐる とい ふやうな、 謂 は ^サ、 プンの 風が ある。 ー國 なと こ 

ろ も あるに は 違 ひない が、 何物 かで 掩ひ隱 して 超然と して ゐる。 怒る 事 も 悲しむ 事 も 嘆く 事 もな く 

て、 唯 時として 笑 ふ ことがある といった やうな 人で ある。 やはり あの人の 藝術 がそれ を證據 立て、 

ゐる。 主觀が 勝って ゐる やうで 實際は 客觀的 だ。 單 色の やうで なかく 蔭 も 日向 も ある。」 と。 

實に氏 は 中年から 小說を 書いた 故 世間 的 經驗も 多 か つたので、 自然 派 諸 作家 中 群を拔 いた 老實な 

作風 を 持って ゐた。 「木像」 「お 光 壯吉」 「鱧の 皮」 等 を 代表作と する が、 その 何れも 飽迄 現實に 根ざ 

し、 如實に 志し、 平凡 人の 平凡 生活 を 題 村と した もので、 この 點は秋 || と 似て ゐ るが、 より 艷もぁ 

れば 色氣も あり、 そして 作者の 主觀 がより 强く 出て ゐる。 その 觀 察に 於て は 白鳥の 如く  一  „^の奇， 

な 社 會觀ゃ 人生 觀 がかな り 露骨に 出て 居り、 センチメンタルな 處ゃ ^想 的な 所 は 少しもない。 耍す 

るに 氏の 作風 は 一言に していへば、 秋^と 白鳥と をつ き 混ぜた やうな 感じが する。 然し、 その 繊細 

な 精練の 極致に 達した 趣味 性の 表現 は、 此の 人の 作に 粉れ もない 特徴 を與 へて ゐる。 「鱧の 皮」 は大 

阪の 地方色 を 背景に、 夫が 家出した 後の 女の 遣瀨 ない 胸の 中 を 描いた もので、 彼の 代表作で ある。 

尙、 氏の 作風に は 凡そ 三度の 變邋の 跡が 迎られ る。 卽 ちその 初期の 作品に は寫實 主義の 割合 燻ん 
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た 色調の 屮に、 幾分^ 刺 や 皮肉な どの 刺 をつ つんで ゐ たが、 やがて 中期の 作品に なると、 描寫 に^ 

熟 味が 加 はると 同時に、 諷刺 や 皮肉な どの 主觀 的な ものが 稀薄に なり、 所謂 寫生 文と しての 渾 熟し 

た 趣 力 出で、 細かい 感じと 豐 かな 言葉と が 極めて 効果的に 味 は ひ 深く あら はれて ゐる。 然し 最近の 

氏 は 只單に 情趣 を 主と する 作に 飽 足らす して 社 會文藝 に 方向 轉換 をした。 

〔作品】 

一 ぺ小說 XSI) 灰燼、 木像、 ぉ光壯 古、 處 女から 母へ、 東京、 花道、 花瓶、 女護が島、 早婚 者の 手記。 

(短篇 集) 父の 娇禮、 天 滿^、 美女の 死骸、 鱒の 皮、 生存 を拒絕 する 人、 ユウ モレ スク、 两ー了 法師： 

二.  品) その 日，/^、 小さき 窓より、 金 のうろ こ 

【文章】 氏の 文章に は少 くと も 二つの 特微が ある。 第一 は 簡潔に して 力強い こと、 卽ち 出來る 

たけ^^ を 省き、 耍所 だけ 描き、 くっきりと 事象の 相 を 描き出す こと、 鋭利な 刀で 手き はよ くな さ 

れた 浮彫の やうで ある。 確かに 彫刻 的で ある。 第二 は纖 細な こと。 彼の 文 は 彫刻 的で あるが 決して 

あら 削りで はない。 どこ 迄も纖 細で 念入りで ある。 實に 氏の 文章 は 立派な 文章で ある。 隙の ない 描 

^と 珠玉の 如き 趣味と によって 獨自の 位置 を 占めて ゐる。 


【文例】 〇 

束 光院の ^塔 は、 汽車の 窓から、 山の 牛肢に 見えて ゐた。 靑ぃ 木立の 中に 黑く 光る 甍と、 .H  く 輝く 壁と が、 西 

日 を 受けて、 今にも 燃え 出す かと 思 はれる ほど、 鮮 かな 色 をして ゐ た。 

長いく 石段が、 堂の 眞 下へ 瀑布 を 懸けた や-つに 白く、 こん もりとした 繁 みの 間から 透いて 見えた。 

「東 光院 て、 あれ だす やうな。」 

お 光 は、 初めて 乘 つた 汽動 車と いふ もの の 惡ぃ臭 ひに 顏を颦 めて、 縞 絹の ハ ンカチ で 鼻 を掩- つて ゐ たが、 この 

^漸く 斯う 言って、 其の 小ぢん まりと した、 ッンと 高い 鼻 を 見せた。 

小 池 は 窓の 外ば かり 眺めて、 イン ヂン から 飛び散る 石油の 油煙に も氣づ かぬ、 りしく、 唯々 乘り合 ひの 人々 に 餌 

を 見られまい として ゐた"  . 

「こな い に 汚れまん がな。」 

口元の 稍 大き ぃ黑子 をび くく 動かして、 お 光はハ ンカチ で 小 池の 夏の インバネス の 袖を拂 つて や つた。 

「耐ら ない な、 歸リに は 汽車に しょうね。 二 時間 や 三時 間 待った つて、 こんな 變な ものに 乘 るより や 、 い  >- や。」 

小 池 は 初めて 氣が つ いたらし く、 肩から 膝の 邊 へ かけて、 黑 い 塵埃の 附 いて ゐ るの を、 SIM 白な ハ ンケチ で バタ 

くやって、 それから 對ひ 向って ゐ るお 光の 手提 袋の h まで を拂 つた。 

「そやよ つて、 もっと 待ち まへ うと 言 ひました の やが な。 あんた が餘リ 急ぎな はるに よって、 罰が 常" ましたの 

や。」 
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底を铕 にして、 上の 方 は 鹽瀨の 鼠 地に 白く 蔦模樣 の剌繡 をした 手提げの 千代 田 袋 を 取り上げて、 お 光 は 見る と 

もな く 見入 リ ながら、 潤 ひ を 含んだ 眼 をして、 獨リ 言の やうに 言った。 

「知って る 人に 见られ ると 厭 だからね、 この 方角へ さへ 逃げて 来れば、 大抵 大丈夫 だからね。 ：： 逃け る は 早い 

が^だ。 乘り 物の 赘澤 なん ぞ 言って ゐられ なかった. ん だよ。 一 

斯う 言って 小 池 は、 カー 杯に 窓の 硝子 戶を 押し上げた。 

汽動車 は 氣昧の わるい 響 を 立てつ &、 早稻 はも-つ 黃 ばんで ゐる 田圃の 中 を、 十 町 程と 思 はる、 彼方に 長く 横 は 

つた 優しげな 山の 姿に 並行して 走って ゐた。 

「これから 先き へ 汽動車 はま ゐ りません。 先き へお 出での 方 はこの 次ぎへ 來る 汽車に ぉ乘り 下さい」 と、 車掌が 

節 をつ けて &、 ふやう に 言った ので、 小 池 もお 光 も 同時に 、ノ ット頭 を 上げて 車 室 を 見渡す と、. n 分 達 二人の 外に は、 

大きな 敷呂敷 包み を 背負った 老婆が、 腰 を 曲げて まごまご してん る だけで、 多くの 人々 は：！： 十 や 改札口 をぞろ „( \ 

と 出て 行く のが 見えて ゐた。 

「何處 へ 行きます の や、 ： ： 一 體。： ：」 と、 お 光 は あたふたと 車 室 を 出る 小 池の 後から、 小 走 リに績 きながら 

聲を かけた。  . 

「僕 は柬 京の 人 だもの、 こんな 遠方の 片田舍 の 道 は 知らない からね。 ：： 君が 案内 をす るんだ よつ」 

屋臺店 を 稍 大きく した 程の 停車場 を 通り 拔け ると、 小 池 は 始めて 落ちつ いた 心 持に なったら しく、 憐寸を 擦つ 

て ゆったり と 紙 卷婵草 を 吹かした。 靑ぃ 煙が ゆらくと して、 澄み切った 初秋の 空氣の 中に 消えた。 


「^かて、 知り ま へんが な、 ：： こんなと こ。 ：： 」 

琥珀に 刺繍 をした 白い 蝙蝠傘 を、 パット 蓮の 花 を II くや. つに 翳して、 動もすれば 後れよう とする 足 をお 光 はせ 

かくと 內 輪に 引き摺って 行った。 

駄菓子 を 並べた 茶店 風の 家 や、 荒物屋に 少しば かりの 《K 服 物 を 付け 加へ た 家の 並んで ゐる 片側 町 を 通って、 漸 

つと 車の 通 ふ ほどの 野道の、 十字形に なった ところへ 來 ると、 二人 は 足 を 止めて、 何う 行かう かと 額 を 見合 はし 

た。 小^校 歸り の兒萤 が 五 人 八 人 ぐら ゐづ、 一塊に なて っ來 て、 二人の 姿をジ 口-/ \見 やって は、 不思議 さ-つな 

顔 をして 駄け 去った。 

眞ッ 直ぐに 行かう としても、 一筋道が 長々 と 北へ 續 いて ゐる だけで、 當 てもなく 步 くと いふお に はなれな かつ 

た。 右の 方 を 見る と、 山の 上に 何 か ありさう だけれ ど、 た^ 步 いて ゐても 汗 を 催し さうな 日に、 ： お 道 を 登る の は 

と、 お 光が 先 づ首を 振り さう であった。 

「何處 へ 行って 兌よう c」 と- 小 池 は 大仰に 決斷 した 風に 言って、 左の 方へ サッ と步き 出した。 

行 手に は、 こん もリ とした 森が 見えて、 銀杏ら し い 大樹が 一 際 傑れて 高かった 。赤く 塗った 鳥居が 見えて ゐた。 

二人 は それ を； a 赏 てに 步 いた。 お 光 は 十 問 餘りも 後れて、 沈み 勝に して ゐた。 

田圃の 中の 稻の 穗の柔 かに 赏 つたの を 一 莖拔き 取って、 まだ 靑ぃ 靱を嚙 むと、 白い 汁が 甘く 舌の 尖端に 付いた。 

小 池 はさう や つて、 三つ 四つ の 籾 を嚙み 潰してから、 稻の穗 をく る{- と 振 リ迥し つ &、 路傍に 佇んで、 後れた 

お 光の 近づく の を 待った。 
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、 ， , 

I あ >!• しんど。  此顷 はちよ ッ とも 步 きま へんよ つて、 ちょいと 步 くと、. 直きに^ 勞れ ますの や。」 

蛭 蝙傘 を擔ぐ やうに して、 お 光 は 肩で 息をして ゐた。 薄 鼠の 耜 縮緬の 羽綠 は、 脫 いで 手に 持って ゐた。 

「御大 家の 御 孃樣： ： だが 阿 母さん. . ： だが 知らな いが、 お 駕籠に でも 召さな いとお 疲れに な るんだ ね。」 と、 

小 池 は 冷 かに 笑った。  . 

「矢つ 張 リ稻の 穗を嚙 むの が 癖 だすな。 - •  • - 東京に 居 や はると、 稻も おます ま いがな ァ。 ： 春 は麥の 穗を拔 い 

て、 秋 は 稻の穗 や。 決って る。」 

冷 かな 小 池の 言葉に は 答へ ない 一" 、 お 光 は 沈んだ 調子な がらに、 昔の 思 ひ 出を懷 かしみ 語った。 

.—— 東光院 —— 


【人】 氏 は宫城 縣仙臺 市. に 生れた。 今日 戲曲界 に ^然 たる 勢力 を 把握して ゐる氏 は、 かへ りみ 

て その 學. i を 尋ねる 時、 少し 毛色の 變 つて 過程 を もって ゐる。 卽ち、 仙臺の 第二 高等 學 校に 學んで 

醫家を 志した が、 中途 退學 して 放浪 生活 を 送る こと 數年、 明治 一一： 十六 年 はからす も、 當 時紅荬 門下 

の 逸足と して 愦艷 世界の 描出で 鳴らして ゐた風 葉の 門に 姿 を 現 はした。 そして 明治 s: 十 ハキに は 「南 

小杂 村」 の 一 作 を 以て 文壇の 中堅へ 乘 出した。 その後 「茗荷 高」 「奔流」 「五 人 女」 等の 短篇 を鑌々 

公に して、 世 は 大家と して 氏 を 遇し はじめた 時、 慮らす も 著作 上の 紛議 を かもして、 四十 四 年 一時 

文壇 を 退く こと を餘 儀な くされた。  . 

爾後、 大正 未 期 昭和 初頭に 至って、 再び 戲曲を 提げて 文 擅に 兑ぇ るまで は、 或は 松 竹 合名會 社に 

入って、 伊井、 河 合一 座の ために 脚本 を 提供した りして ゐ たが、 大正 十 叫 年 中央 公論 誌上に 「平將 

門」 及び 「叛逆 時代の 將門」 を 公に して 更生の 意氣を 示した。 次いで、 「江戶 城 總攻」 の出づ るに 及 
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んで、 最早 氏の 作品に は 不安 も 危惧の 念 も 得る 餘 地がない 程の 重厚 さと、 巨匠 的 風格と が 示され、 

戯曲 界に 押しも押されもせぬ 存在 を 保つ に 至 つて ゐる。 

又 氏 は 作家に は 珍ら しく 倨傲な 性質で、 他人 を 入と も^はぬ 强 情なと ころが ある。 

〔作風】 氏の 作風 は、 他の 自然主義 作家の ものに 比べて、 あまりに 熱情が あり、 あまりに 口 マ 

ン チックで あり、 あまりに 不羈奔放な ところがあった。 自然主義の 他の 作家が 專ら 平面 描 寫で行 

き、 主として 客 觀的乂 は 傍觀的 態度 を 執らう とした 時に 當 つて、 靑^ は 寧ろ それと 正反對 に、 立體 

的 描寫で 行かう とし、 敢 へて 主観的 態度 を 執らう とした。 だから 靑果は 他人の 事 を 描いた 作に 於て 

すぐれ、 自分 の 事 を 描 い た 作に 於 て 劣る だけの 冷靜さ が 彼に はなかった ので ある。 

やはり 自然主義 の 出 だけに その 倾向を もって ゐ るが、 殊に 農民 生活 や 平凡な 男女 を 描く 事 を 得意 

とした。  •  t 

や 

X  X  X  X 

次に 戲曲 家と しての 作風 を 述べよう。 靑艰は 或 時代 を 描かう とする 時、 それに 關 した あらゆる 文 

献古實 を 涉獵呤 味 するとい はれて ゐる 程、 氏の 創 作 態度 は 常に 其の ^品に 反映して、 - 明確な 肯定、 


否 定を 指示す るが 故に 均齊 のとれ た 美し さが 作品 をより 多く 價値 付けて ゐる。 

「平將 門」 を 見る。 

この 一 世の 叛逆 兒に對 し、 人^と そして 野生 そのものと いひたい 童 兒的ヒ 口 ィズ ム を 兌 出して、 

正確な 鑑識と 內在 的な 情趣と を 壯大に 展開させる と共に、 普通の 作家が さして か へりみ な い n I 力 

ル カラ ー を さへ いかにもみ づ /\ しく リリカルに 點趣 させて、 主 觀的觀 照の 傍ら 併せて 繪晝的 美 を 

も 享受 させて ゐる。 

【作品】 

一 、(小 說) 南 小 泉 村、 茗荷 畠、 奔流、 癌腫、 五 人、 盲 魚、 等。 

ニぺ 戯曲) 平 將鬥、 叛逆 時代の 將門、 鼠 小僧 次 郞吉、 第 一人者、 生れ ざリ しなら ば、 桃屮軒 雲右衞 門、 江 戶械總 

攻、 坂 本 龍馬、 玄朴と 長英、 大锼平 八郞、 江 藤 新 平、 乃木將 軍。 

〔文章】 文壇 稀に 見る 力の ある、 きび， （- した 鋭い 文章で ある。 

【文例】 . 0 

田 も 耕 を けれども、 牛 分 は 栽 園 もの、 其 日々々 の 活計 はま あ 其方で 立て、 ある C それ は ffi に 女子 達の ^目で 前 
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日朿 分けして 置いた 根 もの 蔓 もの を、 每日 黎明に 新 河 町に 擔ぎ 出して、 この 市場で 町の 青物屋に 手渡 をす る。 — 

—觸 K する もの は タント 無い。 何しろ 荒々 しい 棒 手 振 共 を 相手に、 一文 二 文の 儲 をせ \ くり 合 ふの だから、 人間 

は 自然と 惡 くなる ばかり、 嗥衆 でも 娘 共で もみん な 人 を 食った 輩ば かりだ。 女だてらに 負 じと 罵リ爭 ふさ ま は、 見 

得 も 外聞 もあった もので ない。 まるで 喧嘩 だ。 奪 合 ふの だ。 そして、 その 幾分か^ 公然に 各自の 所得になる の だ。 

で 年寄で も小兒 でも 唯 は 居られない。 茄子 もぎと か 苗 ひきと かそれ-? に 細かい^ 得 口 を 探して みな 働く。 それ 

が銘々 の 小遣錢 となる の だから、 子供で も 駄賃 を 貰 はねば、 小用 一 つ 達して はくれ ない。 —— 小錢の 有難 味が 骨 

の髓 まで 滲 込んで ゐ ると 見える。 年寄 ども は 小 袋 錢を吝 さう に 肌に シッ カリ 着けて、 嫁 子に も それ を 見せまい と 

^して 置き、 秋^: の 湯治 や、 病氣差 合の 時の 藥代ゃ 養生 喰の 代に 用意す る。 時々 町から 小間物 賣が 廻って 来ても、 

娘 は 娘、 年寄 は 年寄で、 私 かに 物 蔭 や 何 かに 商人 を 呼 込んで、 人に 見られない やうに、 ソ ット财 布の 紐 を 解く、 

仝く 彼等の 間に 錢の 貴ばれる の は 不思議な 位 だ。 親子 不和 も 兄弟 論爭も 大抵 は その 私 得 金から 起る のが 多い。 情 

誼の 情 合のと 云っても 錢 だけ は 除外され る。 夫婦の 中で も 滅多に 油斷は 無く、 始終お 互の 身錢を 卑しく 讀 んでゐ 

る。 若者 问 志が 肆な 情交で も それ はた V 軀と軀 とが 觸れ合 ふと 云 ふだけ の考 で、 更に 立 入った 事になる と、 男— 

—多く は 女の 方から 逃 出して 了 ふ。 別れ話 や 其の 他の きま づ い 話 は 大抵 幾らでもな い 小袋錢 から 割出され るの だ。 

^は 小百姓の 間に 眞に、 戀 らしい 戀を 見出した 事がない。 もしあった とすれば 、それ は 歌の ない 戀、 淚の 無い 戀、 

そして 思 出の ない 戀だ。 

I 南 小 泉 村 —— 


〔人】 明治 十七 年、 山 梨縣に 生れた。 小 學校を 終へ ると 上京、 早稻 田大學 英文科に 入り、 萬 朝 

報が 日曜 毎に 懸賞 募集 をして ゐた 短篇 小 說に應 じたり などして、 次第に 文學的 萠芽 を 仲して 行った 

が、 明治 叫 十 年に は、 在舉 中に 「早稻 田 文學」 の小說 募集に 「少年 行」 が 二等に 當 選して、 二葉 享 

に推獎 され、 一躍 文壇へ 乘 出した。 それ以来 二十 年、 終始一貫 處 女作當 時の 純情と 眞劍 さと を 把持 

して、 苟も 時流に こび 表面的な 華やか さに 醉 ふこと もな く、 ひたすらに その 自然主義 脈の 地味な 作 

風に よって 孜々 として 製作 を繽 けて ゐる。 文壇が 次第に ジャ ー ナ リズム 化し、 職業 化して 行く 現代 

に 於て、 氏の やうに 眞劍な 作家 はまこと に 雨 夜の 星と いっても よい。 氏が 嘗て 東京の 南郊 生 麥に住 

して ゐた 時、 生麥 聖人の 名のあった こと も 亦 こ の 消息 を 語る もので あらう。 

又 氏 は 農民 文擧の 研究 制作に 專 念し てゐ る。 

〔作風】  「たと へば それ は錡乳 石で ある。 したたりした \ る うちに やがて 一分々々 と 凝って、 
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白玉の 氷柱 は幾聯 となく 洞 腔に か、 る。 こつ ノ\ と 地味な 歩みで 創作して 行く 中 村^ I 氏の 態度 を • 

常閬の 洞窟が 無言に 创造 をつ ビ ける 忍從に 似る もの れば、 やがて は 白日の 下に 探 出されて 輝く 

珠 玉 の 喜び がなければ ならない。 氏が 今日まで 文壇の 褒貶に なづ むこと なく 镜け てきた あの 地味な 

態度 は 確かに 人知れぬ 洞窟に 營 まれた 創造で あつたと 同時に、 一 篇 たりと も 白日に 照り映え てきら 

めかない ものはなかった。」 と 或 人 は 評した。 

さう だ。 氏 は 純粹の 自然主義 系の 作家で、 その 嚴 正な 觀客的 態度と、 その 着實な 描 寫とを 以て そ 

の 本領 を發 揮した。 

出世作 「少年 行」 の 自然主義 的觀 照に 徹した 描 筆 は、 今 ョ の 作品に も 遍在して ゐて、 終の 知れな 

い 墨 繪の長 繪卷を 兌る やうに 一貫した 冷靜な 作風 を 保って ゐる。 眞摯な 態度で、 忠實に 人生 を觀 L=; 

して 平凡で は あるが 讀み ごた へ のす る 作品 を 多く 出した。 一 一葉 Sf が 嘗て ツル ゲネ， 'フの 面影が ある 

と 評した 如く、  口 シァの 作家に 兑る やうな 重厚な 風韻が 基調 をな して ゐる。 

大正 六 七 年 以降、 自然. 王義的 態度から ー變 して、 主張 本位、 耍求 本位の 問題 小說の 提唱と 試作に 

よって、 新主觀 主義 的 傾向に 轉 回した ともい はれる が、 あの 落 付の ある 作風 は 一向 失 はれす、 「少年 


行」 ^代と 一 貰した テム ボで 進んで 行って ゐる。 

又、 皮ま^ 土藝跅 家と して は 文壇 唯一 人の 人で ある こと も 忘れて はならない。 その 鄕土 甲斐の 國 

と 自然と は、 彼の 忠實 なる 筆に よって 藝術的 生命 を 得て ゐる。 

【作品】 

1 、(小 說) 少年 行、 影、 美貌、 かくれ 沼、 牛 生、 標泊、 女の なか、 義兄、 路切番 の 發犴、 二人の 小僧、 妹の 如く、 

星 湖 集 等 

【文章】 氏の 文章 は才氣 がない が 非常に 健實 である。 描寫も 克明で、 よく 情景 を 活躍 させて 

ゐる。 

【文例】 

熔岩の く づ^ の 富 土の 裾 は、 赏 に廣漠 たる 眺 である。 駿河 おもて の いは ゆる 御^ 在 を 旅する 人 は 黑祸 色の 燒 

砂の 道 や、 雪し ろ 川のから 床の 外 は、 た V 一面の 茅 野で、 たまに 灌木の 林が ちょぼ/ \ と、 くす ねて^ えて ゐる 

の を 見る ばか リ であらう。 雨の！：； などに 獨リで 通る 時 は、 淋しい、 見棄 てられた やうな 曠野の 感じが ひしく と 

迫って 來る。 けれども 表 だけに、 南 だけに、 常に 明るい、 開いた、 お ほ まかな、 ゆと リの ある 心地 を 弊へ？ 

さて、 試に 須 走から、 春 はじめな らば 雪 解の 水の 河 をな す 細長い 無名 谷 を 渡って、 登 リー 里の 龍お 峙を 越して 
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見铪 へ。 誰も 知って ゐる 通リ、 峠から 北 は 州路 で、 大地 は仝然 一 變 する。 脈々 たる 逑山は 富士に 迫つ て 裾野 を 取 

卷 いて、 黑木林 や 落葉 林の 問に、 山屮、 明兑、 河口、 西、 精進 本栖の 湖水が 散在して、 —— とはいへ、 それ 等が 

この^か、 し 悉く兑 える わけで はない —— その^く 輝く 水と、 黑く 第る 山々 との 對 照が、 妙に 1= い、 深い、 閉 ぢこ 

め、 しれた やうな 感じ を ひき 起す。 それでも 同じ 裾野 は 裾野で ある。 峠 を 下れば、 や はリ燒 原の 茅 野、 萩原で、 眺 

めた 時の 一 跨ぎ も、 歩いて 見れば 十 里ニ卞 里、 もし 瘐れた i- に は 振 返って 見 給へ、 富士は 一 萬 二 千 三百 七十 尺、 

群小 の 鬩ぎぁ ふ 地を拔 いて、 赤裸 の 眺を風 雲 に 暴露す る その 姿の 祌々 しさ、 近く 山 な き 御厨 逡 で 見る ことのなら 

ぬ有樣 だ。 夏なら ば、 湖畔に 咲く 草花の いろく  o 

二百 戶 そこくの 裾野の 村。 まあ 想像しても 見耠 へ。 隣家へ 二三 町の 木 曾の 山中 ほどで はなく とも、 隣村へ は 

どっちへ 出ても 一里 か 二 串-は ある。 それ は、 ささやかながら^. 校 も ある。 役場 も あるが、 儲からぬ とて 藪 醫者さ 

へ 住みつ かぬ 程の 寒村で、 湖水 を 越しての 醫者迎 へ、 醫者 殿の ござる 顷に は、 痫人は 二 時間 も 前に 死んで ゐ たと 

いふ 例が 數 知れない。 自分 は^ 後の 母に 飮 まさう と、 村ぢ ゆう 探しても 葡萄酒 一滴な く、 雪の 朝 を ニ里餘 n ひに 

行った こと を覺 えて ゐる。 だが 屮央柬 線の 鐡道 のま だ笹 子を拔 かぬ ずっと 以前、 自分の 子供の 時分に は、 湖水 は 

舟で、 峠 は 駕籠のお 客の 往來 もあった ので、 舟 唄、 馬子 唄、 籠 かき 唄、 かほ どの 片田舍 でも 晝間 はさう 淋しく も 

なかった。 

その 顷 はまた、 山中の 驛 から 湖畔 づた ひに、 荷物、 多く は 魚 荷の 通し 馬 もあって、 山中 女と 通 稱の女 馬子が、 

男勝りの 萆を 楊げ て、 ぢ やりん ぢゃ リんと 鈴の 鳩る 歸 りの 駄馬 に 撗乘リ して は、 「富士 の 裾野の 茅 野の 中で：： OJ 


とい ふ 風の 追分 を趺 つて 過ぎて 行く、 その 肥 太った 胸 を はだけ たさ ま は 見よ くもない が、 若い 女が 多い ので、 十 

字の 瘰ゃ 笠の 紐 は 薄 桃色 か水淺 葱、 さすがに なつかし くも 思 はれた。 村 は づれの 並木で、 村の 若者が 山からの 歸 

り を暧を 取ら-つと、 背負 子 をお ろして は 落葉 ゃ枯 枝を搔 集めて 焚火 をし、 山から 採って 來た菌 を あぶった リ、 栗 

を燒 いたりして、 罪のない 話 をして ゐる。 白い 煙が するすると 木立 を鏠 つて、 黑 木の葉の 茂みに まぎれ 人る 下で、 

赤い 火影に 頹を ほてらせて、 折々 どっと 笑萆 がする。 

—— 少年 行 —— 
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小 栗 風 葉 

【人】 本名 は 加 藤 磯夫。 明治 八 年 二月、 愛知 縣 半田 町に 生れた。 

早くから 稗 史小說 を 好んで 種彥、 舂水 等の 作 を耽讀 し、 二十 二 年上 京して 商業 素修學 校、 錦 城 中 

學 等に 舉ん だ。 次第に 文事に 志し 廿九年 「文 藝俱樂 部」 に發 表した 「寢 白粉」 は、 非 倫な 兄妹の 生 

活を 取扱った もので 世評 紛々 たる ものが あった。 卅年 かねて 崇拜 して ゐた尾 崎 紅葉の 門に 入り、 「龜 

甲 鶴」 「世話女房」 「戀慕 流し」 等 を績々 發 表して 好評 を 博した。 

三十 三年 豐 橋の 加 藤 家の 養子と なった が、 養家との 折合惡 しく 一  時 夫人と 別居 生活 をして ゐた。 

その 顷 より ツル ゲネ H フの 「ルゥ ヂン」 を讀ん で强ぃ 感動 を 受け 思想 傾向に 轉 化を來 した。 卅九年 

讀賫 新聞に 發 表した 「靑 春」 は 傑作と して 推奨され 愈々 彼の地 位 を 重から しめた。 

四十 年から は 所謂 戸塚の 頹廢 時代に 人り、 雨來， まる 二 年、 外觀の 華やかに して %氣 あつたのに 

引かへ て、 文藝 生活 上 最も 惱み 多く、 そこに 彼の 耽溺 生活が 始まった。 然し かゝる 放恣な 生活の 身 


心 を 徒らに 荒 ましむ るの みなる こと を覺り 遂に 生活 更新 を 思 ひ 立って 鄕 里に 歸 つた。 その 耽溺 時代 

の 作品と して は 「耽溺」 「戀 ざめ」 等が ある。 

大正 四年鄕 里に あって 東京 毎日 新聞社 員と なり、 以後 或は 同紙に、 或は 「婦女 界」 等に 作品 を發 

表した。 「天才」 「極光」 r 默從」 等が ある。 

大正 十五 年 一 月沒 す。 享年 五十 一 才。 

彼 は 非常な 酒豪であった こと は あまりに 有名で ある。 晚 年の  一 二 年 は 腎臓病の 爲 めに 飮 めな かつ 

たが、 それまで は 殆ど 酒び たりと 言っても よかった。 時々 一日に 铫子を 八十 本 も 空に する やうな 日 

を 七 H も 十日 もつ ビ けたと 云 ふ。 で 素面の 時の 氏 は 几帳面で、 如才 がな く、 遠慮深く も あり、 それ 

に 人に 對 して、 中々 細かい 心 遣 ひも 行き届く 人で あつたが、 どうも それだけ 調子の 低い 憾みが あつ 

たが、 それが 醉 うて 來 ると、 物に 拘泥し なくなり 氣 風が 洒脫濶 達に なって、 小柄な がらに 人品 骨柄 

が、 颯爽と して 來た。 とい ふやうな こと を 中 村 武羅夫 氏 は 云って ゐる。 

【作 虱】 風 葉 は 紅葉 門下から 出て 硯友 社の 正統 をつ いだ もの だが、 夙に 自然主義 的の 色彩 を帶 

びて ゐた。 比較的 趣味と か 美醜の 觀念 とかに 囚 はれす、 紅葉 等の 書く の を 屑し とせぬ やうな 人生の 
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暗 黑面を も 憚りな く 書く とい ふ 態度 を 有って ゐた。 然し 彼の 自然主義に は 模倣の 分子が 多く、 浮つ 

すべりした ものとの 感じの 強い ものであった。 本質的に 自然主義 的 傾向が 乏しかった のに、 强 ひて 

主潮から 外れまい として 自然主義 的に 行かう としたので あるから、 そこに 無理が 出來 る。 浮つ すべ 

りが する、 借り着 物と いふ 感じが する の は當然 である" 

又 一面に 於て、 彼 は 現象 を 現象と して 感受す る カも强 く、 絕 えす 新しい もの を 望む とい ふ 心 も 常 

に 失はなかった。 けれども 自己の 個性が 弱かった 爲に、 常に 他の 影響に 動かされ ると いふ 風で、 遂 

に 自家の 藝術を 打ち立て るに 至らなかった。 さう して、 何時か 文壇の 中心から 遠ざかる の 止むな き 

に 至った。 その 代表作 は 「青春」 である。 BR 女學 生の 戀愛を 描いて 絢爛 を 極めた もので は あるが、 

それだけに 文章の 爲の 文章と いふ 弊が 少 くない。 小さく まとめよ うとした 結構に も 不自然が ある。 

【作品】 

一 、(小 說) 寢. m 粉、 通 甲 鶴、 世話女房、 戀慕 流し、 十七 八、 凉炎、 靑春、 天才、 極光、 戀 ざめ、 默從、 人の 思、 

. 金色 夜叉 終篇 

【文章】 氏 は小說 家と してよりも 文章 家と して 不朽なる べき 人で あらう。 今の 眼で 見る と、 多 


小ノ舊 式で 技巧的で、 文章の 爲の 文章に なって ゐ ると ころも あるが、 色彩の 豐 富な こと、 文字に 富ん 

でゐる こと、 叙述に 傑れて ゐる こと、 調子の 滑らかな こと 等に 於て、 明治 大正の ii に 於て は、 凡ら 

く 彼の 文章に 及ぶ もの は あるまい。 又 官能に も 鋭敏で、 觀察も 犀利、 一寸 伊太利の 文豪 ダン ヌチォ 

の 文章 を 思 はせ る ものが ある。 「靑 春」 「戀 ざめ」 の 文章 は 自然主義 以前 の 文章の 最頂點 に 達した もの 

と稱 せられる。 島 村 抱 月 氏 は 「青春」 の 文章 を 評して、 「その 想 を 時代と 觸れ させた とい ふ 事よりも 

第一 その 文章が 技巧の 絢爛 をつ くして、 紅葉 以後 その 脈の 頂點を 此處に 極めた とい ふこと、 而 して 

恐らく 此の 種の 技巧 は、 この 邊を 境と して 今後の 小說 壇の 興味 中心 を 遠ざかり 行く であらう」 とい 

つ て ゐる。 

【文例】 0 

あ、、 日 は今甚 れんと する ので ある。 

釣瓶 落しの 秋の 日 見る く 松林の 岡に 隱れ て、 一頻り。 ハツと 染めた タ榮 雲の^れ 一：；： く 西 明 を^に、 ^の 方 太平 

洋の 蒼然た る 慕 色 を 望んで、 浪打 際の 岩 端に 欽哉 は獨り 佇んだ。 陡 と 海と 溫度も 丁度 中和の 時刻で、 大氣は 凝つ 

て そよ との 風 も 動かず、 夕 凤の濱 邊は物 佗し いほ ど靜 かにく 暮れて 行く ので ある。 問斷 無く 寄せて は 返す 雄渾 

の浪 音の みは、 いつもの 如く 浦から 浦へ と 響き 傅って、 それすら 逆 湧の 勢が 常よ リも 弛んで 單 調に 聞え る。 汐は 
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次. 第に 高く さして、 浪 頭の 白い 泡と 一 緒に 打 上げら る 、藻 や 海草 や、 磯 臭 い 句が 鹽氣を 含んだ 邊 S 重い 靜 かな 空 

氣に充 ち滿ち て 居る。 

夭 は 相 變らす 曇って 居て、 長 崎の W は 日ね もす 時雨れ てで も 居る やうに SR 喑 だった が、 夕日の 波 残に I 頻り明 

るく、 磯 際に！： つた 夷祌 社の 鳥居の 頭が. ホ ツチ リ黑く 見える。 船 は 固より 水鳥 一羽 目に 入らぬ 夕 基の 海 は、 渺茫 

として 水光仄 に、 薄暗い 水平線から チラく 細かい 浪を 織って、 織目が 鈹 となり、 襞と なり、 うねりと なリ、 段 

々高く 大く疊 み 寄せて、 近く 喑碧 8 山の 如くに 鞺と打 突って は、 サッと A く碎 けて 引返す C と、 引く 浪に洗 はる 

、おや 瀋の黑 ぃ濡 色が、 西 明に キラ-,. ^キラ-/ \靑 金 を 散らした やうに 寂しく 光る。 

欽哉は 刻々 に 1= くな り 勝る 海面 を 眺めて、 遠く 遙に 沖の あなたから、 無限の 浪を 刻んで 不窮 に傳へ る 潮の 響に 

耳 傾けた。 窮り 無い 海原 は、 窮リ 無い 大空と 相 接して 見 ゆる 如く、 限り も 知らぬ 其の 水の 果は、 やがて 時 劫の 海 

に 連って、 其處に 無限 を 遡る， 過去の 千 波 萬 波。 空間 時間 一 つ 感情の 潮に 溶けて、 遠くく 來し方 遠く 打 寄せる 足 

元の 浪は、 遙 かに 生れぬ 前の世の 悠久なる 不滅の 響を傳 へる やう。 

「不滅の 響 -I それ は， 然し、 何の 意味 だら う？ 一 と欽 哉は考 へた。 

何と は 知れぬ 哀愁の 胸に 迫る やうな 浪音、 然も 魂 は 其れに 憧れて 行く やうな 可 懐し い 潮の 響。 能く 人 は 何 一 つ 

記憶に 殘らぬ 幼 兒の昔 を 思 出して、 母の 添 乳の 優し い 唄 を 夢心地に 聞 いて 覺 えて 居る やうに 感ずる も の だが、 今 

欽哉は 其れと 同じ 心 持が する。 其の 音、 その 響、 あ、 それ は 記憶で も 意識で もない、 贲 在に 育まれた 心靈の 囁き 

 水 遠なる 生命の 反礬 である。 


微に殘 つて 居た 西 明 も漸う 消えて 了って、 突然、 月 を 浴びた 霜の やうな 靑 白い 一道の 光が 喑ぃ 海面 を 走る。 サ 

ッ と末廣 がりに 放射した 其の 光の 途は、 浪が 鋼色に ムクく 湧き 立つ 如く、 欽哉 はまぶ しさに 思 はず 目 をし ばた 

V いたが、 其れ は 犬 吹； i- の燈 臺が點 火した のであった。 

【ほうれ、 あそこに 見えた ぐ あ」 と 誰 やら 出拔 けに 背後で 叫んだ、 「あそこに 居る！ あそこに ゐ る；：：」 

思 ひ 寄らぬ 人 聲に欽 哉 は 飛揚る ばかり 驚いた が、 薄明に 能く 兑 ると、 自分の 乘 つた 其 岩に もたれて、 同じ やう 

に 海 を 眺めて 居る の は 彼の 別 莊番の 氣狂婭 さんであった。 何時の 間に 來た のか、 浪 昔に まぎれて 知らなかった が 

媼 さんの 足元に は ひたく 汐先 がさし 寄せて、 浪の來 る 度び パ ッと 仄白く 其の 周 園が 泡になる ので、 捨て  >- 措い 

て はさら はれて 行き さう。 それに、 自分の さっきから 冥想に 耽って 居て 氣付 かなかった が、 汐 はもう 餘程髙 く 上 

げて來 て、 乘 つた 岩 端 も 牛 は 水に 浸されて 居た。 

で、 其 所 を 下りて、 媼 さんに も、 「さあ、 お前 も危 いから、 あっちへ 來 な。」 

手 を かけて 促す と、 媪 さん は 素直に 附 いて 來る。 喑く なって 能く は 分らぬ が、 白髮 交りの 髮の乇 そ 、け、 沾ろ 

なな リ をして、 裾 も 袂も浪 のしぶ きで グッ シ ヨリ。 素足に ザクく 砂地 を路 みながら、 何やら 口の 內で くどく 

分らぬ 事 を 喋って 居る。 

一 あ X、 あそこに 居る！」 と 不意に 立 留 つて 海 を 見やりながら、 はっきりした 調子で 欽 哉に、 一 居る だつ ぺ い？ 

ほれお 前に も 見える だつ ぺ いつ」 

「何が？」 と 訝りながら 欽哉 も立留 つた。 
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「何が つて、 あれ II あれが 見えね えだ かよ？」 と 言 ふな リ、 氣 狂の 糞 力で 聢り 欽 哉の 腕 を摑ん で、 - 能く 兑 さつ 

せい、 あすこに、 は あ、 枠が 居 る だよ。」  . 

「ゆ が？」 愕 としたが、 一 は、 X、 何 を 言 ふんだ：」 

「何 笑 ふだ！ あすこに 居る それが 見えね えだ か？. 一  と躍氣 となって 言った が、 思 ひ 返した やうに 急に 沈んだ 聲 

で、 「無理 もな えだ あ。 枠 は、 は あ、 押 死んで 了った だ あからね、 お前に や 見えな かつべ い、 見えね え も 理 なえ 

だよ。 だが の、 押 死んでも 魂 は 生きて る だよ。 ほれ、 向 ふ を 見さつ せ い、 向 ふの 沖で あねえ にこつ ちべ い 見て る 

だ？」  v",l  . 

さう 言 ひながら、 媼 さん はッ 力く と浪 際へ 行く ので、 欽哉は 驚いて 抱き留めた、 抱き留められ たま、、 喑ぃ 

*: に袅と 目を^ ゑて 居る ので、 どんた 事 を 又 言 ひ 出す かと 氣眛惡 げに固 嗬を吞 む。 

と、 暂 くしてから、 一 あぜう にも、 此の 浪だ あ！」 とば かリ、 シク /\ 泣 出した。 

寂しい 荒 璣の浪 打 際に、 狂女と 唯 二人、 欽哉は 何時までも 喑ぃ海 を 眺めて 佇んで 居る。 

「だが の、」 と媼 さん は 振 返って、 浪 めが どね えに 邪魔し ベ いたって、 枠の 魂 は、 は あ、 ちゃんと 俺に 通 ふだよ！ 

體ぢゃ を へ ねえ だが、 魂 は 海で も浪 でも 邪魔 出來 ねえ だ あからね。」 と 言 ひながら、 幾らか 心 も 落着 いたやう に靜 

に 歩き 出す。 

欽哉も 安心して 頷いて 見せた が、 暗くて 互の 顏も 分らぬ。 別莊 まで 送り届けて やる つもりで、 媼 さんの 痩せた 

手 を. 引きながら、 足元 ももう 定かたら ぬ 渚 嗪 ひ。 曇って 居る が 月夜で、 仄に 明み を 持った 雲の 切目 か. ら、 高い 星 


が 底知れぬ 淵 を 望む やうに 所々 黑く 見えて、 星影と も 月明と も附 かずに ぼつと 沖が 白んで 居る。 廣ぃ海 は燈躉 

の强ぃ 光に 一 部分 を 照らさる k 爲 めに、 細長い 其の 光の 通 はぬ 所 は 一 層喑 く、 眞黑 にた k み 寄せる 浪が靑 ぃ憐光 

を きらめかせて —— あ X 深 秘の響 は 益々 高 い。 

II 靑  春 
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加 藤武雄  .、 

【人】 氏 は 神 奈川縣 に 生れ、 土地の 小學 貌を卒 へて 後、 十七 歳 迄 横濱に 住んだ が、 その後 は鄕 

里 で 七 年間 も 小學校 の 代 S 敎員を 勤め てゐ た。 

明：^^: 十三 年、 希望に 燃えて 上京して 新潮 社に 入った。 この 新潮 社 こそ 氏 をして 文壇 進出に 迄 育 

てた 搖籃 である。 當時 「文章 世界」 は、 文壇に 於け る 槍舞臺 となって ゐた 一 流の 純 文藝雜 誌で、 ^ 

袋 氏が 自然主義 文學を 唱道し、 發 表して ゐた始 ど 唯一無二の 機關 誌であった。 加 藤氏 は その 創刊 號 

よりの 投書家で、 名文家、 達筆 家と して 聞え、 花 袋 氏 あたりから も ほめられた。 それだけに、 その 

作風 も 自ら 自然主義 的 傾向 を帶 びて ゐた。 

氏の 文學的 生活 は 決して 新しい もので はない。 隨分 以前から 創作に 從 事して ゐ たので あるが、 そ 

の 作品 を發 表した の は 極く 遲ぃ 方で ある。 所謂 晚熟 である。 それだけに 危っ氣 がない。 大正 五 年頃 

から 雜誌 「新潮」 を 通じて 小 說を發 表する やうに なり、 土の 香の 高い 田園 情景 を活寫 して 獨自の 境 


地を拓 いた。 氏の 出世作で あり、 代表作で ある 「出 發」 に は、 その 濃厚な 自然主義 的 色彩と、 後年 

の 大成 を 思 はせ る 妙 筆と が 全篇から 看取され る。 

近来 は あまり 短篇に 力作 を 見せす、 長 篇小說 勃興の 氣 運に 乘 じて 幾多の 作品 を發 表し、 專ら 通俗 

小說 的な 長 篇にカ を 注 い で 喝采 を 博し てゐ る。 

尙、 氏 は 星 湖 氏 等と 共に、 雜誌 「農民」 を 刊行し、 所謂 rss 文學」 の 唱導に 大いに 力めた が、 

後 主と し て 通俗 長篇 作家と し て の 方向に 轉換 した。 

〔作風】 彼の 作風 は、 素朴な 鄕土 趣味 を 帶 びた 所謂 鄕土藝 術 的な ものである。 

ある 批評家 は、 「氏の 本道 * それ は 農民 小說、 それとも 鄕土藝 術と でも 云 はう か、 氏の 初期の 作に 

は 農村 を 題材と した ものが 多い。 しかも 「祭の 夜の 出来事」 など は、 よく 農村 を 書いて ゐ ると いふ 

ばかりで はなく、 農民に 對 する 理解と 意志が 働いて ゐ るの を見遁 して はならない」 といって ゐる。 

又、 宫島新 三 郞氏は その 創作 態度に ついて、 「氏の 作品 は 如何にも 基礎が しっかりして ゐる。 魏筋 

コ ンク" -I ト でかため て ある やうな 印象 を與 へて くれる。 少し 位の 風が 吹いても 受けな がして 仕舞 

つて 平 氣でゐ る。 ぺ ンキ 塗りの 一 衣作り の 安 請負と は 大分 趣が 逮ふ。 公設市場の やうな ものと は 全 
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く 感じが 違 ふ。 淺 草の 十二 階で も 見て ゐ る やうな、 あぶなっかし さは 氏の 作品から は 感ぜられな 

い。 少く とも 海上 ビルディング を 下から 見て ゐる ほどの 落着と 安心と が 得られる。 そして 叉實 質的 

とい ふこと も、 氏の 作品に 取って は 見の がす ことの 出來 な. S 特色で ある。 例が 少し 變な 方へ 進んで 

來 たが、 前の 繽 きで 暫く 海上 ビルディング を拜 借して 少し 說 明しょう。 氏 は 海上 ビルディング を讀 

^に 印象させる 爲 めに、 其の 一角 を 描いて 全貌 を 思 はせ ると いふ やうな 術 を 餘り用 ひない。 用 ひれ 

ば 案外 成功す るか も 知れない が、 今の所で は 其の 道 を 取らない。 何 處迄も 細字 式で ある。 細かく 一 

つ. 一 っを說 明したり 描寫 したり するとい ふ 風で ある。 それ を 描き、 これ を說 明して、 海上 ビル ディ 

ングを 其處へ 描出す る。 それが 今 曰までの 加 藤氏の 用 ひた 方法で ある。 だが ここで 一寸 斷 つて 置か 

ねばならぬ こと は、 加 藤氏 は 海上 ビルディングの 構造 を 描き 說明 すると ZE 時に、 その 內容を も讀者 

にちやん と敎 へる とい ふ 勝れた 術 を 有つ てゐ ると いふ 一 事で ある。 もの を 丹念に 描 寫し說 明し なけ 

れ ばなら ない とい ふこと は、 明かに 自然主義の 影響に よる ものであるが、 氏 は 更に その 境地 を 一 歩 

深めて、 同時に その 內容を も 裏付ける こと を 忘れて ゐ ない。 描 寫の爲 めの 描 寫ゃ說 明の 爲 めの 說明 

等 は 氏の 最も 嫌 ふところ である」 と 評して ゐる 通り、 新潮 社の 編輯 窒 にあって 精 勵 二十 年 堅 實に地 


歩 を 占めて きた 氏 は、 文筆 生活に 於ても どこ 迄 も 浮いた 諷子 のない 歩調 をと つてき た ひ 

どちら かと 云へば 晚 熟の 作家で は あるが、 さう した 人に ありがちの 焦り 氣味 や、 硬. 匕した g じ 等 

はなく、 地上に しっかりと 建てられた 魔 天摟の 如く、 力強い 安定した 表現と、 均齊 のとれ た 美と を 

示して ゐ た，。 

〔作品】 

1 づ I 

(短篇 集) 鄕愁、 夢見る 日、 處 女の 死、 幸福の 國へ、 感謝、 祭の 夜の 出來 事、 鳴 咽、 彼女の 戀人、 桑の. W ；、 都^ 

へ 、 土 を 離れて、 

(長 篇) 惱 ましき 春、 久遠の 像、 柬 京の 顔、 煉獄の 日。 先驟 者、 饗宴、 沈默 の 塔、 春 遠からず、 銀の 鞭、 愛の 逍 

白虹、 聖林、 秋 夕 夢、 無 憂樹、 夜曲、 審判、 彼女の 貞操  • 

【文章】 氏 は實に 文章に 苦心す る 人で ある。 その 文字の 使 ひ 方 は 細かで あり、 綿密で ある。 そ 

して 如何にして 氣分を 正しく 表 はさん かとい ふ點に 苦心 をす る。 

どっしりした 機構 を もちつ.， も、 飽迄 淀の ない、 晦^ さの 見られない、 そして、 山氣 のない 坦々 

たる 寫實 のうちに、 安らかな 落 付いた、 や.^ 感傷的に 物 哀しい 一脈の 詩情と 優しい 愛と を湛 へた、 

現代 作家の 人 及-作風  一四 ヒ 


現代 作家の 人 及 作風  一四 八 

しっとりと 潤 ひ ぬれた やうな 筆致、 極めて 素直に 讀 者の 興味 を ぐん/ \惹 きつけて 行く。 流れる や 

うな 文章、 それが 氏の 文章で ある。 

【文例】 0 

胡 粉 色の 淡い 暮靄 か、 遠くの 方から その 色 を 深めて 來て、 煙塵の 舞 立つ 地平線の あたりが、 やがて 紫 立った 鼠 

色に ぼかされ てし まふと、 塊 めの こされた かすかな 灯影が、 沖の いさり 火の やうに ちらめ き 出す。 國技 綰 の^ 蓋 

も、 銀河の やうな イルミ ネ I ショ ンを 刷く。 日 本 橋の 角に 高く 聳えた 「仁 丹」 の廣吿 が、 赤く 黃色 くまた たきな 

がら はっき リと 浮び 上り、 三越 吳服 店の 建物が、 その 白色の 肌に 遠近の 灯影 を 反射して、 お 伽噺の 中の 水晶のお 

狨の やうに 輝き はじめる。 其の 他の 大きな 建物 も、 すでに 仝く ゆきわたった 夜の 色の 中に 伸 上って、 或 もの は 明 

るい 窓 を 開き、 或 もの は 薄 鼠色の 輪廓 だけ も 見せて ゐる。 —— 見 わたせば、 强ぃ、 弱い、 大きい、 小さい 無数の 

灯に 闇 をち H- ばめ ながら、 紫紺と も 灰 鼠と もっかない 夜の 空の 下に、 白日の 光で 見た 時より は 更に 一層 廣漠 とし 

た 感じ を もって、 この 家 展 の 海、 人間の 海 は、 はても なく ひろがり 繚 いて ゐ るので あ， v -。 さう して、 すぐ 眼の 下 

に 銀座の 大^ は、 この 海の 中の 一 すぢの 光の 水脈の やうに、 また、 こ の 夜の 都 會を裝 ふ 一 すお の 頸 飾の やうに ま 

つす、 ぐに 延びて、 そこ だけが 際立って 明るく 華やかに 浮かび 上 つ てゐ るので ある。 

私 はこの 露臺を S1 らす球 燈の灯 を 半面に 浴び、 冷た い 石の 欄干に 兩手を かけて、 その 銀座の 大通を 眺めて ゐた。 

街路樹の 稍 を 鮮綠に 燃 立た せながら、 光 を 競うて 輝き 鑌く兩 側の 軒燈、 飾 窓の 色電氣 で、 ところどころ 美しい 


リボンの や ラに染 分けられた 歩道、 その 步 道の 上 を ぞろぞろと 行き かふ 男の 影、 女の 影、 ぽ つり ぼつ リと 頭燈の 

光 だけ を 見せて 螢の 飛ぶ やうに 往來 する 電車、 自動車、 II 中空に 立 迷 ふ 淡い 夜露 を 通して、 それ 等の 賑やかな 

光景 を 眺めて ゐ る 間に、 不思議な 感じ が^の 心 を捉へ はじめた。 とい ふの は、 ぢ つと 眺めて ゐ る-つちに、 それ 等 

の 光景 は、 だんだん その 赏在性 を 失って、 しま ひに は 一 つの 幻影と して 私の 心に 映 じて 來た のであった。 

私 は 更に 眼 を 擧げて 見 わたした。 すると、 それ 灯から 灯に 耱 く廣漠 たる 大都會 そのものが、 その 眞珠 色の 隈ど 

リの 中に 柔 かに 溶け こみながら、 それが、 ふと 私自身の 腦裡に 浮かんだ ところの 氣 まぐれな 幻影 — でなければ 

夢の 中の 一 つの 映像で でも ある やうな そんな 風な 感じが して 来たので あった。 

が、 私 はやが て、 しっき リ なしに 私の 耳朶 を 打ち、 私の 全身 を 漂 はさう とする やうな、 この 都 畲の騷 昔 を 意識 

した。 うめく やうな、 叫ぶ やうな その物の 響 —— たと へ ば、 この 都 會仝體 が 一 つの 大きな W 動機で、 その 電動機 

の 震動 そのもので でも ある やうな その 騒然たる 物の 響 は、 かう し た 私の 視覺の 裏切 を沮ん で、 私が その 眼に 見て 

ゐる ところの すべてが、 決して 幻で もな く、 影で もな く、 1 つの おごそかな 黄 在で ある こと を證據 立てずに はお 

かなかった。 さう だ、 これ は 幻で はない。 影で はない。 かう して 人は活 きて ゐ るの だ。 動いて ゐ るの だ。 激しい 

生活の 渦が、 ここに 渦卷 き、 激しい 生活の 戰が、 ここに 戰 はれて ゐ るの だ。 この 地球の 上の 最も 重要な 一部分、 

大日 本 帝國の 首府 東京の、 これ は 儼 乎と して 疑 ふべ からざる 存在な の だ。 

私 は 一時 瞬間 私を捉 へたと ころの 不思議な、 むしろ ばかばかしい 幻想 を振拂 ふやう にしながら、 强く頭 を 振つ 

てゐ た。  . I 東京の 銪 —— 
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【人】 明治 二十 叫 年 七リ、 福 岡市湊 町に 生れた。 二十 七 年に は 父が 沒 したため 一家 祌 戶 に^ 

り、 翌年に は 大阪に 移り 住んだ。 

叫 十四 年上 京して 早稻 田の 文科に 入學 したが、 屮途 で退學 した。 當時 同級生に は 一一： 卜；^^ 小-!:、  ^ 

S 耿之 介、 森 口 多 里、 澤田 正ニ郞 等が ゐた。 

大正 ra: 年初め て 童話 「掎籃 の 唄の 思 ひ 出」 を 書き、 「少女 之 友」 に 載せて 以来、 「文章 世界」 「中央 公 

論」 等に 繽々 と 創作 を發 表して 文壇の 一 流 所に 推進んだ。 

氏 は 揉み上げが 長くて 長 面の 感じ は どこか 得體の 知れない 薄 氣味惡 さを與 へる。 のみなら す 表面 

頗る 柔和に 寧ろ 女性的に さへ 兌え ながら、 どこか 剛情な ところが あり、 人 を 喰った やうな ところが 

ある。 卽ちモ ンスタ ー とか 鹅と かいはれ る 所以で あるが、 併し 事實 はさう 狡猾で も 老獪で もない。 

「人の い、 古狐」 と廣津 氏の いってる 如く 老獪の やうで 案外 律氣な 正直者で あり、 巫山戯て ゐるゃ 


うで 案外 眞 面目で あると いふ。 

叉 氏は少 からす 世路の 艱難 を甞 めて 來た 人で あるから 何事 もちやん と乔 込んで ゐて、 餘り圭 角 を 

現 はさない。 言 はぐ 苦勞 人な ので ある。 あらゆる 多感と 聰明と を 二つと も浼ね 具へ た 人の やうに、 

滅多に ムキ にならない。 さう して 市井の 苦勞 人が 表面 世の中 を 茶化して 通る やうな 一種の 喜劇 的倾 

向 を 有って ゐる。 世間 的に は その 喜劇 的 方面が 著しく 眼に つくので、 人 を 喰った やうに も^え、 肚 

のない 人物の やうに も 見える が、 心 田に はや はり 人生の 悲しみ を 知る 者の 眞 面目 さ を もって ゐる。 

のみなら. f 非常に 氣 弱さう に 見えて、 內心 容易に 屈しない 彈カを もって ゐる。 

氏の 日常生活 は、 變 則な 生活 者の 多い 文壇で も 最も 奇拔な ものである。 二つの 居所、 上なる は 家 

庭、 本鄕 なる は書齋 で、 朝起きる と 三味線の 師匠の 來 るの を 待って  一く さり 稽古す る。 それからの 

こく 本鄕の 下宿屋なる 書齋に 出かけて 讀 書し 創作 をす る。 そこ は 所謂 萬 年 床が 敷いて あって、 來 

る 乃ち 床の 中に もぐり 込んで、 俎の やうな 小さな 机の 上で 執筆す る。 勿論 讀 *1 も 應接も 床の 上で あ 

る。 そして 夕暮 になる とべ ンを 拾て て ふらりと 散歩に 出て、 夜 十二時 頃 はじめて 家へ 歸る さう であ 

る。 而も 健筆なる こと は 驚く ばかりで、 三 四 時間に して 一 篇 をな し、 一日 百 枚 位 書き飛ば すと いふ 
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超特急 振り も 文壇 名物の 一 つで ある。 

〔作 虱 J 氏 は 「藏の 中」 「苦の 世界」 の 二 作に 於て、 ュ ー モ ラスな 饒舌の 中に 苦勞人 風の 人情味 

を 漂 はせ た 新風 を 示して 文壇に 認められた。 その 特色 は 巧妙な 話術に よって § 諧謔の 中に 一脈の 

悲哀 を 籠め てゐ ると ころに ある。 何れ かとい へば 常識的で、 作風に 終始 變化 はない が、 而も その 表 

現と 情味に 於て 一 種 獨特の 趣 を もって ゐる。 專ら 物語 風 を 採り、 縷々 として 盡 きない 道化た 筆致の 

間に 世故の 隱微を 悉くし、 自ら 人情の 機微に ふれて ゐる。 

「氏の 作風 は 當然世 の 毀譽 褒貶 交 え 起るべき 理由 を もって ゐる。 氏の 好んで 用 ひる 材料 はぐうたら 

な BR 女の いきさつ とか、 意氣 地の ない 貧乏 生活 だと かで、 其の 間に 破廉恥、 倨傲、 不信、 *ft、 放 

埒、 無情、 貪慾、 卑怯、 無能 —— 等の 事件に 面白い 破綻 を 多くつ くる やうな 性格 を 配し、 これ を 氏 

一手 販賣 の締 りない 饒舌で 讀者を 煽り 上げたり、 はぐら 返したり、 だしぬけに 大聲で まくし 立てる 

かと 思 ふと、 急に 調子 を 落して ひそ- (- 話に したり、 喧嘩 口調になる かと 思へば 態とら しく 猫撫聲 

を 出したり、 きつば り 捨臺辭 を 一一 目 ふ 口の 下から 冗々 泣き 首 を 並べたり する 風で、 知ら. f/-\ す つか 

り讀み 通させて しま ふ 手腕 は 決して 凡で ない。 宜 なる 哉、 現今の 文壇で 第一 等の 人氣と 最大 多數の 


讀者を もって ゐ るの は 氏の 作品 ださう であると いふ こと。 

氏 を 非難す る 人々 は、 氏の 作品に ついて 「不生産的な 自慰 小說 である」 とか、 「何たる 野 方 圖な事 

だ、 もう 少し 自己の 創作 態度に 不安 を 感じても よい 竽だ」 など 喝破し、 又 氏に 與 する 人々 は、 「無駄 

が 多くて 無駄に ならぬ、 立派な 皮肉な ュ ー モア だ、 鮮やかな 腕 だ」 とか、 「とりとめが なくなり さう 

な 一一 ユア ンスを 如實に 描く」 等と 賞揚して 居る。 

そして、 私 は その 何れ を も 首肯す る もの だ。 唯 私が 氏の 爲に敢 へて 取らざる 所の もの は、 氏の 作 

品 を 讀む每 に、 氏が 自ら 「喰 はせ る もの」 なること を氣 取った やうな 遊戯的 態度が 兑 える こと だ」 

と 畑 耕 一 氏の 評して ゐる 如く、 宇 野 氏 は 「苦 勞」 を 少し 鼻に かけすぎ る ことが 面白くない。 宇 野 氏 

を 動かして ゐる 最も 强ぃカ は 苦勞の 優越 權 である。 苦勞 人^ ある こと はい、。 けれども、 苦勞人 を 

鼻に かける の は苦勞 人ら しくない ともい へ る。 

ま k よ、 氏が 一一 IE ふ 所の 苦 勞とは 何で あるか。 それ は 西 鶴、 近 松が 好んで 扱った 戀と 貧と に まつ は 

る それで ある。 然し、 その 中で も 好んで 戀の 苦勞を 描く。 而も その 戀の對 象 は 堅氣の それで はなく 

多く は ヒス テリ ー 女、 田 舍藝者 、 女郞、 淫賣 婦、 女優で あると いふ 風に 總て商 赍人 である。 
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氏 は、 その 特殊な 苦勞を 物語る に、 又 特殊な 巧妙 を 極めた 物^ 作者と しての 腕 を 持って ゐる。 叫 

るく 樂 しげな 調子の 裏に、 陰う つな 生^の 影 や 物悲しげ な 氣分を にじませ、 浮世 人情噺の 眞打 とい 

はれ、 諧謔 的 抒情詩と いはれ てゐ る。 面白い 人. 物 や、 面. 2 い 生活 を、 面白く 描く とい ふ 態度、 時に 

よると、 調子に のって 書きす ぎる とい ふ 弊が ある。 一人物 一事 件 を 面白い とい ふ 軸に 結へ つけて 廻 

轉 させす ぎる 傾向が ある。 だから、 氏の 作 中の 人物に は 生きた 性格がない。 作者が かなり 都合よ く 

作り上げた ものである。 氏の 作品が 全部 的に ぴったり 適って 來る 力がない の はこの 故で ある。 尙ほ 

讀者 などに 遠慮せ す、 自分の 思 ふこと は飽迄 徹底 させす に は 置かない といった やうな 態度に は、 全 

く 人 を 馬鹿にし たやうな 趣が ある。 併し さう して あちらこちら 引き 廻され てゐる 中に も. いっかし 

み^ \> とした 世界に 引き こまれて 思 はす ホロ リ とさせられ てし まふ。 千 葉 龜雄氏 は 「物と 心から 生 

れる 物の 哀れの 觀賞 者」 といった が、 字 野 氏 は、 さう した 社會に 生きなければ ならぬ やうに 運命 づ 

けられた 人間に 對 して、 眞實な 悲しみ を 寄せて ゐ るので ある。 怪奇な 悲喜劇 を 描いて、 そこに 一種 

のュ I モア を 漂 はせ ると 共に、 その 底に 啜り 泣く 眞 莨な 人間の 聲を 聞かせる。 そして、 その 背後に 

作者の 心の 批判 を 示さう としない 態度、 作者の 心に 批判 を 示す の は 野暮 だと 考 へる 態度、 それが 宇 


If 氏の 藝術 家と しての 態度で ある。 

【作品】 

(短篇 集) 蔵の 中、 苦の せ界、 男心 女心、 美女、 迷へ る 魂、 空しい 春、 靑春 の果、 子 臭し 屋、 裏ケ 原、 わ 

が 日 わ 力 夢 

(長 篇) 戀愛 合戰、 心づ くし、 魔 都 

二、 感想 集 文藝 夜話、 文學 的散步 

【文章】 が 精一 一氏 は 次の やうに 云って ゐる C 

？野 君の 作品 は、 今迄 G ところ 殆ど 全部 一人 稱 I かれて ゐる。 他人 を 書いた 場合で も、 き 

その他 人が 一 人稱で 語り 出して ゐ る。. 隨 つて 宇 野 君の 文章の 巧 さは、 やがて 說 話術の 巧み さとい ふ 

ことになる。 實際 彼の 作品の 主人公 達の f ま はし は、 實に 自由で ある。 ま處へ 手が 屈く と？ 

たやうな ものである。 だが、 その 自由 は 少し 選 擇を缺 いて ゐる 場合が ある。 例へ て 1 と、 Af 

ら i へ 達する とい ふ 場合に、 私達なら ば、 まな 意味で 一番 好都合な 道 を 選んで、 その 道す ぢを 

霸す るが、 彼の 場合で は、 兩地點 に 存在す るすべ ての 道 を、 遠い もの も、 近い もの も、 すつ 
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と 迂回して 行く の も、 さう した 道が あると いふ だけで、 通る 必要が 少しもな いと 思 はれる ところ さ 

へ も、 詳しく 說明 すると 言った やうな ものである。 隨 つて 讀んで ゐる間 は、 「おや、 こんな 道 も あつ 

たか」 とうな づ かれて 面白く は あるが、 全體 から 見て 必す しも 効果が あると はい へない。 次に 彼の 

文章の 特色 は クラシック であり、 日本人 的で あると ころで ある。 時々 新しい 歐 文脈が 取 入れられて 

ない こと もない が、 全 體 として 彼の 文體は 古めかしい 感 がする」 と。 

實に 氏の 文章 は 話 上手で 自由での び し てゐ る。 そして、 かなり ディレッタントの 匂が ある。 

例へば、 

「どうして、 どれ 程、 どんな 妻に、 今 は 過ぎ去った 月日の ことたが、 私が 惱 まされた もの か？ 實 

際、 その 時の 私の 苦 勞は幾 楝の藏 を 建て ゝも 足りない 程であった、 その 時の 私の 苦勞に は、 實，、 

富 士の山 だって 立った に 違 ひない、 それ は 私の 友達の 內の ほんの 二 三 人が、 それ も备々 極く その； 

端 を、 別々 に、 そして 切々 にし か、 …… だが、 結局 誰も 知らない こと だ、 そして 知って ゐ るの は 神 

様の 外に はない の だ。」 

とい ふやうな、 奔放 自在、 冗長 無双、 併し 氏が 好んで 描く 男女 間の 纏綿た る 情事 を寫 すに は 最も 適 


切と 思 はれる ところの 表現で ある。 そして 想像力が 豐か であり、 感情が 濃 やかで ある。 殊に ヒス テ 

リ ー の 女の 描寫 にかけ て は 日本 第一 の 折紙が ついて ゐる。 

【文例】 ◦ 

しかし、 苦勞は 外よりも 內に 多かった、 と 言 ふの は、 彼女 は 始終 例の ヒス テ リイの 發作を 起した。 小 遣がない 

と 言って は 起した。 转 つて 來た髮 の 恰好が 氣に 入らない と. *B つて は 起した、 その 髮を 破す のに、 髮を 結んで ある 

元 結 を 私に 鋏で 切って くれと 言って、 その 鋏の 目 付け やうが 通いと 首って は、 その 元 結が-つまく、 手早く 切れな 

かった. i 言って は 起した。 もっとも 一 々その 瑰 由を舉 けて 起す 譯 ではな い。 事 赏 又 本 常の、 * 本の 理由 は 彼女 a 

身に もよ く 分らな いに 違 ひない。 

見たところ は、 彼女 は大變 大人し い 女子な のであった。 賁際、 彼女 は棰 端な はにかみやで、 或 ひ は 人と 挨拶す 

るの を、 或 ひ は 初めての 人と 合 ふの を、 言ひ換 へる と、 少しで も 人が、 殊に 年若い 娘 なぞが、 きまりが 惡 いとい 

ふ 精 類の 事 を、 それ は 私の 樣 なよ くその 呼吸 を吞み 込んで ゐる者 さへ が、 なる 程 こんな 事 もやつ ばし はにかむ の 

對稱 になる のか、 と 時々 意外な 發 B- に 驚かされた 程、 さう いふ 風な 一 切の 事 を、 痫 的に はにかむ 質な のであった。 

だから、 そんなに 我儘で ぁリ ながら、 彼女が 思った 十分の 一 も 萧物を こしら へて くれる どころ か、 彼女 自身の 小 

さい 慾 望を充 たす ために、 往々 却って 彼女 自身の 萧物を 質に 入れて 失くな す やうな ことにな つたり、 小逍が 十分 

に供耠 されなかったり、 一口に 言 ふと、 彼女の 夫た る 私が 餘 りに 不甲斐なく 貧乏で あると いふ こと や、 そして 彼 
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女. の 夫た る 私が 大人し いと いふ だけで、 てき はきした、. 要領 を^た 男で な いと いふ こと や、 さう いふ いろ，/,, ^な 

不滿 を、 彼女 はさう いふ 性質から、 平素は 口に 出さずに 合んで ゐる ために、 それが 時々 彼女の ヒ ス テリ ィ忭に 助 

けられて、 前に 言った やうな、 乂 後でい ろくと 述べる であらう やうな、 ^的な 發作を 彼女に 起させる らしい の 

であった。  .  ； 

私 は それ を 悉く 知って ゐる。 けれども、 實に 心で は 彼女 を 愛する^ だが、 それに 依って 稍々 救 はれる と 思 はれ 

る、 私たちの 平和 を 得べき 唯一 の 方法で あると ころの、 少し 十分な 金 さへ も、 私に は 得る だけの 腕がなかった の 

であった。 

「何故 あなた は」 と 彼女 は屢 言った 一 私が 初めに あなたと 一緒になら うと 言った 時に、 逃げようと 言った 時に、 

い、 如 減な 返事 をし ないで、 いけない、 俺 は 甲斐性な しの 意氣 地な しなんだ から、 と .《 狀 してきつ ばりと 斷らな 

かったんです.，' ： ：」 そして 最後に は 屹度 吐出す やうに、 一意 氣地 なし！ 一  と 斯う 叫ぶ のが 常な のであった。 

或^は 乂 彼女 は、 a 分と 自分の 髮の乇 を 三寸ば かり も 切って、 それ を 突然 私の ふところに 捻ぢ込 んだ。 そして 

後に なって、 乂の發 作の 時には その 髮は 私が 切った i とになる のであった。 髮を結 ひに 行って、 うまく 結へ なか 

つた 時 も、 やつば しそれ が 私の せゐ になる のであった。 ^物 を 破る、 —— 元より 餘 分に 手元に 置いて ない 物の こ 

とで あるから、 すぐ さし 支へ て來 る、 買へ ない、 若しくは 質に 人って ゐる のが 出せない、 そこで 乂發 作が 起る の 

であった。 更に 私が 困った こと は、 何分 間 借の ことであった から、 襖 一 重 彼方に は 他所 3 人た ちが &る ことで あ 

つた 。-  . 


意氣 地な し！ そして 仝く その 通りで 私 はあった ひだ。 けれども、 彼女 も 亦 言 ひやうな く惡 いのであった。 何 

故と いふのに、 彼女の ヒ ス テリ ィは 妙に こじれて 來 ると、 彼女 自身で さ へ 屹度 後になる と 不快で たまらな いだら 

うと 思 はれる やうな こと を、 往々 口にする のであった。 あるべき 事 か、 彼女 はわ ざと 人に 閡 える や-つな 大きな 聲 

で 、「言 ふぞ、 言 ふ ぞ！」 と 叫ぶ のであった。 そして その 嚇し 文句 は、 無論  >  初 は そこまで 言 ふつ もリ ではない の 

だら うが、 さう 言って ゐる うちに、 つい 止む を 得 なくなって、 彼女の 口から 出て しま ふの だと は、 私 も 察する に 

凝く はない けれど  卽ち、 彼女 は、 聞いて ゐる 私たちが 十分 はら - する 程、 私たちが 僞名 をして ゐ ると いふ 

こと を 半分 口走った リ、 かと 思 ふと、 これから St: 察に 行って、 私が 彼女 を藝者 家から 誘拐した の だと 白狀 して 

やる と 叫んだり する のであった。 - 1 1 

—— 苦の 世界 I 
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6? 津禾 苣 

【人】 明治 一 一十 四 年、 東京 市 牛 込に、 i 柳浪の 子と して 生れ、 大正 一 一年 早稻 田大學 文科 を卒 

業。 お父さん に似て、 少年 時代から 祌經 質で 敏感であった。 所謂 深刻 派の 大家と して、 人生の 喑い 

方面にば かり 目 をむ けて ゐた 柳浪 氏、 兩戶を 閉めなければ 書け ない といって、 夜 を 徹して 仕事 をし 

たとい ふ柳浪 氏から 和 郞氏は 憂 P と神經 質と を享 けついだ。 氏の 神經は 如何なる 微細な 刺戟 も必 す 

JS かの 反應を 示さす にはゐ ない SS 感 である。 又 氏に は 愛すべき 程の 正直 さが ある。 

彼 は 未だ 早稻 田に 在擧 中から 多くの 文壇の 先輩に も 知られ、 其の 頃から 「文 藝俱樂 部」 等へ チ H 

ボフゃ モウ パぃ スサ ンの飜 譯等を 寄せたり して ゐた。 

然し、 彼が 文壇 生活の 振り出し は、 文藝 評論に よってな された。 評論家と しての 氏 は、 當時 論壇 

の 一 權 威だった 生 田 長江 氏 さへ、 藝 術の 眞蜃を 氏 ほど 鋭く 見抜く 人 はない といつ てゐた 程であった。 

やがて、 彼 は 長 篇小說 「神經 病 時代」 「悔」 等に その 實カを 認められて、 早 稻田诚 中 最も 嘱望 さる 


べき 作家と して 世に出た。 

【作風】 彼 は親讓 りと いふ 敏感 さと、 • 聰明 さと を. 以て、 あらゆる ものに 纆 はる や 不自然 や 

溷濁を 銳く見 祓いた。 深く 鋭く 人生の 底 を 見れば 見る 程、 その 底 は ，喑 く 而も 不知の ものであった。 

そして 辛うじて 其處に 見出した もの は、 人生の 姿の 不幸と いふ こと、 慘め とい ふこと、 淋し さとい 

ふこと であった。 不正と いふ ことに は 全然、 緣 遠い 人々 が、 變に慘 めな 歪められた やうな 生活に II 

いで ゐ るの を 見た。 人間 を 愛する 氏 は、 當然 それに 眉 を ひそめた。 さう した 人々 の 不當な 苦 惱ゃ不 

fK 慘め さや 淋し さは どこから 來 るか を 考 へた。 

さう した 氏 は、 人^の 弱さ を兑 出した。 チ H ボフ が、 「現代。 シャの 最大 不幸 は 性格の 破產 だ」 と 

霄 つて、 其處に 其の 當 時の 。シャ 人の 不幸の 病 源 を 兌 出した やうに、 現代 日本人の 多くが、 性格の 

强 さがない ために 不幸 生活 を 送らねば ならぬ の だと 見拔 いた。 さう 考 へた 彼 は、 作家と して 先づこ 

の 弱さ を 問題と した。  ， 

彼 は、 更に 又、 無 愛の 生活の 中に 大きな 不幸が あり、 慘 めさが あり、 淋し さが ある こと を 人 一 佶 

痛感して、 其 處 から 起って くる 人生の 不幸 を 描いて 高調した。 
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前者に は、 「神經 病 時代」 「轉 落す る 石」 「二人の 不幸 者」 等が ある。 共に、 性格の 弱い が 故に 神經の 

暗示に か 、り 易く、 祌經の 暗示に か 、 つて 心に もない こと を 仕出かす が 故に 不幸に 陷る 人々 を 書い 

て、 何とかして 彼等 を 救 ふべき 道 はない かと 考 ベた。 そこに は 焦燥の 色が 濃く 出て ゐる。 

後者に は、 三部作と いっても よい 「師崎 行」 「やもり」 「波の 上」 が あり、 又 「悔」 「死兒 を 抱いて」 

等が ある。 何れも、 弱さの 爲に、 愛な きため に陷 つた 窮地から どうしても 脫け 出られす に懊惱 して 

ゐる 人間 を 描いて ゐる。 そこに は 憂繫が 重く 澱んで ゐる。 

然し、 氏 は 決して さう いふ 人物の 性格な り、 行動な り を 是認して はゐ ない。 氏の 道義 意識 は、 あ 

の 人物の 存在 を 以て、 決して 光榮 あらしめ る ものと 思って はゐ ない。 どうにかし なければ ならな 

い、 そのままの 人生で はいけ ない と はっきり 意識 はして ゐる ものの、 さて それ を どうすべき 力と い 

ふ 段になる と、 その 解決法 は 分らない。 

^は 云 ふ、 「私 は 現代の 日本に は、 性格 的に 破産して ゐる 多数の 人間の 住んで ゐる こと を 知って ゐ 

る。 性格の 破産して ゐ ない 人間 は 誘惑に 打ち克つ とか、 それに 打ち負かされる とかに よって 救 はれ 

たり 墮 落したり する。 けれども 性格 破産者 はさう いふ 譯には 行かない。 彼等に とっての 間 題 はそん 


-. ^ことで はない。 トルストイの 道德ゃ イブ ゼン の社會 問題 や、 さう いふ もので はどうす る こと も 出 

來 ないやうな 缺陷が 彼等に は ある。 彼等 は 狀態を 如何に 變 へても 救 はれない の だ。 …： 例へば 靜坐 

法が 健康に 好い とい ふこと を 知った としても、 或る人 間 は 坐る に堪へ 得る 程度の 體カ もない ほど 肉 

體 的に 破産して ゐる。 丁度 それと S じ やうに、 如何なる 好い こと 美しい ことの 存在 を 知った として 

も、 それに 向つ て 進むべき 精祌 的の 底力が まるで 無くなって しまって ゐる 人間が 現代の 日本に は澤 

山に ゐる。 …… 何故 さう かとい ふこと が 私 は 知りたい の だ。 ^は 彼等 を 愛し、 彼等 を氣の 毒に 思つ 

てゐ る。 が、 彼等の 有様に かなり 失望 を 感じて ゐる。 どうしたら 彼等が 救 はるべき ものである か、 

その 方法が 今の 私に はまる で 解らない。 —— そこ で 私 は 憂 驚に 襲 はれる」。 と。 

彼 は 現代の 世相の 底に か \ る 性格 破産者 を 見出した。 而も それ は 單に 一 個人の 傾向で はなく し 

て、 萬 人 共通の 傾向で ある。 つまり 氏の 人生 觀 なので ある。 氏 • の 作に 共通な 喑さ賴 りな さ 不安 は 凡 

て そこから 來 るので ある。 

けれども、 彼 はさう した 憂鬆に 安住し きれなかった。 一方 さう した 無 解決な 人生 を考 へながら、 

なを さう した 世界 以外の 明るい 調和に あこがれた。 然し、 さう した 憧は 永久に 充 される もので はな 
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かった。 そこで 彼 は 烈しい 幻滅の 悲哀 を 味 は ひ、 必然的に 虚無的に なって 行った。 

折からの 關^ 大震災 は、 氏の 疲れき つた 心 を 强く搖 り 動かした。 燒 土に 芽ぐむ 人間の 生の 努力の 

甲斐々々 しさ を 眺めた 彼 は、 從來の 否定的な 氣持を 捨てた。 そこに 氏の 新しい 人生への 肯定が 生れ 

た。 けれども、 廣津 氏の やうな 感情の 銳ぃ、 祌經 的に 圭 角の ある 正義 派 的 情念の 所有者 は、 容易に 

一 切 を 肯定す るな どと いふ こと は 望まれない 心境で ある。 

之 を 要するに、 「人間の 中に 祌 のみ を 見ようと する 人道主義者、 理想主義 者に なりすまさないで、 

あくまでも 人生 を ほり 下げて、 そこから 何 か 生きた 大きな 力 I 摑み 出さう とする 現 寳的现 想 主義 

若く は眞の 意味に 於け る モラリスト たらん として ゐる 傾向が 多分に 見える。 何よりも あの人 生 

に對 して 動いて ゐる氣 持が 尊い。 氏の 藝 術の 大きな 生命と 力と を與 へる もの は、 全く その 動いた 氣 

持に 外. ならない。」 と宮 お 氏 は 云って ゐる。 さう して、 S が 以上の 如く、 容易に 道德的 意識 や 理想の 

殼に 入らす に、 常に 生々 發展 して ゆく 新時代に 順應 して 止まない 潑剌 として 自由な 氣持 は、 勿論 ハ § 

崎 精 二 氏が いふ やうに 「生れな がらの 藝術 家」 である 天性に も 依る であらう けれども、 又 一 つに は、 

氏の 聰明な 现智 性^ 原因す る ものと 見られる。 氏が 才氣 煥發、 極めて 明敏な 頭腦の 人で ある こと は 


巳に 定評の あると ころで ある。 

【作品】 

1 、(小 說、) 神經^ 時代、 師峪 行、 韓落 する 石、 侮、 やもり、 二人の 不幸 者、 線路、 波の 上、 死兒を 抱いて、 二 

重 生活 者の 手帳、 三年、 邂逅、 薄 募の 都會 

二、 (飜 譯、) 六號 室、 女の 一生、 貧しき 人々、 接吻 

三、 (戯曲、) 勝者 敗者、 生きて 行く、 

【文章】 氏 は 素直な 癖の ない 表現の 持主で ある。 素直で ある こと は、 他面 平淡に すぎ 冗漫に 倾 

くと ころも 多少 見え はする が、 その 細密な 筆に は 味 はふべき ものが ある。 

氏 は 又 遊獵を 好み、 愛犬 を 題材と した ものが 多く、 動物 描寫に 於て 確かに 獨 得な もの を 示して ゐ 

る 0  ■ 

〔文例】 o 

汽車が W ぐ 側 を 通る と、 妙に！！ を卷く やうな 風が 起る。 私に は あれが いけない。 くらくらと 眩暈 を 感じて、 身 

體が へんてこに その 屮に卷 込まれる やうな 氣持 がする。 それが 堪らなく 不快 だ。 そこで 私 は 汽車 がれぐ 近くに 來 

ると、 片足 を 提の方 へ 下ろして、 ステッキで しっか リ身體 を 支へ て、 眩暈の 來 ない 用心 をした。 けれども、 その 
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時に なっても 尙、 例の 縞蛇が、 相變ら ずの ろり のろ リと 動いて ゐ るのに、 私 は 一種の 興味と 心配と を 感じた。 一 

體 どうす るつ もり だら うと 思った。 こんなに 汽車が 近 XV. いて 来ても、 それが 解らない の だら うかと a つた。 I . 

そこで、 尙も その 方 を 見て ゐた。  . 

汽車が 二三 問 近づ いて 來た 時であった。 その 時に なって、 初めて 蛇 は それ を 感じたら し い 樣子を 表 はし 始め 

た。 大きな 砂利が 敷いて あるので、 步 きにくい ためで あらう か、 長 細い 身體 を、 左右に のたり のた リと 非^に 波 

打た せながら 急ぎ 始めた。 それが、 何となく 砂の 上に 置かれた あなごが する やうな 速 動に 見えた。 —— その 巾に 

彼 は 急に 向き を變 へた。 今まで 線路 を 横切、 りうと して ゐる 方向 をぐ るりと 轉 じて、 その 小さな 頭の 先から、 ベろ 

りべ ろり と 黑ぃ舌 を 出しながら、 線路と 線路との ra: を、 汽車の 進んで 行く 方向へ 向って 走り出した。 ー舜 大き 

な 汽車が、 此 小さな 蟲を 追つ かけて ゐる やうな 恰好に 見えた。 . 1 1;4 は 蛇の その 方向 轉換 を、 初めは 成程と g つ 

た。 もう 汽車が 餘 りに 近づいて 來 たから、 横切って ゐて は、 瞬く 問に 切斷 されて しま ふ。 それ を 思って、 汽車の 

進む 通りに 進み出した の だと 思った。 さう すれば、 汽車が 蛇の 頭の 上 を 唯 通過して 行って しま ふからで ある。 

さ-つ 思って ゐる屮 に、 汽車 は 私の 直ぐ 前 を、 蛇の 頭の 上 を 通過した C その あ ふりの 不快な 風 を 避ける ために、 

私 は 思 はず 顏を そむけた。 そして それが 通過し 切る と、 私 は uf 速 線路の 上に 眼 を やった。 

蛇の 頭は內 側の 線路の 上で、 くち ゃリと 平たく つぶされて ゐた。 そして 割合に 肥った 丸い 身體 が、 白つ ぼい 腹 

の 方 を 少し 見せながら、 砂利の 上に だら りと 横 はって ゐ た。 やっぱり 彼 は 機き 殺された のであった。 

私 は大變 むごたら しい もの を 見た やうに、 妙に 胸が 喑ぃ 感じに 充 たされた。 歩き 坨 しながら、 どうして 機 かれ 


たもので あ 、か を考 へた。 あの まま 汽車の 下にな つて、 線路と 線路との 間 を 動いて さへ ゐれ ば、 ^に鑠 かれる 事 

はなかった 喾 である。 併し、 やっぱり 慌てたら しい。 幾臺 かの 客車が 通って ゐる屮 に、 その 車と 車との 間から、 

どうかして 外に 逃げ出さ うとい ふ氣 になった らし い。 これ は 我々 でも 一 寸 さう 云 ふ 立場に 置かれたら、 慌てて そ 

んな事 をす るか も 知れない と 思った。 線路 を 横切らう として 間に合 はなくな つたので、 汽車と 同じ 方向へ 進み出 

して、 頭の 上 を 通過 させて しま はう と考 へたと ころまで は， (或は 偶然に さうな つたの かも 知れない が、 併し その 

位の S 考カは 蛇-」 あると 見なしても 差 支 へ な いと 思 ふ。) おちつ いて ゐ るが、 肝心な ところ へ 行って、 やつば り慌 

て 始めた ものと 見える —— こんな 風に 考 へ た。 圓覺 寺の 境内の 犬が、 びっこに なって ゐ ると いふの も、 やつば り 

こんな 風な 慌て 方から 來 るの かも 知れない、 などと 考 へた。 

町で も 同じ やうな もの だと 考 へた。 へんな 處で、 おちつき を 失って、 みんな ひどい 目に 會 ふの だと 考 へた。 1 

I そして 蛇 は聲を 立てない から 默 つて、 櫟き 殺されて ゐる けれども、 頭 をち よこん と 線路の 上に 出す までに は、 

隨分 烈し い 恐怖 を 感じた の だら うな どと も 思った。 

II 線路 —— 

〇 

僕と ェ ス とは乂 とぼとぼと 步 いて 行った。 こんな 時 は、 犬の 機嫌 を 取る や ソ にして やる のが、 獵人 として^ 然 

なの だ。 ところが、 その 日 は、 何 か 僕の 感情が 曲って ゐた。 僕 は 尻尾 を 垂れて 默 つて 歩いて 行く 犬の 樣子 さへ、 

何だか 腹立たし いものに 思 はれて きた。 犬の 活氣 なさ、 まるで その 日の 天候の やうな 無情 さ  それが 
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何だか、 急に 僕に 對 する 不信任 を 示して ゐ る、. 變な 言葉 だが、 と 云った やうな、 妙に こぢれ た^ 持が して 來た。 

^際 乂、 獵 犬と いふ 奴 は、 折 角逐 ひ 出した 狴物 を、 主人が^ 終擊ち 損じよ-つ ものなら、 主人に 對 する 露 # な輕馊 

を 示して 來る もの だ。 僕 は 無論、 それほど 始終 繫ち 損じる わけで はない から、 H スに輕 蔑され る こ LJ はない の だ 

が、 それでも その 時 は、 祌弒の 調： ナで、 H スの 悄氣て とぼとぼと 步 いて 行く 姿の 中に、 僕に 對 する 輕 蔑の 色が あ 

る やうな 氣 がした の だ。 

「 ェ ス」 と 僕 は 呼んだ。 ェ スは振 返った が、 僕の 呼び 聲の 荒々 しさに、 妙に 臆病な 眼 付 をした。 それが 又 僕の 腹 

立た しさ を 一 暦 募、 りした。 

「おい、 H ス」 と 云 ひながら、 僕 は 犬の 首輪に 手 を かけて、 H スの 身體を 引き寄せながら、 その 首根っこ をい き 

なりぐ つと 締めつ けたの だ。 —— ェ スは 不思議 さうな 額 をして、 此 理解 出来ない 主人の 振舞 を i てゐ たが、 苦し 

かった と i えて 身 を 振り もぎった かと 思 ふと、 急に 林の 中 へ 驅 込んで 行つ てし まった。 

僕 は！： だか まだいら いらして ゐた。 靴で 地面 を こっこつ 踏み鳴らし たりして、 譯の 解らない 餘憤を 洩らして ゐ 

た o 

僕 は その ま 、乂 とぼとぼと 步 いて 行った。 エス は 屹度 遠くの 方から、 自分に 蹤 いて 來 るの だら う、 そんな 事 を 

思って 步 いて 行った。 が、 暫く 經 つて 振 返って 兄ても、 ェ ス の 姿 は 見えない。 僕 は へんに 不安に なって 來た。 ど 

うした の だら うと 思った。 . I 主人の 亂 暴な 扳 舞に 吃驚して 逃げ出して 行った としても、 犬と いふ 動物 は * どう 

しても 主人から 離れられる もので はない。 して 見る と、 あの 時、 何處 かに 龃け 出して 行った まま、 道に 迷って し 


まひで もした の だら うか。 

併し その 中、 又何處 からか 僕の 足跡 を 嗅ぎ出して 現 はれて 來る だら う、 と 思った ので、 乂ニ 十分ば かリ 歩いて 

行った。 けれども や は リエ スは現 はれて 來 ない。 

僕 はとう '不安で 堪らなく なって 來た。 ほんとうに 道に 迷ったなら このま X にして は 置け ない と 思った。 若 

しこの ま、 ェ スがゐ なくなりで もしたら、 どんなに 悲しく、 淋しく、 堪 へられな いだら う。 僕 は 今來た 道の 方 へ 

引つ 返して 行った。 大きな 萆で その 名 を 呼んだり、 口笛 を 吹いたり した。 丁度 H スが龃 込んで 行った あの 林まで 

來て 見た。 やっぱり そこに もェ スはゐ なかった。 それから 僕 は その 日步 いただけの 道 を、 逆に 順々 に步 いて 行つ 

た。 口笛 を 吹いたり、 大きな 聲で名 を 呼んだり する ので、. 唇 や 咽喉が 痛くな つてき た。 それでも H スは やはり 見 

つからなかった。 

その 中に 日が 基れ か  >- つ て來 た。 僕 は 氣が氣 でなかった。 

何 だが 此の世で 一 番 親し いものに 別れた や-りな 涙ぐまし い 悲しみまで 浮んで 來た。 併し 日が 暮れ か 、つて 來て 

は、 もうどう にもなら ない。 こんな 風に して ゐる 中に、 自分 も 山の 中で 道 を 踏 迷って しまったら、 どんな 事に な 

るか 分らない。 寒さ も かなり 厳しくな つて 來た。 今 ー は 一 先 づ歸っ て、 明日 村の 獵師 たちに 頼んで、 改めて 捜し 

て 貰 はう と 田 ：3 つた o 

僕 は 暗い 悲しい 氣持 になりながら、 たうた う 村の 方へ 歸り 始めた。 丁度. E を 下って、 畑の 道のと ころまで 來る 

と、 向 ふに K 村の 灯が ぼつ リ，， （\ と 見える。 ^は 未だ甚 切って はゐ ない ので、 薄 ぼんやりした 光の 屮に、 畑の 一 
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本道が ほの 白く 浮んで 兑 える。 その 道 を 三分の 一 程 行った。 僕 はすつ かり： Id み 込んで しまつ て 頸 垂れながら 步ぃ 

てゐ た。 その 屮に、 ふと 額 を 上げて 見る と、 何か黑 いものが、 村の 方から その 道 を 一散に こっちへ 向って 走って • 

來 るの だ。 實に 素敵な 速力で 飛ぶ やうに 走って 來 るの だ。 

何 だら うと 一寸 思った。 が、 それと 同時に、 「ああ、 エス だな」 とい ふ考 へが 頭に 閃いて 來た。 そして 近づいて 

來る とほん たうに それ はェ ス だった の だ。 

「これ、 エス、 エス、 歸 つて ゐた のか。」 

と 僕 は 喜びの 勃 發に仝 身 を 震 はしながら 叫んだ。 H スは 僕に 近づく と、 くんく と 喜びが 極まった やうに 鼻 を 

鳴らしながら、 僕の 身體に 飛び ついて 來た。 僕 は H ス の 身體を 抱き か  >- へて やった。 H スは 僕の 顏をぺ ろく 甜 

め ま はした。 僕は甜 めら れる ままに まかせて 置いた。 

 U 君と ェ ス —— 


力 ム月 ^  -_E 

【弋1 明治 十八 年、 IK 喑く波 荒き 日本海の 片 ほとり —— 石 川縣の 貪し い 漁夫の 子と して 生れ 

た。 

十三 四 歳の 頃 迄小學 校へ 通 ふ 傍ら 父 を扶. けて ゐた 彼. は、 高等 四 年の 秋、 單身 伯父 を賴 つて 京都に 

赴いた。 小學校 時代から 作文 を 好んで ゐた彼 は、 中學 へで もやって 貰へ るかと 思って、 少年の 胸 は 

希望に 嬋 いて ゐた。 處が豈 計らん や、 中學校 どころ ではなく、 藥屋の 丁稚、 別莊の 番人、 出前 持、 

下足番 等 早く も かう した 下 積の 生活苦 を 嘗めた。 伯父の 死んだ 後の 彼 は、 代書人の 書生、 辯 護士の 

事務員 等 をした。 

それから 大阪に 出た 彼 は、 郵便局の 事務員 を 一年 計りつ とめて ゐる うち、 父に 故鄕へ 呼び かへ さ 

れ、 役場の 書記、 小擧 校の 教員 を 勤めて ゐた。 

二十の 秋に は 青雲の志に 燃えて 東京に 出た。 そして、 國民英 學會で 準備して 遂に 早 稻田大 舉に入 
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學 する ことが 出来た。 その 間隨分 生活 上の 苦しみ を經驗 した。 二 錢の燒 芋で 一飯 をす ませる やうな 

時代が 約 一年つ^い た。 生活の 不安、 精神 上の 動搖 のた め 厭世的に なり、 自殺の 誘惑に さへ 遇つ 

た。  . 

在學 中、 「ホ トト ギス」 に 處女作 r 恭 三の 父」. を發 表して 虛 子に 激勵 され、 次いで 「鬼 報な 木 村 君」 

を發 表、 益よ 讃辭 をう ける に 及んで、 遂に 作家と して 立つ 決心 をした。 卒業後 は 母校の 出版部に 勤 

め、 大正 一 一年より 八 年間 「文章 世界」 の 編輯に 從 事した。 爾來、 「早 稻田 文舉」 「文章 世界」 を 介し 

て、 次第に 新進の 覇氣を 示し、 っ^いて 讀賫 新聞に 連載した 「世の中へ」 は、 遂に 出世作と して、 

文壇に 確固たる 位置 を 築いた。 十 年 博 文 館を辭 してより 今日 迄、 コッ くと 人情味 たっぷりな 筆 を 

運んで ゐる。 

【作風】 「氏の 作風 は、 一 兌 素朴に 見える 描寫の 中に 枯淡な^ 味が あり、 現實を 把握す る 力が な 

か/ \に 鋭く、 而も 柔ぃェ 口 チイ シズム の點に 於て は 現 文壇 稀に 見る 達筆で ある。 ュ ー モア を湛へ 

. た、 而も 敬虔な 人生 記錄の 作家 は、 今 不惑の 年 を已に 越して 早 や 雙髮に 霜 を；：^ るので あるが、 氏の 

作品が 今日 迄、 嘗て 一度 も 流行作家の それと して 持て 囉 された こ ともなく、 义 何等 イズムに 支配 さ 


れ たこと もな く、 寧ろ 發表當 時には 「自然主義の 末流」 として さへ 評されながら も、 何等の 背景 も 

なく、 常に 孤獨の 中に あって 遂によ くその 侗性を 生かし、 その 鄕土を 生かし、 靜 寂な柬 方の 心境に 

次第に 入りつつ ある もの は、 又 文壇 一 方の 財 寳と云 ふべき である」。 と 佐々 木 千 之 氏が 評して ゐる。 

S が 花 袋 氏の 後 をう けて 雜誌 「文章 世界」 を 編 g: したと ころより ^ると、 彼 はや はり 自然主義の 

畑に 育った 作家で ある 如く 兌え るが、 決して 自然主義の 香の 强ぃ 作家ではなかった。 「若き 日」 に 兌 

る 欲情の 火 華、 「小夜 子」 に 盛られた H  a チシズ ，4. 等 を もって、 氏 を 自然主義の 末流と いふ けれど 

も、 その 枯淡な 筆致、 素朴な 表現、 而も それに 不思議に も 加 はる ュ ー モ ラスな リズム^ は、 重苦し 

ぃ現寳 暴露に 狂奔す る 自然主義 作家 の 調子 を 少しも 兌る 事が 出来ない。 

氏 は 又 非常に 常識が 發 達して ゐて、 性格 描寫に 巧妙で、 情趣 を 生かす ことが うまい。 

彼 は 決して 多作 をせ す、 屑 を 見せない 點は、 確かに 他の 作家に 比して すぐれて ゐる點 である。 

鄉里を 能 登 にもつ 彼 は、 時 々北！： の 暗い 漁村 を 背景 とした 小說を 兌せ る ことがある 。「漁村 陚」 「故 

鄕の 人々」 に 見る あのな つかしい 海 邊愦緖 の もつ 繪畫味 は、 實に 色彩の 豐 かなもの である。 而も 全 

篇を 貫く 沁々 とした 哀愁 感は、 氏の 全 半生に 漂 ふ 人間苦の にじみ 出た ものの やうに 云 ひ 知れぬ 感情 
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を 俄させる。 

氏 は奮鬪 努力して 今日の 境地 を 開拓した 人で ある， V 同時に、 所謂 「苦勞 人」 である。 故に 氏の 作 

に は 具 さに 氏の 苦勞 人で ある 風 ネを扠 映して ゐる。 要するに、 氏 は リアリズムの 上に 立って 克明に 

現實 を描寫 して ゆく。 そこに は 何等 取り立てて 1 一目 ふべき 新奇 もなければ 生彩 もない。 又銳ぃ 理智の 

メ スを 以て 辛辣に 解剖して 行く とい ふ 趣 もなければ 優雅な 詩情が 流露して ゐ ると いふので もない。 

只 地味に、 着實 に、 平凡で 他奇 なき 日常茶飯事 を描寫 して 行く とい ふ 行き方で ある。 

その代り 氏の 作に は 街氣ゃ 嫌味が 全くな く、 素直で 平々 淡々 たる ものであるが、 併し 全體 として 

見る とき、 何^から ともなく 浸み 出て 來る氏 特有の ー嵇の 人情味、 世間 味と も 云 ふべき 味が ある。 

この 無技巧の 間に 自ら 人情味 を 浸透 させ、 古い 庳統 ゃ習惯 や、 矛盾 や 苦勞ゃ 希望 ゃ絕望 や、 さま ざ 

ま雜 多な ものが 渦卷 いて ゐる 世の中へ 讀者を 引 入れて 引く、 さう して 自然と この 世間 味 を 味 はせ る 

とい ふの が 氏の 作風の 特色と 云 ふべき である。 

けれども 畑 耕 一氏が、 「ュ ー モア あり、 暗示 も あり、 對照 にも 無理 させす、 意 想 も 極めて 自然で、 

氣 輕な惡 穿ちの ない、 豐 かな 人生 觀を もって ゐる。 あて 込みの ない 眞 率な 筆で、 批判に 讀者 を强ひ 


す、 說 明に 自分 を 見せつ けぬ 苦勞 人の 態度が うれしい" 

併し 氏が 何 處迄も 常識的、 世間 的、 實感 的で あるが 爲に、 事 實に突 込む 力が 兎角 安 協 的 右顧左眄 

的で 弱く、 其の 創作的 態度に 深く 觀念 された 反省が 缺 けて ゐ るの は 惜しい。」 と 評して ゐる 如く、 そ 

の 缺點も あるから、 今後の 氏の 進路 はこの 方面に 注がれる ものと 思 ふ。 又 さう あらん こと を 願 ふ も 

ので ある。 

〔作品】 

1 、 小說、 (* 篇) 若き 日、 小夜 子、 傷け る 群、 幸福へ、 迷 へ る 羊、 世の中へ、 

(短篇 集) 霰の 音、 寂しき 路、 支那 人の 娘、 誘惑、 厄年、 處女 時代、 一人の 女、 a 母 弱 過ぎる、 

【文章】 自然主義 後 派の 流 を 汲んだ 現實 的な 表現 手法に 據 つて ゐ るが、 世故に 通じてし かも 純 

な 情味 ある 筆致が、 文字の 間に 多分の 潤 ほひ を湛 へ、 往々 にして 一脈の 哀愁 を漾 はせ、 叉 時に 膨ら 

みのある 艷色を さへ 織りな して ゐる。 

【文例】 o 

五月 牛ば の 啧れた 日の 遲ぃ 午後であった。 志 村恭造 は、 細い 溪 川の 流れに 沿うて、 うねく とした t. 路を、 故 
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鄕の 村の 方へ と汕 つて 行った。 一 つ は^ 物で でも あるら しい 淺 黄色の 風 W: 敷 包と、 一 つ は 書物で でも あるら しく、 

前の より は 小さ いが 併し か つちり と^ I さうな 黑 い 包と を 振 分に 肩に かけ、 古びた 色の 褪せた 蝙蝠傘 を 杖に して、 

柅を 端折うて 俯向き 加減に てく く步 いて 行く 彼の 姿 は、 まるで 藪 入 小僧 か、 さなく ば痫氣 にで もな つて 遠い 旅 

から 歸 つて 來た出 稼 人 かの 樣な 感じ を 見る 人に 與 へた。  . 

日 はもう 峠の 彼方に かくれて、 美し い 斜陽が、 溪を 隔てた 向 ふの 山の 翠微を 一 層 鮮麗に 色彩つ て 居た。 秋の 紅 

葉の 顷には どんなに か 美しから うと 思 はれる 攄ゃ 漆ゃ楓 などの 若葉の 茂りが 溪を蔽 うて、 夕菘近 ぃ顷の 微風が 音 

もな くその 上に 戦いで 居た。 爽 かな 溪 流の 音が 絕 えず 耳に つ いて 居た。 朗 かな 鶯の啼 音 も 時々 聞かれた。 

恭造は 物 珍ら しげに m 方 を 見 ま はしながら 步 いて 行った。 長い間 都會 の雜 音の 巾に、 庳 埃と 煤煙との 中に、 我 

が 身 一 つの 生活の^に 營々 として 居て、 自然の 景色に 接する ことの 出來 なかった 彼に とって は、 この 淺ぃ、 不凡 

にして 他奇 なき 溪山 の景 も、 ー一 一日 ふに 言 はれぬ 爽快の 感を與 へずに は 置かな か つ た。 

恭 造に はしかし、 自分が 今 故 鄕に歸 りつ、 あるの だとい ふ 感じ は 少しも 起らなかった。 强 ひて さう 思 はう と努 

めても、 どうしても そんな 氣 がしなかった。 この 峠を越せ ばもう 自分の 村に 近い、 峠の 頂から は、 遠くに 村が 見 

える 喾 だと 知りながら も、 矢張り 何處か 見知らぬ 遠い 1! に 旅を績 けて 居る 樣な氣 にし かなれ ない のであった。 故 

鄕は 彼に とって 左程 戀 しい 懐かしい 所ではなかった。 まだ やっと 十三の 時に 我から 見棄 てた 故鄕 であった。 そし 

て 今日まで 前後 七ギの 問の、 寂し い 辛ら い 艱難な 放浪 生活の 問に 於て さ へ、 かって 一度 だって 懷鄕の 情に 唆られ 

^ ことめ なかった 彼であった。 況して 今、 かう して 歸 つて 來 よ-つな どと は 夢にも 思はなかった ことだった。 


恭 造が、 最初 賴 つて 行った 京都の 叔父が 死んだ 後、 最近まで 二 年餘の 間、 轉々 と 居 を 定めず 京阪の 問に 放浪す 

る やうに なつ てから、 父の 治平 は屢恭 造の 歸鄕を 促した。 或 時 は 只 だ單に 自分 も 年を老 つて 顇を 見た いから 一 度 

歸 つて 行けと いって 來た。 勿論 恭造は 歸る氣 に はならなかった。 或る時 は病氣 だからと いふ 手紙 を 寄越した。 そ 

れ でも 彼 は歸 らうと はしなかった。 誰もが よくやる 慣用 手段 だと 思って 父の 病氣を 信じなかった の だ。 S 後に 

は、 村の 人が 商用 か 何 かで 大阪へ 出て 来た 時 (恭造 は 最近 一 年 あま リ大阪 に 居た) に、 是非 一 緒に 連れて来て UJK 

れる やうに と、 その 人に 賴んで 寄越した。 その 人 は 父親の 近来の 不健康 や、 貧乏 や、 且つ は恭 造の 身の上に 關し 

ての 心配 や 氣苦勞 や を、 出来るだけ 恭 造の 心 を 動かす やうな 調子に 話して、 彼に 歸鄕 を勸 めて 止まなかった。 恭 

造 は 父の こと を 思 ふと 抉ら： i る樣に 胸が 痛んだ。 生れて 間もなく 母 を 喪った 自分の 爲に、 血 を 较リ肉 を 殺 がれる 

やうな 思 ひ をし 績 けて 來た 父の 心 を、 その 深いく 愛情 を 身にしみて 知って 居た から。 それに も拘 はらす、 坡は 

頑に も その 人の 暎願 にも 似た 勸說 に應 じなかった。 

それに は 別に 深い 理由 はな か つ た。 只 だ 彼に とって は 何處に 生活し ようが M じこと であった からだ。 それほど 

故鄕と い ふ ものが 彼に 愛着 を 感ぜし めな か つ たの だ。 

それ だのに、 今 かう して 歸 つて 来た。 併し それに もまた 袷 ど 理由はなかった。 只 だ これまでの 生沽が 厭に なつ 

たからに 過ぎなかった。 今まで 大阪の 郵便局に、 差 出掛と いふ 繁劇な 現業に 從 つて 居た。 それが つまらなく 厭に 

なった から 廢 めた。 只 だ それだけだった。 見様に よって は、 彼 は 新しき 生活 を 求めた の だと も 言へ る。 否、 それ 

にも^して 休養 を 欲した の だ。 
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r 歸っ て 暫く 漁夫で もやら う， f 

そして 行く 處 もなかった 彼 は、 結局 生れ 故 鄕へ歸 つ て 行かねば ならなかった。 

こん もリ 

翁騣 した 老杉の 森 を 潜った リ、 雜 木の 林を拔 けたり、 溪に 臨んだ 嶮し ぃ棧逍 の樣な 所を迎 つたり しながら、 恭 

造 は 道 を 急いだ。 そして 間もなく 峙の絕 頂に 迎 りつ いた。 

「あつ！」 と 彼 は 思 はず 叫んだ。 

まのあたり  ； 

嘱目の 風光が 急に ー變 した。 眼界が 谿 然と 開けた。 海が 見えた。 渺茫 とした 杏 かな 日本海が。 そして その 一 端 

に、 岬と なって 突き出た 自分の 村が、 やがて 間もなく 海に 沈まう として ゐる 夕陽 を 浴びて 光って 居た。 白帆が 五 

ッ六ッ 岬の 端の 方に 浮んで 居た。 S 綠の 若葉が 眼下の 溪を 埋めて 居た。 そして 左右から 、低く 且つ 淺 いけれ ども、 

山が 層々 と 相 重リ、 溪を 抱きつ  >- 次第に 遠く 低く 流れる やうに 綾いて、 そして 海に 接して 居た。 夕日 は溪 にも 山 

にも 海に も 岬に も. R 帆に も， ての 陽光 を 降り注いで 居た。 目に 見 ゆる 限り、 其の 色彩な リ 感じな リが、 凡て 明媚 

で鮮 魔で、 恰も 點 描法 を 用 ゐた外 光 淤の繪 を 見る やうであった。 

恭造は 石の 上に 腰 を かけて、 暫く それらの 景色 を 眺めて 居た。 

 若き 日  


南部 修太 郎 

【人】 明治 二十 五 年、 仙臺 市に 生れた。 けれども 東京で 東京の {:$ によって 育った。 父 はェ學 

博士 南部 球 吾 氏。 

私立 芝 中 學を經 て、 慶應義塾 大學 文科 を 卒業した。 同大 學在舉 中、 大正 五 年 九 巧顷、 北海道に 遊 

び、 多くの 道士た ちの 敬虔な 殉敎 的な 生活に 感激して、 その 旅と 修道院と を 北 =: 景 とした 「修道院の 

秋」 を 「三 田 文學」 に發 表して、 一 擧 生の 處女 作と して 思 ひがけない 好評 を 博した。 

大正 六 年 卒業後 は、 專心 「三 m 文舉」 の 編輯に 携 はり、 九 年 春 「三 田 文學」 を辭 して. 以後 は、 忠ォ 

ら 創作 生活に 精進し、 そのす つきり とした 纖絀 流麗な 感傷の 筆 を もって、 「令 女界」 「若草」 「女性」 「文 

章俱樂 部」 等の 誌上に 多くの 作品 を發 表して ゐる。 

尙、 氏 は 今の 作家 中 最も 品行方正な人 であると いはれ てゐ る。 その 人生 行路 は 又 非常に 順調で あ 

づ た。.  . 
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【作風】 氏の 作品の 印象 は • 一言で つくすならば 紳士 型の 一語 を もって 表 はすこと が 出 來る。 

氏 は 作家と しての 自己 を、 次の やうに 吿. 01 して ゐる。 「小說 家なる ものに とって * 綏驗 とい ふこと 

は 何としても 强味 である。 それ だのに、 私と きたら 相當な 家の 長^に 生れて、 世 問 の苦勞 など-向 

知らす、 平凡に 三 田の 文科 を 卒業して、 いつの 間に かの めくと 小說 家と いふ 者に なって しまつ 

た。 今やい よ/ \出 でて 平々 凡々 たる 一 家の 主人と なり、 夫と なり、 父と ならう とし つ 、ある」。 と。 

彼 はこの やうな 坊ちゃん 作家で ある. から、 所謂 複雜 なる 入 世 や、 血のに じむやうな 生活 を 描く に 

は 適さない かも 知れない が、 そこに は なだらかな 人生 を迎 つて 来た 人 特有の、 おっとり とした、 ど 

こか ゆったりした 處が ある。 又 人生の 煩 はし さに 苛まれない 純眞な 感激が ある。 

氏の 人生 觀は、 いつも 純眞 さに よって 基調 づけら れ、 美し さ、 淸さを 若さの 中に 求めよう とす 

る。 全く 氏 ほど 若さに 浸って 生活して ゐる人 は 稀で ある。 氏が 音樂 もき く 時、 叉 自然の 美に 見入る 

時、 その 心に 滿ち たもの は、 若い 美し さで あり、 若い 淸さ であらう。 氏が 少年少女の 小說に 成功す 

る 所以 は、 この 若さに ある。 

【作品】 


一 、 (小 說、) 修道院の 秋、 湖水の 上、 鳥籠、 若き 入獄 者の 手記、 返らぬ 春、 過ぎ行く 日、 月光の 曲、 

【文章】 我々 は 氏の 文章 を讀む 時、 いつも 秋の 日の やうに 靜 かに 澄み渡った、 すっきり とした 

感激に ふれて、 心の 蘇る のを感 せす に は ゐられ らい。 そして、 その 世に 惡 すれして ゐな いこと、 粗 

^でない こと、 若々 しい こと、 繊細な 感傷 を 多分に 持って ゐる こと 等が、 自ら 氏 をして 少女 小說家 

たらしめ た。 

「その 文章 は、 ちゃんと 一 つの 格式に 嵌めて 筆が 運ばれて ゐて、 一糸 亂れ すと いふ 趣が ある。 ^依 

作法で 云へば、 何時も 上下き ちんと 整った 正裝 か、 さもな くば 燕^服の 洋裝 である」 と宮島 氏は述 

ベ てゐ る。 

【文例】 o 

それ は、 をと としの 秋、 私が 北京に ゐた咔 のこと だった。 暮れて 間 もない 或 夜の こと、 大陸の 秋の 夜空 は 深く 

高く 澄み わたって、 そこに は 十五夜 近い 月が^々 と 冴えて ゐた。 食事 を濟 ました 私 は 一人 抱 を 出て、 北尕 城外の 

K やかな 前 I： 街の 方へ 散步に 志した。 その 途中の 柬交民 巷 は 日本 や イギリスの 公使館 はじめ、 支那の 竹 祈、 # 

社、 銀行な どの 大きな 建物の 並んだ、 ァカ シャの 並木の 深く 茂った、 夜の 割に 寂しい 通で ある。 そこ を靜 かに 步 

いて ゐた私 は、 やがて 行 手の 咭ぃ樹 蔭に ふと 美しい 明 笛の 音 を 聞いた。 思 ひがけない 音の 琉 である。 ^は 足音 を 
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ひそめて 耳 を 傾けながら 步みを 急いだ。 と、 それ は、 或 家の 前の 東洋 車 (日本の 人力 率) の 溜り 場で、 七- <- 人ゐ 

た 車夫の 中の 一 人が 吹 いて ゐる明 笛の 音だった。 

近づ いた 私の 姿 を 見る と、 ニー 二人 はすぐ 私に 車 をす、 めに 來た。 私 は それ を 却け た。 あとの 彼等 は大 牛、 車の 

前に 眠ったり、 圓く なって 提燈の 光で 勝負事 を やったり して ゐた。 そして、 さう いふ 仲 問 から 離れた 一人 は、 私 

や 仲 i! たち を 振 返らう ともせずに、 車の 前座に ぢ つと 腰かけながら、 ちゃう ど 樹の間 を 洩れて まともに さした 白 

銀の 月- S 光に 向って、 熱心に 笛 を 吹 いて ゐる のだった。 すかして 見る と、 十八 九の 少年で、 辮髮 に、 貧しげ な 身 

なり、 眼はぢ つと つぶって ゐる。 曲 は 何 だら うか。 それ は、 無論 私に はわから なかった。 が、. その 冴え か へ つた 

音色 は、 仲間の 野卑な 眩き を 抑へ て、 私の 耳に、 あたりの 靜 けさの 中に 美しく 響き わたる。 私 は 思 はず 暫く 足 を 

とめて しまった o 

支那の 都會の 便利な 交通 機關 である 柬洋 車の 車夫 は、 到る 所に うるさい ほど ゐ るが、 彼等 は 乞食 や 苦力に 次い 

で 無知蒙昧、 貧賤 下等で、 しかも 日本の 車夫な どと は 比較に ならない ほどきたない 身なりの 男た ちで ある。 誰も 

が 彼等 を輕 蔑し、 禽獸視 して ゐ るの はいふまで もない。 長い 旅行で、 いっか 支那に 馴れて ゐる私 も、 始終 彼等の 

車に 乘 りながら、 自然 ばかにする やうに なって ゐた。 が、 その 思 ひがけない 少年 は — ほんとうに 私に とって は 

何とい ふ 思 ひがけない ことだった らう。 彼等の 貧し さ、 卑し さ、 無知 さ、 しかも、 さう いふ 中で、 彼 は 心 ゆく ば 

かりに 笛 を 吹鳴ら し、 いかにも 純眞に 音樂の 美のう ちに 陶醉 して ゐる。 そして、 月の 光、 秋の 夜の 靜 けさ、 ァカ 

シ ャの樹 蔭、 それ は、 何とい ふ 美し さ だら う。 何とい ふ淸さ だら う。 何とい ふ 貴い 若々 しさ だら う。 そこに は、 


皮の 身の 下 幸ゃ贫 しさに 少しも 傷つ けられな い 心 の 美が ある。. 生きる ことの 幸が. ある。 若き 日 を、 さう だ、 

口 を、 誰でも 彼の や， つに 生きよう とする 心 を もつ て ほしいで はない か。 

II 過ぎ行く 日- 
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吉田 絃ニ郎 — 

【人】 本名 は 源 次郞、 明治 十 丸 年 十一月、 佐賀に 生れた。 父が 酒造業に 失敗して 鄕里を 出で 長 

崎 縣へ轉 住した 爲め、 こ.^ に 於て 小 學校を 終る。 父 は 屡ぶ 芝居 方面に 關 係した 爲、 六 七 歳の 頃から 

芝居 を 兌る 事を好んだ。 長 崎の ミツ シ ョ ン ス ク I ル東山 學院、 及び 鄕 里の 工業 學 校に學 び、 日露 戰 

爭當時 は 造船 工場に 勤めて ゐた。 

明治 一一： 十八 年 四月、 早稻 田大擧 英文科に 入學 したが、 翌三 十九 年 十二月 召集され て對 馬の 重砲 隊 

に 服役した が、 在營 三年 後 再び 早稻 田に 復校し • 同窓の 加 能 作 次郞、 長 田斡彥 等と 交って 文擧 研究 

に沒 頭し、 特に C! シ ャ文學 に 凝って、 チ H  。ホフ や ツル ゲネ I フゃ ドスト H フ スキ I 等の 作に 潜む 淚 

のに じむやうな 人間味に 刺戟され る 所が 多かった。 

四十 四 年 卒業後 は、 芝 三 W ュ 一 1 テリ ヤン 協會に 入り、 六合 雜 誌の 編輯に 從 事した。 これが 實に氏 

の. K 境 生活の 振出しであった。 大正 二 年 「早稻 田 文擧」 に 「機 こよみ」 を發 表し、 っ^いて 「蜥暢 


を 一 ホトト ギス」 に 「二つの 壅.」 「島の 秋」 等 を 「早稻 田 文學」 に發 表する や、 その シリアスな 態度 

と、 その 抒情 的な 筆と は 多大の 歡迎を 受けた。 

大正 四 年に は 早大 英文科 講師と し て 敎壇 に 立ち、 英文 學を 講じ てゐ る。 

それと 共に、 メ ー テル リン グ、 ダゴ ー ル の祌祕 思想、 チ H ホフ、 ドスト ヱ フス キ ー の 人間味 を、 

或は 芭蕉、 一茶の 俳 境 を その 作品に 盛って、 華やかに 眼覺 しい 飛躍 を 文壇 一にと げた。 大正 六 七 年頃 

は、 氏の 全盛期で あつたので あるが、 殊に 「タゴ ー ルの 哲學と 文藝」 「心より 心へ」 「生命の 微光」 「生 

くる 日の 限り」 を 出版した 頃の 人氣は 大した ものであった。 

氏 は 常に 何物 か を 信仰せ すに は ゐられ ない 人で、 同時に 孤獨を 愛し、 寂寥 を 好み、 童心 を 尊ん 

で、 大自然の 懐に 入る こと を もって 本願と して ゐる。  , 

故に、 その 愛する 文 學はチ H ホフと が、 メ ー テル リングと か、 ツル ゲネ ー フ とかいった やうに 柔 

かな 靜 かなもの であり、 その 好める 研究^して は、 タ ー ゴル や^ 蕉 といった やうな 方面で ある。 而 

も、 ミレ ー の晚鐘 等に 對 するならば 淚の 落ちる とい ふやうな 人で、 誠に 敬虔な 淚の 多い 人で ある。 

【作 虱 1 氏に は 小說、 戯曲、 感想、 隨筆 など 種々 の 著作が あるが、 何とい つても 氏の 面影 は そ 
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の隨筆 感想の 文に 最もよ く あら はれて ゐる。 そして、 その 根柢 をな す もの は卽ち 氏の 持つ 暖ぃ 人^ 

愛、 S 然 愛であって、 それが 氏の 抒情 味に 溢れた 筆致で 自. a 自在に 表現され てゐ る。 

氏 を 目して 徒な 感傷主義者 となし、 永遠の 次舉靑 年と い 4 人が あるが、 氏の 感傷 はしかく 概念的 

な 刹那 現象で はなく、 單 なる 浮つ 調子の 輕 薄な センチ メンタ リズムで はない。 泌々 と 人生 を觀 照し 

た 後に 自づ から 出て くる 所の 純眞な 魂の 聲 である。 人格に 卽し 生活に 卽 した 心の ふるへ である。 昨 

日あって 今日は 已に 消滅 するとい ふやうな 一時的な もので なく、 淋しい 河畔の 風景 を 思 はせ る やう 

な 本質的な ものである。 

前に もい つた やうに、 氏 は 信仰的な 寂しみ を 愛する 人であって、 聖者の 影 を 追 ふ 淋しい 詩人で あ 

る。 故に、 氏の 生活に は 常に 何等かの 形に 於て、 信仰と いふ ものが 潜んで ゐる。 故に、 その 作風 

は、 ， 他の 作家と は 大分 違って ゐる。 先づ、 氏の 作の 特色と すべき は、 その 態度の 眞摯な こと、 信仰 

的 色彩の 濃い こと、 飽迄も 物を眞 面目に 見る ことで ある。 決して 世馴れた やうな 惡ぃ 洒落 や 諷刺の 

ない ことで ある。 

「生命の 微光」 は、 人 は孤獨 から 生れる とい ふ 信念の 上に 立って、 眞の 生活 を、 忠實に 徹底的に 味 


はう とい ふ 淋しい 勇ましい 境地 を 示して ゐる。 「草 光る」 「小鳥の 來る 曰」 に は、 或は キリスト を說 

き、 芭蕉 を說 き、 人間苦 をうた ひ、 自然のう る はしき を讃 へ、 哲人の 語錄の 如く、 聖者の 祈 禱の如 

く ー篇無 韻の 詩趣 を もって ゐる。 又 「島の 秋」 「彼岸 詣り」 等に は、 細やかな 人愦の ひらめきの 底 

に、 救 ひなき 人生の 救 ひ を 見出さう として ゐ るし、 「ダビ テと 子た ち」 「大地の 涯」 等に は、 宗敎的 色 

彩が 濃厚で ある。 

要するに、 氏 は小說 家と いふよりも 寧ろ 詩人で ある。 「島の 秋」 等に 見出される リ リシ アルな 特長 

は、 氏の その 詩人 的 素養から 生れて ゐ ると 兑 るべき であらう。 隨筆、 感想に 於て、 とりわけ この 感 

を 深く する。 氏の 感想 は、 多くの場合 その ま \ に 詩で ある。 かくて、 氏 は 純情の 天性 詩人で あり、 

靜 かな 思索 家の 一人で ある。 

「大正 文擧十 m 講」 の 中で、 宫島新 三郞氏 は吉田 氏の 作^に ついて 左の 如く 述べて ゐる。 

「月の 晚—— それ は朧 ろな 春の 夜が 應 はしい —— 空 氣の中 だか 水の 中 だか 分らない やうな ぼつと し 

た 薄暗の 中 を 大きな 夜鳥が 羽 を ひろげた ま、 音 もな く 飛んで ゆく、 その 印象、 それが 取り も 直さす 

古川 絃ニ郞 氏の 作品から 受ける 偽らざる 生きた 私の 印象で ある。 淋しい と 思へば 淋しい。 たより 無 

現代 作家の 人 及 作風  一八 七 


現代 作家の 人 及 作風  一八 八 

ハ， 獰な いと 感. f れば、 たよりない 傺な くも ある。 そして 一種 とりとめのない 憂！^ が 感ぜられる。 

それ はた f 淋しい 孤獨感 から 來る 場合 も ある。 又 どうに もなら ない、 それが 現 實の姿 だからと 言つ 

たやうな 听 から 湧いて 來る憂 鬆 である 場合 も ある。 人の こと は 一 概に善 だの 惡 だのと きめられる も 

ので はない と 一一 目った 寛大な 氣 持から 來る 憂繫も ある。 それから 弱い者、 憐れな 者、 醜い 者、 ^しい 

者に 對 する M 情から 起つ て 來る憂 彩) である こと も ある。 淋し さも 傻な さもた よりな さも 悉く この や 

うな 憂！^ と 飽和して、 其處に 人生の 憂^ 化が 展開され るつ 

而 かも 此の 人生の 憂 ^を 一 層 深く 印象す る爲 めに 作者 は 生れながら にして 羸ち 得た リリシズムの 

氣分を 以てして ゐる。 如何なる 現 實の姿 を も 人生の 眞知を も 此の リ 、シ ズムの 流に 浸さない では 置 

かない 大きな 力が ある。 從 つて 私達 は吉田 氏の 作品に 接した 場合、 何よりも 先づ 氏の 主觀の 力に 壓 

迫され ないで は 居られない。 筋 や 人物 や、 作者の ねら ひとい ふやうな 點に心 を 引かれる の は、 ひと 

先 づ主觀 の 力から 解放され た 時に 於て である、 嘗て 故島 村 抱 月 氏 は 一 葉 女史の 作品の 特色 を 批評し 

て、 

「作の 筋 は 忘れても 風^だ け は 心に 殘 つて ゐ ました」 と 云 はれた さう だが、 此の 言葉 を その ま、 -今 


日の 士 5^ 氏 0 乍 品 に 當 嵌め て 見て 少しの 齟齬 を感 しない やうに 忍 はれる。 そして 謂 ふ 所の 作者の 主 

觀の 力、 讀む 者の 心に 殘る風 愦とは 彼吉田 氏の 純眞な 素朴な、 偽らない 詩的 天分に 依って 特& づけ 

ら 十た 魂の 鏡に 映った 憂 I ^化の 人生に 外なら ない。」 と。 

實に、 黄昏 色に 薄 霞んだ 世界、 遠い 鐘の音、 そして 魂に しむ やうな せ せらぎ の 昔 — それ こそ は 

氏の 作品の もつ 味で はなから うか。 

【作品】 

一 、 (小 說、」 島の 秋、 砂に 描く、 光 落 u、 大地の 涯、 父、 芭蕉、 ダビ テと 子た ち、 運命の 秋、 山 寒し、 地に あれ 

ば、 白雪 飛ぶ、  . 

二、 (長 篇、) 無限、 人間苦、 白 路、 静夜 曲、 高原の 日記 等 

三、 (感想 集、) 生命の 微光、 心よ リ 心へ、 生く る 日の 限り， 小鳥の 来る日、 ^光る、 木に 凭りて、 雜 草の 中、 责 

鴆、 麥 8 丘、 生の 悲劇、 旅人、 山家 日記、 わが 詩 わが 旅、 静かなる 土、 春の 日、 思想の 朝、 

(創作 集 島の 秋) 單行本 大同 館 出版 

【ti_ 早】  ^ の 文 は、 如何にも ゆたかな 落ち 付き を もって ゐる。 焦ったり、 感情の 昂 ぶった 所な 

ど は 見えない。 然し、 靜觀の 裏にし みぐ と 湧き出して ゐる、 人 ii 愛の 暖かさ を 看取す る ことが 出 
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r, 夢ない と感 すれば、 たよりない 傺な くも ある。 そして 一種 とりとめのない 憂 资 が 感ぜられる。 

そ^はた^ 淋しい 孤獨感 から 來る 場合 も ある。 又 どうに もなら ない、 それが 現 實の姿 だからと 言つ 

たやうな 听 から 湧いて 來 る憂繫 である 場合 も ある。 人の こと は 一 概に善 だの 惡 だのと きめられる も 

ので はない と 言った 寛大な 氣 持から 来る 憂繫も ある。 それから 弱い者、 憐れな 者、 醜い 者、 ^しい 

者に 對 する 同情から 起つ て來る 憂鬱で ある こと も ある。 淋し さも 傻な さもた よりな さも 悉く この や 

うな 憂^と 飽和して、 其處に 人生の 憂 is 化が 展開され る" 

而 かも 此の 人生の 憂鬱 を 一 層 深く 印象す る爲 めに 作者 は 生れながら にして 羸ち 得た リリシズムの 

氣分を 以てして ゐる。 如何なる 現 實の姿 を も 人生の 眞知を も 此の リ 、 シズム の 流に 浸さない では 置 

かない 大きな 力が ある。 從 つて 私達 は吉田 氏の 作品に 接した 場合、 何よりも 先づ 氏の 主觀の 力に 壓 

迫され ないで は 居られない。 筋 や 人物 や、 作者の ねら ひとい ふやうな 點に心 を 引かれる の は、 ひと 

先 づ主觀 の 力から 解放され た 時に 於て である、 嘗て 故島 村 抱 月 氏 は 一 葉 女史の 作品の 特色 を 批評し 

て、 

「作の 筋 は 忘れても 風情 だけ は 心に 殘 つて ゐ ました」 と 云 はれた さう だが、 此の 言葉 を その ま 、今 


日の.^ 田 氏の 作品に 當 嵌めて 見 て 少しの 齟齬 を感 しな いやう に 思 はれる。 そして is ふ 所の 作者 の 主 

觀の 力、 讀む 者の 心に 殘る 風情と は 彼吉田 氏の 純眞な 素朴な、 偽らない 詩的 天分に 依って 特色 づけ 

られた 魂の 鏡に 映った 憂鬱 化の 人生に 外なら ない。」 と。 

寳に、 黄昏 色に 薄 霞んだ 世界、 遠い 鐘の音、 そして 魂に しむ やうな せ せらぎ の 音 —— マ てれ こそ は 

氏の 作品の もつ 味で はなから うか。 

【作品】 \ 

一 、 (小 說、」 島の 秋、 砂に 描く、 光 落日、 大地の 涯、 父、 芭蕉、 ダビ テと 子た ち、 運命の 秋、 山 寒し、 地に あれ 

ば、 白雲 飛ぶ、 

二、 (長 篇、) 無限、 人間苦、 白路、 靜 夜曲、 高原の 日詛等 

三、 (感想 集、) 生命の 微光、 心よ リ 心へ、 生く る 日の 限リ， 小鳥の 来る日、 草 光る、 木に 凭リ て、 雜 草の 中、 靑 

鳩、 麥の 丘、 生の 悲劇、 旅人、 山家 日記、 わが 詩 わが 旅、 靜 かなる 土、 春の 日、 思想の 朝、 

(創作 集 島の 秋) 單行本 大同 館 出版 

【文章】 氏の 文 は、 如何にも ゆたかな 落ち 付き を もって ゐる。 焦ったり、 感情の 昂 ぶった 所な 

ど は 見えない。 然し、 靜觀の 裏にし み. と 湧き出して ゐる、 人間愛の 暖かさ を 看取す る ことが 出 
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來る。 や はら かな、 敬虔な、 心に 顫 へて ゐる やうな、 一種の 淋しみ を もって 居り、 常に 抒情 的で あ 

る 0 

【文例】  0 

康 さん は 終日 痺れた 頭 を 摑んで 薄暗 い 室の 中に っッ 臥して ゐる こと もあった。 

t 度 城下まで 行って 醫 者に 診て 貰って から は康 さん は 三日に 一 度づ 、必ず 城下まで 出かけて 行った。 

「これ はやつ ばり 頭の 傷が 腦に さはつ たの ぢ やな あ。」 と 言って 若 ぃ醫師 は、 長く のびた 康 さんの 髮の乇 を 分けて、 

古い 傷に 手 を？ おて 》 見た りした。 ニ晚 もつ ^けて 眠れない 夜が あった。 醫者は 一 日に 三 里 以上 を步 いた 方が 良 い 

と 言った ので、 戎る だけ 濱 だの 山 だの を步 くこと にした が、 體だ けだるく なって、 しま ひに は それ も 怠りが ちに 

なった o  、  - 

かさくに なった 木の葉 を 吹いて 肌寒 い 秋の 風が 靜か に 過ぎて 行った。 夜が 明けて 嘵の 微光が 煤けた 障子に ほ 

の 白く 映った。 小鳥 は 何の 悲しみ もない やうに、 梢から 梢へ と荬し ぃメ  口 ディア スな 秋の 唄 をうた つた。 お 咲が 

签を 洗つ て ゐる音 がさく，/^ と 裏口 の 方で 聞え た。 

康 さん は 仰向きと なった ま、 床の 上に 寢てゐ た。 簿喑ぃ 室の なかの 空氣 まで もが 森と して ゐた。 遠い 夢の やう 

な仄 な^の 音と、 高鳴る 海の 風が、 永遠 Q 静寂 を 想 はせ る やうに、 秋 寂び た 野而を 吹いて 行く のが 聽 えた。 

康 さん は 何と いふ ことなしに 快い 自分の 泯に あま へる やうな 心 持に なった。 このま 、に 何時までも 何時までも 


床 ひ 上に 寢て ねた いと も 思った。 世界 は靜か 過ぎる ほど 靜か であった。 世界 はまた 遠う 過ぎる ほど 涯も なく 遠く 

廣 がつ てゐる やうに おも はれた。 

空 を 高く かすめて 行く 白い 風の なかに も、 咽び泣いて ゐ る！ ^の 音の なかに も、 無限から 無限へ 走る 世界の 哀愁 

が、 その 微かな 吐息 を 人間の 胸に 響かせて 行く やうに 想 はれた。 

康 さん は 眼 をつ むった。 海 も、 秋の 山 も、 空 も、 みんなが 悲しみに つ、 まれて ゐた。 さくく と 釜 を 磨いて ゐ 

る靜 かな 音まで が、 空の 大きな 悲しみの なかに 急ぎ足に 溶け込んで 行く やうに 思 はれた。 それ は 泣く ことので き 

ない 悲しみであった。 それ はぢ つと 眼を瞠 いて 見つめて ゐ なければ ならぬ 宇宙 そのもの、 悲しみであった。 そこ 

に は 生 もな く、 死 もな く、 たぐ 永遠に 溥明 のなか を 動く 孤獨の 悲哀の みがあった。 宇宙 は 無限の 悲哀 そのもので 

* あった。 字宙 のなかに 存在す る 凡ての もの は 孤^で ちった。 人と 人、 樹、 波、 小鳥、 草、 男、 女、 すべ て 孤獨で 

あった。 凡ての 人々 がー 人 一 人うな だれながら 暗の 道を步 いて ゐた。 

樺の 林を步 いて ゐた 雪の 日が 康 さんの 頭に 描かれた。 まるで 解らぬ 言葉で 話しかけながら、 大きな モ むく ぢゃ 

らな 手に いっぱい、 胡桃の 實を くれた 外國の 男の ことが 思 ひ 出された。 康 さんの 前で 溟を湛 へながら、 十字 を 切 

つて パ ンを くれた 外國の 老婆の ことが 想 ひ 出された。 康 さんが 見た こと もな ぃ戰 死した 敵の 若者 ■: - そわ 老婆の 

子であった が：： の 姿が 頭に 泛ん で來 た。 船 越の 母が、 辨が、 お^が 寂しげ に 疲れ切った 足 を 運んで 行った。 み 

ん なが 一 樣に 俯向きが ちに、 無限の 世界へ、 喑ぃ 曠野 を 引き摺られる やうに 走って 行った。 

「このま、 死んで しまったら —— 」 と康 さん は 思った。 生きて； 仃 くこと が 苦痛で ならなかった。 生きて 喑ぃ 生活 
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を 想 へ る ことが 耐ら なくなった。 

康 さん は 空 を 眺めた。 木 欒樹の 黄色な 葉が 絕 えず 庭に 落ちて ゐた。 

「今日 一 日 また 问じ 苦痛 を 繰り か へす のか？」 

さう 思 ふと 康 さん は ぢっ として は 居られない ほど、 ^がいら だって 來た。 何の 屈託 もない やうに、 次から 次へ 

と 仕事 を はこばせて 行く お^が、 いぢら しく も あり、 羨ましく もあった。 

康 さん は 床の 上に 起き あがっても、 しばらく 寢 床の 上に 坐った ま  >-、 ぼんやり 考へ 込んで- Q た。 

毎朝、 ひょう， ひょうと 鳴いて ゐた鶯 の聲が 聞え なくなつ たのが、 何となく-? りさび しい 感じ を 喚び 起させ 

た0 

II 人間苦 II 

〇 

日暮 ごろ 武藏 野を步 いて、 私 はよ く かう 思 ふ ■ 「^ たちの 世界に 黃 ijb だけが あったら。」 と。 

黃 昏 の 世界 ほど 尊い 世界 はない。 私 はすぐ にミレ —の 檢の靜 寂 を 思 ふ、 哀傷 を 思 ふ。 1 

一 本 一 本の 樹が溥 闇の なかに 疲れた 影 を 投げて ゐ る。 そ こで は 高 いい かめし い 煉瓦塀 も、 小作人の 草葺^ 极も、 

1 樣に 沈んで 行く 薄 闇の なかに つ  >- まれて ゐる。 

空 も、 木 も、 草 も、 人 問 も、 疲れき つた 呼吸 を かすかに 閽の 中に 吐いて ゐる。 

.in い 道が^ のかに 閽の底 を 走って ゐる。 後から後からと 步 いて 行く 人々 が、 みんな 默 りこんで ゐる。 みんな. e- 


し 合せた やうに、 俯向きが ちに 步 いて ゐる。 

胸に 手 を 結んで ほの 白い 道を步 いて ゐる 人た ち は、 その 刹那 こそ ほんとう に 人 ^を 思 ふで あらう、 悠久 を 思 ふ 

であ、 しう。 たと ひ 人生 を 思 ひ、 悠久 を 思 ふだけ の哲學 や、 宗敎 的な 知識 や、 言葉 は 持たない としても、 彼等 はし 

づ かに 自分の 魂の 吐息 を聽 いて ゐ るに 違な い。 

私 はよ くその やうな 時、 馬 をいた はりながら 歸 つて 行く 馬子 を 見る ことがある。 日中 彼 は 重い 荷 をつ けて、 馬 

を 鞭打 つて ゐた ので あつたが。 

黄昏の 野で は、 鞭打った 男 も、 鞭打 たれた 馬 も、 相 寄り つ 、白い 道を步 いて ゐる、 おし 默 つた ま、。 

鞭打った 男の 眼に も 涙が ある C 鞭打 たれた 馬の 吸に も 浜が ある。 

巢を 求めて ゐる 小鳥が、 ば さ /!\> と 木立の 問に 音 を させて ゐ るの を 聽 けば、 殊更に 黄昏 は^い。 

空 も、 木 も、 小鳥 も、 人 問 も、 ひたすらに 黃： $! の靜 寂の 前に をの の いて ゐる。 

そこに は 馬と 人間の 憎恶 もな く、 人と 人の 戰 もない。 

すべ ての 生物が 一 樣に 生きる ことの 苦痛、 生きる ことの 不可思議、 生きる ことの 寂し さに 俯向いて ゐる 

道に 逢 ふ 人間が すべ て 尊く 思 はれる の も 黃昏 である。 

大きな 麻の 袋 を か つ いで 默 つて 行く 老人 は、 秈の 胸に レ • ミゼ ラブ ル の 主人公 を 想 はせ る。 

木の下に 銥を つかんで 立つ てゐた 男が、 私に 聖ョ ハ ネを想 はせ たの も、 黄昏 ごろであった。 

嬰兒を 抱いた 若い 母が、 私に マド ンナを 想 はせ たの も、 黃昏の 時であった。 
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この 世界に 黄. 15« のみが あったら、 すべての 人間が マドンナ であり、 ヨハネで あるか も 知れない。 

人間の 世界に 嬰 兒の徵 笑が 失 はれない 間 は、 

少女の 瞳の 美し さが 滅 えな い 間 は、 

嬰兒を 抱く 若い 母の 淚が 輝いて ゐる間 は、 

千 人のう ち、 或は 萬 人のう ち、 たぐ 一人で も 心の 優し い 人 を 見出す ことが 出 來る間 は 私 は 生きて ゐた い 

九十 九 人の 心の 邪な 人々 のために、 人生 を くだらなく 思って はならぬ。 

た V 一人の 心の 美し い 人 を 見出す まで は、 絕 望して はならぬ。 

心の 美し い 人た ち を 見出し 得た 自分 は、 ほんた うに 幸福で あると 思 ふ。 

心の 美しい 人た ちが 生きて ゐる間 は、 私 も 生きて ゐ たい。 

—— 草 光る i 


武者 小路 實篤 

【人】 明治 十八 年 五 巧、 東京 麴 町に 生れた。 子爵 武者 小路 公共 氏の 弟で ある。 

擧習院 を 卒業後 東京 帝 國大擧 哲舉 科に 入った が、 一年 在學 したの みで 退學 した。 そして 志賀、 里 

i、 有 島、 木 下 氏 等と 共に 同人 雜誌 「白樺」 を 創刊して、 新 理想主義の 名 を 以て トルスト イズムに 

立脚した、 眞摯、 熱烈な 人道主義 を 提唱し、 正義と 人類愛と を 高調した。 そして、 物的 肉的に 囚は 

れて、 心的、 靈 的の 方面 を 無視して ゐた 自然主義 文壇に 一 つの 生 氣を吹 込んだ。 

氏 は その 思想 を實 現す る爲 に、 大正 七 年 日向 國の 一角に 「新しい 村」 を 建設した。 そして 無理解 

なる 官憲 は 勿論、 文壇、 思想界、 さて は 近親の 猛烈なる 嘲笑、 非雞、 反 對をも 物と もせす、 どん ど 

ん自 分の 所信に 邁進して 行った。 一時 非常に 衰微した が、 同志の 靑年 男女 を激勵 して 「新しい 村」 

の 生活 を つ^けて ゐる。 

彼 は 可成 プライドの 强ぃ人 だが、 而も 埶ー情 的で あり、 その 態度 は 男らしく 眞擎 である" 又 作品 を 
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通し て 見る 氏 は、 飽迄樂 天 的な 快活な、 物に 屈託のない 饒^な コ ー モリ スト である。 

昭和 一 一年 三月に は雜誌 「大 調和」 を 創刊して 編輯した" 

【作風】 ，.：IS 、力 次 郞氏は その 著 「現代 文學 十二 講」 に 於て 「彼 は、 可な りに 强ぃ プライド を 持 

つた 人 だが、 熱情 的で、 其の 態度が 男らしく、 眞摯 だ。 そして 彼れ 自身 一つの ユウ トビ ャを 持って 

其の實 現 を 一日 も 忘れない。 彼れ の 作品 は、 すべて 彼れ の ユウ ト ピャの 宜 傅で、 人類愛 を 以て 基調 

として 居る。 それ は、 前に 云った やうに、 文學 的に は、 トルストイ 乃至 ドスト ェ フス キイな ど^ 影 

響 感化に 負 ふところが 極めて 多い やうに 思 はれる。 恐らく 彼れ ほど、 徹底的に トルストイの 著作 を 

心； 讀し たもの は あるまい。 が 彼 は、 トルストイ を 模倣し やうと したので はなくて、 より 多く トル ス 

トイの 心境 ゃ內部 生命に 味 到した ので ある。 そして 彼れ 自らの 內部 生命 を 伸張 させた ので ある。 彼 

れの 生命の 成長 は、 ^れ をして 自然主義 文學に 失望せ しめ、 また 世界 不安の 狀態を 痛 歎せ しめて、 

すべての 人類が 「愛」 の 心 を 以て、 暖かく 握手し、 長く 內面的 一 致 を 保たん こと を 希 願せ しめたの 

である。 彼れ が 人類 的 本能、 宇宙 的 本能 を 重んじ、 人類の 眞心を 通じて 顯 はれた 力 を 信仰す る 所以 

は そこに ある 一 と 述べて ゐ る。 


最も 誡實 なる 人道主義 は 最も 熾烈なる 人生 肯定の 上に のみ 築かれる。 この 意味に 於て、 氏 は 熾烈 

なる 人生の 肯定 者で ある。 氏 は 自然から 與 へられた もの は 全部 的に 肯定しょう とした。 人 問が 人間 

らしく 生き 切った 時、 そこに 清い 喜び、 明るさが 自ら 與 へられる に 相違ない と 信じた。 そして 各自 

の もつ 生命、 才能が そのままで 少しの 矛盾、 爭 ひがな く、 お 互が お 互に 生きる 喜び を 分ち 與 へる 世 

界 こそ、 人類の 意志に 叶った 理想の 世界で あると 主張した。 氏 は 自己 を 育て 大きく する 爲には 手段 

を 選ばなかった。 自己 を眞に 生かす こと は、 同時に 他人の それ を も 本當に 生かす ことで あると いふ 

總體 的な 信念 を 持って ゐた。 この 熾烈なる 人生 肯定の 上に 立ち 理想の 至高 內客を 求めて、 愛の 生活 

を 主張し、 最も 普遍的に して 又 最も 一般的なる 「人道主義」 の 建設 を 夢見る ところに、 氏の 藝術的 

態度 を 貰く 思想 上の 基調が ある。 かの 「自然主義」 が 只 物質 方面に のみ 走って、 心的 靈的 方面 を 無 

視 する 弊を排 して、 眞摯な 熊 度で 內部 生命 を說 いた 彼の 作品に は、 今迄の 作品に は兑 られ なかった 

淸 新な 氣が漂 ひ、 喑黑 的で なく 光明 的で あり、 消極的で なく 積極的で あり、 否定的で なく 肯定的で 

あった。 

凡そ、 氏の 作品 位 端的に 自己 を 表現した もの はない。 自己の 中に^き 上る もの を、 出ようと する 
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もの を、 がむしゃらに 吐き出した。 それ は、 作品と しての 味 ひよりも、 自己の 思想、 生活、 感情 を 

より 直截に 訴 へんと する ものである。 氏 は 唯 自己の 中に 湧き上る 物 を、 最も 端的に、 最も 適切に 表 

現し 得る と 忍 はれる もの を 選んだ。 故に、 氏は隨 筆の やうな 小說を 書き、 感想の やうな 詩、 對 話の 

やうな 戯曲 を 書いた。 それ 等 はすべ て氏獨 得の 自由な 生命の 溢れた 物で ある。 

〔作品】 

一 、 (小 說) 芳子、 おめでたき 人、 桃色の 室、 世間知らず、 A と 運命、 彼が 三十の 時、 不幸な 男、 幸福 者、 友情、 

へんな 原稿、 一休に きいた 話、 土地、 ある 夫婦、 或 日の 手紙、 或る 男、 母と 子 

二 、(戯曲) 或 日の 夢、 二つの 心、 或 日の 一休、 わし は 知らない、 花^ 爺、 A と B、 淸 盛と 佛 御前、 日本 武尊、 

かちく 山、 耶蘇、 神と 男と 女、 その 妹、 或靑 年の 夢、 愛欲-r 人間 萬 歳、 楠 正 成、 桃源に て、 赏 朝と 公 嘵、 等 

【文章】 「彼の 表現 は、 その 文章から して、 實に獨 得な 味 を 示す もので、 作者の 心 持と びった 

りと 合って ゐる ところに、 今迄の 表現に は 見られぬ ものが あった。 單純 であるが、 しかし 仲々 ねば 

り 氣が强 く、 讀者を 同化 させねば 措かない 底力が ある。 何 ちらかと いふと 語彙の 貧弱な 方で、 生彩 

に 乏し いところ は あるが、 平明で あり、 決活 であり、 齒 切れが よく 伸々 としたと ころが あり、 その 

一字一句 にも 彼の 個性が 彼の 生命が 溢れて ゐる。 卽ち、 彼の 精神が その 文字の 上に 躍如と して 現 は 


れ てなる ので ある。 が、 時には だらだらと 饒舌に なりす ぎ、 獨 りよが りの 獨 白が 績 くこと が ある。」 

と 小島 氏 は その 「文 擧 史觀」 に 評して ゐ るが、 文 は 人な りとの 格言 は、 氏の 文と 人と に 於て 最も 適 

合して ゐる やうに 思 はれる。 

實に、 氏の 文に は獨 得な 天 眞純樸 な リズムが 一本調子に 流れて ゐる。 言葉 を 飾る とか、 文章 を 美 

しくす ると か、 さう いふ 技巧、 修辭は 微塵 もない。 その 中に 一流の 强ぃ 人間味が 溢れみ ちて 感激に 

輝いて ゐる。 確かな 信仰と いふべき 精神力 を 打 込んで 書いて あるので、 誰の 心 も それに 共鳴して、 

そ の 誠實 さに 愛 を 感ぜす に は ゐられ ない。 

文章 は 音樂的 だが 繪畫 的で はない。 その 中に 人間性が 波打って ゐる。 

之 を 要するに 簡單 にして 直截なる こと 恰も 竹 を 割った やうな 文、 これが 武者 小路 氏の 文章の ス タ 

ィ ル である。 

【文例】 o 

「心が 潢 くなる 時、 心 は 無限に 接する。 その 時 心から あふれ 出る もの は 無限から あふれ 出る。 其處に 善惡を 越- ス 

た 美が あら はれる。 又 自他の 境 を こえた 愛が あら はれる」 
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「心 を淸 くす るに はどうし たらい、 のです か 一 

r 1 番自體 の 健 仝な 時 は 身體 s こと を 忘れて ゐる時 だ。 それと 同じく 一  番 心の 健 令： な 時 は 心の こと を 忘れて ゐる 

時 だ。 他人の 思 はくや、 見え を かまって 正^: になれ ない 時 は、 何處か 心に わざとら しい 所が 出來 る、 それ を さけ 

て 出來る だけ 正^に すなほ にす るより 仕方がな い。 自 信がない と つ い 自分 を 自分で な いものに 見せたがる。 さう 

いふ もの は 心が 淸 くなら ない。 それから 他人に 不快 を もったり、 不平 を もったり して は 心が すなほに はなら なく 

なる。 心が 平靜 にして 何ものに も 邪魔され ず、 邪魔が 入った 時 は それ を內 から あふれ 出る 正直な 心で はねのけて 

本當の 心 を 表 はす やうに 骨折る と、 段々 心が 淸 くなる。 心を淸 くす るに は先づ 正直に なって、 自分の 思った こと 

を 一 々反省して 其處に 不純な ものが あったら それ を とりのぞく やうに しなければ いけない。 花 を 見て 美し いと 云 

ふ。 それが 本^に 美しく 思って 云った のなら、 それ は 心の 淸ぃ時 だ。 しかし 美しい と ぴったり 思 はずに た V そん 

な こと を 云って^ たのなら、 その 人の 根性が 其處に 露骨に 出る。 自分で それが 氣 がっくと 恥 かしくなる。 さう 云 

ふ 時は默 つて ゐる 方が い、。 ぴったり もの を 感じる 時、 ぴったり ものが 云 へ る 時、 その 人の 心の 淸ぃ時 だ。 成 心 

があって 何 か 云 ふ 時、 その 人の 极 性が 額 を 出す。 その 時は淸 くない 時 だ。 それ をよ く 知って ぴったり もの を 感じ 

たり ものが 云 へ たリ する やうに 心がけ、 その 境に 入らない 間、 知った 風な こと は 云 はない § うに 注意すべき であ 

る」 

r ひった リ ものが 云へ ない 時は默 つて ゐる 方が い  のです か」 

「默 つて ゐては 用が ベ ん じな い 時が ある だら う。 しかし 默 つて ゐる ことが 出來 たら 默 つてね る 方が い >-o さう い 


ふ 時に 云 はれた 言葉 は、 その 人の さもし さ を 示す 許リ で、 生きない。 權 威がない。 それ は 無限から あふれ 出て ゐ 

るので はなく， あわてものの 淺 墓な 根性から 出て ゐる。 物言 ふと 辱 さむし と 云 ふ 感じが する。 眞の言 葉 は 無限 か 

ら 出て 一言 一 句、 權威を もつ。 それでこそ 一 百 葉が 生きる の だ。 眞心 にひ^くの だ」 

師は又 云った。 

「心の 淸 さば 雲の ない 時の 空の やうな もの だ。 無限の 淸さを もつ。 しかし 雲 を つらぬ いて かぐやき 出る 日光 も 亦 

美し い。 時に あま リ淸淨 な 人より は 濁リの ある 處に 無限から 出る 光が 反射す る ことで、 反つ て 人間ら し い 美し さ 

を 見せる 人 も ある。 又 か の 耶蘇の 死な ど はとざ された 愛 をた ち 切つ て H! 光が 照 W か^ や いて ゐる やうに 限りなく 

壯美 だ。 十字架の 苦痛 を つらぬいて 輝き わたる 人の子の 神々 しさ。 それ は 崇高の 極み. だ。」 

師 は限リ なく 靑空を 讃美す る、 又限リ なく 雲の さけ 問に；^ える 靑空を 讃美す る。 乂 た^ょ ふ 雲が 日光に いろど 

られ るの を 讃美す る。 皆 太陽の 限リ なき 深き 心の あら はれ だ。 神の 如き 人の 心 も 亦 そんな もの だと 云った。 ある 

人が T 來て みれ は 開く ょリ 低し 富 土の 山、 釋迦も 孔子 も かく や あるらん」 と 云った 和歌 を 面白がつ たの を 師は閗 

いて 怒った。 

「馬鹿 ものに 何が わかる。 馬鹿 もの は 釋迦ゃ 孔子のう ちの 糞 を 掘り あてる。 釋迦ゃ 孔子の 限りなき 高さの わから 

ぬ こと を 自慢に する もの は、 自分の 馬鹿で、 生"^ 氣で、 淺溥 で、 無智で、 美の わからな いもの だと 云 ふこと を糜 

吿 して 步く奴 だ。 來て 見れば なほ も 美し 富士 の. E、 釋迦も 孔子 も かく や あるらん。 さう 云 ふ 欲の 方が どれ だけ 本 

當か 知れない。 生 意 氣な小 猿に 逢って はかな はない。 そんな 奴 は 耶蘇 を 見て、 お前 は 女 を 見て 色 ^を 起さない か 
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片輪 もの 奴と 云 ひかね な い 奴 だ。 恐ろし い 恥知らずの 奴 だ」 

II 幸 福 者 —— 

〇 

私 はたえず 何 かした い。 內の 生命 を 外に 出した い。 出し切りた い。 それ も 空に はき 出す のでな く 大地の 上に 

喰 ひこむ やうに はき 出した い。 人間の 心に 噴 ひ こむ と 云っても い、。 

 現代 H 本文 學仝集 武者 小路 實篤集 序詞より II 


. 【人 1 氏 は 明治 十一 年 三月、 東京 小石 川區に 生れた。 

中舉 時代 は溫良 聰明な 模範的 學 生で、 皇太子殿下のお 相手に 選ばれた こと さへ あった。 二十 九 年 

學習院 中等 科 を 卒業、 札 幌農學 校へ 入學、 新渡戶 博士の 家に 寄寓して ゐた。 札幌に 於け る 五 年間の 

大自然の 感化と、 素朴 勤勉な 學 風と は、 彼に 學 問と 德 性と を 賦與 した。 かくて 學習院 時代の 貴族的 

物質的な 敎 養を脫 し、 身心 鍛鍊 向上の 機會を 得、 初め 禪に參 じ、 後 基督教に 人った。 三十 叫 年 卒業 

し、 一年 志願 をし、 三十 六 年に は 米國に 渡り、 やがて 歸 朝した、 

歸朝 後の 氏 は 基督教に 對 して 懐疑 的と なり、 已に專 攻の學 問に も 全然 興味 を 失って ゐた。 そして 

文學 及社會 主義、 唯 物史觀 等に 興味 をいだ くやう になって ゐた。 東北大 學の 教師 を 勤めた こと も あ 

るが、 やがて 夫人の 健康が 勝れす 大正 四 年 教職 を拋 つて 東京に 歸 つた。 

生活と 藝 術と を不卽 不離に 考へ てゐる 氏に 取って は、 藝 術に 徹する 爲に は先づ 生活の 更新 をし な 
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ければ ならなかった。 生活 更新の 意志 は 漸次 高められつ、 あつたの であるが、 それ を 急激に 實 行せ 

しめたの は、 夫人の 病で あり、 その 死去で ある。 氏の 藝術は 夫人の 死によ つて 誕生した といっても 

過 一 百で はない。 已に W 十三 年 glra: 「白樺」 の發刊 と共に その 同人と なり 氏の 文學的 活動 は 開始され 

てゐ た。 そして ra: 十 ra; 年 「或る 女の グリンプス」 を發 表して、 始めて 文壇の 注目 を 集めた。 然し 不 

思議に も 生 馬、 殍のニ 弟が 文名 を 擅に する に 係らす、 氏 は 暫く 埋れ てゐ た。 大正 五 年 八月 夫人 を 失 

ひ、 更に 十二月 父 を も 失った。 これ を轉 機と して 愈々 氏 は 本格的に 作家 生活に 入り、 華々 しく 活動 

を繽 けた。 そして 他の 白樺 派の 人々 が、 心理の 掘り下げ や 技巧の 洗鍊に 苦心す る 間にあって、 獨り 

氏 は 時代の 現實的 苦悶 を 端的 に 解決 せんとす る 生々 しい 深刻な 題 村 に 乎 を つけ、 同派 中 で も特 に 思 

索 的な 人道主義者と 觀られ てゐ たし 

前に も 一寸 述べた やうに、 創作 「迷路」 から も 想像され る やうに、 氏 は アメリカ 時代 旣 にきく、 

アナ キ ストに 接觸 して 近代 社會の 矛盾に 覺醒 して 居た。 

折柄歐 洲大戰 直後の 日本の 姿、 周圍と 時代との 迫力 は、 氏の 抱懊 する 社會 主義 意識 を 必然的に 尖 

鋭 化せし め、 大正 十 年 一 巧 「無産階級と 文學」 なる 一 文 を； 讀賫 新聞に 發 表して ブ n レ タリ ャ文學 の 


最も 早き 提唱者の 一人と なった。 やがて 筆 だけで は滿 足し きれた くた つた。 そして 「宣言 一 つ」 か 

ら 財産の 拋棄 へと、 身 を 以て、 心 を 捧げて、 日本の 上 を、 地球の 上 を 吹く 寒風に 身 を さらして しま 

つた。 卽ち 北海道の 農場 を 小作人 達に 讓り 渡したり 或は 自邸 を 人に 讓っ て 求めて 借家 住 ひ をな し、 

さて は 肘魔拋 棄を宜 言し て 所有の 財物 を公賣 に附 したりす る やう な 懊惱 の 生活に 人った。 そして 免 

年刊 行した 侗人雜 誌 「，お」 にも その 苦悶 を ありく と：^ る ことが 出来る。 

かくして 大正 十二 年 六 R: 八日、 婦人 公論 記者 波 多 野 秋 子と 輕 井澤の^ 墅淨日 庵で 縊死 を 遂げ、 翌 

巧 八日 發見 された。 享年 W 十六 歳。 

ともあれ、 氏 は 大正 末期に 於け る 知識階級の 社 # 的苦惱 を、 最も 早く、 最も 深く 體驗 した 人で あ 

る 0 

〔作風】 氏の 作品の 中に 分 入って 見る と、 その 何れに も 強い 人間的 耍 素が 見出される。 その 人 

間的耍 素と は 人生に 對 する 迷 ひで ある。 人生に 對 して 眼の 醒めた 人で なければ 味 はへ ない 迷 ひの 氣 

持が、 氏の 作品に は 漂って ゐる。 「小さき 者へ」 や 「死と 北ハの 前後」 等の 作品 をよ むと き、 氏の 實生 

活 につい て 殆ど 何等の 智識 を も 有しない 吾々 でさへ も、 氏が S 十 年の 長い 年月 を 如何に 人生に 對し 
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て 迷って き たかを、 可成 はっきり 知る ことが 出來 る。 氏 は その 惱 みの 解決 を 科舉に 求め、 宗教に 求 

め、 哲學に 求めた が、 遂に それらに よって は 解決 は 出来なかった。 その 長い間の 經驗と 愛妻の 死と 

は、 氏に 迷から 脫 すべき 第一歩 を與 へた。 本當. に 生きる 道を敎 へた。 本當に 生きる 道と は 何 か、 曰 

く藝 術と 愛の 生活で ある。 氏 は 矛盾、 爭鬪、 不安の 生活の 中に 愛と 人道の 光と を 求めた。 

ゆ 島 氏の 作風 は、 愛 を 基調と する 點に 於て 武者 小路 氏と 同様で あるが、 彼の 愛 は 實篤程 高く 大き 

く はない。 實 篤の 愛 は、 大 なる 眞理 愛に 合致し なければ 安んじな いが、 武郞の 愛 は、 その 周 圍のも 

の 乃至 小さき 者に 限られて ゐた。 

ともあれ、 氏の 藝 術の 基調 は 愛で ある。 氏 は 「惜しみな く 愛 は 奪 ふ」 に、 「自己 を對 象と する 活動 

と は、 取り も 直さす 愛の 活動で ある。 而 して 自己 を對 象と する 活動の みが 藝術 活動で ある。 自己 を 

對象 とする 活動が 愛の 活動で あるが 故に、 愛の みが 藝術を 生む 胎 である。」 と 述べて ゐる 如く、 あら 

ゆる 侗 性的 眞實を 徹底的に 突き詰めて 見ようと した。 「或る 女の グリ ン ブス」 に 於け る 早 月 葉 子 は、 

女性の 情愛 を 以て、 先づ 何よりも 先き に、 自分の 神經の 末端まで も 愛した。 女性の 盲目 さ を 以て、 

自分の あらゆる 才能 を 生かさう とした。 氏 は 子に 盲目な 母の愛 を 以て 葉 子 を 生かして 居る。 氏の 心 


の 純情 さは 生きよう とする もの は 微細な ものまで も貌し 得なかった ひ 

「小さき 者へ」 の ー篇 は、 母に 取殘 された 小さき 者の 運命 を 思 ふ 氏の 愛憐の 情の 表現で ある。 小さ 

い 三つの 影 を 背に 負って、 カ强く 歩む 父の 姿の 尊 さ を 見る。 

又 「クララの 出家」 に 於て は、 聖 クララの 淸ぃ戀 が 物語られて 居る。. 正しく 人間 生活 史の 上での 

事實 として、 人間 を淸 さの 限りに 於て 眺めて ゐる。 

そして 「力 インの 末裔」 に 於て、 人間の 醜惡の 限り を 見た。 地に 生きる 生物と して 人間の 姿が ま 

ざ/ \ と描寫 されて ゐる。 

かくの 如く、 人間の 到り 得る 明朗と 淸淨 との 極致 を 描かう とすると 同時に、 しばく 醜 惡と陰 暗 

との 限り を 描かう とした。 がさう した 絡對 主義 的な 考へ方 は 恐らく 氏に とって 意識的な 追求 以上の 

ものに はなり 得なかった。 と 同時に 氏の 世界 はしば くさう した 方向から すれて、 相對 主義 的な 人 

道 愛 乃至 隣人愛の 境地に 止まらう とした。 さう いふ 場合、 氏 はかなり 常識的で、 そして 常識的な 意 

味での 道德 主義者であった。 その 素質 的な 傾向が、 氏 をして 特に 理想 派 的 色彩の 多い 人に し、 明る 

くした。 一 方 晩年の 社會 主義 的 傾向 へ の轉向 を 必然的な ものにし たと 思 はれる。 
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之 を 要するに、 彼の 作品 は 大體に 於て、 愛の 宣傳 の爲 めに 書かれた といっても よい。 大正 十一 年 

i  w、 改造 誌上に 發 表された 「宣言 一 つ」 以前の 所謂 前期 作品に あら はれた 愛 は、 ロマンチックな 

人類愛で あると いへ る。 それ は、 いかにも 純一で 淸澄 だが、 现智の 作用 を 混ぜて、 稍 熱烈 さ 深刻 さ 

が 足りない 憾が ある。 その 前期の a マン チックに 對 して、 後期の 作品 は現實 に眼覺 め、 且つ 社會意 

識を 痛烈に 表現して ゐる。 

【作品】 

1、 (小 說) 小さき 者へ、 力 インの 末裔、 死， 宣言、 叛逆 者、 迷路、 生れ 出づ る惱、 或る 女、 惜しみな く 愛 は 奪 

ふ、 ドモ乂 の 死、 旅する 心、 小さき 灯、 显座等 

【文章】 宮島 新三郞 氏の 評 を揭げ る。 

「その 文章な ども、 熱 はあり、 力 はあり、 艷麗 で、 流暢で、 淸 新味に 富んで はゐ るが、 音で いへば 

餘 りに 雑音が 多過ぎる。 色で いへば、 相殺し 合 ふやうな 色 を ふんだんに 使 ひすぎ て、 却って 色調の 

エフ ェクト を 弱める 恐れが ある。 だが その 音が 素人 耳に は どんなに 心地よ い 諧調に 聞え る ことか。 

叉 その 色が 素人 E に は どんなに 美しい 繪 として 映る ことか。 


それに 有岛 氏の 作品に は、 常に 讀者 を醉 はせ. f に は 置かない 情熱 的な 感激が ある。 理^が 相當に 

閃いて ゐ ながら、 その 間に 所々 感激 的耍 素が はさまって、 作品 全體 を活氣 づけた。 现智 で說明 すれ 

ば、 平凡に なり、 無味乾燥になる ところ を、 巧みに この 感激 的 要素に 訴 へて、 陶醉 恍惚の 境地 を展 

開す る。 それ は 感激の 飛躍で ある。 特に 戀 愛の 心理的 狀態を 描き出す 場合 等に は、 甚だ 有効で あ 

る。 この 飛躍 こそ、 多 數の讀 者を捉 へて、 有 島 氏の 藝術 品に 感嘆の 聲を 放た しめた 一 つの 力で あ 

る。 「石に ひし がれた 雜草」 「或る 女の グリンプス」 などが 持つ 魅力の 大部分 は、 この 感激の 飛躍で あ 

といって 好い。 

とはいへ、 これ 等の 作品 は、 餘り にも ロマンチック Q 匂 ひが 多くて、 ピッ タリと 胸に ふれて 來な 

い。 作者の 自由 奔放な 空想が 餘り にも 現實を 無視して、 天 筌を馳 けめ ぐって ゐ るので、 赏感 味が 稀 

である。 自然主義 的な 窮屈な 物の 見方 や、 感じ 方、 若しくは 平板 單 調な 描 寫法を かなぐり 扮 てゝ、 

自由 奔钕な 廣ぃ兌 方 や 感じ 方 や 手法 を 取 入れた 點ゃ、 思想 的に 明るさ や 華 かさ を 展開した 點は、 行 

^つて ゐた 日本の 文壇に 取って 一 つの 大きな 剌戟 となった が、 餘 りに a マン チックで あり 樂觀 的で 

あり、 非現實 的であった 爲 めに、 深く 現實に 徹する の 一事 を 稍 も すれば 忘れ勝ちで あつたの は、 有 
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島 氏の 爲に 遺憾と せざるを得ない」 と。 

實に 氏の 文章 は 絢爛、 豪華、 自由、 奔放で ある。 そして 常に 出来るだけ 力強い 表現 を 持た うとす 

る倾 向が あるので、 そのために 息 詰る やうな 强 調に 彩られて ゐる。 思 ふに、 その 絢爛たる 豪華 さは 

作者の 語彙の 豐 富なる にもよ るが、 歐 文脈の 勝った 強い 調子の 文章と、 日本の 作家と して は H ネル 

ギッシュな 所と、 スケ ー ルの 大きさと から 來る もので あらう。 只憾 むらく は、 技巧が すぎて か 豪華 

な 割合に 重厚 さが 乏しい やうに 思 はれる。 

【文例】 

十分 人世 は 淋しい。 私たち は 唯々 さう いって 澄まして ゐる 事が 出來る だら うか。 お前た ちと 私と は、 血 を 味つ 

た獸の やうに、 愛 を 味った。 行かう、 而 して 出 來る だけ； 4 たちの 周圍を 淋し さから 救 ふために 働かう。 私 はお 前 

たち を 愛した。 而 して 永遠に 愛する。 それ はお 前た ちから 親と しての 報酬 を 受ける ためにい ふので はない。 お前 

たち を 愛する 事 を敎へ て くれたお 前た ちに 私の 要求す るの はた^ 私の 感謝 を 受取って 貰 ひたいと いふ 事 だけ だ。 

お前た ちが 一人前に 育ち 上った 時、 私 は 死んで ゐる かも 知れない。 一生懸命に 働いて ゐる かも 知れない。 老衰し 

て 物の 役に立た ないやう になって ゐる かも 知れない。 然し 何れの 場合に しろ、 お前た ちの 助けなければ ならない 

もの は 私で はない。 お前た ちの 若々 し い 力 は旣に 下り坂に 向 はう とする^な どに 煩 はされ てゐて はならない。 斃 


れた親 を 喰 ひ 塞して カを貯 へる 獅子の 子の ゃラ に、 カ强く 勇ましく 私 を振リ 捨てて 人生に 乘リ 出して 行く が い、。 

今 寺 計 は 夜中 を 過ぎて 一 時 十五 分 を 指して ゐる。 しんと 靜 まった 外の 沈默の 中に お前た ちの 平和な 寢息 だけが 

幽かに この 部屋に 開 こえて 来る。 私の 眼の 前に はお 前た ちの 叔母が 母上に とて 贈られた 薔薇の 花が 寫眞の 前に 置 

かれて ゐ る。 それにつ けて 思 ひ 出す の は 私が あの 寫眞を 撮って やった 時 だ。 その 時お 前た ちの 中に 一 番年 たけた 

ものが 母上の 眙に 宿って ゐた。 母上 は 自分で も 分らない 不思議な 望みと 恐れと で 始終 心 をな やまして ゐた。 その 

頃の 母上 は 殊に 美しかった。 希臘の 母の は-似 だと いって、 部屋の 中に い 、肖像 を かざって ゐた。 その 中に ミ ネル 

ケアの 像 や、 ゲ一テ や、 クロムウエル や、 ナイ ティン ゲ一ル 女史 やの 肯 像が あ つた。 その 少女 じみた 野心 を その 

時の^ は 輕 い 皮肉の 心で 觀てゐ たが、 今から 思 ふとた V 笑 ひ 捨て  >- しま ふ こと はどうしても 出來な い。 私 力お 前 

たちの 母上の 寫眞を 撮って やら-つと いったら、 思 ふ 存分 化粧 をして 一 番の喑 衣 を 着て、 私の 二階の 書齋に 這って 

來た。 私 は 寧ろ 驚いて その 姿 を 眺めた。 母上 は 淋しく 笑って 私に いった。 產は 女の 出陣 だ。 い、 子 を 生む か 死ぬ 

か、 その どっち か だ。 だから 死 際の 装 ひ をした の だ。 II その 時 も 私 は 心なく 笑って しまった。 然し、 今 は それ 

も 笑って はゐ、 りれ ない。 

深夜の； y 默は私 を嚴肅 にす る。 ^の 前に は 机 を 隔てて お前た ちの 母上が 坐つ てゐる やうに さ へ 思 ふ。 その 母上 

の 愛 は 遺書に ある やうに お前た ち を 護らずに はゐな いだら う。 よく 眠れ" 不可思議な 時と いふ もの の 作用に お前 

たち を 打ち 任して よく 眠れ。 さう して 明日 は 昨日よ リも 大きく 賢くな つて 寢 床の 中から 跳リ 出して 來ぃ。 $は# 

の 役目 をな し 遂げる 事に 仝 カを盡 すだら う C 私の 一生が 如何に 失敗で あらう とも、 又 私が 如何なる 誘惑に 打ち 負 
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けようと も、 お前た ち は 私の 足跡に 不純な 何物 をも见 出し 得ない だけの 事 はする。 屹度す る。 お前た ち は 私の 斃 

れた 所から 新しく 歩み 出さねば ならな い の だ。 然し どちらの 方.： I： にどう 步 まねば ならぬ か は、 かすかながら にも 

お前た ち は 私の 足跡から 探し出す 事が 出来る だら う。 

小さき 者よ。 不幸な W して 同時に 幸福な お前た ちの. 父と 母との 祝福 を 胸に しめて 人の 世の 旅に 登れ。 前途 は 遠 

い。 而 して 喑ぃ。 然し 恐れて はならぬ。 恐れない 者の 前に 道 は 開ける。 

行け。 勇んで。 小さき 者よ。 

 小さき 者へ  


【人】 明治 二十 一年、 横濱 市なる 橫 濱税關 長官 舍に有 島武の TO: 男と して 生れ、 英 夫と 命名- 〜 

生と 同時に 母方の 山內家 を嗣ぐ ことにな り、 生れながら にして 山內英 夫の 名 を 冠せられ た。 里見殍 

は そのべ ンネ ー ム である。 

武郞、 生 馬 兩氏を 兄に もつ 彼 は、 その 感化 をう けて 舉習 院在學 中、 廻 覽雜誌 「麥， 一 を 編輯したり 

して、 創作の 階梯 を 次第に ふみしめて 行った。 やがて 東京 帝大 英文科に 進んだ が、 僅か 月餘で 退學 

して 文藝 作家で 立つ 決心 をした。 折から 創刊され た 「白樺」 に 「お 民さん」 の 短篇 を 提げて 加入し 

た。 時に 年 僅かに 二十 三才。 その後 「朱 欒」 に 「入 間 川」 を 書き、 朝日 新聞に 「母と 子」 を 連載し 

て 大いに 文壇に 躍進した。 大正 五 年に は 「中央 公論」 に發 表した 無題の 小說が 意外に 高評 を 博し、 

又 同年 十  一 n、 泉 鏡 花の 推輓を 得て、 「善心 悪心」 を 出版し、 次いで n 二人の 弟子」 「愁」 等の 短篇 集 

を 刊行した レ その 優れた 心理 描寫の 冴え は 他の 追隨を 許さぬ ものが あった。 大正 八 年 十一 月から、 
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久米、 H 中の 諸氏と 同人 雜誌 「人 問」 を發刊 したが、 十 年 六 巧 廢刊。 

【作風】 里 見 氏 は 始め 志賀、 武者 小路、 有 島 氏 等と 共に 雜誌 「白樺」 に據 つて ゐ たが、 その 中 

の 異分子 を ひ きゐて 雜誌 「人間」 に據 つた。 「白樺 派」 が 理想的、 人道的、 探求 的であった のに 反し 

て 「人間 派」 は 現世 的、 享樂 的、 現 狀滿足 的であった。 

谆は 最初 鏡 花の 作品に 倾 倒した ため、 その 手法、 題 村の 上に 鏡 花の 影響が 少 くない。 氏 は 好んで 

怪奇 的な 事件 を 取扱 ひ、 遊里の 人物 及 その 空氣を 描く。 氏の 筆に なった 人間 はむしろ 心に くいまで 

現 實味を もち、 會 話に 於け る 微妙な 特技 は、 さう した 現實味 をい やが 上に も 生々 しくして、 何だか 

讀 んでゐ るう ちに 面 は ゆくなる やうな、 胸の 底から 恥づ かし さが こみ上げて 來る やうな 感銘 を もた 

らす。 この 點 こそ 氏が 名人の 稱を うけて ゐる 所以 だが、 そこに は、 鏡 花の 影響が 多分に 見出され 

る。 殊に 少年少女 を 描. s た 短篇 は、 句々 の 末々 まで もまん べんな く 行渡った、 はち切れる ばかりの 

才氣、 飽迄 濃厚な 色彩、 獨 得の 淸 新な 一一 ュ アンス を こめた 語彙、 行間から 若い 生命が ぴち くと 跳 

ね 出し さう に 思 はれる。 而も その 題材 は 大部分 人情の 世界で ある。 

やがて、 氏 は、 「毒草」 「父親」 「おせっかい」 「多情 佛心」 等 を 公に して、 漸く 鏡 花の 影響から 脫 して、 


自己 獨 得の 藝術境 を 開拓し、 その 細緻の 表現 技巧と、 深刻なる 心理 描 寫とを 以てする 所謂 「新 技巧 

派」 の鶸將 となった。 

それが 段々 變 化して、 今 日 では 技巧 一 點 張りの 作家に なって 了った。 執 一 情が その 力 を 潜めて、 た 

^理智 的 技巧の 綾の みが 目立って きた。 た^ひよ つと した 思 ひっき を、 氣の 利いた 技巧で 氣 輕に投 

出す といった 程度の ものし か 見せない。 而も 氣 持の 上で は 恐ろしく ブル ジョァ 的と なって ゐる。 享 

樂的、 耽美的、 安逸 的に 傾いて ゐる。 

然し、 作家と しての スケ ー ルの 大きな こと、 創作力の 旺盛な こと は、 昭和 文壇の 一 異彩で あら 

う。 

【作品】 

一 、 (小 說) 善心 惡心、 三人の 弟子、 慾、 毒草、 我、 不幸な 偶 態、 幸福 人、 父親、 雨に 咲く 花、 潮風、 桐 畑、 四 

葉の 苜蓿、 凡夫 愛、 緣 談窶、 多情 佛心、 大道 無 門、 蛇蛟 毒、 山ノ手 暮色、 今年 竹、 等 

一一、 (其 他) 妬心、 赤き 机に 凭りて、 白 醉亭漫 記、 文 藝管見 

【文章】 氏 は 心理 描寫に 勝れて ゐる こと は當 代有數 であらう。 他人の 眼に はと まらない やうな 
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微妙な 心理の 變移 を、 又 どう 解き ほごして よい やら 分らない 錯雜 した 心理の 糸 を、 極めて 精細に 而 

も 巧みに 描いて ゐる。 嘗て 和 辻 氏 は 「日本に 於け る 心理 描 寫の第 一 人 者」 の 名 稱を里 見 氏に 與 へた 

如く、 實に 心理の 機微 を 急所 を 適確に 描いて ゐる。 

尙、 心理 描寫の 巧み さと 相俟って、 氏の 作品 を 一個 獨得な 藝術 品たら しめて ゐる もの は、 その 技 

巧で ある。 氏の 技巧 は 確かに 新しい。 殆ど 何物に も捉 はれて ゐる 跡がない。 表現 は 自由で 新味に 富 

んでゐ る。 所謂 新しい 甘味の ある 技巧 は 氏の 作品の 隨 所に 發 見す る ことが 出来る。 

高須か 次郞氏 は、 その 「現代 文舉 十二 講」 に 次の 如く 述べて ゐる。 「彼れ は 新 技巧 派の 驍將 だと か 

名 入 だと か 云 はれて ゐ るが、 實際、 彼れ は、 それほど 懸命に 技巧に 全力 を 打 込む 風が ある。 が、 彼 

れは 冷靜に 其の 當對 する 事象 を觀 察する とい ふよりも、 其の 描かう とする 事象と 共に 燃え 上って、 

强ぃ 情熱の 流動す る 其の ま ゝを投 け 出す と 云った 風が ある。 彼れ は 語句の 必す しも 整 ふの を 期しな 

い。 寧ろ 事象の 奥に 透 入す る こと を 力める。 心理 描寫に 巧み だと 云 はれる の も. それによ る。 いか 

にも その 表現が きび/ \ して 尖鋭 だ。 其の 代りに 穿ち 過ぎる 弊が あり、 獨 合點、 獨 思案に 寢 入り込 

ん でし まふ 倾が往 々ある。 それ も 最近 作 「おせっかい」 などに なると、 其の 弊が うすれて、 圓熟味 


が增 して 來てゐ る。 「直輔 の 夢」 は 彼れ の 代表作の 一 つで あらう」 と。 

〔文例】 . o 

七お の 午後 二 時 頃の 陽光が、 廣ぃ 練兵場 一 面じリ /\ と 照りつ けて， a た。 練兵場の 西側に 建って ゐ る兵詧 の 外 

が こ ひの 土手に 沿って、 でこぼこな 道が、 車の 輪 や 人馬の 足に よって。 水の 涸れた 川床の やうに 勝手次第に 或箇 

所では 二す ぢ 三す ぢに、 また 或 所では 一す ぢに蕖 つた リ して 踏 堅められて ゐる。 そこに 立って 束の 方 を 望む と、 

緩く 起伏した 地勢の 遙か あなたに、 黑 い 森が 僅かに その 頭 を出沒 させて、 この 廣ぃ 練兵場の 東の はて を 思 はせ る。 

南と 北との 境界に も、 大きな 木立が 高く 低く 立 並んで、 遠く 東べ りの 森へ と 陽炎に ゆらめきながら 連り 走って ゐ 

る。 それに また、 この 區 劃の 中には、 兵士の 鈸 打の 靴の 下に 僅かに 生殘 つた 夏草が、 ところどころ を生氣 のない 

綠に縞 どって ゐる 外に は、 立 木と て は 殆ど 一 本 もなかった。 で 劇し い 陽光に 飽滿 して、 熱の ために 震へ てゐ る^ 

穹は、 a わたす 限リの 赤土の 表面と、 ぢか ベた に 額 を 向き あはせ てゐ るう ちに、 お 互の 剛情に 腹 を 立てて、 不^ 

な 漉 面に ふくれ 返って しまった。 そよ との 風 もない。 ： ： 仲裁す る ものがなければ、 今にな ぐ リぁひ を 始める だ 

らう。  小鳥 はもと より 大鳥 すら、 敢 へて その 空 を 横切らなかった。 却って 昆蟲の 身で ある 蟬が、 大衆 を 

お-一 リ 

恃ん で、 周圍の 森の 深い 葉 蔭から、 癞癎 やみの 陽炎 や、 虐を 患って ゐる 草い きれの を單 調に 長く 引 張って、 や 

、あざ笑 ふ 意味で 歌って ゐる。 蜥蜴 は靑 くまた 綠に 輝く 自慢の 尾 さ へ もて あっかつ たや- r. にだら りと 延 してし 

つて、 傅かな 草 蔭に 頭 を 入れて、 白銀の 腹で ふうふう 息 を 切らして ゐる。 蟻 はまた 頗る 元氣 で、 黑 光の する 小さ 

現代 作家の 人 及 作風  ニー  七 


現代 作家の 人 及 作風  ニー 八 

かまき り 

な 背に、 螳螂が <^餘 した 蜻炝の 死骸な どかつ いで、 せっせと 働いて ゐる。 人間 は —— 見 わたす 限り どこに も 動い 

てゐ なかった。 あ、 たった 一 人 向 ふの 兵營の 土手の 上に、 火藥 庫の 步^ が 棒找の やうに 突立って ゐる。 

 突然、 練兵場の 東南の 隅に 常って、 砥粉色 をした 煙が あがった。 それ は、 る に 量 を 加へ なが 

ら、 そのうし ろの 眺を 一 切 覆 ひ 消し、 すぐ 原 一 面に ひろがって、 ところどころに 濃淡 をつ くり、 渦 を 卷き、 潮の 

寄せる やうに 近づいて 來た。 三十 秒 ほどで、 それ は廣ぃ 練兵場 を 横切って しまって、 すぐ 北側の 森が 袈 はれた。 

忽ち 樹木 は ざ わくと 波 を 打って 頭を报 動かして、 一度に 赤土の 埃 を 浴びた。 同時に 西側の 土手に 迫った の は、 

そこで 蹴返されて、 もん どリ 打って 中空に 舞 ヒリ、 もう 一 つ あ ふり を くらって 狂 ひ 渦きながら 脊庭 へたた きつけ 

られ た。 

： ： 大波の 寄せた あとに 立つ 小波の やうに、 今 あっちで もこつ ちで も 突風の 餘 波が、 勝手次第な 方向へ さらさ 

らと 入亂れ て、 それ 相應の 埃を卷 上げて ゐる。 そこへ、 笫 二の 埃の 壁が、 遙 かな 遠方から、 見て ゐる 間に もく も 

くと ひろが リ ながら、 一目散に 寄せて 來た。  次笫 にあたり に は陰慘 とした 喑 さが、 平安な 夜の 闇と は 仝 

く 趣 を 異にした、 人 をして 天 變地與 に對 する 恐怖の 念 を 抱かせずに はおかない やうな 怪し ぃ喑 さが 迫って 來た。 

黄色い 硝子 を 透かして 眺める やうに、 物 皆 は 光輝 を 失 ひ、 頭から 灰 を 浴びた 火山 地方の ぼ そっとした 色 合に、 あ 

たり は荒谅 としてもの 悲しく 見えた。 第五、 第 六の 疾風が、 底 氣味惡 い 響 を 地に ははせ て 過ぎた。 疾風の 合間に 

は、 練兵場 を かこんだ 森の 葉 ずれが、 遠 いのも 近いの もみん な 一 つに 集って、 ひく 波に さそ はれる 濱の小 砂利の 

やうに、 さあ— つと 鳴って ゐた。 その 静寂に、 —— 東の 空に 眞黑 く重疊 した 雷雲 を つんざいて、 薄 紫の ひらめき 


が ッッと 流れる。 「鳴るな」 と 思 ふ 間もなく、 殷々 たる 雷鳴が はためき 森く。 同時に、 硝子 管の やうな 雨が 降って 

来た。 

II 俄 あれ II 

〇 

私に 觸れて 來る心 を 物 を 正しく 觀、 はっき リ 感じ、 遂に その a: 譴 にまで 突き 入り 解ら うと 思 ふ。 私 は 一生 を 「解 

る」 ことに 捧げ 盡 して ゐる者 だ。. 從 つて 小 說を 書く 動機 も それで、 解リた ぃ爲に 書き、 解りつ X あると 思 へ るから 

書き、 解リ 終せ たと 信じら れ、 ば こ そ 筆 を 執 る ことになるの だ。 
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志 賀直哉 

【人】 明治 十六 年、 宮城 縣石卷 町に 生れた。 誕生の 翌々 年、 明治 十八 年兩親 と^に 上京して 麴 

町の 祖父母の 家に 住む。 舉習 院を經 て、 明治 三十 火 年 東京 帝大 英文科に 入舉 したが、 四十 一年 中途 

退學 をした。 

叫 十三 年に は、 武者 小路、 木 下、 有 島、 里 見 氏 等と 共に 同人 雜誌 「白樺」 を 創刊し、 所謂 「人道 

主義」 を 奉じて 文壇に 臨み、 正義と 人類愛と を 基調と した 清純な 作品 を 毎 巧 の やうに 同 誌上に 發表 

した。  . 

氏 は、 武者 小路 氏の 如く 宜傅 家で はなく、 只默々 として 創作 心理 をね り、 ぼつく と 心の 向 ふま 

まに 創作して 發 表して ゐた。 大正 二 年に は、 短篇 「留 女」 が 公に された が、 その 獨 得の 淸ら かな 正 

蓊 S 識と 繊細な 祌經 は、 その リア リス チックな 簡素 適確な 描寫と 相俟って、 全文 壇の 視聽を 一身に 

集めた が、 その後 約 三年 間、 大正 四 五 年頃 迄 は 創作 心境 行詰りの 爲か 全く 筆 を 絡って ゐ たが、 六 年 


に は 「和解」 ー篇を 提げて、 ^び 文壇に 乘出 して、 いつしか 押しも押されもせぬ 第一人者の 地位 を 

確保し、 大正 十 年 を 中心として 「改造」 誌上に 發 表された 「晤夜 行路」 は 殆ど 祌格的 存在で あると 

さへ 評された。 

【作風】 氏 は 非常に 藝術的 良心の 强ぃ 作家であって、 決して 多作 濫作 をし ない。 彼 も 「白樺 派」 

の 他の 作家と！： 様に、 人生に. 對 して 著しく 肯定的で あり、 正義と 愛と を 尊重す るが、 それ を 主觀的 

に 表面に 出さう と はしない。 飽迄も 純客觀 的で、 善惡 美醜 正邪 等 を はっきり 15!: 刖 する やうな こと は 

しない。 卽ち 正しき もの を 尊敬し、 正しから ざる ものに も 理解と 同情と を 以て 向 ふ。 公平で あり、 

過激で はない。 「氏の 作品の 表面に は、 人道主義 等と いふ もの はおくび にも 出て ゐな いが、 ほんとう 

に 氏の 作品 を 味讀す る ものに とって は、 氏 の 作品の 奥深く 鼓動す る 人道主義 的な 溫みを 感ぜす に は 

ゐられ な. S であらう。 …… 自分 は 氏の 作品 を 讀んだ 時 程、 人間の 愛すべき こと を 知った こと はな 

い」 と 迄 菊 池^^ 氏は讃 辭を呈 して ゐる。 

かく 「人道主義 派」 の 作家と して 立った 氏 は、 その 鋭い 觀察 力と 直感 力と、 その 冷靜な 知性と に 

よって、 「新 現實 主義」 の 作家と して 更に 又 新 技巧の 作家と して 稱 せられて ゐ る。 かく リアリストと 
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して 認められる と共に、 又 サイコ n ジ ストと しての 技量に C- いても 亦 文 堉隨ー と 呼ばれて ゐ る程累 

利 尖鋭 を 極めて ゐる。 

氏 は その 風貌に 於ても、 その 性格に 於ても 非常に 强ぃ銳 い 祌經を 含んで ゐる 人であって、 作に 對 

しても、 その 鋭い 祌經の 微細な 動きに よって 感受し 得た 心 持 を 書く レ けれども 彼 は 彼の 自然 主篛作 

家の やうに 現 實の苦 惱醜惡 を まざく と 抉って 快 を 叫ぶ のと は異っ て、 どこ 迄 も 溫ぃ廣 い 胸 を 擁し 

て 筆 をす ゝ めて 行く。 犀利 尖鋭 を 極めた 病的 神經 の描寫 では あるが、 深く 內面 的に 價値を 潜めて ゐ 

る が 故に、 ど こ 迄も眞 率に 鑑賞し て こ そ 初め て その 深い 含蓄と 詩 味 の豐 かさと を 味 は ひ 得られる の 

である。 「責族 的な 病的 神經の 描寫に 於て は 無比の 技巧 を 有して ゐる」 とい ふ 世の 定評 を 得て ゐ るの 

も その 爲 である。 

少し 長くな るが、 氏 の 人と 藝術 とに ついての 長與氏 の 評 を 掲げ る。 「漉 い 絢爛 —— 譬 へ ば 芝居の 松 

王の、 衣裳の 白と、 黑と、 金と 紫と、 それに 僅かの 綠。 梅 王、 樱 丸の 赤 系統に 對照 となる あの 一種 

男性的な 潞ぃ 絢爛。 それ は、 僕の 藝術 上で 最も 好む 味で ある。 

それ は 美しい。 又 槍の やうに 銳ぃ。 だが 燻が かかって ゐる。 ^く、 然し 美しい。 美しい が 枯れて 


ねる。 たと へて 見れば 燻し銀の やうと でも 云 はう か。 兎も角、 そんな 感じが 志賀 君の 作品に は 聯想 

される。 志賀君 はとく から その 藝 術に 對 して 或る 見識 を 持って. ゐた。 殊に 小說 道に かけて は 旣にニ 

十六 七の 頃に は、 瞭 りした 一流の 見解 を 持して ゐた。 それだけに その 手法と いふ やうな ものに 對し 

て も 仲々 意見が やかましく、 その 一種の 定石 を 重ん する 傾向が、 同じ 白樺の 中で 個性 自由主義の 武 

I？ 小路の 傾向と 鳥渡 對 立して ゐる觀 があった。 勿論 二人 は 古い 親友で、 互に 厚い 尊敬 を拂 つて はゐ 

たが、 兎も角、 その 獨 得の 小說觀 によって 夙く から 完成品 を 作って ゐ た點、 君 は 確かに 早熟な タレ 

ント であった。 要するに 誰でも 云 ふこと であるが、 同 君の 特色 はものの 感じ 方、 祌經の 働きに ある 

と 云へ る。 さう して それ は、 志賀 君の 性格から 來てゐ る こと は 勿論で ある。 同 君 は 實に噓 を 嫌 ふ。 

從 つて 他人の. 噓 にも 氣難か しいが、 それだけ 誰でも 直ぐ 君に 對 して 信頼の 心 を 起す。 蔭 日向と か、 

人 や、 世間の 鼻息 を颯 ふとい ふやうな 卑屈な 眞似 は、 君 は 決して 出来ない ところで ある。 よく 氣の 

付く 複雜の 中に、 何 處か竹 を 割った やうな. —— とい ふと 簡單 にき こえる が、 男らしい 氣 位と 我 俊 さ 

と を 持って ゐる。 それが 神經 となって 观 はれ、 又 一種 古武士 的の やうな とで も 云 はう 率直 誠 實な感 

を與 へる。 然も それが 進んで 君の 官能と 趣味と が 洗練して ゐる。 …… 志賀 君の 作風に は 「生」 が 非 
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常に 生きて ゐ ると 思 ふ。 技巧の 惡 達者な 作家が、 筆に かけて 無暗に 曲線 をつ かふ 所 を、 君 は 直線に 

描ぐ。 普通の 讀者は 巧みな 曲線 を はて、 あ、 うまい と 感心す るが、 趣味 高き 人から 觀れ ば、 それ は 

一 つの 下品で ある。 低級で ある。 曲線で i! けばい くらで もうまく 書け ると ころ を、 殊更に ぐっと 直 

線 を 引いた なりです まして 蹬く。 それ は餘 程の 趣味の 進んだ 人で なければ 爲な いこと で、 文章の 品 

位 は 其 處に現 はれる。 君の 文章が 芥子の やうに ぴ りつと して、 簡潔に 生きて ゐる こと は 誰でも 知る 

ところで あるが、 その 品位の 現 はれて 來る 所以 は 斯うい ふ處 にある と 思 ふ。 

もの V 描寫 などの 點で、 君が 名文家の 漱 石よりも 更に 進んだ 名文家で あるの は、 時代の せい も あ 

るが、 矢張り 藝 術に 對 する 觀 照が 進んで ゐ たの だと 思 ふ。 所謂 名文 を 弄して 得々 たる ほど 針の 趣味 

は 幼稚で はない。 その 文章の ひき 締 つて ゐ る點、 趣味の 高雅なる 點、 おは 一寸 フランスの ジッド を 

想 は せる。 君が ジッド を 好く の は 至極 尤もと 思 はれ る。 

志 賀^ は又フ a— ベ H ルを 非常に 畏敬して ゐる 様子で あるが、 僕な どから： ^れ ば、 おの 藝術 はフ 

口 ー ベ エルの それの やうに 大き くもなし、 豐か でもない か はりに、 あんなに アカデミックで なく、 

渐鮮で 進んで 居る ところが あると^ ふ。 どんなに 時流に 轉變 しても、 君 はいつ でも 瞭 りと 自分の 居 


る 可き 場所に 居り、 自分の したい 事 を 勝手にし、 自分の 眞に 愛する もの を 勝手に 愛して 行く であら 

う。 さう して、 其 處 から 眞 個の 君の 讀 者に 依って 愛される やうな 美しい 作品 を 生んで 行く であら 

う。 君 は それで 大手 を 振って、 天地 を 歩き 立派に 往生 出來 るので ある」 と。 

【作品】 

1 、 (小 說.) 留女、 大津 順吉、 夜の 光、 荒 絹、 雨蛙、 山 科の 記憶、 和解、 暗夜 行路、 壽々、 或 男 其の 姉の 死、 矢 島 

柳 堂、 焚火、 老人、 辋 走まで、 速 夫の 妹、 雪の 日、 好人物の 夫婦 等 

【文章】 心の奥に 深く 動く 微妙な 陰影 を も 鋭く 捉 へて 克明に 而も 簡潔に 描寫 する 能力に 於て、 

現代 作家 中の 第 一人者で ある。 

その 文章 は 無駄がない。 省略 法の 使驅が 巧妙で 簡潔、 明瞭 而も 適確、 一分一厘の 隙 もな く、 修飾 

は 極めて 少ぃ。 

一見 無造作と 兑 える その 手法の 反面に は、 一刀 ー拜 的の 丹念 さが あり、 又 內容と 合致した 技巧、 

飽迄も 誇張と 虚飾 を 省き、 始終 一 貫 簡潔に 素直に 書かう とする 漉い 底 光の した 技巧が いつも 窺 ひ 得 

られ るので ある。 從 つて 際 だって 織りな された 文章の 綾、 饒舌と 街舉的 構想 は 少しも 兌 出されな 
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い。 寧ろ 冷 さ を もった 白い 光の 様な 文章で ある。 とりつき 易い 文で はない が、 味 は ひ 甲斐の ある 文 

である。 佐 藤 春 夫 氏が 「鑑賞 上の 素人が ると、 氏の 文 は 一向 格刖の ものに は^えない かも 知れな 

いが、 實 はこれ がな か， （- 大變な 文章で、 通人が 最後に 着る 手織 木綿み たやうな ものである」 と 評 

した 一一 K 葉の 如く、 無技巧の 技巧、 無 詩の 詩の もつ 美で ある。 高雅な、 否 古拙とまで 云 ひたい 程の 完 

成 を もって ゐる。 常に 平明 簡潔 を ねらって、 晦潞 とくど/ \ しさから 綺麗に 足 を 洗って しまって ゐ 

るの みならす、 その 簡潔の 語句の 中に 無量の ュ 一 一 アンス を 含めて、 ぬきさしならぬ SK. の 藝術的 生命 

を 宿して ゐて、 本 當に藝 術の 醍醐味に 徹しよう とする 人に とって は、 全く 舌な めすり をした くなる 

底の ものである。 

B 端^ 成 氏 は r —— 今の 小說 壇に 信奉され てゐる 意味での リアリズム では、 直 哉 氏の 表現 は その 

最高峰に 達して ゐる 资 いものと いへ よう。 直 哉 氏の 文章 は、 文法 上から 兑 て 正しい 模範 ださう だ" 

その 一一 一一 口 葉 や 文字の 使 ひ 方 も、 それらの 正しい 意味と 生命と に對 する 理解 を 思 はせ る 精 厳な もので、 

小島 政 一 ー郞 氏の 所謂 「文字が もって ゐる 素朴 感を 出す」 ことに 成功して ゐる。 氏の 文章 程 一 字 一 語 

が讀 者の 心に 淸ら かに 澄んだ 音で 沈み、 鋭い 線で 徹して ゆく もの はない。 描かう とする 對 象に 對す 


る 作者の 心像、 それ 0 表現、 その 表現が 讀 者の 頭に 植 ゑつけ る 心像、 この 三者が 歪ま. f 曲ら す、 正 

しい 一直線 上に 列って ゐる。 十一 谷 氏の 「その 單純性 は 全く 近代 生活の 複雜 さの 上に 立って ゐる。 

作者の 感性 は あらゆる 近代的な 刺戟に 屈しないで、 よく 確 實さを 保ち、 作者の 空想 は淸く すんで、 

一 平明の 裏に 無數の 陰影 を藏 して ゐる。 卽ち、 この場合の 單純性 は、 極めて 贵族 的な デリ ケ ー ト 

な ものであると 同時に、 作者の 思想の 把握の 確實 さ、 洞察力の 深さ 及 表現の 適確 さ を 示す もので あ 

る」 と は 氏の 如き を；； 一一：： ふので あらう」 と 評して ゐる。 

【文例】 o 

1 ト夏 山陰 松 江に 基した 事が ある。 町 は づれの 濠に 望んだ さ 、やかな 家で、 獨住 ひに は 申 分なかった。 庭から 

石段で 直ぐ 濠に なって 居る。 對岸は 城の 裏の 森で、 大きな 木が 幹 を 傾け、 水の 上に 低く 枝 を 延ばして ゐる。 水 は 

淺く、 眞菰が 生え、 寂び た 工合. 濠と 云 ふより 古い 池の 趣きが あった。 ^鳥が 始終、 眞菰の 問を啼 きながら 往き 

來 した。 

私 は 此處で 出來る だけ 簡素な 暮らし をした。 人と 人と 人との 交涉で 疲れ切った 都會. の 生^から 來 ると、 大變心 

が 安 まった。 蟲と 鳥と 魚と 水と 草と 空と、 それから 最後に 人間との 交涉 ぁる暮 しだった。 

夜 晚く歸 つて 來る。 入 c の- m 燈に家 守が 幾 匹 もた かって ゐる。 此. 通リ では 私の 家 だけが 軒燈 をつ けて ゐる。 で 
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近所の 家 守が 皆 集まって 來る。 ^はいつ も 首筋に 不安 i 集め、 急いで その 下 を 潜る。 それ は餘 りぁリ がたくない 

方の 交涉 だが、 その他、 私が 若しも 電燈 をつ け 忘れ て^も 居れば、 色々 な蟲が 座敷の 中に 集まって &た。 蛾 や E- 

蟲ゃ火 取り 蟲が 電燈の 周り. に 渦 卷 いて ゐ る。 それ を視 ふ殿樣 蛙が 幾 匹と なく 疊の 上に うづく まって 居る。 それら 

は 私の 跫 音に 驚いて、 濠の 方へ 逃げて 行く が、 柱- 2 とま つた 木の葉 蛙 は 出来るだけ 體 を撓ぢ 屈げ 金色の 眼 をクリ 

く 動かしながら 私と 云 ふ 不意な 闖入者 を脫 み つけて 居る。 實際私 は 蟲の棲 家 を 驚かした 閬入 者に 違 ひなかつ 

た o 

私 は 一 卜； §勺 蟲を追 出し、 此 座敷 を 自身の ものに 取 返す つ そして、 書き もの を 始める。 明け方、 疲れ切つ て 床 

へ 入る。 濠で は靜 かな 夜明け を 我 もの 額に 鲤ゃ 鮒が 騷 いで 居る。 丁度 ^卵 期で、 岸で それら は 盛に 跳ね 騒いだ。 

私 は その 水 音を聽 きながら 眠りに 落ちて 行く。 

十 時。 私 はもう 暑くて 寢て 居られない。 起きる と 庭つ ぐき の 隣の かみさんが 私の 爲に 火種 を 持って来る。 七厘 

はいつ も^ 先の 酢 桃 S 木の下に 出しつ ばな しにして ある" かみさん は 勝手に 臺 所から 炭 を 持って 來て、 それで 火 

をお こし、 藥鐵を かけて 歸 つて 行く。 私 は 床 を あげ、 井戸端で 效を洗 ひ、 身體を 拭いてから、 食事の 仕度に か k 

る。 バンと バタと II バタ は此驟 の稀畜 牧場で 出来 上る 上等な のがあった。 I 紅茶と 生の 胡瓜と、 時に ラ ディ 

シ の酸淸 けが 出来て ゐる。 

前に 私 は 尾の 道に 獨住ひ をして、 其 時 初 はめて 自家 を 離れた 淋し さから、 なるべく 居心地よ く 慕ら す S に、 日常 

道具 を 十二分に 調へ た。 然し 赏際は それら を 少しも 使はなかった 弒驗 から、 今度 は 出来るだけ 簡素に と 心掛けた。 


食器 はパ ンと 紅茶に 耍る もの 以外 何もなかった。 若し 客で も あると、 瀨戶 ひきの 金盥で 牛肉の すき 燒 をした。 

別にき たない と は 感じなかった。 却って それ を 再び 洗面器と して 使 ふ 時の 方が きたなかった。 一 つ バケツで 着物 

を 洗 ひ、 食器 を 洗った。 馬 鈴薯を 茹でる 時には 臺 所の あげ 栴を 蓋に した。 

私が 寢て 居る 時に 釣 好きの 家主が よく 鮒 や 鯉 を 釣つ て 行つ た。 私の 爲 めに 七 八寸の 大きな 鮒 を 鰓から 絲. を 貫し 

犬で も繁ぐ やうに して 濠へ 放して 置いて 吳れる 事が ある。 私 は それ を 刻んで 隣の 雞 にやる。 

とな リは 若い 大工の 夫婦で、 然し 本業 は 暇ら しく、 副業の 養 鵜の 方 を 熱心に やって 居た。 蛏に 境が なく、 鷄は 

始終 私の 方に も來て 居た。 雞の 生活 を 丁寧に 見て ゐ ると 却 々興味が あった。 母雞の 如何にも 母親ら しい 樣子、 堆 

難の 家長ら しい、 威厳 を 持った 態度、 それらが、 何れも それらし く、 しつくり とその 所に 嵌って、 一 つの 生活 を 

形作って ゐる のが、 見て ゐて 愉快だった C 

城の 森から 飛びた っ鳶の 低く 上 を 舞 ふやうな 時に、 雌雞、 雛どリ 等の 驚き あわて、、 木の かげ 草の 中に 隱れる 

時に、 獨リ 傲然と それに 對 杭して、 亢奮しながら 其 邊を大 胶に步 き 廻って 居る の は雄雞 だった。 

小さい 雛 達が 母雞 のす る 通りに 足で 地を搖 き、 一足 下がって 餌 を 拾ふ樣 子と か、 母 難が 砂 を 浴び 出す と、 揃つ 

て その 周りで 砂 を 浴び 出す 様子な ども 面白かった。 殊に 色の 冴えた 小さ い 鳥 冠と 鮮 かな 黄色 い 足と を 持った 百日 

雠の噫 丙で、 あわて 者で、 敏捷で 如何にも 生き/ \ して & るの を 見る の は 興味が あった。 それ は 人間の 元 氣な小 

娘 を 見る のと 少しも かはリ かな か つた。 美し い 寧ろ 艷 つぼく 感じられた。 

I 濠 端の 住 ひ —— 
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長 與 善郎 

【人】 明治 一 一十 一 年、 東京 市 麻布に 生れた。 醫學 博士 長 與又郞 氏 は 氏の 兄で ある。 

舉習院 卒紫後 東京 帝大 英文科に 入った が、 二 年で 中途 返學 した。 初 は體が 虚弱で あつたが、 舉習 

院在學 中 は 非常に 丈夫に なり、 野球、 柔道、 相撲 等 何でも やった。 

文^に 親しみ 初めた の は、 學習院 高等科 時代から であった。 そして トルストイに 深く 心醉し 研究 

し、 武者 小路 氏が 大旆を かついで 意氣 すさまじく 創刊した 「白樺」 の 同人と なり、 自然主義、 文藝 

打破の 運動に 加 はり、 飽迄 力強い 人道的た 作品 を 次々 に發 表した。 出世作 「盲目の 川」 以來、 「項 羽 

と 劉 邦」 「竹澤 先生と いふ 人」 に 至る 迄 終止 變らぬ 率直な 善良な 而も カ强ぃ 作風 を 保持し つに けて ゐ 

る 0 

【作風】 氏の 作風 及 思想に ついては、 小島 德彌氏 は 次の やうに 述べて ゐる。 

「彼 は、 その 藝術 力に 仲々 豐 かなとこ ろが あり、 rs 樺 派」 の 中で は 夙に 小說 らしい 小說を 書く 人、 


完成した 作風 を 有する 人と して 知られて ゐ たが、 その 思想に 於て、 武者 小路 ゃ武郞 ほど 徹底した と 

ころがなかった。 彼^ ほどし つかりした 人生 觀も 信仰 を も 持って ゐ なかった。 が、 その 作品 を 通じ 

て 認められる 作者の 熊 度に は、 極めて 肯定的な、 光明 的な、 積極的な ところが あり、 「愛」 と 「正義」 

の 擁護の ために 何處々 々まで も戰 つて 行かう とする 勇氣を 持って ゐた。 そこに、 男性的な 强 さが あ 

ると 共に 子供ら しい 優し さがあった。 そして、 この 二つの 要素 か 反撥す る ことなく、 しっくり 合つ 

て、 彼の 一 身に 融會 して ゐた。 小說 「盲目の 川」 戲曲 「項 羽と 劉 邦」 と は、 その 特色 を 遺憾な く發 

揮して ゐる點 で、 彼の 代表作と 云って よい ものである。 

「盲目の 川」 の 主人公 N は S に戀 して 以來、 非常に 眞劍 に、 熱烈に S に 向って 行った。 然 かるに S 

は 飽迄も 邪 樫に N の 熱心な 眞劎な 戀を受 入れないで、 何處 まで も 冷酷に、 無情に あしら ふ。 それで 

も N は S に對 する 最初の 誠資 心を變 へない。 そこに 悲壯 な、 しかも 何處 やらし ほら しげな 感情が 出 

てゐ る。 また 「項 羽と 劉 邦」 の 中に 描かれた 項 羽 は、 「力」 の 英雄で あると 同時に 「愛」 の 英雄で あ 

る。 敵に 向 ふ 時 は 偉大なる 狂 獅子の やうで あるが、 虞 姬に對 する 時 は 野菊の 花の やうに 優しくな 

る。 蓋し、 この N とい ふ 哀れな 男の 悲壯 な、 可憐な 感情に 於て、 英雄 項 羽の 愛人に 對 する 優しい 心 
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根に 於て、 善郞 は、 自分の 生活 感情 を そこに 表白した ので ある」 と。 

武者 小路 氏が、 「長與 が 燃えた 時 は 一 種 神聖な 氣分を もつ ことが 出來 る」。 「日本人と して は 珍ら し 

い 重さと 厚さと 大きさ 眞劍 さと を感 する」 と 評した 如く、 實に 彼の 作風に は 少しも はでな 浮 はつい 

たと ころがな く、 どっしり とした 底力 をた たへ て をり、 已に 眞實な 道で あると 信じた ところ は、 眞 

面目 さ を 以て 最後 迄 押 通して 行く。 それが ュ ー モ ラスな 作品で あれば ある ほど 一 曆鮮 かに 良心が 遍 

滿 して ゐる。 寧ろ 頑な とい ひたい ほど、 正義に より、 良心に 生きる 人で ある。 その 作品に あら はれ 

てゐる 良心 は、 生きた 血 を 通 はせ て、 無技巧の 中に 一本調子な 眞劍 さ、 重厚 さ をた^ よはし、 私達 

の 胸に 容赦 もな くひし くと 逼 つて 来る。 

【作品】 

一 、 (小 說) 盲目の 川、 彼等の 運命、 或る人々、 陸奧直 次郎、 孔子の 歸國、 春 田の 小說、 豹、 靑銅ノ 基督、 輝く 

廢墟、 竹澤 先生と いふ 人、 結婚 前、 生活の 花、 明るい 部屋、 春の 訪問、 或社會 主義者 

二、 (戯曲) 項 羽と 劉 邦、 頼 朝、 EI 陀羅の 子、 三 戯曲、 韓 信の 死、 

三、 (感想 集) 平野、 文明 主義者、 綠の 雨、. 生活と 藝術、 一人旅す る もの 

〔文章】 「氏 は隨分 烈しい 性格の 持主で あるら しい。 善悪に 對 する 病的な 鋭い 神經、 眞理を 追 


求す る 燃える やうな 意志 は、 何の 覆 も 飾り もな く、 露骨に ぶち まげられて ゐる。 一見 ゴッ/ \ した 

味 も 素ッ氣 もない 樣な その 表現に、 却って 有 島 氏に は 勿論、 武者 小路 氏に も 兑られ ないやうな、 鋭 

い 荒削りな、 つき 詰めた 美が ある。 完成し きらない ものに 見出される 一種の 美が ある。 感興の 露 は 

な 調子の 高い 文章 を 書く 人で ある」 と 北 川 氏の 評して ゐる 如く、 武者 小路 氏の やうに 分りよ くもな 

いし、 叉 志 賀氏ゃ 里 見 氏の やうに 隅々 迄 行き届いた 陰影の 多い もので もない が、 素朴な、 簡潔な、 

力の 張りみ ちた 美が ある。 太い線で ぐんく 押 進んで 行く やうな カ强 いところ が ある。 妙な 生硬な 

感じの する 手觸り や、 幾分 稚氣を 伴 はないで もない が、 それら は その 行間に 漂 ふ 彼の 力一杯の 眞實 

心で 補 はれて ゐる。 

【文例】 ◦ 

先生の 鄕里 である 山陰の M 市に 或る 金 持の 息子で、 以前から 先生の 原稿 や 書 を 高く 買 ふ 珍ら しい 奇特 家 がゐる 

力ぬ く 

と 云 ふ 事 を豫々 聞いて はゐ た。 唯 金 を吳れ ると 云 ふ の も不嫫 にな るんで そんな もの を 買 ふの かも 知れな いと 云 ふ 

話だった。 竹澤 とい ふ 名前 すら 知らない 者の 多い 世間に、 一方 そんな 熱心な 篤志家が 一人で も& ると 思 ふ 事は自 

分に は 偸 快だった。 「隱 れた處 にあ あ 云 ふ 知己が ぼつ—. -ゐて くれる 事を考 へ ると、 仕事と 云 ふ もの は眞 面目な も 

ん だと つくづく 思 ふね。」 と 先生 は 云つ てゐ た。 その めづ らしく 眞 面目な 讀 者が、 折 も あれ 自分が 講演 會を 計畫し 
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た咔に 丁度 同じ 事を發 起して、 ゆく りなく も 先生 を迎 へ る 自分の^み を 果して くれる 事に なった の を 自分 は奇綠 

に 感じた o 

蛇の：： w 傘 を さした ま  >- その 端钱 を 讀んだ 自分 はすぐ 一： 階の 室へ 引き返す と、 決して 「妨寄 」 なぞ はされ ない、 

それにして は E 分 は 秀才す ぎる 事 を 書いて、 一 日 も 早い事 を 鶴首して待って ゐる。 その 時には 停車場へ 迎へ に 出 

るから 電報 を くれる やうに、 と 云 ふ 返事 を 先生と 奧 さんと へ 二 本 認める と、 すぐ 又 その 端 書を馕 にして 雨の 表へ 

出た。 

毎日 電報が くるの を 心 待に し 乍ら 五日 程が すぎた。 櫻に はま だ 牛 月 程 も 間が あるのに どこ へ 案內 しょう なぞと 

考 へながら、 自分 はつい 都 を どり を觀 てに こ？， （^して ゐる奧 さんの 顔 を 想像した りして ゐた。 すると 或る 晚. I：； に 

妙な 夢を兑 た。 

何でも 例の 通り 下 5S の 窓に 横向きに 腰 を かけて、 春の 町 を ながめて ゐ ると、 忽ち 前の 大文字と^ 山の II から Mi 

雲が あら はれて、 夕立の やうな^ 雨 を 降らし 乍ら 昔 すさまじく 此方へ やってくる のが 見えた。 と、 あわてて 走り 

出す 往來の 人々 の 間に、 下の 方から 一 榮 のホ P 車が 1 直線に 此方 へ 向って 急いでく るの が 眼に とまった。 それが 

何だか 自分の 處へ くる 人の やうな 氣 がした。 先生 かも 知らん と 自分 は 思った。 しかし 先生なら 奧 さん 達 も 同伴の 

箬 だから、 一 臺の わけはない、 誰 だら うと 思って ゐる 中に、 その 俾は 案の 如く 下宿の 前へ 來て轅 をお ろした。 ど 

う 云 ふ 人物が その ホ 口 の 中から あら はれる か、 すっかり 好奇心 を 起した 自分 はな ほそ こに 腰 を かけた ま \ 大きな 

眼 で俾 夫が ホロの ボタ ンを 下から 順々 に 外し て 行く のをぢ つと 見睜っ てゐ た。 と 一 番先 きに 自分の 眸に 映った も 


の は 恐ろしく 綺麗な 女の 下駄だった。 眼の 醒める やうな 淺み どリの 鼻緒 をつ けた その 下駄の 次ぎに. H 分の 眼 をお 

どろ かした もの は、 こ 4^ 又 夢に 兑る 花嫁の 衣裳 かと 夢の 巾に 思った ほど 絢爛な 裾模樣 であった。 たしかに それ 

は 花嫁の いで 立ちで ある。 がそ こまで 見 偬れ た 時、 その 花嫁 装束の 本尊 は 太々 とした 蔽 屮 の櫛笄 を さした した 

、る やうな 島 田と 1 緒に その美し い 裾 をく づ して、 音 もな く 俥の 外に 降り 立った。 その 姿 を 一 眼 見た 自分 は アツ 

と 云つ て 飛び 上った。 それ は 妹さんだった ので ある。 

ど-つした のか それから 先 を 自分 はく はしく 記 惊 して ゐ ない。 自分が あわてて 迎 へに 降りた のか、 それとも それ 

より 早く 妹さん は 自分の 部屋に 上って 來られ た の か、 否 それが むさ 苦し い 自分の 下宿の 部屋 かそれ とも どこか 奧 

深い 殿中の 一室な のか、 それさへ 判然し なかった。 兎も角 恐ろしく 明るく 恐ろしく 廣ぃ 部屋の 屮で、 自分 は その 

綺羅 をつ くした 妹さんと さし 向 ひに、 何の 話 か 嘗てなく^々 と 話 を 交 はした 幸福な 美し い 感じ 丈け を あり ？（ 、と 

おぼえて ゐ る。 

暇が 畳めた 時の 自分 は、 てっきり 戀 をして &る 時の 感^ 狀態 —— その 蠱惑的な 竹い なやまし さ を 味って ゐた。 

自分 は赏に 妙な 氣 持で 自分の 戀愛當 時 を 思 ひ 起す と 同時に、 前夜の 夢の 云 ひやう もな く 絢爛 な記惊 を 頭の 中に く 

り 返して は 獨り樂 しみ 乍ら どうして あんな^ 徹 もない 夢を見た もの かと 考 へた。 自分 は 妹さん を戀 して ゐ るの 

であらう か。 あの 妹さんに 對 する 自分の 氣持 はたし かに 厚意 以上の もので は あるに しろ、 それ は あんな 夢 をまで 

見る やうな 性質と 度合との ものであった のか。 さう 思 ふと 急に 何だか 羞 かし いやうな 氣 がして 來て、 うすら 寒い 

蒲 圑の 中で 獨" 額 を赧ら めた。  —— 竹澤 先生と 云 ふ 人 II  I 
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夏 目漱石 

【人】 本名 は 金 之 助、 慶應 三年 江戸に 生れ， た。 早く 一一； 島中 州 翁に ついて 漢學を 生んだ。 そして 

明治 十七 年大 象豫備 門に 入った。 その 當時 最も 親しかった の は 中 村是公 氏で、 「一 一人 は 通學の 傍ら、 

本 所に ある 私塾の 敎師 をつ とめ、 ニ疊 敷の 二階に 机 を 並べて ゐ たの だが、 二人 は 二人の 月給 五圓づ 

、を 机の 上に ごつ ちゃに かきまぜて、 そのうちから 二. 十五 錢の 月謝と ニ圓の 食費と、 それから 湯錢 

若干 を 引いて あまる 金 を懷に 人れ て、 器麥ゃ 汁粉 や 壽司を 食 ひま はって 歩いた。 共 In: 財產 がっきる 

と 二人共 全く 出なかった。」 とい ふやうな 生活 を逡 つた。 氏の 家 は、 この頃で は 兄 達の 道樂 で破產 

し、 人手に 渡って しまって ゐた。 大學 では 初めは 建築家 を 選んだ が、 後 英文科に 移り、 廿六年 卒業 

した。 

それから 伊豫の 松 山の 中擧の 敎師に 暫く 行った。 松 山から 熊 本の 高等 擧 校の 教授に 轉じ、 やがて 

一一； 十三 年 英國に 留擧を 命ぜられ 三十 六 年歸朝 早々 一 高と 帝大 とに 教鞭 を 取った。 後 TO: 十年辭 して 朝 


日 新聞社に 入る。 この頃から 專ら创 作に 筆 をと る。 明治 W 十 I： 年、 文學 博士の 稱號を 授けられ たが 

受けなかった の は 有名な ことで ある。 大正 五 年、 宿 病の 胃病が 昂 じて 享年 五十 を 以て 沒し た" 

夭が 文壇 こ： の は、 雜誌 「ホト 、ギ ス.」 に倫敦 消息 を揭 げたのに 始まる が、 三十 八 年 「吾 葷は 

猫で ある I を 同誌 上に 發 表してから 名聲 漸く 高まった。 時 恰も 自然主義 全盛の 時代で あつたが、 氏 

は 超然と して 所謂 餘裕派 の 小說を 年^ に 出した。 

又、 文學 論、 文藝 評論 あり、 小品、 紀行 等が ある。 尙、 其れ 等の 外に、 俳句、 漢詩、 寫生 文に 長 

じ、 英文 擧、 詩文 學に 通じ 書畫 にも 長 じた 手腕 を 持ち、 學殖、 詩才、 人格 兼備の 當代 稀に 見る 文. 擧 

者で ある。 特に 日本 文學に 稀薄な ュ ー モアに 卓越した 獨自の 妙 境 を 示した ところに、 沒 すべから ざ 

る 文壇 上の地位 を 占めて ゐる。 

【作 虱】 近代 文壇に 築かれた 最高の 金字塔に も 比すべき 氏の 大部 作の 作風 を 語る に當 つて、 そ 

の 各々 の 乍 品に 反映して ゐる 深遠なる 學 殖と敎 養と を考 へるべき であらう。 氏 は 幼時からの^^、 

數學、 語學 II 留舉 途上の 船中で 英國 人よりも よく 話す 人と いはれ た 程 I の 素養と 更に 釋宗演 門 

下に 就いて 修めた 禪學、 i^ip &に 促されて 學生 時代から 耽った 俳諧 趣味、 並に 專門的 研究 を とげ 
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た 英文 學レ これ 等の ものが 一つに 統合され、 加 ふるに 江戸 子ら しいき びくした 洒脫 さが 横溢して 

ゐて、 こゝに 獨自の 作風が 形成され た。 

自然主義 全盛の 際に、 せつば つまった 文舉 とい ふ 言葉が よく 繰 返された。 それ は、 せつば つまつ 

た、 眞劍 な、 痛切な 人生の 意義に ふれた、 餘裕 のない 文事と いふ 意味で ある。 嫩石 はこれ に對 して 

さう あせらん でもい、、 血眼に ならんで もい、、 たと へば 緣 日の 散歩の やうに のんびり とした 寛い 

だ氣 分の 文學 もあって もい」， ではない かと W ふ 意 兌の 下に、 餘裕 ある 文學を 主張し、 之 を 「餘裕 

派」 とい ひ、 义 「低徊趣味」 と稱 した。 又、 自然主義の 文學が 颱風の 如くに 吹 荒んで ゐた 頃、 あら 

ゆ る， 文學が その- M の 下に 戰 いて ゐ た 頃、 それ は 自然主義 にあら 十ん ば文學 にあら すと さへ 思 はれた 

その 時に 當 つて、 自然主義の 無技巧、 客觀 的描寫 の 主張 を排 して、 氏 は飽迄 技巧 を 重んじ、 技巧な 

くし て は 藝術は あり 得な い と 主張し た U 

漱 石に は^味と 俳味と 言 ふこと が 主にな つて ゐた。 彼 は 自然主義 派が、 その 作品 を 第一義に 觸れ 

てゐ ると いふの を 笑って、 次の やうな 言 紫で 報いて ゐ る。 「その 第 一 蓰と いふの は 生死 界中 にあって 

の 第一義で ある。 人生 觀が これ 以上に 上れぬ とすると、 これが 絕對 的に 第一義 かも 知れぬ。 もし 生 


死の 關門を 打破して、 二者 を 眼中に 置かぬ 人生 觀が 成立し 得る とすると、 今の所 謂 第一義 は 却って 

第二義に 墮落 する かも 知れない」 と。 この 自然主義に 與 へた 宣言 は、 氏の 超越 的 文 舉觀を 語る もの 

である。 自然主義が 相對に 居り、 差別 界にゐ るに 對 して、 漱石は 絕對に 居り、 超 差別 界 をみ てゐる 

譯 である。 卽ち、 後年 「則天去私」 の 人生 觀に 徹する に 至った 理由 を 暗示して ゐる ものである。 

初期の 「わが 輩 は 猫で ある」 「坊ちゃん」 等 殊に 「坊ちゃん」 は、 輕ぃ 明るい 諧謔に 富んだ 作風 を 

もって 居り、 「虞美人草」 や 「草枕」 は その 豐 富な 才藻 を 以て、 世 を 驚かした もので、 空想の 露 はな 

作品。 それから 以後 晚 年に 至る 迄の 作に は 現 實的客 觀的倾 向が 著しく、 殊に 深い 心理、 細かい 心理 

の 底 迄 穿ち 入って、 それ を說明 するとい ふ 態度で、 その 鋭い 筆に は 及ぶ ものな しと 稱 せられた。 

赤 木 桁 平氏 は その 著 「夏 目漱 石」 に 於て 漱 石の 作風の 變遷を 次の やうに 述べて ゐる。 

1, 。マン チ シ ズ ム 時代 

その 藝術的 要素が 著しく 主觀 的に 偏し、 兎角、 智識 的 要素、 若しくは 感^的 耍 素の 過重され た 傾向が あるが、 

その 客觀的 要素た る 材料に あって は、 性格の 方面が 最も 閑却され てゐ る。 この 時代の 作品と して は T 漾虛 集」、 

「吾輩 は 猫で ある」 「鶉 籠」 
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リ i 轉向 時代 

主 觀的耍 素の 減退 を 見出す ことが 出來 ると 共に、 又^ 觀的耍 素の^ 進 をも發 見す る ことが 出来る。 中に も 著し 

く：：： につく こと は、 客觀的 要素と しての 材料た る 性 桥描寫 が、 この 期に 屬 する 作品の 藝術的 興味の 然點を 形造 

り、 その他 2 客觀的 要素た る 事件 や 景物 や は 殆ど 純然たる 從翳的 地位に 蹴落されて ゐる ことで ある。 この 期の 

. 作品に は 「虞美人草」 「坑夫」 ニー 一四 郎」 「それから」 「門」 等 

& リア リズ ム 時代 

第一 期の b マン チシ ズムの 時代に かへ り、 再び 生觀的 要素の 濃厚 を 加. へ てく ると 共 LT その 客觀的 要素の 配合 

が 著しく 平分 的に なって きた 。隨 つて、 この 期の 作品に ついて 特に 注意 を 要する こと は、 その 主觀的 f 素た る 

べき 性格な リ、 事件な り、 景物な りが、 皆 夫々 の 度合に 於て、 藝術 興味の 對象を 作って ゐ ながら、 しかも その 

焦點 ともい ふべき 興味の 中心 は、 それ 等の あらゆる 客 觀的耍 素よりも 寧ろ 主觀的 要素た る 心理の 描寫 にある と 

いふ ことで ある。 もっと 公平に いふと、 この 期に 屬 する 作品の 藝術的 興味 は、 その 主客 兩 方面の 要素に 於て 著 

しく 均齊 的に なリ、 すべての 藝術的 要素が 最も 調和され たる 形に 於て 按配せられ てゐ るが ために、 その 最も 新 

しく 採擇 された 耍 素が 特に 鮮 かな 效 采を舉 げたの だと もい ふこと が出來 ると 思 ふ。 この 期に 屬 する 作品に は、 

「彼岸 過 迄」 「行 人 」「 心 」「 道草」 r 明暗 」 等が ある。 

XXX 


卽ち、 概して 初期の 作品 「草枕」 等に は、 。 マ ン チックな 詩 味の 深い 淸新 典雅な ものが あるが、 

後期の 「心」 「明 喑」 等に 見られる 作風 は、 批評家 高 須芳次 郞氏も 言って ゐる 如く、 何 處迄も 平面 的 

に 人生 を 見る こと を排 し、 立體 的に 人生 を 見て 行きつ、、 心 现の內 奥に 切り こんで 行く といった や 

うな 態度の ものが 多い" 

【作 ng】 

一 、 (小 說、) 坊ちゃん、 吾輩 は 猫で ある。 ^虚 集、 鶉 籠、 草枕、 虞美人草、 三 四郞、 それから、 門、 彼岸 過 迄、 

行人、 心、 道草、 明喑等 

【文章】 彼に は 前述の 如く 豐 富な 英文 學の 素養が あり、 又 漢文 擧の 造詣が 深かった。 その上、 

江戶 ツ子 通有の 機智、 頓智と 言 ふやうな もの を 多く 持って ゐた。 江 戶 ツ子 趣味、 イギリス 趣味、 支 

那 趣味、 そして 俳 趣味、 それらが 一つに なって 彼に 備 つて ゐた。 殊に ュ ー モアの 趣味 は 何の 篇 にも 

共通 的であった。 

故に、 彼の 文 は 文字が 豊富で あり、 句法が 變 化に 富んで ゐる。 文字の 豐富は 漢文 學の 素養から、 

句法の 變化は 英文 擧の 素養から きて ゐる。 そして、 之を驅 るに 江戶 ツ子の 才氣を 以てして ゐ るの 

現代 作家の 人 及 作風  二 四 一 


現代 作家の 人 及 作風  二 四 二 

で、 輕 妙の 致 を 極め、 警句、 ウィット、 應 接に 遑 あら ざら しめる。 が 時に よると うるさい 感じが し 

たり、. 誇張の あとが 著しかった りする。 だら/ \ と 引 仲して 廻りく どい 退屈させる やうな ところ も 

兑 える。 これ は 確かに 氏の 缺點 では あるが、 それ は 僅かな 太陽の 黑點 にも 比すべき ものである。 

初期の ものに はや ゃ才を 弄し 過ぎて 不眞 面目に 墮 したやうな ところ も あるが、 晚 年に はしつ とり 

とした 情味と 落 付と が、 氏の 上品な すぐれた 人格 を 文章の 上に 印し 出して ゐる。 「色 鳥」 をー讀 する 

と、 我々 は 氏の 文章が 如何に 推移して き たかを 知る ことが 出来る。 

【文例】 o 

忽ち 足の 下で 雲雀の 萆 がし 出した。 谷 を 見下した が、 どこで 鳴いて るの か 影 も 形 も 見えぬ。 只萆 だけが 明かに 

聞え る。 せっせと 忙しく、 絕間 なく 鳴いて ゐる。 方 幾 里の 空氣が 一 面に 蚤に 刺されて 居た たまれない 樣な氣 がす 

る。 あの 鳥の 鳴く 音に は 瞬時の 餘裕 もない。 のどかな 春の 日 を 鳴き 盡し、 鳴き あかし、 又 鳴き 暮らさなければ 氣 

が濟 まんと 兑 える。 其 上 どこまでも 登って 行く、 いつ 迄 も 登って 行く。 雲雀 は 屹度 雲の 中で 死ぬ に 相違ない。 登 

り 詰めた 揚句 は、 流れて 雲に 入つ て 漂うて 居る うちに 形 は 消えて なくなって、 只聲 丈が 空の 裡に殘 るの かも 知れ 

な い。 

巖角は 銳く迥 つて、 按摩なら 眞逆樣 に 落つ る 所 を、 際どく 右へ 切れて、 横に 見^-すと、 菜の 花が 1 面に 見える 


雲雀 は あすこ へ瑢 ちる のかと 思った。 い 、や、 あの 黄金の 原から 飛び上がって くるの かと 思った。 次に は 落ちる 

雲雀と、 上る 雲雀が 十文字に すれ違 ふの かと 思った。 最後に、 落ちる 時 も、 上る 時 も、 また 十文字に 擦れ違 ふと 

きに も元氣 よく 鳴きつ づける だら うと 思った。 

春 は 眠くなる。 猫 は 鼠 を 捕る 事 を 忘れ、 人間 は 借金の ある 事 を 忘れる。 時には 自分の 魂の 居所 さへ も 忘れて 正 

體 なくなる。 只 菜の 花 を 遠く 望んだ ときに 眼が 醒める。 雲雀の 萆を 聞いた ときに 魂の ありかが 判然す る。 雲雀の 

鳴く の は 口で 鳴く ので はない、 魂 仝體が 鳴く の だ 魂の 活動が 萆 にあら はれた もののう ちで、 あれ 程 元氣の ある も 

の はない。 ああ 偷快 だ。 かう 思って、 かう 楡 快になる のが 詩で ある。  —— 草枕 —— 

〇 

春 はものの 句に なり 易き 京の 町 を、 七條 から 一條 迄 横に 貫いて、 烟る 柳の 問から、 溫き水 打つ 白き.^ を、 高 野 

川の 碛に 數へ盡 くして、 長々 と 北に-つねる 路を 大方 は ニ里餘 りも來 たら、 山 は 自ら 左右に 逼 つて、 脚下に 奔 る^ 

^の 響 も 折れる 程に 曲る 程に、 ある はこな た、 ある はかなた と 鳴る。 山に 入りて^ は 更けた る を、 山 を 極 はめた 

ら春 はま だ殘る 雪に 寒から う、 と 見上げる 峰の 裾 を 縫うて、 暗き 蔭に 走る 一條の 路に、 爪上リ なる 向か ふから 大 

原 女が 來る。 牛が 來る。 京の 春 は 牛の 尿の 盡き ざる 程に 長く 丑靜 かで ある。 

「お、 い。」 と 後れた 男 は 立留リ ながら、 先なる 友 を 呼んだ。 お、 いと 云 ふ聲が 白く 光る 路を、 春風に 送られな 

がら、 のそリ 閑と 行盡 くして、 萱 ばか リ なる 突當 りの 山に 打 突かった 時、 一丁 先に 動いて 居た 四角な 影 ははた と 

留まった。 瘠せた 男 は、 長い 手 を 肩よ リ 高く 伸ばして、 返れく と 二度 程搖 すって 見せる。 櫻の 杖が 暧 かき：：！ を 
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受けて、 乂ぴ かリと 肩の 先に 光った と 思 ふ 間もなく 彼 は歸っ て來 た。 

「何 だい。」 

「何 だ いぢ やない。 此處 から 登 るんだ。」 

「こんな 所から 登る のか。 少し 妙 だぜ。 こんな 丸木橋 を 渡る の は 妙 だせ。」 

「君 見た 様に、 無 喑に步 いて 居る と 若 狭の 國へ 出て 仕舞 ふよ。」 

「若 狭へ 出ても 構 はんが、 一 體君は 地理 を 心得て ゐる のか。」 


溪 川に 危く 渡せる 一 本 橋 を 前後して 横切った 二人の 影 は、 草 山の 草 繁き中 を、 辛うじて 一 縷の 細き 力に、 頂へ 

拔 ける 小徑 のなかに 隱れ た。 草 は 固より 去年の 霜 を 持 越した 儘 立 枯れの 姿で あるが、 薄く 溶けた 雲 を 透して 眞上 

から 射し 込む 日影に 蒸 返されて、 兩 類の ほてる 計りに 暖か い。 

「おい、 君、 甲 野さん。」 と 振 返る。 甲 野さん は 細い 山道に 適當 した 細い 體軀 を^ 直に 立てた 儘、 下 を 向いて 

「うん。」 と 答へ た。 

「そろく 降參 しかけた な。 弱い 男 だ。 あの 下 を 見 袷へ。」 と 例の 櫻の 杖 を 左から 右へ かけて 一 振りに 振 廻す。 

振 廻した 杖の 先の 盡 くる、 遙か 向か ふに は、 白銀の 一筋に 眼 を 射る 高 野 川 を 閃かして、 左右 は 燃 崩る、 迄に 濃 

く^いた 茱の花 を、 ベ つと りと 擦 付けた 背景に は 薄 紫の 遠山 を 縹緲の あなたに 描き出して ゐる。 

.  - 1 虞美人草 I . 


【人】 ，鷗 外 は萬延 元年、 島根 縣に 生れた。 家 は 累世 醫を 以て 藩主 龜井 侯に 仕へ た。 大正 十一 年 

七月、 痼疾の 委縮 腎の爲 め 東京 駒 込 團子坂 上の 私邸 I 觀潮樓 II に 長逝した。 

氏 は 生前、 宫は軍 醫總監 に 至り、 長逝 當時は 帝室 博物館 長、 宫內 省圔書 頭、 帝國 美術 院長、 臨時 

國語 調査 會長 等の 要職 を 兼ね、 且つ 醫學 博士 及び 文學 博士の 稱號を 得て ゐ たこと は、 世間 周知の 事 

であらう が、 その 病 革る や、 兩 陛下、 攝政宫 より 特に 御見舞 を恭 うし、 從 二位に 昇敍 せられた。 氏 

の 一 生 は 誠に 榮譽と 光輝と に滿ち 溢れた ものであった。 

氏の 文才 は、 早く ドイツ 留學當 時から 響いて ゐ たが、 留擧 中翳學 研究の 餘畈、 ドイツ 文學に 親し 

み、 ハルト マ ン哲學 に 傾倒し、 歸朝後 「新聲 社」 を 起し、 目覺 しい 啓蒙運動 を 明治 初期の 文壇に 捲 

起し、 「しがら み 草紙」 を發刊 して 文藝 批評、 飜譯、 創作に 健筆 を 振 ひ、 逍遙と 共に 文名 一 世に 高 か 

つた。 やがて、 自然主義が 文壇 を 風靡す るに 至る や、 氏 は 「あそび」 ー篇を 公に して 自己の 創作 態 
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度 を 明らかにする と共に、 現實 暴露に 狂奔す る 自然主義 作家 を 向 ふ. に 廻し、 冷 透な 理智 と赛 美に 徹 

した 藝術觀 と を 以て 高所に 立脚した 藝術を 主張した。 

その後、 氏は專 らお 寳に 材料 を 探った 考 證^な 作品 を發 表して、 その 克明な 筆致と 組織的な 構想 

から 生れる それらの 作品 は、 文壇 の 最高峰に 位して ゐた。 

此處に 臼 川 氏の 鷗外論 を 要約して、 人と しての 鷗 外の 椅顏を のぞく ことにする。 臼 川 氏 はかう い 

つて ゐ る。 「自分の 推定が 過たねば、 鶊外 は相當 に祌經 過敏の 人であった らしい。 超然たる 態度 を 取 

つて ゐ るが 如く 兑ぇ るが、 決して 文壇 的毀譽 褒貶に 無關 心ではなかった。 氏 は 本質的に は 詩人で あ 

り、 文舉 者で ある こと を 私 は 固く 信じて ゐ るが、 同時に その 公人 的 生涯が 自分に とって 決して 不便 

でな く、 勿論^ 愉快で もない だけの 融通の 利く 妥協 性の 人に 出来て ゐ たの だら うと 思 はれる。 それ 

だけ 包容力 の 大きい 頭腦の 明快な 感受性 の强ぃ 才能の 多方面な 人で あった。 更に 嚴密 に考 へて みる 

と、 鷗外は 文壇の 先驅 者で あつたに は 相違ない けれども、 教師と いふより は、 矢張り 研究者と 言つ 

た 方が 適當 であらう。 何と なれば、 氏 は 後半になる に從 つて 書齋に 閉ぢ銪 つて、 講壇に も 勿論 街頭 

にも 立た なくなつ たから。 教師で ないから 勿論 戰士 ではなかった。 世間の 街頭に 立って 不正 を 征服 


する 爲に、 さう して 正義と 自由と を ゆき 渡らせる 爲に戰 ^ ける といった やうな 典型の 文學 者で 

はなかった。 いつも 孤獨の 姿で 文壇の 國 から 少し 離れて、 II それ も 性格の 弱さから 來 る隱遁 では 

なくて、 反 對に强 さに 根ざした 高踏的 隱遁 —— 一 段 高く 歩いて ゐ たの は 確かに 一 奇觀 であった。」 と。 

【作 虱】 彼 は イズムに 執せ す、 創作に はこん な 行き方 も ある ぞ といった 風に、 寫生も あれば、 

問題 小說も あり、 又 小說の 批評 を 創作に 託する と 云 ふ 自由な 態度 を 持した。 彼に は 型がない。 

氏 は、 漱ゆ 等が 自分 等の 小說 を餘裕 派と 稱 して 非 自然主義 派に 立った やう. に、 文藝 上の 「あそ 

や」 とい ふこと を 主張して、 自分の 小說を あそび 小說と 呼び、 熾ん に 自然主義の 向 ふ を 張った。 彼 

のい ふ あそびと いふの は 遊戯であって、 所謂 「低徊趣味」 の 上に 立って ゐる ものであった。 要する 

に、 人生の 傍觀 者た る 風格の 下に、 觀 察の 銳 さと 描寫の 精し さ を 見せた のが 彼の 創作の 特色で あ 

る。 敏感に して 鋭才、 藝術 家た る 素質に 乏しく はない が、 彼 は あまりに 頭腦の 透明な 智の 人で あつ 

た 故に 彼の 態度 は あまり 熱がない。 人生に 惱み 苦しみ、 心血 を藝 術に そ、 ぐと いふ やうな 眞 劍な虚 

がない。 

然し、 創作 方面に 於て は、 何とい つても 歷史 小說の 開拓者と して 先驅 者の 榮冠を 氏に 捧げな けれ 
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ばなら ない。 氏の 飽く なき 讀書カ は、 我が 古典の 方面に も 手 を 仲ば し、 武鑑の やうな ものから、 古 

い 尺 15 それから 巷 問の 雜書迄 も 蒐集して、 公務 を 終へ て は 深更 迄 讀み更 り、 さう いふ 所から 材を得 

て、 ュ  一一 I クな 作品 を 次々 に發 表した。 それ は瞎 史家 も氣 がっかす、 といって 講釋師 等の 眼 も 及ば 

ない 範圍 であって、 氏 は その 別天地に あって 獨自の メス を § に 揮 ふこと が 出来た。 氏の- 歷 史小說 

は 近代 味を帶 びた 峻厳な 現 實 主義に 徹して ゐ るの みならす、 常に 史實に 終始し、 在来の それの やう 

に 口 マ ンス 風な 事大主義、 英雄主義に 墮 したりせ す、 架空 的 分子 は 少しもない。 何處迄 も現實 に 立 

脚して、 現 實な觀 察 眼 を 痛々 しい 程に 活躍 させて ゐる。 さう して、 時代の 一角 を 確りと 握って、 そ 

こに 人間性の 閃き を 見せる 點に、 獨自の 味が ある。 「阿部 一 族」 「高 瀨舟」 「ぢ いさんば あさん」 「山 莊大 

夫」 は その 代表作で ある。 菊 地 寬氏は 次の やうに 言って ゐる。 「鷗 外さん の歷 史小說 は、 その 手法 も 

題目 も 飽迄も リアルで ある。 決して ゥソを 書かない。 鷗外氏 以後に 出た 藶史 小說 は、 芥川 氏の もの 

にしろ、 自分の ものにしろ 虚構が あるが、 鷗外 氏に は それがない。 飽迄 も理責 である。 で 一枚 づ k 

疊み 上げて 行った やうな 理責 である。 どこ 迄 も ごまかしがない。 あやう さがない。 整然として 義理 

明白で ある。」 と。 - 


氏 はやが て考證 三味に 入り、 小說 とい ふ 境地から 遠ざかって 行った。 

又、 氏の 飜譯に は、 藝術的 芳香が 溢れて ゐる。 それ は飜譯 とい ふに は あまりに 本質的な 美し さ を 

孕んで ゐる。 その 初期の 「水 沬集」 r 卽與 詩人」 等に 於て は、 最も 優雅な 王朝の 國 文調に 則り、 古典 

の やうな 氣 品と 風韻と をた \ へて、 完全に 飜譯 臭を脫 し、 而も 此の間 些かの 晦潞さ を もと^めて ゐ 

ない。 大正 期の 「諸 國 物語」 「十 人 十 話」 「蛙」 等に 至って は、 もうす つかり 淸 新な 口語 體 となり、 而 

も 初期の 國 文調の もの 以上に 美しい 獨 得の スタイルの 中に 微笑まし いまでに 微妙な 二 ュ ァ ンスを 含 

んでゐ る。 

(作品) 

一 、 (小 說) 涓滴、 靑年、 高瀬舟、 雁、 分身、 走 馬燈、 烟塵、 阿部 一族、 ぢ いさんば あさん、 山椒 大夫、 伊澤 蘭 

軒、 北條 霞亭、 谧江 抽齋、 夭 保 物語 等、 

二、 (飜譯 ) かげ 草、 水沫 集、 黃 金杯、 現代 小品、 十 人 十 話、 諸國物 詰、 卽與 詩人、 等 

一幕物 、綾一 慕 物、 新 一 慕 物、 マ グべス 、寂しき 人々 等  . 

【文章】 すっかり 灰汁ぬ けの した 文章で、 そのす つきり した 處は 白鳥に 似て ゐ るが、 もっと 潤 
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ひが あり 洗鍊 されて ゐる。 そして 調子が 高い。 すいくと 鮎が 瀨を 上る やうな 輕 快な 書き方で は あ 

るが、 强く 動かされ ると いふ もの はない。 が樂々 と 十分の 餘裕を 以て 上から 見下して 書いて ゐる 

所 流石に 老手 腕で ある。 描寫 よりも 叙述の 分子が 勝って ゐる。 

氏 は 明治 文 學史に 「舞 姬」 の 文章 を 評して、 「憾 むらく は、 その 文章、 品位 餘 ありて 情熱 足ら 

す、 委細 餘 ありて 勢力 足らす。 然れ ども、 情景 並びに 至りて 清楚 比な き 所、 一新 文 體を斯 境に 寄與 

し て從來 流行 の 源泉と なりし 功、 又沒 すべから ざる もの あり。」 と。 

【文例】 

越後の 春 日 を經て 今津へ W る 道 を、 珍ら しい 旅人の 一群が 步 いて &る。 母 は 三十 歳を瑜 へたば かりの 女で、 二 

人の子 供 を 連れて ゐ る。 姉 は 十四、 弟 は 十三で ある。 それに 四十 位の 女中が 一 人附 いて、 草臥れた 同胞 二人 を 

「も うぢき にお {佰 にお 著き なさ います」 と 云って 勵 まして 步 かせよう とする。 二人の 中で、 姉 娘 は 足 を 引き 摩る や 

うにして * いて ゐ るが、 それでも 氣が 勝って ゐて、 疲れたの を 母 や 弟に 知らせまい として、 折々 思 ひ 出した やう 

に彈 力の ある 歩附 をして 見せる。 近 い 道 を物詣 にで も步 くの なら、 ふさ はしく も 見えさうな 1 群で ある 力、 笠 や 

ら杖 やら e. 斐 甲斐し い 出立 をして ゐる のが、 誰の 目に も 珍ら しく、 又氣の 毒に 感ぜられ るので ある。 

道 は la 姓 家の 斷 えたり 績 いたりす る 間 を 通って ゐる。 砂 や 小 砂 は 多い が、 秋日和に よく 乾いて、 しかも 粘土が 


雜 つて ゐ るた めに、 好く 固まって ゐて、 海の 傍の やうに 踝 を 埋めて 人を惱 ますこと はない。 

藁葺の 家が 何 軒 も 立 並んだ 一 構が 柞の 林に 圃 まれて、 それに 夕日が かつと 差して ゐる處 に 通リ掛 つた。 

「まあ あの 美しい 紅葉 を 御 覽」 と、 先に 立って ゐた 母が 指さして 子供に 言った。 

子供 は 母の 指す 方 を 見た が、 なんとも 言 はぬ ので、 女中が 言った T 木の葉が あんなに 染まる ので ござ います か 

ら、 朝晩お 寒くな りました の も 無理 は ございません ね。」 

姉 娘が 突然 弟 を 顧みて 言った 。「早くお 父う 様の 人つ しゃる 處へ往 きた いわね。」 

「姉さん。 まだな かく 往 かれは しないよ。」 弟 は 賢 しげに 答へ た。 

母が 諭す やうに 云った。 「さう です とも。 今まで 越して 來 たやうな 山 を 澤 山越して、 河 や 海 をお 船で 度々 渡らな 

くて は往 かれな いの だよ。 毎日 精出して 大人しく 步 かなくて は。」 

「でも 早く 往き たいので す もの」 と、 姉 娘 は 云った。 

一 群は默 つて 步 いた。 

向 ふから 空桶 を擔 いで 來る 女が ある。 鹽濱 から 歸る潮 汲 女で ある。 

それに 女中が 萆を 掛けた T 申し 申し。 此の 邊に 旅の 宿 をす る 家はありません か。」 

潮 汲 女 は 足を駐 めて、 主從四 人の 群 を 見渡した。 そして かう 云った 。「まあ、 ぉ氣の 毒な。 生憎な 所で 日が 苌れ 

ますね。 此 土地に は 旅の 人 を 留めて 上げる 所 は 一 軒 もありません。」 

女中 は 言った T それ は本赏 です か。 どうして そんな 人 氣が惡 いのでせ う。」 
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二人の 子供 は、 は づんで 来る 對 話の 調子 を氣 にして、 潮 汲 女の 傍へ 寄った ので、 女中と 三人で 女 を 取り 卷 いた 

形に なった。 

潮 汲 女 は 云った 「いきん。 信者が 多くて 人氣の 好い 土地です が、 國 守の 拔 だから 爲方 がありません。 もうあ そ 

こに と 言 ひさして、 女 は. dr 來た路 を 指さした 。「もうお そこに 見えて ゐ ますが、 あの 橋 迄 お出でな ると、 高 丸が 立 

つて ゐ ます。 それに 精し く 書いて ある さう です が、 近頃 惡ぃ人 買 ひが 此處を 立ち 廻ります。 そに で 旅人に 宿 を 貸 

して 足 を 留めさせ たものに はお 咎 があります。 あた リ七 軒卷 添になる さう です。」 

「それ は 困ります ね。 子供 衆 もお 出な さるし、 もうさう 遠くまで は 行かれません。 どうにか 爲樣 はぁリ ます まレ 

力 」 

「さう です ね。 わたしの 通 ふ 鹽濱の ある あた リ まで、 あなた 方が お出な さると 夜に なって しま ひませ う。 どうも 

そこらで 好い 所 を 見付けて、 野宿 をな さるより 外、 爲方 があります まい。 わたしの 思案で は、 あそこの 橋の 下に 

お 休な さるが 好いで せう。 岸の 石垣に ぴったり 寄せて、 河原に 大きい 材木が 澤山 立てて ぁリ ます。 荒 川の 上から 

流して 来た 材木です。 畫 問 は 其 下で 子供が 遊んで ゐ ますが、 奥の 方に は 日 も 差さず、 喑く なって るる 所が ぁリま 

は、 HI 

す。 そこなら 風 も 通しますまい わたし はかう し て 毎日 通 ふ 鹽濱の 持主の 所 にゐ ます。 ついそ この 柞の 森の 中で 

す。 夜に なったら、 藁 ゃ薦を 持つ て往っ てあげ ませう。」 

子供 等の 母 は 一人 離れて 立って、 此話を 聞いて ゐ たが、 此時潮 汲 女の 傍に 進み 寄って 云った。 「好い 方に 出逢 ひ 

ましたの は、 わたし 共 5® 合せで ございます。 そこへ 往 つて 休み ませう。 どうぞ 藁ゃ薦 をお 貸 申した う ございま 


す。 せめて 子供達に でも 敷かせたり 被せた リ いたした うご ざ います。」 

潮 汲 女 は 受け合って、 拃の 林の 方へ 歸 つて 行く。 主 從四人 は樯の ある 方へ 急いだ。 

l—ー 山椒 太夫， 
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永 井 荷 風 

【人】 明治 十二 年、 東京 小石 川に 生れた。 名 は 壯吉、 荷 風と 猇 した。 父は禾 原と 號 して 漢洋の 

舉に 通じ、 特に 漢詩に 堪能であった ので、 少年 時代から 漢詩 を 岩溪裳 川に 學ば された。 

明治 三十 年、 先考が 日本 郵船 會社 のま 店長と して 上海に 赴任す る 時、 共に 上海に 渡航、 問 もな く 

歸 つて、 東京 高等 商業 學校 附屬外 國語舉 校の 支那 語 科に 人學 した。 けれども、 登校 極めて 稀に し 

て、 淸元 * 踊、 尺八 等の 秸 古場 通 ひに 日も猶 足らぬ 有搽、 しかも その 間 人情の 機微 を 知らん として 

落 一?;i の 門に 入り、 巿內 各區の 寄席に 出入した。 

かくして 三十 ニー 一一 年頃より 新 小說、 文 藝倶樂 部 等の 雜 誌に 創作 を發 表し、 三十 五 年に は長篇 「地 

獄の 花」 を 公に し、 自然主義の 作家と して 文壇に 乘 出した。 が 三十 六年瓢 然として 米國に 渡り、 横 

濱 正金銀行 紐育 支店に 勤務した が 渡米 後. 彼の 胸中に は 漸く 藝術 上の 革命が 起った。 滞米 叫 气 明 

治 叫 十 年 フランスに 渡る。 その 問 も猶內 地の 雜誌 新聞に 小 說を發 表して はゐ たが、 大した 活躍 はな 


かった。 

四十 一年 歸朝 する や 「あめりか 物語」 っ^いて 「フランス 物語」 を發 表する に 及んで 一躍 文 擅の 

雄と なった。 殊に 「フランス 物語」 は 頹廢の 色 濃く、 エキゾチックな 官能の 世界 を 描いた もので、 

その 享樂 的、 耽美的 傾向 は、 自然主義よりも 一歩 ふみ 出して ゐる ものと して 注目 を 引いた。 その後 

r 歡樂」 「隅 田 川」 「冷笑」 等繽々 公表。 

かくて、 十三 年に は 慶大 敎授 に聘 せられ、 「三 田 文擧」 を 編輯した が、 大正 五 年、 病の ため 慶應 

を 退き、 只管 淸閑 を樂 しみ、 或は 江戶 情調の 昔 をな つかしみ ン 浮世 繪の妖 遞 美 を 慕 ひ、 時には 唐土 

の 詩境 を訪 うて、 多く 隨 筆に 親しんで ゐる。 

【作風】 藝術 至上 主義者の 名に 最も ふさ はしい 人と い へば、 誰し も 第 一 指 を 荷 風に 屈する に躊 

する もの は あるまい。 

然し 彼は始 から 享樂 的、 官能的、 藝術 的ではなかった。 文！？ 一に 初見 參 した 頃の 彼 は、 寧ろ 自然 主 

義的 色彩 を 多分に 藏 して ゐた。 否、 寧ろ 彼 は 日本に 於け る 自然主義の 先驅 者、 開拓者と 呼ばれて 然 

るべき である。 氏 は 極端なる 寫實 主義で ある ゾラ イズム を 提唱した もの、、 遂に その 所謂 人生の 喑 
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黑 面に 向つ て冷靜 なる 司法 者の 態度 を 持し 得る 人ではなかった。 頭に 於て ゾラ ィズ ム の 遵奉 者で あ 

つ ヒ^ は、 胸 こ 於て は 一個の B マン チス ト であり、 センチ メン タリ ストであった。 果せる 哉、 氏が 

明治 四 4 '一年 歸 朝して から、 「アメリカ 物語」 「フランス 物語」 の ニ篇を 投げつ けて、 我が 文壇に 捲 

起した 新 浪漫主義の 旋風 は、 實に眼 くらむ ばかりの 華やか さであった。 

都會に 生れ、 都會に 育ち、 そして パリの 初夏の 風を滿 喫して きた 氏 は、 都會 的に 洗鍊 された 趣味 

と、 フ ラ ンス 風に 尖鋭 化された 官能と —— 江戸の 頹廢 味と パ リの 享樂的 耽美的 色彩と を 併せ もつ 

て、 實に 我が 文壇に 偸 樂の筌 華 を 撒いた のであった。 その 享樂 傾向、 官能主義の 奥底に は 一脈の 哀 

感が漂 ひ 流れて ゐる。 享 樂の爲 の享樂 ではなかった。 それ は 人生に 向って 眞實を 求め、 生活に 向つ 

て 正しく 生きん こと を 求め、 且又 生に 對 する 無限の 執着 を 感じた 者の みが 迎 りつく ことの 出来る も 

のに 外なら なかった。 彼 も 亦 求めて 得られない 悲哀 を 痛切に 感じた 近代主義 者の 一人で ある。 この 

傾向 は 年毎に 色 濃くな つて 行った。 ra; 十二 年から 四 五 年に かけて 「歡 樂」 「隅 田 川」 「冷笑」 等 次々 

と 公に したが、 これらの 作に は嘗 つて 享樂的 傾向 の 底 に 濃く 流れ てゐた 悲哀と 哀感と は それ 自身 形 

をお めす、 或は 冷笑 化し、 或は 皮肉と 變じ、 或は 批評と なって 現 はれて ゐる。 卽ち 悲哀 哀感の 耍素 


に 理知的 謝 明が 加 はった ので ある。 その 適例 は 「冷笑」 であらう。 

この 「冷笑」 は 日本 現代の 雜駁な 文明、 特に 東京 生活に 對 する 痛烈な 批評 を 下した もので、 彼の 

織 細な 享樂的 本能 を充す ことの 出來ぬ 粗雜な 現代 日本の 筌氣を 呪うて 止まぬ 彼 は、 江戶 趣味に 憧憬 

し、 傳 通院の 燒 跡に 佇んで 芝の 靈廟に 感激の 淚を 流した。 浮世 繪に 過ぎ去った 春 を 慕 ひ、 狹斜 に殘 

る 江戶の 面影 を 追った。 そして 「散 柳 窓 夕 映」 「新橋 夜話」 を 書き、 又 日和下駄 をから くと ならし 

で 東京の 街々 を 逍遙し、 僅かに 殘る 江戸の 面影 をな つかしんだ 「日和下駄」 の 著が ある。 

總 じて 彼の 作風 は 飽迄豐 艷で唉 き 亂れた 牡丹に 似て ゐる。 

私 は 終りに、 氏の 藝術觀 を 知る に 最も 適切な 氏の 一一 目 葉 を 引 W しょう。 氏 は 言 ふ。 

「私の 考へ では、 藝術は 人 問の 智識に 唤く 花の やうな ものであって、 他の 科學 とい ふ もの は、 智識 

の 樹に實 る枭實 の やうな も の だと 思つ て ゐる。 藝 術の 花は譬 へ 毒 を 含んだ 花で あって も、 叉實を 結ば 

ない 無駄花で あっても、 見た目に それが 美しく あれば 可い。 藝術は 花で あるから、 毒 花で あるか、 蓖 

を 結ばない 無駄花で あるか さう いふ 方面から 論すべき もの でなくて、 人間に 智識と いふ ものが ある 

以上 は、 必す其 處に唉 くべき 花で あると いふ 方面から して 見て 居る。 であるから 時には 反抗す る こ 
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とも あらう。 而 して 又 全く 無益な ものである かも 知れない。 

けれども 宇宙の 現象 を 見る と、 殆ど 何の 爲に 何の 必耍 があって 生存して 居る か 解らない 動物 ゃ植 

物が 澤山 ある。 例へば 日蔭に 唉 いて 居る 夕顔の やうな もので も、 直ちに それが どうい ふ 必要と 目的 

で^いて 居る か 了解す る こと は 出来ない。 私 は 丁度 その 夕顏の 花の やうに 何の 必要 も 目的 もない 藝 

術が あっても 構 はない と 思 ふ。 

とはいへ、 私 は トルストイ とか ヮ グナァ とか を 見て、 藝術を 或る 方便と して 自己の 主張 を 明かに 

し、 人 を 導いたり、 人を訓 へたり する の を 見ても、 決して それ を 排斥す る譯 ではない。 然し さう い 

ふ 主張の ある 藝術は 動もすれば 藝 術の 力 を 借らなくても、 論文に 書いて、 理論と して 發 表する こと 

の 出来る ものである。 寧ろ 其方が 直截で、 力強くて、 迂遠な 藝 術の 力 を 借りる に 勝る と 思 ふこと が 

多い。 であるから 私 は、 自分 だけの 藝術觀 として は、 藝 術で なければ 現 はすことの 出来ない 感情 を 

現した 藝 術の 方が 慕 はしく 思 はれる。 前に 云った、 純 藝術は 主張がなくても 無意識で あっても 構 は 

ない と 云った の は其處 である。」 と。  . 

〔作品】 


地獄の 花、 あめ リか 物語、 ふ、 りんす 物語、 歡樂、 隅 W 川、 新 歸朝者 日 ST おかめ 笹、 冷笑、 口和 下駄、 腕 くらべ、 

二人 妻、 雨 蕭々、 散 柳 窓々 榮、 新橋 夜 語、 妾宅、 等。 

【文章】 氏の 文章 は 音 樂的耍 素に 富んで ゐて、 官能の^ 高く、 色彩 豐 かに、 而も 寫 生の 筆は飽 

迄 細かに、 描寫の 脈が 抒情 脈に 累 せられす、 ゃゝ 類型的で は あるが、 打ち 上った 文章の 姿 は、 王朝 

の 貴公子の 朗詠に もた とへ ようか。 古い 一一 一一 c 葉 を 川 ひながら 新味の 消し 難い ものが ある。 

£ か &i 氏 は 彼の 文？ vi じて、 「文^ は 綺麗 だ。 情 緖は單 純で なく、 新しい 複雜な 句 ひ を 持った 

愦紡 である。 時に 恍惚と して 讀 者の 心 を その 中に 引き込んで 行って しま ふやうな 好い 文章 力 ある。 

だから^^の 作品から 受ける 感じ は、 文^. そのものから 來る 感じで、 作者の ライフに 於け る 客 觀^ 

價！ M と かさう い ふ 感じ は 何れ の 作品から も 受け る こ とが 出来な い。 空中に 漂って ゐる やうな 離れた 

藝術品 的 氣分は 味 は ひたくても 味 は、 れな い。 …… 單に 文章の 上から いふと、 質よりも 革の 方の 勝 

つた 文章で、 器 川な はでな 所が 人 を 動かす 力と なって ゐる やうで ある。」 と。 

之 を 要するに、 氏の 文章 は 高雅な 淸 新な 處 に そ の 特色 が ある 
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鲁 

谷 崎 潤 一郎 

【人】 氏 は 明治 十九 年、 東京 日本 橋に 米穀 仲買人の 子と して 生れた 純粹 の江戶 ツ子で ある。 

小學校 に 人學 した 頃 は 乳母に 付添 は れ て 通學す ると いった 內氣な 坊ちゃん 育ちで あつたと いはれ 

る。 中學に 入った 時 は 父の 事業の 頓挫の ために 廢學の 憂目 を 見る ところ を、 教師の 斡旋と 親戚の 援 

助と で 辛くも 通舉 し、 傍ら 家庭教師 をして ゐた。 やがて 第一 高等 舉 校に 進み、 次いで 大學國 文科に 

入った。 

かくて、 四十 二 年に は 同窓の 薰、 哲郞 等と 計って 侗人雜 誌 「新 思潮」 を 創刊す る ことにな つたが、 

あまり 創作に 膏が乘 り 過ぎて、 月謝 滞納の ため 九 巧 論旨 退學 になった。 以後 「刺青」 「少年」 等 を 

績 々 發 表して 驕名は 天下に 廣ま つ た り 

氏の 作品 は、 氏が 私淑して ゐた荷 風、 ボ ー トレ ー ル、 ポオ、 ワイ pi 等の 怪異 的 耽美的な 作品の 

影響 を 受けた 妖 美な 主材、 夢幻 的な 構想に みちた ものであって、 そこに 氾濫す る 所謂 惡魔 派の 作 虱 


は、 どうしても 氏 を 文壇 一 方の 重 鎭に推 上げねば やまなかった。 

爾來、 或は 映畫 界に關 係して 映 畫劇を 試み、 或は 戯曲に も 手 を 出して 「愛すれば こそ」 の 如き セ 

ンセ イシ ョ ンを かち 得た。 

尙、 氏 は 非常に 支那 趣味の 豐 かな 人で、 日常よ く 支那 服 を 着し、 支那 料理 を 愛好し、 支那の 書 を 

繙き、 自身 も已に 二回 程 支那に 漫遊 を 試みた 位で ある。 

【；^-威1 氏の 作風 は 同じく 新 浪漫派に 屬 すると はいへ、 全く 獨特な ある もの を 供へ てゐ る。 吾 

々は 谷 崎 潤 一郎と いふ 名前 をき けば、 突 嗟の 間に、 濃艷 とか 變^ 性と か、 惡の 讃美と かいった もの 

を 思 ひ 出す。 嘗て 氏が 作家 を 志した 時、 取って 以て 規範と したの は、 我が 國 では 荷 風 氏の 唯 美的な 

風格で あり、 外國に 於てば ワイルドの それ、 又ボ！ '、ドレ ー ルが唤 かせた 惡の 華の 蠱惡 的な 杏で あつ 

た。 而も それ 等の もの は、 氏の 作風の 上に 慈雨と なって 働き かけ、 いつも、 たと ひそれ は 醜 惡なも 

の、 上に 見出された もので あっても、 美に 焦點を 定め、 忠實に 或は 丹念の 限り をつ くした と 思 はれ 

る 程までに 氏の 描 筆 を 誘 ひ 去って 行った。 一種 病的な 官能 II 美と 認識した 以上 は、 たと ひ 金蠅銀 

蠅の 姿態に も 限りない 陶醉感 を 味 は ひ、 肉體 的の 苦痛 を 喜んだり、 慘虐の 快感に 耽ったり する。 或 
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は 少女の 眩體が 日毎に 伸びて 行く その 變 易に 愛慕と 嘆の 總て をつ くして 描く とい ふ 態度で、 耽美の 

^や は 物 狂 はしい 程に 亂舞 を統 ける ので ある。 之 を 要するに、 罪惡を 美と 觀 する 一 秫の惡 魔-王 義者 

である。 吾々 はいつ しか スケ ー ルゃ テム ボの あまり 柔軟す ぎて ゐる こと をう ち 忘れ、 た^ 毒蛇の 卄 

を 撫でる 時の やうな 無氣 味な、 しかし 本能 を そそり 立てる やうな その 情趣に 魅せられて、 ラビ リン 

ス の 内奥 へ と 胸 を ときめかせながら 牽 かれて 行く ので ある。 

こ、 に、 小島 氏の 「文學 史觀」 を 引用す る。 これによ つて 同じ 耽美 享樂 派と いっても、 荷 風の そ 

れと、 潤 一 郞の それとの 差違 を 知り、 併せて 彼が 病的 官能 美 を 追求す るに 至った 心的 過程 を 察知す 

る ことが 出来よう。 「彼 は 耽袭 派の 作家と して、 強烈なる 病的 官能 を 追求す ると ころ、 我が 文壇の 第 

一 人 者で あり、 變態 性慾の 一 種で ある マソヒズムへ の 惑溺、 惡に對 する 讃美 を 以て、 彼の 作品 は、 

我が 文壇に 於て 獨特 無比の 味 を 示した。 彼 は 荷 風の やうに 日本の 文化 や 生活 を 皮肉に 冷笑的に 批評 

しょうと しなかった し、 只管に 舊 江戸に 惊： 憬れ たり、 明暗 花柳の 巷に 於て 自己の 官能 や 趣味 を滿足 

させようと もしなかった が、 いつも 官能的の、 寧ろ 病的 官能的の 强烈な 刺戟 を 求めて 止まな かつ 

た。 そこに モダ 一一 ズムの 精祌が あり、 近代 人が 共通に 持つ 世紀末 的 憂愁、 無爲單 調から 來る 生の 倦 


怠が 兒ぇ ると 云へば 云へ るで あらう が、 この 現實 生活の 無趣味、 無剌戟 のつ まらな さ を 痛感して、 

よしん ば 超現實 的な 空想 の 世界に 於ても、 より 自分の 病的 官能 を滿足 させて 吳れる 様な 刺戟 を 追 ひ 

求めて ゐ るので あった。 が、 云 ふまで もな くその 刺戟 は齊 通の 刺戟で は 駄目であって、 極めて 強烈 

な そして 異常な、 それによ つて 身 も 心 も ほろぼされて 仕舞 ふやうな 刺戟でなくて はならぬ。 だから、 

齊 通の 官能 美で は滿 足出來 ないで、 病的な もの を 求める ことになる。 性慾 的な 行爲 にしても 普通の 

ことで は滿乂 できないで 變態 的に ならう とする。 平凡な 善で は 直ぐに 倦怠して 仕舞 ふので、 あくど 

い 毒々 しい 惡に惊 愦れて 怪奇の 夢 を 食 ぼらう とする。 そこに、 よしんば、 さう 裝 はうて ゐる ところ 

が あるに しても、 彼の 近代的 デカ タンの 面目が あり、 彼の 作品の 耽美的 傾向に 走り、 病的 官能 美 を 

追求し、 惡の華 を 讃美す るに 至った 所以が ある。」 と。 

やがて 文博 一に 人道主義が 勃興す る や、 潤ー郞 等の 耽美主義 文 學は鬼 角 M 迫され 勝に なった ので、 

彼 は どこ やら 時流に 投じよう とする が 如き 作品 を 公に したが、 渐く小 說に行 詰った 彼 は、 後 專ら戯 

曲に 方向 轉換 をした。 

【作品】 
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一 、(小 說) 羹、 女人 祌^、 祌と 人との 間、 较人、 痴人の 愛、 盲目 物語、 嘆きの 門、 鬼の 面、 蓼 喰 ふ 虫、 卍、 惡魔、 

綾惡 魔、 ぉ艷 殺し、 お 才と已 之 助、 A と B の 話、 赤い 屋根、 金と 銀、 友 田と 松 田の 話、 剌靑、 麒麟、 

少年、 人魚の 嘆き。 

二、 (戯曲) 誕生、 象、 信 西、 恐怖 時代、 法 成 寺 物語、 無明と 愛染、 ft 日 夢、 十五夜 物語、 ぉ國と 五平、 愛すれば 

こそ、 愛な き 人々、 白 孤の 湯、 彼女の 夫、 本牧 夜話、 戀を 知る 頃、 永遠の 偶像。 

【文章】 氏の 文章 は 頗る 豐滿 な艷麗 な、 そして 放膽な 力強い 文章で ある。 觀 察が 細かで、 感覺 

が 鋭い と共に 傑れた 技巧の 才 があって、 特に 比喩に 巧で ある。， 

〔文例】 o 

私 は 獨リで 思案 をして、 繩暧 簾の 外へ 出た。 

そこで 左 へ 曲って &る 街道の 五六 町 先に は、 一 つ の 丘が あるら し い。 路は その 丘の 麓まで ほの 白く 眞 直に 伸び 

てゐる けれど、 丘に 突き 當 つて それから 先 はどうな るの だか、 此處 から はよ く 分らない。 丘に は、 此の 街道の 松 

並木と 同じ やうな 眞黑な 大きな 松の木の 林が、 ^上まで こん もりと 茂つ てゐる やうで ある。 喑 いので はっき リは 

見えない が、 さあつ-,^ と 言 ふ 松風の 音が、 丘 全 體を搖 がして ゐ るので、 それと 想像が つくので ある。 だん C 

近づく に隨 つて、 路は 丘の 椐を 縫って、 松の 間 を 右の 方へ 迂 M して ゐる。 私の^ 園に は 木 下閻が ひたく と廣が 

つ て、 あたり は 前よりも 一 曆喑 さが 濃くな つて &る。 私 は 首 を 上げて 空 を 仰 いだが、 耱蒼 とした 松の 枝に 遮られ 


て^ は 少しも 見えない。 頭の 上で は 例の 松風の 音が 颯 々と！！ えて ゐる。 私 はもう、 腹の 減って ゐる こと も 何も 忘 

れて、 ひたすら 恐ろしい ばかりであった。 電信 桂の ごう 》(.\ と 言 ふ 唸り も、 蓮 沼の かさ-,^ -と言 ふ 音 も 聞え なく 

なって、 た^ 海の 轟きば かりが 未だ 地響き を させて 鳴って ゐる。 何だか 足の 下が 馬鹿に 柔 かにな つて、 步 く度每 

に ぼくり と 凹む やうな 心地が する。 きっと 路が 砂地に なった ので あらう。 さう だと すれば 別に 不思議 はない 

譯 だが、 しかし やつば リ氣 持が 惡ぃ。 いくら 步 いても 一 つ 所 を 踏んで ゐる やうで ある。 砂地と 言 ふ ものが こんな 

に步 きにくいと は、 今迄 嘗て 感じなかった。 おまけに、 此の 前と は 違って 僅かの 間に、 路が 何遍も 左へ 曲ったり 

右へ 折れたり する。 うつかり すると 松林へ 紛れ込んで しま ひさう である。 私 は 次第に 興奮して 來た。 額に はぢ い 

つと 冷汗が 滲み出て、 胸の 動悸と 息づ かひの 激し さ を、 自分の 耳で 明瞭に！ 1 き 取る ことか 出來 た。 うつむいて、 

足 許 を 凝視め ながら 步 いて ゐた私 は、 其の 時 ふと、 洞穴の やうな 狭い 所から ひろ- f した 所へ 出か、 つて ゐるゃ 

うな 氣 がした ので、 何氣 なく 顏を揍 げた。 まだ 松林 は盡 きない けれど、 其のず つと 向う に、 遠眼鏡 を視 いた 時の 

やうに、 圓ぃ 小さい 明るい ものが ある。 尤も、 それ は燈 火の やうな 明るさで はなく、 銀が 光って ゐる やうな 銳ぃ 

冷た い 明ら さで ある。 

「あ、、 HJ だく、 海の 面に 月が 出た の だ。」 

私 は 直ぐと さう 思った。 丁度 正面の 松林の 疎らに なって、 窓の 如く 隙間 を 作って ゐる 向う から、 その 冴え返つ 

た 銀 光が びかく ふ、 練 絹の やうに 輝いて ゐる。 私の 步 いて ゐる路 はい まだに 喑 いけれ ど、 海上の 空 は 雲が 破れ 

て、 其處 から 皎々 たる 日が さして ゐ るの だら う。 見て ゐる うちに 海の 輝きが いよ "して 來て、 此の 松林の 奧 
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へまで も 眩しい ほどに 反射す る。 何だか かう、 きらくと 絕ぇ s: なく 反射し なかが 、し、 水の 表而 がふつ くらと 膨 

れ上 つて ffi 々た る 潮が 澎湃 と^き 騒 いで &る やう に 感ぜられる。 

海の 方から 晴れて 来る 空 は、 だんく と 此の 山 蔭の 林の 上に も 押し寄せて、 私の 步く路 の 上 も 刻一刻に 叨 るく 

なって 來 る。 しま ひに は 私自身の 姿の 上に も、 靑 白い 月が 松の 葉 影 をく つき リと 染め出す やうになる。 丘の 突角 

は 次第に 左の 方へ 遠退いて 行って、 私 は 知らず 識ら ずの 間に、 殆ど 不意に、 林の 中から 渺茫 たる 海の 前景の ほと 

リに 立た されて しまった。 

あ、 可と いふ 絕景 だら- ゥ。 何と 言 ふ 祌祕を 極め、 茈餱を 極めた 景色 だら う。 —— ； i は！：；： らく 恍惚と して：^ 處に 

佇んで ゐた。 私の 步 いて 来た 街道 は、 白 泡の 碎 ける 海岸に 沿うて、 畏汀 曲浦の 績く 限り 綾いて ゐる。 此虚は 令- 體、 

三 保の 松原 か、 E 子の 浦 か、 住 江の 岸 か、 明 石の 濱か、 I. 兎にも角にも、 其れ 等の 名所の 繪 葉書で 見覺 えの あ 

る权扳 リの而 ，：： い 磯馴松が、 街道の 所々 に、 鮮 かな 影 を斜に 地面へ 印して ゐる。 街道と 波打ち際との 問に は、 -客 

の やうな Sg 白な 砂地が、 多分 凸凹に 起伏して ゐ るので あらう けれど、 n の 光が 餘り 隈なく 照って ゐる爲 に、 その 

凸凹が 少しも 分らないで、 唯 平たく なだらかに 見える。 その 向う は、 大^に 懸ゥた 一輪の 明 月と、 地平線の 果て 

まで 展開して ゐる 海との 外に ー點 S 眼 を 遮る もの もな い。 先刻 松林の 奧か ら见 えたの は、 丁度 其の 月の 眞 下に 方 

つて、 最も 强く 光つ てゐる 部分な ので ある。 其の 海の 部分 は、 單に 光る ばかりでなく、 光りつ 、針金 を 捩 ぢるゃ 

うに 動いて ゐる のが 分る。 或は 動いて ゐる爲 に 一. 層 光りが 强 いの だと 言っても よ い。 其處が 海の 中心であって、 

其處 から 潮が 渦卷き 上る 爲に、 海が 一 面に ふくれ 出す のか も 知れない。 何しろ 其の 部分 を眞 中に して、 海が 中高 


に 盛り 上って 見える の は事實 である。 盛リ 上った 所から ™I 方へ 廣 がるに 隨 つて、 反射の 光 は 魚鱗の 如く 細々 と 打 

ち碎 かれ、 さ^れ 波の-つね リの 問に ちらく と 交り 込みながら 汀の 砂濱 までし め やかに 寄せて 来る。 どうかす る 

と、 汀 で 崩れて ひたく と 砂地へ 這 ひ 上る 水の 中にまで も、 交り： <! んで來 るので ある C 

.  I 谷^ 潤 一 郞令： 集 —— 
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豐島與 志 雄 

【人】 明治 二十 三年 輻岡縣 に 生れた。 

氏の 幼少 年 時代に ついて、 伊福部 氏 は その 豐島與 志 雄 論に、 「彼 は 今 も 社交的な 人で ない が、 この 

性情 は已に 幼少 年 時代から あった。 彼 は 友人 達と あまり 交り 遊ばなかった。 特に 常時の 少年 達の 間 

に 流行した 兵隊 遊に は いささかの 興味 ももたなかった。 彼 は廣ぃ 自家の 庭で、 むしろ 女の 子供達と 

しづかに 遊ぶ こと を 好んだ。 

しかも その やうな 時に もな ほ、 彼 は 女の子 供が 對 象でなくて 自然が 對 象であった C 美しい 草花 や、 

それに 戯れる 蝶々 や、 蜂 や、 白い 網 を はる 蜘蛛 や、 營々 として 働いて ゐる蝶 や、 美しい 小鳥の 囀り 

が、 彼に はより 願 はしい ものであった。」 といって ゐる。 

小 學校を 了へ て 修猷館 中 擧に這 人った が、 この頃から 彼の 文學 的-大分 は 次第に 芽 を 出して ゐ たさ 

うだが、 はっきりと 自己の 天分に 目覺 めた の は、 第 一 高等 擧校 時代であった" やがて 一 高を卒 へて 


東京 帝大佛 文科に 人り、 在舉 中、 芥川、 菊 地、 ク、 米、 山 本 等と 「第二次 新 思潮」 を 出した。 

そして、 大正 三年に は 處女作 「恩 入」 が發 表された。 それ以来、 叫 年に 「霧」 を、 五 年に 「球 突 

場の. 一隅」 「少年の 死」 と 相次いで 名作 を 出し、 六 年に 「生 あらば」 を 出す に 及んで 作家と して 腰 は 

すっかりと 坐った。 績 いて 七 年に は 「生と 死の 記錄」 を發^ する に 及んで、 その 純粹 さに 於て、 敬 

愛さに 於て、 完壁せ る 制作 的 技倆に 於て、 更に それら を 超越した 人 的誡實 さに 於て、 絶大の 讃評 

を 得た。 大正 十三 年に は、 從來の 作風の 總 決算、 又 完成で あると 共に、 ：2 時に 新しい 一 つの 出發を 

示した 「人 g 繁榮」 を 書いた。 彼 は、 此の 作 を 境と して、 象牙の塔に 立 il つて ゐた 個人主義 的藝術 

から、 本當 の現實 人と しての 人生 問題、 生きる こと を惱 まう とする 藝術 家へ と 展開して きて ゐる。 

その 間、 陸軍 士官 學校、 海軍 機關學 校、 慶應義塾に 教鞭 をと り、 現に 帝大、 法大の 講師 を 勤めて 

ゐる。 佛文學 に 造詣 深く、 語 學のカ は 當代ー 二とまで いはれ てゐ る。 

又、 氏は寶 にい \ 感じ を 與 へる 人で、 一見して 詩人で あり、 藝術 家で ある ことが 分る。 その 點に 

於て 文壇 第 一 とい つても よい 感じの する 人で ある。 

【作風】 氏 は その 創作 態度に ついて、 自ら 次の 如くい つて ゐる。 「小說 はた si 曰きたい から 書く」 
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「创 作の 根本の 實 感は攝 取に ある、 攝 取の 本能 は 精神の 生命で ある」 「私 は 以前に 创作 する 時には、 

心に 一種の 火、 ブ ロメ シ ウスの 火が 燃える もの だ —— といった ことがある。 その 火が、 精神の 本能 

的攝 取の 火が、 それが 創作す る 力なので ある」 と。 叉 、「一旦 得られた 實感を 文字に 現 はすか^ "か は 

末の問題 である。 眞の 深い 創作 心理 は 筆 をつ ける 前に 進展して ゐる」 と。 之 を 要するに、 氏の 態度 

は 本能 的攝 取の 力に 依つ て 作 をす る ものな りと いふ ことになる。 

彼 の 藝術 は 現文垴 に 於 て 特殊な 位置 を もって ゐる。 彼 は 全く 文壇の 時流 か ら 超然と し て 文藝 生活 

をして ゐる。 生 田-お 江 氏の 所謂 「文壇 家でなくて 文藝 家」 なので ある。 

彼 は 不^議な 感覺を もつ て ゐる。 その 不思議な —— ^六感と でも 云 はう か —— 感覺を もって、 ぢ 

つと 人生 を感覺 しょうとして ゐる。 彼の 藝 術の 美の 基調 をな す もの は、 口 本 的な メロ デ I ではなく 

て、 ョ I  P ツバ 的、 特に 南欧 的な ハ ー モ ニイで ある。 そこに は 彼の 特殊な 世界が ある。 ハ ー モ ニイ 

を その美の 基調と する 氏の 藝術 は、 精神的 美よりも より 官能的 美の 魅惑に 富んで ゐる。 それ故に、 

氏の 藝 術は豐 潤で あり、 華 かで あるが、 その反面に はえぐ り 込む やうな 鋭 さはない。 どちら かとい 

へ， ま 口 マン チ ッ クな匂 ひが 漂うて ゐる。 


けれども、 氏 は 大正 十三 年の 傑作 「人 11 繁榮」 を 以て、 長い 侗 人的 趣味の 象牙の塔から 脫け 出た。 

そして 本當 の現實 人と しての 人生の 惱み、 生きん がた めの 悶え を 惱む藝 術 家へ と進轉 してきた。 

尙、 氏の 作風と して 忘れる 事の 出來 ない こと は、 氏 は 文壇に 出た 當 初から、 その 取 村 は^に 巾 ぼ 

階級 的であった ことで ある。 殊に 世界 大戰 以後の 急激なる 思想界の 變 動と、 生活 現實の 極端な 傾斜 

のうちに 流し 出された 我 中産階級 は 正に 喷火 山上に ゐる。 そこに は. 小 安と 焦燥と 懊惱 とが ある。 そ 

の 深刻な 懊惱が 氏の 快い 題衬 であると 同時に、 これ を 見事に 描き こなして 行く 現 文壇 唯一 の 作家で 

ある。 而も それ を 描く に^っても、 刺钱 的で なく、 過激に 流れす、 どこ 迄 も 底に 理知的な 鑑識 を 潜 

ま せた 溫骓な 觀照を も つて 描いて ゐる。 

之 を 要するに、 彼の 藝 術の 特殊 さは、 その 鄕土 的に 見て 南國 的、 氣 分に 於て 牧歌的、 階級 的に 見 

て中產 知識階級 的で ある。 

〔作品】 

一 、(小 說) 或る 男の 手- 認、 恩人、 生 あらば、 ^と 死との 記錄、 理想の 女、 反抗、 野 ざら し、 蘇生、 人間 繁榮、 未 

来の 天才、 狐火、 等。 
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二、 (飜譯 ) レ、 ミゼ ラブ ル、 ジャ ン* タリ ス トフ、 等。 

【文章】 高須氏 は、 「その 文章 は 秋の 穴 1 の やうに すみきって、 しんみり とした 味が ある。 何とな 

くその 本質から 流れ出た リズ ム の 動き を 思 はせ る 所が ある」 と 評して ゐる。 

或る 批評家 は、 「氏の 文章 は， 常に 氣分 とか、 或る 心の 狀態 とか を風壓 的に 感じさせよう とする。 

人物な り 事件な りが 劃然と 讀 者の 頭に 映る よりも、 何 かかう 全體 として 或 霧の やうな 幽遠 さと か 色 

4 口と か 匂 ひと か を もって 讀者を 包む ので ある。 常に 灰色の、 或は 銀色の、 或は 澄みき つた 靜 けさの 

ある 感情が、 その 文章の 上 を 漂うて ゐる」 といった。 

實に、 氏の 文章 は 極めて 描寫の 粗い 所が あり、 俄かに ダット 深い 所が ありな どして ゐ ながら、 十 

分に いふべき こと を その 文章 全體 によって 表 はすと いふ 文章で、 まるで 空の 靑 さを^る やうな、 い 

ひ 知れぬ 深みと、 第六感 的な 官能の 動きと を 表 はして ゐる 文章で ある。 しっとりとした、 どんな 細 

かな 氣分 でも 心理で も^らさ すに 表現し 得る 繊細な 筆 は 容易に 及び難い ものが ある。 

【文例】 0 

十 一 月の ある 晚 であった。 妙に 暧 くて 霧が 深く 罩 めて ゐた。 私 は 友と 二人で 當も なく 街路 を步 いた。 


立ち並んだ 人家の 上 や 通の 中 を、 濃霧 は徐々 におし 流れて ゐた。 そして 物影に は それが ゆるやか に 渦を卷 いた。 

人 は 自分の ま はり 十步 と、 それから 垂籠 めた 濃霧の 帷 との 外に は、 何にも^なかった。 何 か 不思議な ものが 靜か 

に 流れて ゆく のが、 はっきりと 心に 聽 かれた。 凡ての ものが 濕 つて ゐる、 そして 柔 かく 息 を 潜めて ゐる。 人 は a 

分の 先に 何が あるか、 また 自分の 後ろに 何が あるか、 それ を恕 ふこと を 知らなかった。 a 分の 踎む 地面が 堅い 地 

盤で あるか どうか を 想 はな か つた。 

凡てが 朧に 浮かんで ゐる、 しっと リ とした 重みで 靜 かに 浮かんで ゐる。 凡てが 自分自身に 還って、 C 分の 胸の 

うちだけ で柔 かい 呼吸 をして ねる。 露 はな ものが 身 を 沈めて、 祕め、 りれ たもの が 姿 を 示して ゐる。 

私達 は ゆるやかに 步 きながら 話を婧 けた。 

一 こんな 晚 は、」 と 友 は 云った。 「遠い 過去の ことが、 かう しみぐ と 心に 歸 つて 來る や-つ だね、 それ も 過去と いふ 

衣を涪 ないで、 現在の 姿 を帶 びて 心の 巾に 蘇って くる。 過去 を 見ようと 思って 後ろ を ふり 返る 耍 はな いんだ。 そ 

して また 未来 も。 ： ： 過去と 現在と 未來 とが ー樣の 力に 均ら されて しま ふの だ。 いや 寧ろ みんなが 一 つに 融け 合 

つてし まふの だ。 それ はもう 過去と か 現在と か未來 とか いふ やうな もの ぢ やない。 何 かかう、 1 つの はっき リし 

た 姿が、 それで また 溫 和な 朧な姿 が、 つ く，. ^と见 つめら る、 やう だね。」 

「僕 もさう いふ 氣持を 知って ゐ る。」 と 私 は 云った or 僕 は それ を 自分の 現在の 姿 だと 思って ゐ るよ。 僕達が 過去と 

か 現在と か未來 とか 呼ぶ もの は、 また 考 へた リ 想像した りして ゐ るの は、 みな それ 仝 體が 自己の 現在の^ たらう 

ぢ やない か。 そして 自分の ^體 がー つに 纏まって、 かう ぼんやり 見えて くる やうな 時には、 僕 はしき りに 生命な ど 
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とい ふやうな こと を考 へさせられ るね。 あらゆる 物の 中に、 原始 生命の 息吹きと でも 云 ひたい やうな ものが、 宿 

つて ゐる やうに 感じて ね —— 到る 處に何 かが 靜 かに 芽ぐんで ゐる、 何時も 芽ぐみつ 、息をして ゐる。 そしてい つ 

も 現在なん だ。 遠い昔 も未來 も、 それから 今 も、 みんな 過ぎ去る とい ふことの ない 現在なん だ。」 

「然し 僕 は 時が 過ぎ去る と いふ こと を はっき リ 感じる ね。」 

「事件 は 過ぎ去っても、 其の 中に 宿った 魂 は 永久に 過ぎ去り はしな い。」 

「さう、 それ を 魂と 呼んでも い、 なら、 魂 は 過ぎ去り はしない。 然し そんな 事を考 へる 時には、 た ぐ 直感に 賴る 

外 はない ね。 僕 は 理解と いふ ことに 大 なる 信用 を 持たない が、 また 直感の 覺 束な さもよ く 感じる ね。 一 

「さう だ、 K 感と いふ もの は 裏切られ がちの ものだね。 けれど、 それ は 直感 そのものの 罪ぢ やなくて、 僕達の 心 

がま だ 正直な 直感 を 持つ までに 進んで ゐな いせ いなんだ らう。」 

「君 はさう いふ 時が 來 ると 信じる かね。」 

「信じた いね。」 

私 建 は 何 かしら 興^して ゐた。 然し それ は 心の底へ く 沈んで ゆかう とする やうな 興奮であった。 斷片 的な 思 

ひがち ら^-と 心の底に 閃めいて また 消えて 行く。 そして それが 大きい、 しとやかな ものに 包まれて ゐ る。 

「こんな 晚は 何處へ 行っても 自分の 家の やうな 氣 がする ねつ」 と 私 は 云った。 

「そして また 何處 へ 行っても ほんた うの 自分 を取リ 落して ゐる やうな —— o」 

「さう だね。 馬鹿に はっき リし たものと、 妙に ぼんやりし たものと が、 一 緖 にこん ぐらが つて ゐる。 - 


「濃 い 霧に 惑 はしが あるんだ よ c」 

！ そして また 不純な 妄想が 眠って しま ふんだ よ。」 

私達 は 廣ぃ通 リを步 いた リ、 狭い 横町へ ゆったりした。 到る 處に すぐ 眼の 前に 濃霧が あった。 そして 濕んだ 軒 

燈 のま はリに は、 靜 かに 光の 輪が 描かれて、 耳に 聞こえない 音を立てて ゐ た。 

人 はも はや 普通の 空氣を 呼吸す る やうな 氣 がしな か つ た- 何 かに 魅せられた 輕 い 水の 中に でも 居る が やうで あ 

つた。 物の 香 は その 主體を 失って、 た^ 空中に 漂 ひながら 消えて いった。 凡てが 夢の やうに、 ぼん ゃリ 浮き出し 

て. H また 隱され て ゆく  o 

「こんな 晚には 道德 的な 犯罪 は な いだら う ね。」 と 友が -K ふ 。 

「そして 凡て に 愛が、 本當の やさし い 愛が 酷る だら うね。」 と 私が 答 へ る。 

けれども 私達 は 物に 唆られる やうな 心地が して ゐた。 何 か を 緊と摑 まう としながら、 それが する^, \- と 指の 間 

から 遁れて ゆく やうな 心地 であった。 前の 方から、 ぼかつ と 浮き出て、 またす つと 後ろに 過ぎて 行く 通行人 を、 

私達 はじ と 見た。 そして ご I と 響きながら 過ぎて ゆく 電車の ヘッド， ライト を 眼 を 見^きながら 眺めた。 

霧 —— 


現代 作家の 人 及 作風  二 七 五 


現代 作家の 人 及 作風  二 七 六 

小川 未明 

【人】 本名 を 健 作と いひ、 明治 十五 年、 越後の 高 田の 士族の 家に 生れた。 

その 幼時 は隨分 我儘で 常に 人と 衝突す る ことが 多く、 高等 小學も M 級 生と 衝突し て屮途 退學 を 

し、 高 田中學 では 相 馬 御風と 級で あつたが、 常に 教師と 附 突し て 三度 迄 落第して 遂に 中途で 退學 

したと いふ。 それから 早 稻田大 擧哲學 科に 人り、 文科に 轉じ、 三十 八年卒 お。 在舉 中、 處女作 「漂 

浪兒」 を 「新 小說」 に發 表して より、 っビ いて 「霰に 雾」 を 公に して 作家と しての 名 を赢ち 得た の 

である。 

それより 生活難に 苦しみながら 浪漫的な、 或は 空想的な 數 多の 作品 を發 表した が、 時 恰も 自然 主 

義文學 全盛の 時代であった ため、 氏の 作風 眞價は 認められす、 久しく 不遇の 中に あつたが、 やがて 

文學 思潮 は 氏の 爲に 有利に 進轉 した。 新主觀 主義 文舉の 流行と 共に 氏の 世界が やって きた。 そして 

矢つ ぎ 早に 幾多の 名作 を發 表した が 代表作と して は 「雪の 線路」 「少年の 笛」 「廢 墟」 等 を あげる こと 


が出來 る。 

猶、 氏は袁 話に 於ても 非^に 獨創 的な 手腕 を發 揮し、 極めて 高級な 藝術品 を 作り出した。 

又、 氏 は 近時 社會的 運動に も 加 はり、 「解放」 同人と して、 文藝 家の 社會 家と 目され てゐ る。 

【作 虱 1 氏 は 自然主義が 文壇の 王座 をし めて、 あらゆる 方； 向 を 風靡した 時代に あっても、 堅く 

自己 を 守って 浪漫主義 を 標榜して 立った、 生れ 乍ら の 浪漫主義 者で ある。 

氏 は 常に 周圍の 世界 だけで は滿 足の 出来ない 理想の 世界 を もって ゐる。 而も 一 本調子の 妥協 性の 

少ぃ 性格 だけに その 作に も 一 種の 空想的な 祌祕 を迪る やうな ところが ある。 彼 は 描く よりも 先づ歌 

はんとす る、 情緒 を 重んじて、. 空想 を 重ん する。 

初期の 作に は現實 の 根柢が 足りない 爲、 只單 なる セ ンチメ ン タルに なり、 空想の 爲の 空想に， 堕す 

る 傾向が あつたが、 中頃より 次第に 現實を 顧る やうに なった。 尤も 近來の もの は 多少 作風 も變 化し 

て、 倾向的 色彩 を帶 びて はきた が、 氏の 素質 は變 るべ くもない。 又 將來に 於ても 決して 拔 けぬ もの 

であらう。 正しく 彼 は 新 浪漫主義の 第一人者 であらう。 

その 作風に ついての 小島 氏の 批評 を あげてお かう。 「自然主義 文學が 一 世 を 風靡す る 時に 文壇に 現 
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はれ、 然 かも a マン チシ ズム の 傾向 を 追つ て 進んで 來 たの は、 小川 未明で ある。 「愁 人」 「綠 髮」 「惑 

星」 「闇」 「少年の 笛」 「白痴」 「魯 鈍な 猫」 「廢 墟」 「物言 はぬ 顔」 などの 諸々 の 短篇 集に 牧 めら れた 夥し 

*ft 品を昆 ると、 誰 一人の 道連れ もな く、 常に &I 然 主義 的文學 思潮に 壓 迫され ながら、 獨り とぼと 

ぼ 自分の 路を 歩いて 來た 苦闘の 跡が 見られる。 B マ ンチシ ズムと 云っても、 未明の 初期の 作品 は、 

紅 €3 に 染めた 夕 雲 の 彼方に 理想的な 樂土を 想像す ると いふ やうな、 實に とりとめ もない 签想 的な 情 

懷と 逝きて 返らぬ 少年の 日 を 憶うて 泣く と 云 ふやうな、 センチ メ ン タルな 心 持と が！ ベら れてゐ る 

に 過ぎなかった。 か \ る 時代の 未明 は、 かの 憧憬の 享樂に 耽って ゐた 頃の 三重 | 口と 同様に、 よしん 

ば ロマンチシズム であると はいへ、 自然主義の 前にあって あまりに 色彩が 乏しく、 未だ 一般に 認め 

られ なかった。 それが 「闇.」 「少年の 笛」 あたりに 来る と、 次第に 現 實的耍 素が とり 入れられ、 現實 

生活に 對 する 痛切なる 苦悶と 不安と が 描かれて 來た。 片 上伸 は、 この頃の 未明の 作家 的 心境に 對し 

て 次の 如き 批評 を 下して ゐる o「 …… 眼底に ちらつく 不安の 翳ば かり は 到底 夫 明の 心から 消え去る 事 

がないで あらう。 見えざる 不安の 羽搏に 恐れつ \ も、 これ を 追求す る ことなしに 生きて 行く ことの 

出来ない 不思議な 心の 人で ある。 けれども 未明 氏の 不安 は 決して 靈 のみの 不安で はない。 色で もな 


く、 音で もな く、 形で もな く、 言 ひ 現 はすこと も捉 ベる 事 も 出来ない 一種の 閃きで ある。 極めて 微 

妙な 銳敏 な祌經 の み 感知す る 事の 出來る 姿な き 黒き 鳥の 羽搏きで ある。 未明 氏の 心 はこの 祌 經の不 

安 を 貪る ことに 依って 生きる ので ある。」 と。 これ は、 その 當 時の 未明の 心 持 を 如何にも よく 說き現 

はした ものである。 都會 生活に 壓 迫され 虐げられた 神經の 不安、 そこに 彼の 藝術 感興が 湧く。 され 

ば、 问 じ C1 マン チックな 憧憬で あっても、 三重 吉の 如く 憧憬の 享樂 から 憧憬の 苦悶に 入った ので は 

なく、 憧憬の 慰安から 憧憬の 不安に 人り、 やがて は 人生と 社會の 運命 それ 自身に 對 する 手强き 反抗 

憤怒の 色彩 を 加へ てきた のであった。 

例へば、 「魯 鈍な 猫」 の 一 篇を 見ても、 そこに 現 はれた る 人生 は 現實に 執す る こと 强 くして、 しか 

も その 强ぃ 執着の 充溢 を滿 たし 得ざる もの の觀 たる 苦しくて 悲しき 人生で ある。 現實を 熱愛 せんと 

して 熱愛 せられす 憎 惡し、 人生 を 愛撫 せんとして 愛撫し 得られす 憐憫す ると ころに、 この 作者の 超 

個人的な、 また ヒ ー マ 二 チックな 情感が 流れて ゐ る。」 と。 

さう だ、 氏 は 自然主義 全盛時代 にも 獨り a マ ン チックの 孤壘を 守って 屈せす、 生活 上に も 非常な 

苦艱を 嘗めた。 そして 襲 ぴ來る 貧困 は 遂にに 二人の 愛 兒を失 ふまでに 至った。 「魯 鈍な 猫」 は その 當 
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時の 生活 を 描いた ものである。 それ は 多感な 口 マ ンチシ ズムの 流れが 苦 息 多き 現實の 生活に 衝突し 

て 生じた 飛沫で あり 渦卷 であった。 

彼 は 此の頃から 次第に 人道主義 的、 社會 主義 時 傾向に 向 ひ、 大正 九， 年 「日本 社會 主義 同盟」 が 成 

る や、 文壇 人に 率先して 之に 加盟し、 その 發起 人の 一人と なった。 そして 「底の 社會 へ」 「赤き 地平 

線、」 等 を堺 として 「小作人の 死」、 「彼等の 行く 方へ」 「血に 染む 夕陽」 等 次第に 社.^ キ： 篛的 思想 を も 

つやう になった。 今や 新興 プ ロ文學 の 頭目と して 活躍して ゐる。 

尙 特に 童話に つ い て 批評した 藤 森成吉 氏の 言葉 を 記す。 「氏の 童話に は、 實 に眞珠 よりも 尙 光った 

ものが ある。 これほどの 童話 詩人 は 世界に も 容易に 求めが たく は あるまい か。 ：：： 童心 童顔の 詩 

人の 童話 は、 永久に 日本の 寶 となる に 違 ひない。 童顔ば かりで はなく 童心 —— これ こそ 未明 氏の 本 

質 だ。 今一 種の 流行語に ならう として ゐ るので いや だが、 純 眞と云 はう か、 これほど 正直な 人 は 一 

寸珍 らしい。 正 眞な人 は、 今の 世の中で も かなり ある。 が、 外の 人と ちがって、 氏は實 にあら ゆる 

事、 あらゆる 物に 正直な 人 だ。 これ は 氏の 天成の 强 味で、 弱味で 叉 魅力 だ。 萬年兒 童と いふ 雷 葉に 

そっくりの、 氏の いつまで 經 つても 變ら ない 童顏、 永久に —— おそらく 死ぬ まで そのと ほりで あら 


ぅ潑 刺と して 動いて やまない 若々 しい 情熱 …… 實 にこ 、にこ そ、 又 氏の 小說 家と しての 變遷 の眞相 

が 窺 はれる」。 と。 

(作品) 

一 、(小 說) 愁人、 綠髮、 惑星、 閻、 魯 鈍な 猫、 物言 はぬ 餌、 少年の 笛、 白痴、 暧墟、 底の 社會 へ、 雪の 線路、 赤 

き 地平線、 血に 染む 夕陽、 血で 描いた 畫、 彼等の 行く 方へ、 紫の ダリヤ、 堤防 を 突破す る浪、 悩まし 

き 外景、 

二、 (感想 集) 北 國の雅 より、 夜の 街に て、 生活の 火、 人間性の ために、 藝 術の 不安と 恐怖、 

【文章】 . 彼の 文章 は甚 しく 巧みと いふ を 得ない。 寧ろ 無器用な 文章で ある。 粧雜な 乎 ざ わりの 

ごつ くした 處は花 袋に 比べられる。 然し、 言 はんとす る 處は飽 迄 も 云 ひ 貫かねば 止むまい とする 

眞劎 さが ある、 一脈の 強い 生命力、 眞摯、 正直、 沈痛 さが ある。 一語一語 皆 氏の 衷心からの 叫びで 

ある。 決して 單 なる 言葉の 技巧な ど を 弄して ゐ ない。 讀過 すれば 一 句 一 句 人の 肺腑に 刻印 を 打って 

ゆく。 

彼 は 感覺は あまり 鋭敏で はない が、 激しく 慄 へる 神經の 所有者で ある。 その 神 經描寫 は 正しく 天 
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下  一 口 i である。 片 kto; 氏 は 「未 § 氏の 心 は 祌經の 不安 を 食る ことによって 生きて ゐる」 と 論じた が 

正しく 旨 を 得た 言葉で ある。 氏の 文章に あら はれた 追憶 は 決して 華 かな それで はなく、 常に ある 恐 

怖と 不安と を もって ゐ る憂繫 がに じみ 出て ゐる。 少年 を 題材に しても、 その 少年の 無邪氣 さは 却つ 

て現赏 の 惡辣さ を 強調 サる爲 に 役立って ゐる。 そこに ある 哀愁 は、 三重 吉の 如き 華やか をつつ ま 

す、 冬の 曰の 氷の やうに 冷た さと 透明 さと を 持つ てゐ るので ある。 

【文例】 

小舍は 山の 上に あった。 幾年 か 雨風に 打 たれた ので、 板壁に は 穴が 明き、 窓 は 壤れ て、 赤い 壁の 地膚が あら は 

れて、 尾根 は 灰色に 板が 朽ちて 處々 に 筵を掩 せて その上に 石が 載せられ てあつた。 この 山の 上 は 風が 强ぃ。 雪 解 

の 顷 になれば 南の 風が 常る し、 冬は冲 から 吹く 風が 時々 小舍を もって 行く やうに 搖 るので あった。 だから 家の^ 

圍には 四方から 柃ゃ、 松 や 榛の材 で 支へ をして 置く。 その 木す らも はや 大分 根元が 膚 つて、 少しの 風で ぐらつく 

の だ。 

田ゃ圃 の收穫 は濟ん だ、 大吉の 父親 は 病身の 妻と その子 を殘 して、 上 州へ 出 稼に 出た ので ある。 來年 この 北國 

. の 山 や 野が 若々 しい 綠で被 はれて、 早 K の 山 櫻の 花が 散って、 遠 野に は 白い 煙が 棚曳 いて、 桃の 花が 咲く 時分に 

ならなければ 歸 つて 來 ない。 太吉は 爐邊に 坐って、 * 竹 を 切って 笛 を 造りながら、 杉の 葉 や 枯れた 小枝 を 手 祈つ 


て は 之 こ 火 を 焚 付けて、 湯 を わかして W から 母の 歸 るの を 待って ゐた。 長い 月日の 間、 火 を 焚く 烟で黑 く 煤けた 

天 *■ の 梁から は、 煤が 下が つて ゐる。 其 鬼から 吊るされた 一 筋の 鐵 棒に は 大きな 黑 ぃ鐵 瓶が 懸っ てゐ た。 ばつと 

移りの 易い 杉 葉に 火が付いて、 杠ぃ炎 は 梁の 煤にまで 屆か うとして、 同時に 太 吉の額 を 赤く 彩った。 太 吉は髮 の 

縮れた、 眼の 大きな 兒 であった。 燃 上がった 火に 薪 を 入れて、 火の 之に 燃 付く の を a 守って ゐる。 杠ぃ 炎の 舌 

は、 此の 黑ぃ鐵 瓶 を 嘗める やうに 周圍 にち らくと 纏 はって、 つる/ \ と 細い 鐵鉢 を迎 つて、 天井の 梁にまで 走 

らうと した けれど、 忽ち 思 ひ 止まった や うに 穩 やかに 燃收 つた。 

太古 は 仝く 火の 燃 付いた の を 見て、 义 傍の 竹 を 取上げて 小刀で 孔を 明け初めた。 ，；n い 細かな 扮が、 ばら？. \ と 

波れ た 膝の 上に 落ちる。 暫く 太吉は 熱心に 氣を 笛の 方に 取られ てゐ たが、 ふと 丰を や. めて 窓から 外の 空 合 を 眺め 

た。 た ^白く 雲 自身が 凍って ゐる やうに、 眤 として 空 は 鈍く、 物憂く、 日の 光 すらなかった。 彼方の 方 は 一 而に 

1= くな つ て 見え る。 くな つて ゐ る 空に 浮き出し てゐる やうに 溪を 隔てた 松林の 山 は黑く 見えて、 催 か に 見覺ぇ 

が あるた め、 其が 近くの 山で あると いふ ことが 分る が、 若し、 仝く 見甍 えがなかったなら、 あの 山 は 十 里 も 彼方 

にある と 言 はれた とて、 其 を 信せ ずに は ゐられ ないやうな、 遠い 氣 持が する。 大吉の 眺めて ゐた 眼は自 から 塞が 

つ た。 言 ひ 知れぬ 悲し さが 胸に 湧いた からで ある。 

「もうお 母は歸 らっしゃ る 時分 だ。 どの 邊へ 來 さっし や つたら う。」 

と獨 りで 言 ひながら、 考 へて 頭 を 傾げて ゐ たが、 また 何と 思 ひ 返した か、 笛 を 取上げた。 

笛 を 見る と、 彼 はまた 樂 しみの 心を禁 せずに はゐ、 りれ な い。 此の 笛 を 吹く の だ。 麓の 村へ 持って行って 此の 笛 
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を 吹く の だ。 雪が 降って 外へ 遊びに 出られなくても、 此の 笛が あれば、 吹いて 樂 しく 家で 遊んで ゐられ る 。来年 

の 春に なって、 小鳥が 來る 時分まで も、 此の 笛 を 大事に して 取って 置く。 

「何時 お 父 さあ 歸 つ て來さ つし やる だら う。 其の 時分まで も此 の 笛 を 大事に して 置い て歸ら つ したら 見せ る の 

だ。」  . 

か- ゥ考 へる と、 無限に 此の 笛が 懐かしい、 戀 しい、 何う したら い、 だら うかと 笛 を 取上げて 彼 は 雀躍 をした。 

そして 剁ら ないやう にと 念に 念 を 入れて、 ：！ ハー つまだ 開けない 孔 を穽リ 始めた。 

「この 孔が 明いた 時分に はお 母 は歸っ て來っ て來 やしゃる だら う。」 

といって、 口 を 歪めて、 眼 を M く 飛び出して、 小刀に 力を入れた。 

雪の 多い 上越 後の 片 E 舍 では 冬に なれば、 外の 樂し みは 全く 絕 えてし まふ。 獵に 出かける もの は 之 を商賣 にす 

る獵師 か、 若しくは 金 持の 道樂 息子の 他に ない。 一般の 百姓の 若い者 も、 年老った もの も、 锶て終 R 圍爐 裏に 火 

を 焚いて 取 卷き寬 ぎ、 萆の 好い もの は獰 自慢に 松 前 や、 または 鄕 土！： 有の 甚句 や、 磯 節な ど 歌って、 其 處に來 合 

はせ たものに 聞かせる。 皆な は つくねん として 之 を 聞 いて ゐる。 家の外に は 雪が ちら^-と 降つ て、 前の. s: "ルの 

水 は獨リ 寂寞 を 破って 囁いて 流れて ゐる 他、 村の 端に 廻って ゐる 水車の 音が 静かな 林 や、 ra の 中 を 通って 其處ま 

で 聞え て來 る。 けれど 家の 中に ゐる ものの 耳に は、 此の 小川の 囁き も 水車の 昔 も 聞えない。 た V 歌 ひ 手の 歌の？ t 

に閗き 偬れ てゐ るば かりだ。 或 者 は 懐手の ま 、開いて ゐ る。 或 者は頰 被り をした ま >- 聞いて ゐる" 或 者 は 火に 手 

を 翳した ま、、 燻る 煙に 眼 を 瞬いて ゐる。 さもな くば； g を 溫 めながら 之に 合槌を 打って 陽氣 にす るば かリ だ。 


寅に 北 國の冬 は、 笛 を 吹く か、 歌を缺 ふか 洒を 飮んで 女に 惡戯 ふか、 而 して 其 等の 遊び 方が 原始的で、 其 4g にき s 

ひ 知れぬ 哀れが ある。 是等 の 笛の 音 も 歌 の萆 も、 寒い 澄 み 渡った 空 氣に透 通って、 一 歷 木精に 冴える 思 ひがし 

た o 

ヒ ュ ー と 拊に赏 る 風の 音が して、 ガタ^-と 窓から 吹き込んで 障子に 赏 つた。 遽 尺 天氣が 狂った の である。 太 

吉は外 を 眺めて^ 端に 立って ゐる 一 本の 榛の木の 預に 目を止めて ゐた。 

秋の 顷、 黃 色い 粉 を 吐いた 花の 乾 固った 死骸 や、 小さく 黑く 見える 實ゃ、 其れ も 僅かに 彼方の 枝に 二つ、 此方 

に 一 つ ある 位で 他に 一 片の 葉の 影 も 止めて ゐ なかった。 哀れな 裸 姿に なって 木 は 悄然と 立つ てゐ る。 枝 は 四 方に 

^いて &て、 此の 細い 枝に も、 冷やかな、 切る やうな、 風が^る かと 思 ふと 痛々 し い。 其の 細 い 拊の頂 を 見つめ 

てゐ ると、 急に 太吉は 母が 戀 しくな つた。 

鐵 瓶の 湯 は 煮え 沸って、 火 は 何時しか 消えて しまった。 太吉は 笛と 小刀 を 下に 置いて 家の外に 出て 見た。 

一度 降った 雪 は、 まだ 處々 消えずに 山 や、 ra や、 圃に殘 つて ゐた。 麓の 村 も 見えた。 村の 端に あ る 水車 場の 屋 

根 も 見えた。 其の 水車 場の 傍 を 通る 往還 も兑 えた。 けれども 人 一人の 影す ら兑 えなかった。 隣村で、 此喷 新築し 

た小學 校が 白く 林の 問から 見える。 町 へ 行く 時 通る 長 い 野中の 松 並木が 微かに な つ て 見える" 

北の 海の 方 を 見る と、 たぐ 白く 波頭が 躍って ゐた。 空 は 咭く惡 魔が 住む やうに 思 はれた。 林の 頂に 遮られ、 山 

の 鼻に 隠れて 其の 暗い 空 も 鉛色 をした 海 も 一 部し か 見えな い。 前に は 脈々 たる 頸 城の 山嶺が 迫って、 其の 高 い 山 

を 越えれば 他國 である。 何の 山に も 雪が 來て 頭が 眞. m になって ゐた。 雲が 降りて 山々 の 腰から 上 は 墨 を 塗った や 
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うだ。 

太吉 はまた 喑ぃ 沖の 方 を 見た。 

「お 母 は 何う さ つし やったら う。 —— いんまに 降って 來る だに：：。」 

大吉の 母は疬 身であった。 いつも 靑ぃ額 をして 咳ば かりして ゐた。 けれども 太吉を 可愛がった。 父親が 旅 稼に 

出てから、 一 入太吉 も 母 を 慕った。 母 は 二三 日 前まで 床に つ いて ゐ たが、 此の 日 は 朝のう ち は 夭 氣 がよ か つたの 

で、 買物 をす るた め、 豆 を 少し 許り 良って 町へ 行った。 町へ 行く 時、 

「太 吉ゃ、 氣分も い k し、 お. 大氣も 好 ささう だから 町 へ 行って 來 るぞ。 畫 過に は 直に 歸 つてく るから 待って ゐれ 

よ o」 

. と 言 ひ 遺して、 平常 商賣に 出る 時の なリで 草鞋 を 穿いて 出て 行った。 此の 村から、 高 田へ は 三 里 キ斑江 律へ は 

二 里 ある。 母 は 常に 髙 E へ も 行き、 江津へ も 行った。 太吉は 母に 向つ て 何方の 町 へ 行く のかと 聞かう かと 思つ 

たが、 母が S に歸 つて 來 かとい つたので、 別に 閗 かなく ともい、 と 思 ひ 返した。 そしてた^ 

「そんだら、 早く 行って 來 やしゃれ。 雪が 降って 來 ると いけな いすか い、 早く 行つ て來 やしゃれ。」 

といった ばかりで、 出て 行く 母 を 淋し さう に見途 つて ゐた。 太吉は 今年 十 w であった，。 

—— 越後の 冬 —— . 


鈴 木 三重 吉 

【人】 明治 十五 年、 廣島 市に 生れる。 當時父 は 同市 役所 學務 課に 勤めて ゐた。 兄 二人と 次 弟と 

は 何れも 十歲未 滿で沒 した。 

廣 島中 學を經 て、 第三 高等 舉 校に 入った が、 三年 間の 在擧 中神經 衰弱と 胃病と に 苦しめられ たと 

いふ。 明治 三十 七 年 東京 帝大 英文科に 入學 して 夏目漱 石の 講義に 接し 刺戟され る 所が 多く、 在擧中 

から 多くの 創作 を發 表した。 三ト八 年. K 月神經 衰弱に たえかねて、 一年間 休學を 決心し 廣 島の 實家 

や 瀨戶內 海の 或 島で 保養した。 翌年 九月 上京 復校し、 漱 石の 門に 入る。 

四十 一年 大學 卒業後、 千 葉 縣成田 中 學の敎 頭に 就任。 叫 十四 年辭 して 上京し 海械 中舉、 中央 大舉 

に 大正 七 年 迄敎鞭 をと り、 その 傍ら 創作 生活 を っ^け、 受持 時間の あ ひ 問に 物置 部屋に は 人って 創 

作した こと も 度々 あると いふ。 そして その 間 幾多の 作品 を 公に した。 

その 代表作 は 「小鳥の 奧」 「返らぬ 日」 等で あらう。 
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その. 後、 意 話 方面へ 轉 向して、 春陽 堂から 世 歷 里 話 集 二十 篇を 刊行し、 又 大正 七 年 以後 昭和 叫 年 

二 W 迄お^ 朮謠雜 誌 「赤い，：：！」 を 出して ゐた。 實に 日本 童 謠界の 恩人で あり、 兒衆敎 育、 品性 敎育 

の 上に 盡す所 多く、 現在宽 謠意話 の 隆盛に 與 つ. て 力 ある こと は 論 を俟た ない ことで ある。 

又 昭和 三年 五月から、 十三 歳 以上 十五^までの 中等 學 生に 三年の 期間、 乘馬を 通して 精 祌敎育 を 

施す 目的で、 騎道 少年 圑を 組織し、 大島中 將を阒 長に、 氏 は现事 をつ とめて ゐる。 

【作風】 愤憬の 享樂に 始まって 惊^ の 苦 に 悶えつつ あるの が 三重 吉の藝 術で ある。 寶際 「千鳥」 

「赤. S 鳥」 「山 彥」 等の 初期の 作品 を 見る に、 そこに は 至極 素直な 飽迄も 現 實を 離れた 追憶の ための 

追憶、 憧懷 のた めの 愤憬 とで もい ふべき ものが & 濃く 出て ゐる。 自由 勝手に さ 想を逞 うした 夢幻 的 

世界に 自已を 浸らせて、 その 甘美なる 藝 術的氣 分に 融合しょう とする 飽迄も 現. 遛 離れの した もので 

ある。 

然し、 彼 は 何時 迄 も その 中に のみ 夢を見て ゐる こと は 出来なかった。 やがて 愤 憶の 享樂 とい ふ 境 

地から 離れて、 憧憬の 苦悶への 境地に 迪 りついた。 憧懷 そのものが 彼 をして 焦慮せ しめる に 至った 

の だ 。「小鳥の 巢」 「返らぬ 日」 を 限りと して 「民 子」 「黑 血」 等になる と、 何處 やら 物悲しげ， な^-調が 


加って きた、 近代的な 人間味が 出て きた。 そこに は 同じ B マン チックな 美し さ を かむ つた 追憶で は 

あるが、 その 甘き に醉 はしむ る 追憶で はなく、 そこに は 水の やうな 淡い 哀切の 情が 流れた 痛ましい 

追憶が 描かれて ゐる。 それ は 最早 夢の 世界で はない。 小 林 愛川 氏 は その 著 「明治 大正 文學早 わか 

り」 に 於て 「この 不滿 にみ ちた 現實 生活 を あるがままに 客觀 して 行けない とい ふ 心 持に 於て は、 未 

明 も 荷 風も问 じで ある。 然し 荷 風 は あきらめて ゐる。 あきらめても、 しかも あきらめられぬ 心から 

冷笑 を 投じて ゐ るの だ。 未明 は あきらめ きれす 苦悶して ゐる、 反抗して ゐる。 この 苦悶 的、 反抗 

的、 而 して 愤憬 的と いふ 點に 於て、 三重 吉は 未明に 似て ゐる。 又 その 神經 的な 點も 似て ゐる。 けれ 

ども、 未明の 文學の 基調 を 不安 だと すれば、 三重 吉の それ は 焦燥で ある。 闇の 夜の 物音に 耳 をす ま 

して 戰 ふの は 未明で、 捕へ 難き 影 を 追うて いらくと 焦る の は 三 茧吉 である。 然して 等しく 祌經的 

では あるが、 三重 吉の 方は遙 かに 實感 的で あり、 又感覺 的で ある。」 と 述べて ゐ るが、 實 にこの 時代 

の 彼の 心 は 焦燥であった。 尙、 小 林 氏 は 語 をつ ビ けて、 「彼 は 殆ど 自分と そして 一 人の 少女との み を 

その 作の 題 村と する。 その 少女の 多く は 全く 近代 思想の 影響 を 蒙らぬ 純 日本的の 女性で、 彼の 愤憬 

から 作り出した 女性であった。 又 現 實の女 を 描く 場合に は、 彼 は それが 自分の 耍 求に 伴 はぬ の を 呪 
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ひつ k 描いて ゐ る」。 と 述べて ゐる。 實に 三重 吉の 一 半の 與眛は 女に ある。 そこに 彼 一 流の 纖 細な 感 

覺を現 はして ゐる。 

【作品】 

1、 (小 說) 千代紙、 小鳥の 巢、 女と 赤い 鳥、 返らぬ 日、 お 三 律さん、 櫛、 女 鳩、 桑の 實、 赤 蜻炝、 留針、 珊瑚 樹、 

【文章】 三重 吉の 文章 は 特徵の 著しい 文章で ある。 第一 の 特色と すべき こと は、 その 技巧的と 

いふ ことで ある 

文章 を 作る 時の 態度に ついて 氏 は 「私 は 文字に 激しい 好惡が ある。 誰ムも 文字の 音調の 關係 とか、 

コ ンべ ンシ ョ ンを 忌む とかい ふ點 などで 自己の 表現に 適切な 文字 を 選擇 する に 苦しむ の は 云 ふまで 

もない けれど、 私の は單に 字の 形 そのものに 非常に 好悪が ある。 例へば 私 は玄關 とい ふ 字 はっかつ 

たこと がない。 この 字 は 玄も關 も 二つと も大嫌 ひで、 仕方がな いがらい つも 「上り口」 と いてお 

く」 と 云って ゐる 程に 文字 文章に 對 する 神 經は飽 迄 も 鋭敏で ある。 その 原稿 を 見る と、 どれが 初の 

文章 か 見分けが つかぬ 程 推敲が 多い との 事で ある。 

又 感覺の 鋭く 織 細な こと も 彼の 特色で ある。 そして 寫生 文から 入った 彼の 描寫的 態度 は飽 迄も忠 


實 である。 弱々 しく 見える 言葉 遣 ひの 中に も、 蛇の 締めつ くやうな 力が あって、 じりく と 人に や」 

る。 セン テンスが 非常に 長くて、 恰も 螺旋の やうに 廻りく どく、 ぬらく とした、 しつつ こい 文章 

は、 どうしても 描きつ くし 抒べ盡 さねば 止まぬ とい ふ 熱が ある。 

某氏 は 氏の 文章 を 評して 「三重 吉の 文章に は ある 焦燥 哀愁が 表現され てゐ るが、 その 中に も ある 

ゆとりが 感 せられる。 追憶 は 常に ある 額廢 的の じっとり とした 美し さ を湛へ 持って ゐる。 その美し 

さの 中に、 作者 はしばし 己 を 忘れて しまって うっとり として ゐる こと も ある。 感覺 的で あり、 しか 

も それ を 通して 情緖 的で ある。 ひらく とそよ 風に 散って 行く 櫻の 花びら を 見る やうな 哀を 感ぜし 

める。」 とい つ てゐ るが 蓋し 適評で あらう。 

【文例】 

十吉は その 自分の 伯母と 伯母の 周圜 とを考 へ 追 ふと、 何だか 色の 褪せた 切れん \ の 千代 轵を でも 見る やうな 心 

持が する。 紀國屋 と 書いた 老舗ら しい あの 柿色の 暧簾も 大きな 店の 戶棚 にぎつ しりと 詰まった、 さま ぐ の 色の 

弒 糸の 枠 も、 大人 ほど ある 京 女郎の 人形が、 本赏の 友禪 縮緬の 裾を曳 き、 緋 鹿の子の 帶を 垂らし 結びに 下げた の 

が、 店先の 目印に 立って ゐ たの も 未だにす つかり 目に 附 いて ゐる。 まだ 小さい IT- 供だった W の 十吉に は、 その 招 

牌の 京 女郎が 柿へ た 人形で はありながら、 何事 もちやん と 見たり 聞いた リ して、 こちらが 隱し 持って ゐる心 持 ま 
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や、 一 々知って ゐる やうな 氣 がして、 何となく 怖かった ものである。 

、その 時分に は、 十吉 は、 伯母の 家へ 行く とよく 從 妹の のぶ 子と 二人で、 その 京女 郞の 後ろに 往来の 人の 目を隱 

れて、 伯母さんの ^紙から 借りた 布 切 を賣賈 ひして 遊んだ ことがある。 側に は 大勢の 店の ものが 忙 かしく 起ち 働 

いて ゐた。 伯母 は 亡くなった 家め 母に そつく リ だと、 祖母が 言った。 十 古 は それ を 聞いて、 しょつ ちう 伯母のと 

ころへ 出て 行った ので ある。 いつも 綺麗に 身. おしなみ をした 伯母さん は、 赤い 下唇に 筆 を 嚙んだ あと を 付けたり 

して 、帳場の 臺に 坐って ゐる こと もた まに はあった けれども、 大抵 は、 中庭に 沿うた 硝 H. 障子の 箝 まった 部屋 

で、 小綺 魔な お 針 女と 向 合つ て、 鏠物等 をして ゐた。 漆喰に なった その 小さ い 中 蛭に は、 たしか 棕櫚の 木が 二 本 

だけ、 いかにも 舊家 らしい 薄暗い 蔭 を 作って 植付て ゐた。 

母の ない 十吉 は、 た^ 祖母と、 萬 千 子と、 年取った 女中と だけで、 いつも 夂. 一の やうな どんより した 家に ゐ たの 

だから、 萬 千 子で もゐ ない 時な どに は、 直きに 所在な く 寂しくな つて、 小さい 息が 鹳陶 しく 胸に 溜まって 來る。 

そんな 時 や、 萬 千 子と 暄 さしたり した 後な どに は 一人 悄々 と、 取りと め もない 事 を 小さい 心に 考 へながら ひふ 

りで に 伯母のと ころへ 出て くるので あった。 伯母 は 十 吉が來 るの を 見る と、 すぐに 目元で 呼人れ て、 わが 子の や 

うに 側 へ 坐ら せて、 

s「 お祖母さん は、 け ふ は 何 をして ぉゐ なすの。」 と 家の 事を氣 にす る やうに 問うた 後、 羽織の 紐の 乳の 取れ かけた 

のを錢 うて くれたり、 手 を 出させて 見て、 延びた 爪 を 1 っ{ - 剪って くれたり する" 町家の 習 ひに 靑く剃 S 落し 

た 眉毛の 中 を、 母親ら しく 小： ja を 傾. せて、 小指の 爪で 搔く のが、 伯母さんの 癖であった。 自分が 歸 つて 行く 特に 


は秘 まって、 お 針の 女 を 家の 門口まで 送らせた ひ 女 は 祖母が 一寸 這 人れ と 言へ ど 這 入らす に、 黄昏の 格子の 下 

に、 踞 まって、 持って 來た 提灯に、 まだ 早い 灯を點 けて、 その ま > -ぉ辭 儀 をして 歸 つて 行く。 後で 龃 母 はお 前 は 

また 默っ て 伯母さんと ころへ 行った のぢ やな い、 行くなら そう 言うて 行けと 言 ふ の に、 そんな 見っともな いなり 

をして と CW を 皺め て羞づ かしがる。 

或 時、 十吉は 一 人で 泣きく 走って 行って、 伯母の 部屋 へ 驅上 ると、 行きな り 伯母の 袂を捉 へ て、 慄ひ 泣きに 

泣 人った 事が あった。 どうしたの かどうした のかと、 聞かれる けれども、 自分に も 何の 譯 とも 知らぬ 悲し さが、 

;f" 母に 宥められ、 ば、 なほ さら 强く こみ上げて 來て、 しま ひに は聲が 出なくなる まで 泣き 繽 けた。 伯母 は 何事 も 

ちゃんと 解つ， たやう に、 十吉を 膝に か、 へて、 

「い、 からもう お 立 きで ない よ 十さん。 いまに 伯母さんが、 お前の 好きな 伯母さんのと ほりな お 母 さま を 貰うて 

來て 上げる け」 o と 言って 宥めて くれた。 伯母 はいつ も、 十吉が 寂し さう にして 來る たびに、 よく それ を 言 ひ-^ 

した o 

「だから、 十さん は、 おとなしく してお 祖母さん のお 言 ひなす 事 をよ く 聞いて、 い、 子に なって ゐる のぞい。」 

伯母 はか-つ 言って、 十吉の 欲し いもの を 聞いて、 買つ て くれた リ した。 伯母 はよ く 十吉の 母の 事 をお 針の 女に 

話して 聞かせた。 十吉は 伯母の 縫物の 針の 運び を a 守りながら、 自分の 性質 や いろんな 長所な ど を 語る 伯母の 話 

を 解らない なリに 側で 聞いて、 さう いふ 母の 話 をす る 伯母さんが、 母よ リも まだ もっと 戀 しかった。 

—— 小鳥の 巢. I . 
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森 田 草 平 

【人】 明治 十 S 年 三月、 岐阜 縣稻葉 郡の 農家に 生れた。 村の 小 學 校を卒 へて、 廿八 年上 京して 

攻玉社 海軍 豫備 校に 入擧 したが、 その 時の 心 持 を 自ら 「日 清戰爭 の 影響と 感化とう げたる らし、 一 

つ は 費用 少なく して 仕官の 途を 求めむ が ためなり」 と 云って ゐる。 然し 間もなく 軍人 志望に 厭氣が 

さし、 卅 一年 日本中 擧五年 級に 轉 校し 翌年 三 巧 卒業。 一旦 歸 省して 金 澤の第 四 高等 舉 校に 入擧 した 

が、 親戚の 一女が 氏の 後 を 追ひ來 つたこと が發覺 して 擔 任の 藤 井 乙 男 教授から 論旨 退學を 命ぜられ 

たとい ふ。 それより 再び 上京して、 第一 高等 擧校 を經て 東京 帝 國大擧 英文科 を 卒業した。 

旣に 一 高 時代に 同級の 生 田 長江 • 栗 原 古城 氏 等の 文擧 愛好者と 廻 覽雜誌 「夕づ &」 をつ くり、 大 

攀 時代に は 上田 柳 村 • 馬場 孤蝶 氏 等の 雜誌 「藝 苑」 の 同人と なり 盛に 飜譯に 創作に 活動 を 始め、 こ 

の 頃より 一 週に 一 回づ \漱 石の 宅に 參會 した。 

かくて 卅九 年大擧 卒業後 は 天 薹 宗中舉 校の 英語 教師 をした こと も ある。 四十 一年 新しい 女の 隨 一 


とい はれた 平 塚 明 子との 戀愛 事件の ため 世を騷 がした が、 その 體驗 の吿 白小說 「煤 烟」 を 朝日 新聞 

羝 上に 發 表する や 頗る 世間の 注目 を惹 き、 これ を 出世作と して 華々 しく 文壇に デビ ュ ー した。 それ 

より 漱石氏 朝日 文 藝欄を 起さ^、 や 人り て その 業務 を擔當 する 傍ら 「自叙 傳」 を 書いた。 

以来 或は 飜譯 に、 或は 小 說に筆 を 執って ゐる。 

【作風】 彼は藝 術卽實 行の 信仰者であって、 彼の 有名な 「煤 烟」 は ダン ヌチォ の 「死の 勝利」 

を その ま 上 莨 行しょう とした 氏の 體驗 記錄 であると 云 ふ。 卽 ちそれ は 彼と 當時 新しい 女の 隨 一 人と 

いはれ て ゐた平 塚 明 子との 間に 起った 近代的 戀愛を 中心として 描いた ものであった。 そこに は 作者 

の 主觀と 焦燥と 苦悶と が 力強く 現 はれて ゐる。 思想の 片鱗 さへ 見られる。 又、 現實 を現實 として 受 

取らないで、 自分の 思 ふま ゝに 改造し ようと 云 ふ 要求が 具體 的に 露骨に 示されて ゐる。 彼 は 現實を 

藝術 化しよう とする 人で ある、 實 生活 を模寫 して 藝術を 成さう とする のでな く、 藝術 によって 實生 

活を 支配して 行かう とする 人で ある。 「煤 烟」 は その 觀察 描寫の 一 面から 兑れば 自然主義の 作品と 兑 

て 差 支へ ない が、 しかし その 作 をな す 根柢 的な 態度に は 理想的な 浪漫的な ところが ある。 

その後の 作品 T 自叙 傳」 「扉」 「初 戀」 「輪廻」 等 何れも 「煤 烟」 の 鑌篇と 見るべく、 自己の 生活 を 直 
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に藝術 化しよう とする 苦悶 を 描いて ゐる。 彼の 苦悶 や 焦燥 は 三重. f 口と 似て ゐる" けれども 三重 吉の 

^緒 的な のに 比して、 彼 はより 多く 思想 的で ある。 後年 社會 小說、 卽ち 一種の 問題 小說の 試作 をし 

たこと も あるの を 兌ても、 彼の 理想家た る 面目が 窺 はれる。 

「， 輪廻」 は 嘗て 雜誌 「女性」 に 連載され、 社會 問題と して 蟲々 の 世論 を惹き 起した 名篇 である。 氏 

はこの 作品 を 書き上げる ために 前後 三年 間 全幅の 精神 を 傾けたら しい。 現に 「比較的 力 を こめた 作 

として は 「煤 烟」 「自叙 傳」 それから 直ぐに この 作と いふ やうな 氣 がして ゐる。 或は 煤烟も 自叙 傳も 

ない、 た^この 作 だけと いふ やうな 氣も する」 と は 森 田 氏 自身の いふ 所で ある。 如何に 氏が この 作 

品 を 一 生の 記念碑と して ゐ るか は それだけ でも 窺 はれる であらう。 

「輪廻」 は 悲劇的な 親子の 關係を 背景に 控 へた 一 部の 戀愛 小說 である。 天刑病 者 を 父に もつ 主人公 

迪也 は、 思春期に 對 する 迄 は 他の 靑 年と 同様に 純 II 典な 感情の 中で 成長した ので あるが、 思春期に 達 

すると 自分の 肉 體の遺 傳が氣 になった。 その 懊惱 が靑年 をして 擧業を その ま、 續 けて ゆく 精神 を 失 

はしめ、 そして 故鄕 へと 歸 らしめ た。 そして 絕^ 的な 煩悶の 中に 若く 美しい 女性 小夜 子を兒 出し 

た。 然し 二人の 戀愛は 天刑病の 父の 子なる が 故に 破局が 來た。 そして 迪 也は絕 望し 懊惱 苦悶した 


が、 作者 は その 迪也 のために 公然と 世間 を 非難して はゐ ない が、 迪 也の 抒情 的 嗟嘆の 中に 對社會 的 

抗議 を ほのめかして ゐる。 かく 迪也 父子の 悲劇 を縱に 「輪廻」 を 貫く ものと すれば、 横に 「輪廻」 

を 裏 づける もの は X  X 階級の 悲劇で ある。 氏 はこの 階級の ために も 代 辯 者の 地位に 立つ てはゐ ない 

けれども、 たに 自らなる 代 辯 者 ！ この 階級の 娘に 生れた ぉ条 とそのお 条を 中心に した 一 家族 を 描 

いて ゐる ばかりで ある。 そこに も 氏の 意圖を 十分に 察する ことが 出来る。 

尙 最近の 氏 は 「吉 良家の 人々」 に 倣って、 在來 世間から 一種の 偏見 を 以て 見られて ゐる歷 史上の 人 

物に、 ジャス ティ ー ス を與 へ る やうな 創作に 從 事しょう とする 志が あると 自ら 述べ てゐ る。 

〔作品】  • 

1 、(小 說) 煤煙、 自叙 傳、 扉、 初戀、 十字街、 輪廻、 吉 良家の 人々、 四十 八 人目 

二、 (飜譯 ) 女の 一 生、 ァ ラビ ャ 夜話、 ドン • キホ I テ、 タイス、 ウィルヘルム 二、 イス テル、 千 1 夜 物語、 快 樂兒、 

犧牲、 惡雾、 死せ る 魂、 鴨、 椿姬、 デ カメ  n ン、 

【文章】 氏の 文章 は 底力 は あるが 何處 となく 古く さい 感じが する。 一 體に 鈍重な 筆致で ある。 

【文例】 ◦ 

現代 作家の 人 及 作風  二 九 七 


現代 作家の 人 及 作風  二 九 八 

僅の 距離に 幾度 か 電車 を乘" 換 へて、 明 子と 耍吉と は 上野 ヘム 阈の三 橋へ 着いた。 此 時 口 は名殘 なく^れた。 瓦 

斯 と鼋氣 との 光が 街碩の 寒空に つ いて、 ひとり 電車の 鈴の 音が 忙しない。 二人 は 明るい 脈 やかな 街の 後に、 1= 

がりの 木蔭 を 指して ずん く 這 入って 行った。 廣 小路から 眞^: ぐに 博物館の 前へ つづく 大路 は、 玉 川 砂利が 薄 S 

う 光る のに、 觀音 堂の 遨り蔽 ひ 被 さる やうに 老樹が 茂って、 その 下が 底の 知れない 淵 かと も 怪しまれる。 

耍吉は そつ と 女の手 を 執った。 明 子 も 其 儘に して 居た が、 指先 は 冷え切って 石の 樣に 冷た い。 耍吉は 忍 はず 足 

る 停めて 明 子の 姿 を 眺めた。 

高い 木の 捎には 風が 渡って、 四 邊の樹 々は 海の 底の 植物 S 樣に ゆらぐ。 耍吉は 物の 本で 见る妖 姬に伴 はれて、 

否應 なしに 他界へ 逑れて 行かれる 樣な氣 が 仕出した。 斯うして 女と 手 をつな いで 步 いて 居ながら 些とも 自分の 身 

が 仕 合 はせ だと は 思 はれない。 

「何 逸まで 行っても 果 しのな い 森の 奧 へ 這 入つ て 行く やうな 氣 がする ぢ やありません か。 何 まか 二度と つて 來 

られな い 所へ 行って 仕舞 ひたい やうです ね。」 

斯う 口に 出して 言って 見た が、 其聲 はや ゃ顫 へを帶 ひて 居た。 明 子 は反辭 をし ないで、 强く 男の 手 を 握り緊め 

ながら、 一 步々々 自體の 重み を 凭せ掛けた。 或は 耍吉が 左樣 思った だけ かも 知れない。 

幾度 か 木の 根に 躓いたり、 濕 つた 土の 上で 滑ったり して、 漸く 兩 大師の 前の 廣 場に 出た。 崖に 近く 据 ゑた 平た 

い 石の 傍に 停った。 僅に 街燈の 光が 此處 迄と どく。  二人 は 繋いだ 手 を 解いて、 立った まま 額 を 見合せ たが、 女の 

颊に頰 が觸れ ると 燒 ける ほど 熟い。 それなり 倒れれ る槺に 石の 上 へ 腰かけた。 良あって、 耍吉は X  X  X  X たが、 


明 子 は 其 ii 男の 胸へ 顏を 埋めた。 よよと 泣く C 

「如何した、 え、 如何し たんです。」 

「如何 かして、 もっと 如何 かして。」 

XXXXXXXXO 

「足りない。 足りない。 それ ぢゃ 足りない。」 

譫言の やうに 口走って、 手當り 任せに X  X  X  X  X  X。 其聲 は哽れ て、 其 手に は 狂人の 樣な 力が 籠った。 耍吉も 

稍 たじろいた。 

「如何す リゃ い いか、 如何す る こと も 出来な いぢ やない か。」 

「いや だく、 如何 かして、 如何 かして 仕舞って 下さい。」 

xxxxxxxx、  xxxxxxxxc 其 度に裟 の 毛が 耍吉 の頦を 撫でる。 少時 默っ て 肩で 息して ゐ るかと 思 

ふと、 つと 萆を 放って 泣く。 耍吉は X  X  X  X 堅く 其 泣く 音 を 塞いた。 

冷たい 風が 吹く。 其 時、 二三 間許リ 離れた 下の 道 を 歌 を 唄って 通る 者が ある。 二人 はぢ つと して、 足音の 遠く 

成る の に 耳を澄ました。 

明 子 はな ほ 泣き止まぬ。 耍吉は 手 巾 を 出して 谡を 拭って やって ゐ たが、 §3 度な く 流れる ので、 終 ひに は 口 をつ 

けて 吸 ひ 取った。 今夜 別れてから も、 切め て 此鹽氣 を 舌の 先に 持って 家へ 歸リた い。 

明 子 は 尙泣さ 止まぬ。 身を戰 はせ て 泣く、 只 泣きに 泣く。 胸 は 大波 を 打って、 心臓の鼓動が 手に 取る やうに 聞 

現代 作家の 人 及 作風  二 九九 


現代 作家の 人 及 作風  三 〇〇 

える。 それが 云 ふに 餘る 嬉し さに 壓 倒された 淚とは 思 はれぬ。 何 だが 絕望を 洩らす 樣 でも ある。 耍吉 は氣拔 けし 

て 茫然 眺めて ゐ たが、 思 はず 少し 立 退いた。 俄かに 二人の 問に 鴻 溝が 穿が たれた 様な 心 持が した。 肉體の 接觸か 

離れた ばかりでなく、 精祌も 永久に 近寄り 難いので は 有るまい か。 

二人 は 仝く 別々 な 人間 だ。 それなら 如何す る こと も 出来な い。 

耍吉は 思 はず 唇 を嚙ん だ。 樣々 な 違った 言 ひた いこと ゃ轧 したい ことが、 口先まで 突かけ て來 るの をぐ つと^ 

へ て、 敵意 を 含んだ 眼に、 女の 啜り 泣く 様子 を 見守って 居た。 明 子 は 好い 程 泣いて、 漸く 淚を 納めて 起 直った。 

靜 かに 衣紋 を耪ひ 始めた。 これでお 終 ひかと 思 ふと、 耍 吉は餘 リの殘 惜し さに 、今一度 寄 添って 女の手 を 執った。 

明 子 は 男の する るが ままに 任せて 居る。 要吉は 爪先 を 口 へ 持って行った。 


【人】 本名 は 德田浩 司、 か 松 秋 江 はべ ンネ ー ム である、 明治 九 年 五月、 岡 山縣に 生れた。 岡 山 

中學を 半途 退擧 し、 後上 京して 慶應義塾に 入った が 又 中途 退學 して 歸鄕 し、 再度 上京して 國 民英擧 

會に 入った が、 病弱の ため 又々 退學。 その後 早稻田 大擧の 前身た る 東京 專門學 校文擧 科に 入舉、 明 

治 三十 四 年 漸く 卒業。 

卒粱 と共に 博 文 館に 入り、 「中學 世界」 の 編輯に 携り、 後 「中央 公論」 「早稻 田 文舉」 の 編輯に 從事 

し、 更に 讀賣 新聞の 記者 をした が、 これ を最 后と して 編輯 記者 生活から きれいに 足 を 洗 ひ、 四十 年 

より 放浪 生活に 人る。 そして 「別れた 妻に 送る 手紙」 を 以て 一躍 作家と して の 地位 を 得た。 更に 

「舞 鶴 心中」 「住 吉 心中」 「葛 械大 夫」 等を發 表して 情話 作家と して 有名に なった。 

【作風】 曾て は文藝 批評家と して 聞え た& であるが、 中頃から 創作に 筆 をと り、 情話 作家と し 

て 異彩 を 放って ゐる。 その 代表作 は 「別れた 妻」 「舞 鶴 心中」 であらう。 

現代 作家の 人 及 作風  三 〇一 


現代 作家の 人 及 作風  三 〇 二 

元來、 氏 は ひよわな 鋭敏な 祌經の 所有者であって、 淸話 作家と しての 天禀を 過分に 持って ゐる。 

しかも その 纖 細な もの や はら かな 情味の 豐 かな、 それで ゐて銳 い 深刻な 挚致 は、 その 作に よく 適し 

てゐ る。 さながらに 描き出す とい ふ 事に ついて、 實際 彼程 思 ひ 切った 態度 は 一寸 少 いやう である。 

他に 語る を 恥づる やうな 事柄で も 思 ひ 切って 書く。 彼の 「別れた 妻」 は 最愛の 妻に 捨てられた 男が 

一 一, ぱ費 婦に戀 して、 それ を も 一友 人の 爲に奪 はれて 了うたい きさつ を さながらに 描いて ゐる。 男女 

問の 交 涉を描 いて こ れ程 深刻 を 極め たもの はないだ らう。 

尙、 氏 は 大近松 を 非常に 崇拜 して、 元は 德田秋 江と いったの を、 大正に 入って から 改めて 自ら 近 

松 か 江と さ へ いふに 至った ので ある T 舞 鶴 心中」 は 京都の 某 旅館の 息子が 召使の 一 少女 を戀 し、 相 

抱い て 舞 鶴の 海に 沈んだ とい ふ 情死 事件 を小說 にした ものであるが、 そこに は滿 股の 近 松 趣味 を 見 

る 0 

一度、 氏の 作品 を繙 いた もの は、 誰し も 先づ作 中から 投げ かけられた 愛慾の 絆に 身 を ほ だされす 

に は ゐられ ないだら う。 やがて、 作者の 筆 は 一足 進む、 一際 それに つれて 情炎が ゆれる。 と、 ひか 

れる ものの やうに 讀者は そこに 開かれた 生 溫ぃ風 あたりの 世界に 入り込んで、 絆の ゆれる ま \ に 張 


りきれば その 黑髮 愦弒に Slf く牽 かれ、 たはめば 作者の 燃える やうな 森 づきに 追 はれて、 その 作品に 

近寄った もの は、 皆 骨 迄 や はら げられ たやう にされ てし まふ。 なまこの やうに なって しま ふ。 

氏 は 所謂 「痴情 小說」 の 大家と して 誰も 許して ゐ るが、 昔の 「疑惑」 時代から、 「黑 髮」 最近の 

「秋の 花」 等の 作 は、 實に氏 を 措いて、 日本の 作家の 誰に、 かくしも 惱 ましく、 かく も 痛ましい 

男性に is の 世界が 臆面な く、 眞 正直に 描き出され ようか、 と 驚歎され る。 「別れた る 妻に 送る 手 

紙」 を 讀む者 は、 誰し も 男性の 愛慾の 執拗 さ 濃厚 さに 戰き打 たれる であらう。 又 最近の 「子の 愛の 

ために」 とい ふ 父と しての 苦悶 を 描かれた 作品に 接する 人 は、 そこに は 人生の 激しい 爭鬪、 親子 夫 

婦の 生活の 醜 さ、 淺ま しさ、 悲し さ、 菜敢 なさ を 見せつ けられる であらう。 氏の 所謂 身邊 からなる 

取材 を 扱った 作品 は、 一種 不思議な 魅力 を 持って 讀 者に 迫る 底力 を 持って ゐる。 その 魅力 はつ まり 

氏の あまりに も 愚かしい 程に 偽らない 正直 さから 來てゐ る もので、 吾々 は讀 みながら、 とき 泣 

き 笑 ひの 淚を 禁じ 得ない ほど、 それ 程 人の 世の 傷まし い 相が 如實に 描かれて ゐる" 

私 はこ、 に、 氏の 「私の 小說」 と 題す る 文の 一節 を 引用して、 以て 氏の 小 說觀を 窺が ふたよりに 

しょう。 

現代 作家の 人 及 作風  三 〇 一一 一 
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「人 問の 愚かな 烦惱 について は、 私 は 相當に 深い 體驗を もって ゐる つもりで ある。 それ は、 決して 

人に 誇るべき もので はなく、 反對 に恥づ べき ことなの だが、 ^は、 人生観の 极抵に 於つ、 少なから 

す 皮肉な 觀 方に 立って ゐる。 それ は、 學究 的に 左様で あるので なく， 實際 的、 經驗的 又 本能 的に 

さうな ので ある。 私 は、 どうしても、 人生 を、 あまり 樂天 的に 考 へる ことが 出来ない。 又必 すし 

も、 人間 生活 を、 悉く 醜惡な ものとば かり は 思 はない が、 平常、 口 を ふいて、 綺麗な 顏 をして 世間 

に 面 向けて ゐる 人達の 生活の 裏に 展 がって ゐる、 煩 惱ゃ俗 慾の 情景 を 想像して、 そんな ことにより 

多くの 與味を 持つ。 それ を 喜ぶ ので は、 決してな いが、 人 問が、 そんな 煩 惱、， 欲望に 苦 患 を甞 めす 

に は 居られな いところ を 見る と、 人間 生活 は、 そんなに 有難い もので ない とい ふこと が考 へられる 

ので ある。 かとい つて、 その 爲 めに 毎時々々 悲觀 ばかり もして ゐられ ない が、 それだけの 五 欲烦惱 

逃妄の 煉獄 を 經て來 て、 はじめて、 人間の 事が 透明に ^えて 來 るので はない かと 思 ふ。 しかし、 實 

をい ふと、 そんな 人生 觀 など、 あんまり 思案し ない 方が 或は 現世 を 渡る に は 可いで は あるまい かと 

も 思 ふ。 それよりも 現實 的に 柙强く 世 を 渡る ことに 努力した 方が 結局 は 賢い とい ふこと になる の だ 

が、 人間 は、 いつも 得意であった り、 自分に 都合の い k ことば かり はない もので、 あまりお 目出度 


く考 へて ゐ ると、 まるで 奈落の底に 陷 入った やうな 失意に 沈まねば ならぬ。 それに は 平常の、. i の ^ 

意が 肝耍 である。 

私の 小說 は、 勿論、 そんな 心掛けから 書いた もので はない が、 人間 生活の 甘 さよりも 苦さ を 好ん 

で 題 村に して ゐ ると 申して よい。 それ は、 誇って いふので はなく、 といって、 そのために 自 卑して 

居り もせぬ。 人間 生活が、 若し 廿 さばかり で 終始して くれる ものなら ば、 まことに. S. し 分 はない 

が、 必す甘 さばかり は耱鑌 しない。 甘 さの 次に は 苦さが ある。 苦い 苦い 人生 味 を取极 うとい ふこと 

は、 誇で な いまでも 少く とも 潞味 とい ふこと は 出来る。 私 は 柿の 甘 さ を 好む が、 人 si 生活に は U 柿 

の やうな 味が 屢々 ある。 

どうか、 人生の 甘 さ を 味 はんと 欲する 人 は、 私の 小 說を讀 む 勿れ。 人間の 一生に は、 S 味の 多い 

とい ふこと を 知って ゐる人 は、 私の 小 說の潞 味 もこ 、ろに 一 甞め なめてい た^きたい。」 と。 

【文章】 彼の 文章 は 巧妙と はい へない が、 繊細で 情味が 豐 かで、 字句の 問に 陰影と 餘 韻と を 浮 

- ベて ゐる點 に 於て、 一寸 他の 及び難い ところが ある。 

才氣に まか せす 佝處ま で も眞 に徹 丄、. 事實さ ながらに 描かう とす る 態度 に 藝術的 身 心 の 鋭敏 を 兌 
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る ことが 出来る。 山が なく 誇張が ないから 平凡の やうに 見える かも 知れない が、 決して 平凡で はな 

い。 

〔文例】 0 

f か 

段々 寒くな つてから は、 お前が した 通りに、 朝の 燃き 落し を 安 火に 入れて、 寢てゐ る 裾から そっと 入れて くれ 

た。 II 私に はお 前の 居 先き は 判らぬ。 またお 母さんに 聞いた つ て 金輪際 そ れを 明す 譯 はな いと 思って ゐ るか 

-  ちよい 

ら、 此方から も 聞かう ともしなかった けれど、 お母さんが お前の 處に 一寸/, \-會 ひに 行って ゐ るく らゐは 分って 

ゐた。 それ ゆ ゑ 安 火 を 入れる の だけ は 、「あの人 は 寒がり 性 だから 朝寢 起きに 安 火 を 入れて あげてお くれ。」 とで も 

お前から 言 つたの だら うと 思った。 

それでも 何う も 夜 も 落々 眠られな いし、 朝 だって 習慣に なって ゐる ことが、 がらり と樣 子が 變 つて 來 たから 寢 

覺 めが 好くない。 以前よ くお 前に 話しく した こと だが、 朝 熟く 寢 入って ゐて 知らぬ 間に そっと 音の 立たぬ やう 

に 新聞 を 胸の 上に 載せて 貰って、 その 何とも 言へ ない 朝ら しい 新ら しい 句 ひで、 何時と はなく 眼の 覺 めた 日 ほど 

心 持の 好い こと はない。 まだ 幼い 時分に、 母が 目 覺しを 枕頭に 置いて ゐ て、 「これ ッく」 と 呼び 覺 して ゐ たと 同 

じ やうな 氣 がして ゐた。 それが 最早、 まさか 新開まで 寢 入って ゐる 間に 持って 來て 下さい。 と は 言 はれない し、 

假令 さう して 貰った からと て、 お前に して 貰った やうに、 甘く しっくりと 行かない と 思った から 賴み もしな かつ 

た" が 時々 そんな こと を 思って 1 つ さう して 貰って 見よう かな どと 寢 床の 中で 考 へて は、 ハツ と 私 は 何と いふ 馬 


鹿 だら ラと 思って 獨り でに 可笑しく なつ て 笑った こと もあった よ。 

で、 新聞 だけ は 自分で 起きて 取って来て、 また 寢 ながら 見た が、 さう したので は 唯 {4- が 眼に 人る だけで、 もう 

面白く も 何とも あり やしない。 ： ： 本 赏に新 M さ へ 澤山 取って ゐる ばかりで 硗々 讀む氣 はしなかった。 

それに、 あの 不愛 相な 人の こと だから、 何 1 つ 私と 世間話し をしょう おやなし。 —— 尤も 新聞 も 面白くな いく 

、し ゐ だから、 そんなら 誰れ と 世間話 をしょう とい ふ與も 湧かなかった が I o 米 だって 惡ぃ米 だ。 ^は その 朝 無 

闇に 早く 炊いて、 私の 起きる 頃に はもう 可 い 加減 冷めて ボ 口く になった 御飯に 茶 を かけて 流し込む やうに して 

朝飯 を齊 ました。 —— 間食 をし ない 私が、 どんなに 三度の 食事 を樂 みに して ゐ たか、 お前が よく 知って ゐる。 さ 

うして 獨リ でつく ねんと して 御飯 を 食べ てゐ るの だと 思って 來 ると むら-,^ と 逆上げ て來て 果て は、 臍 も 茶碗 も 

霞んで 了 ふ。 寢床 だって 暂時は 起きた ま V で 放って置く。 床を疊 む元氣 もな いぢ やない か、 枕 常の 汚れた の だつ 

て、 私が 一 々口 を 聞 い て 何とかせ ねばならね。 

秋に なつてから 始終 雨が 降り 績 いた。 あの 古い 家の こと だから 二 所 も 三 所 も 雨が 漏って、 其處 ら中バ ケッゃ a 

を 並べる。 家賃 は それでも、 十日 ぐら ゐ遲れ る 事が あっても 拂 つたが、 幾許 直して くれと 言って 催促して もなか 

く 職人 を 寄越さない。 寒い から 隙 子 を 人れ ようと 思へば、 どれ も 破れて， a る。 それでも 入れようと 思って 種々 

にして 見た が、 建て 付けが 惡く なって 何れ 一 っ滿 足な のが 無い。 

私 はもう 「え 、何うな リ となれ！」 と、。 ハ タリ^^ 雨滴の 落ちる 音 を 聞きながら、 障子 もしめ な い 座敷に じつ とし 

て 何 を^よう でもな く、 何を考 へ ようで もな く 四時 間 も 五 時間 も 唯 呆然と なつ て 坐 つたな リ日 を^す ことがあ つ 
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た。  . 

. ,  まと リ 

何日であった 力 寢床を 出て， 鉢 前の 處の 雨戸 を 繰る と、 あの 眞 正面に 北 をう けた 緣 側に ％ 葉 交りの 雨が 顏をも 

出されない ほど 吹 付けて ゐる。 それでも 私 は 寢卷の H れ るの を も 忘れて、 其處に 立った ま 、凝 乎と、 向の 方を眺 

める と、 雨の 中に 遠く 久世 山の 高 裏が 見える。 そこら は 私に は 何時までも 忘れる ことの 出 來ぬ處 だ。 そ^から 左 

の 方に 銀杏の 樹が 高く 見える。 それが つ い 四 五 H 氣の附 かな か つた 間に 黃& い 葉が 見 違 へ るば かりに まばらに 痩 

せて ゐ る。 私達 は そ の 下に も 住んで ゐ たこと があった の だ。 

そんな こと を 思って は、 私 は 方々、 あてもなく 步き 廻った。 天 氣が 好ければ よくって 戸外に 出る し、 雨が 革れ 

-リ ち 

ば S つたで 家内に ちっとして ゐられ ないで 出て 步 いた。 破れた 傘 を 翳して 出步 いた。 

さう してお 前と 一 緒に 借 リてゐ た 家 は、 古いのから 見て 廻った。 けれども 何の 家の 前に 立って 見た つ て、 皆な 

知らぬ 人が 住んで ゐる。 中には 取拂 はれて、 以前の 跡形 もない 家 もあった。 

でも 九月 中ぐ らゐ は、 若し かお 前の ゐる氣 配 はせ ぬかと 雨が 降って ゐれ ば、 傘で 姿が 隱せ るから、 雨の 降る！；！ 

を 待つ て 柳 町の 家の 前 を 行ったり 來 たりして 見た。 

—— 別れた 妻 —— 


【人】 明治 二十 年 三月 東京 市 I； 町に 生れた。 戯曲 家長 田 秀雄は その 兄で ある。 

お茶の水 附屬 中學を 卒業し、 北海道へ 渡って 札幌の 農事 校へ 人ら うとした が體が 弱かった の 

で、 父が 酷寒の 地に 赴く こと を 許さなかった ので、 己むな く 早稻田 大學の 英文科に 入った。 早稻田 

では 講堂 へ 出る 時間より. も圖蜃 館で 費やす 時間の 方が はるかに 多かった と 自ら 云って ゐる。 さう し 

て ツル ゲネ ー フゃ トルストイ や、 フロ ー ベル、 モ ッパッ サン、 ド ー テ、 ゾラ 等 あらゆる もの を亂讀 

した。 

その 頃 r 新 詩 社」 に 入社し、 「明星」 へ 二三 短い もの を發 表した のが 動機で 遂に 文擧的 生活に 入つ 

た。 やがて 「新 詩 社」 から 「ス バル」 に 移り、 小說 道に 精進した。 • 

然し 一 一十 歳-； 9 から 始 つた 放蕩 生活が 昂 じたた め 家庭から 追放され てし まった。 これから 彼の 放浪 

生活が 始まった。 彼 は先づ 一 種の 都會 放浪者と たり、 都 會で暮 せなくなる と 今度 は 旅に 出^。 東北 

現代 作家の 人 及 作風  三 〇 九 


現^ 作家の 人 及 作^  三 一〇 

. 地方 をさん ざん に 流浪した 舉句、 到 S 北诲 道まで 落ちて 行った。 そして 或は 鐵道 工夫の 群に 入り、 

或は 炭坑の 人夫と なり、 さて は ffl 舍廻 りの 貧しい 旅役者の 群に 投じて 長い間 陰慘な 木賃宿 生活 を 味 

つた。  • 

かくて 四十 叫 年に は 東京へ 歸 つて、 それらの 體驗を 以て 「旅役者」 「濘」 「零落」 等 を 次々 發 表し 

て、 作家と しての 位置 を 占めた。 

然し、 心の底まで しみ 人った 放浪癖に 誘 はれて、 今度 は 京阪 地方へ 流寓 し、 心 ゆく 迄祗園 情緒に 

ひたりつ ゝ 幾多の 作品 を發 表した。 

【作風】 氏の 作 は、 春風駘蕩 たるが 如き 放蕩 的氣 分に よって 貫かれて ゐる。 只豐 富な 想像、 周 

匝な 觀察、 艷麗な 文、 其に 加 ふるに 遊蕩 的氣 分。 吾々 は 氏の^: 品から 思想 を 求め、 祈 Z 擧を 求めよう 

としても、 それ は 失望に 終る であらう。 所詮 彼の 文攀は 耽溺の 文擧、 美女と 美酒の 文擧、 享樂の 文 

舉 である。 

斡彥の 作品 は、 その 題材 方面から、 北海の 曠野 を 背景と して 凋落の 人生 を 描いた ものと、 京都の 

遊里 を 背景と して 陶醉の 境地 を 描いた ものとの 二種と する ことが 出来る。 彼の 代表作 「舞妓 姿」 「小 


友ち どり」 は 共に 祇園 情調 百パ ー セ ントと 云 ふべき であらう。 

氏の 作品 は、 時として、 通俗 小 說に墮 する やうな おそれが あるが、 併し 通俗 小說と 呼ぶ に は それ 

は あまりに 藝術 的で ある。 

昝て 出世作、 「零落」 の 發表當 時、 片 上伸 氏 は 次の やうな 批評 をした、 少し 長くなる が こゝに 引用 

させて i ふこと にす る。 

「長 田 幹彥の 「零落」 は 面白い 作であった。 北海道 野 寄の 町の 不 入に 窮 した 旅役者の 生活 も、 それ 

に對 する 「私」 とい ふ 男の 好奇心が、 だんだんに 一種の 強い 執着に 變 つて 行く 心持ち も、 生活 內容 

に充 ちた 確かな 落ちついた 筆に よって 軟らかい 紙に 滲んで 行く 水の やうに 描かれて ゐる。 ところ ど 

ころ センチ メ ン タルな、 實感の 空疎な 文句が あるの は氣 になった が、 それ を 除いて は、 近頃 この 作 ほ 

ど 深く 索き つけられ たもの は 無い。 中に も 私の 心に 殘 つて ゐ るの は、 野 寄 座の 貧しい 舞臺ゃ 寒む さ 

うな 棧 敷の 隅々 の 薄喑ぃ 情景 や 田 之 助 や 照 十郞の 身の上よりも 常に 自分の 暗い 運命 を 忘れられな. s 

では ゐられ ない 陰影の ある 心 持 や、 殊に、 あの 座頭た ちの 出て 行った 後の 寂しい 樂屋 裏に、 扇 昇 を 

訪ねた 時の 浮き立たぬ 此の 老優の 心 持に は、 最も 深き やるせない 執着 を 感ぜ しめられる。 作者が 輕 
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い 明かな 筆つ きで 巧に しなやかに 描寫 しながら、 其の 内部に 豐 かな 充實 した 生活の 情味 を 持って ゐ 

る こと は、 殊に 著しい。 (中略) この 作者の 作 は 先月の 「寂しき 一夜」 とこの 二つし か 請まない が、 

近； S の 新しい 作家の 中で、 谷 崎 氏と この 作者と は 色々 の點で 大分 著しい コ ン トラスト を 成し ゐるゃ 

うに 田 3 ふ。 少 くと も 谷. ^氏 は 悪く すると 唯 好奇心 を 刺戟して どうも 115" ョ 5 で 無くなり 此の 作 

者は餒 ゑる ものに 索 かれる 心の底に 其の Islmlrlc な 感じ を豐 かに 有って ゐ る。」 と。 

實に、 こ の 批評 は 長 田 氏の 總 ての 作品に あてはめて 見る ことが 出來 ると 思 ふ。 

【作品】 

(小 說) 祇阛 夜話、 港の 唄、 雪の 夜が たり、 霧、 殘る 花、 埋木、 綠の處 女、 ゆく 春、 永遠の 謎、 不知火、 幻の 

塔、 呼子 鳥 霧の 小唄、 續 金色 夜叉、 焭姬、 嵐の 曲、 夜の 鳥、 師匠の 娘、 戀 ごろ も、 地獄、 野火、 春の 

波、 霧 草、 祇園 宵 待 草、 若き 妻、 小 蔦、 秋の 歌、 舞扇、 情炎、 柳の 絲、 闇と 光、 野に 疾く 花、 しぐれ § ハ、 

惡 魔の 鞭、 靑舂の 夢、 夕 潮、 祇園 

【文章】 ^麓な、 繊細な、 而も 縱横 自在な 文 は、 時として 冗漫 空疎 だと 思 はせ る 事 もないで は 

ない が、 常に 十二分の 描寫を 成就して ゐて、 いかなる 情景で も 躍 然として 之を讀 者の 眼前に 浮べ、 


し ケ^ \ と讀 者の 胸に 泌み 込ませる。 心理 描寫 とか、 感 覺描寫 とかよりも、 叙景と 叙情と に 長 じて 

ゐる。 就中 京阪 地方の 描寫、 狹斜の 情話の 描寫に 勝れた ものが 多い。 

殊に 氏の 最も 特長と すると ころ は、 その 會 話の、 言語の 美しい ことで ある。 就中、 中 上流 級の 婦 

人の 言葉に 於いて さう である。 勿論 藝者 等の 言葉もう まいが、 特に 眼に 立つ の は、 上、 中流 階級の 

婦人の 言語 を 描く ことの 巧みな ことで ある。 

詞藻の 豐 富と いふ 點、 艷鼈 暢達と いふ 點 とに 於て は、 蓋し 現代 作家 中 屈指の 人で あらう。 

【文例】 0 

鴨の 河原 を 越えて 向う の 川端 通りに つ ぐく 柳並樹 にしみ つ いて ゐ た 夕陽の 名 殘が杠 くう るんで 來 ると、 そこに 

往來 の 人影 は 商家 の 軒先へ 長く のびて、 藝妓ゃ 舞妓 達が 木屋町 の 床から 待 人 を かける 檀王 はんの 色褪せた 丹 塗の 

寺 門 を い つの 間に か ぴたりと 閉ざされて しま ひます。 

「ほ、 いつの 間に やら 閉めて しま ははった え。 いけず やな あ。」 

「この 待 人 はほん まにあかん えな あ。 私もう 叶 はん わ。 いっかて すかたん ばかりし やわ。」 

恨めしげ な妓 達の 聲々 は何處 から ともなく 聞え て來 て、 寺 門 は 女人の 情 も 知らぬ 額に、 厳しい 鐵鈸 ばか リをど 

す黑く 輝かしながら 漸次と 黄昏の 底に 眼 盲 ひて 行く。 それと 同時に 淺綠の 繪具を 斑ら に 落した やうな 柬 山の 山肌 
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は 裾の 方から 少 しづ 、菘 靄と 染められ、 寺々 の 鐘の音に 誘 はれて 襖の 花の ほろほろと 散り 迷 ふやうな 賴. りなげ な 

^^の 心 持が 刻 一 刻に 河原の せ せらぎ のなかから 湧き上 つ て來 ます。 

その 瞬間の 情趣 は 何に 譬 へたら い、 でせ う。 惱 まし いやうな、 焦躁った いやうな、 それで ゐて 佝處か うら 悲し 

いその 心 持 春愁と いふ 言葉 も 無論 その 場合に ふさ はし い 内容 を 持って はゐ ますが、 とても それだけ では 云 ひ盡せ 

ません。 ひそひそと 流れて ゆく やうな 氣 分の 底に、 咽ぶ やうな 悲し さ、 頼りな さが 刻み 込まれて 行く 心 持、 しみ 

じみと 胸の 底の 底まで 滲み 徹 つて ゆく その 心 持、 あらゆる 人間の 言葉 を 以てして 到底 云 ひ 現 はし 得ぬ 繊細が その 

なかに 潜んで ゐ るので す。 卷の 女神 は 人間 や 雲雀が、 春に 就いて 餘り 饒舌な ので 態と その 蠱惑 を 深く する ために 

こんな 感 畳の 迷宮 を 置 いたの かも 知れません。 

京都の ゆく 春の 夕 は、 私が 今迄 經驗 したな かで 最も 深く その 春 愁を覺 えさせます。 束 山に 萠 ゆる 若葉の 色彩、 

鴨 川に 咽ぶ 河瀨 のさ 、やき、 それに 滑らかな 人々 の 言葉の 調子まで が、 そっくり 春 愁を覺 えさせる 道具. |5 一にな つ 

てゐ ます。 琴の 胴と ひ^く 絃の餘 韻の やうに、 一 帶の 河原 は 見る 人の 心に 春 愁をひ  > かせる 胴に なって ゐ ます。 

殊に 私の やうな 旅烏に は 旅愁と いふ ものが それに 裏書き をして 吳れ るので、 かう した 夕に は耐ら なくなる ほど 

感情が 激發 して 來 ます。 居 馴染んだ 故鄕の 土地 や 人々 に對 する 思慕の 情が 燃えて 來 ると 一 緒に、 索漠と した 北海 

道の 曠野 や、 甲 信の 山地 や、 今迄 經 めぐって 來た 諸國の 旅路の 思 ひ 出が 次々 と 湧き起って、 ゐても 立っても 耐ら 

ない ほど 氣が 滅入って 來 ます。 そして さう 云 ふ 寂しい 國々 のこと を 思 ふと、 この 京都の 柔らかな、 夢の やうな. H 

諧然の 調が まるで 嘘の やうに 映って 來 ます。 私 は夕暮 になる といつ もい つも 蒼茫と くれて ゆく 基 靄の 底に さかし 


げな眼 を睜る 灯の 数々 に 見人リ ながら 限ない 哀愁に 心 を 浸さずに は ゐられ ない のです。 その 哀愁 は 干からびた 私 

の 心に 4« ぃ濕 ひを與 へる 露の やうな ものです。 私 は 遠くから 響いて くる 尺八の 哀 一昔 を 聞く やうな 心 持で その 夕菘 

を 待って ゐ ます。 


. ひが ひ 

今夜 も 亦 私達 は 鴨 川の 水 音の 聞え る 離 座敷 を あけて 貰つ て、 鮒のお つくり ゃ韹の 煮た の を 肴に 少しづつ 洒を汲 

み 交しながら その お 話に 耽りました。 い ろ いろな 面白可笑しい 話の 數々 は それから それ へ と 移って 行きます。 ふ 

と 河原 を 見る と、 も-つ 空 も 山 も 家並 も燈 火の 影ば かりにな つて、 眞喑な 東 山の 上に は 白い 月が 五分 ほど 弒を みせ 

てゐ ます。 そして 三 條の大 橋 を ゆく 花見 歸リの 人足の どよ みがかす かに 河濑を 渡って、 何處 から ともなく ほつ か 

リ とし た 美女 の 嘆息 の や う な 夜風 が そ よそよ 吹き込んで 來 ます。 

-木屋 町 夜話- 
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現代 作家の 人 及 作風  =ニ 六 

菊地寬 

【人】 明治 二十 二 年、 高 松 市に 生れた。 その 家 は 藩の 文擧 で、 その 祖先に は 天 保の 漢詩 人 菊 地 

五山と いふ 人が あった。 

幼時より 文 舉に嗜 み、 尋常 四 年頃に は當 時の 高級 文藝雜 誌た る 文 藝供樂 部な ど耽讀 し、 紅葉、 露 

伴， 水 蔭、 鏡 花 等當時 一流 大家の 作に 接して ゐた。 

高 松中舉 卒業後、 ^京 高等 師範 舉 校に 入 學 したが、 在校 俊 か 一年 餘で その 行動が あまり 放縱 すぎ 

るとの 廉で. 除名 處分 をされ た。 その後 叫 十三 年、 改めて 第二 咼等擧 校に 入擧 し、 南 寮 四 番に久 米、 

松 岡 等と 同居し、 「天馬空を行 くが 如き、 或は 乘合 自動車の 町 を 走る が 如き 放縦な 生活 を 送り」、 

「敎窒 の 机に よれば 何となく どなって みたき 心地す る. なり」 とい ふ當 時の 歌の 如き 生活 をした。 そ 

して、 その 讀書慾 は 益ぶ 旺盛で、 帝都の 圖書館 を あさり、 盛に 濫^に 耽った。 氏 は 決して 金の 點で 

は 安らかではなかった らしい。 一高から 京都の 大擧を 出る 迄 は隨分 貧乏の 苦勞 をした。 然し その 金 


に 困った こと は 後年の 氏に 或は 幸 ひした ともい へる。 性格 故 もあった らうが、 交際費 を 浪費し 得な 

い 彼 は、 敎窒 以外の 時間 を あげて これ を！： 書 館に 暮 した。 そして、 ^西 古今の 書籍 を讀 破した。 そ 

のうちで も ワイルドの 「耽美主義」 に 傾倒した が、 根が 頭の 鋭い 道義 觀 念の 强ぃ氏 だけに、 これに 

飽き 足らす、 後バナ ード • ショォ を 知り、 これに 感じ、 人生 觀及考 へ 方 等に つ い て、 その 影響 をう 

ける 所が 多かった。 

大正 二 年、 京都 帝大 英文科に 入り、 翌 三年に は芥 川、 久米、 松 岡の 請 氏と： 1： 人雜誌 「m 三次 新潮」 

を發刊 したが、 やがて 廢刊 となり、 大正 五 年に は 更に 芥川、 久 米と 相談して 「第 四 次 新 思潮」 を 起 

し * 草 田 杜太郞 のべ ンネ ー ムを もって、 「屋上の 狂人」 「奇蹟」 「父歸 る」 等の 戯曲 を發 表した。 

五 年、 大學を 出る と共に 時事 新報 社會部 記者と なり、 千 進- 龜雄 氏に 知られた。 

やがて、 戯曲より 小 說に轉 じ、 「ゼラ I ル 中尉」 「大 島の 出来る 話」 「無名 作家の 日記」 「忠 直行 狀 

記」 等を發 表して、 一 躍 文壇の 寵兒 となり、 新進作家の 位置 を 確保した。 

その後 時事 新報 を 退き、 大阪 毎日 新聞の 社員と なり、 以後 專ら r テ I マ 小說」 の 創作に 沒 頭し、 

トンく 拍手で 出世した。 
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. 大正 十 年に は小說 家協會 組織に 奔走し、 十二 年に は 「文藝春秋」 を 創刊し、 鑌 いて 新劇 協 會の支 

持 者と しての 運動、 「映畫 時代」 の-創刊 等、 事業家と しての 手腕 を 振った。 

その後の 氏 は 主に 通俗 小說 開拓に つとめ、 純文藝 から は 遠ざかって 行った が、 一般 社會の 人氣は 

相 變らす 湧く が 如く、 文壇の 大御所 を 以て 自他共に許し てゐ る。 

昭和 三年 普選の 實 施に 當 つて は、 社會 民衆 黨 から 代議士 候補と して 立った。 

蓋し、 文舉 者、 藝術 家と して 氏 程 成功 を牧 めた もの は 絡 無で あると いはれ てゐ る。 

【作^】 湯 地 孝 氏 は 「日本 文學大 辭典」 の 中に 於て、 「彼 は、 現實 主義の 中で も堅實 な內容 主義 

の 作家で、 夙に 英國の 文豪 バ アナ アド • シ ョォの 作 口 S に 親しみ、 人生に 對 する 態度の 上に 著しく そ 

の 影響 をう け、 又 同じく 英 國のジ ョ ン • ゴ ル ス ヮ ァシィ 等に も 影響され ると いふ 風に、 何れ かとい 

へば 英文 學 的で、 日常生活に 就ての 健全な 批判 を 下して ゐる。 卽ち新 浪漫主義の 夢 的な 傾向から 一 

轉し、 進んで 現實 との 安 協 を 計り、 實際 的な 立場から 時代に 適應 した 合理的な 生活 を 主張して ゐる. 

ものと も 言 はれよう。 從 つて その 作 はや \ 常識的で あるが、 一面に 於て 道義 的な 色調が 强く、 且つ 

簡 にして 耍を 得、 生活 站ー、 藝術然 二の 信 條に據 つて 表現よりも 內容を 重んじて ゐる， 點を 特色の 根 


本と し、 自ら 「文擧 は 人生の 案內 書で ある」 と 云って ねる 意味に 於て 功利的で あるが、 又 それだけ 

廣く材 を 古今に 求め、 それら は 勝れた 把握 力に よって、 時代 性の 下に 端的に 整理され てゐ る。 その 

題 村の 捉へ 方の 巧妙と 的確 は當代 稀に 兑る ところ、 爲 めに 何れの 作に あっても、 その 主題の 輪廓 は 

極めて 明瞭で ある。 彼 は 眞摯な 態度に 於て 良心的 葛藤の 間に 自我 を强 調し、 人間 心理に 對 する 冷厳 

な 透察の 中に 正義感から 來る 潜熱 的な 純情 を 滲ませ、 その 現實 主義 は客觀 的な 現實 その ものより 

も、 その上に 動く 現代的な 生活 意識に 觸れ て、 より 多く 人間^ を 描^うと する ものである。 

而も 文章 直截に して 筆致 簡勁、 その 明快な 構想と 併せて、 小 說戲曲 共に 大衆に もな ほよく 通す る 

の 手法 を もち、 諸々 の 人生 問題に 關し 明確な 解決 を 下して ゐる。 次に その 特色の 著しい もの は 第一 

にテ ー マ 小 說を創 生した ことで ある。 これ は 表現の 洗練よりも 內容に 於け る 題 村 的 意義 を 重視した 

短篇 小說の 獨自な 形式で、 前記の 如く 歷然 たる 主題 を 通して、 痛快なる 逆 說的觀 察の 下に 明確な 新 

解釋を 示して ゐ る。」 

と 論評して ゐ るが 如く、 寳に 氏の 作風の 特色 は、 題材の 捉へ 方の 巧妙と その 的確、 及び 簡素な 表 

現と その 作品の 中に 漂うて ゐる 純情で ある。 
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芥川龍 之 助 は 彼の 作品 を 評し 、「新し い 逍德盘 識に 根ざした 何物 を も 容赦し な い リアリズム」 とい 

つたが、 實に簡 にして 要 を盡 した 至言で ある。 菊 地 氏 は、 道義、 つまり 人生の 然ら ざるべからざる 

现義を 高調す る 作者で ある。 「善 は 美よりも 尊し」 とい ふ 氏の 信條 こそ、 氏の 作品 を隈 どる 最も 大き 

な 線で ある。 武者 小路 氏 等の 人道主義者の やうに、 その 人生 觀 上に 明確な 理想 を もって ゐ ると いふ 

譯 ではない が、 ある 道德 的な もの を 持って ゐる。 芥川氏 は、 芙を善 以上に 兌た が、 菊 地 氏の 文藝 

は、 善 を 掘り下げる ための それで ある。 良心の 銳さを もって ゐる。 故に 芥川 氏に 於て は單に 皮肉 諷 

刺に 止って ゐ たもの が、 彼に 於て は 一種の 愤懑 とさへ なって ゐ る。. 然し、 その 人道 精神 は、 普通？ g 

徳、 因襲 道德を 基に した もので、 悪く いへば センチメンタルな それで、 新生 活を豫 想し、 新 社會を 

喑示 する 新道 德 ではない。 そこに 一 般 俗衆に うける 一 脈の 純情、 かはいら しさが ある。 けれども、 

それ は 決して 世の中の 朽ち かかった 習慣、 因襲に 制約され た。 祌に 似た 道擧者 流の いふ それで はな 

い。 何處迄 も現實 的理智 とい ふよりも、 生活 意志が 曲折した、 矛盾した 世態 人情 を炳 乎と して ii ら 

した 後に つかみ取った 明かな 人生 道で ある。 氏 はさう した 人生 道 を 百般の 人事 現象の 中から 見出し 

て、 飽迄 明快に ぐい/、 と 描き 上げる。 そこに は カ强ぃ 新しい 斷面 を；^ せて 展開し、 あらゆる 人生 


問題 は 熟 湯の 氷に 向 ふが 如く 片端から 解き ほごされる。 . 

菊 地 氏 は 芥川氏 等と M じく、 題 村 を 自己 身 邊は言 ふに 及ばす、 古. S 歷史は 元 和、 寬 永の 昔に 及 

び、 世界 戰爭 とい ふ廣 ぃ舞臺 から も 取って、 題 村 的に 新 境地 を 開拓した こと も 忘れて はならない。 

その 作品 は 戯曲と 小 說とを 問 はす、 -歷史 若く は 歷史に 類す る ものから 題 村 を 得た ものと、 身邊の 

實 生活 を 直接 主題と した 所謂 啓吉物 等の 現代 物との 二つに 大別す る ことが 出来る。 

彼の 所謂 歷史物 は、 從來 の歷史 物の 如く、 時代の 穴  1 氣を 彷彿させる とか、 人物 性格 を解釋 すると 

かいふの が 目的で はなく、 人物、 事件 を 借り 来って そこに 人生の 一面 を 暗示し、 若く は 彼の 逍德的 

批判 を ほのめかし、 或は 輕妙卓 拔な思 ひっき、 云 ひか へれば 落ち を 表示 せんとす る ものである。 力 

點を 一 點 一 ケ 所に 局限して、 これ を 恰も 全體 であるかの 如くに 見せる ので ある。 

彼の 所謂 現代 物 は、 その 自己 を 中心とした 日常生活の 平凡 事から-王 題 を 選び 来って、 彼の 道德觀 

や 人生 觀を 述べた ものである。 その、 王 題の 捉へ方 は、 實に 巧妙で 而も 少しも 危氣 がない。 

之 を 要するに、 氏の 小說 は、 善 を 美の 上に 置く 鋭い 良心 を もつ 氏に は、 感情的な 處は少 く 飽迄冷 

靜で、 よしんば 感情が 頭 を 擡げる やうな ことがあっても、 それ を 理性で 抑壓 して ゐる。 であるか 
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ら、 氏の 作品 は、 テ ー マ 本位と なり、 理づ くめに なり、 些か 理智を 弄び 過ぎ^事 にもなる。 換言す 

れば、 好んで トリック を 用 ひる 倾が ある。 

尙、 彼の 作 は 殆ど ハピ！  H ンデ ングで 終って ゐ. るの も 注意すべき ことで ある。 「眞 珠 夫人」 にして 

も、 「火 華」 にして 皆 さ、 うで ある。 「II の 人魚」 では 最後の ー篇に 暗い 闇へ 導いて ゐる ものの、 それで 

もや はりめで たし/ \ である。 

又、 彼の 作 口 g は、 抒情 的と いふよりも 寧ろ 戯曲 的で ある。 その 作が 演劇に 新聞に 成功した 所以 

は、 殆ど その 戯曲 的 手腕に よって ゐる こと も 忘れて はならない。 

ともあれ、 彼 は 現代 文壇の 大御所で ある。 さう して、 その 論評 も 亦 文壇 を 刺戟す る點に 於て 稀に 

見る 魅力 を 有して ゐる。 

【作品】 

一 、 小說、 (短篇 集) 心の 王國、 我 鬼 冷眼、 極樂、 道理、 中傷 者、 貞操、 肉親、 戀愛 病患 者、 時の 氏神、 時と 戀愛、 

(長 篇) 慈悲心 鳥、 火 華、 眞珠 夫人、 新珠、 陸の 人魚、 第二の 接吻、 受難 華、 結婚 二重奏、 赤い 白鳥、 明眸 

禍、 新 女性 齄、 不捿の 白珠、 東京 行進曲、 缓け ゆく 珠、 心の 日月、 靑春 圖會、 勝敗。 


二、 (軟 曲)、 屋上の 狂人、 父歸 る、 奇镜、 義民 甚兵 衞、 藤十郞 の戀、 海の 勇者、 暴徒の 子、 筝。 

【文章】 「菊 池 氏の 文章 は 飽迄も 明解 達意の 力強い 簡潔な 文章で ある。 「文 は 意 を 以て 主と し、 氣 

を 以て 輔 とし、 辭を 以て 衞 とす」 とい ふ 貢 葉が 最もよ く 適合す る 文章で ある。 

或る人 は 作家の スタイル を 決定す る條 件と して 論理的 能力、 想像力、 情感、 意志 力、 決斷 力、 精 

力 等を數 へて ゐる。 これらの うち 論理的 能力、 意志 力、 決斷 力、 精力、 等の 諸 條件を 明かに 指摘 出 

来る こと、 菊 池 氏の 文章に 於け るが 如き は 珍ら しい。 又 屢主百 はれる 文章の ra: 條件、 平明、 統一、 

調和、 力のう ち、 平明と 力と が 著しく 現 はれて ゐ るの も 氏の 文章で ある。」 と 川端 氏が 述べて ゐる 如 

く、 菊 池 氏の 文 は、 丁度 並べられた 碁石の 如く、 整然として、 的確で、 簡潔で、 理づ めで、 讀者を 

して 意味の 判 斷を迷 はす やうな 所 は 一 つもない。 而も 生活力の 溢れて ゐる 文で ある。 

尙、 現代の 口語から 相 當に距 りが あり、 文語ら しい 口 許 であるに も拘ら す、 讀んで 非常に 直接的 

な 感じ を 受ける の も 不思議で ある。 で、 ぢ かに 氏の 人 g に 觸れる やうな 氣 がする。 

【文例】 0 

忠直 卿が、 奧 殿へ 續く長 廊下 へ 出る と、 冷た い 初秋の 風が 頰に快 か つ た。 見る と、 外 は 十日ば かりの 薄 =c 夜で 
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萩の 花が ほの く^き こぼれ てんる 邊か ら、 蟲の萆 さ へ 聞え てく る。 

忠 a 鄉は、 庭へ 下りて 见 たくな つた。 奧 殿からの 迎 ひの 侍女 達を歸 して、 小姓 を 一 人 速れ たま ま、 庭へ 下り立 

つた。 庭の 面に は、 夜露が しっとりと 降りて 居る。 微かな 光が 城下の 街 を、 玲瓏と^ み 渡る 夜の 大氣 の裡 に、 

H 檢の 如く 浮ばせて 居る。 

£ 直 卿 は 久し 振に、 かう した 静寂の 境に 身 を 置く こと を欣ん だ。 天地 は 寂然と して 靜 である。 た V 彼が 見捨て 

て來 た大廣 問から は雜然 たる 饗宴の 叫びが 洩れて 來 る。 夫 も 彼が 座 を 立って から は、 一 段と 洒 席が 擾れ たと 見え、 

吾妻 拳 を 打つ 褂聲 迄が 交じつ C 聞え る。 が、 夫も餘 程の 間隔が あるので、 さう 五 Hffi く は 耳に 響いて 來 ない。 

忠直卿 は 萩の 中の 小 徑を傳 ひ、 泉水の 緣を 廻って 小高い 丘に ある 四阿へ と は 入った。 其處 から は、 信越の 山々 

が 微かな： ：！の 光 を 含んで ゐる 空氣の 巾に、 朧 ろに 浮いて 見える。 忠ぉ卿 は、 今迄の 大名 生活に 就て、 未だ 鸫驗し 

た *?- のない やうな、 感傷的な 心 持に 囚 はれて、 思 はず 其 處に小 半 刻 を 過した。 

すると、 ふと 人 萆が閒 える。 今迄 寂然と して、 蟲の聲 のみが 淋しかった 庭に、 人 聲が閗 え 出した。 萆の樣 子で 

見る と、 二人の 人 問が 話しながら、 四阿の 方へ 近よ つて 來る らしい。 

忠ま卿 は、 今 自分が 享受して 居る 靜 寂な 心 持が、 不意の 侵入者に 依って 搔き擾 される のが、 厭であった。 

併し、 小姓 をして、 近寄って 來る 人間 を 追 はしむ る 程、 今宵の 彼の 心 は 荒んで は 居なかった。 二人 は 話しな が 

ら段々 近づいて 來る。 ra 阿の 裡へ は、 月の 光が 射さぬ ので、 其處に 彼等の 主君が 居ようと は、 夢にも 氣附 いて 居 

ない らし い。 


£ 直 卿 ま、 その 二人が 誰で あるか、 見極めようと は 思って は 居なかった。 が 二人の 聲が 段々 近づ いて 來 ると、 

夫が 誰と 誰と であるかが 自然と 判って 来た。 稍 潰れた やうな 聲の方 は、 今日の 大仕 合に 白 軍の 大將を 勤めた ふ 野 

田. 近で ある。 疳高い 上づ つた 萆の方 は、 今日 忠直 卿に ー氣に 突き 伏せられた 白 軍の 副 將大島 左 太夫で ある。 二 

、+ 1 先刻から、 何でも 今日の 紅 C 仕 合に 就いて 話して 居る らし い。 

お 直 卿 は、 大名と して 生れて 初て、 立閗 きをす ると 云 ふ 不思議な 興 眛を覺 えて、 思 はず 注意 を、 その 方へ 集注 

させた。 

二人 は 四阿から は 三 間 は 離れない 泉水の 汀で、 立ち止まって 居る らしい。 左 太夫 は、 心 持聲を 潜めたら レく、 

「時に 殿の 御 腕前 を 何う 思 ふ？」 と、 訊いた。 

右近が、 苦笑 をしたら しい 氣勢 がした。 

「殿のお 噂 か！ 聞え たら 切腹 物ぢ やなう。」 

「蔭で は 公方のお 噂 もす る。 何 うぢ や、 殿の 御 腕前 は？ 眞赏の 御 力量 は？」 と、 左 太夫 は、 可な り 眞劍に 訝い 

て、 ぢ つと 息 を 凝して、 右近の 評價を 待って 居る やうであった。 

「さ， 1 ばぢ やなう！ いかい 御上 達ぢ や」 と、 云った ま、 右近 は、 言葉 を 切った。 忠直卿 は、 初めて 臣下の 偽ら 

ざる 赏讃を 開いた やうに 覺 えた。 が、 右近 はもつ と 言葉 をつ ぐけ た。 

「以前 ほど、 勝 を 御讓リ 致す のに、 骨が折れ なくな つたわ」 

二人の 若 武士 は、 其 處で額 を 見合せ て會 心の 苦笑 をしたら し ぃ氣 勢が した。 
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右近の 言葉 を閗 いた 忠ぉ 卿の 心 の 屮に" そこに 突如と して 感情の 大渦卷 が獰を 立て、 流れ 始めた の は 無論で あ 

る o  . 

忠直卿 は、 生れて 初て、 土足で 以て、 頭上から 蹂み 斕られ たや-つな 心 持が した。 彼の 杼は、 ブルく と 顔へ、 

惣 身の 血潮が 煮えく リ 返って、 ガンく 頭へ 逆上す る やうに 思った。 • 

右近の 1 言に 依って、 彼 は 今迄 自分が 立って 居った 人間と して 最高の 脚臺 から、 引きずり 下ろされて、 地上へ 

投げ出された やうな、 名狀し 難い 衝動 を 受けた。 

夫 は、 確に 激怒に 近 い 感情であった。 併し、 心の中の 有り 餘 つた 力が、 外に ハ ミ 出した や-つな 激怒と は、 仝く 

違った も 2 であった。 その 激怒 は 外面 は、 旺んに 燃え 狂って 居る もの の、 中核の 所に は 癒しが いた 淋し さの 空虚 

が、 忽然と 作られて 居る 激怒であった。 彼 は 世の中が、 急に 鎮 りなくな つた やうな、 今迄の 凡ての 生活、 自分の 

持って ゐ た 凡ての 誇が、 悉く 僞の 土臺の 上に 立って 居た 事に 氣が附 いたやうな 淋し さに、 ひしく と鈸 はれて 居 

た o 

彼 は 小姓の 持って ゐる。 佩刀 を 取って、 卽 座に 兩人を 切って 捨てようかと 息 込んだ が、 さう した 烈しい 意志 を 

遂行す る 强ぃカ は、 此 時の 彼の 心の 裡には 少しも 殘 つて 居なかった。 

其 上、 主君と して 臣下から 偽りの 勝利 を 媚びられて 得意に なって 居た 自分が 淺 ましい と 同時に、 今 兩人を 手 刃 

して、 その 淺 ましい 事實を 自分が 知って 居る と 云 ふ 事 を、 家中の 者に 知らせる の も、 彼に とって は 可な りの 苦痛 

であった。 忠 K 卿 は、 胸の 内に 湧き 返る 感情 をぢ つと 抑へ て、 如何なる 行動に 出づ るの が、 一番 適赏 であるか を 


考 へた。 餘り 不用意に かう した 鸫驗 に出會 した 爲、 た e さへ 昂奮し 易い 忠直 卿の 感情 は收 拾の 附 かぬ 程 混亂し 

た o 

—— 忠直卿 行狀記 II 
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芥川龍 之 助 

【人】 氏 は 明治 二十 五 年、 東京 巿京橋 區に新 原敏三 氏の 長男と して 生れ、 母方の 里に 子が なか 

つたので 養子と なり、 芥川姓 をつ いだ。 

その 生涯に は 大した 波爛 もな く、 府立 第三 中 擧を經 て、 M 十三 年 無 試驗で 第一 高等 學 校に 入 學、 

大正 二 年 東京 帝大 英文科に 入り、 同 五 年 卒業した。 

在舉 中、 同志と 大正 三年 「第三 次 新 思潮」 を經營 し、 創作、 飜譯 等を揭 げたが まだ 世に 認められ 

なかった。 大正 四 年 十二  =： に は、 漱石 門下に 馳參 じ、 一度 廢刊 した 新 思潮 を、 五 年 二 n 更に 久米、 

菊 地、 成 瀬 等と W 起し、 「第 M 次 新 思潮」 とよび、 そこに 「鼻」 等の 傑れた 短篇 を發 表し、 當 時の 巨 

人 夏目漱 石に 認められた。 それ を 機緣に 華々 しく 文壇に 乘 出し、 忽ちに して 一流 作家の 列に 入った。 

卒業後 は、 海軍 機 關學校 講師に なった が 間もなく 辭 して、 東京 曰 曰 新聞社の 顧問と なり、 十 年に 

は大阪 毎日 新聞社の 賴 みで 支那に 遊び、 歸朝後 は 「支那 遊 記」 を 同紙 上に 揭 載した こと も ある。 


大正 六 年 第 一 短篇 集 「羅生門」 を 出版 以來、 「或る日の 大石 內藏之 助」 「戲作 三味」 「地獄 變」 「奉 

敎 人の 死」 r 枯 野抄」 等 幾多の 作品 を 公に し已に 中堅 作家と して 認められ、 大正 十三 年 七月 第 六 短篇 

集 「黄雀 風」 刊行の 前後に は 漸く 一 方の 重鎭 となって ゐた。 

氏 は 性 俊敏、 驚くべき 讀書カ を 有し、 當 代作 家中、 稀に 見る 學カを 具へ、 鑑賞 力 も 深く、 又江戶 

の 系統 を 引く 生粹の 東京 人で、 豐 かな 洒脫味 を 有って ゐた。 而も 一面に 於て は懷疑 的で、 祌經^ 

で、 銳ぃ頭 腦と纖 細な 祌經 との 矛盾 や、 脫俗 的な 好みと 實 生活 上の 煩勞 との 摩擦 等から 晩年に は激 

しく 冴えた 焦燥に 驅 られ、 强 度の 神經 衰弱に 罹り、 心境 は 恐ろしく 厭世に 傾いて ゐた。 そして 昭和 

二 年 七月 「改造」 誌上に 小品 風の 短篇 「三つの 窓」 を發 表した の を 最後と して、 「漠然たる 不安」 に 

堪 へうる 動物 力が 自分に は缺 けて ゐ るの だとい ふ 遣 書 を 幾した ま、、 自若して 多量の 催眠 劑べ ロナ 

1 ルを 呷つ て 自殺 をした。 

氏 は 誰知らぬ 者 もない 趣味の 人であった。 氏の 趣味の 世界 は 仲々 廣 いらし い。 書畫、 硯、 印材 等 

さう した ものに 廣く 趣味 を もつ てゐ て相當 よい もの を 鬼 集して ゐ たやう である。 それらの もの それ 

自身が 示す やうに、 氏 は來洋 趣^に 生きる 人であった。 それから、 叉 我 鬼と いふ 俳號 で、 秀拔な 俳 
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句 を 作った こと は 周知の ことで ある。 

彼 は 又 凝り性で、 創作に 際して は 名匠 氣 質の 精進に 努めた が、 東洋 的な 文人 肌の 風格 ある 漱 石の 

影響と 高踏的、 古典的な 鷗 外の 流れ を 承け てゐ るので、 作家と いふよりも 寧ろ 和漢 洋に涉 つての 學 

殖豐 富な、 才華ぁ る文擧 者と もい ふべき 趣の ある 人であった。 

【作風】 系統から 云へば 彼は漱 石の 流 を 汲んで ゐる。 彼の 作品 は どれ を 見ても 氣の 利いた もの 

であり、 整った もので あり、 まとまり 過ぎる 程 纏って ゐて 寸分の 隙がない。 それに、 その 表現 は 無 

駄を 斥けて、 高雅で あり、 明朗で あり、 氣持 のよ. s ものである。 

村 料の 取り 方 等から いっても、 他の 作家より 廣く 自由に、 偏し ないで、 歷史 から も 現代の 新聞社 

會 欄に 現 はれて ゐる 事件から も、 或は 外國の 事件から も 取る ばかりでなく、 或は 童話 風の、 又は 幻 

想 的な 咪を漂 はせ たり、 或は 手堅い リア リズ ム の 手腕 を 示す とい ふ 風で 多彩の 景 觀を呈 して ゐる。 

而も 輕妙 洒脫 である。 大ざっぱな 取扱 方で はなく、 ちょっぴり 摘み 上げて 掌 上に 整然と 置 並べ、 そ 

の 上で 讀者 をして 成程と 肯 かせる やうに 題材 を驅 使す る。 恰も 人形芝居 をみ てゐる やうに 舞臺 でさ 

ま/^ の 世界 を 見せて くれる。 人形の 後に 作者の 影 を 見る。 作 中の 人物 は 作者の 或考 へ、 或は ねら 


ひ 所 を 述べる 爲に 人形に なって 動いて ゐる觀 が ある。  . 

氏の 作品 は 透徹した 理智 と、 上品で 洒脫な 機智と、 洗鍊 された 情緒と、 巧妙な 筆致との 渾然たる 

ものが あり、 逆說 的に 人心の 契機 を 穿つ に 極めて 巧妙で ある。 表現 は 極めて 理智 的で あるから、 彼 

の 作品 は 多く 冷たい との 評言 を與 へ られる 程冷靜 である。 氏の 藝術は 感情に よって 人 を 動かす ので 

はなく、 合理的な 點に 於て 人 をうな づ かせよう とする 傾向の ものである。 從 つて、 氏の 藝 術から は 

直感が 比較的 少なく 感ぜられ、 理智 美が 比較的 多く 感ぜられる。 理智的 人生の 表現と でもい ふの か、 

その タツ チは冷 透、 針銳 であり、 ふつく らした 藝術的 人生の 表現が 缺 如して ゐる。 卽 ち现智 によ 

り、 かう でもない、 あ、 でもない と考へ 過ぎる 結果 は、 折角 新しい 題材 を捉へ 乍ら 實は 生々 した 所 

を 無くす る 傾が ある。 形 は 立派 だが、 內實 生命の 躍動が 足りない。 

i 吕島氏 は、 その 著 「大正 文學 十四 講」 に 次の 如く 評して ゐる。 「芥川 氏の 藝術 は理 智の藝 術で あ 

り、 秩序の 藝術 であり、 メカニズムの 藝術 である。 從 つて、 その 感觸 は金屬 的で 峻冷 的で 固定 的で 

ある。 人間の 心理 を 描いても、 メカニックであって 心理的で ない。 油の ある 間 は 動く が、 それが き 

れ^と 運轉を 中止す る 機械と いった やうな 人物が 多い」 と U 
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• 氏の 作品 は 數篇の や、 長， いもの を 除けば 百 四十 餘篇 悉く これ 短篇で あるが、 これ を 大別す ると 歷 

史 物と 現代 物と 一 一大^す る ことが 出来る。 

歷史物 は 大部分 前期から 中期に かけて 作られ、 お 實傳說 等に 取材して、 それに 現代 意識 を 盛り込 

んだ 一種の 藤史. 小說 で、 在 來の藤 史劇 若しくは 藤 史小說 に 於け るが 如く、 時代の 签氣を 勢 驚させる 

とか、 人物の 性格 を解釋 するとい ふの が 目的で はなく、 人物、 事件 を かり 來 つて 輕妙、 卓 拔な思 

ひっき、 卽ち 落ち 更に 換言すれば、 テ ー マ を 表示 せんとす る ものである。 その 期の 作風 は 「羅生門」 

「愧 儡師」 「影 燈籠」 等に 代表され、 概して 才氣 煥發の 風が：：：： 立ち、 說話 的、 擬古 的 傾向が 強く、 そ 

こに は 直接に 自己 を 示して はゐ なかった。 

現代 物 は 中期から 後期へ かけて 多く、 漸く 自傅 的、 心境 的、 寫實 的に なり、 「黄崔 風」 や 「湖南の 

I！」 によく 示されて ゐる やうに、 主として 私 小 說の體 を 取って、 曰 常 些事の 問に 情味 ある 急所 を捉 

へ 、 平淡な 筆觸 の 中に 隱微な 祌經の 動き を喑 示して ゐる。 

尙ー言 付加へ て 置きたい こと は、 氏の 全生涯の 作品の 底に は、 一種の 淡い 厭世、 悲哀、 不安が 流 

れてゐ る ことで ある。 その 初期に 於て は 多く 據史物 を ものして、 ある テ I マに 託して、 不滿 不足の 


多い 晃實 生活への 皮肉 を 投げつ け、 中期に 於て は、 多く 切支丹 物に よって 宗教に 近づき、 そして 僴 

人 主義より 流れる 不安、 不平 苦悶 を 救 はう とした。 けれども、 最後に、 彼 は 自分より 强ぃ 何物 もな 

いこと を 知って、 勇敢に 現實 的の 創作に 筆 をと り、 自己の 心境 を 語る に 暇 もなかった 程で ある けれ 

ども、 それらの あらゆる もの は、 自己 表現と して 彼に は滿 足出來 なかった。 こ、 迄考 へつ めた 氏 

は、 極度に 厭世に 倾 いて ゐた。 明晰す ぎる 頭 腦と銳 すぎる 神經 との 所有者で ある 彼 は、 刺戟的な あ 

まりに 刺戟的な 實 世間の 出来事に 堪 へられなかった。 かくして 最後に、 最大の 自己 表現と して 自殺 

を 選んだ。 

【作品】 

1 、 小說蕖 、(短篇 集) 羅生門、 傀儡師、 影燈 籠、 夜來の 花、 沙羅の 花、 春 服、 黃雀 風、 湖南の 扇、 邪宗 門。 

二、 (隨筆 集)、 點心、 百艸、 梅. 馬. 鶯、 侏儒の 言葉、 支那 游記 C 

【文章】 r 芥川氏 は 言葉の 選び 方が 非常に 精密で ある。 その 言葉の 群 は、 それぐ. s 緖 正しい^ 

系 を もち、 一 種の 格式の 匂 ひが 家の 中に 漂って ゐる やうな 家庭生活 を營ん でゐる 人々 の 家ば かりが 

揃って ゐる 士族 町、 山ノ 手. の 屋敷町の やうな 感じ、 作り 主の 趣^に 統一され た 花園の やうな 感じと 
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でも 云 ふべき であらう。 

そして、 一一 一一 〔葉の 選擇 ばかりでなく、 その 詞姿を 見ても、 その 句法 を 見ても、 その セン テンスの た 

^ すま ゐを兑 て も、 鹧外 氏の 文章 等と 共に どちらが といへば 古典主義 的倾 向を帶 びて ゐる。 しかも 

そこに 新しい 感觸を 失 はな いのは、 近代的な 现 性、. 近代的な 機智と 諧謔， 都會 人的な 尖鋭な 神經等 

が 流れて ゐ るからで ある。」 と 川端 氏 は 評して ゐる。 

氏 は 縦横な 才に 加へ て 非常に 凝り性で、 文章 も 彫琢に 彫琢 を 加へ、 所謂 新 技巧の 一人と して、 そ 

の 原稿に は 痛々 しいまでに 苦心の 跡が 見える。 一分の 隙 もな く、 細い 絹糸の やうに 磨かれて ゐる。 

如何にも 透明で、 淸 澄で 而も 文字と 文字との 問に は、 何 かしら 人 を 引きつけ て 行く 典 鼈な 情 眯をも 

含めて ゐる。 

强 ひて 缺點を 求めれば、 博識 か ら來 る稗氣 と街氣 と理智 的な 頭の よさから 来る 皮肉 諷刺の 過剩、 

逆现の 露骨 は 使 ひ 方 等 も あらう が 兎 も あれ、 彼 は 一流の 文章 家で、 他の 追隨を 許さない ものが あ 

る 0 

【文例  一 0 


立てき つた 障子に は うらら かな 日の 光が さして、 嵯峨 たる 老木の 梅の 影が 何 間 かの 明み を、 右の 端から 左の の 

端まで 畫の 如く 鮮 かに 領 して ゐる。 元 淺野內 匠 頭 家來、 常時 細 川 家に 御 預リ屮 の 大石內 藏之助 良 雄 は 、その 障子 

を 後に して、 端然と 膝 を 重ねた ま、、 さっきから 書見に 餘 念がない。 書物 は 恐らく、 細 川 家の 家臣の 一 人が 借し 

て くれた 三國 誌の 中の ー册 であらう。 

九 人 一 つ 座敷に ゐる 巾で、 片岡源 五右衛門 は、 今し方 厠へ 立った。 早 水 藤 左右 衞門 は、 下の^へ 話しに 行つ て、 

未だ ここへ 歸ら ない。 あとに は、 吉田 忠左ェ 門、 原 惣右ェ 門、 間瀨久 太夫、 小 野 寺 十內、 堀 部 彌兵衞 、問 喜 兵衞、 

の 六 人が、 障子に さして ゐる n 影 も 忘れた やうに、 或は 書見に 耽ったり、 或は 消息 を 認めた リ して ゐる。 その 六 

人が 六 人と も、 五十 歳 以上の 老人ば か" 揃った せゐ か、 まだ 春の 淺ぃ 座敷の 中 は、 肌寒い ばか リ にもの 静かで あ 

る。 時た ま、 し はぶきの 聲 をさせる ものが あっても、 それ は 微かに 漂って ゐる 墨の 匂 を 動かす 程の 音 さへ 立てな 

、 o  f 

內藏之 助 は、 ふと 眼 を 三國誌 か. 、り はなして、 遠い 所 を 見る やうな 眼 をしながら、 靜 かに 手 を 傍の 火鉢の 上に か 

ざした。 金網 を かけた 火鉢の 中には、 いけて ある 炭の 底に、 うつくしい 赤い ものが、 かんかん 灰 を 照らして ゐ る。 

その 火氣を 感じる と、 内藏之 助の 心に は、 安らかな 滿 足の 情が、 今更の やうに あふれて 來た。 丁度、 去年の 極月 

十五 日に、 亡君の 簪を復 して、 泉 岳 寺へ 引上げた 時、 彼 自ら 「あらたの し 思 ひ ははる る 身 はすつ る、 うきよの n 

にか かる 雲な し」 と 詠 じた、 その 時の 滿 足が 歸 つて 來 たので ある。 

赤 穗の狨 を 退去して 以來、 二 年に 近い 月日 を、 如何に 彼 は 焦慮と 書： 策との 中に、 費した 事で あらう。 動 も すれ 

現代 作家の 人 及 作風  ，  三 三 五 


現代 作家の 人 及 作風  1  一. ニニ 六 

ば はやり 勝ちな 一 黨の客 氣を控 制して、 徐に 機の 熟すの を 待った だけで も、 並大抵な 骨折りで はない つ しかも il 

家の 放った 細 作 は、 絶えず 彼の 身逡を 窺って ゐる。 彼 は 放埒 を 装って、 これらの 細 作の 眼 を 欺く と共に、 併せて 

又、 その 放埒に 欺かれた 同志の 疑惑 を も 解かなければ ならなかった。 山 科ゃ圓 山の 謀議の 昔 を 思 ひ 返せば、 赏時 

の 苦衮が 再び 心の 巾に よみ 返って 來る。 —II しかし、 もうす ベて は 行く 處へ 行きつ いた。 

もし、 まだ 片の つかな いものが あると すれば、 それ は 一 黨四 十七 人に 對 する 公儀の 御沙汰 だけで ある。 が、 そ 

の 御沙汰が あるの も、 いづれ 遠い 事で はない のに 違 ひない。 さう だ。 すべて は 行く 處へ 行きつ いた。 それ も 単に、 

復譽 の舉が 成就した と 言 ふば かりで はな い。 すべてが、 彼の 道德 上の 要求と、 殆ど、 完全に 一 致す る やうな 形式 

で 成就した。 彼 は、 事業 を 完成した 滿足を 味った ばかりでなく、 道 德を體 現した 滿足を も、 同時に 味 ふ 事が 出來 

たので ある。 しかも、 その 滿足 は、 復簪の 目的から 考 へても、 手段から 考 へても、 良心の 疚し さに 曇らされる 所 

は 少しもない。 彼と して、 これ 以上の 滿 足が あり 得よう か。 ： ： 

かう 思 ひながら、 內藏之 助 は 眉 をのべ て、 これ も 書見に 倦んだ のか、 書物 を 伏せた 膝の 上へ、 指で 手 習 ひ をし 

て ゐた吉 m 忠左ェ 門に、 《鉢の こちらから 聲を かけた。 

「今日は 餘程暧 いやう ですな」 

「さやう で ござ います。 か-つして 居" ましても、 どうかす ると、 あま リ暧 いの で、 睡氣 がさし さう でな りません。」 

内 藏之助 は 微笑した。 この 正月の 元旦に、 富 森 助右ェ 門が、 ：：； 杯の 屠蘇に 醉 つて、 「今日 も 春 恥 かしから ぬ寢武 

士 かな」 と吟 じた、 その 句が ふと 念頭に 浮んだ からで ある。 句意 も、 良 雄が 今 感じて ゐる滿 足と 變り はない。 


f ゃはリ 本意 を途 げたと 云 ふ、 氣の ゆるみが ある やうで ござい まぜう。」  -• 

一 さや-つ さ。 それ もぁリ ませう。」 

中し 左ェ門 は、 手 もとの 煙管 をと り 上げて、 つ つましく 一  服の 煙 を 味った。 煙 は、 早春の 午後 をゎづ かにく ゆら 

せながら、 明るい 靜 かさの 中に、 うす 靑く 消えて しま ふ。 

「かう いふの どかな 日 を 送る 事が あらう かと は、 お 互に 思 ひがけな か つた 事です からな。」 

「さやう で. ございます ゥ 手前 も 二度と、 春に 逄 はうな どと は、 夢にも 存じませんでした ピ 

一 我々， は、 よくよく S のよ 一 ものと 見えます な o  |  . 

二人 は、 滿 足さう に、 眼で 笑 ひ 合った。 —— もし この 時 良 雄の 後の 障子に 影法師が 一 つ 映らなかった な、 り、 さ 

うして、 その 影法師が、 障子の 引手へ 手 を かける と共に 消えて、 その 代リ に、 早 水 藤左ェ 門の 逞しい 姿が、 座敷 

の 中へ は ひって 來 なかったなら、 良 雄 は 何時 まても、 快い 春の 日の 暧- かさ を、 その 誇ら かな 滿 足の 情と 共に、 味 

ふ 事が 出來 たので あらう。 が现赏 は、 血色の 好い 藤左ェ 門の 兩頰に 浮んで ゐる、 ゆたかな 微笑と 共に、 遠慮なく 

二人の 間へ は ひって 來た。 が、 被 等 は 勿論 それに は氣 がっかな い。 

II 或 日の 大石內 藏之助 —— 
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久米正 雄 

【人】 明治 二十 s; 年、 長野縣 上田 市に 生れた。 そこ は、 氏の 父が 小舉 校長 を 奉職して ゐた 地で 

あった。 

氏が 八 歳の 舂、 その 小擧 校が 火 を 失した ため 父 は 責を帶 びて 自殺され たので、 同年の 三月、 一家 

は 上田から 母方の 實 家の 所在地、 福 島 縣桑野 村 開 成 山に 移られた。 

氏 は 土地の 小 學校を 終へ て 安積 中擧 に入學 したが、 五 年の 頃から 俳句に 凝り はじめ、 河 東 碧 梧桐 

に 私淑して、 三 汀と 號し、 しきりに 新 傾向 句 を 作った。 中學を 好成績で 卒業した 彼 は、 擧 校の. 推薦 

で 無 經驗で 一高に 入った が、 その 頃 同級に は芥 川、 菊 池、 松 岡、 山 本、 成瀨 等の 諸氏が 居た。 卽ち 

そこ は文學 の搖籃 であった。 氏 はこの 頃 も 碧 梧桐 門下に 參じ 俳句に 專 念した が、 折から 勃興して き 

た 新 ®i に 影響され て、 劇作家と して 立た うとして、 遂に 俳句の 方 はよ してし まった。 次いで、 東 

京帝大 英文科に 進み、 芥川、 菊 池、 松 岡 氏 等と 「第三 次 新 思潮」 を發刊 し、 處女 戯曲 「牛乳屋の 兄 


弟を發 表した。 この 戲曲 は、 幸遝 にも 新時代 劇 協 會の树 本 氏の 認 むる ところと なり、 有樂 座の^ 

れの 舞臺の 上演の 光榮を 見た。 而も 無名の 戲曲 家が 坪內 博士から 賞 讃の辭 を 贈られた とい ふので 大 

評判だった。 かう して 大學 にゐる 中から 文壇への デビュウが 華々 しかった。 そして 芥川 氏と 共に 夏 

Si き 石の 門に 出入し、 同門の 諸 先輩と も 知る 機會を 得、 又 赤 木 桁 平氏の やうな 有 爲の友 を 得た。 か 

くして、 「父の 死」 「手品師」 「競漕」 等 を績々 發 表して、 新進作家 として 文壇に 乘 出す と共に、 大正 

五 年 大擧を 卒業した。 多 士濟々 た^ 同級の 中に あって、 第一線に 立ち 最も 先に 文名 を 得た の は久米 

氏であった。  ，， 

大正 五 年 十二 巧、 恩師 漱 石が 逝去され、 その後 も 暫く 同家の 知遇 をう けて ゐられ たが、 事あって 

同家の 門へ 入る 事 を 禁ぜられた 氏 は 一 旦鄕 里へ 歸 つた。 

然し、 大正 七 年に は 捲土重来の 意氣を 以て 上京、 時事 新報 紙上に r 螢草」 「不死鳥」 「赤 光」 「冷 

火」 「晴夜」 等 を 連載して、 その 暢達 明快、 而も 淚の 露と 微笑の 波紋と を 宿した やうな 作風に よつ 

て、 天下の 士女 を惱 殺した。 

その後、 國 民文藝 會に關 係して、 演釗 改良 運動に 活躍し、 又 大正 八 年に は、 里 貝、 田 中、 吉井氏 
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等と 雜.^ 「人^」 を 创刊 して、 所^ 人口 派の： 11： 人と して、 心 ゆく ばかり 人 il の 味 を 掬 まう とした。 

以來今 H 迄、 いつも 變らぬ 若さ、 明るさ を 以て、 文壇の 人氣 男と して 一方の 重鎭 である。 

昭和 四 年に は、 歐米 漫遊の 途に 上り、 五 年： t 朝 I た- 

又 氏 は 文壇 第一 の 新しい 物 好で、 寫眞が 流行れば 寫眞、 スキ 〜が 流行れば スキ ー、 野球が 流行れ 

ば 野球、 ラジオの 世の中に なると、 その 最初の 放送 を 承る 等々 ：：： これ も 人と しての 氏の 一面 を 物 

お る もので はなから うか。 

【作風】 久米氏 は 「. 輕 薄な 才人」 であると か、 「街 氣滿々 たる 作家で ある」 とかの 批難 は 魔よ 聞 

くと ころで ある。 從 つて、 その 作に は 快い 明るさ 乃至 輕妙 さは あるが、 ^學的 基礎、 思想 的 背景に 

乏しく 深刻 味に 於て 甚 しく 缺 けて ゐ ると 批評され る。 

けれども、 氏は始 から 世相 畫家を 以て 自 住して ゐた T 作家に は 理想 もな く、 熱意な くと も、 作家 

の 存在 價値は ある。 自分 は 現在の ブル ジョァ 社會の 偽らざる 生活 を如實 に 映して みたい。 映して 置 

いたら 多少で も 明日の 文明 史家 の 參考 になる だら う」 と Qfe 負 の 所有者 で あ つ た。 

か、 る 抱負 を 持つ て ゐる氏 は、 好んで 現代 社き の ブル ジ ョ ァ空氣 に 浸潤して ゐる 花柳の 巷 や 上流 


社會の 生活 を 描いた。 そこに は 何等 0 希望 もなければ、 理想 もない、 又 何等む 要求 もない。 從 つて 

吾々 の感覺 なり 理智 なりの 表面 を、 心地よ く 撫で ゝ 通る 微風の 如き 心地よ さは あっても、 我々 の 胸 

底に 深く 響いて は來 ない。 氏の 藝術 は、 今日の 藝 術であって も 所詮 明日の 藝術 ではない かも 知れな 

然し、 氏に は 又氏獨 得の 藝 術が ある。 芥川 氏に 見られる やうな 透徹した 理智の ひらめき はない に 

しても、 又 菊 池 氏の 如き 思想 的 乃至 倫理的 批判 も 見られな いし、 手堅い 手法 や 巧に 主題 を 捕捉す る 

態度と は異る ものが あるに しても、 久米 氏に は その代り 一種 朗らかな 明快な 才氣と 自然 描 寫に長 じ 

た 愦 味 ある 筆 觸とを 以て、 あっさりと 人生の 中曆を 描き 去る 氏獨 得の 新鮮さが 圓 光の 如く 輝いて、 

純情 的な 作風と 潤 ひの ある 暢達 自在な 筆致 を與 へて ゐる。 例へば 「手品師」 にの せて ある 「山の 湯」 

にしても 吾々 は その 主人公の 人道的 精神に 打 たれる よりも、 主人公と その 兄との 交情の 濃 やか さ 乃 

至 は 山中の 溫 泉の 快適な 氣 持の 方に より 强く 引き 人れ られて 行く。 其 等 は 氏の 舊 作で、 之 を もって 

氏の 今日 を 律す るの は 無謀で ある けれども、 大體に 於て、 氏の 作に は輕 快な 淡白に 人生 を 迗り迎 へ 

て 行く 筋と、 これによ く 調和した すっきりと 明るい 情調と に充 されて ゐる ものが 多い。 氏が 近來小 
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說 以上に 戲 曲に 於て 成功 を牧 めて ゐ るの も かう した 賦性に よる もので あらう と 思 ふ。 

氏の 戲曲 n 一； 浦 製糸 工場 主」 はスケ I ルの 大きい こと 遙か にかの ハウプト マ ンを思 はせ る ものが 

ある。 あれ だけの 社會 劇の 大物 を 料理して 作者^ 少しも 息切れ を 示して ゐ ない。 又 「阿武隈 心中」 

も 「地 藏敎 由來」 も 何れも キリリと 仕上った 短篇 的な 作で あるが、 殊に 「阿武隈 心中」 は久米 氏で 

なければ 書け ない 新しい 世話物と して、 「牧場の 兄弟」 と共に 牧歌的 名戲 曲と して、 當時嘖 々の 好評 

を 得た ものである。 

又、 氏の 作風 を 語る 時、 吾々 は 三 汀の 號を 以て 知られて ゐる 俳諧 趣味 を 思 ひ 出さす に は ゐられ な 

い。 それが 或 時 は 高 稚な客 觀的觀 察 を 喚び 起す 力 ともなって、 作品に 新鮮さが 生れる。 

加 ふるに、 氏に は 若々 しい、 而も 清楚な 生々 とした 牽引力が ある。 その 餘技 として 野球、 玉 突、 

ダンス、 映畫 等々 あらゆる ものに、 趣味 を 持って ゐる こと は、 やがて 氏 を 萬年靑 年たら しめて ゐ る。 

氏 は 今も尙 「げに 天才の 心 こそ カメレオン にも 似たり けれ」 と 歌った 向 陵 時代の 多感な 心 を 持ちつ 

^けて をり、 r 淚は 理智の 薄明り、 感情のと もし 火」 と 感傷した 昔の 若さ を 持ち合せて ゐる。 この 若 

さ こそ、 作品に はね か へ る やうな 淸新さ を 漲らす ものである。 


特に 短篇 小說に は、 所謂 微苦笑 的 人生 觀を 盛り、 どこ 迄 も 明るく ほほ ゑみ かける やうな 作風 を 持 

つて ゐる。 

〔作品】 

一 、 小說、 (短篇) 手品師、 學生 時代、 夏 目先 生の 死、 山鳥、 金魚、 和靈、 木靴。 

(長 篇) 靑 眉、 螢草、 不死鳥、 赤 光 冷 火、 晴夜、 破船、 ゆ： 華、 天と地と、 双 鏡、 嘆きの 市、 虹 を 架ける。 

二、 (戯曲)、 牛乳屋の 兄弟、 阿武隈 心中、 安政 小唄、 歸 去来、 三 浦 製糸 工場 主、 地蔵 敎由 來。 

【文章】 氏の 筆 は、 あまりに も 若く、 少年の 潑 刺さ を發 散して ゐる。 豐 富な 語彙 は縱横 自在に 

驅 使せられ、 明るく 輕 妙洒脫 で、 ウィット にも 相當 富んで ゐる。 その 暢達 さ 自由 さに 於て は、 當代 

隨 一 であらう。 一見 無雜 作に 書き 放した 如くで も そこに 豐 かな 感情 を湛 へしめ る 描^ は、 奔放 自在 

な 運筆と、 當意卽 妙な 文字の 使 ひ 方 を 以てする 隨筆 と共に、 文壇 稀に 見る 所で あると いはれ てゐる _ 

鈴 木 彥次郞 氏 は 嘗て 氏の 文章に ついて 次の やう に 言って ゐる。 

「久米 氏の 文章 は、 實に 自由な しかも フレキ シビリ ティに 富んで ゐる ことに 於て、 全く 獨特 であら 

う。 一見 無雜 作な 滾々 として 筆端から 流れ出る やうな 文章 は、 豐 かな 柔軟性 を 含んで 讀者 をして 何 

現代 作家の 人 及 作風  三 四 三 


現代 作家の 人 及 作風  三 四 四 

の潞滯 もな く讀了 させて しま ふ。 殊に —— どこまでも それが 俳句から 來 たと 申して は失禮 であらう 

が —— あざやかな 描寫 カを隨 所に 示して ゐる。 それが 氏の 本領た る 感愦と 合致す る 時、 「競漕」 の や 

うな 淸新 掬すべき 作と なり、 「山鳥」 や 「金魚」 等の 如き 名篇 となり、 「阿武隈 心中」 「牧場の 兄弟」 の 

如き 牧歌的 名戲 曲と なる の である。」 と。 

【文例】 〇 

まづ笫 一機に は忠 海の ffi 砲隊 から 出身した 伊坂が 乘 つて 出 發 した。 それから 五分 遲れて 福 山の 四十 一 聯隊 出の 

有 田が 續 いて 發足を 切った が、 最後に、 ^瀨の 飛行機 はいろ くな 點撿ゃ 準備の 都合で、 それから 十五 分 通れて 

引出された。 

二 時間 半 行程に 十五 分 遲れて は、 それ を 追 ひつく の は 容易でなかった。 が 岩瀨は それ もい、 と 思った。 もし そ 

れを廹 拔き たら、 なほお もしろ いと 考 へ た。 そして 速力 を 加 へ て あと を 追 ふべ く 決心して 機上の 人と なった。 

風は柬 北々 の 微風で、 順な 追風だった。 が、 それ は ー帶の 微風で、 風の 層 を 探る ことができなかった。 それに 

うまく 乘 つて、 ー氣に 速力 を 射すべき 强ぃ風 層 はない やうだった つ 仕方がな いから、 彼 は 苦 通の 操縱 法で、 でき 

る だけ 速力 を 出す ことに 努めた。 

離陸 一 旋回す ると 共に、 集った 姬 路の觀 衆に 別 を吿げ ると、 彼 はいきな リ 高度 を 取り はじめた。 そして、 千 五 

六百メ  I トルまで 高く 上る と、 今度 は 仝 速力の. ま 、锾 傾斜で すっとす ベる やうに 伸した。 そして、 八百メ  I トル 


ぐら ゐ まで 下る と、 また 高度 を 取り、 十分の 高さに、 建す ると そこから ー氣に 全速力で 伸し 下りつ、 それ を數 回 

橾 返した 3  . 

幸 ひに、 その 飛行 法 はう まく 速度が 取れて、 快 を 禁じ 得なかった。 殊に 下 は 瀨戶內 海の 風 色、 繪ょリ も 濃 やか 

だった。  . 

赤穗、 網 干の 朝 景色 は、 下 を 掠める 日の 光 を 浴びて、 鮮 かに 指呼され た。 そこら は ー帶に 帆船の 救が 多く、 そ 

れ 等が ー齋に 陸軟風 を 孕み 動かぬ やうに 動きつ、、 足下の^ い 海中に 點 在して ゐる 上に、 ところどころ 打 淞網を 

した 漁船が、 赤 い 辋色を 日に 彩られつ 、無数に 群れて ゐ るのまで、 降りて すく ひ 取りた いほ どに 見えた。 内海 は 

深い 藍 碧 を 平に 敷き、 とこ- .c„s\ 淺ぃ所 を海靑 色に 透かして、 まるで 化學川 水を湛 へた やうだった。 そして、 そ 

の屮に 白い 水脈 を 切って、 中國通 ひの 汽船が 白 ゃ黑ゃ 赤の 船腹 を 僅かに 見せ、 船 體を蟲 の やうに 祸 色に ははせ つ 

ん 航行して ゐた。 石 積の 帆船が、 ぢ つと 泊って ゐる やうな 所 もあった。 そして、 海岸線の ずっと 一 帶に 綺麗な こ 

とも 箱庭よ リ趣 深かった。 殊に 對 岸の 四國路 が、 くっきり 地圆に 似た 毳を 描いて、 かなた こそ 天涯に 溶 入って ゐ 

るが、 ずつ と 山河 を ひろげて ゐる さま は 緊張の 中に 恍惚た る 吐息 を 感ぜし めた。 

機 翼の 間に、 脚下に それ 等 を 眺めつ、、 天涯 孤獨の 恍惚 感 と共に、 一朝 誤って この 手 を 放したなら、 元 も 子 も 

ない と 思 ふと、 ハ ン ドル も碎 ける ほど 緊張 を もって 例の 飛行 法を績 けた。 

いつの 間に か、 遙か 見えない くら ゐ だった 前 機の 影が 遠くに ー點 見出された。 

そして 岡 山. を 過ぎる 顷、 岩瀨の 飛行機 は 下げ 舵で、 市街の 空 を 低く 通った が、 その 時 一機 は 千 五六 百メ  — トルの 
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上空 を 高く 飛んで ゐる のが 見えた" ど. つやら 追 ひつ いた もの だ。 岩瀨 はや X 得意と 安心 を覺 えた。 この 分な、 り、 

さ-つ、 遲れ ないで 濟 むと 思った。 

それで、 途中 庭 瀨の空 を 通る 時、 彼 は そこに ゐる 友人が その 日 姬路の 彼に 宛てて、 「御成功 を 祈る。」 とい ふ 電報 

をよ こして おいた の を 思 ひ 出して、 謝意 を 表する ため 1 旋回した。 そこ は藺 草の 産地で、 彼の 友人 も 花葳の 工場 

を鸫營 して ゐ るの. だが、 その どこと も 知れぬ 地上に、 確かに 自分の 飛行機 を 見上げながら 無事 を 祈って くれて ゐ 

る 友が ゐ るの を 思 ふと、 妙に なつかしかった。 彼 は それらし い 工場の 空 を 感謝し つ 、使. く 過ぎた。 


西條 から 彼 はどうしょう かと、 ちょっと 思案した。 このま.. - 一直線に 行けば、 廣島は 間近 だし、 僚機 を拔 いて 

早く 着ける。 が、 生れ 故鄕の 方へ、 少し 西の方 四 五 度 山 寄りに 廻っても 行きたい。 勿論、 このま、 でも、 遠く 空 

のかな たに 彼の 機影 は故鄕 から 見える かも 知れな いが、 はっきり 故山の 上 を 通り、 はっき" 彼の 機で ある こと を 

故鄕の 人々、 殊に 老いた 祖母 や 父母 や 家人に 知らせたい。 さう 思 ふと、 少し くら ゐ着廣 の 時間の 遲れ るの など は 

どうで もい、 し、 今 先登に 出て ゐ るの だから、 さう 遲れ もしまい と考 へて 舵 を 曲げた。 

そこから 低い 一 山脈 越える と、 彼の 故鄕 はすぐ だった。 山 を 越える と、 なつかしい 太 田 川の 流域に、 可 部の 町 

を控 へた 1 平が 見 わたされた。 故 家 は あの あたり だ。 彼 は 思 はず 下げ 舵 を 取って、 五百メ I ト^ぐ らゐの 高度の 

ま、 町の 空まで 來 ると、 もっと 下げて、 爆音 を 地上に 轟け とば かり 低空 旋回 を 始めた。 

目 ざす 自分の 家 も、 その 周 圜の立 木に よって それと すぐ 見當 がつ いた。 低い ので、 道に 出て 見上げて ゐ る敌鄕 


の 人々 の 額 さへ が、 今 は 赤く 眼に は いった。 と、 氣 がつ いて 見る と、 誰か AI 分の 故 家の 根に 乘 つて、 祯の 上に 

立ちはだかりながら、 棹の つ いた 長 い 國 旗 を 一 所 懸命ぐ るぐ る 廻しながら 振って ゐる。 ： . ■ わかった の だ、 わか 

つたの だ。 ： ： 門前 や 庭に も 誰かが 出て、 空 を 指さしながら 見上げて ゐ る：：。 岩 瀨は空 を 掃って 掠め 去る 旋回 

の 中で、 それだけ はっきり 看て 取る と、 いひ やうの ない 滿 足と 歡 喜を覺 えた。 何だか もっと 額の 見える 所まで 下 

りたい 銜動を 感じた が、 それ は危險 だった。 

で、 二三 回旋 回 を 終る と、 何だか 急に また 低空が こはくな つて、 急いで そこ を 飛 去らう とした。 そして 町はづ 

れの 此の 停車場の 空まで、 廣島を 目 ざして 飛び はじめる と、 急に 眼の 前の 空中で、 ばつと. m 煙が 炸裂して、 もく 

/\ と圈を 描いた ので 驚いた。 故鄕の 人々 が 花火 を 揚げた の だ。 彼 はび つく リ したが、 何 だ 花火 かと 思って ほ、 

ゑんだ。 見返る と、 音の な い 花火 は —— それ は 自分の 瀑 音で 消された の だ —— 後で 績け ざまに ぼか^-と 揚っ て 

ゐた。 

—— 天と地と- 
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葛 西 善 葳 

【人】 明治 一 一十 年 一 月弘前 市に 生れた。 靑森縣 碇ケ關 村 小 學校を 卒業後 十八 歳で 上京し、 柬洋 

大學に 入つ たが 中途 退學 をした。 

早くから 德田 秋聲に 師事して ゐ たが、 後 相 馬 御風 氏に 親しみ、 大正 元年 舟 木 重 雄、 廣津 和郞、 相 

馬泰 三等の 人達と 同く 雜誌 「奇蹟」 を 創作した ことがある。 

氏の 小說 家と しての 位置 は、 大正 七 年 「早稻 田 文學」 に 「子 を つれて」 を發 表する に 及んで 俄か 

に 高まり、 新進作家 としての 地位 を 確保した。 

然し、 若い 時からの 喘息 を 病み、 やがて 胸の 病 を誘發 したため、 極めて 寡作で 常に 窮乏のう ちに 

あった。 で 僅かに 酒に 憂悶 を 遣って、 世 離れした やうな 生活 をして ゐ. た。 

ある 人が 氏 を 評して、 

「彼の 世界 は 天で もない、 地で もない、 天と いひ 地と いふに は あまりに 渾沌と して ゐる。 天地 分れ 


ざる 前の ト、 アバイ a ンの 世界が 彼の 世界で なければ. ならぬ。 彼の 生活 は 混沌と 窮乏との 連績 であ 

る。 私 は 整理され た 彼の 生活 を 見た ことがない つ 彼程 物質の 價値を 知らぬ もの はない。 彼 は 彼 自身 

の 生活ぶ り を 風々 主義と 言うて ゐ るが、 主義と 名 づける に は、 彼の 生活ぶ り は あまりに 茫漠 であり 

渾沌で ある。 しかし、 彼 は 節操 を 無視す る^で は 無い」。 

といって ゐ るが、 これ はよ く 氏の 人となり を 道破して ゐ ると 思 ふ。. 

尙、 作家と しての 彼の 態度で、 何よりも 驚嘆すべき こと は、 其の 强ぃ 自信と 不屈の 精祌 であつ 

た。 . 

「信じて 噎るゝ ものに 悔 無し」 

彼 はよ く かう 言った が、 實際 彼の 一 生 は 信じて 噎れた 一 生であった。 そして 聊か も悔 なかり し 立 

派な 一生であった。 昭和 三年 七月 逝く。 亨年 四十 二 歳。 

〔作風】 谷 崎 精 二 氏が， 

「 ミケ ラシ ジ H  B の藝 術の 特徵を 評して 「苛烈」 と 呼んだ 批評家が ある。 わが 葛 西 善 藏の藝 術の 特 

徵も 同じ やうに 「苛烈」 であった。 彼 ほど 苛烈， な 作 口  g を 書いた 作家 は 近代の 日本 文堉 一で は その 比 を 
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見ないだろう。 彼の 作品に 描かれた 友人 は 皆 其の 生活から 彼に よって 苛烈 味 だけ を 摘出され て、 一 

種の 畸形な 諷刺 畫的 存在に 化せられた。 葛 西 は 此の 人生で 苛烈 味の ほか 何物 も 求めよう としな かつ 

た^いって よい。 彼の 生活 を宙 にぶら 下った 重い 石に 譬 へた 友人が あつたが、 實際 この 人生の 何物 

も、 其の あらゆる 美し さも、 愛らし さも、 尊 さも、 竟に 彼の 心 を 安 協 的な 安易 さに 引 入れる 事が 出 

來 なかった。 冷徹 氷の 如き 觀 照の 眼 を 如何なる 場合に も 彼 は 決して 曇らせた 事がなかった」。 

と 評して ゐる。 

氏の 取材の 範圍は 極めて 狹く、 飽迄も 地味な ばつと しない ものであった。 卽ち 常に 重苦しい 物質 

生活の ために 無 慚に壓 しつぶ された 彼 自身に 卽 した 生活 面の み 描いた。 

而も 彼の 作品に は、 苦痛の どん底に ゐ ながら、 その 苦痛 を 苦痛と せす、 その 苦痛 をと ぼけて 誤 魔 

化さう とする 一 種の 泣き 笑 ひに 似た 味 は ひが 滲み出て ゐる。 

又、 彼 は 屢々、 

「一 つの 作 を 書いて、 更に 氣 持が 深まらなければ どうしても、 僕 は 次の 作 を i? 氣 にならない。」 

と 云った 如く、 極めて 寡作であった。 そのため 常に 貧困に 脅かされて ゐた。 彼 は 作品よりも 寧ろ 人 


叫 的 精進の ために 骨を釗 り、 肉 を 殺ぐ の 苦心 をつ ビ けた 藝術 0 殉敎 者で あつたの だ〕 

【作品】 

一 、 (小 說) 哀しき 父、 惡魔、 贋物、 姉、 子 を つれて、 雪 をん な、 呪 はれた 手、 馬糞 石、 不能者、 遊動阒 木、 千 

人 風呂、 埋葬 そのほか、 朝詣 り、 不良 兒、 歳晩、 おせい、 蠢く 者、 椎の 若葉、 湖畔 日記、 バ カスカ 

シ、 海岸に て、 醉 狂者の 獨白等 

二、 (感想) (隨 筆) 醉狸州 七 席 七 題、 不愉快な 程度、 小感 十一 篇、 近所の 床屋の 話、 故 鄕に歸 り 行く 心 等 

【文章】 氏の 文章に はこれ とい ふ特徵 もない が、 思 ふこと を 遠慮な しに ぐんく 云 ふ 赤裸々 な 

文で ある。 いは^ 氏の 性格 そのものが 直ちに 氏の 文で あると もい へ る。 

【文例】 Q 

眼を酲 まして 見る と、 彼 は 昨夜の ま、 のお 膳の 前に、 肌襦袢 一枚で 肱 枕して 寢てゐ たのであった。 身體中 そち 

こち 蚊に 食 はれて ゐる。 膳の 上に も盃の 中に も 蚊が 落ちて ゐる。 嘔吐 を 催させる やうな 酒の 臭 ひ —— 彼 はま だ醉 

の殘 つて ゐ るふら くした 身體を 起して、 雨戸 を 開け放した。 ^の 室で 子供 等が 二人、 蚊帳 も 敷蒲團 もな く、 ボ 

口 毛布の 上 へ 着た なりで 眠って ゐた。 

朝飯 を濟 まして、 書留 だったら これ を 出せと 云って 子供に 認印を 預けて 置いて、 貸家 探しに 出かけよう として 

る處 へ、 一一 一 百が、 格子 外から 萆 かけた。 
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「家 も 定まった でせ うな？ 今日は 十日です ぜ。 — 御 承^で せ-つな？」 

「これから 搜さ うと いふんで すがな、 併し 晚 までに 引越したら それで い 、譯 なんでせ う」 

「そり ゃ晚 までで 差 支へ ぁリ ません がね、 併し 餘 計な こと を 申し あげる やうです が、 引越し はなるべく 凉 しいう 

ち の 方が 好かありません かね？」 

「併し 兎に角 晚 までに は間逾 ひなく 引越し ますよ J 

「で また 餘 計な こと を 云 ふやう です がな ほ、 その^めに 私の方では 如何なる 御 處分を 受けても 差 支 へない と いふ 

證寄を 取って あるの です か、 りな、 今度 問 違 ふ と、！ 直ぐに も處 分し ますから」 

. 三百 は 念 を 押し て歸 つて 行った。 彼 はま f「sf まで そち こ ち 步き廻 つて 歸 つて 來 たが、 や はり 爲替 が來て なかった。 

で 彼 はお^から また、 日の カンく 照リ つける 屮を、 出て 行った。 顏から 胸から 汗が ぼたぼた 流れ 落ちた。 ク 

ラ くと 今にも 打倒れ さうな 疲れた 賴 りな ぃ氣 持であった。 齒の すり 減った 下駄の やうに なった 日和 を 履いて、 

手の 脂で ベと ベ とに 汚れた 扇 を 持って、 彼 は ひよ ろ 高い 屈った 身體 して テクく と步 いて 行った。 それ は 細いだ 

らくの 坂 路の兩 側と も、 石 や コ ンクリ I 卜の * を 廻した お 邸宅ば かし 並んで ゐる やうな ffl 靜な 通であった。 

無論 その 逡には 彼に 恰好な 七阊 止まりと いふ やうな 贷 家の あらう 喾 はな いの だが、 彼 は そこ を拔 けて 電車 通リに 

出て、 電車 通り の 向う の 谷の やうに なつ た 低地 の 所謂 細 R 窟 附近 を搜 して 見ようと 思 つて、 通りかか つたので あ 

つた。 兩 側の 塀の 巾から は蟬ゃ あぶら やみん みん やおう しの 聲が、 これで もま だ 太陽の 照りつ け 方が 足りない と 

でも 云 ふやう に、 ギンく 溢れて るた。 そして どこの の 中 も 八氣が 無い かの やうに ひつ そ. ひ 閑と して ゐて、 敷 


きつめ た 小 砂利の 上に、 太陽が チカく 光って ゐた。 で、 「斯 んな廣 いお 邸宅の 靜 かな 室で、 午睡で もして ゐ たい 

もの だ」 と 彼 はだら だら 流れ出る 胸の 汗 を 拭き？ -、 斯んな こと を 思 ひながら、 息 を 切らして 步 いて 行った。 左 

側に 彼が 曾て 雜 誌の 訪問 記者と して 二三 度お 邪魔した ことの ある、 事業家で、 金 持で、 代議士の 邸宅が あった， 

「やはり 先生 避暑に でも 行って ゐ るの だら うが、 何と 云 つても 彼奴 等 は い X 生沽 をして ゐ るな」 彼は荥 ましい やう 

な、 また 僧く も ある やうな、 結局 藝術 とか 思想と か 云つ て も 自分の 生沽 なんて 赏に慘 めで 下らん もの だと いふ や 

うな 氣 がされて、 彼 は 歩み を 緩めて、 コ ンクリ I 卜 S* の 上に ガラス の 破片 を 突立て た廣ぃ 門の 中をヂ 口く 横 

H に 見遣りながら、 步 いて 行った のであった。 が 丁度 その 時、 坂の 向-つから、 大きな 體 格の. m 服の 巡逛 が、 劍を 

ガ チン ガ チン 鳴らしな がらの そりく やって 來た。 顏も體 格 に相應 した 大きな 角張った 額で、 ！ S 此が頰 骨の 外へ 出 

てる 程 長く 跳ねて、 頰 鬚の 無い 鐘馗 その ま >- の 厳めし い 弒 をして ゐた。 虔が 彼が 瞥と 何氣 なしに 其 巡査の 額 を 見 

ると、 巡査が 眞 K ぐに 彼の 顔に 銳 い 視線 を 向けて、 厭に 柄 横な の そりく した 歩き 振りで や つて 來 てるので、 彼 

は 何と いふと となし に 身内の 汗の 冷たくな. る の を 感じた。 彼 は 別に 法 禅に 觸れる やうな こと をして る 身に 位え な 

いが、 さりと て 問 ひ 詰められて は 間 誤つ くやうな こと も ある だら うし、 まだ どんな 镟 疑で —— 彼の 見すぼらし い 

服装 だけで も それに 値 ひしない と は 云へ ない の だから —— 「オイ. C! 貴樣 は？ 厭-に 邸 內をジ nc 視き歩 

いて 居る が、 二 體貴樣 は 何者か？ 職業 は？ 住所 は？」 

で 彼 は何氣 ない 風を裝 ふつ もりで、 扇 を パチパチ 云 はせ、 息の 詰まる 思 ひしながら、 細い 通りの 巾 を 大手 を 

振って やって 來る見 あげる やうな 大男の 側 を、 急ぎ 脚に 行 過ぎよう とした。   子 を つれて  
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藤 森成吉 

【人】 明治 二十 五 年 八 巧、 長野縣 上諷訪 町に 生れた。 諷 訪中 擧、 一高 を經 て、 大正 五 年 東京 帝 

大獨 文科 を 卒業し、 第 六 岡 山 高等 擧校、 第 七 高等 學校敎 授等を 勤めた ことがある。 

又 自ら 石鹼 工場 や 牧畜 織物 工場、 鐵 工場 等の 仕事に 從 つて かるり 激しい 筋肉 勞働 を經驗 した 人で 

ある。 

文壇 的に は大 島の 地方色 を 描いた 處女作 「波」 (若き 日の 惱み) を 出して その 手腕 を 認められ、 つ 

ぐいて 「雲雀」 「炬 燧」 等を發 表した が、 その後 幾年 か 文壇 生活 を 捨てて ゐた。 そして 氏が 眞に 優れ 

た jt 術 家と して 一般 世 問から 稱讃を 博す るに 至った の は、 實に 大正 七 八 年の 頃からで ある。 

又 人と しての 氏 は 寧ろ 溫厚、 篤實、 而 かも 衆愚と 伍す る を 慾せ す、 寧ろ 孤獨に 生きる こと を 望ん 

でゐる やうに 思 はれる。 宮島新 三 郞氏は 氏の 印象と して 次の 如く 言って ゐる。 

「それ は 如何にも しとやかな、 落着の ある、 謙遜の 德を 十分に 具へ た 純一 無坭の 人で あると いふ 印 


象であった。 眼鏡の 後に 光って ゐる眼 は、 ぢ つと ある もの を膛 めて なる 時に も猶ほ 且つ ある 他の も 

の對 にして 憧れ を 示して ゐる やうに 光り輝く。 その 眼が 私に は 氏の 持って ゐる 尊い 性格の 一 面を敎 

へて くれる ので はない かと 思 はれた。 更に しとやか では ある、 落着 は ある、 けれども 全體の 容姿に 

何 處かゴ ッ/ \- して ゐる 所があって、 どうい ふ 場所 へ 行っても 安々 と 落着いて ゐられ る やうな はま 

り 場所 を 得る ことが 出来ない 竪 さが ある。 話 をす^ 聲は 小さい けれども、 それ は聲 量がない からで 

はなく、 た^ 控 へて ゐる だけの ことで ある。 表面 は 如何にも 物に 動じ 易い やうに 見えて ゐ るが、 北" 

後に は 常に あらゆる もの を 恐れない 底力が ある。 人と しての 藤 森 氏 は その 自己の 力 を 自ら 正 當に信 

じ、 正當に 批判して 生活 を柙 進めて ゐる點 に、 大きな 強味が ある。 自己の 底力 を 正當に 批判し 正當 

に 信. f る ことに 依っての み、 人 は 謙遜の 德を 所有す る ことが 出来る」 と。 

今や ブ 口 レタ リア 文擧の 重要 作家で ある。 

【作風】 「氏 は 人道主義 を 是認し つ 、社會 主義 を 主張す る 立場に あるら しい。 

人道主義 を 是認し、 社會 主義に 赴く、 そこに 氏の 思想の 現實 味が 存 する ■—— そこに 氏の 思想の 現 

賓 味が 存す るので ある。 所 IS 理想の 中に 現實の 影 を 宿して ゐる 所が、 氏の 藝 術の 强味 である。 而し 
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て、 現實 味の ある 事 は、 卽ち 氏が 人 問 を 理解しょう として ゐる 心の あら はれで あると 云 ふ 可き であ 

る。 氏が 斯 くの 如く、 人^に 對 して 深く 探求す る こと は、 勢 ひその 作品の 中に も あら はれて ゐる。 

氏は實 に眞 擎な藝 術 家で ある」 と 宫島氏 は 述べ てゐ るが 如く、 氏の 作風 は 人間 を眞に 凝視す る點に 

プロレタリア の 精神 を摑 まう として ゐる らしい ところが ある。 現實の あらゆる 姿に 打 突って 行く 勇 

氣と大 瞻とを 少しも 惜しまない。 現 實と安 協す る やうな こと は 決してない。 現 實の底 を 極め もせ 

すに 徒らに それ を 表面から 茶化して 見たり、 徒らに それから 距れて 理想 や 眞理を 追求した りする や 

うな 點は 彼に はない。 その 現實的 傾向の 深い 作品に は 「お 玉 婆 さ」 「奮 先生」 「床 甚」 「鼠」 「子供」 等が 

あげられる。 氏 は 「舊 先生」 を 書く のに 北海道 北 國の 山奥に 踏み 入った さう であるが、 これ を以 

てしても その 態度の 眞 面目 さが 分る。 

かくの 如く、 氏に は 一面 現實 探求者と しての 强ぃ 傾向が あると M 時に、 その 半面に は 詩人 的素赏 

が ある。 人生に 對 する 一種の 憧れ を 有する 詩人で ある。 ヮ I ズヮ！ スの 所謂 人生に 徹する 底の 詩人 

である。 そして 氏の 詩人 的 要素 を 最も 鮮明に あら はして ゐる もの は 「若き 日の 惱み」 「雲雀」 「山」 等 

の 如き 作 口  g が ある。 


氏の 處女 作で 且つ 出世作で ある 「若き 日の 惱み」 は、 氏が その 序文に、 「恰も 波の やうな 動桄 極り 

ない 青年の 心 を、 それに 交響 樂の やうに 入り 混って 來 る憬憧 の島大 島と、 それが 實に 私の 若き 日の 

心の 描き出さう としたす ベ てな の だ」 と 云って ゐる やうに、 そこに は 詩の 島 大島を 背景と して 靑年 

の 一 切の 煩惱、 煩悶、 情熱が 一 種の 詩的 筆觸を 以て 素直に 純朴に 描き出されて ゐる。 

【作品】 

1 、 小說 

(短篇 集) 新しい 地、 研究室で、 寂しき 群、 煉獄、 その 顷の 追憶、 東京へ、 故鄕、 惱み笑 ふ 

(長 篇) 若き 日の 惱み、 煩惱、 妹の 結婚、 舊 先生 

二、 (感想 集) 藝術を A む 心、 大地の 匂 ひ、 狼へ 

三、 (戯曲) 相戀 記、 何が 彼女 を さう させた か、 犧牲、 磔 茂左衞 門、 光と 閤、 蜂起 

【文章】 氏の 文 は 質素な うちに 潤 ひが 漂うて ゐる。 その 心理 描寫は 作者の それに 對 する 感情 移 

入に 生かされて、 者の 胸に ひしく と 迫る ものが ある。 

【文例】 〇 

一 遍掛っ てそうして ムザ と 取り逃して 了った 鼠の 爲 めに.、 妻の 鼠捕りに 對 する 熱心 は 著しく 高まった。 
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一 度 一 疋の鼠 を 取り逃した 彼女の 失錯 は、 た ぐ その子 鼠 を 懲りさせて 了った ばか リ では 無く、 恐らく は 更に 家 

の屮に 住んで ゐる仝 部の 鼠 を 懲りさせた ので はない か、 とそれ を 見て 私 は 思った。 —— その 鼠の 逃げて 行った 時 

の 敏捷 さが 私の 心に 深く はっき リと 刻み つけられて & た、 そ の伶悧 さ、 —— 寧ろ その 小さな 生き物の 自身の 生命 

に； 5； する 自覺 さ、 ： ： と 云った やうな ものに 私の 心 はほんと に 驚いて ゐた。 さう して それだけの 自覺を もって ゐ 

る^に、 同じ 古びた 鼠捕りの 籠 を 使って まだ 有 效な氣 でゐる 妻の 愚鈍 さ を、 ； 4 は 寧ろ 憐 みた いやうな 嘲りた いや 

ぅな氣 もちに な つ た。 

が、 私の 豫想 に反して、 妻の 愚鈍 さは 著々 として 成功 を 示した II 殆ど^ 晚 その 鼠捕りの 籠に は 鼠が 掛 つた。 

一 遍 鼠が 掛れ ば、 あと は その 籠 をよ く 洗って 千して から 掛けなければ 匂 ひが 殘 つて ゐ て掛ら な いと 云って 妻 は 

セッ > ^と 籠 を 洗 ふ 事 は 洗った、 が、 その 餌に は、 やつば り 同じ 魚の 頭 を 二度 も 三度 も緣り 返して 使った。 ゴソ 

く 一音が すると 云って は、 晝間 でさ へ も 彼女 は その 籠 をい きな リ戶棚 や 書齋の 押し入れの 隅へ 突っ込んだ。 —— 

それでも 鼠 は どん，.，， --掛 つた。 

| いや だ わ、 ： ： 又 子供 だ わ」。 

どうかす ると 一 晚中 籠の 中で 暴れ 廻つ てゐた 鼠の 籠 を 持ち あげて、 それ を 朝 水 を 張った 盥へ 突っ込みに 行きな 

がら、 妻 はさ も 不平 さう に そんな 事 を 眩きつ^ けた。 

私 は それ を 見て、 心の中で 再び 驚いた。 

あの 位頭の 働きの 利き さうな 鼠が、 ー體 どうして あとから^.,. -、 そうした 同じ 籠へ 引っ掛って 行く の だ。 その 


：艾に 沖^の 者が —— 恐らく は 自身の 兄弟 達が、 居なくなる の は 解り 切った 事な のお。 それ どころ か、 實に その 兄 

弟が 一 晚屮 その 籠の 中で 出よう としてもが いて 出られずに 徒らに 苦しみ あせり 父 疲れて 歎いて ゐる さま を、 その 

果てに とう （- 引き摺り出されて 行って 了 ふその 樣子 を、 確かに 眼の 前に 見たり 感じた リ して ゐ るに 相違 無 い の 

だ。 それで ゐ ながら、 その わなへ 順々 に 同じ やうに 墮 ちて 自分の 身 を 滅ぼして 行く と はどうした 譯 なの だ —— そ 

.丄 は 幾ら 怜悧 さう に 見えても や つばり 子 鼠の そうして 又獸の 悲し さに 依つ てゐる の だら-つか。 それから 又そう 云 

ふ獸の 愚か かさ を 知る 事に 於て は、 男よりも より 野性 的な 所 を 多分に 持った、 より 愚かな 獸に 近い 女の 方が、 男 

よりも 果してず つ と銳 いと 一 K ふの だら うか！ 

ふと その 考へ に 引きつ ^いて、 私 は 今まで 碌々 想像して 見た 事 も 無 か つた やうな 獸の內 面 的の 世界が、 急に 一 

時に 自分の 眼の 前 へ 展開し 來る やうな 感じが した —— o 

恐らく 獸は餓 ゑ 切って ゐる、 ：： 自身の 外に、 彼等 は 自分と 同じ 仲間 を 周 圍に澤 山に 持って、 そ-つして その ど 

の 仲間 もが、 みんな 自分で 自分の 食物 を 探して 食 はなければ いけなく なって ゐる。 それが 獸 である. だけにそう 云 

つた 慾 望の 力 は 仝く 一途に 暗く 本能 的に なって &る。 狭い 家の 乏し い 食物 を 前にして. 毎日 ふ 々自分の 肢を 一 杯 

に滿す 事ば かリ を—！ 恐らく はた V その 事ば かり を 彼等 は考へ つめて ゐる C どんな 食物で も それ を 仲 問よ リも先 

きに 自分が 見つける 事 を、 それ を 一人で 充分に 食 ふ 事 を、 もし 他の 者が 先き に 食 ひついて ゐれば 何とで もして そ 

れを 奪つ て 自分で 食 ふ 事 を- . . • そうした 風な 生活の 根本の 考 へ に 彼等の 頭 はすつ かリ 貫かれて ゐる。 

その 彼等の 競爭 的な 眼の 直ぐ 前に、 殆ど 投げ出され たやう にして 一 つの 珍ら しい 食物が 釣り 下って ゐ るの だ。 
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—如何にも その 食物 を 取らう として、 旣に幾 匹 かの 仲間が 金の 牢の 中に 囚 へられて、 散々 にもが き 苦しんだ 末 

どこかへ 迚れて 行かれた に は 相違 無かった。 その 悶え 苦しんで ゐる 仲間 を 彼等 は 眼の あたりに 看た" それ は 確か 

に 恐ろし い 事に はちが ひ 無かった。 その 仲間の 失敗の 恐ろし さは 货際 彼等の 小さな 仝 身に 沁み 徹る ほどの 强ぃカ 

を 持って ゐた。 ：： が、 その 仲間 は 居 なくなっても、 そ 9 珍ら しい 食物 は 相薆ら す、 否應 無しに 彼等の 眼に 觸れ 

ると ころに いつ 迄も靜 かに 掛っ て ゐる。 

その 閑 かな 食物 を 取り 損った と 云 ふ 事が、 どうして その 仲間の ぶまと 拙 さとに 甚 因して ゐ なかった と 云 へ よう 

恐らく はた v そこ か、 しのみ、 その 失敗が 起った ので 無い とどう して 云 ひ 得られよう。 その 失敗が 起った ので 無い 

とどう して 云 ひ 得られ よ う、 彼等 の それ を 取らう とした 心 もちが、 —— 乂そ の 勇氣が 間違 つて ゐ たと はどうして 

云 ひ 得よう。  その 仲 問が 失敗した 處に、 彼等 自身 こそ は、 その 仲間に まさった 巧妙 さと 桷敏 さと を 以て どん 

な 成功 を K ち 得る * が 絕體に 無い と 一 K ふ 事が 出來 よう。 その 勇ましい 胃險と 大膽な 試みと が、 永久に 彼等の 爲め 

に —— 赏に 彼等の 爲 めに のみ 殘 されて ゐ るので 無 いと どうして 云 はれよう：： 

t 物を蔽 つた 疎な —— どっちから 見ても よく その 中に その 食べ物の 透いて 見える。 そうして 又、 その 香ばしい 

匂 ひの 絡え 問 無く その 陈 から 流れ出して 鼻へ 滲み 徹 つてく る その 太 い 粗雑な 金の 籠の 周 園 を 彼等 はすで に 幾度と 

無く、 つい 行き 止って は 又ぐ るく と 廻り 步 いて ゐる C 廻って 歩く につれ て、 次第に 異常な 與 奮が 彼等の 神經へ 

起って 來てゐ る。 生命の 危險と 生活の 保證と が 同時に 眼の 前へ 迫って 存在し てゐ るの だ：： さう した 心 持 か ら來 

る 激し い 混亂と 魅惑と が、 一 足 ごとに 彼等の 腦へ ズ キ^. \ と 錐の やうに 揉み あがつ てゐ る。 引きず" 寄せる 力 t 


引き離す 力と、 躊躇と 恍偬 とが、 絕 間な くその 小さい 頭の 中で 爆發 して &る。 

が、 その 狀態 はやが て 次第に 著る しく 變 つて 來 始める。 —— 鋭い 獸の 感甍 性が、 いっか その^の 意識 を 絕 して 

その 理性 を 全く 浸して 了って ゐる、 その 食物の 形と 色と 匂 ひとが、 もう 彼等の 眼と 鼻と 口と から 彼等の 身體 仝體 

へ 沁み 徹っ て、 その 耳に すら、 その 足に すら 彼等 は旣に それらの 感覺を 感じて 來てゐ る。 步き 廻る 身體の 筋肉の 

內 部の 摩擦 や、 その 戶 棚の 板 を 踏み 步く 脚の 觸感 や、 その 彈 力の ある 自分の 足音 を 聞いて ゐる 自分の 耳 や、 ：： 

恐らく はた 彼等の 身體 5- のす ベての ものが、 みんな 一 つの 感覺を 合唱しつ^ けて、 そうして その 感覺 の聲は 次 

第に 無限に 天にまで も 達する やうに 高まって 行く。  • 

彼等の 身體に 生えて ゐる 光澤の ある 無 數の柔 かい 毛の、 その 1 本々々 の 尖き がみん な 籠 を 指して ゐる、 その 四 

つの 足の 爪が みんな 籠の 方 へ 向って いっか 曲り 傾いて ゐる。 平均の 取れ なくなった 彼等の 身體 はまる き リ醉漢 の 

やうに ヨロく とよろ めいて 來てゐ る、 仝く 醉 つばらって ゐ るの だ。 生活の 味 ひに 骨が 軟 かくなる まで も 醉ひ切 

つ て、 そうして 彼等 は 頭 はもう 夢み て 歌って ゐ るの だ。 その 食べ物へ パク ッと 一息に 喰 ひつ いた 時の 舌と 齒と诞 

との 感じ を、 その 食べ物 を嚥み 込んだ 時の SH 袋の 踊る やう • な 感じ を、 —— もう 唯 彼等 は 入つ て 行き さ へ すれば い 

\ の だ。 前後 を 忘却した よ ひどれ の やう に、 た V その 巾 へよ ろけ 込んで 行き さ へ すれば、 . - • -氣が つ いた 時には 

彼等 はもう ちゃんと その 籠の 中へ 入って ゐ るの だ。 —— 

何 を 馬鹿げた 事を考 へて ゐ るの だ？ ： ： そこ 迄 考へ込 んで 行って、 私 はふつ と 自分の 心に 返った。 

.启 分 の その 鼠の 心理の 推察が 赏 つて ゐる かど-つか、 振り返って i る と秘は 自分自身 に も 解ら なくな つ た。 令； く 
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阖星を 射 あてて ゐる やうな 氣 もちと 同時に、 又 それ はすつ かリ 鼠から 離れて 了って ゐる やうな 感じ もした- 


〔人】 明治 一 一十 年 七月 東京 市麴 町に 生れた。 少年 時代に は 父に 從 つて 大阪で 過した。 (父 は 陸軍 

一 等軍醫 正) 

大正 元年 東京 帝大 英文科に 入舉 したが、 词五年 中途 退學。 

そして 佐藤舂 夫、 久保勘 三郞、 木 村 斡 等と 同人 雜誌 「星座」 を 刊行し、 或 ひ は 「帝 阈 文擧」 の 編 

輯員 となり、 或 ひ は 東京 日々 新聞記者 をした こと も ある。 叉 菊 地、 芥川、 久米氏 等と 共に、 大正 五 

年 創刊の 「第三 次 新 思潮.」 に據 つて 立ち、 間もなく 文壇 中堅の 班 を 占める に 至った。 その 系統から 

言へば 新現實 主義の 作家と いふべき 人で あつたが、 たまく 民衆 藝術 論が 盛んに なるや、 能動的な 

氏の 性格 は單に 現實を 靜觀し 文筆の 天地に のみ 跼蹐 する を 屑し とせす、 生きた 實社會 に 出な け れば 

滿足 出来ない とい ふ 刺戟に かられて、 大正 九 年 社會 改造 運動に 參 加し、 同年 十二月から 翌年 六月 ま 

で 中央 社 會主莸 同盟の 中央 執行委員 となった。 又 昭和 一 一年 五月 未明と 無產 派文藝 聯盟 を 結成した が 
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翌年 十月 解散した。 同 四 年 二 巧 「ナップ」 に 加盟した。 

氏 は 幕末 志士に 見る やうな 稜々 たる 氣 骨と 一本 氣な 熱情との 所有者であって、 直ぐ ムキ になり、 

激怒し、 悲愤 慷慨す る 風が ある。 激流の 熱情が ある。 

【作風】 氏 は 始めは 唯美主義 的倾 向が 著しかった。 卽ち 「スパ ル」 に 處女作 「かかり 舟」 を發 

表した 當 初から 旣に その 傾向が あり、 「奇蹟の 影」 に 於て 最も 甚 しく あら はれて ゐる。 

そ の 後 社會及 人生 を 社會的 正義の 觀點 か ら觀 察す-る やうに なって、 作風に 著しい 變化を 生じた。 

その 出世作 「或る 女の 犯罪」 以 來內容 的に は 社會的 正義の 立場に 立ち、 形式的に は 多く 徹底的 リア 

リズムの 手法 を 取った。 そして、 やがて 彼 は 「火山の 下」 あたり を堺 として マルキシズム へ 轉佝し 

て 行った。 かくして 今や 新興 無産 派文學 一 方の 雄で ある。 

幾多の 作品の 中で 就中 「戀と 牢獄」 は 昭和 三年 六月に 露譯 されて モスクワで 出版され た ほどで あ 

る。 それ は 進んだ 社會 思想 を もつ 一 靑 年と、 侗 性に 目 覺 めた 一 婦人 記者との 性愛 關係を 描破した も 

ので ある。 

又 氏 は 夙に 評論家と して 知られ、 その 知友と 雖も敢 へて 假借 せぬ 侃 誇の 論 は、 一時 文壇 を 畏怖せ 


しむる 概. があった。 實に氏 は 峻厳で 思 ひ 切った 言 ひ 方 をす るが、 感情的に 議論 をす る やうな こと は 

なく、 どこまでも 純理で 押 詰めて 行く とい ふ 態度で ある。 

【作品】 

1 、 小說 

(長 篇) 火山の 下、 人生の 野火、 性格 破^者、 戀と 牢獄 

(短篇 集) 勞働者 誘拐、 或る 女の 犯罪、 惡魔、 赤い 矢 帆 

【文 <| 早】 氏 は その 銳ぃ 眼光で 人生の 急所 を睥 み、 深刻に これ を 解剖し 批判して 行く。 だから、 

その 文章 は 太い線で カ强く 描いて 行く ところに 特徴が ある。 けれども それ は 徒らに 粗雜 であるので 

はなく して、 その 鋭利な 眼光 はよ く 事象 を 照 破して、 之 を 荒削りに 描寫 して 行く 遒 勁な 筆致に は 寧 

ろ 壯烈な 趣 さ へ も ある。 

〔文例】 o 

或 朝であった。 私 はと ある 丘と 丘との 間 を 小さな 谷に 沿って 登って 行った。 谷と いったと ころで、 1 f- の 水 さ 

へない の だ。 

火山 性の 小さな 鳥に は、 事 .sa; 谷川ら し い 川な ど は何處 にもな い。 その上 曾て 三-原 山から 吐き W された 熔 おの 凝 
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結した もので、 一面に 埋められて ゐ るの だ。 だから 川床 は 鉛色 をした 凹凸の 多い 一 枚の 岩で W 來て ゐ る。 それが 

谷の 奥から 出口まで うねく と 折れ 曲 つて 綾いて &る の を 見る と、 何千 年 か 前に どろく に 熔けた 岩の 流れが、 

自然に 輝きながら 重々 しく 動いて ゐた事 を 思つ て、 私 は 今更の やうに 自然の 威力に うたれ な いわけに は 行かな か 

つた。 

^はそんな 事を考 へながら、 この 熔岩の 谷 を 別れて 小さな 峠に 出た。 それから 足 を 林の 方へ 向けて、 靑々 と 茂 

る 茂み を く^つ て 走る 凉し い 風 を 見つめた。 

見る と途を 隔てた 眼の 前に、 一 本 群を拔 いて 大きな 櫻の 老樹が いささか 傾いて 立って ゐる。 ^が 四 五 尺 許 も 掘 

リ 下げられて ゐ るので、 老樹の 根元の あたり は、 中 窪みに なった 赤土の 小さな 崖の やうな ものが 出 來てゐ る。 そ 

の 崖の 上へ 老樹 は、 島の 風雨に 曝された 骨 だらけの 脚 を 幾 本 か 無遠慮に つき出して、 大きく 路ん 張って ゐ るの だ。 

ふと、 私 は 根の 問に 赤土 み を 襲 ふば か リに懸 つて ゐる 大きな 蜘蛛の 巢を 見出した。 その 蜘蛛の 網 は 長さ 五 

六尺、 幅 三 四 尺 も あらう かと 思 はれる 程の 三角形に、 刹に 廣く 張られて ゐ るので ある。 網の 目に は 所々 に まだ さ 

、やかな 露の 玉が きらくと 美しい 珠を 貫いて 懸っ てゐ た。 

何とい ふ 驚く ほどの 巧 さで、 蜘蛛の 綱が 編み出されて ゐる ことか、 その 體の 中に ある 袋から 絞リ 出される 液體 

それ を 巧みに 足で 撚 W 合せて、 順々 に 規則正しく 辋を 編む の だ。 而も 一 張りの 辋を 編む のに 僅か 一滴の 原料が あ 

れ ばよ いの だ。 事 實糸を 紡ぎ 網 を 編み出す 點に 於て、 世界中で この 小さな 昆蟲の 脚下に さ へ 及び 得る ものが ある 

だら うか。 


私 はそんな 事を考 へながら、 一人 ぼつねんと、 蜘蛛の 辋を 眺めて ゐた。 

その 裡に私 は 一匹の 可な り 大きい 蜂が、 張り 渡された 網の 面 を 殆ど 掠める ばかりに 近く、 而も 甚だ 注意 深く 飛 

び 廻って ゐ るの を 見た。 最初 は 無論 何のた めに 飛び 廻つ てぬるの か 解らなかった。 唯 時には 怒る やうに 呻る やう 

に 高く 烈しく、 時には 嘆く やうに 悲しむ やうに 低く 細く、 羽音 を ひ^かせて 飛んで ゐる のが、 私の 注意 を 引いた。 

だが 間もなく 網の 眞 中に 近い 處に、 同じ やうな 一匹の 蜂が 捕虜に されて、 かすかに 喘いで ゐ るの を 見出した 時 

漸く 他の 一 匹が かう して 飛び 廻って ゐる 意味が わかった。 親し い 同族の 一 人が、 不覺 にも 敵の 罠に かかって 見す 

X- 絞め殺されて 行く の を 見て、 救 はう として 救へ ない 嘆きと、 貪婪な 歒に對 する 怒との ために、 狂 ほしいまで 

に 廻って は 身 を 振 はせ て 呻いて ゐ るの だ。 

網に か、 つた 蜂 は、 もう 抵抗すべき 凡ての 力 を 失ったら しく、 唯 時々 かすかな 足搔を 見せる だけ だ。 薄茶 色の 

羽根 は 二 枚と も 無殘に 折れ、 足 は ちぢみ、 體は 腹の 上へ 返して 弓な りに 曲って ゐる。 それ を彈 力の ある 無数の 細 

い 銀色の 網が、 四方八方から 執念く、 そして 手 落な く 幾重に も较 めつ けて ゐ るの だ。 

こ の あはれ な 捕虜が 時 あつ て 思 出した やうに 示す 力 弱 い 反抗 は、 もはや 唯 網の 面に かすかな 振動 を與 へ る だけ 

に 過ぎな い。 

その 時、 突然 大きな 蜘蛛が、 三角に 張り 渡した 網の 一角から 躍り 出て 來た。 踏ん張った 足から 足までの 差 渡し 

は ニ寸も あらう か。 喑ぃ 鼠色に 染 つた 大きな 蜘蛛 だ。 

「傷ついて 死なう として ゐる捕 慮 を、 これからい よ/., \ 喰 はう とする のか、 それとも、 もう 一匹 解 食 を 捕へ よう 
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とする のか」 私 ははつ として 蜘蛛 を a つめた。 無論、 飛び 廻って ゐた蟓 は、 慌てて 上へ 舞 ひ 上った。 そして 羽音 

を 一 暦 腹立たしげ に、 又 口惜しげ に ひ. -、 かせながら、 一 氣に 遠く 逃れ 去った。 だが、 蜘蛛 はどうした のか、 捕虜 

の 方 を 見向かう ともしない。 否、 却って 體を 向け直して、 今 自分が 躍り 出た 辋の 細い 一角 を 仰ぎながら きっと 身 

構へ てゐ る。 蜘蛛が 見上げて ゐる 一角 は 謂 は 1- 鋭角 三角形の 細い 頂點 だ。 その 細く^く 伸びた 先が、 櫻の 老樹の 

踏 張った 根に か 》 つて ゐる。 

蜘蛛 は 再び 徐々 に 預點へ 向って 歸リ 始めた。 而も 一 寸 進んで は 停リ、 又 進んで は 停り して、 極めて 用心深く 身 

構へ ながら つて 行く 樣子 は、 たしかに その 頂點の 彼方に 何物 かの 敵 を 窺 ふらしい。 私 は 興味に 驅られ て、 ふと 

頂點 2 彼方 を兑 入った。 

すると 果して ゐ た- 櫻の 太い 根の 下に 輕く つかまって、 一 匹の 左程 大きくない 蜥蜴が、 そのと ぼけた やうな、 

だが、 あまり 感じの よくない 首 をち ろ „( \ と 動かしながら、 一心に 蜘蛛 を 見て ゐる。 先刻まで 櫻の 根に 身 を 潜め 

てゐた 蜘蛛 は、 突然 この 蜥蜴の 襲孥 をう けて、 驚いて 網の 眞 中へ 飛び出し たものに 違 ひない。 

だが、 今や 蜘蛛 は 敵 を 小さ いと；^ てと つた か、 敢然と して 逆襲の ために 歸り つ、 ある のお。 

暫時の 閬、 用心深く 身 構へ て靜 かに 引返して 行った 蜘蛛 は、 やがて 機 を 見て 突然 網の 頂まで 躍 a 上った。 だが 

蜥蝎 がそれ を 待ち 構へ てばつ と 口 を 開く と、 蜘蛛 は 素早く 後へ 飛んだ。 そして、 义 一寸 構へ 返した かと 思 ふと、 

再び 敵に 躍リ か、 つて 又 退いた。 而も 一 且 退いて は 又 取って返して 躍り か  >- つて 又 退く の だ C 蜘蛛が 素早く 動く 

度に 細い 細い 網の 糸目 は 銀色に 掘へ た。 . 


その 間、 蜥蜴 は 櫻の 太い 极の 裏に 腹 を 返して つかま リ ながら、 ひよ いくと 輕く身 を か はせ て は、 大きく 口 を 

開けて 蜘蛛 を 襲 はう とする の だ。 だが 蜘蛛 は 極めて 素早く 退く ので、 容易に 捕へ る 事が 出來 ない。 そのため か、 

いさ >- か 焦り 氣昧 になった 蜥蜴 は、 網が 櫻の 根へ 結びつ いて ゐる ところまで、 何時の間にか 次， 第に 體を乘 り 出さ 

せて 來た。 
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前 田 河 廣 一郎 

【人】 氏 は 明治 廿 一 年仙臺 市に 生れ、 幼年時代から 伯父の 手許で 育てられ 縣立第 一 中學 校に 入 

つたが、 社 # 主義の 洗禮 をう けて 衝動的な 官學を 呪 ひ、 伯父の 意志に 反して 十七 才の時 上京し、 苦 

學 生の むさくる しい 生活に 沈湎 した。 

十九 才の春 德富蘆 花 氏に 拾 はれて アメリカへ 渡った。 そして 彼の地で は 皿 洗、 菓子屋、 職工、 百 

姓、 水夫、 其の 他 各種の 職業 を經 て、 三十 三才の 春 十三 年 目に 歸 朝した. - 歸朝後 は雜誌 「中外」 の 

編輯 や 「日本 讀 書界」 等に 關 係した ことがあ つたが、 大正 十 一年 「種 蒔く 人」 の 同人に 參 加し、 其 

の 後 「文 藝戰 線」 同人、 「前衛 座」 同人 を經 て、 昭和 二 年 六月 同志と 勞農藝 術 家 聯盟 を 組織した が、 

間もなく 該 聯盟の 分裂す る ゃ殘留 組の 頭目と して 活動 をした。 

そして 「三等 船客」 を 出世作と して、 「脫船 以後」 「赤い 馬車」 「熊さん の 死」 「犬 暴風雨 時代」 等 幾多 

の 作品 を 公に し、 プロレタリア 文 藝陣の 第一線に 立つ 作家と 見られて ゐる。 現に 「文 藝戰 線」 の问 


人で あるひ 

其の 親分 肌の 俠氣、 野性 的な 豪快 味 は、 由 來祌經 ^の 作家の 多い 中に あって 珍ら しい 程で ある。 

【作風】 氏 は ブル ジョァ 階級に 對 して 挑戰的 態度 を 取って ゐる 急進 淤 過激派の 作家と いはれ て 

ゐ るが、 實際 自己の 生活が 如何に 行き 詰っても、 露國 飢饉 民に は 率先して 金 を 送った の を 兌ても わ 

かる 如く、 本當 に眞劎 であ. る。 

然し、 同じ ブ n レタ リア 作家と E されて 居りながら 藤 森 氏 や 小川 氏と は 多少 趣 を 異にして ゐる。 

人間 を 理解し、 民衆 を 愛する 精神 は 同じに しても、 1 は 理想主義 的で あり、 一は 理想主義 的で な 

い。 氏は實 に現實 主義 的 色彩の 著しい 作家で ある。 これ は 一面から 見れば 氏の 藝 術の 强 味で あり、 

又 一 面から 見れば 弱味で も ある。 

氏 は 人生の 道を迎 るのに 馬車 馬 的で ある。 まっしぐらに 進んで 行く、. - 假令 如何なる 障^物が あら 

うと も それらの もの を 蹴散らして 進んで 行く。 この 點に 於て、 氏の 藝術は 力の 藝術 であり、 反抗の 

藝術 である。 そして 又ブロ レタ リア 作家と しての 長所 もこの 力に ある。 

氏の 取扱 ふ 人物 は 常に 放浪 的な 貧乏人で、 經濟 的に は 決して 惠 まれて ゐ ない。 こゝに 氏の 性格が 
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現れて ゐ るので あらう。 そして 之 等の 人々 は 皆 反抗 精神の 所有者で ある。 

筲て 上司 氏 は、 プロレタリア 作家 は 環境 を 描く ことに 優れて ゐて、 人間 を 描く ことに 劣って ゐる 

と 批評して、 ゐ たが、 この 評語 は 大體に 於て 當 つて ゐ ると 思 ふ。 前 田 河 氏の 場合で も 確に さう であ 

る。 環境 や 筌 氣 がしつ こいまでに 描かれて ゐる に反して、 人間が 割合に 簡單に かたづけられて ゐる 

憾みが ある。 勿論 「赤い 馬車」 あたりに は 比較的よ く 描かれて はゐ るが。 

又、 氏の 作品 は 智的耍 素の 多い もので、 その 點 智識 階級 的 色彩が 強いが、 思想 も あり、 それ を 表 

現し 藝術 化して ゆく 確かな 技巧 も ある。 氏 は 自ら、 「同じ 社 # 主義 的 作物で あっても、 讀 者に 讀 まれ 

る 種類の 作物で なければ ならない。 それ は單 純な 社會 主義 童話であって はならない。 就中、 それ は 

先 づ藝術 品で ある ことが 必要 だ。 この 決心から、 私 は 自分の 知って ゐる 限りの 外國 語の 知識 ゃ荚 

語、 日本語の 知識 を 動員して、 語彙 を豐 富に する 努力 をした。 こんな こと を 云 ふの もす こし 氣 障な 

話 だが、 三等 船客と して あの 船で 日本へ アメリカから 歸る 船路に、 私 は 尨大な 漢和 大 辭典 を 一冊、 

めぼしい 字句 や 面白い 文字 を、 每日ハ ン モッタの 上で 筆記して 歸 つたの だ。 横濱 へつ く 時、 ちゃう 

ど 字典 1 1 が 不要に なって、 私 は それ を 海へ 沈めた。 これ は 一例で あるが、 文擧の 技術的 方面に 對 


する 私の 苦心 は、 蓋し 本能 的であった」。 と 述べて ゐる 如く、 只なる イデ ォロギ ー のみに あらす し 

て、 氏の 作品 は 立派な 藝術的 芳香が 漂って ゐる。 

然し、 氏の 思想 的 立場 は 可成 混亂 して ゐる やうに 思 はれる。 時と すると、 彼は單 なる 神經 質な 反 

抗者 ではない かと 思 はせ る ことがある。 さう かと 思 ふと 又 一 種直覺 的に はっきりした プ II レタ リア 

の 理論の 把持 を 見せて、 人 を 驚かす ことがある。 と、 次に はまた 自分の はかない ヒロイズム を滿足 

させて ぃ&氣 持に なって ゐる やうな ところ も ある 如く、 矛盾が ある けれども、 彼が 太く 生きて ゐる 

の は 又 そこに あると も 云 へ る。 

尙、 現在で は社會 民主 々 義 的な 傾向 を 持 つやう になった とい はれて ゐる。 

【作品】 

一、 (小 說、) 三等 船客、 赤い 馬車、 大 暴風雨 時代、 脅威、 麵飽、 支那、 十 年間、 

二、 (戯曲、) 登場人物、 默禱、 栴 へられた 男、 クレオ ハトラ、 群集、 

三、 (隨 筆、) 惡荬と 風景、 

〔文章】 その 文章 は 如何にも 大陸 的で ある。 こせく-して ゐ ない。 思った こと を 端的に カ强く 
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ぐんく 害く。 そこに は 野性 的な 豪快 味が ある。 

【文例】 0 

それから 暴風雨の H が續 いた。 

空と 云 はず、 水と 云 はず、 茫漠 とした、 まつ， 日い 濃霧の 中 を、 船 は 刻み足で、 一寸 ニ寸 と、 足場 を 探 "ながら 

進む やうに 思 はれた。 けし かける や-つな 風 は、 汚い 煙突の 堙を、 みるく 白 濠々 の 世界へ、 檻摟暦 をち ぎって 擲 

きつける やうに 飛ばして 行った。 マス 卜 ゃ拄ゃ 欄干 は、 髮を挥 られる 女の やうな 悲鳴 を あげて 身を徺 めた。 あら 

ゆる 垂直した 立體は 大自然の 暴力に 依って、 みすく 懕 搾され て 縮められて しま ふやう に 見えた。 ビ ー に a の 山 

の やうな 互濤 は、 甲板の 數尺 上まで 盛り 上って、 船腹に 裂かれる ごとに、 冷た ぃ殘 忍な 音で 甲板 を 罵りながら、 

細か ぃガ ラ ス 屑の やうな 飛沫 を、 船 一 面に 浴びせた。 波の 落ち 窪んだ 個所に、 風の 工合で 飛沫が 薄らぐ と、 千 丈 

の甍の 傾き か、 つた やうな 海の 腹に 亂射 する 雨の 脚が^い ぼ ど はっきりと 見えた。 空 は 低く、 壁の やうに 水面に 

垂れて、 そ S 上 を：^ 物の 影の やうな 雲が、 豫想 外の 速度で けし 飛んで 行った。 永遠の 黄昏が 迫った やうに、 船室 

は 柿の 赏 ほどの 電燈 がと もって ゐる 外、 深い 闇のう ちに 沒 してし まった。 夜と も晝 間と も、 日が 幾日 經 つたと も 

わからぬ やうな、 恐ろしい 時間の 停止が、 船室に 蟠 つた。 

誰 一 人外へ 出る 者がない。 地下室の やうな 三等 船室に は、 すべ て を 忘れる 爲 めの 賭博が、 一 圑の 男女 を 集めて 

ゐる。 四 五十の 人影が、 まん 中の 六 七 人の 博徒 を 取 園んで、 ひたく と 重り 合 ふ。 卓の 上の 電登 は、 醜い、 頭の 


S きな^ 需の やうな 彼等の 影 を、 食卓から 末の 上へ、 そこから また ベッドの ある 周 園にまで、 うつす りと 投げ出 

して、 それが ぼやけた 邊に は、 .m い 齒を剝 いた 女 や、 馬の やうに 鼻孔 を 大きく した 男 や、 蜥蜴の やうな 手 を ひろ 

げた 子供の 姿な どが、 朦朧と 見える。 

銀貨の 音が する。 何やら 銳ぃ、 細い 萆で 賭け 合 ふ 蘆が 聞え る。 皙く沈 默が績 く。 すると、 芝居の 幕 切の 刹那の 

やうな 雑音が、 E を 潜めて 見て ゐた 群集から 湧く。 その都度、 い、 加減に 损 をした 者が 群集の 巾から 卟き 出され 

る やうに、 一 人 二人 汗 を 拭きながら、 外へ 出て 來る。 夢中に なって 札 を 引いて ゐる^ 人の 袖 を、 曳 留める 額の 拔 

け 上った 婦も ある。 俯向いて 煙草 を 吸 ひながら 險の ある 眼 付で 他人の 動作ば かり 視てゐ る 親 も ある。 傍觀者 は、 

OI 分 建の 胃 險心を 他人の §產 で 購ふ爲 めに、 殘 忍な ほど 批判力 を 磨ぎす まして、 敗け た 者の 射倖心 を 煽り、 勝つ 

た 者の 名 譽心を 唆す。 醉漢 がわめ き 立てて 卓の 金 を搔き 廻す。 ベ ンチ が仆れ る。. 群集が 割れる と、 立ち あがった、 

博徒の 一 人が、 醉漢 を揆り 飛ばす。 船客が 十^二十重に そこ を 取り 卷く。 地獄の やうな 騷ー 昔が 鎮まって 人が 散 

る。 再び 深い 沈默 のうちに 弗が 幽かに 鳴リ 韻く。 外に は、 暴風雨が 海の 底の 底から 攪 禅して 澎湃 たる 叛逆の 手 

を あげて、 鐵と 木材と に 隱れた 卑怯な 生物に 挑み かかって ゐる。 

「そんなに 追蚯 けち や いけませんよ！」 

金切聲 が、 二三 度 高く 船室に 響いた。 十 三番の 女の 聲 であった。 群集 は 首 を 傾げて 彼女の 方を視 いた。 

「もう、 これつ きり。」 

尖り を帶 びた 男の 聲が、 切り捨てる やうに 彼女 を拂 ひのけた。 學 生であった。 彼 は 今までの しゃつ きリ した 姿 
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態 を 掠奪され てし まった やうに、 カラ I も ネクタイ も 着けずに、 髯の生 ひ 伸びた 額 を、 卓の 前へ あら はして、 何 

も 見えぬ やうな 眼 付で、 自分の 手元へ 配られる 力 ー ドを みつめて ゐ た。 女 は 彼のす ぐ 側に 掛けて ゐた。 

「二 弗、 行った。」 胡麻 鹽 頭の 老人が、 ぢ みちな 手 付で、 銀貨 を 二 枚 場へ 置いた。 

「二 弗 受けて、 もう 五 弗」。 紀州 訛の 男 は 意味 ありげ に學 生の 顔 を 偸み 見ながら 金齒 を嚙ん だ。 

r ぢゃ、 こ つ ち は 七 弗で 見よう かい。」 僩 目の 男 は放膽 的に 十 弗 紙幣 を 場 へ 投げて、 三 弗の 銀貨 を 手元 へ 引 込めた。 

「目腐れ 博奕った ァこ のこったよ。 俺 は 恰度に して、 もう 十三 弗、 二十 弗で 見よう か。 一 赭ら顏 の 男が、 狡猾 さう 

に 眼で 笑って、 紅い 二十 弗 紙幣 を 出した。 

「とうせ 博奕 だ。 よかろ、 二十 弗で 開く。」 胡麻 鹽 頭の 老人が 手先の 銀貨 を 勘定し 始める と、 親に なって ゐた 手の 

甲に 牡丹の 文身の ある 男が、 突飛ば す やうに その 男 を 遮って、 

「君 は、 落ちたん か い、 それとも 賭ける のか？」 と 彼 は 三角な 眼 を學生 へ 向けて 早口に 訊ぬ た。 學生 は、 この 二 

三日 二十 弗、 三十 弗と 敗け 續 けて、 今 は。 ホケットに は 幾何 も殘 つて ゐな かった。 だが、 彼の 手 礼 は 彼 を 誘惑し 

た。 彼 は 急いで 場面 を 一 目の 下に 取り入れた。 ひょっとすると 紀州 訛の 男の 三枚 績 きの 一 つが ダイヤの ス. ホット 

なら、 四 揃になる が、 その他の 者 は 別に 恐るべき ほどの 手で もない。 と 彼 は 咄嗟の 間に 考 へた。 しかし それ はこ 

の 多人数の 勝負に はあり 得ない こ， V だ。 賭博に さう 餒驗の 多くない 彼の 心に は、 今まで 失った 彼是 三百 弗 近くの 

金が、 必ずい つか 歸 つて 來る もの、 と 云 ふ 妄信が 絕 えず 働いて 居た。 賭博の 最弱點 たる 所有 慾 を 以て、 彼 は 賭け 

た。 所有 慾 は 彼の 眼 を 鈍らして ゐ たこと を 彼 は 知らなかった。  —— 三等 船客 —— 


【人】 明治 一 ー+ 五 年 一 月、 東京 府南葛 飾 郡に 生れた。 

七 歳の 時、 父の 鄕里廣 島 縣壬生 町に 歸り、 中 學校を 卒業す るまで 同地に あった。 明治 四十 四 年廣 

島縣立 第一 中 學校を 卒業後 早稻田 大學に 入り、 大正 四 年 その 英文科 を 卒業した。 そして 同年 十二月 

廣島 騎兵 第五 聯隊に 入營 し、 大正 七 年 十 一 月 迄 滿三ケ 年 を 一 兵卒と して 服役した。 

八 年 十二月 「新 小說」 に 書いた 「ある 境涯」 は、 長い 軍隊生活 後の 力作であった。 その後、 「女 を 

めぐる 父子」 「初年兵 江 木の 死」 「或 兵卒の 記錄」 「極みな き 破局」 等を發 表して 好評 を 博した。 

やがて 昭和 二 年 十一月、 分裂 直後の 勞農藝 術 聯盟に 加入し + 日に 及んで ゐる。 現に 「文 藝戰 線」 

の 同人で ある。 

氏 は 又 評論に も 筆 をと り、 「ドスト h フ スキ ー の 人生 觀」 r ブ 口 レタ リア 文 舉宣傳 者に 與ふ」 「一 一つの 

傾向」 「無產 階級の 藝術 について 平 林 初之輔 君に」 等が ある。 
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こ、 に 特に 一 言して 置きたい こと は、 朝日 新聞に 連載し a つ 刊行した r 眞理の 春」 について^ あ 

る。 この 作 は、 暴露 小說 として 一新 生面 を展 いた ものと して 赘否 交々 あつたに しても、 とにかく 一 

般讀 書界に 一大 セン セ イシ ョ シを棬 起した こと は、 世人の 記憶に 新な ことで あらう。 

又 、「愛人」 も かなり 好評 を 博した 作品で ある。 

【作風】 氏 は 大正 一 一年 「早 稻田 文學」 に 「泥 焰」 を發 表して 以來、 自然主義 傳統の 作家と して 

文壇に デビ ュ ー した。 初期 幾多の 作品の 中で も、 「ある 境涯」 「女 をめ ぐる 父子」 「初年兵 江 木の 死」 「惱 

める 破婚 者」 等 は 評判の 良かった もので あらう。 

その 當 時の 氏の 作風 は、 先 づスケ ー ルが 大きい とい ふ點 にかな りな 特徴が あった やうで ある。 日 

記の 引延しに 等しい やうな 小說、 日常生活の 一事 件 を その ま、 再現した やうな 小說 にあき て ゐたそ 

の當 時の 文壇に とって は、 氏の 作品 は 確かに 大 仕掛であった、 規模が 大きかった。 その 題 村 は 殆ど 

異常 事であった。 所謂 小說 になり さうな ものば かりであった。 又、 氏 は 人間の 愛慾 生活に ついて 

も、 かなり 深い 觀察眼 を 持って ゐた。 そして、 ー體に その 頃の 氏の 心 持に は、 何物 を も 許す とい ふ 

寛大な 氣 持が 働いて ゐた。 どんな もの， に對 しても、 どんな 事件に 對 しても、 總てを 許さう とする 寬 


大な 態度が あった。 ぎち、 「初年兵 江 木の 死」 の 主人公 江 木 は、 實に 純朴で あり、 正直で ある 一個の 

好人物で ある。 彼 は 全く アル トル イズムの 犠牲者と なって 死んで 行った。 彼 は 正しく 人道の 權 化で 

, あった。 「極みな き 破局」 の 叔父 も、 一切 を 許す とい ふ 寛大な 大様な 心の 持主であった。 「女 をめ ぐる 

父子」 の 中の 勉吉 にも、 その 心 持 は 現 はれて ゐた。 

氏の 心境 はかくの 如き 人道主義 的现想 化から、 次第に 利己と 利他との 爭鬪 へ： ^移って 行った。 ァ 

ル トル イズムと ィ ン デビ ヂュ ァ リズムとの 爭 闘が 益々 色 濃く 表現され て 行った。 長 篇小說 「3 の 下 

に」 は强 慾、 虚僞、 淫蕩、 あらゆる 惡德の 結晶た る 一老 富豪と、 その子なる 若き E 人の 俤 ある、 心 

肉 旺盛の ー靑 年と が、 女 をめ ぐって 相爭ふ 事實を 中心として、 混沌た ゐ 現代 生活の 相 を 描き、 心理 

の 深刻、 場景の 多彩、 加 ふるに、 そこに は 雄大なる 理想主義 を 高く 掲げて ゐる。 

かくて、 昭和 二 年 十一月、 勞農藝 術 家 聯盟に 入った 頃からの 氏の 作風に は、 プ D レタ リア 作家と 

しての 氏 を 見る ことが 出来る。 嘗て、 氏 はこん な こと を 肯 つて ゐる。 

「現實 の 尊重 —— 僕が 小說を 書く 時の 大きな 關 心事 はこれ だ。 或る 現 實の發 生す る 社.^ 機構、 それ 

の 成熟す る社會 過程、 それ を 極めなければ 藝 術の 眞は 見出せな くな つてし まった。 とい ふよりも 一 

現代 作家の 人 及 作風  11 一七 九 


現代 作家の 人 及 作風  三 八 〇 

つの 生きた 題材 を 本當に 生きた ま&に 表現す るに は II これが 常に 新しい 藝 術の 美 だ II その 題材 

の 食 ひ 入って ゐる、 最後の 基點を 見の がして はならない の だ。 ブル ジ ユア リズム は あれほど 人生の 

眞を言 ひながら、 そのく せ 社き 機構の 上に 人な の眞を 見得なかった 所に うそが あつたの だ。 生活の 

眞理も 生存の 理想 も、 この 現實を 今一度 新しく 見直さない 作家に は 遂に わかりつ こない の だ。 從っ 

て それらの 作家に 眞 と美 はあり 得ない の だ。 

天分の 問題 は 別と して、 作家 は 現實を 究めて 組織的な 方法 を 立てる ことが 必耍 だ。 題材に 對 する 

調 杏、 それ を 本當に 生かしき る 研究 的 用意、 今後の 作家 は 何よりも スタディ ー の 人で なければ なら 

ない。 勤勉な 人で なければ ならない。 

しかし 現實 は記錄 ではない。 僕な ど 或る 作 口 g にか、 る爲 に、 それに 必要な 記錄、 材料 を收 集して 

綿密に 研究す る ことがある。 だが、 作品の 醱酵は 材料の 集積に よって 生じる もので はない。 例へば 

A 勞 働举議 を 書く 爲に、 その 豐 富な 材料 を 集める と共に、 僕 自身が A 爭議の 一端で も 自分の 眼で 見 

てゐ なければ ならない。 材料 も 大切 だが、 たと へ 一端 を 見ても、 見た ことによって 心 を 打ち 藝術的 

醱酵を 起す ことの 方が、 どんなに 大切 だか 知れない。 今後の 藝術 のよ さは、 心ば かりの 作家に は 映 


ら ない。 心と 共に 身體、 さう だ、 身體 から 動いて 行かなければ。 僕 は それ を 信じ、 又 さう しつ、 あ 

る。」 と。 

以て、 氏の 最近の 刽作 態度 —— どうし て 何 を 描く か —— を 察知す る こ とが 出来る と 思 ふ。 

「愛人」 は、 嚴 正な リアリズムの 立場に 於て、 現實の 諸相 を 飽迄も 調査 的に、 正確に 把持しながら、 

終始一貫 眞實な 問題に ふれて 行く。 純潔で 聰明で、 十分に 眼覺 めた 女性と して、 自分の 魂の 自由の 

爲に は、 最愛の 戀人を さへ 捨てよう とする 女 主人公 志 摩 子と、 その 異母 妹で、 熱烈な 反抗 兒 たる 時 

枝と 此のよ き 意味の モダン • ガ I ル とも 云 ふべき 一 一女 性に 配す るに、 不義の 戀に 苦しむ 人妻 令 子 を 

以てし、 三人 三樣の 深刻な 戀愛苦 を 描きつ.^、 而も その 間に、 來 るべき 社會 組織に 對 する 女性の 職 

能 を 暗示して、 一面 新しい 社 會小說 の 面目 を備 へて ゐる。 さう して、 氏 は どの 人物 を も 無慘に ふり 

捨てる やうな こと はしない。 どれ 程 酷い 人生 行路の 困難と 迫害が 襲って 來 ようと も、 それぐ の 人 

物 を それ/ ^の 境遇で、 生き返らせ 立ち返らせて、 而も その 多く は社會 生活 上に 新しい 目的 を目覺 

まさせて ゐる。 

【作品】 
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一、 小說 (長 篇) 極みな き 破局、 nl の 下に、 惱 める 破 婚者、 或る 兵卒の 錄、 眞理の 春、 愛人、 黄色い 窓。 

(短篇^) 母の 零落、 a 旋、 逆 生、 火 地を發 く、 執 愛の n、 同胞、 或 砲手の 死。 

〔文章】 氏の 文^ は 雄渾で あると いはれ てゐ るが、 實に 華やかで、 生彩 を帶 びて ゐ ると いはう 

i  0 

力 

【作例】 C 

その後 幾：：：： かの 問に、 避暑客が 袷ん ど 引き上げ てし まふと、 濱 はまた もとの 淋し い 漁村に 返った。 海の 上から、 

はや 初秋ら しい、 底 冷たい 風が わたって 來た。 もとより 時 枝 も 東京へ 歸 つたので、 志 摩 子 は 讀書ゃ もの 思 ひに 疲 

よし V- 

れ ると、 ひとりで よく 渚 を ぶら- ^と步 きに 出た。 あれほど 賑 はった 海水浴場 も、 韋效 張りの 店 を みんな 疊んで 

しまったの. で、 跡 かた もな く、 もとの 砂濱 になって しまった。 その上に 漁師が 廣々 と 地 ^網 を ひろげ、 あちら こ 

ちらで 悠々 と綣 つてん た。 砂丘に 立つ と、 長い 渚を緣 どる やうに、 どこまでも 單 調に 白い 波の 一線が 續く ばかり、 

海に はもう 一 人と して 游 いで ゐる人 は 見えなかった。 靜 かに 靜 かに 寂 びれ ゆく 秋の 景色だった。 

「今 ffi: 東京で は、 時 枝と 日 高が： ：。」 と、 彼女 は 度々 それ を、 思 ひ 出さないでも なかった。 殊に かう して 隔れて 

ゐ ると、 二人の 會 つて ゐる姿 などが、 絵の やうに 判然と 思 ひ 描かれ もした。 しかし、 彼女 は 自分が 歸 京した 場合 

に、 きっと 綵り 返される、 姉妹の あさましい^ 闕を想 ふと、 容易に 歸る氣 に はなれなかった。 もっと 日 高 を 信じ、 

同時に 自分 を 信じて、 落ちついて ゐ やうと 努めた。 が、 その 1 面、 いくら 落ちつかう としても、 自分 も歸京 しな 


い 限リ、 やはり 心の底が、 絕 えず 騷 いで ゐる やうな 不安 を 感じる のだった。 

淋しくな つた 海 村 を、 あてもなく ひとり 步 きながら、 志 摩 子の 心 も へんに 淋しかった。 痛く 魂 を 傷 けられた {0 

分が、 ひとりぼっちで 州の 果てに、 取り 殘 された やうな 氣 がした。 

束 海の 小 岛 が 磯の 白砂に 

われ 泣き濡れて 蟹と 戲る 

彼女 は 自然に、 そんな 啄木の 歌 を 思 ひ 出した。 自分の 今の 身の上が、 この 通り だと 思った。 亡き母 を 思 ひ 出し 

て も、 この場合 それ はいくら も、 彼女 を 慰めて はくれ なかった。 

「柳 田さん。 一と、 波の音に 交って、 後の方から、 自分 を 呼びかけて ゐる聲 がした と 思った。 彼女 は振リ か へった。 

片手に 持った 三脚 を ちょっと 上げて、 呼びと めて ゐ るの は 確かに 紺 野だった。 钳野は 遠くから、 白地に 深 草色の 

模樣の ある 彼女の 帶 に見覺 えがあった。 志 摩 子 もちよつ と、 日傘 を さしあげて 合圜 しながら、 兩 方から 步き 寄つ 

た o 

「 いつお 歸 りに なりました の。 先日 はお 、ノ ガキを 有難う 存じます」 

彼女 は 何だか 人懐かし 氣な 挨拶 をした。 

「さっき 歸っ. たばかりです。 停車場 前の 宿屋に、 友達が ゐる ものです からね、 あちらで 描いて 來 たもの を、 せ 

たりなん かして。」 

大柄な 钳 野の 動作 は、 どこか 樂々 と 快 潤だった。 彼 はや >- 低い、 響きの い、、 音樂 的な 聲で： ： この 萆は 他人 
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も 好み、 ま た 彼 自身 も 好んで ゐ たが ： ： ゆつ くり 言 つた。 その 口調に は、 や さしく 人 を 魅す る もの が 常に あつ た。 

「あちらで 御 力作 出來 まして！ 私お ハガキ を 頂いて から、 お 歸りを 待って ましたの よ。」 と、 いっか 一緒に 步き 

出して ゐた or お ハガ キ隨分 結構な ス ケ ツチで したわ。 あんな 簡單 な筆觸 に、 よく あちらの 海の 光線が うか へま 

したわ。」 

「いや ァ、 どうも：：。 まだ あちら も 暑く つて、 本腰 ぢゃ 仕事 も出來 なかつ たんです。 やっぱり 遊ん じ まひ まし 

たよ。 ハツ ハツ ハ： ：。」 

钳野は 他愛なく 笑った。 志 摩 子 は 彼の さう いふ 風格が 好きだった。 彼 は 今の 畫 境で、 謂 はぐ 在野 的に 勢力の あ 

る、 春洋 會に屬 して ゐ たが、 年の 若い に 似ず、 洋 畫會】 方の 重鎭 だった。 中學 から 日 高の 友達で、 夏になる と！！； 

高の 別莊 へ、 海水浴 旁々 繪を 描きに 來た。 そんな ことから、 志 摩 子と も 知った の. だが、 彼女 はへんな 感情で なし 

に 彼 を 好いて ゐた。 彼と 話して ゐ ると 大層 樂な氣 持に なれて、 ちっとも 氣が 置け なかった。 美學を 專攻 して ゐる 

彼女が、 何でも 牛 分 言へば、 彼 はすぐ 了解して くれた。 彼の 前で は、 どんな 事で も 言へ る やうな 自由 さで、 全く 

精神的な. K 達と いふ 感じだった。 彼 は 日 高の 別莊を 根城に して、 犬 吠 岬の 方へ、 描きに 行って 歸 つたの だった。 


【人】 明治 二十 g: 年 六月、 東京 巿芝區 の 池 田家に 生れ、 後 埼玉縣 川 越 町 細 田 丑太郞 氏の 養子と 

なった。 小 舉校敎 育 は 川 越 町で うけ、 後 東京で 丁稚奉公 をして ゐ たが、 その 頃の 自身 を、 氏 は 自ら 

次の やうに 語って ゐる。 

「十三の 春に 小 舉校を 出た 私 は、 家で 商 賣の方 を手傳 はされ る ことにな り、 その 時分の 小さな 級友 

達が 揃って 中 學へ通 ふの を傍觀 しなければ ならなかった。 彼等 は 日  一 R と 悧巧に なり、 その 反對 に、 

私 は 日 一日 彼等から 取り 殘 される 悲しみと いふ もの を 初めて 味 はされ た。 その 中、 十五の 春 を迎へ 

ると すぐ 私は柬 京へ 丁稚奉公に 出る ことにな り、 五六 十 入の 店員の 間で、 まだ 骨の 固らない ち 、びの 

くせに、 大人 並の 荷物 を曳 つばらなければ ならな か つた。」 と。 

その後、 

「1: 十. 一年 文舉者 を 志望す。 八月、 脚氣 重く、 それ を 機會に 歸鄕" 父に 强耍 して 商店より 暇 を 取 
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る。 少年 期の 憂欝に 陷る。 鄕 家の 二階に て專 念獨擧 する こと 半歲。 年末 上京して 急に 繪畫の 方面に 

志望 を變 へ、 太平洋 畫 會を訪 ふ。 金に 窮 して 忽ち 歸鄕。 

四十 二 年 一月 上京。 同鄕 人に て 小石 川 老松 町に 下宿 業を營 める 者 を 手 頼りて、 半年 間 下男と 下女 

と を かね 勞 苦す。 三 木 露 風 を 知る。 六月 末、 米國 人なる 某 宣教師の 家に 書生の 約朿 にて 住み込みた 

れど、 下男 同様に 扱 ふを慨 して 去る。 年の 暮、 得る ところな く 歸鄕。 爾來 一年 餘獨り 二階に 籠居 讀 

書す。」 と。 

かくて、 大正 四 年早稻 田大擧 英文科 を 卒業後、 春陽 堂に 人り 「新 小說」 及び 「中央 文學」 を 編輯 

したり、 或は 「文 藝 行動」 を 主宰した こと も ある U 

氏ハ 作家と しての 活動 は、 大正 七 年 十月 「早 稻田 文學」 に發 表した 「空 骸」 に 始まる。 以後 「叫 

び」 「遁れ た 女」 「死 を 恃んで ゆく 女」 「ある 出奔」 「避くべからざる 場合」 「喪心」 「ある 求婚者」 「彼の 失 

策」 等、 健實な 作品 を 次々 に發 表して、 新進作家 として 認められた。 

そして 彼 自身、 長篇 「大 都」 を 出した 頃から 意識的 社會 主義に 轉向 する やうに なった。」 「前に は 

人間 生活の 虚偽 を 露いて 滿 足した もの だ。 併し 今 は その 不合理 を 突かなければ ならぬ。」 といって ゐ 


る 如く、 昭和 二 年、 分裂 直後の 勞農藝 術 聯盟に 入り 現在に 至った。 現に 「文 藝戰 線」 の 同人で ある。 

氏 は實に 潔癖す ぎる 程 潔癖な 人で あると いふ。 奥 村 五十嵐 は、 嘗て、 

「先生の 潔癖 性 は、 先生の 文字の 上に 於ても よくう かに はれます。 先生 は 原稿の 下書 をな さらす 書 

き 放しです が 書き直したり、 揷 入したり、 消したり された 箇所 は 極めて 少ぃ。 けれど 書き 損じ は 可な 

り澤山 出る 様です。 その 書き 損じ を、 先生 は 決して 丸めたり、 破ったり して、 机の下 だと か、 塵 か 

ごだと かに 捨てる やうな こと はされ ません。 きちんと 保存して あります。 いっか 私 は、 その 書き 損 

じの 裏 を 使 ふために、 比較的 文字の 少く 書いて ある 様な もの を 選りた した ことがあり ますが、 題 は 

忘れ ましたが、 何とかい ふ 創作の 書き出しの 一枚ば かりで 四十 幾牧 かの 書き 損じ を 見た ことがあり 

ます。 その 中の 多く は、 題と 名前 ば^り 書いた のが 最も 多く、 その 次に は 本文の 一 行 を 書いた もの 

が 多かった やうに 記憶し ます。 これな ど は 先生の 潔癖 性 を 物語る い 上 賞 例 だら うと 思 ひます。」 と述 

ベて ゐた。 

【作風】 氏 は 華やかな 作家で はない。 何れ かとい へば 地味な 作家で ある。 ばつと しない 作家で 

は あるが、 其 處に氏 は 大きた 强味を も つて ゐる。 氏 は 性格 的に さうな つ てゐ るら しい。 物 を 見たり、 
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考へ たりす るに も、 氏 は 自己の 心 を 落 付けて、 いやさう いふよりも、 寧ろ 抑へ つけて 置いて と 言つ 

た 方が よい 位に 靜觀 的で ある。 

そして 又、 氏 は 多作 家で なく 寡作 家に 屬 する 者. である。 一作 一作 を 非常に 注意して 生む 作冢 であ 

る。 決して 無 自覺な 生み 方 はしない。 從 つて 其處に 生れる もの は、 何れも 常に 完成品で ある、 粗製 

濫造の もの はない。 臆病 だと 思 はれる 位默々 として 創作に 專 念して 行く 所 は、 ジャ ー ナ リス ティ ッ 

クな 文壇に 於て、 こ k に藝 術の 殿堂に 未だ 敬虔なる 使徒 ありの 思 ひ を 抱かせる 彼であった。 

處女作 「さ 骸」 に は、 隨分喑 い 空氣が 描かれて ゐる、 醜惡な 人生の 一 面が 展開され てゐ る。 而も 

作者 は聖 なる もの、 美なる もの を 求めて ゐる。 そこに 生きた 新しい 生命が 流れて ゐる。 そして 又、 

それ は 如何にも 綿密な、 すき 間の ない デリカ シ ー を 持って ゐる。 ー體、 デ リカシ ー とい ふ 事 は、 氏 

の 全 作品に 通す る 一 つの 大きな 特色で ある。 「空 骸」 以後の 作者 は、 此の デリカ シ ー が 益よ 綿密の 度 

を增 してきて ゐる。 

その 傑作、 長 篇小說 r 大都」 は、 都會 生活の 一大 斷 面の 描寫 である。 大正 八 丸 年度に 於け る 株式 

市場の 大混亂 を 背景に、 營 利に 狂奔す る 市人の 生活の 種々 相 を 刻 明に 描いて ゐる。 資本主義の 高潮 


に乘 つて 一 攫 萬 金の 功 を 成す 大 商人、 其の 重壓の 下に 生きる 塵よりも 菜敢な き慵 人の 生^ を 描き、 

勝利者の 豪華と 失敗 者の 窮愁 と、 ひとへ に 黄金 をめ ぐる 必死の 鬪爭を 描き、 これに 織りな すに 愛慾 

の 惱みを 以てして、 現代 社會の 動脈と もい ふべき 都會 生活の 一大 斷 面の 精 刻なる 描寫 に、 作者の 社 

會 批評と 人生 批評と を 托し てゐ る。 

又、 「罪に 立つ」 は 作者が 二 年間の 心血 を 注いだ 力作で、 それ は 作者の 半生の 經 歷を材 とした 自敍 

傳 的小說 であると いへ る。 明治 末期の、 後期 自然主義 時代の デカ タン 的 風潮 を 北 n 景と した、 若き 日 

の亂 舞の 姿 を 赤裸々 に 描いて ゐる。 その 描 寫は飽 迄 も 精到、 その 觀照は 飽迄も 愼密、 そして、 之 を 

貫く 作者の 精神 は、 飽迄も 敬虔で 且つ 嚴肅 である。 

ともあれ、 氏の 作品 は、 必す 最後 迄讀 ませす に は 置かない 一種の 魔力 を もって ゐる。 

【作品】 

1 、 小說 (長 篇) 存生、 大都、 喑ぃ 結婚、 陰謀、 こ K ろ さけぶ、 罪に 立つ 等 

(短篇 築) 死 を恃む 女、 はたち 前、 未 亡 <:、 本心、 巷路 過程。 

【文章】 細 田 源吉氏 ほど 文萆 上の 苦心 をす る もの は、 今の 作家 中で は、 加 藤 武雄氏 か 藤 森成吉 
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氏 位の もので あらう とい はれる 程に、 彼 は 文章に 苦心 をす る。 その 苦心 は 如何に 美しく 描かん かと 

する ので はなく、 如何に すれば 一一 一一 n 葉 をより 經濟 的に、 而も 有效に 感じ を 表 はし 得る かとい ふ點 にあ 

る。 宜 なる 哉、 氏の 作品 は、 一 作 は 一 作 毎に 簡潔な 直截な 文章に なつ て 行く。 

只 物 足らな く 思 はれる の は、 今少し？ i ひとい はう か、 一種の 味 は ひとで もい はう か、 さう した も 

のが 欲しい やうな 氣も する。 

【作例】 〇 

仕事 を 終 へ か  >- つて ゐる おさ わさん は、 なんとなく 心が 種吉 にない やうな 答へ 方 をした。 奧へ 行ったり して ゐ 

る SS- こ、 3 さわ さし は H: の 中  一 二度 矢ノ 倉から 來る おたかさん のこと で 頭 を 占められて しまった。 以前 彼女の 上 

で 上^中 をして ゐ たおた かさん を、 若 主人が 矢ノ 倉の 方に 園った の は、 二 年 ほど 前だった。 邸へ 來る 時のお たか 

さん は、 見る から 金目の 持物で 身體 を飾リ 立て、 ゐた。 その 顷 では、 以前 朋輩だった こと なぞ を、 素振りに も 見 

せな いやう S 權柄 なを さまり 方で、 女中た ちに もろく に 話 をし なかつ た。 おさ わさん は羡 まし さで 一杯な だけに、 

一層 僧々 しく  S つた。 二つ 三つ 年上で 二十 四 五になる おたか さんの、 それほど でもない II 徽を、 自分に 引き くら 

ベて みて、 

「あんなで お 妾なん て：：」 


と いった やうな 冷笑で、 や つ と 自分 を 宥める やうな こと さ へあった。 此 の 頃 若 主人の 足が 五日に 一 度 そこ，/ \ 

しか 矢ノ倉 へ 向か なくなつ たこと を、 彼女 は ある 腹癒せの 氣 持で 見て ゐた ところへ、 若 主人の 歸リ がお そくなる 

につれ、 間違 ひなく 矢ノ倉 だと 思 ふと、 ひどく 妬け るので あった。 

妾に なんて、 なリ たくない つ 金で 縛られて、 それ もい つ 倦 きられる かしれ ない もの を、 おたか さんの やうに 權 

柄な 額で 人前に 出られる もンぢ やない。 おたかさん なんか、 心から 愛し 合った 同志の 心 持なん て 知り もしないで 

：: なぞと 考 へながら、 おさ わさん は種吉 との 戀を、 現在 金 持の 圍ひ 者で、 思 ひの ま 、にされ てゐ たおた かさん 

の 心 持に 思 ひくら ベて、 自八刀 をず つと 高い ところへ 引き上げて 見た。 が、 氣の 優し さ だけが 取 柄と いってい  >- や 

うな 種吉 では、 彼女の 心 持も滿 たされなかった。 金に 糸目 をつ けない やうな、 好きな 自由な 生活 をして ゐる おた 

かさんの 境遇に は、 なんと 云っても 地味 1 方で 画しつ けられて ゐる 女中の 心 を、 わけもなく 牵 きつける 力が あつ 

た。 けれども：！： じ 朋輩の 中から さう いふ 境遇に 人った ものが あると いふ 事實 が、 なにかにつけて 女の 心持ち を 唆 

るので あった。 

： ： 種 どん は 年から も 夫婦に なれない つて こと は、 初めから わかって ゐる、 と 彼女 は考 へた。 種 どんが 承知の 上 

でお たかさん の やうな 境遇 を 自分に 許して くれる と 一層い 、のに。 そんな こと をと リ とめな くお さわさん は 追 ひ 

つぐけ てゐ た。 

午後に 髮を 洗って ざっと 束ねた 上女中のお けいどん が、 足 を 曲げて 横 坐りに なった 傍で は、 下女中の おまつ ど 

ん たち は 前屈みに なった 身體 のせ ゐで、 後乇の 目立った 髮を ぐっと 突出して、 てんでに 小さい 喰 物 を 口へ 運びな 
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がら o 

「およし どんって、 きれいな の、 そんなに？」 

とお まつ どん は 四 谷の 方に ある 大 主人の 別邸の 女中た ち の^を 持ち出して ゐた。 

「さうよ」 とおけ いどん が 云った。  . • . 

「御 別邸の 七 人ば かりの 女中さん の 中で 一 番 きれいな 女よ。 十八です とさ。 女中 頭のお ちえさん は 三十 そこ-,^ 

で、 1 生もう 獨 身で迗 る さうな の。 あの 女 もい、 縹緻 なのに、 どうして そんな 考へ になった のか しら。 あ ンまリ 

襟 緻の い、 女 も あれこれって 氣迷 ひがして、 とぐ の つまり 損する のか も 知れな いわ：： おさ わさんなん かも その 

組の 方よ」 

一 知らな いわ：：」 

と、 おさ わさん はろ くく 耳に も 入れないで、 た^ バッを 合 はせ るた めに 云った。 大 主人の 別邸の 方へ は、 時 

々用事で 出かける 上から も、 噂され て ゐる 女中た ちと は 勿論よ く 知り合って ゐ たが、 傍で 話して ゐる 朋輩の 仲間 

へ 入る 氣 もなか つ た。 

あの 時に もっと 若、 王 人の 傍に ゐ たら、 どんな ことにな つた かわからない、 と 思 ふやうな 場合が、 彼女に 二三 度 

あった。 おたか さんが 圍 はれた 後で、 女中 頭に なった 彼女 は、 若 主人のお 附 きを かねる にと になって、 當然 引き 

受 くべき 若 主人の 掛り は、 おけい どんの 方に 任せられて しまった。 おたかさん のこと があった 早々 では さうな る 

わけに 違 ひなかった やうな もの 、、 邪推から も 彼女 は それが 若 夫人の つまらな いとり 越し 苦勞 だと 思 ひ 做して ゐ 


た。 ぉ附 きを 違 へたと ころで、 もし こ つちに その 意志 さ へ あれば. - どうなる か 知れない もの をと 思った のであった, 

「若旦那 さま は、 なに かに 目 を かけて ゐ てくだ さる —— あの 機會 は、 自分で も 承知して ゐて思 ひきって さうな つ 

たんだ。 でもお たかさん つても のがあって —— o それ だって また どうに でもなる」 

ふ つと そこまで 思 ひ 返して 来て、 おさ わさん は 傍に ゐる 朋輩た ち を 見た。 

種吉 は、 柱のと ころに 凭れて 向う の 影の 方に 坐って ゐる 新米の 小 僭に、 二度め の 菓子 を 抓みと つて やった。 晝 

間 激しく 身體を 使った 種吉 は、 まるでぐ つたり しながら、 若 主人の 歸 りの 早い こと を、 肚の內 で 念じて ゐた 。無 

理を して 泊 番に來 た こと だの、 晝間 働きながら もこれ からどう して 逢 ふやう にしよう か なぞと 考 へた こと だの 

を、 早くお さわさん に 話した いと、 もどかし がつ てゐ た。 泊番 がな くな リ逢 ふため の 金で もなかったら、 二人の 

戀 はこの ま、 果敢な いものに なって しま ふの だら うか、 なぞと かなしく なった。 

「月のう ち 一 度で も 外で 逢 へれば い  >- けれど、 それ だつ てお さわさん の 方の 都合 も あるし： ：」 

そんな こと を 彼 は 一 人で くよくよと 思 ひ つ ぐ けて ゐ た。 

若 主人の 俥が 玄關 に曳き 込まれた の は、 十二時 前後だった。 玄關に は 若い 夫人 を はじめに、 女屮 たちから 種吉 

やば あやまで 押し合 ふやう に 坐って、 疊の 上に 手 をつ いて ゐた。 ぉ附 のけい どんが、 帽子 だの 外套 だの を 中腰 を 

して 受け取る と 急いで 次の間の 方へ 持って 這 入った。  ——大 都 I 
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片岡鐵 兵  .  - 

【人】 明治 二十 七 年 二月、 岡 山 縣苫田 郡に 生れた。 

津 山中 舉在擧 中より 「文章 世界」 「秀才 文壇」 等の 投書家であった。 

大正 元年 同中學 卒業後、 第 六 高等 學校 を受驗 したが、 體格 では ねられて 自殺 を 企てた とい ふ。 そ 

れ から 應慶 大舉佛 文科 豫 科に 入 擧 したが、 出席 日數 不足の ために 落第し、 あまつ さへ 學資 を絕 たれ 

たので 歸國 した。 そして 代用 敎員 をした が、 僅か 三ケ R: で やめ、 それより 大阪に 行き、 五 年 春 再び 

上京して 明治 大學、 日本 大擧 等に 轉々 した。 

大年七 年に は 再び 歸國 して、 岡 山の 山陽 新報に 社會部 記者と して 入社して より、 大阪 朝日、 大阪 

時事 等に 三年ば かり は 新聞記者 生活 をし、 その 間に 處女作 「舌」 を脫 稿し、 大正^ 年度 三度 上京 後 

は 創作に 專 念した。 

そして、 大正 十三 年 横 光利 一 、 中河與 一 氏 等と 词人雜 誌 「文 藝畤 代」 を 創刊し、 「悲しい 男」 「幽霊 


船」 等を發 表して、 脫 兎の 如く 新 感覺派 を 提唱し、 謌々 の 議論 を 以て 旣 成文 壇に 挑戰 した。 で、 訇 

作 集 「にがい 話」 を始 として 「睡蓮」 「薔薇の 戯れ」 「網め 上の 少女」 等 を 出版した。 

かくの 如く、 新感覺 派文舉 運動の 先頭に 立って 活躍した 彼 は、 昭和 三年 三 巧 突如 舊勞 農黨に 入黨ー 

前 衞藝術 家 同盟に 加盟し、 「前衛」 の 同人と なった。 やがて、 該 同盟が プ" レタ リア 藝術 聯盟と 八"： i: 

し、 全日 本 無 產者藝 術 聯盟 を 結成す る や、 r 戰旗」 の 同人と して プ n レタ、 ァ文 藝陣の 最前線に 立つ 

て 「生ける 人物」 「綾里 村 快 擧錄」 「死に 切れす」 「あんな^  - こんな 男」 等を發 表、 今や 押し も 押され 

もせね プ n レタ リア 文 藝陣第 一 流の 作家と して 活躍して ゐる。 

【作 「舌」 の 一 篇に 認められ 「女の 背ろ 姿」 を 賞揚され た當 時の 氏 は、 多少の ぺ ー ゾ スはぁ 

つたに せよ、 如何にも 物堅い 筆致で 描いて ゐた。 後で 新感覺 派な ど を 提唱し ようとい ふ 氣分は 夢に 

も氣づ かない 位であった。 處が、 横 光利 一氏の 、「沿道の 小驛を 小石の 如く 默 殺した」 の 一例 を 以て、 

旣成 文壇に 挑戰 したの も 彼であった。 更に 新 感覺派 を體系 的に 議論 づけよう とし、 一 つの 主義と し 

ての 形 を 成さう と 努力した の も 彼であった。 要するに、 氏 は 「文藝 時代」 の 旗色 を 最も 明瞭に した 

人で あり、 それだけに 「文藝 時代」 のために は 華々 しく、 而も 苦闘した 戰士 であった。 
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氏の 作品に は、 近代的な 明るい ュ I モアが ある。 そして 文脈が 爽やかで ある。 彼 は 主として 何^ 

かの 異常な、 或は 鋭い 感覺を 表現す る ことに 興味の 焦點を 置いて、 巧妙な 說 話術 を 驅 使し っ&、 

く 物語 を まとめる 作家で ある。 ところで、 さう いふ 感覺は どんな 意味 かで 或る 程度 迄 際立つ 本質 を 

もって ゐ るが、 素晴らしく 讀者を 魅了す るに 足る だけの 意味がない。 それ は、 さう した 感覺の 背景 

となって ゐ るべき 諸々 の 人間性に、 氏の 留意が 餘り 達して ゐ ないし、 又、 深い 思想 的 背景が 生かさ 

れてゐ ない こと も 確かに その 一 因で あらう。 

尙、 氏 は 稀に 見る 聰明な 頭腦の 持主で あるが、 此の 聰明 は 氏 をして やがて 苦い リアリスト たらし 

めた。 嘗て 「文藝春秋」 に 出た 「女の 背ろ 姿」 と 「苦い 話」 との ニ篇を 見る とき、 そこに は 醜い 喑 

い 世界 をも默 つて 見て ゐる 彼を發 見す るで あらう。 苦い 笑 ひが その ロ邊に 漂って ゐる。 そこに リア 

リ ス ト としての 氏 を 見る ことが 出来る。 

かくして、 彼 は 昭和 三年 頃 を 境と して プロレタリア 文藝に 方向 轉換 をした。 そして 今や プ n レタ 

リア 文 藝陣の 第 一 線に 立って、 ブル ジ ュ アジ I 社會 機構の 欺瞞に 對 して、 側面より 皮肉で 明快な 頭 

腦を もって、 なしく づ しに 暴露して 行かう として ゐる。 


長 篇小說 「女性 讃」 に は、 美しき 映畫 女優の 戀愛 苦行が 刻 明に 描かれて ゐる。 數奇な 運命の 翻^ 

の 中に、 つぶさに 社 會苦を 味 ひながら、 いかに 彼女が その 戀 と共に 尖鋭なる プ 。レタ リア • イデ ォ 

n ギ ー を戰ひ 取った か。 一人の 女性の 社 會的眼 覺めを 描いて、 その 背景に 現代の 世相 を活寫 して ゐ 

る 0  . 

【作品】 

一、 (小說 集) 苦い 話、 睡述、 辋の t の 少女、 蔷 凝の 戯れ、 生ける 入 形、 太刀打ち 合 ふ、 步 きつ V ける 男、 彼女 

等と 語る 時、 綾里 村 快 舉錄、 女性 讚 

一 、 (感想 集) モダン ガ I ルの 研究 

〔文章】 「文藝 時代」 の 領袖であった 彼の 文章 は， 云 ふまで もな く感覺 的な 匂 ひがす る。 彼 は 「文 

藝 時代」 の 中で も 殊に 技 巧 的な 作家 であった。 或 る 異常な 鋭 い 感覺を 表現す る こ とに 焦 點を馐 い て 、 

技巧的な 說 話術 を驅使 しつ ゝ實 にうまく 物語 を まとめて ゆく 作家で ある。 

「作例】 o 

もはや 春 だ。 春の、 まぶし い 日曜日。 
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。フラットと。 フラット をつな ぐ 地下道 は、 電車の 乘降客 で 一 杯だった。 無数の 足音 は、 E 大なコ ンクリ —トの 管 

の 中で 反響した。 あられの 音が 郭 大した やうな 音。 春で ある。 群集 は、 外 か、 i\ 持って 來た光 を、 この 柔 かな 影の 

世界に 點々 と 落して 行つ た。 

一 つの プラット へ 登る 階段 口まで 來て、 瀨木 は、 おや、 と 立 止まった。 

上から 瀧の やうに 降りて くる 群集の 波の 中から、 一 つの 見 おぼえの ある 顦を 見付け出した からだ。 そ の 額 もま 

た。 瀨 木の 方へ 驚きの 眼 を 投げながら、 3M つす ぐ 近寄って 來た。 

「マ ァ、 お 珍ら しい、 瀨 木さん、 瀨 木さん でせ う？」 

彼女 は、 昂奮した 花びらの やうに 立 止まった。 まさしく それ は、 幾年 振リ かで 逢 ふ 彼の 初 戀の女 -I 梨 枝 子と 

いふ 女だった。 

瀨木は 微笑した、 激しい 感動 をお さへ ながら。 

「僕です。 十 年 —— いや、 十五 年ぶりで すかな。 どうして 居ます？」 

さう いひながら、 瀨木は 素早く 相手の 仝 體に觀 察の 眼 を 走らせた II 羽織、 着物、 指環 ——- この 三十 女 はそん 

なに 不幸で もな ささう だ、 と 結論して、 彼 は 再び 微笑した 眼 を、 梨 枝 子の 餌の 上に 持って行った。 

「お 住 ひ、 どちら？」 

「中 野に をり ますの ゥ 貴女 は？」 

一 僕 — こんな 所に 勤めて るんで すが、 今 居る 所 は、 矢張り 下宿です よ」 と 名剌を だした。 


「興信所です のね 11 さう、 いづれ お 電話し ます わね。 妾 も、 主人が 亡くな リ ましてね。 あら、 何から お話して 

好い のか、 見赏 がっきません わ」 と 彼女 は 笑った。 

「御主人が 亡くなられ たのです か、 それ は：：」 

それ はもち ろん 好 い 事で な いのは 決って ゐ るから、 瀨木は 眉 を ひそめて 見せる 必耍を 感じた。 

「あなた、 奧 さん は？ 」 

「そんな もの、 ありま せんよ」 

「どうです か、 まァ、 さう として 置き ませう  妾ね、 唯今：：」 

そこで 彼女 は氣 忙し さう に、 今ね る 家の 地理 を說 明し はじめた。 

「ま、 兎に角、 千 〇 九 番地 を 忘れなければ 探し あてられ るで せう」 

郊外の 地理 を喑 記す るの は大變 なので、 瀬 木 は 彼女の 說明を さ へ ぎった。 

ーぢ やね、 妾から 社へ お 電話し ます わ。 お直しく つて？」 

「え、、 きっとで すよ、 待って ゐ ますから」 と 瀨木は 熱意 を こめて いった。  • 

「ぢ ゃァ、 ね、 いづれ」 

1 ぢ ゃァ」 

そして 二人 は、 何 か 物足リ なさ さうな 眼 を 見 交 はして、 別々 の 群集の 中へ 別れて 行った C 

「ふむ。 彼女 は、 もう 三十す ぎた 女盛リ なんだ な。 そして 未亡人 —— 」 
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そこまで 考 へた 時 春の 日に 屋根 を 光らせた 電車が、 m 々しく。 フラット へ 入って 來た。 

電車の 中 も 大變な 混雑だった。 彼 は、 身動き もなら ぬ ほど、 人々 の 肩に 押されながら 吊 革に ぶらさがって ゐた。 

「彼女 は 健在だった！」 

ふと つぶやいた。 そして これ は、 うらら かな 日曜日に ふさ はしい 發 見だった。 いっか 電車 は 明るい 濠 端の 景色 

を、 窓ガラスの 上に 走らせて ゐた。 すると、 彼の 胸が 少しば かり、 若々 しい 感傷で 痛み 始めた。 

なぜなら、 梨 枝 子 は、 十五 年 前の 彼の 戀人 だった、 昔 十八 歳の 少女、 そして 今日、 突然 三十 歳の 彼女 を 見た の 

だ —— 

いや、 それば かりで はない、 電車 は、 櫻 並木の 花の、 トンネル をく^って ゐる。 この 次の 驛に、 瀨 木の 新しい 

戀 人が、 待って ゐる はずであった。 

瀨 木の 新しい 戀 人が、 省線 牛 込驛の 入口で 彼 を 待って ゐる II 

斷髮 で、 洋装で、 春の モダン • ガ —ル は、 停車場の かげに、 桃色の ブ ル ゥズ の 胸 を ふくらませながら、 眉 根に 

は、 微かな 皺 を 寄せて ゐた。 明かに、 彼女 は、 いらくして ゐ るの だ。 約束の 時 問 は、 とくに 過ぎて ゐる。 

彼女 は、 あの 繁本 興信所の、 若い タイピストであった。 

どうして、 こんな 事に なった のか？ 彼女 は、 かう して 彼 を 待合 はせ ながら、 それ を考 へた。 だが、 そんな 事 

を考 へる の は、 無駄だった。 およそ、 こんな 無意味な、 待ち 合 はせ に過ぎない。 戀愛？ そんな 意味 は、 みぢ 

んも 持たない の だ。 では 何故？ 理由 は簡單 だった。 今、 彼女の 近くに ゐる 男性の 中で は、 兎に角 瀨 木が 一番 ゥ 


ィ ットも あり、 手應 へ も ある 男性で ある やうに 想 はれる からに 他なら な い。 

彼女に は、 女の 友達よりも、 男の 友達の 方が 與味 があって 一 層 望ましかった。 彼女 はいつ も、 男の 散步 友達 を 

必要と する 女だった。 そして 彼女 は、 友達と は、 お 互に 面白く 遊ぶ ための 生きた 相手 だ、 とい ふ 考へを 持つ 女 だ 

つた。 

瀨 木が 彼女の この種の 友情 を戀愛 だと 解釋 しょうが しま いが、 それ は 彼の 勝手であった。 瀨 木は瀨 木の 領分で、 

自由 勝手に 考 へたり、 振舞った リ したら 宜しから うし、 彼女 は 彼女の 領分で、 瀨木を 利用したら 好い。 彼女に と 

つて、 瀨 木との 交涉 は、 それ以上の もので も それ 以下の もので もなかった。 

さて、 彼女 は瀨木 を、 どうい ふ 風に 利用すべき であらう か？ 

—— 生ける 人形- 


現代 作家の 人 及 作風  四 01 


現代 作家の 人 及 作風  四 0 二 

中 村 武羅夫 

【人】 氏 は 明治 十九 年 十月 北海道 岩 見澤に 生れた。 別に これと いふ 學歷 はない、 小學 校が 最初 

で 最後で ある。  • 

明治 卅九年 「文章 世界」 の 創刊 當 時から、 小 學校敎 員の 傍ら 熱心な 投書家 讀書 家であった。 四十 

二 年、 二十 三 歳の 時 上京して、 小 栗 風 lr 眞山 青果 氏 等の 關 係から 新潮 社に 入り、 「新潮」 の 記者と 

なり、 又 小 栗 風 葉に 師事して 長 篇小說 に 筆 を 磨き、 作家と して 「新潮」 から 賫り 出した 人で、 今や 

同誌の 主筆と し て 今日に 及んで ゐる。 

大正 十二 年 突如 長篇 「人生」 を發 表し、 以来 「渦潮」、 「群盲」、 「女人 群像」 「女王」 「怪人」 「地 靈」 等 

を績々 發 表して 一 躍 大家に 列した。 

尙 創作と 相 待って 評論 壇に 進出して、 當るを 幸 ひに 斬り まくり、 文壇の 大久保 彥左衞 門の 名 さへ 

得た。 大正 十四 年 以來は 文 藝雜誌 「不同 調」 を 主宰して その 地盤 は 益々 堅 岡に、 常に 菊地寬 氏と 對 


杭の 勢 をと つて ゐる。 

【作風】 氏 は 終始一貫、 名 編輯 者と して 生活 はして きたが、 その 間 小 栗 風 葉に 師事して 長篇の 

筆 を 磨き、 長いく 雌伏の 後に 目覺 しい 雄飛 をした。 

小擧校 だけの 學慼に 消沈せ す、 よく 文壇 諸 大家に 伍して ひけ 目 を 見せぬ 武者振り、 創作 は 勿論、 

文藝 批評、 時事 評論、 さて は 映畫、 演劇に、 或は 音樂 に、 將又 婦人問題 にあら ゆ 分野に 亘 つて 得意 

の 犀利な メス を 振って ゐる。 

その 小說は 線が 飽迄 太く、 その 構想 は 寧ろ 粗雑と 思 はれる までに 大きな スケ ー ルを 擁して， 遮 二 

無 一 一に 描破して 行く 筆力 は覇 氣に滿 ちた 氏の 人格 を まざく と 反映して ゐる。 

そして、 現代の 作家 中、 「小說 は 人生の 地理 歷史 なり」。 とい ふ 標語 を 最も 完全に 裏 づけて ゐ るの は、 

菊地寬 氏と 中 村 武羅夫 氏の 作品で あらう と 言 はれて ゐる ほど、 最も 健全な 通俗 小說 作家で ある。 

最近の 力作 「地 靈」 は、 若き 男女の 群像 を 描いて 兩性 問題の 备 方面に ふれて ゐ るが、 それ は 現代 

の 最も 健全な 道德に 仕へ てゐる 作と して、 一 つの 強力な 敎化カ を 持って ゐる。 

【作品】 
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一 、 小說 

(畏篇 ) 人生、 渦 潮、 W 肓、 女人 群像、 女王、 怪人、 處女、 地靈、 蒼白き 薔薇、 靑春、 靑春^ 想 g、 獣 入、 

戀愛 行進曲、 美貌、 靜 かなる 曙、 夜の 潮、 綠 S 春、 

二、 (評論、) 誰 だ 花園 を 荒す も 5 は、 文壇 隨筆、 

【文章】 「氏の 特色 は 何よりも 描寫の 平明な 事 だ。 氣 取った 言 ひ 廻し や、 凝った 言葉 づ かひな ど 

は 些ともし ないで、 常に 話す やうに *T く。 だから 何人が 讀ん でも わかる。 これが 大衆 を 相手の 作品 

として どんなに 强味 であるか は い ふまで もなから う。 

描寫カ は 非常に 旺盛で、 角力なら ば つに 組んだ 態度で、 堂々 とその 筋 を 運んで ゆき、 しっかり 

と 讀者を 捕 へて 放さない。」 

と 加 藤武雄 氏が 評して ゐる 如く、 氏の 筆 はすべ て 虚飾 を 厭 ふ 氏の 風格に 能く 似て ゐる C 眞實 その 

もの を寫 すと いった やうな 飾り 氣 のない 文章で ある。 浮つ、 )」 りの ない 文で ある。 

自己の 主觀を 正直に —— ま はり 道 をし ないで 正面から 表す。 眞實、 正直、 一本調子、 それが 讀者 

を 魅了す る ものである。 


又、 いは f 骨つ ぼい 強味の ある、 讀 んで嗨 みしめ た 味の ある やうな 點も、 確かに 氏の 文の もつ 特 

色で ある。 

【文例】 o 

二百十日 前の 恐ろし い 暴風雨が、 三日 も つづ いた 後だった。 

一夜 明ける と、 風 も 雨 もけ 1,0 リと 止んで、 再び 眞 夏の 械 暑が ぶり 返した やうな、 はげしい 暑さだった。 嵐が つ 

ぐいて ゐた 間中 氣？， ！ 低く、 羽織が 欲しい くら ゐ だった のが、 浴衣 一枚で も、 じとくと 汗ばんで 來る。 

風 は、 まるで 死んだ やう。 木の葉 1 つ そよ がない。 磨ぎ 澄ました 綱鐵の やうな 荒々 し い 色 をした 空から は、 苛 

ら ？（ したやうな 日光が、 かつと 照りつ けて ゐ る。 

庭の 鷄頭 や、 鳳仙花 や、 むくく と 肥え そだった コスモスの、 水々 した 葉 や、 細い 莖 など、 たつぶ り 水分 を 吸 

敉 して ゐ たのが、 急に、 はげしい 日光の 直射 を 受けて、 くった リと 萎れて ゐた。 

禮子 は、 晝 食後、 緣 側の 籐椅子に 凭って、 うとくと 眠氣を 催して ゐた。 一 ヶ月 近 くもつぐ いた 避暑地 生活が、 

やがて 終り を 告げて、 二三 日中に は、 もう 歸ら なければ ならない ことにた つて ゐた。 

一 宮 川さん c」 

ひっそりした 邊リ に、 何 か 人の 氣 配が したと 思ったら、 醴子 は、 偶と 自分の 姓 を 呼ばれて、 はっとして 目を醒 

ました = 
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「え  」 

禮子 は、 目 を 見張る と、 慌て  >- 返事 をした。 

眠る つも リ はなく、 眠った とも 思 はない のに、 いつの 間に か、 眠って ゐ たのに ちが ひなかった。 

根 倉さん、 坂 本さん、 吉 田さん —— 華美な ス ー プゃハ ー フ n 1 トを 纏つ て、 ゴムの ダ イビ ング 型の 帽子 を 被つ 

て、 目が 醒める やうに 華やかな 海水 姿の 三人のお 友達が、 庭に 立って 鱧 子の 方 を 見て、 くす く 笑って ゐた。 

「いつの 問に、 入らした の？ ちっとも 知らなかった。」 

は CA 

禮子 は、 恥舍む やうに、 額 を裉ら める と、 徵 笑した。 

「庭木戸から、 入って 來 たの。 よく 眠って ゐ らした と 見えて、 いくらお 呼びしても、 お 氣が附 かなかった わ」。 

坂 本さん は、 眼が くるく として、 可愛らしい 鼻と 顎と を 持った、 小柄な お嬢さんだった。 美しい とい ふので 

はない が、 愛 くるしく、 誰からで も 親しまれる 魅力が あった。 

三人のお 友達 は、 觼子 を、 海. 水浴に 誘 ひに 寄った のであった。 女學校 時代から、 ずっと 仲好く  、てゐ たお 友達 

だった。 

このほかに、 田 村さん、 山 本さん、 石 井さん の 三人 を 加へ て、 美しい 點 でも、 仲の 善い 點 でも、 七 人 組と 言 は 

れて、 ずゐ ぶん^! なから 評判され たリ、 羡 まし がられた 仲だった。 

でも、 卒業して 間もなく、 石 井さん と 山 本さん の 二人 は、 結婚して しまったし、 田 村さん は、 お 父-つさん が官 

吏だった ので、 半年ば かり 前に、 札幌 から 東京へ、 轉任 になって しまった。 


女學生 時代に、 どんな 仲の い 、お 友達で も、 それが、 いつまで つぐく か は、 當て にならなかった。 女 は、 結娇 

してし まへば、 瑗 境が 違 ふし、 學 校と いふ 生活の 圜 ひの 中で は、 同じ ことで あっても、 學校を 卒業して、 家庭に 

歸れ ば、 家庭の 事情 や、 境遇で、 いつの 間に か 別々 になって しま ふ。 

だが 四 人 だけ は、 家庭の 境遇 も 似通うて ゐ たし、 それに 少 しづ >- は 離れて ゐて も、 大體に 札幌を 中心に して、 

汽車で 一時間 か、 二 時 問と はか、 ら ない 位置な ので、 お 互に 往來 をしたり、 面 を 合 はせ る 機會が 多かった。 

だから、 女學生 時代の 交情が、 今でも 變ら ずに つぐいて ゐ るので あった。 

「海に 行つ て も 泳げる かしら。」 

嵐が 止んで、 こんない、 夭氣 になった のに、 それでも、 まだ、 荒れ狂った 波の 餘勢 が鎭 まらない のか、 それと 

も、 遠い く 沖の 方が、 荒れて ゐる のか、 どう/ \ と 岸 を 打つ 波の 一昔が、 遙 かに 地 ひぐ きをして 閡 えて. Q た。 

これで は、 海に 行っても、 泳げる かどう か 分らなかった し、 それに 蹬子 は、 海に 行く のが、 今日は 何だか 氣が 

す、 まなかった。 このま、 くったり と 籐椅子に 凭れて、 うと^^と 居眠りで もして ゐた いやうな、 懶ぃ氣 持ち だ 

つ た。 

「大丈夫よ。 皆な 泳ぎに 出かけて 行った わ。」 

「今日 泳げば、 これで 今年の 海水浴 も、 おしま ひか も 知れない わ。 アト 泳げる 日が あるか どうか、 分らな いぢ や 

ない の。」 

板 倉さん と 古田さん とが、 熱心に す X めた。 
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一-さう ね、 今日は、. もう 八月 二十 五日 だから：：」 

八月の 下旬に なって、 こんな 暑い 日が あるの は 北海道で は 珍ら しい ことだった 。今日は 氣 まぐれに、 こんなに 

暑くても、 明日 は 急に、 また 肌寒い やうな 陽氣 に變ら ない と は、 限らない ので ある。 

それに、 二三 日 すれば、 この 海岸から 引き上げなければ ならない。 さう すれば、 泳ぎたい と 思っても、 泳ぐ こ 

とが 出來 なくなる の だ。 

罎子 は、 少しく らゐは 波が 荒くたって、 今年の 海水浴の 名残に、 皆な と 一緒に 泳いで 置かう と 思った。 —— 斯 

うして 三人が、 わざく 誘 ひに 寄って くれたの ではない か！ 

r ぢゃ、 ちょっと 待って x ね。 直ぐに 支度 をして 來 るから。」  ， 

禮 子が 奧に 入つ て 行く と、 入れ 代りに 召使が、 冷やした 紅茶に レ モ ンを 浮かした コ ップを 三つ、 銀 盆に の せて 

持って 來 ると、 ；ー 一人に す \ めた。 

三人 は、 緣侧に 腰掛けて、 賑やかに お 喋べ り をしながら、 冷たい 紅茶 を 御馳走に なった。 

. I 新 女性 線 II 


〔人】 明治 三十 一年、 大分 縣 宇佐 郡に 生れた。 初めて 小學 校に 入った の は 大津巿 大^小 舉 校で 

あった。 父 は 測量技師であった ため、 父の 任地に 從ひ轉 々と 小擧 校を變 へた。 三重 縣上 野中 學を卒 

業 後、 早稻 田大學 文科に 入擧 し、 一 旦 中途 退 學し、 後 再び 入擧 した。 

大正 士 一年 一 月、 「文藝春秋」 同人と なり、 同年 五月 「日輪」 を 「新 小說」 に、 「蠅」 を 「文藝春秋」 

に發 表して 名聲を 得た。 

大正 十三 年 十月に は、 「文 |» 時代」 なる 月刊 雜誌を 創刊して、 同人 十七 名、 「新 感覺 派」 としての 文 

舉 運動 を 始めた。 かくして、 「無禮 な 街」 「慄 へる 薔薇」 「街へ 出る トンネル」 r 舂は 馬車に 乘 つて」 等 幾 

多の 感覺的 作品 を 公表して 愈々 好評 を 博した。 昭和 二 年 四月 「文藝 時代」 を 解散し、 同年 五月 「手 

帖」 を 同人 二十 人と 共に 創刊、 これ も 同年 十一 3 に は廢刊 した。 

最近の 彼 は、 從來の 藝術觀 を 改めて、 最左翼 プロレタリア 派に 參 加して ゐる U 
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又 人と しての 彼に ついては 氏の 幼な 友達の 藤森淳 三 氏が 次の やうに 言って ゐる。 

「&光 は 頑固な 田舍者 だ" 彼の 作品に は 都 # 的な ものが 隨分 あるら しいが、 彼の 本質 は 都 # 的 であ 

るよりも、 K 舍的 なの だ。 田舍 者の 彼 だから こそ T 新感覺 派」 の將 となり 得た の だ。 …… 彼 は 文字 

通り 不撓不屈、 臥 薪 甞膽の 十 年 を 描寫々 々と 言 ひ 明かし 考へ暮 した。 その 意志の 强 さは 鐵 よりも 堅 

く、 ぢり/ \ と 押して 行った その 强情 我慢 さは、 頑固な 田舍 者でなくて どうして なし 得よう。 そし 

て わが 横 光利 一 は 描寫に 一 つ の 新な もの を 作り出した ので ある。」 と。 

【作風】 彼の 行詰^る 自然主義 文擧 は、 武者 小路 一 派の 所謂 「人道 派」 の 作家 達に よって、 暗 

黑 より 光明へ、 消極より 積極へ と轉換 された。 「人道 派」 の 人々 は、 表現より 內容 へ、 描寫 より 生活 

へ、 如何に 表 はすべき かより、 何 を寫し 出すべき かへ 多くの 考慮 を拂 つた。 彼等 は あまりに 內容的 

にす ぎた。 その 弊 は 「新 浪漫主義」、 「新 理知 主義.」 の 作家に よって 救 はれた。 彼等 は 文章の 推敲 練 

磨 を 重視した。 卽ち 形式 を 重んじた。 

扨て この 方面 を 更に 延長して、 文章の 技巧、 曲折 工夫に よって、 更に 新しい 現實 美の 幻 境 を 表出 

しょうと したの が、 横 光利 一 一派の 所謂 「新 感覺 派」 の 運動であった。 


その 作風 は 先 づ科學 的で あり、 從 つて 都會的 である ことで ある。 取材の 範圍 性質から 言っても、 

都會 でなければ 都會 生活の 延長と も 言 ふべき 病院、 避暑地、 宮殿、 花園と いふ 風の ものが 多い。 さ 

うして 今までの リアリズムの 作品に 比べて、 どこか 新し. S 科 擧の匂 ひが 感じられる。 古い 日本的な 

生活 氣 分から 解放され た 自由 さ、 明るさ、 輕快さ = I さう いふ 一 つの 特徴 も、 やはり 科學的 都會的 

であると ころから 生じる。 實際氏 等の 作品 は、 それが 都 會に取 村した もので なくても、 自ら 明るく 

輕 快で、 所謂 心境 小說の やうに 古風 を帶 びて ゐ ない ので ある。 

それから その 作品 は、 その 題 村 方面、 テ ー マの 展開な ど、 卽 ちその 內容 美に ついては、 殆ど 云 ふ 

に 足りる もので はない し、 勿論 そこに は 宗教 的 乃至 道德 的の 匂 もない し、 寧ろ 讀 後の 印象 は 稀薄な 

ものであるが、 然し、 氏の 特色 は、 最も 著しい 特色 は その 表現に ある。 感覺 的な 描寫 にある。 從來 

の リアリズムの 描寫 が、 これに 比べる と 著しく 平面 的で あり， 說明 的で あるのに 反して 氏の 描寫は 

立體 的で ある。 その、 一見 奇を街 ふと も、 無 暴と も 見える やうな 形容 を 以て 句 を 成し 節 をな し、 さ 

うして 一 つの 文章 を 形作って ゐる。 そこに は複 雜なォ ー ゲスト ラの やうな 美が 感ぜられる。 又 何 か 

しらふつ くらと、 或は 柔 かく、 又けば/ \- しく 五 覺に訴 へる 香味 を もって ゐる。 
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【作品】 

一、 (小 說) 日輪、 蠅、 無禝な 街、 街へ 出る トンネル、 表現 派の 役者、 圜、 朦朧と した 風、 街の 底、 ナ。 ホ レオン 

と 田蟲、 笑った 皇后、 御身、 風 ほと 銀行、 足と 正義、 掃 溜の 疑問、 

【文章】 彼の 主張 は內容 よりも 表現の 美し さに 於て 藝術 品の 完成 を 期す る ものであるから、 技 

巧、 曲折、 工夫に 於て、 その 文章 は 非常に 洗練され てゐ る。 

感覺 的な 香味の 放散 こそ は、 この 「感覺 派」 の もつ 詩的 情味の 豐 かさ を 語る ものであるが、 それ 

は 彼の， 「新 浪漫派」 の 作よりも、 遙 かに 豐 富な 近代的 感覺を 見せて ゐる。 そこに は、 動的な 現實相 

を 立體 的に 寫し 出さう とする 强ぃ慾 求と， 混沌 幻妖な 現代文明に 對 する 肯定、 嘆美と を^ 逃せな 

い。 活動的、 立體 的、 燃燒 的、 刹那的、 衝動的 …… な複雜 多彩な めまぐるしい 爭鬪と 狂 熱、 不安と 

幻妖の 現代 世相の 一角 を、 肯定的に、 鮮やかに、. 優美に、 又 詩的に 表現して ゐる。 氏の もつ 價値 

は、 否 魅力の 殆ど 全部 は、 その 典麗な 語句の 驅 使と、 感覺的 描寫の 上に ある。 

【文 仞】  o 

街 は 祭 だ。 樹 のない 崩れ かかった 夜の 街の 兩 側に は 泥 溝の わきまで 露天の 天幕が 並んで ゐた。 人波 は、 汗ばん 


で 甘い 塵埃の 匂 ひがした。 私 は 人々 の 顔 をき よろく 見迴 しながら 步 いた。 何を搜 して ゐた のか。 私 を 捨てた 妻 

が もし 氣 まぐれに でも 流れ込んで 來てゐ たら？ さう 云 ふ 私の 感じ は 人波に 揉まれた ときの いつもの ことで 今に 

す り 

限った ことで はない。 何 か 他に 私 は 漠然と 掏摸 を 捜して ゐ たの だ。 拘 摸の 效と 云， ふ もの は どこかに 面白味が ある 

にち が ひない。 これ こそ 人 問の 代表的な 錤 だと 思へ る もの は 掬 摸の 仲間に ありさう に 思 はれた。 しかし、 もう 人 

々の 身體に 突き あた つて 行く の は いや だ。 私 は 街 を 外れた。 人々 は 祭に ひきつけられて ゐる 露店 裏 はや； 虛 だった つ 

細い 新月が 歪んだ 廂の 上で 蕭洒 として 光って ゐる 。、泥 溝に は 油が 浮いて ゐ た。 私 は 空の 煙 筒を數 へて 見た。 一本 

の^ 筒 は 細々 と 煙 を 横に 吐 いて ゐた。 1" い 露 路を鍵 形に 幾つ も 曲っても、 まだ 月 は 追 ひかけ た。 蒸しつ く晚 だ。 

猫が 私の 家の 上で 首 を 擡げて 默 つて ゐた。 喑ぃ 中で 水道栓が 鳴って ゐた。 * 根の 上から は 鉢の花 薔薇が 生き生き 

と視 いて ゐた。 

「 一寸 御覽 なさ いな。 い いわね。 私、 此の 薔薇に 香水 を かけて やる の」。 

妻の ゐた とき、 妻 はさう 云って、 或 夜 その 薔薇の 鉢 を 快活に 抱 さか かへ て歸 つて 來た。 . 

私 は 家の 中へ 這 入った。 忘れた。 ス ヰ-トビ— を 買 ふので あった。 秈の 汚い 部屋の 中には、 到る 所 S 花瓶 や 花 

筒に スヰ ー トビ I が剌 して ある。 その 色と リ-. ^の 花々 は、 あながち； 4 の 孤獨の 純^の 生活に、 ょリ いささかの 

生氣を 放たん がた めば かりにではなかった。 私 は、 此の まる 二 年と 云 ふ もの、 雌蕋の 夜の 眠りの 研究に 沒 頭して- 

來た。 妻 は何ぜ 逃げた のか。 ^にもよ く 分からない。 恐らく 私の 貧困の ためで あらう。 それ 以外の こと を考 へる 

と 云 ふこと は、 とにかく 考へ 得られる にしても、 それ は あまりに 自分の 妻 を 見下げる こと だ。 私 は 彼女 を 愛して 
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ゐた。 ともあれ 愛して & た。 

丁度、 私が 始めて スヰ ー トビ-を 買って 來た とき、 妻 は 夜の 寢 衣に 帶を 締め かけて &た 所であった。 

「あら、 まァ、 スヰ ー トビ-ね。 ス ヰ-トビ一だ わ。. まあ、 綺麗 だ わね え。」 

彼女 は 私の 持って ゐる 花束 を 奪 ひとる と、 その ま、 高く 雨 手で その 花束 を さ、 げ ながら 云 つ た。 

「あなた、 これ 一寸 スヰ ー トビ ー よ。 まあ 美し いわね。」 

彼女 は帶も 締めずに その ま i 流し もとの 水の 傍へ 飛んで 行った。 一束の 花に も、 それほど 心 を 奪 はれる 彼女で 

あった。 敏感と 云 ふこと が、 もし 鈍感の やうに 沈着に 重々 し いものであった なら、 私の 生活 は赏に 萎れぬ 一 對の 

花の やうに、 いつまでも 幸福であった だら う。 

私 は 花瓶に 水 を 入れ 變 へる とその 杓で 冷たい 水 を  一 ロ飮ん だ。 何もすまい。 こぼれた 花瓣 もま だ 昨日の ま 、に 

散って ゐた。 風情が ある！ 私の 慰めと は、 これ だ。 逃げられた 男の 恍惚と は、 去った 妻の 美しい 習慣 を 忘れぬ 

こと だ。 窓が 閉まって ゐた。 私 は 窓 を 明けて 風 を 入れた。 力 —テン を 買 はねば ならない。 猫が ひらりと 何處 かで 

飛び降りた。 新 が ひとり^に 殘 つて ゐる。 

「笑 ふ ベ き 現象 だね。」 と 私 は 云 つ た。 

とにかく、 誰に 向か つて 云った のかよ く 分からぬ が、 こ の 蒸しつ く 窓から 逃げられた 男が ひとり 空 を 仰いで ゐ 

ると 云 ふこと は！ 默 つて ゐ るのに、 何ぜ だか 私 は 瞬間と 雖も、 默 つて はゐ ないやう に 思 はれる。 私 は 家の 中 か 

ら何か 新ら しい もの を發 兌しょう として 部屋の 隅々 を 眺め 廻した。 まだ 見た こと もな い 節穴 や 木目の 形まで 撿べ 


ながら。 しかし、 それ も 最早うる さくな つた。 私 は バナナの皮 を 刹いて 食べ 出した。 その 匂 ひが- どこかの 訛 か 

の 匂 ひの やうに、 まことに、 物柔 かで 香氣 があって、 と 私は考 へる と 淋しくな つた。 

「果 實！ 」 

さう 私 は何ぜ ともなく 晈 いた。 遠く 祭の ざわめきが 間 こえて 來た。 彼ら は 何 をす るの か？ 何 かに. W- を欹 てる 

やうに、 ふと 私 は 心 を そのこと に 集中した。 

「われく は 滅びて 了 ふ。」 と いきなり 秈は 感じた。 

私はバ ナナ を 食べた。 悲しく もなければ 淋しく もな い。 こ、 に は 何 か 分からぬ 眞理が 傲然と して ゐ るに 相違な 

、 o 

レ 

r 此はバ ナナ だ！」 

夜が 更けて いった。 空氣が 1" たく 濕り 出した。 街の 祭の ざわめきが だん，^ \ 低まって 来た。 私は脫 けた 柱の 釘 

を 黃銅鑛 の 文鎭で 打ちつ けた。 それから、 顯微 鏡の レ ン ズを脫 して 拭き 始めた。 夜の 私の 仕事 は いつも それから 

明け方まで 績 いて 行く。 ふと そのと き 私 は 玄關の 物音 をき x つ けた。 

II 無 禮な街 II 
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中河與 一 

【人】 明治 三十 一一； 年 二月、 香 川 縣坂出 町に 生れた。 父 は 坂 出 病院 を經營 して ゐた。 三 歳の 時 彼 

は 母の 里 岡 山 縣赤磐 郡 i 村に 行き、 小 擧校を 終る 迄 その 山村で 過した。 

大正 四 年、 香 川 縣の丸 龜中學 を 卒^して から は、 笫と 京都 七 條大宮 で 生活し、 そして 短歌の 製作 

に專 念し • 終日 歌 を 詠み 暮し、 「ザン ボア」 に 投じて ゐた。 

大正 十 年、 早稻 田大擧 英文科に 入擧 したが、 潔癖と 甚だしい 幻覺 のた め 中途 退學。 在學 中、 歌集 

「光る 波」 を 出版し、 又小說 「踊り」 を 「早 稻田 文擧」 に發 表して 好評 を 博した。 大正 十二 年頃よ 

り 「文藝春秋」 に 幾多の 作品 を發 表し、 十三 年 十 一 巧 より は 同志 十八 人と 共に 雜誌 「文藝 時代」 を 

發 行し、 「新 感覺 派」 の 運動 を 起す。 以來 「刺繍され た 野茱」 「私の 憂欝」 「午前の 殺人」 「赤い 械門」 「氷 

る 舞踊 場」 「地獄」 「黑ぃ 影」 「女 禮」 「印度 王宮 圖」 等々 の 作品 を 公に し、 新 感覺派 の 領袖と して 文壇の 

視聽を あつめた。 


氏 は 頗る 潔癖 家で 嘗て 早稻 田大學 に在學 中、 敎窒の 机の 不潔 を 怖れて 甚だ 缺席 がちであった とい 

ふ。  - 

氏 は 「根據 ある 文明 は科擧 と神經 との 天秤に よって、 其の 狂 ひやす き 水平 をた もって ゐる。 科舉 

に相應 せざる 神經 しか 持たぬ 我々 の m 本は禍 なる かな。 自分 はう ち 眺めて 不氣 味な 恐怖と 戰慄 とに 

襲 はれる。」 とい ひ、 叉、 ， 

「まことに 科學 から 度 はづれ に遲れ てゐる 神經！ 表面的な 科舉 だけの 進歩 は 今や 多數の 日本人 を 

負傷者と 病 者と にしよう として ゐる。 汽車 や 郵便 は あらゆる 病菌の 波 を あ ふりたて、 その 恐るべき 

種子 を撤 布しょう として ゐる。 嘗て 想像 だ もしなかった 病氣 が、 如何にして 傳染 し、 突發 する か？ 

…… 人々 は それ を 知らない。 知って ゐても 彼等 は感覺 や 祌經で これ を 恐れる 事 を 知らない。 科學の 

精祌を 本當に 理解して ゐ ない。」 と 言って ゐる。 以て 氏の 人となりの 一 班を观 ふに 足りる。 

【作風】 氏 も 横 光 氏と 同じ やうに 努めて 科學を 背景に した 題材 を 選ばう とする。 中には 精！： 分 

折舉に 材料 を 得た と 思 はれる やうな 作 も ある。 さう でない もので も、 その 取材に 於て、 又 その 材料 

のこな し 方に 於て、 努めて 新味 を 出さう として ゐる。 事實 その 點で 成功して ゐ ると 思 はれる もの も 
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ある。 それらに はたし かに 新時代の 文章で あると いふ 句 ひが ある。 

けれども、 氏の 本質 は 寧ろ 科學 的感覺 的な ところに あるので はなく、 もと 歌人であった 氏 は、 そ 

の 心境に 於て は、 自然の 靜寂を 愛する 傳統 的な 日本の 詩人で あり、 作風の 本質的 基調 は リアリズム 

であって、 それが、 時代の 筌氣ゃ 友人 横 光 氏の 感化な どに 引き すられて、 自ら 科舉的 U 的の 賦彩 

を 施された ものであると 言 はれる。 

實際 「じゅん でん ごふ」 「或る 新婚 者」 「踊」 などに はさう した リアリズムの 色彩が 頗る 色 濃く 摻み 

出して ゐる。 

横 光 氏の 作品が、 時に わざとら しい 持へ すぎる、 叉 自然主義の 臭味が ぶんくして ゐる 等の 非難 

が あるのに 對 して、 寧ろ 中 河 氏の ものに こそ、 より 「新 感覺 派」 らしい 感じ を 受ける ことが 多い。 

氏 は 所謂 短篇 作家で、 その 作の 總ては 極く 短い ものば かりで ある。 

又、 氏 は 最近 次の 如き 形式主義 文擧と いふ こ と を 唱導し てゐ る。 

「文學 の 世界に 於て 何が 强カ であるか、 又 普通 一般の 生活に 於て 何が 最も 强 力な もので あるか。 私 

は それに 對 して 答へ たい。 —— 何よりも 形式で あると。 .：•： こ、 で 私 は 小說を 例と して、 一一 一一 n 葉の 概 


念 を 決定して おきたい。 I (一) 先づ素 林が ある。 (二) 作者が それに 形式 を付與 する。 (三) 內容と 

は 形式と 素 村と を 通して 第三者に 訪れて くる ものである。 ：•：• 私が 最も カ說 したい もの は、 作者が 

付與 する 第二 段の 形式 力に ついて^ ある。 それ は 第一 段の 素 村よりも、 第三 段の 內容 よりも 屢ょ强 

力で あると いふ ことで ある。 そして 作者が 作品に 付與 する 事の 出来る 範圍に 於て は、 形式が 最後で 

あり 〔 最大で あると いふ ことで ある。 

…… 「すべての 材料 は 書き 盡 された。 小說の 材料 は 現代に 於て 最も 缺 乏した」 とい ふ 歎 聲に對 し 

て、 餘 りに も當然 すぎる 答 を 答へ たい。 「總 ての 素材 を 現代人た らしめ るに は、 その 素 村に 現代の 生 

活 形式 を付與 しさへ すれば いい。 形式の 方面から 見る 時、 如何なる 素 村 も 新しい」。 と。 

我々 の 任務 は、 常に 新しい 形式 を與 へる ことによって、 あらゆる 社會の 素材 を 新 文舉の 形式に 構 

造し 直す ことで ある 云 々 と。 

【作品】 

一 、 (小 說、 ：>  剌總 された 野菜、 彼の 憂 後、 午前の 殺人、 氷る 舞踏 場、 地獄、 黑ぃ 影、 厄日、 肉親の 賦、 心の 影、 

博齒 になる 馬車、 海路 歴お、 苦力の 賦、 女禮、 肉體の 暴風、 マルセイユの 太陽、 二 千 六 百 八十 ニ噸、 
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日、 恐ろしき 私、 R 汽船の 壯圆、 

【文章】 その 文に は、 一種の 明るい 感覺が 横溢して ゐる。 輕 妙な 持 味と 新鮮な 觀察 とが ある。 

それ だ. けに、 些か 才氣に 走り 過ぎる 嫌がないでも ない。 

〔文例】 〇 

夫 は、 二階から、 彼女が 抱き込む やうに、 籠の 柄に 通む た. m い 腕 を 乳 U3S の あた リ にさ、 へながら、 食料品 is や 

八百屋 を 1 巡りして、 街から 歸っ て來 るの を 眺めて ゐた。 

足が 運ばれる たびに、 ^物の 摁が パッと 開く、 すると 前み ごろ を傳 つて 足の m 線が、 すぼめる やうに その 鈹を 

上へ せりあげて ゆく。  丁度 音の ない 微笑の やうな ものが、 前の ー點に 集まって くる 樣。 そして 乂 裾が 柔らかく 足 

に 蹴り 出される と、 それらの 美し い 皺が 披亂 されて しま ふ。 

前 隣で は、 いま さきから、 小 奏鳴樂 の 急速 調のと ころが 幾度 も 繰返して 彈 かれて ゐる。 やがて ピアノの 音に 混 

つて、 如何にも 愛忠 のない 音を立てて、 妻 君が 籠の 尻 を 叩く 音が 二階へ 聞え て來 た。 買物 を 其の 邊に 移して、 籠 

の 埃 を ふったのに 違 ひない。 

「ュ 厶 ス？ j  二： . . 一 

夫 は、 なぜか 可笑しく なって それ を 笑った。 すると その 笑 ふ聲が 間もなく 妻 君の 方へ 歸 つて 來た。 


木 枯の妻 君 も ひと" でに 笑へ て 來た。 

彼女 は 籠 を 片付ける と、 並べた 野菜の 中から 靑ぃ 林檎 を 三つ だけ 拾 ひ あげた。 何と 云 ふ 上品で 新鮮な 香 リ！ 

果物の 冷たい 感觸 は、 その 內を 巡って ゐ るかす かな 脈搏 を靜 かに 彼女の 掌に 傳 へる やうに 思 はれた。 ——— さて、 

ぐるりの 桃色の 壁 は、 天窓の 光線 をう けて 此の 室へ 這 人った 總 てに、 灰 かな 色彩 を ぼかし かけて &る。 —— 

妻 君 は 水道栓 をね ぢて、 バケツに 銀紙の 水 を 落す と、 溢れない 内に， すぐ 止めて しまった。 

彼女 は 水の 上で 兩手を 開いた。 三つの 靑ぃ 玉が 前後して バケツ の 中に 落ち込む つ そして 暫 らく、. 何時 迄 もす る 

かの やうに 浮いたり 沈んだ リ して ゐる。 妻 君 は 片手で ナイフ に 永 を かける と、 金魚屋が 金魚 をす くひ 上げる やう 

に、 水の 中で 林檎 を捉 へ た。 

妻 君 は 非常に 器用な 手 付で ス ルス ルと皮 をむ き 初める、 細い 指先 を ふるはせて 靑ぃ毬 を 廻しながら、 そのぐ る 

リに 刺繍で も 人れ る やうな 氣 持で： ：。 

ナイフ を 越へ て 流れ 落ちる 靑ぃ リボン は、 その 手 付から 云へば、 寧ろ 反對に 林檎の" W に 奇妙な 魔術で、 刻々 に 

リボ ンの色 を 純白に 變 へながら、 ナイフで 押 込んで ゆく やうに 思 はれた。 

やがて 林檎 は艷を 消した 白 さで 包まれて しまった。 丁度 白糯 子で 特異な 縱橫 無^の ぬひと り を 入れられ たやう 

妻 君 は 三つ を剝 いでし まった 時、 皿に もって 二階へ あがつ て來 たつ 夫 は 筆 を 置いて そっち を 見た。 

夫 は 餓鬼の やうに 食べ る 癖が あった。 新婚の 日も淺 い 彼女 は 其 を 寧ろ 可笑し さう に、 然し 嬉し さう に 見て 坐つ 
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てゐ た。 

「前の ピアノ は 少しうる さ いね」。 

「あ、 一日 彈 かれて は、 貴方 はお 困りになります はね」。 

r 氣違 ひの やう に每曰 同じ こと を やられ るんだ からね. T 

彼 は白襦 子の 上に 大き い 齒型を 入れて 熱心 さう に 食べ 出した。 すると 妻 君の 方 は 久しぶりで 見た 靑物 市場の 光 

景を 法外な 精し さで 丁寧に 夫に きかした。 

と、 彼女の 眼前に は、 見て 来たば かりの 茄子 や 葡萄 や 羝瓜ゃ 南瓜 や、 又 土に まみれた 黑ぃ芋 や 西 爪 や、 生薑の 

山が 浮かび あがって 來た。 其 等 はたと へ綠 色の 葉 ゃ膚を 持った もので も、 ひどく 黑 ずんだ 感じの ものであった。 

その 黑 いと 云 ふ反對 聯想から 彼女 は、 

「ね、 わたし 思 ひます の、 夏の 靑物 市場 は黑 つぼい けれど、 冬 は 何だか 白つ ぼくはなくて？」 

妻 君 はさう 云って、 自分ながら その 思 ひ 付に 1 寸 誇り を 感じたら しいつ そして あの 白い 大根の 出盛りで ある 十 

二月 頃の すばらしい 冬の 夕 暮の靑 物 市場の 光景 を 心に 描いて ゐた。 うす 喑ぃ、 そして 廣ぃ 土間の 寒い 電燈の 下に 

は、 無数の 白 いものが 僅かな 綠の葉 を 持って 撗 へられて ゐる。 低まった 夭 井の 下 を、 黑ぃ 人が 必ず 一 人啷へ 煙管 

をしながら 徘徊して ゐ る。 例へば 丹念に 洗 ひ あげた 大根の 心の 動き さへ も わかる 程、 又は 彼等 を 決して 取 落とし 

などし ない 程 注意 深く、 そして 彼等に とっての 最も 親しい もので も ある やうな、 或は 征服者が 奴 隸達を 大目に見 

廻って ゐ るかの やうな。 


開け放った 水口から 流れ込む 朝日の 輝かしい 光線の 中で、 彼女 は 米 をと いで は 其の 白い 水 を 幾度 も 幾度 も 流し 

てゐ た。 やがて 素 湯の 煮えた つ 音が 彼女の すぐ 腹の そばで 謇き 出す。 時々 チン チンと 其の 蓋 を 吹き上げながら： 

::o 皮 女 はおの づ から 愉快に なって 来た。 勢よ く 沸き返って くれる 事が、 何 かの 吉兆で も ある やうに 

彼女 は 瓦斯の 火 を 切る と、 うで あげた 稜菠草 を 笊に 移した。 そして 水氣 をき ると 磨リ 鉢に 人れ てすりつ ぶした 

1  A かるみ  、 o 

間もなく それ は葉綠 素の やうな 嗅覺を 撫でる 細か い 泥濘に なって 了ュ 

そこで 彼女 は 寒 夭の 上へ それ を 注いだ。 白い 透明 體の 中へ 綠 色の 瀧が 渦を卷 きながら なだれ 込む。 それ は 丁 ぼ 

高貴な 水盤の 底 を、 例へば 凍りつ いた 綠 色の 天鵞絨の 魚が、 右往左往 微塵に 泳ぎ 廻って ゐる やうに 思 はれた。 

朝が たけて 漸く 晝に ならう とした。 彼女 は臺 所の 用意が 出來 上る と、 花瓶の 薔薇に 霧 を 吹き、 自信の ある 料理 

人の やうに 晴れ やかに 且つ 慇數に 夫 を 呼びに 行った。 

II 剌繍 された 野菜 —— 
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十一 谷 義三郎 

〔人】 氏 は 明治 三十 年 十月 神 戶巿元 町に 生れた。 m 十-二 年 兵 庫 縣立第 一 祌 戶中學 校に 入舉 した 

が、 父の 死去、 家兄の 出奔 等 家計 不如意の ため、 東 明の 酒造家 高 島 氏の 家僕と なり、 苦學 して 大正 

叫 年中 學を 卒業した、 そして 同 五 年 神宮 皇擧 館の 受驗 に落笫 し、 京都の 第三 高等 學 校へ 入 學。 在學 

中、 同志と！： 人雜誌 「異端」 を 出したり して 文學に 趣味 を特 する やうに なった。 八 年 東京 帝 國大學 

英文科に 入り、 こ ゝに 於ても 同人雑誌 「行路」 を發 行した。， 

かくて、 大正 十一 年 大學を 卒業す る や、 東京 府立 第一 中學 校、 文化 學院 等に 英語の 教鞭 をと りつ 

\ 短篇 集 r 靜物」 「青草」 を 上梓し、 又 十三 年に は雜誌 「文學 時代」 の is 人と なった。， 

昭和 三年 「唐人お 吉」 を發 表する や、 一 躍 文壇の 中堅 作家と して 遍く 世に 知られる やうに なつ 

二  0 

た  ....•：  ： . ： . 

【作 虱】 氏の 作風 は質實 であり、 根氣 よく、 そして 實に 手堅い。 その 作品 は謹嚴 であるが、 然 


も 一味の 柔らか さ を 持って ゐ ると でもい はう か。 又、 鈍角の 中に 意外な 鋭角 を 潜めて ゐる ともい へ 

よう。 淺 原六& 氏は嘗 で、 「十一 谷 君の 作品 連想 は、 ゴシッ ク 風の 建築 様式で ある。 しかも 近代 性の 

十分に 加味され た ゴシッ ク風 建築で ある。 堅固な 印象と、 特異な 美 を 持って ゐ る。」 と 評して ゐ たが 

實に 同感で ある。 

その 創作 態度 は、 シリアスな 點に 於て、 島 崎 藤 村と 一脈 相 通す る もの， が あると 思 ふ。 けれども、 

II. 林 初か輔 氏が 言った 如く、 それ は 研究 的と いふよりも、 寧ろ 穿鑒 的と いった 方が よい 程度の 點が 

多く、 そのために 折角の 努力が 本質的な ものに 向かないで、 末技 的な ものに 向って ゐる 場合が 往々 

にして 兑 うけられる。 風俗 史家 的の 考證 癖と、 文章に 於け る 一 種の ぺ ダン トリ ィ とが 相 まって t 調 

ベた」 作品で ある 割合に 効果が 稀薄で ある。 つまり、 彼 は書齋 型の 藝術 家と さるべき 素質 を 持って 

ゐ ると 云へ よう。 

とまれ、 氏の 作品 は、 描寫の 精細と その 表現の 密度に は、 他の 作家の 容易に 企及し 難い 特色^ あ 

る 0 

氏は旣 に、 「靜 物」 「青草」 「白樺に なった 男」 等を發 表して 何れも 好評 を 博した が、 昭和 三年に は、 
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「仕 立屋 マリ 子の 半 曰」 「唐人お 吉」 を、 っビ いて 「あの 道 • この 道」 を發 表し、 更に 「街の 斧 博士」 「時 

の 敗者」 等 を繽々 發 表して、 一 時 十 一 か 時代 を 現出した かの 觀 があった。 

「唐人お 吉」 ！ それ は顏 も、 姿 も、 禀質の いっさいが、 あまりに も 卓越して ゐた爲 に、 社 食と 時 

代の 壓 力に ひし がれて、 草の 花の やうに 消えて 行った 一 人の 女であった。 身を阈 際の 犧牲 として 米 

使 ハル リスの 妾と なり T 唐人お 吉」 の 名 を 負 はされ て 一代の 嗤笑を 浴びつ &、 訴 ふるところ なき 苦 

悶の 生涯 を 了へ た 可憐な 一 女性お 吉は、 當時 日本 文化の 大 過渡期に 於け る 多彩 多奇の 時勢 粧を 背景 

として、 繪卷の 如く 描出され てゐ る。 そこに は 何だか 新しい 鏡 花と いった やうな 匂 ひと 筆觸 とが あ 

る 0 

又、 私達 は、 「あの 路* この 道」 の 中の 作品 をよ む 時に、 氏の 藝 術に 對 する 淸 熱と 誠 實 とが 感 せら 

れる。 しかも その 熱情 は、 彼 流の 理智を もって コント n 1 ル された 情熱で ある。 

【作品】 

1 、 小說 

(短篇 集) 靜物、 靑草、 あの 道 • この 道、 キャベツ の 偷理、 十 一 谷 義三郞 集 


(長 篇) 生活の 花、 唐人お 吉、 時の 敗者、 同 績篇、 太陽よ •！： 人よ 

【文章】 - 氏の 表現 は、 初期に 於て は、 神經 的で や \ 末拊 的な 處が あり、 又 五感 以上の 世界に つ 

いて 敏感に 表現しょう とする 傾向が 感ぜられる。 然し 總體 として、 正確 を 基調と し、 多彩で あり、 

その 描法 は 冷 靜の線 を たどりつ \、 思想と 美と を 客觀的 視野の うちによ く 生かして ゐる。 

【作例】 〇 

その 年から あくる 安政 四 年へ かけて II 亞米利 加の 花 旗で 騷 然として る 町に、 ぉ吉 は、 まったく、 けんらん を 

き はめた 存在だった。 

初戀を 得た うつくし さが、 彼女の どことなく、 微妙に にじみ わたって、 一層 ひと， f の 心 を さわがせた。 

濕大な 彼女の 眼が、 濡羽 いろの 蠱惑に かぐや いて ゐた。 幽艷な 彼女の 萆が、 祌祕な 旋律に ふるへ てゐ た。 

育ちが よくて、 ふとした 素振リ に、 なんともい へぬ あどけな さと 氣 品の ほの 見える 彼女で あつたが、 それが、 

その、 ものごしの ひとつく に、 しなやかな ゥマ 味が のって、 艷麗な 面映ゆい 女に なって ゐた。 

彼女 は、 江戸の 流行の ハ シリ を、 季節々々 に 姿態よ くこな して、 一流の 料理屋 や 船宿の 座敷へ 出た。 

彼女 は、 いつも 新鲜、 「街の たぐ 一つの 飾り窓」 だった —— 

彼女の 若さと 美し さに は、 ためら ひや、 不安 や、 うたが ひの 影が、 みぢん もなかった。 豪奢な 船頭 や 海 客が、 
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しば， ^島の 財布 を はたいて、 彼女 を 仰いで つぶやいた。 

「男 ぎら ひけ： 」 

彼女 は、 街の みんなの 戀 人で、 町 ぜんたいの 誇りだった。 

彼女 は、 街の 夜の 華やかな 太陽だった：： 

內氣 な、 勤勉な、 舟大工の 鶴が、 彼女の 都合の い、 時に、 そっと あ ひぐ きに 出かけて いって、 さう して、 あと 

で、 ぼんやりと 考へ 込んだ。 

「いったい 己 はま あ、 こんなにし あはせ であ つても い V のか 2.:」 

彼 +r 小心な 花 ぬすびとの やうに、 町の 眼 をお それた。 彼 は、 不幸な 律 俵 者だった。 

さう して、 そんな 鶴の 氣 持が、 なんとなく、 時 を リぉ吉 に ひびいて ゆき、 彼女が、 たわいなく 眉 をよ せて、 

「，さん、 ねえ 鶴さん、 お まへ、 あの ゥ：： あたし を 嫌って お いでで はない かえ：」 と、 口ん 中で、 訊ねる ので 

あった。 

すると、 鶴が、 とびあがる ぼ どび つ. くりして 

「どうして！ お 吉 つ あん、 どうして そんな、 お まへ：： 己 あ、 もう、 お まへ：： もう^^、 已ぁ： ：」 と あ 

と は感淚 さへ 浮かべて、 きちんと 合せた 胶 引の 膝 を、 いっそう 堅く して、. そこへ つき 立てた 腕 を、 ぶる くと 愛 

はせ るの だった —— 

そ，^ からまた、 いっか、 やはり ふた ひが、 どこかで しのび 逢った 時に、 いつもの やうに、 滿々 としたお 互の 氣 


持 を、 ぢ つと 感得し あってから、 しばらく 水の せせ らぞの やうな 話 を はなして、 さう して、 別れし なに、 0 が、 

ふいと 眼 をお として、 せい 一ば いの 聲 でさ、 やいた。 

「な ァぉ吉 つ あん、 お まへ も、 そのうち、 藝者 は、 よす はう が、 い、 ぜ —— 己ら は、 こんな、 しがない 舟大工 だ 

けれど：：」 

「あ、 鳴さん、 そいって おくれな の は、 ほんとう に-つれ しいよ。 あたし も、 その はう が、 どんなに か樂 しいだ ろ 

::」 

さう 彼女が、 嗬 れん \ と 答 へ た。 

鶴 は、 二十 一。 ぉ吉は 十七の 春で II 

降ったり 照った リ、 そんな 風に、 ふたりの 仲が、 ふたりら しく、 しばらく 知れずに っ^き、 やがて、 うす- /(\ 

うは さ にな つ た  

鶴の 戀は、 春が 來て も、 おどく と控 へめ がちで、 放膽 に、 めくらめ つぼ う^お 吉へ 迫って いくな ど、 いふ こ 

とはなかった。 だいち、 ぉ吉 の、 あの、 松風に つ 、まれた 家の 戶を、 夜 ふけに、 ほと （- とた 、くにしても、 な 

にか しら、 あはれ に 爪立って、 風に も、 星に も、 肩 を すぼめて ると いった ふうで。 


ぉ吉 も、 目の ま はる ほど、 華やかな せ はしい からだで、 その あ ひまに、 じれた リ、 齒が ゆがったり、 ときには 

たわいなく ふんがいして みせたり はする ものの、 それ も、 せ はし さに 紛れたり、 また、 しょせん は、 好きな 鶴で 
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いっぺん 額 さ へ 見れば それで を さまった。 

それに、 うすくう はさに なって る氣 配が、 かへ つて、 好い 工合に はたらきかけて I けっきょく ふたりの 仲 

は、 しぜんと 相愛の みちに かなって、 適度に、 充 ちたり て、 あきる ことはなかった。 

それが、 まったく 突 拍子 もな く、 亞米利 加が、 ふたりの 間へ、 割り こんで 來て、 いっさい を 奪って しまった。 

ある 日、 ぉ吉 は、 名主の 半 兵衞に つれられて、 木ぐ ちの まだ 新しい 奉行所の、 お 白洲に ぬ かづいて ゐた。 

藍 氣の絲 織 I 茶 緞子の 帶 II べつに、 もの 怖ぢ もしず、 といって、 みだり が はしくな く、 役人の 萆 につれ て 

ふり 仰いだ 彼女の 顔へ、 びし やりと T 日本 最初の ラシ ヤメ ン の 恩命」 がくだった。 

「玉 泉寺コ ン四郞 館に 滯在 まかり ある アメリカ 官史に 御 奉公 ま をし つける。 ありがたく、 おうけ 致せ。」 

「  」 

「なほ、 月お 手赏 は、 十兩。 そのほか 支度金と して、 二十 五雨く だしお かれる。 ありがたく 心得て、 すみやかに 

おうけ いたせ。」 

「  」 

「これ、 これ：：」 と、 名主が、 そばから、 汗に なって、 氣を もんだ が、 ぉ吉 は、 口 を 結んで、 砂利 を 見つめた 

ま、 動かなかった。 

役人が、 權 柄の 鼻を折られて、 かん 萆を はりあげて 

「ありがたく、 おうけい たさぬ と、 ために、 あひならん ぞ。」 と、 或嚇 した。 


でも、 ぉ吉 は、 脣 をかん で、 默 してね た。 

「きち、 こ V を、 な なんと こ  >- ろえ る！ あの こ、 な：：」 

だが、 その 時、 ぉ吉 が、 髮を ふるはせて、 やっと、 なにやら 小萆で 答へ た。 

「これ、 もっと、 ハツ キリと おうけ ま をし あげ るんだ わな、 これ  なに！」 

で、 そのうろ た へきって ゐる 名主に は、 一 ベ つも くれないで、 生 いつぼん の顏 を、 眞 向きに、 役人の ひとみ へ 

あげて、 ぉ吉 が、 血の ほとばしる やうに、 叫んだ。 

「いやで ござんす。」 


むろん、 ぉ吉 は、 例の 精 祌異狀 者に きまって、 名主 あ づけの 宣吿 をう けて、 その 場 を さがった。 

その 夜 ふけ、 鶴が、 うは さに、 わく.， （\ とふる へる 足 を ふみしめて、 そっと、 かよって 來た。 

「己 あ、 も、 どんなにお どろいた か！」 と 彼が、 あへ ぎ-,^ いふの だった C 

「なにも、 鶴さん」 と、 彼女が、 眉 をし かめて r  二 ガイ 冷酒 を飮 みほして 答へ るの だった —— 

. I . 「心配して、 おくれで ない よ。 たれが。 あんな、 おさる の シ ラ n を 患って る やうな、 唐人に なぞ- - . . いくら 

ぉカミ だつ て、 ね H 鶴さん。」 

で、 彼女 は、 半纏 を脫 いで、 その、 あ をく ふ るへ てる 鶴の 背に かけて、 微笑んだ。 

鶴 も、 子供の やうに、 自由にな りながら、 眼で、 ほ  >- ゑんだ：：  —— 時の 敗者 唐人お 吉 —— 
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ナず 次- g 

【人】 本名 は 野 尻 淸彥、 横濱 市の 生れで ある。 

束 京 府立 第一 中 學校を 卒業後、 第一 高等 學校佛 法科 を 經て柬 京 帝 大政 治學 部に 學ん だ。 その^よ 

り 文藝の ディ レツ クントと なり、 在 學三ケ 年のう ち 敎窒に 出で し 曰數は 試驗の 前後 一 ヶ月 位で あつ 

たと 云 ふ。 

そして 新劇 運動 を 思 ひ 立ち、 同志と 有樂 座の 舞臺に 立ったり した 外. 社會 運動の 芽萠 期なる 當時 

の 空氣に 動かされて、 ラッセル、 マルクス、 タルド、 クロポトキン 等 を 愛 j!s したと 云 ふ。 

卒業後、 一時 鎌 含 女舉 校に 敎鞭 をと り、 後 其 暫く 外務省 條約 局に 務めて ゐ たが マ 俄然 心 を 翻して 

折から 勃興して きた 大衆 文 藝に筆 を 報り、 大正 十五 年、 大阪 朝日 新聞に 長篇 「照る 日 曇る 日」 を 速 

載して 數 萬の 讀者を 魅了し、 一 躍 大衆 文藝 作家と しての 地位 を 占めた。 その後 「赤 穗 浪士」 を發表 

する に 至って 社、 その 新し ^見方 を 以て、 われる やうな 好評 を 博した。 


【作風】 從來の 通俗 小說 は、 講談 は、 あまりに 私達の 生活 感情から 遊離して ゐた。 或は 戀愛を 

描いて 高踏的で ありすぎ、 或は 復饕 を寫 して 傳奇 的で ありすぎ た U 私達の 現實の 生活 感情 は 決して 

さう した 物語の 中に 求める ことが 出来なかった。 ところが 氏の 作品に なると、 物語の 中の 誰彼 は單 

に 物語の 中の 人物ではなくて、 私達の 知人で あり、 そしてし ば./ \私 達 自身で すら ある。 

然も、 その 構想 は飽 迄壯大 に、 その 場面 は 複雜を 極めて、 テム ボは いやが 上に 速く、 色彩 は 濃く 

美しい。 そして 大衆 的な 意力が 全篇に 動いて、 時代 背景の 中に 斷々 乎と して 活躍して ゐる。 

氏の タツ チは 如何にも 淸新 である。 その 淸新 さは 苦々 しい 水氣 をい つばい と 含んで 齒ざ はりが 實 

にい、。 髻物を 描く 人が とも すれば 陷る あの 大時代の 仰々 しさの 代りに、 氏の 作品に は 常に 輕 快な 

テ ム ボが 流れて ゐる。 

その 代表作 「赤穗 浪士」 について は 德田秋 聲氏は 次の やうに いって ゐる。 

「大 佛次郎 氏の 「赤穗 浪士」 は 大衆 ものと は 言 ひ條、 可な り 藝術的 感興 を もって 害 かれた もので あ 

る。 時代. の 大きな 背景 も 自然に 描かれて ゐ るし、 人間の 環境 や 心理に も 精細な 注意 を 怠って ゐ ない。 

感覺 は^: しく、 批判 は 深い。 客觀 的であって、 心境 的な ものが 燃燒し 緊張して ゐる。 糜 史的の 材料が 
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ル ー ズな說 明 や 空虚な 排列に 堕しないで、 總て 作家の 主觀の 熔爐を 潜って 洗練され 陶冶され て ゐ 

る。 一つ 一 つの ものに 息が かかって ゐ るが、 それが 又 さう した 歷 史上の 大きな 人生の 中の 一 つの 出 

來事 として は、 ちゃう ど 我々 の 日常生活の 如く、 作家 は その 事に 感激 を もちなが らも 感傷に 溺れな 

い 程度で、 自然主義 的な 描寫を 試みて ゐる。 人物 や 事件が、 まのあたり 手に 取る やうに 描かれて ゐ 

る。 復饕 前後 は 殊に 生彩が あるが、 事件の 後始末 II 殊に 幕府の 老中 や 側 用人の 柳澤吉 保の 描寫に 

至って は、 圑十郞 や 菊 五 郞を今 見る よりも 面白く 書かれて ゐる。 紙 底聲が あると いふの は、 あ 土 K 

つた 文章 を 言 ふので あらう」。 と。  . 

又 千 葉 龜雄氏 は、 

「大佛 君 は、 まづ 批判 を 持って ゐた。 一 兀錄は 大正で もな く、 昭和で もない。 大正 人 は、 昭和 人 は、 

あの 强權と 暴力で、 民衆 を 征服して ゐた 武家時代 を、 そして、 それの 觸手 である 武士道 德を、 生活 

を、 戀愛 を、 どう 解釋 すべきで あるか。 それ を 都合よ く、 レビ ュ ゥの 様に 綜合して くれた 赤 穗の仇 

討 を、 大正、 昭和の 歷史 小說家 はどう 批判した か。 現代人の 眞の歷 史小說 に 求める ものが その 時代 

的 意義で ある。 多くの 大衆 作品、 もしくは 劎劇 作品が、 個人の 心理 を 掘り下げ、 もしくは、 過去の 


時代 を、 あるが ま、 に、 もしくは 讀 者の 御 好みの ま、 に、 いろんな 歪曲 を敢 へて して 何とも 思 はな 

いうちに、 大佛君 は、 その 凉 しい 瞳孔で、 ぢ いっと 元錄の 時代 性を摑 み、 それ を 冷厳に、 大正と 眧 

和の 現代から 批判した。 その 批判の 深刻と 新鮮さ！ 歷史 小說 は、 その 批判に おいての み 意味が あ 

る 0 

大怫君 は、 スケ ィ ルの 展開が 擴 がれば 擴 がる ほど、 それ を 統制す る 創作的 迫力が ますます 加 は つ て 

行く ものの やうに 思 〈る。 それ は 他の 作家に あって はたし かに 苦手 だが、 君に あって は反對 だ。 そ 

の廣汎 な舞臺 へ、 無數に 蒔き 散らした 人物に、 一 人 一 人の 特殊性 を 吹き込む、 あの 自由で 多彩な 飛 

躍 性になる と、 あの 瘦 身な 氏の どこから 出る 豐 富な 生命力 かと 驚かれる。 大石、 千 坂、 陣 十郞、 堀 

田、 小山 田 等々 の 重立った 人物の 性格が すばらしい 對角線 を 作って る 魅力 は 云 はす、 どんな 端役 も 

大抵 それぞれの 一役 は 立派に 勤めさせられて ゐる。 

「冴えて ゐる」 とい ふの が、 大佛 君の 作物の 全 體を蔽 ふ 標語と いってよ いが、 下手に 冴える と、 大 

衆 性 を 喪失して、 いやに 取りす まして 味 も そつけ も 無くなる もの だが、 大佛君 は それ を 逆に 行って 

脚色の 構成 を 大衆 的に 築き上げる 技術が 反 對に壓 倒 的 だ。 大佛君 を 大衆 文學 の高峯 に、 讀 者が 押し 
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上げた の も、 一 つ は その 强味 であるが、 それで 居て、 决 して 下 ng な 安 小說に 間違っても ならない。 

何處 まで もす つきり した 藝術 品と して、 技巧に も、 內容 にも 妥協 を 甘 じない。 

もともと、 「赤穗 浪士」 の やうな、 筆 垢で 埋っ ^材料 を 採り上げ るの は胃險 だ。 創作の 餘 地がない 

やうに 見える からだ。 その 胃險を 買って出 たの も、 大佛君 だから こそで ある。 寳際 「赤穗 浪士」 は 

日本 文舉の 一 古典と しての、 唯一 の 大衆 文學を 代表す る 作品と して 採り上げられて 巾 分がない。 昭 

和 以後の 「赤穗 浪士」 の 全貌 は、 た^この 「赤穗 浪士」 ー篇 のみに よって 代表され、 その他の 過去 

の 義士 文學は 解消 されても よい」。 と 評して 大衆 文學の 最高峰に 祭り上げて ゐる。 

【作品】 

(小 說； 鞍馬 天狗。 照る 日 曇る rH、 赤穗 浪士、 ごろつき 船.、 からす 組、 天狗 騷動 組、 御用 燈異 聞、 小鳥 を 飼ふ武 

士、 鞍馬 天狗 餘燼、 艷說 蟻地獄、 春宵 和尙^ 緣、 曰述、 由 比 正 雪、 角 兵 ヱ 獅子、 幽 粱傳奇 船、 ドレ フユ ス 事件 

〔文章】 氏の 文章 は 水の やうに 淡々 とした 味 は ひが あり、 何處 まで も 素直で 偏した 所がない。 

嘗て. 或 人が、 氏の 文章 を 評して 「獨自 の 色彩がない だけに、 大衆 文藝の 表現 様式と して 最も ふさ は 

しい もので あらう。」^ J いったが、 正に 至言で ある。 その 特色の ない ところが 自ら 特色が ある リ 一 


【文例】 0 

日 はくれ ようとして ゐる。 見渡す 限りの ひろびろとした 空間に 斜めの 光 を 投げて、 燃える 花園の やうに 見せて 

ゐた 夕日 は 漸く 衰へ、 代って なごやかな 薄暮の 明るみが 夕燒 雲の もとに 地上に 溢れる。 影 さ へ 消える この ほのか 

な 明るみの 底へ、 ものの 彩色 はやさし く 浮き 上る。 やがて 來て墨 一色 を 惜しげ もな く 塗り fm す 夜を控 へて、 これ 

は 萬 物の 華やかな 最後の 化粧であった。 人 江に さす 汐の匂 ひ をのせ 鹽屋 にたく 白い 堙を たなびかせて、 いつも ど 

ほり 靜 かな 夕闇が 今日 も 訪れて 來てゐ る。 

今日：： これ は 最後の 一 日であった。 あす は 城 を 明 渡す：： 受械使 脇 坂淡路 守が 率 ひる 軍勢 はこの. S すでに 城 

下に 人って 來て、 大手 門外に 部 伍 整然たる 陣を 敷いて ゐ たので ある。 松の 間に 見える 馬標 がそれ であった。 

この ひととき、 内蔵 助 は 天守の 窓に よって ゐた。 すべての 準備 は 終り、 明 渡の 時と さだめた 明朝 卯の 刻 を 待つ 

ばかりであった。 仝 藩の 士卒 は、 住み なれた 狨の 最後の 夜 を 守る ために、 胸に 滿 つる 無限の 感想 をつ、 ん で肅然 

とその 持 場に ついて ゐる。 この 窓から 見下す と、 かれ 等が 默々 と 城門の 脇に たむろして ゐる さま も、 廣場を 横切 

つて 行く 姿 も 一 々見える ので ある。 復簪の 決議に 加 はった ものば かりで はない。 心 弱くして 妻子の ために 义 わが 

ために 前途の 不安に おびえて ゐ た者逹 も、 今！：； I は 何事 も棄 てて この 城に 集って ゐた。 狨は 彼等 仝體の 家であった。 

他國へ 出て 國 境の 畤 から 天守の 白堊の 壁を兑 た 時、 「やれく 歸っ て來 た」 と の 感じ はこ こに ゐる 誰の 胸 を もや は 

ら げた。 いざと いふ 時 は、 これによ つて 命 をお とす 喾の弑 だった。 また 大方の 者 は、 この 稚ぃ 時に かれ 等の 祖父 

父親が 日々 大手の 橋 を 渡って 行く の を 見て ゐて、 後に その 死後に 自分が こ の 城へ 通 ふやう に 成長して 來 たもの だ 
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つた。 古い 家に、 そこに 住んだ 人の 悲しみ も よろこび もつ い 残されて & る やうに、 この 械の 1 木 1 石に も^にき 

ざまれ た 傷痕に も 藩の 者 全 體の、 喜悲 それ- f の いづれ にしても 過ぎて しまへば なつかしい、 さまざまの 思 ひ 出 

が從っ て ゐる。 人々 は、 今 それらと も 別れよう として ゐ るの だ つた。 

最後：：  . 

(いや S 初な の だ！) 

內藏助 はカ强 くこれ を 信じて ゐた。 

(永遠の 月日の 流れの 上に、 おれ 達 はこ の 城に 代る 記念 を 建てよう として ゐる C こ の狨 よりも おれ 達に ふさ はし 

く、 また、 もっと {- 堅固な 家 だ。 風 も 雨 も 火 も滅す ことの 出來 ぬ、 まことの 金 械湯池 だ。 この 狨で迎 へる 最後 

の 朝 は、 われ 等の 新しい 門出の 朝 だ。) 

烈しく、 心に、 かう 思 ふ の だ。 

しかも、 なほ、 ひとり この やぐらに 登って 見なれ た 山河の 姿 を 眺めた 時、 人に は 見せられぬ 靜 かな 涙が 自らに 

胸 をうる ました。 

C- さらば ぢゃ o) 

^ゃ暮 靄に 沈む 山、 とまり 舟の 灯 をと もした 海、 鹽 E の ひろがり、 械 下の 屋並、 樹々。 平野の はてに うねる 川の 

流れ。 ：： せま リ來る 夜 は、 すこしづつ、 すこしづつ その 姿 を かすかに して-: やがて、 夏の 近き を 思 はせ る 明る 

い 星屑が 空に つらなりながら 次第に 浮上って、 しろじろ とした 色の 銀河 を 天心に 描く のだった。 海 は 暗く、 なま 


暖かい 風 を 送って 來た。 內蔵助 は、 壁 を さぐりながら はしご を 降りた。 二の丸 を 廻る 火の番の 拆の 音が 聞え る。 

今夜 はお； 論の こと、 人 は 徹夜す る ことにな つて ゐた。 

どの 窓に も 灯が ともって ゐて、 きちんとした 侍 達の 姿が 外から 見えた。 仕事 は 無論もう 片付いて 引渡す ばかり 

になって ゐて、 さて 誰も 今日まで 病氣の 時の ほか は 毎日 出勤して 事務 を 執った 場所 や 机 や 棚 やまた 廊下に、 いざ 

離れる となって、 はなれ 難い 愛着 を 感じた やうに 見えた。 ここ は 日 あたりが 惡 いといって 他の 部屋 を ほしがって 

ゐた者 達 も、 自分 達の 部屋の つめたい 疊の肌 ざ はり や、 壁に 描かれた 汚染に、 過ぎて 行った 長い 月日 を 感じて 自 

然と 話を途 切らせが ちに、 遠 い 部屋の し はぶきの 聲に 開き 入る ことが 多かった。 

やがて 有 明の 月が 東の 空に あがった。 木立の 向 ふに 城の 壁の 白 い 色が 浮き 上る。 廣 場の 砂の 上に は 松の 影が 描 

き 出された。  • 

に々 がか はるぐ 立って、 本丸の 御座所に 置いた 御 位牌に 最後の 燒香 をす る 頃に なって、 夜は靜 かに 明け はな 

れて來 た。 內藏 助が 御 位牌 を帛紗 につ、 んでを さめてから、 人々 は、 蠟燭を 消して 外の 光 を 導き 入れた。 庭の 雀 

の 囀りが 聞え る。 夜の 名殘 りと まだ 足 もとの 小暗い 廊下 を 通って、 一 同 は 外へ 出て 行った。 朝の 庭 は 露に しめつ 

て淸ら かで ある。 天主の 屋根に 舞 ふ 鳩の 羽根 を、 陽が 染めて &る。 一同が 肅々 と撗 切って 行く 廣 場に はま だ 日が 

さして ゐ ない。 爽やかな 空氣が 不眠の 額に ふれた。 

間もなく 櫓の 上で、 鼕々 と 太鼓が 鳴り はじめて この 靜 かな 大 氣を搖 がした。 豫定の 時刻で ある。 內藏 助の 命令 

で 前後の 城門が サッと あけられた C 
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大手から は 脇 坂淡路 守、 搦手から は 木 下肥 後 守が 各自 兵隊 を ひ きゐて 緊張した 樣 子で 入城して 來た。 內藏助 は 

これ を 迎へ大 書院に 受狨使 を 招き 入れて 改めて 引渡の 目錄を 渡した。 績 いて、 狨の 者が 持 場々々 から 撤退す る。 

すぐ、 今 入城の 兵士が これに 代った。 

狨の 者、 いや たった今 狨と 別れる ことにな つた 者 達 は、 静肅に 川口 門のと ころに 集った。 間もなく 内 藏助も 出 

て來 て、 再び 渡る ことのない 橋 を 一 同 揃って、 默々 と 渡り 始めた。 初めて 涙が K け 出して 來 ようとして ゐる のが 

感じられた。 幾度 も扳り 返って、 城 を 見る 者 も ある。 藩 孤が 築いて 以來 五十 七 年の 城 は 牛 面に 光 を 受け 牛 面に 濃 

い 影 を 抱いて、 明るく 澄み渡った 朝 空に 山の 塊り の やうに そびえて 見えて ゐた。 

濠 端に は、 城下の 者が 名残 を 惜んで 並んで 見送って ゐた。 この 萆 のない 人垣の 間 を、 色 も 同じ 棹の 波が 肅々 と 

流れて 行った。 先頭に 大 石内藏 助が、 いつも 見掛ける 姿勢で 悠然と ふとった 小柄な 體を、 運んで 行く。 見送る 者が 

輕ぃ 失望 を 感じた くら ゐ、 何でもない 顏付 をして ゐた。 

1 同 は 1 且華岳 寺へ 引 揚げてから、 そ 二で 解散す る ことにな つ てゐ た。 

I 赤 穗浪士 I 
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其の^ 前に 於ても 死後に 於ても 芭蕉 翁の 如くに 多くの 崇拜者 を もつ-居る 人 は 古今"^ 人 文士 巾に 

をいて ぽて 例の 無い ことで ある。 此の 如き 人の 一生 は 何人も 之れ を 研究して 兑て 人なる 敎 P を 得べ 

きもので ある。 ^者 は 俳諧の 專 H 家で は 無 いが 翁の 作 をぎ 1 する 亊旣に 三十^ 翁 を^る J に 於て 

も  一 ^の 自信 を 持って 居る： 隨て 著者 は 此の 書 を现代 各階 級の 人に す 、めて « の 批^ を 得る こと を 

0^ してやまない ので ある。 

»r  1 ,1  0|«  ,,■  s.e,  ra; 六 判 上 夢お. ^二  もに V.,-- 

小 林 一き 芭麄奧 の 細， 道 評釋 正 

r 洽壹^ K を W て 生^と せる 芭^ 翁が 奥 羽から 北陸 へ に 一旦る 半^の 旅 = 記で 之れ を 讀む者 は^ 

^の r やに 伴 はれて. H 水の 問に 放浪す る感無 き 能 はず K 葆 の 集中 無二の 名篇 たるの みならず 此の 

饨の 文と しても^.. S 古今 ： も 比 一 する ものな し。 

q 六 判； ^ヒ製 A 、本 四...：；； 餘頁 

吉 松祐ー著 人 問 | 茶の 生涯 (再 141^ 

世に^ 謂 『一茶 もの』 は 冬く 流布され てゐ るが 彼れ の. 眞 面目 人間 一茶の 解剖に 就て は 未だに^ 究の 

餘 地が 殘 されて ゐる • 一  茶の， 非 S は 親しまれて ゐ るが 純 眞珠の 如き 俳文の 至寶 たる 彼の 隨筆は 顧み 

-ら れてゐ ない。 本 W は^ 者が 一 茶鄕里 の 信 州 柏 原まで 踏査 考證を 遂げ 忭 格 趣^ 宗敎^ に 至る ま で ま 

ら ゆる 人間 一. 茶 を 赤裸々 に 解剖す るに 苦心した 書で ある。 佝卷 末に は 『一茶 句抄』 も附 せる^ S- 想 

的の ものである。 
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ベ き は 本 居宣長 以後 の學 者の 所論 述作 

を 列舉し 兼て 日本 * 紀の 解釋を 參考し 

更に 明治 大正 华 間の 諸家の 考證 をも批 

？  §11 菊判 最上 类本 ElipvE 一： ssimdlAni 送料 金 VJ 評し 最後に 6 已の见 解 を 述べ 以て 研究 

产1 gi- 約 三 百 頁 Mll^^al 一一 廿 ニ錢ヒ | 者の 學究 欲を滿 足せし む 此點に 於て は 

本書 は货に 前の 參考 書と 一 K ひ 得る ので ある。 ((加 藤玄智 博士)) 亦 其 研究の 結果 學的與 味の 無量 を證 されて ゐ 

る。 n 本お 古の 古典の 眞 性質 を 極め 古事記 文學及 思想 を 極めん と 欲する の 士は 1 本 を 手に する 事 を 怠 つて は 

ならぬ。 古事記 研究 界の 一大 光叨燈 たるに 價す 世の 古典 研究家 爲政家 敎育家 高等 學 生の 研究 壇に 一 本ん 獎む。 
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著者が 潜心 苦考 数十 年の 學的 辛苦 を 餒て數 十 種の 古典 古書の 校 異を檢 討し 完成した る ものである 先に 完成し 

た 『詳解 古事記 新考 ヒ一 ー卷と 相俟って B 本 古典の 展望 を 自由なら しめ 得たり。 貭 に學界 空前の 作品た る を 失 は 

ず 古事 re 研究の 成果と して 敢て 研究者の 座右に 一 本 をす i む * 
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<> 文學 博士 宇 野 哲人 氏 新著ぐ 


£ 支那 哲學史 講話 

slwssg 正 f ： 貳圓  <  拾錢 ？き 

$15 上古より 栴 末に 至る^の 支那 思想の 大耍を 極め . 

て^-易に 簡明に 敛述 して 崁 もよ く耍 領を盡 くせる もの 

なり 特に 滴 朝に 於け る舉術 § の變遷 が 如何に 喑々 裡 

に 革命 を^ 起ナ， o に 至り li か. K 那の 新人の 思想 は 如何 

なる 傾向 を帶 び. <v^ は 著者の 崁 t®s せる 所に して 從 

來 世に 行 はれた る 支那 哲 ffi. 史の 缺陷は 本書に 依て 捕 足 

せられて 亦 遣 おなし。 $1 は 又附錄 として 一 々原文 を 

揭げて 直ちに 堂 奧を窺 ふの 便に 供し 亦 著者の 饞 綸の极 

據 ある を 知らし む。 耍す るに 初 學 者に も專 SZ 家に も 座 

右に 缺 くべ からざる 絶好の 名著な り。 

ぐ文學 博士 紀平正 美 氏 新著 令 


(^嘘五上 百 製¥ 便 金 贰圃參 拾錢^ 績) 

本 啓 ft: 我输 一 網 は 仝く. H 分の ©念 論の 上に 立脚して a 

繳 したる もの. である 從て 缺點も 多から うと 思 ふが 同時 

に X 自分の ものであるとの 自信 を も 有って 居る ので あ 


る 前編 「自我の 分析」 に 於て は W 來得る 限りの 分析 を 試 

みた 後編 入^の 僳 俄に 於て は 人挤の 意« と 僳值と 

a 的に 定めん と 企てた。 

o 文學 博士 紀平正 美 氏 新著 ❖ 


改訂 人 格 の 力 


(謹 531 査圚  <拾錢 ，き) 

$ は 先に 一度 出版せられ しもの を 「自我 綸」 の W 來た 

と 同時に ほ 者の 耍求 によ リ 著者が 全部 新しく 改訂して 

發 表せられし ものである 「自我 输」 を M まれし 人 も 又 こ 

れ から 入って 「自我 狳」 を 欲 まれる 人 も 必ず 併 誼せ ねば 

ならぬ 重耍な 姉妹. 篇 である。 

o 文學士 吉村勝 治 氏 新著 ◊ 


^世界 政治 外交 史論 


(slts^ 正慣 I 圓 五拾錢 ，贿) 

(大阪 朝 = 新聞 批砰) ： 佛蹒西 革命 以來 最近の 世界 蛾爭 

を 鋅 て 口 カル ノ に 至る までの 世界 齐國の 政局と 國 

際闢係 の 變遨 を槪說 した 寄で あ る敍述 の & 章沭璲 に し 

て活 ar か あり 併も 多くの 事件の 耍點 をつ かんで 其^ 過 

並に 弒果 を叨 快に 解說 した 近 來の好 著な り。 
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C 西洋 通史 上卷 I 

(if3g 上卷 金穴 圓<  拾錢， き 


£ 西 洋 通 史 下卷 


(ifp 製 |»  c 下 卷^金 四 圓<  拾錢 ，贿) 

本書 は 文部省 敎授細 H に 準據し 現今 行 はれ 居る 中等 敎 

科 書 を 盡く參 酌し 其の 項 S の 敷衍に つとめ a  f 說 sgffi- 

0 の 取扱 ひに も 苦心 し逑擇 配列に^る 怠 を 用ゐ 表解^ 

點を 施し 械 めて 多き 參せ史 話 を载せ 其の 與味を 以て 諛 

者の 侬怠を 防き たリ 故に 本書 は ^目^にして！^ 易く 時 

間 を^き 腦裡に 千^の 史. K を牢 記せし むる は 信じて 疑 

はず TO:  史參考 書と して は 類書 中の 白眉な リ。 


詳 說 裒 洋歷史 W  » 


忖謹 S 正價各 四圓 五拾錢 ？ $1) 

本書 は 朿洋の 太古よ リ最 近に 至る までの 史货を 上下 二 

卷九編 五 十壹章 に 分ち て 詳述せ る ものである 故に 朿洋 

史硏究 者 文 撿受驗 * にと りて は 最新 袞詳 Q 必詨 書で あ 

り 巾等學 校の 敎職 者に ありて は敎授 上の 一 大勞 省の 便 

利 書で ある。 本書 は 又 高等^-校の 學 生に とりても 絕好 

の參考 書で ある。 


◊ 小 林 博 氏 新著 (三 版) 


、菊判 最上 美本き 一一 册 正 m 

i 下 各 册九百 k 各册 名. KH ノ 廿 七錢乂 


詳說 日本 歷 史續卷 


へ 菊判 最上 製 * 本 ％  Rr  _sp  £ 合 淺 

I 紙数 六 百 頁筘入 <NP 園 3.? 鬆廿 一一 錢 y~ 

國史 研究の 最上 書と して 旣に 斯界の 稱 賛^き 本書 は 今 

や 上下 卷を 完成して 筘 首され つ k ある 江湖の 期待に 具 

はらんと す 國史界 の 一 大セ ンセ ー ショ ンは 本書の 懇切 

明解と 史 興の 潢 溢と より 始まり 舊俗說 と 新史說 との 相 

照に 驚き 更に 進んで 識 りて 始めて 知る 國史 無上の 佳境 

に 至らん とする に.！ S る。 文 檢受驗 と敎授 參考と 國史研 

究 とに 於て は 未だ 本書の 如く 痒き に 手の 屈け る もの あ 

るを閗 かず、 是れ 切に 一 部 を儸へ て熟讀 をす 、むる 所 

以なリ o 

《文 撿歷史 科 受驗者 必 備)) 

((用 書と I 今や 定評 あ 3 


Ki: 八 京 東替接 ((《ラ きき 16 同大)) 田 神 市 京 東 


鬼澤福 次郞秦 系統的 國文學 史解說 If f sisl^ 額に ■ 金 sgs 

石田吉 x 著眷新 古今 和歌 集註 釋 a^mggil^-^fli, 

原 田芳起 著書 日本 小說 評論 史序說 歡ほ S お a  Js^ 

蕤 psdn.^ 二 fel;^  4W  S 設 公民教育 者の 爲に 刑法 知識の 民衆化で あり ■ め^ 圓贰 拾錢， 

p^tdwlf  二 sfl-  3 失 0 受驗 者の 爲には 刑法 理論 平易化た る もの 也 固 送料 十錢 


帝 部^ S 文學 博士 西 田 直 一 一郎 f 題字 佐 藤 種 治 氏 著 〔最新 刊 ：！ 
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【內 容沮方 Si 式 は】 本書 は 人名に 關 する 人名 辭 「菊判 最上 製 E 賈 き. I、Ea\4a 戔 送料 金 J 

^s?^ ^^ひ 典 地理に 翻す る 地名 辭典の 厂美 や 仝 《册 正 ffi 金力 厦 < 拾 鎖 卅 六錢」 

【六號 活字 三 段 組】 使命と そュ に歷 史に關 係す を辭 句と を適赏 に染排 して 史的 事赏を 巧みに 調和し 

，_ ^え *、- 一に- て 歴史 辭典 を 構 ゆし たもつであって に. 代から^ 代 迄の^ 史に關 し た箏 件-地 

【新 數.^ IB 七 拾 頁】 名 • 人名. 職名. 制度 • 政治. 敎 育. 宗敎. 美術 ェ藝. 調度. 風俗 等に 關 した 語 を收拾 

し說 明した ものである、 が 殊に 文化史 料に は 留意し 他の 類書と は異リ 漢 學者闲 學者理 學者哲 學宗 敎汆志 

士 公益事業 者 を 初め 名著 作品 史蹟 名勝 等に つきて 各地の 鄕 史家から 材料の 供給 を 仰ぎ 研究 取 拾した 結果 

分量 を 多く 記載した 點が 特色と して 異彩 を 放って ゐる。 又文撿 受験者の ために 從 前の 間 題 を 悉く 綠込 み 

其 項に^ (文 撿) の 二字 を 挿入して 注意 を 喚起して ある 等斷然 他の 追 從を 許さざる る 好 辭典で ある。 各 

校 II 書 館 は 勿論 歴史 研究者 文 檢受驗 者學生 諸君の 机上に 是非 一 本 を お奨めした い。 
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武者 《1 下 21 俠^ 
中必の 佐ない 末 
興 謓活幕 $ やの 
に 動淤 赏ぅ德 
於 參を諸 性な 川 
け^お 藩が 氣氏 
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S 上 親 I 六 ー 百  1^ 頁 


四 山 


正價 金貳园 五拾錢 

送料 金 十八^ 


【 日 本圖書 館協眷 惟 選書】 世に は 頑是なき 兒童 少年に 眞 K の國 史を敎 ふる は 徒らに！^: に： おお 心 をせ 

さしむ ると す る 者 流が ある 而 して 不 m 意なる 年艮 者が お 伽^ 的 歴史 を ^等に 先人 主 た らし めて. R-  お 

に 疑惑^^ を 抱かし むる 反動 を 問 はぬ 本書 は 文部省 國史の 骨に 肥 かなる 筋肉 を 附け兒 童 少^の 問 にんと 欲 十 

る 所 を 舉げ 一 々之れ を 懇切 平易の 說き 示して ゐる C 卽ち 〇 天孫 民族 は 何れより 來リ しか 〇 高天原 は 何虡か 〇 

ヘ岐 大蛇 は赏布 か 等の S を 各 課に 涉リ て揭げ 其數百 五 拾 餘殆ん ど 仝 卷を蔽 ふ。 货在か 傳說か 生徒 先づ 知^-て 

先^ 知らざる の理 なし 敢て 一 本 を 敎師及 父兄の 座右に す、 む。  > 


博 氏 新著 ◊ (綱^ 正價金 貳圓八 拾錢？ ？齡； 


三 町 通 橋 ツー 《行 發館同 大》 田 神 市 京 東 


大同 館出诋 少年 史傳 叢書. (曰 本 園 害 館 協會推 選書) 


o 舂藤與 市郞氏 新著 ((幅 删？^ S 罡價 金貳圓 


送料 金ノ 

八錢、 


iys^ois^^ 『勝者 榮ぇ 敗者 衰ふ』 は 之れ f の 常と^^ へ國 史上 未曾有の 大^ 戰^ 吓汾 

(ーぉケ爿ーねグ1|5ぉゃ^匸)) 原 役 を n 諭んだ 石 m 三 成 は 惜し い 哉 一 肷 地に 塗れて 彼の 名 は 永く 佞奸 3 おの 代 名 

((失敗の *s に同愤 せよ)) 詞な るが 如く 考 へられた のであった。 乍然 敗者 必ずしも 惡 人に あらす 勝者^して 

正義の 士とは 限らな い 歴史の 称 判 は 公平であって 今や 翻ケ原 役の 眞相は 愈々 世に 闡 明せられ 從 つて 三 成の 孤 

忠も 追々 世の 認める 所と なる は 欣快の 至リ である 本書 また 彼れ 不遇の 英雄 三 成の 爲 めに 敢て辯 護の 勞を 執ら 

ん とする ものである o 


I 與 市郎藝 少年 織 田 陰 長^  0§B^B 正價 一一 io 送料 一 < 


野 尻 二 I 縿 少年 毛 利 元 就傳 1^1 欺 ま siTf S 正價ー Too 送料 I  < 

濱霍 藝縿 少年 楠 木 正 成の 精忠 正價子 oo 送料 一 八 


濱 1§ 珍 少年 楠 木 正 行の 忠烈 sijl:5?^ 峰 正價ー 160 送钭 一 < 


矢 橋 一羊 雄藝 少年 武田信 玄傳職 f  Iss^slf 献か 辦献 正價ー ！• 五 O 送料  一 A 

, の 謙 信 は 世の 所謂 英堆と 同一視- 


矢 橘 一一 一千 堆 

髙野 盛義 


ノ兼 一一 一一 ロ專 したくない 本書の 二 册嫩れ か？ 正賈ニ *00 送枓 一 

/ノカ 14^7 鮮 と！^ とに 泣かしめ る記錄 なり。 3f  二  cc  N.x? - 


― ((行 發館同 大)） 田 神 市京柬 


松 本 簾⑩ 少年 出 鹿 素行 傳 ？ IIKgsss 知られ 騮 J  i 

g 川 安一 暴 少年 賴 山^の 生涯 S? 鵾 | き？？ 纏の 隨所 に 蘸 一一.？， 籠 

高野 囊著縿 少年 良 寬和尙 の 生涯 ^SHS^  一三 


大同 館出饭 少年 史傳 叢書 《B 本圖書 作 協會推 選者)) 

o 高木 英 一 郞氏 新著 ((issfsss 正價金 戴圓鲻 I 


ffB^^r?§ 寶^ 央 fifts 『武士 逍』 と は 時代 や 形式 を 超越した 永遠に 變る ことなき 日本 民族の 思想 的嵇 であ 

-i-  /r_ha ジ. Iwy; る。 本書 說く 所の. 0 虎隊は 今や 伊太 ^國 K より 崇敬と 追慕の <|.5 を 示され 最早：；！ 本の 

A 虎隊 でな く 世界の. m 虎隊 となって 其 壯烈 義勇な 動 は 界各國 に R 本 武士道の 精華 を 敎も雄 辯に 語る と共に 

日本の^ 民 性 を 更に 一 層の 光輝 あらしめ た 本書 は 白， 虎隊の SR 精神 を n おも 眞劍に 最も 詳細に 然も 極めて 與味深 

く說 くと 同時に 白 虎隊の 背景た る 會津落 狨史を 語る ベ く 著者が 渾身の 力 を 注ぎし もの 乞 ふ 本書 を 手に して 此 

^^な 少年 武士の 爲に 一 掬の 熱！ ぉを濺 いて 頂きたい e 

著 翁 少年 伊藤博文 公傳 1 譆 sgt^sfiK  0  J 

1^0  -Too 

料 一八 


祌谷敏 夫著⑩ 少年 坂 本 龍馬の 生涯 gsJM5f おは 書の 如， 


奈良島 知^ g>E«  XV  3  S  § 大久保 卿 は 近世 稀に 見る 大政 治 家 正愤 ！ r 

r^s§^/^  /V  ^  s  ^wr であった 其 評^ は 本書に 詳 かなり 送料 


oo 

一 八 


三 町 通 橋 ッ ― ((行 發 i 宫同 大)) 田 神 市京朿 


<> 吉田桐 野 先生 著 

• 中等 標準 讀- 


と 


((文 撿國語 科受驗 者必備 の硏究 基礎 本)) 

rt&r  、|1 - ！ 菊判 最上 製 五 百 八 拾 K 

一 ハ評釋 (現代 篇) 金 一一 一 送 圓料八 廿^ ま 

菊判 最上 製 三百 K 


等 標準 讀本， A 評 釋舌文 養 


笾料 十八 錢 

本 香 は 著者が 多^の 苦心と 體驗 によ リ屮等 H 語 科の 標準 學カを 明示せ る もので 內容は 二百 種に 近い 現行 讀本 

中から 其 何れの 讃 本に も缺く 事の W 來な い 代表的 名作 名文の み を 選出し これ を 一 學 年から 五學 年までに 分類 

し 懇切 詳密に 解釋 せる ものである されば 文 検國語 科 受驗者 は敎科 書が 研究の 中心 主義 なれば 合格の 秘訣 は 其 

研究に 入る 基礎 底本と しても 必要の 虎の 卷 である 其 他 專檢及 各學生 の 學カを 確 得すべ き 唯 一 の參考 書で ある 


◊ 鬼 澤福次 郞氏新 著： (STii 讓咱^ 正憒 金六圓 八拾錢 151)) 


〔北 毎 タイ .1 ス批評 ，1 我が 國文學 の 全 體を體 系 的に 敍述 した 書で 最初に 文體 及び 思想に 就て の 槪« を 

述べ 各說に 於て は 古代よ リ现 時に 至る 迄に 展開した あらゆる 文^ 形式 卽ち， 和 欲 .詩. 小說. 戯 文藝 批評 な 

ど それく に 其 系統 を 尋ね 多數 作品に 就て 解 說を加 へ たもので ある。 され は 文^史た ると 同時に 文藝 辭典 人 

((史的 體系を 保ち 解說に 忠實 に而 して》 名辭書 ともなり 此の ー册を 以てよ く 日卞文 ゆの 仝而を 

St  -  trphxs^Klrp  a^^a^HC  uu 1 ^. 眺め 得る やうに 編述 せる 著者の 試み は 新しい もので 其 

P 一  せる 敍^ に 成れる 國 文學史 出現)) の 苦心 は 多と すべきで ある。 國 文^^ 攻の士 にと つて 

((日本 文 學史の 研究 は此 一 册て盡 さる)) 本書の 繙讚は 多大の 啓示と なわで あらる。 
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座 口金 貯替振 づ;; ： 

# 甙七八 京；！ ft 11 


同 大 


區田神 市 京^ 
三 町 通 橋ッ一 


◊ 今 井 柳 三 氏 新著 (( 


菊判 最上 製 美本 一 

仝 壹册五 百 六 拾 頁 一 


圔 A 拾錢? 膽 | 


へへ. Kit り 寺 ifln 〇 川柳の 讀解 カを附 けたい 人の 爲に 本書 は 二 千 有餘の 古川 柳の 代表 句 を ((家族 生活 • 

^^養 f fit 社會 生活， 職業 生活 • 趣味 娛樂 • 諸 藝， 遊里 • 歌舞伎 • 年中行事 *歷 ^物 

各 時代 *妇 色物 一 括)) に 分ち 平易 叨怏に 解釋し 川柳 諌 解の 秘鑰を 授けて ゐる。 o 川柳 研究者の はに お^ 

は 從來の 川柳 研究の 綜合で あるから 其 本 K を科學 的に 明かに し、 あらゆる 方面から 講述 した 天下 唯一 の 書 e 

ある。 〇 川柳 作者 入門 者の 爲には 本書 は 川柳 知識 を遣憾 なく 得られる 親切な 指導 書で ある。 〇 面，： M い 讚 物の. 

欲しい 人の 爲に 本書 は屙の 凝らない ュ 一 モアに 富んだ 趣味の 書 を 提供して. Q る。 等で ある。 從 つて 一 般 人士 

は 勿論 江 戶文學 研究者、 文 撿受驗 者、 川柳の 趣味 を 持 たれる 人々 に 是非 一 讀 をす 、めたい。 

◊S ^科 ー1 文學 博士 中 山四郞 SS 坂 口 利 夫 氏 著 

菊判 最上 製 美^ 

仝壹册 六百餘 K 

正價金  一二 圓 八拾錢 

送料 十八 錢 

【文^ 受驗 用と して 理想的に】 本 害の 特色 は 過去の 文檢問 ^は 云 ふに 及ばず 各 巾 等が 校に 採 錄の箇 

^ci^p  1^ 所 名文の 稱 ある 所 等 を^く 網雜 して 成リ 本文 を&文 にして 之れ に 請 

【各種 條件を 具備せ る 莨 書】 み 易き 訓諌を 施し 解釋に § して 語法、 用字 法、 文 摩气 ss^ 

說 一明 を 施し、. 解釋に 至って は 平易 明快 特に 文 檢受驗 者の ほに は 委員が 質問され さうな 箇所 を^ 钿に^ 叨 せる 

錚文 檢國 漢文 受驗者 は 固より 學 *跻 君の 座右に^ 非 一 本を備 ふべき 害で ある。 —((© 驗 本位の 練習 用 書；— 
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mil H  4*31 菊判 最 k 製 八 fHK 

^  ，  ^  ^  ((地文 學の 部)) 金六圓 八拾錢 


四 版 
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菊判 最上 製 八 W 頁 

爿 ((人文 學の 部》 金六圓 八拾錢 

、、ri 1 さ卩  送料 サ七錢 

地理 學は其 範園颇 る廣く 之が 研究に 多大の 不便と 苦痛と を 感ずる ものである *而 して 其瑰 由の 一 として 綜 

介され たる 地 现學の 良書の ない 事で ある 。著者お に 思 ふ 所 あり 各種 學 校の 地^ 敎授 者に は 勿論 文 撿受驗 者 

の爲に 僅の 努力に て 多大の 習得 を H 的と して 最新の 學說 に甚き 著述され たのが 卽ち 本書で ある。 ((卽 ち 地 

文^ o は 地文 地理 事^ を ((人文 篇)) は 人文地理 事^ を 細大 漏さず 之れ を 詳說し W 数十 個の 揷 H によ リて內 

^を 明かに し 且つ 終リに 詳細なる 索引 を附し 之れ を 利用す る 時 は 本書 は K に 地理 學の 齊典 となる ので あ 
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、菊 判 上製 ン 
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送料 サ七^ 
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土 地理の 研究 


、四 六 上 教ノ 


正馏 金甙细 

送料 十二 錢 
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、四 六 上 製ノ 

J  二 百 な、 


正 價金甙 W 

送料 十二 錢 
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◊ 佐 藤 種 治 氏 新著 ◊ (三 版) 


參考 曰本歷 史精說 


、菊判 最上 製 美^  E 一 買^ I， 一、  i\ 含 0  0 

. 壹则八 百餘頁 2„^<2K@ ノぉ ぁ廿 七錢〉 

本書 は國 史を敎 育す る 人々 と 國史の 各 棹 試 驗に應 ずる 

研究者の 參考 に^せん が 爲に編 暴せ る ものである。 內 

容は. S. 等^ 校敎授 要目に 準據 して 太せ より 現代までの 

史^ を 探究せ 誇 K 明し せ-上 諸種の 史籍 を參 酌し 其缺を 

補 ひ 且つ 趣味 ある 材料 を 加 へ 何人に も讀み 易く 了解し 

易 き^-を 考慮して 詳細に 叙述せ る もの である 殊に 叨ュ出 

天皇 大正 天皇 今上天皇 陛トの 御^ 德 を^^し 奉リ 祝祭 

n に 於け る 訓話の 參考に 供す る 等 大に意 を 用 ゐた る崭 

新 の 史書 で あ る 文 檢受驗 者 高等 專 i:^ 校入學 受驗 の 準 

備 として 必讀の もの である。 

o 目 黑 觼 一 著 <►  0 一一 版) 


一 最新 東 洋 歷史 辭典 

正價金 一二 圓參 拾錢 S 

本書 は 中等 敎科赘 同 參考書 一 般 東洋史 參考 書の、 王なる 

名辭 にっき^ 明に 解說 した ものである 現今 來洋 歷史を 

研究す る 時 辭典の 必讀を 痛感 せらる  >- 人士の 多き を 思 

ひ 著者が 數 ^の歲 おに 仝 身の 力 を 投じて 完成した もの 

が 本書で ある。 


佐 藤 種 治 氏 著 ((好評 激甚)) 


本書 は 文部 雀 敎授耍 H に 準據し て 各項 目の 內容 敷衍 に 

努力し 記述 は 理解し 易く 趣味 ある 方法 をと リ從來 の 試 

驗 問題 は 漏らさず 悉く 綠込み 各 章の 末に 槪括を 丁寧に 

表解 的 說明法 にて 記した る绦獨 創 的 新 栈軸を 加 へ 探究 

现 解し 易く 工夫し 內容に 於ても 從來 の史に 比較して 七 

大 特色 を 有する 等 に^ 想 的の 良書 である。 

(一 特色)) 各 章 毎に 文檢 Ms を 初めと して 各资格 試驗入 

學試驗 に 出で し 問題 を盡 し揭げ て受驗 研究者の 勉學に 

親切 を盡す 


。【書 S 註 書 文國' 版 出 館 同大】 
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一 （(行 發館 同 大)） 田祌市 京 束 


i ナ， ぶ-き aiL  t な n  J-r  hr^  ^0 行文 叨快 四十 一章 四百 餘 K は 正價 一千 五 O 

も 村^: ^ぬ だ.^  i 乂. K  0  t 氣に 通読 出來 るお 文な リ 送料 


I 


..Cgl-J じ,」 fT  wi  i  rtf  c  feE  歴史の 考察 は 勿論 武器の 進歩 頃  一！ 丁  二  0 

IB^fi®^  <lr_WJ  5^  4< ぼ ！# ま —兵制の 變遷戰 術 tg 略の 發逑 裟料 一八 

Ml^r^s-tJ  f  4i  v しサ 发 3> を 明らかた し 以て 軍事 知識の ^|5ー1..^で 一三 

も 藤 ゆ； A^l  ft  ffl^  ^A-  %  ^ 普及に も资 せる 良書な り —SS 科 —一八 


o 頭山満 翁题辭 犬 養 毅题辭 野 田 俊 作 序 武田 1 新著 


へ (，？ 13 麵 Ifels 正犢 金貳圓 五拾錢 送料金千塁；. 

支那 は 今や 孫 文 主我の 支那で ある。 現代 支那 を 知らん に は 本書 を讀 ねばならぬ。 〇 支那 は 如何にして 共和 國 

とな つた か 0 支那 は なぜ 騷ぐか 〇 支那 はどうな るか 等 凡そこう した 質問に 解：^ を與 へ るの が 本書の 口 的で あ 

る。 本書 は 孫 文^ ef=- の 33 隨 にして 内お は 迚^ 离丈祌 を 泣かしむ 『孫 文 自叙 傳』 を 初め 秋 新の 感を 起さす 

『支那 革命 史』 ™: 億 五千^ R 衆の 粘 祌的郴 威 『孫 文 主義』 及ー讀 血潮 高鳴り 肉 踊る 『孫 文の 代表的 演說 集』 等 

等 其 他 支那 n  —ス の 高峰 は 1= んど 糾铙 的に 聚 め、 しれた 書で ある。 併も 隨 所に 門外不出の 驚くべき 數々 の 秘話 

が揷 入され 或は耍 所に 註が 施されて ゐる。 本書 こそ 支那 を說 くに 必要に して n- つ 支那 を 描いて 充分で ある。 

敢て 世の 識者 支那 研究家 及 一 般 人士の 机上に 是非 一 本 をす k むる 次第で ある。  


滋賀 き秦世 界大戰 史槪說 gss 難^ 游雜 Sf  s  0  J 

I  "著 鑾大 戦後の 世界 史 0  J 


三 町 通 橋 ツー 《行發 館 同大》 田 祌 市 京 束 


高 橋與惣 共著 


((益々 好評 を 博す))— 


正價 金七圓 五拾錢 送料 卅三錢 ))| 


, 轵數 fi 千 餘頁 

本 窨は各 稀^-校の 國史科 敎授の 參考に 佻し 却て 受驗 準備に 资 せんが^に 編纂せ る ものにして 敎授 参考に 

W する 方法と して は a 行文 部お の 敎校細 を 基礎と し 之れ を 適宜 配合して 篇章を 分ち 國史の 本 幹 を 形成 

せる 市.！ X を 精細に 通 說し又 古今 史學 家の 發 表せし 新 說の穩 健なる もの は 努めて 之れ を採錄 せり。 試験^ 

備に 资 する 方法と して は^. 一回より 最近に 至る 迄の 文 撿試驗 問題 を發題 者の^ 求 を 推察 採 尊して 一 々精 

密 に解釋 し^く 各 草 末に 添附せ る ^赏に 繁簡 適 あらゆる 重要 史赏を 網羅して 餘^ なき 最も 完備せ る S 

史參考 書で ある 《從來 の 受驗者 3 翕く が愛諌 せらる )) 


中 4^ 'ケ 匹. 

高橋與 惣著ー 


JL/i?ui\ 菊判 S 上， 製 八 百餘頁 

お ia) 正 價金六 圓<  拾錢 

拾 七 版、 送料 廿七錢 

政治 俗 • 


一 文部省 撿， 

、定 受驗用  一？ N 

本書 は 著者が 多年の 货地經 驗で獨 創の 排 案に 據り 上下 五 阡^に 苴れる 族の 盛衰 興亡よ- 

宗敎- 制度の 一 切 を辋羅 して 朿洋史 箕を齄 く 有機的 連^の 下に 最も 平易 懇切に 通說 せる 外 古今^西 史學者 

の披邂 せる 學說 の穩 俊なる もの は 努めて これ を 採錄し 研究者の 便に 溢せ り 又文檢 問題 は 第一 回より 最近 

に 至る 迄の 分 を遨く 解答して 受驗^ に 一 大秘 庳 を提 W せり。 


三 町 通 橋 ッ 一 《行 發ま官 同 大)） m 神 -巾 m 束 


お 判お： 正價 金貳圓 八拾錢 2)) 


【藝術 新聞 批評〕 著作 地帶の 振幅 H 々に その 廣 

*v を *1 すと き 我々 は 本書の 如き 辭典で 著作者の パク 紙數 三百 五 拾 頁 一 

傳記 作風 特別 研究の 結果 を 知る ことの 出來 るの は 嬉しい 文化人と しての 常識 を覺 富に し將义 本邦 文藝 ゅ術界 

の^ 字引と して 近 來の快 著で ある。 


◊ 一 


干 


露 香 先生 新著 


(生物 學 研究 學生諸 ^の 絕好 秦考用 書) 

(人間が 人 Si 其 もの を 知る 可き 好讀 本」 


菊判 最上 製 美本 抑遨 多数 

紙数 一一 一 百 八 拾 n 仝壹册 

正價金 貳圓 八拾錢 

送料 金 十八 錢 

(內^ 目次) 0 第一 篇 文化 生活 o 第二 篇遠傳 ^遺 傳 形質：： メ ンデ リズ ム：： 双 兒遣傳 ：：) 0 第 

三 生命 (死 …… 老衰：： 生活 動物の 壽 命：： 生命： ：荣眷 ：： 死後 强直… 自栽 ：o 

o 第四篇 細胞 の發兑 ：： 細胞の 分裂：： 細胞 数：： 細胞の 國^) 〇 第五 篇 生殖 (生航 の： 

： ： 性の 起源：. . 精蟲と 卵：： 產兒の 忡 決定：： 受精の 現象：： 性の 轉 化：： も 女の 體 組織：： 動 

物の 雌雄 別： •  • 動植物の^ ゆ. . . . ゆ 慾の 發 動- . . .) 〇 第六篇 生活 〇 第七篇 器官 (退化 器官 •  • ： 護身 

器官- . - -生喊 器官- ： •) 〇 第 八篱變 化 へ 地球 の 變遷- • ： 化石の 發见- . . - 人間の 出現 — < 猿 同 肌 論 

： ： 原人の 生活 ：-ニ 〇 第九篇 分布 へ 分類と 分布：： 熱帶 植物：： 種の 傳播： ： 鳥の 分布：： 生存 

競 爭：： ) 〇 第 十八 人類 (人 塚の 讯究： ：) 〇 第 十 ー篇 進化 (生物の 進化：： 逸 化^と 他の 學科 . 

： 人間と 動物. . . 0 〇 第 十二 篇 思想 (靈 魂の 有無. • . .靈 的 生活： • . 厭世 思想. . . ，恐怖 觀念. …生死 

:••) 〇 補： KS  (生 ^體の 構造：：) 等な り。 其 他 細 „u 無 數は舉 ず卷末 索引 あり 


誰 にても 

わかる 


(( 行發館 同大》 田 祌市京 東 


文 漢國撿 文 
備必 者驗受 


笠 松 彬雄著 islE  0  £  #  P  0 々：TS ま は，^: で 正價 三 *五〇 一 

4f 勇 *KJ  -^r  詞  ^ 十分に 盡 さる  送料  一 A ッ 

笠 松 彬雄著 as; ^口  p  \  ^  jy 羊萍 $ で 八 家 文は微 正價 四 •<〇 g 

S ネも： ^要 遷 ^  /  ^  P  0 底 的に 進めら る  送料 二 四 通 

^sss ，&き n 寺 S4i 羊 萍 £1^ 如何なる 初. Mi に 正價 二 e 八 o 三 

お-松 彬却 港^ rRr^  0  s  fi 傳广カ 5e」 も 了解 出 來る書 送料 - \ 三 


& つ と开. 支那 學を 成す に 於 正 僭  一 了 五 〇 

武 e  gi€TM#J1^\4K  f 角 in 疋 其、 ©  ^ さ ては絕 好の 指南 軍 送 科  一 \ 


◊ 小 林 甚之助 氏 奢 


sislts 正價 金貳圓 r 料 


八錢、 


本書 は文檢 K 漢 利の 豫 5W と 漢文 科の 本 試に あする. お 力 養成 は 勿^ 合れ 圈 ft へ の 絶好 指針たら しむべく 編^し 

たもので ある。 殊に 漢文の 設問に 於て 支那 文學は 其の 极^; をな す ものである。 それ にも拘らず 古來 から 支那 

文 M チは最 難解 の ものと せられて きた 故に 受驗者 は：：！ 常 精力 の 大部分 は 此方 面に 注がれて 居る と 云 ふ 狀態 であ 

る。 著お. は此點 に齄み 最近の 出题 仰^ を 中心として 文學の 變遷を 系統的に 叙し 更に 受驗 者に 最も 肝要なる 過 

去の 文 檢旣出 問題 を 悉く 網羅し 併も 各 章 各 時代 別に 舉げ K 際に 役立つ 樣に純 乎た る鹫理 ノ-ト 代 用 たらしめ 

たもの が 本書で ある。 されば 呤 問と 勞カ 經濟の 上から 云 ふても 此の方 面の 受驗者 か 日常の 必携と して 恐らく 

隨 一 の ものと 信ずる。 幸なる 合格の 榮を 受け やうと する 士は 何等 躊躇す る 事な く 其の 硏究の 第一 階梯と して 

本書に 依る ベ きで ある。 


1 


